
リ
ズ
ム
と
抒
情
の
詩
学
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金
時
鐘
『
長
篇
詩
集 
新
潟
』
の
詩
的
言
語
を
中
心
に
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五
感
の
形
成
は
、
今
日
ま
で
の
世
界
史
全
体
の
一
つ
の
仕
業
で
あ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

カ
ー
ル
・
マ
ル
ク
ス
『
経
済
学･

哲
学
草
稿
』（
一
八
四
四
年
）

　
　
　
　
　
　

か
ら
山
に
、
桜
を
植
ゑ
て
、
か
ら
人
に
、
や
ま
と
男
子
の
、
歌
う
た
は
せ
む
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

与
謝
野
鉄
幹
『
東
西
南
北
』（
明
治
二
九
年
七
月
）

　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

思
う
に
希
望
と
は
、
も
と
も
と
あ
る
も
の
と
も
い
え
ぬ
し
、
な
い
も
の
と
も
い
え
な
い
。

　
　
　
　
　
　

そ
れ
は
地
上
の
道
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
も
と
も
と
地
上
に
は
道
は
な
い
。
歩
く
人

　
　
　
　
　
　

が
多
く
な
れ
ば
、
そ
れ
が
道
に
な
る
の
だ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

魯
迅
「
故
郷
」（
一
九
二
一
年
）
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金
時
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簡
易
年
表



1   　序　章

序　

章

       

第
一
節
．
本
研
究
の
目
的

　

本
研
究
の
目
的
は
、
リ
ズ
ム
と
抒
情
と
い
う
観
点
か
ら
、
金き

む
し
ぢ
ょ
ん

時
鐘
『
長
篇
詩
集 

新
潟

（
1
）

』
に
つ
い
て
の
一
つ
の
読
み
を
提

示
す
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、「
リ
ズ
ム
と
抒
情
の
詩
学
」
と
い
う
、
や
や
幅
の
広
い
タ
イ
ト
ル
を
付
し
た
こ
と
を
説

明
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
が
、
ま
ず
は
金
時
鐘
の
来
歴
に
つ
い
て
触
れ
て
お
き
た
い
。

　

金
時
鐘
は
、
現
在
の
朝
鮮
民
主
主
義
人
民
共
和
国
（
以
下
、
北
朝
鮮
と
略
記
）
の
一
地
域
で
あ
る
元
山
で
、
一
九
二
九
年

に
生
ま
れ
て
い
る
。
そ
の
後
、
幼
少
期
に
母
（
金
蓮
春
）
の
育
っ
た
済
州
島
に
移
住
し
て
い
る
。
父
（
金
鑚
國
）
が
知
識
層

に
属
す
人
で
あ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
自
宅
に
は
日
本
語
の
新
聞
だ
け
で
な
く
、
日
本
語
の
世
界
文
学
全
集
も
置
い
て
あ
り
、

金
時
鐘
は
そ
れ
ら
を
読
み
漁
る
少
年
だ
っ
た
。
そ
れ
の
み
な
ら
ず
島
崎
藤
村
、
北
原
白
秋
と
い
っ
た
日
本
の
近
代
詩
人
た
ち

の
詩
集
を
好
ん
で
読
み
、
そ
の
影
響
も
あ
っ
て
、
金
素
雲
訳
『
乳
色
の
雲
』（
一
九
四
〇
年
、
河
出
書
房
）
に
朝
鮮
の
詩
情

と
日
本
の
そ
れ
と
の
類
似
を
読
み
取
り
、
感
激
も
覚
え
も
し
た
と
い
う
。

　

金
時
鐘
の
少
年
時
代
は
、
南
次
郎
が
一
九
三
六
年
に
第
八
代
の
朝
鮮
総
督
府
総
督
に
就
任
し
、
ま
た
一
九
三
七
年
の
日
中

戦
争
勃
発
も
あ
っ
て
、
皇
国
臣
民
化
政
策
が
頂
点
を
極
め
て
い
た
時
期
に
あ
た
る
。
国
体
明
徴
、
内
鮮
一
体
、
忍
苦
鍛
錬
と

い
う
皇
民
化
政
策
の
三
大
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
下
、
創
氏
改
名
、
日
本
語
の
日
常
生
活
で
の
常
用
、
皇
国
臣
民
の
誓
詞
斉
唱
等
が

強
制
さ
れ
た
。
ま
た
学
校
教
育
に
お
い
て
は
、
一
九
三
八
年
三
月
の
「
第
三
次
朝
鮮
教
育
令
」
以
降
、
朝
鮮
語
の
授
業
が
実

質
的
に
有
名
無
実
化
し
、「
国
語
」＝
日
本
語
教
育
が
徹
底
さ
れ
る
時
期
で
も
あ
っ
た
。
こ
れ
は「
国
語
」教
育
に
よ
り「
国
民
」

精
神
を
「
涵
養
」
す
る
と
い
う
名
目
の
も
と
で
の
施
策
で
あ
っ
た
が
、
言
う
ま
で
も
な
く
将
来
的
に
日
本
軍
の
兵
士
と
し
て

朝
鮮
人
を
徴
兵
す
る
と
い
う
目
的
も
持
つ
も
の
で
あ
っ
た
。
文
学
的
な
側
面
に
目
を
向
け
る
な
ら
ば
、
日
本
の
詩
歌
は
、「
徳

性
」
を
「
涵
養
す
る
」
と
い
う
目
的
の
も
と
、
皇
民
化
政
策
以
前
の
一
九
一
一
年
に
、
す
で
に
「
国
語
」
や
「
唱
歌
」
科
目

に
組
み
込
ま
れ
て
い
る
。
一
九
三
九
年
に
は
、「
君
が
代
」「
紀
元
節
」「
天
長
節
」
と
い
っ
た
歌
が
収
め
ら
れ
た
『
み
く
に

の
う
た
』（
朝
鮮
総
督
府
編
）
が
、植
民
地
用
の
別
冊
教
科
書
と
し
て
用
い
ら
れ
さ
え
し
た
。
つ
ま
り
日
本
の
詩
歌
は
、「
唱
歌
」

や
「
国
語
」
の
中
に
組
み
込
ま
れ
る
こ
と
で
、
皇
国
臣
民
ひ
い
て
は
日
本
兵
と
し
て
の
朝
鮮
人
を
育
む
役
割
の
一
翼
を
担
っ

　
　

註

（
1
）
金
時
鐘
『
長
篇
詩
集 

新
潟
』、
構
造
社
、

一
九
七
〇
年
八
月
。
以
下
『
新
潟
』
と
略
記
。
金

時
鐘
の
詩
集
だ
け
を
出
版
年
順
に
列
挙
す
る
。『
地

平
線
』（
一
九
五
五
年
一
二
月
、
ヂ
ン
ダ
レ
発
行

所
）、『
日
本
風
土
記
』（
一
九
五
七
年
一
一
月
、

国
文
社
）、『
新
潟
』、『
猪
飼
野
詩
集
』（
東
京
新

聞
出
版
局
、
一
九
七
八
年
）、『
光
州
詩
片
』（
福

武
書
店
、一
九
八
三
年
）、『
化
石
の
夏
』（
海
風
社
、

一
九
九
八
年
）
が
あ
る
。
ま
た
『
地
平
線
』
か
ら

『
光
州
詩
片
』
ま
で
、
そ
し
て
詩
集
に
収
め
ら
れ

な
か
っ
た
作
品
も
集
め
た
『
集
成
詩
集 

原
野
の

詩 1955-1988

』（
立
風
書
房
、
一
九
九
一
年
）

が
あ
る
。
以
後
『
新
潟
』
か
ら
の
引
用
は
、
若
干

の
修
正
は
施
さ
れ
て
は
い
る
が
、
全
て
『
集
成
詩

集 

原
野
の
詩 1955-1988

』
か
ら
で
あ
り
、
詩

を
引
用
し
た
場
合
、
直
後
に
ペ
ー
ジ
番
号
（
漢
数

字
）
だ
け
を
示
す
。



2

て
い
た
の
で
あ
る
。
金
時
鐘
の
日
本
の
詩
情
に
対
す
る
敏
感
さ
は
、
自
発
的
な
読
書
を
含
め
、
上
述
し
た
状
況
下
に
お
け
る

教
育
を
通
じ
て
形
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
結
果
、金
時
鐘
の
中
に
は
「
軍
人
か
抒
情
詩
人
か
と
い
う
こ
と
が
〔
…
…
〕

矛
盾
な
く
住
み
つ
」
く
こ
と
に
な
っ
た

（
2
）

。
ま
さ
に
模
範
的
な
皇
国
少
年
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

　

こ
こ
か
ら
言
え
る
こ
と
は
、
日
本
の
近
代
的
な
抒
情
と
リ
ズ
ム
は
、
日
本
国
内
に
留
ま
ら
ず
植
民
地
朝
鮮
に
も
拡
が
る
こ

と
で
、
共
通
す
る
感
性
の
空
間
を
作
り
上
げ
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
、
そ
の
た
め
そ
れ
は
感
情
レ
ベ
ル
で
の
日
本

と
朝
鮮
の
一
体
感
を
惹
起
さ
せ
る
も
の
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
、
で
あ
る
。
金
時
鐘
が
「
短
歌
的
抒
情
」
な
い
し
「
日
本
的

抒
情
」
と
呼
ぶ
も
の
も
、
こ
の
日
本
を
越
え
て
共
有
を
強
い
ら
れ
た
感
性
の
秩
序
を
指
し
て
い
る

（
3
）

。

　

本
研
究
が
金
時
鐘
『
新
潟
』
の
読
解
を
通
じ
て
論
じ
て
い
く
の
も
、
こ
の
日
本
語
の
「
リ
ズ
ム
」
と
「
抒
情
」
が
抱
え
る

問
題
に
つ
い
て
で
あ
る
。
そ
の
た
め
本
研
究
は
、
大
き
く
二
つ
の
課
題
を
設
定
し
た
。

　

一
つ
は
、
植
民
地
化
の
一
翼
を
担
っ
た
日
本
の
近
代
詩
の
抒
情
と
リ
ズ
ム
が
そ
の
起
源
的
な
場
面
に
お
い
て
ど
の
よ
う
に

形
成
さ
れ
た
の
か
で
あ
る
。
だ
が
言
う
ま
で
も
な
く
、「
抒
情
」
も
「
リ
ズ
ム
」
も
、
確
定
的
な
概
念
と
し
て
取
り
出
す
こ

と
は
困
難
な
も
の
で
あ
ろ
う
。「
情
」
と
は
何
か
は
哲
学
的
な
問
い
で
も
あ
る
し
、
文
化
的
な
バ
イ
ア
ス
も
考
慮
す
る
必
要

が
あ
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、「
抒
情
」
と
は
「
情
」
を
「
抒
」
べ
る
も
の
だ
と
す
る
場
合
で
も
、表
現
と
表
現
さ
れ
る
も
の
、

あ
る
い
は
そ
れ
ら
と
表
現
者
の
関
係
は
検
討
さ
れ
る
べ
き
基
礎
的
課
題
と
な
ろ
う
。同
様
に「
リ
ズ
ム
」を
定
義
す
る
こ
と
も
、

「
絶
望
的
な
仕
事
」（
Ｗ
・
ア
ー
ペ
ル
）
と
言
わ
れ
る
よ
う
に
困
難
な
も
の
で
あ
る
。
一
方
で
リ
ズ
ム
は
音
長
、
音
高
、
音
色
、

音
の
布
置
、ア
ク
セ
ン
ト
、音
数
、周
期
的
な
反
復
の
有
無
等
、多
く
の
構
成
要
素
を
持
つ
。
他
方
で
Ｌ
・
ク
ラ
ー
ゲ
ス
が
「
リ

ズ
ム
」
と
「
拍
子
」
を
対
立
的
に
論
じ
た
こ
と
に
示
さ
れ
る
よ
う
に

（
4
）

、
リ
ズ
ム
は
パ
ル
ス
、
拍
子
、
強
勢
と
い
っ
た
深
く
関

連
し
あ
い
な
が
ら
も
異
な
る
諸
概
念
と
の
差
異
の
中
に
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
「
抒
情
」
に
し
ろ
「
リ
ズ
ム
」
に
し
ろ
、
内
包

的
に
も
外
延
的
に
も
検
討
す
べ
き
課
題
は
あ
ま
り
に
多
い
。

   

だ
が
本
研
究
で
は
、
こ
の
よ
う
に
定
義
し
が
た
い
「
抒
情
」
と
「
リ
ズ
ム
」
を
、
そ
の
抽
象
度
を
高
め
、
一
般
的
な
概
念

と
し
て
規
定
す
る
こ
と
は
目
的
と
し
て
い
な
い
の
で
、
次
の
よ
う
な
問
い
を
設
定
し
た
。
す
な
わ
ち
日
本
近
代
詩
の
形
成
の

起
源
的
な
時
期
に
、
伝
統
的
な
韻
律
に
対
し
て
「
リ
ズ
ム
」
概
念
は
ど
の
よ
う
に
練
り
上
げ
ら
れ
て
い
っ
た
の
か
、
そ
れ
に

よ
り
「
抒
情
」
の
質
に
い
か
な
る
影
響
が
及
ん
だ
の
か
、
で
あ
る
。
要
す
る
に
「
リ
ズ
ム
」
と
「
抒
情
」
を
歴
史
的
な
観
点

か
ら
考
察
す
る
の
で
あ
る
。

　

そ
し
て
も
う
一
つ
の
課
題
は
、
こ
の
日
本
近
代
詩
の
起
源
に
お
け
る
「
リ
ズ
ム
」
と
「
抒
情
」
の
近
代
化
、
そ
し
て
そ
れ

が
も
た
ら
し
た
結
果
と
、
日
本
語
に
よ
っ
て
書
か
れ
た
『
新
潟
』
の
詩
的
言
語
を
比
較
す
る
こ
と
で
、
作
品
の
独
自
性
を
明

（
2
）
金
時
鐘
、
倉
橋
健
一
他
「
短
歌
的
抒
情
の
否

定―

小
野
十
三
郎
の
世
界
」、
犬
飼
、
福
中
編
『
座

談　

関
西
戦
後
詩
史　

大
阪
篇
』、
ポ
エ
ト
リ
ー
・

セ
ン
タ
ー
、
一
九
七
五
年
、
二
二
二
頁
。

（
3
）
と
は
い
え
朝
鮮
半
島
に
お
け
る
日
本
の
近
代

的
抒
情
の
浸
透
の
度
合
い
は
低
か
っ
た
と
思
わ
れ

る
。
宮
田
節
子
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
民
衆
の
日

本
語
識
字
率
は
、
植
民
地
末
期
に
お
い
て
も
低

か
っ
た
か
ら
で
あ
る
（
宮
田
節
子
『
朝
鮮
民
衆

と
「
皇
民
化
」
政
策
』（
未
来
社
、
一
九
八
五
年
）

一
一
‐
四
四
頁
参
照
）。
む
し
ろ
こ
こ
に
は
、
金

時
鐘
の
よ
う
な
知
識
層
に
属
す
よ
う
な
家
庭
と
、

そ
う
で
は
な
い
民
衆
の
間
の
植
民
地
下
に
お
け
る

経
験
的
な
も
の
の
ズ
レ
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

（4

）L
u
d
w
ig K

lages,V
om

 W
esen

 d
es 

Rhythm
us,Verlag G

ropengiesser,Züurich 
und Leipzig,1944

（
Ｌ
・
ク
ラ
ー
ゲ
ス
『
リ

ズ
ム
の
本
質
』、
杉
浦
実
訳
、
み
す
ず
書
房
、

一
九
七
一
年
）.



3   　序　章

ら
か
に
し
て
い
く
こ
と
で
あ
る
。

   

つ
ま
り
本
研
究
は
、「
リ
ズ
ム
」
と
「
抒
情
」
の
一
般
的
な
概
念
規
定
を
行
う
こ
と
も
、
ま
た
『
新
潟
』
だ
け
に
対
象
を

限
定
し
解
釈
を
施
す
こ
と
も
目
的
と
し
て
は
い
な
い
。
そ
う
で
は
な
く
、
日
本
と
朝
鮮
半
島
に
拡
が
る
感
性
の
空
間
の
実
質

を
金
時
鐘
の
詩
を
通
じ
て
問
い
返
し
、
そ
れ
に
よ
り
彼
が
紡
ぎ
だ
す
詩
的
言
語
の
独
自
性
を
、「
比
較
」
文
学
的
な
問
い
か

ら
探
求
す
る
も
の
で
あ
る
。
本
研
究
の
タ
イ
ト
ル
も
以
上
の
問
題
の
設
定
に
由
来
す
る
。

　

金
時
鐘
が
身
に
つ
け
た
幼
少
期
の
「
日
本
的
抒
情
」
の
あ
り
様
で
は
な
く
、
明
治
二
〇
年
代
（
一
八
八
七
〜
）
に
お
け
る
、

朝
鮮
半
島
に
拡
が
る
直
前
の
抒
情
と
リ
ズ
ム
の
議
論
を
中
心
的
な
枠
組
み
と
し
て
扱
う
の
は
、
主
に
二
つ
の
理
由
か
ら
で
あ

る
。
一
つ
は
、
日
本
語
に
お
け
る
「
リ
ズ
ム
」
と
は
何
か
が
検
討
さ
れ
る
過
程
で
、
近
代
的
な
「
抒
情
」
が
生
成
し
て
く
る

姿
が
明
治
二
〇
年
代
に
お
い
て
見
え
や
す
い
形
で
現
れ
る
た
め
で
あ
る
。
も
う
一
つ
は
、こ
の
時
期
に
生
成
す
る
「
リ
ズ
ム
」

と
「
抒
情
」
に
日
清
戦
争
を
背
景
と
し
た
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
が
混
入
す
る
こ
と
で
、
そ
の
結
果
、
両
者
は
現
実
と
過
去
の
認

識
に
も
強
い
影
響
を
及
ぼ
す
も
の
と
し
て
再
編
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
は
抒
情
と
リ
ズ
ム
が
単
な
る
文
学

的
な
範
疇
を
越
え
て
、
独
自
の
政
治
性
を
持
っ
て
い
る
こ
と
を
は
っ
き
り
と
見
せ
て
く
れ
る
。
本
研
究
が
主
に
焦
点
を
合
わ

せ
る
も
の
も
、
後
者
の
認
識
に
関
わ
る
問
題
で
あ
る
。
つ
ま
り
明
治
二
〇
年
代
に
取
り
交
わ
さ
れ
た
議
論
は
、
近
代
的
な
リ

ズ
ム
と
抒
情
が
生
成
す
る
姿
と
そ
れ
ら
が
抱
え
る
こ
と
に
な
る
問
題
点
を
明
確
化
す
る
の
に
有
意
義
な
時
期
な
の
で
あ
る
。

　

日
本
近
代
詩
史
の
全
て
を
カ
ヴ
ァ
す
る
こ
と
は
到
底
で
き
な
い
が
、明
治
二
〇
年
代
に
編
制
さ
れ
る「
リ
ズ
ム
」と「
抒
情
」

が
帯
び
る
こ
の
特
色
は
、
そ
の
後
の
文
学
史
的
な
動
向
に
も
引
き
継
が
れ
て
い
く
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
本
研
究
で
扱
う
と
こ
ろ
の
「
リ
ズ
ム
」
は
、
作
品
ご
と
の
具
体
的
な
音
数
で
あ
っ
た
り
、
あ
る
い
は
、
例
え
ば

時
枝
誠
記
が
提
示
し
た
よ
う
な
「
等
時
的
拍
音
形
式
」
と
い
っ
た
時
間
形
式
を
基
に
抽
出
さ
れ
る
音
群
の
規
則
性
の
こ
と
で

は
な
い
。「
リ
ズ
ム
」
と
し
て
扱
わ
れ
る
の
は
、抒
情
や
認
識
に
及
ぼ
す
作
用
で
あ
り
、そ
の
思
想
性
で
あ
る
。
要
す
る
に
「
抒

情
」
と
「
リ
ズ
ム
」
の
問
い
を
認
識
の
問
い
と
し
て
論
じ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
『
新
潟
』
を
解
釈
し
て
い
く
際

に
、
決
定
的
に
重
要
な
問
い
と
な
る
。
こ
の
点
に
関
連
し
て
金
時
鐘
の
『
新
潟
』
出
版
ま
で
の
歴
史
的
な
経
験
に
つ
い
て
立

ち
入
っ
て
お
き
た
い
。

　

一
九
四
五
年
の
解
放
後
、
金
時
鐘
は
、
唯
一
憶
え
て
い
た
朝
鮮
語
の
歌
「
愛
し
の
ク
レ
メ
ン
タ
イ
ン
」（
日
本
で
は
「
雪

山
讃
歌
」）
を
通
じ
て
朝
鮮
人
に
立
ち
返
っ
て
い
る

（
5
）

。
そ
の
後
済
州
島
で
は
一
九
四
八
年
四
月
三
日
に
、
米
軍
政
統
治
下
で

の
韓
国
側
単
独
選
挙
に
対
す
る
島
民
の
反
対
運
動
及
び
武
装
闘
争
と
、
警
察
・
軍
・
右
翼
青
年
団
に
よ
る
島
民
の
大
量
虐
殺

事
件
、
所
謂
「
済
州
島
四
・
三
事
件
」
が
起
き
る
。
金
時
鐘
は
そ
こ
に
パ
ル
チ
ザ
ン
と
し
て
関
与
し
て
い
る
。
一
九
四
八
年

　
　

（
5
）
こ
の
間
の
事
情
に
つ
い
て
は
、
金
時
鐘
「
ク

レ
メ
ン
タ
イ
ン
の
歌
」（
金
時
鐘
『「
在
日
」
の
は

ざ
ま
で
』、
立
風
書
房
、
一
九
八
六
年
、
所
収
）

を
参
照
の
こ
と
。



4

五
月
、
郵
便
局
襲
撃
事
件

（
6
）

に
失
敗
し
た
金
時
鐘
は
、
地
下
に
潜
伏
す
る
こ
と
に
な
り
、
一
年
後
の
一
九
四
九
年
五
月
ご
ろ
に

日
本
に
逃
れ
て
き
て
い
る
。
日
本
に
渡
っ
て
か
ら
、
金
時
鐘
は
日
本
共
産
党
（
以
下
、
日
共
と
略
記
）
に
入
党
し
、
民
族
対

策
本
部
（
以
下
、
民
対
と
略
記
）
の
指
導
の
下
、
民
族
学
校
の
再
建
や
、
雑
誌
『
朝
鮮
評
論
』
の
運
営
に
携
わ
っ
た
。
だ
が

一
九
五
一
年
の
朝
鮮
戦
争
勃
発
後
、
日
共
の
実
力
闘
争
方
針
の
下
で
、
一
九
五
二
年
に
は
日
本
に
お
け
る
軍
事
基
地
粉
砕
・

武
器
輸
送
阻
止
を
狙
っ
た
吹
田
・
枚
方
事
件
に
関
わ
り
、
再
び
潜
伏
す
る
こ
と
に
な
る
。

   

そ
の
金
時
鐘
が
日
本
語
で
詩
を
書
く
こ
と
を
自
覚
的
に
問
い
は
じ
め
る
の
は
、
一
九
五
三
年
に
、
民
対
か
ら
文
化
サ
ー
ク

ル
の
結
成
と
サ
ー
ク
ル
誌
創
刊
の
命
が
、
日
共
か
ら
在
日
朝
鮮
人
の
組
織
で
あ
る
在
日
朝
鮮
統
一
民
主
戦
線
（
以
下
、
民

戦
と
略
記
）
に
お
り
、
金
時
鐘
が
責
任
者
と
な
っ
て
『
ヂ
ン
ダ
レ
』
を
発
行
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
で
あ
る
。
そ
の
『
ヂ
ン

ダ
レ
』
に
掲
載
さ
れ
た
作
品
は
、
金
時
鐘
の
も
の
を
含
め
ほ
ぼ
日
本
語
で
書
か
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
だ
が
一
九
五
五
年
五

月
の
在
日
本
朝
鮮
人
総
聯
合
会
（
以
下
、
朝
鮮
総
聯
と
略
記
）
の
結
成
後
、「
朝
鮮
人
は
朝
鮮
語
で
創
作
活
動
す
べ
し
」
と

文
化
方
針
が
転
換
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
重
ね
て
そ
の
時
期
は
、
北
朝
鮮
へ
の
帰
国
運
動
が
活
発
化
し
、
帰
国
す
る
こ
と
が

在
日
朝
鮮
人
の
民
族
性
を
測
る
試
金
石
と
さ
れ
る
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
。
朝
鮮
総
聯
に
所
属
し
つ
つ
も
、
帰
国
も
せ
ず
ま
た
朝

鮮
語
に
よ
る
創
作
の
強
制
に
反
対
し
た
金
時
鐘
は
、「
民
族
的
主
体
性
の
喪
失
者
」
と
し
て
、
一
〇
年
に
わ
た
り
作
品
を
発

表
す
る
場
を
失
う
こ
と
と
な
る
。
そ
の
た
め
『
新
潟
』
も
一
九
六
一
年
に
は
完
成
し
て
い
た
が)7

(

、
組
織
の
圧
力
に
よ
っ
て
、

一
九
七
〇
年
に
出
版
さ
れ
る
ま
で
自
宅
の
金
庫
で
厳
重
に
保
管
さ
れ
た
ま
ま
と
な
っ
た
。

   

以
上
の
『
新
潟
』
出
版
に
至
る
ま
で
の
過
程
と
、
そ
れ
を
取
り
巻
く
時
代
的
背
景
に
つ
い
て
は
、
本
論
で
も
論
じ
る
こ
と

に
な
る
。
だ
が
こ
こ
で
指
摘
し
て
お
く
べ
き
こ
と
は
、
簡
単
で
は
あ
る
が
こ
こ
ま
で
述
べ
た
歴
史
的
・
思
想
的
・
言
語
的
な

問
題
を
『
新
潟
』
は
対
象
と
し
て
お
り
、
そ
の
よ
う
な
背
景
知
識
な
し
に
は
読
む
こ
と
が
困
難
な
詩
集
に
な
っ
て
い
る
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。
当
然
な
が
ら
『
新
潟
』
は
、
歴
史
的
事
実
を
抒
情
的
に
表
し
た
作
品
で
は
な
く
、
日
本
的
な
抒
情
に
流
さ

れ
ず
、
む
し
ろ
そ
れ
を
変
容
さ
せ
つ
つ
歴
史
的
出
来
事
を
現
わ
そ
う
と
し
て
い
る
。
つ
ま
り
『
新
潟
』
の
言
語
表
現
が
提
起

す
る
「
リ
ズ
ム
」
と
「
抒
情
」
の
問
い
は
、
認
識
と
そ
の
表
出
の
問
題
に
関
わ
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
の
際
に
『
新
潟
』

で
主
に
用
い
ら
れ
る
の
が
、「
変
身
」
と
い
う
方
法
と
、
そ
れ
と
連
動
す
る
形
で
追
及
さ
れ
る
「
意
志
」
の
模
索
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
『
新
潟
』
解
釈
に
あ
た
っ
て
は
、
こ
の
「
変
身
」
と
「
意
志
」
を
中
心
的
な
タ
ー
ム
と
し
て
論
じ
て
い
く
こ
と

に
な
る
。
そ
し
て
金
時
鐘
が
植
民
地
期
に
身
に
つ
け
た
日
本
近
代
詩
の
抒
情
と
リ
ズ
ム
が
、
そ
れ
ら
を
通
じ
て
『
新
潟
』
に

お
い
て
ど
の
よ
う
に
変
容
す
る
の
か
、
ま
た
そ
の
結
果
、
時
代
状
況
や
歴
史
が
詩
的
言
語
を
通
じ
て
ど
の
よ
う
に
現
れ
る
の

か
、
を
明
ら
か
に
し
て
い
き
た
い
。
最
終
的
に
は
、
こ
の
問
い
に
深
く
関
わ
っ
て
い
る
、
金
時
鐘
が
「
垢
じ
ま
な
い
抒
情
」

（
6
）
郵
便
局
で
工
作
を
し
て
い
た
パ
ル
チ
ザ
ン
の

メ
ン
バ
ー
が
射
殺
さ
れ
た
こ
と
を
受
け
て
計
画

さ
れ
た
事
件
。
金
時
鐘
、
金
石
範
『
な
ぜ
書
き

つ
づ
け
て
き
た
か　

な
ぜ
沈
黙
し
て
き
た
か　

済
州
島
四
・
三
事
件
の
記
憶
と
文
学
』、
平
凡
社
、

二
〇
〇
一
年
、
一
〇
四
頁
。

（
7
）
一
九
六
一
年
と
し
た
の
は
、
金
時
鐘
氏
に
直

接
聞
い
た
こ
と
に
よ
る
。
と
は
い
え
『
新
潟
』
の

完
成
時
期
に
つ
い
て
は
諸
説
あ
る
た
め
、
先
行
す

る
作
品
の
関
係
の
中
で
検
討
す
る
必
要
は
あ
ろ

う
。
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と
呼
ぶ
も
の
に
つ
い
て
述
べ
る
予
定
で
あ
る
。

   

『
新
潟
』
の
解
釈
に
関
わ
る
方
法
論
的
な
限
定
を
述
べ
て
お
く
な
ら
ば
、
そ
れ
が
扱
っ
て
い
る
歴
史
的
出
来
事
を
重
視
し
、

表
現
と
歴
史
的
事
実
と
の
突
合
せ
を
基
本
に
し
て
読
解
を
行
う
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
は
、
今
後
進
展
す
る
で
あ
ろ
う
金
時
鐘

研
究
の
た
め
の
基
礎
的
な
作
業
と
な
る
と
考
え
る
。そ
の
た
め
日
本
近
代
詩
と
の
比
較
は
あ
っ
て
も
、特
定
地
域
の
特
定
ジ
ャ

ン
ル
の
文
学
史
の
中
に
『
新
潟
』
を
位
置
づ
け
る
こ
と
は
し
な
い
。

       

第
二
節
．
研
究
環
境
及
び
『
新
潟
』
研
究
史

   

上
述
し
た
よ
う
に
、『
新
潟
』
に
は
多
く
の
歴
史
的
出
来
事
が
現
れ
る
。
そ
の
た
め
歴
史
学
的
な
知
見
が
、『
新
潟
』
解
読

に
当
た
っ
て
不
可
欠
と
な
っ
て
い
る
。

　

植
民
地
期
の
金
時
鐘
に
関
し
て
は
、
彼
自
身
の
エ
ッ
セ
ー
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
。
も
ち
ろ
ん
植
民
地
に
関
す
る
研
究

は
膨
大
な
数
に
上
る
。
だ
が
金
時
鐘
を
中
心
に
据
え
て
、
彼
の
置
か
れ
た
環
境
と
エ
ッ
セ
ー
と
の
関
連
を
、
歴
史
学
的
・
人

類
学
的
な
見
地
か
ら
客
観
的
に
検
討
し
た
も
の
は
無
い
に
等
し
い
。
野
口
豊
子
の
貴
重
な
仕
事
で
あ
る「
金
時
鐘
年
譜
」（『
原

野
の
詩
』
所
収
）
を
よ
り
充
実
さ
せ
て
い
く
た
め
に
も
、
今
後
の
研
究
が
待
た
れ
る
。

   

金
時
鐘
が
抱
え
る
そ
の
他
の
歴
史
的
経
験
に
つ
い
て
は
、
二
〇
〇
〇
年
以
降
、
詩
人
自
身
の
証
言
に
よ
っ
て
か
な
り
の
程

度
明
ら
か
に
な
っ
て
き
て
い
る
。
一
九
四
八
年
済
州
島
四
・
三
事
件
へ
の
関
与
に
つ
い
て
、
金
時
鐘
自
身
が
講
演
で
は
じ
め

て
語
っ
た
も
の
と
し
て
、「
記
憶
せ
よ
、
和
合
せ
よ
」（『
語
り
の
記
憶
・
書
物
の
精
神
史
』
社
会
評
論
社
、
二
〇
〇
〇
年
）

が
あ
る
。
ま
た
金
石
範
と
の
対
談
で
あ
る
『
な
ぜ
書
き
つ
づ
け
て
き
た
か　

な
ぜ
沈
黙
し
て
き
た
か　

済
州
島
四
・
三
事
件

の
記
憶
と
文
学
』（
平
凡
社
、
二
〇
〇
一
年
）
は
、
よ
り
詳
細
に
当
時
の
状
況
や
日
本
へ
逃
れ
て
く
る
経
緯
な
ど
が
語
ら
れ

て
い
る
。
ま
た
同
書
は
、
渡
日
後
の
吹
田
・
枚
方
事
件
へ
の
関
与
な
ど
も
述
べ
ら
れ
て
お
り
、
貴
重
な
記
録
と
な
っ
て
い
る
。

四
・
三
事
件
や
吹
田
・
枚
方
事
件
へ
の
関
与
に
つ
い
て
は
、
近
年
に
至
り
研
究
が
進
展
し
て
い
る
関
連
分
野
と
協
同
で
、
よ

り
客
観
的
な
分
析
が
求
め
ら
れ
よ
う
。

　

一
九
五
〇
年
代
中
盤
以
降
の
総
聯
と
の
、
主
に
『
ヂ
ン
ダ
レ
』
を
舞
台
に
し
た
対
立
に
つ
い
て
は
、
細
見
和
之
と
宇
野
田

尚
哉
ら
に
よ
っ
て
、『
復
刻
版
『
ヂ
ン
ダ
レ
』『
カ
リ
オ
ン
』』（
不
二
出
版
、
二
〇
〇
八
年
）
が
出
版
さ
れ
た
こ
と
で
、
当
時

の
関
連
す
る
状
況
の
中
で
研
究
を
進
め
る
こ
と
が
可
能
に
な
っ
て
き
て
い
る
。
当
時
の
文
化
史
、
政
治
史
、
思
想
史
の
文
脈
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の
中
で
『
チ
ン
ダ
レ
』
を
検
討
す
る
作
業
が
急
が
れ
る
。

　

帰
国
運
動
・
帰
国
事
業
は
、『
新
潟
』
に
お
い
て
重
要
な
位
置
を
占
め
る
出
来
事
で
あ
る
。
近
年
に
至
り
、
高
崎
宗
司
・

朴
正
鎮
編
著
『
帰
国
運
動
と
は
何
だ
っ
た
の
か―

封
印
さ
れ
た
日
朝
関
係
史
』（
平
凡
社
、
二
〇
〇
五
年
）
や
テ
ッ
サ
・
モ
ー

リ
ス
‐
ス
ズ
キ
『
北
朝
鮮
へ
の
エ
ク
ソ
ダ
ス―

「
帰
国
事
業
」
の
影
を
た
ど
る
』（
田
代
泰
子
訳
、朝
日
新
聞
社
、二
〇
〇
七
年
）

等
、
学
術
的
に
高
い
水
準
の
研
究
成
果
が
現
れ
た
こ
と
で
、『
新
潟
』
の
読
解
を
よ
り
深
め
る
こ
と
が
可
能
に
な
っ
た
。
本

研
究
も
帰
国
運
動
・
事
業
に
関
し
て
は
、
両
者
に
大
き
く
依
存
し
て
い
る
。
今
後
こ
れ
ら
の
研
究
成
果
を
ふ
ま
え
、
北
朝
鮮

か
ら
の
亡
命
者
の
証
言
や
、
帰
国
者
と
関
係
の
深
い
人
々
の
話
、
あ
る
い
は
朝
鮮
総
聯
、
日
本
政
府
、
北
朝
鮮
政
府
、
韓
国

政
府
の
動
向
や
責
任
を
総
体
的
に
検
討
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

　

先
行
研
究
に
つ
い
て
は
、
各
章
で
言
及
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
こ
こ
で
は
金
時
鐘
に
関
す
る
研
究
史
を
、『
新
潟
』
に
関

す
る
も
の
を
中
心
に
概
観
し
て
お
き
た
い
。

   

最
初
に
挙
げ
る
べ
き
は
、『
新
潟
』
の
解
説
と
し
て
付
さ
れ
た
小
野
十
三
郎
「
長
篇
詩
『
新
潟
』
に
寄
せ
て
」
で
あ
る
。『
新

潟
』
は
殴
ら
れ
る
、
蹴
ら
れ
る
あ
る
い
は
指
先
の
感
触
と
い
っ
た
身
体
的
な
感
覚
や
、
臭
覚
や
聴
覚
と
い
っ
た
五
感
の
作
用

が
読
み
手
に
直
接
的
に
伝
わ
る
作
品
で
あ
り
、
そ
の
た
め
書
き
手
や
作
中
人
物
は
五
官
を
丸
出
し
に
し
て
い
る
と
い
う
分
析

は
、
今
も
的
確
な
指
摘
と
な
っ
て
い
る
。

　
『
新
潟
』
出
版
後
の
最
初
期
の
応
答
と
し
て
は
、真
継
伸
彦
「
長
篇
詩
「
新
潟
」〔
金
時
鐘
〕
に
寄
せ
て
」（『
人
間
と
し
て
』、

筑
摩
書
房
、
一
九
七
〇
年
一
二
月 （
第
四
号
））、
高
良
留
美
子
「
金
時
鐘
詩
集
「
新
潟
」」（『
新
日
本
文
学
』、
新
日
本
文
学
会
、

一
九
七
一
年
四
月
（
第
二
六
巻
四
号
）、
倉
橋
健
一
「
朝
鮮
語
の
中
の
日
本
語―
金
時
鐘
に
触
れ
つ
つ
」（『
白
鯨
』
創
刊
号
、

一
九
七
二
年
、
一
一
月
、『
未
了
性
と
し
て
の
人
間
』、
椎
の
実
書
房
、
一
九
七
五
年
所
収
）
が
あ
る
。
と
り
わ
け
倉
橋
の
論

考
は
、
金
時
鐘
の
言
う
「
日
本
語
へ
の
報
復
」
を
「
日
本
語
を
ま
る
ご
と
喩
と
し
て
投
射
」
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
は
な
い

か
と
指
摘
し
て
お
り
、
本
研
究
の
結
論
の
一
部
と
響
き
あ
っ
て
い
る
。

    

金
時
鐘
の
『
猪
飼
野
詩
集
』（
東
京
新
聞
出
版
局
、
一
九
七
八
年
）
出
版
後
に
組
ま
れ
た
、
雑
誌
『
文
学
学
校
』
で
の
「
特

集　

金
時
鐘
」（
一
九
七
九
年
八
・
九
月
号
（
一
七
四
号
）、葦
書
房
）
は
、『
新
潟
』
に
関
す
る
論
考
が
多
く
載
せ
ら
れ
て
い
る
。

執
筆
者
と
タ
イ
ト
ル
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
柴
田
翔
「『
新
潟
』
注
解
の
試
み
」、瀧
克
則
「
幻
の
密
航
者
」、作
井
満
「『
新

潟
』
試
論―

金
時
鐘
の
詩
と
思
想
に
ふ
れ
て―

」、
滝
本
明
「
意
味
と
不
在
の
国
境
で―

金
時
鐘
に
お
け
る
長
編
詩
の
構
造
」、

高
野
斗
志
美
「
金
時
鐘
論
（
１
）」、
倉
橋
健
一
「
自
ら
解
放
せ
ざ
る
夏
」。
ま
た
鄭
仁
「
金
時
鐘
と
『
ヂ
ン
ダ
レ
』」
は
、『
新

潟
』
に
関
し
て
で
は
な
い
も
の
の
、
そ
の
解
釈
に
お
い
て
も
貴
重
な
コ
メ
ン
ト
と
な
っ
て
い
る
。
同
じ
く
梁
石
日
「
時
の
開
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示
」
も
、
短
い
な
が
ら
金
時
鐘
の
詩
の
言
葉
と
律
動
に
関
す
る
鋭
い
指
摘
を
残
し
て
い
る
。
そ
の
他
に
も
小
野
十
三
郎
と
金

石
範
の
『
猪
飼
野
詩
集
』
に
対
す
る
コ
メ
ン
ト
も
載
せ
ら
れ
て
い
る
。

   

塩
野
実
（
松
原
新
一
）「
金
時
鐘
論
」（『
季
刊　

辺
境
』、
影
書
房
、
一
九
八
七
年
四
月
春
号
（
第
三
号
）、『
資
料
「
金
時

鐘
論
」』、
金
時
鐘
集
成
詩
集
『
原
野
の
詩
』
を
読
む
会
、
一
九
九
一
年
所
収
）
は
、
人
間
の
生
の
本
質
的
な
価
値
と
は
何
か

と
い
う
問
い
を
立
て
て
、
金
時
鐘
の
『
新
潟
』
と
『
光
州
詩
片
』
を
中
心
に
論
じ
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

　

梁
石
日
は
、
先
の
「
時
の
開
示
」
か
ら
一
〇
年
後
に
「
金
時
鐘
論
」
を
発
表
し
て
い
る
（『
ア
ジ
ア
的
身
体
』、
青
峰
社
、

一
九
九
〇
年
所
収
）。
こ
れ
は
『
地
平
線
』（
一
九
五
五
年
）
か
ら
『
光
州
詩
片
』（
一
九
八
三
年
、福
武
書
店
）
ま
で
を
扱
っ

た
、
金
時
鐘
に
関
す
る
最
初
の
総
体
的
な
論
考
と
な
っ
て
い
る
。

   

高
野
斗
志
美
「
金
時
鐘
論―

『
原
野
の
詩
』
と
の
対
話
」（『
民
涛
』
一
九
九
〇
年
、一
〇
号
、『
資
料
「
金
時
鐘
論
」』
所
収
）

は
、『
光
州
詩
片
』
を
中
心
的
に
取
上
げ
つ
つ
、『
新
潟
』
に
つ
い
て
も
言
及
し
て
い
る
。
金
時
鐘
の
詩
に
は
、
独
自
の
語
の

コ
ン
ビ
ネ
ー
シ
ョ
ン
や
、
自
己
を
繰
り
返
し
踏
破
し
て
い
こ
う
と
す
る
希
求
の
リ
ズ
ム
が
あ
る
と
指
摘
し
て
い
る
。

    

一
九
九
七
年
に
は
、再
び
大
阪
文
学
学
校
の
雑
誌
『
樹
林
』（
一
九
九
七
年
四
月
号
（
三
八
八
号
））
で
「
特
集　

金
時
鐘
」

が
組
ま
れ
た
。
野
口
豊
子
「
金
時
鐘
と
童
謡
・
唱
歌
」
は
、
植
民
地
期
の
唱
歌
教
育
に
一
つ
の
焦
点
を
当
て
て
、
金
時
鐘
に

つ
い
て
論
じ
て
い
る
。
ま
た
作
井
満
「
思
い
出
を
契
機
に―
金
時
鐘
ノ
ー
ト
」
は
、
論
説
と
い
う
よ
り
も
エ
ッ
セ
ー
で
あ
る

が
、
金
時
鐘
を
「
在
日
を
生
き
る
複
眼
の
思
想
詩
人
」
だ
と
規
定
し
て
い
る
。
ま
た
『
新
潟
』
に
つ
い
て
は
論
じ
て
い
な
い

が
、
高
田
文
月
「
金
時
鐘
の
「
明
日
」
と
「
夏
」
と
「
日
本
語
」
と
」
も
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

    

こ
れ
ら
の
評
論
は
、
各
々
鋭
利
な
批
評
に
な
っ
て
い
る
も
の
の
、
金
時
鐘
の
来
歴
に
関
す
る
情
報
が
整
っ
て
い
な
か
っ

た
こ
と
も
あ
っ
て
、
作
品
内
在
的
な
傾
向
が
強
か
っ
た
。
だ
が
一
九
九
〇
年
代
末
か
ら
金
時
鐘
の
歴
史
的
経
験
が
明
ら
か
に

な
り
は
じ
め
る
こ
と
で
、
金
時
鐘
論
も
大
き
く
進
展
し
は
じ
め
た
。

   

細
見
和
之『
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
／
他
者
性
』（
岩
波
書
店
、一
九
九
九
年
）は
、金
時
鐘
を
プ
リ
ー
モ
・
レ
ー
ヴ
ィ
と
パ
ウ
ル
・

ツ
ェ
ラ
ン
と
い
う
壮
絶
な
戦
争
経
験
を
経
た
作
家
、
詩
人
と
の
関
係
性
の
中
で
論
じ
た
も
の
と
し
て
、
よ
り
広
い
視
野
を
拓

い
た
。
関
連
し
た
も
の
と
し
て
、
細
見
和
之
「
日
本
語
の
動
線 

ひ
と
つ
の
ト
ラ
イ=

ア
ン
グ
ル―
ハ
イ
ネ
、
ツ
ェ
ラ
ー
ン
、

金
時
鐘
を
め
ぐ
っ
て
」『
現
代
詩
手
帖
』、
思
潮
社 

二
〇
〇
五
年
六
月
（
第
四
八
巻
六
号
）
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
比
較
文

学
的
な
研
究
は
、
金
時
鐘
の
歴
史
的
経
験
を
踏
ま
え
た
う
え
で
、
継
続
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。

   

だ
が
よ
り
直
接
的
に
歴
史
と
作
品
を
結
び
つ
け
て
読
解
し
た
最
初
の
も
の
と
し
て
細
見
和
之
「
金
時
鐘
詩
集
『
新
潟
』
論

―

〈
和
解
の
政
治
学
〉
に
よ
せ
て
」（『
現
代
思
想
』、
二
〇
〇
〇
年
一
一
月
号
（
第
二
八
巻
一
三
号
））
が
あ
る
。
こ
れ
は
金
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時
鐘
に
よ
る
済
州
島
四
・
三
事
件
に
つ
い
て
の
近
年
の
証
言
と
、
そ
れ
に
符
合
す
る
詩
句
が
『
新
潟
』
に
存
在
す
る
こ
と
を

踏
ま
え
て
、
そ
の
時
間
構
造
と
『
新
潟
』
に
お
け
る
中
心
的
な
形
象
で
あ
る
「
み
み
ず
」
の
関
連
に
つ
い
て
論
じ
た
も
の
で

あ
る
。

   

鵜
飼
哲
「
時
間
の
脱
植
民
地
化 

金
時
鐘
の
『
化
石
の
夏
』
を
読
む
た
め
に
」（『
応
答
す
る
力　

来
る
べ
き
言
葉
た
ち
へ
』

青
土
社
、
二
〇
〇
三
年
）
は
、
金
時
鐘
の
詩
を
、
日
本
に
よ
る
時
間
の
植
民
地
化
か
ら
の
「
時
間
の
脱
植
民
地
化
」
を
な
そ

う
と
す
る
も
の
だ
と
い
う
、
時
間
の
観
点
を
中
心
に
据
え
て
論
じ
た
も
の
で
あ
る
。
鵜
飼
は
金
時
鐘
の
作
品
に
お
け
る
時
間

の
構
造
を
、「
八
・
一
五
」
と
い
う
日
付
、
分
断
祖
国
と
日
本
の
時
間
の
齟
齬
、
季
語
が
形
成
す
る
時
間
性
へ
の
抵
抗
、
そ
し

て
在
日
の
時
間
と
い
う
四
つ
に
整
理
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
こ
の
論
考
は
、
詩
と
歴
史
の
関
係
を
考
察
す
る
う
え
で
有
益
な

視
点
を
提
供
し
て
い
る
。
ま
た
金
時
鐘
の
詩
に
お
け
る
「
化
石
」
や
「
石
」、
あ
る
い
は
動
物
や
植
物
へ
の
変
身
に
つ
い
て

示
唆
に
富
む
考
察
を
行
っ
て
い
る
。

   

宮
沢
剛
「
金
時
鐘
の
詩
を
読
む―

読
む
こ
と
の
「
自
由
」
と
書
く
こ
と
の
不
「
自
由
」」（『
日
本
近
代
文
学
』
第
六
九
集
、

日
本
近
代
文
学
会
、
二
〇
〇
三
年
）
は
、
金
時
鐘
の
詩
は
、
理
解
不
可
能
に
な
る
ま
で
作
家
論
的
に
解
釈
す
べ
き
だ
と
論
じ

て
い
る
。
こ
の
方
針
は
、
金
時
鐘
の
来
歴
が
明
ら
か
に
な
り
つ
つ
あ
る
現
在
、
内
在
的
な
解
釈
に
偏
り
が
ち
で
あ
っ
た
傾
向

を
転
換
さ
せ
る
に
あ
た
り
基
軸
と
な
る
提
案
だ
と
考
え
る
。
本
研
究
で
も
金
時
鐘
の
歴
史
的
経
験
を
踏
ま
え
て
解
釈
を
進
め

て
い
る
が
、宮
沢
の
こ
の
方
針
に
則
っ
た
も
の
で
あ
る
。ま
た
そ
れ
の
み
な
ら
ず
こ
の
論
考
は
、『
化
石
の
夏
』だ
け
で
な
く『
新

潟
』
に
関
し
て
も
、
道
と
変
身
に
つ
い
て
非
常
に
豊
か
な
分
析
を
施
し
て
い
る
。

   

『
新
潟
』
に
お
け
る
変
身
と
道
と
い
う
形
象
を
扱
っ
た
も
の
と
し
て
、
拙
著
「
金
時
鐘
『
長
編
詩
集 

新
潟
』
と
「
日
本

語
へ
の
報
復
」
の
関
係―

変
身
と
道
、
可
視
化
す
る
「
声
」
た
ち―

」（『
一
橋
論
叢
』、
日
本
評
論
社
、
二
〇
〇
五
年
（
第

一
三
四
巻
三
号
）
が
あ
る
。
ま
た
済
州
島
四
・
三
事
件
と
『
新
潟
』
の
関
係
を
分
析
し
た
も
の
と
し
て
、
拙
著
「
船
か
ら
骨

へ―

証
言
と
し
て
の
詩
、
金
時
鐘
『
長
編
詩
集　

新
潟
』
第
二
部
を
読
む
」（『
物
語
研
究
』、
物
語
研
究
会
、
二
〇
〇
六
年

六
号
）
が
あ
る
。
両
者
は
本
研
究
の
基
と
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。

   

浅
見
洋
子
「『
長
篇
詩
集 

新
潟
』
注
釈
の
試
み
」（『
論
潮
』、
創
刊
号
、
論
潮
の
会
、
二
〇
〇
八
年
）
は
、『
新
潟
』
に
関

す
る
批
評
や
研
究
、
あ
る
い
は
関
連
す
る
新
聞
記
事
等
を
丹
念
に
収
集
し
、
そ
れ
ら
を
注
釈
と
い
う
形
で
作
品
の
該
当
個
所

に
置
い
て
い
っ
た
も
の
で
あ
る
。
資
料
の
所
在
や
事
実
関
係
を
確
認
す
る
上
で
有
益
な
仕
事
と
な
っ
て
い
る
。

　

ま
た
倉
橋
健
一
「「
白
鯨
」
の
挑
戦―

詩
的
60
年
代
を
超
え
て(

１)    

金
時
鐘
『
新
潟
』
と
佐
々
木
幹
郎
『
死
者
の
鞭
』」、『
現

代
詩
手
帖
』
思
潮
社
、
二
〇
〇
九
年
一
月
（
第
五
二
巻
一
号
）
は
、
六
〇
年
代
を
振
り
返
る
形
で
、
出
版
前
の
『
新
潟
』
に
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つ
い
て
論
じ
て
い
る
こ
と
を
付
け
加
え
て
お
く
。

　

宮
沢
が
提
案
し
た
研
究
の
方
向
性
、
鵜
飼
の
整
理
し
た
複
数
の
時
間
軸
、
そ
し
て
細
見
が
実
際
に
行
っ
た
歴
史
と
詩
を
突

き
合
わ
せ
た
作
品
分
析
、
こ
れ
ら
の
近
年
の
研
究
動
向
は
今
後
の
金
時
鐘
論
の
す
す
む
べ
き
道
を
指
示
し
て
い
る
。
本
研
究

は
こ
の
動
向
を
ふ
ま
え
、『
新
潟
』
と
い
う
作
品
が
ど
の
よ
う
に
歴
史
的
出
来
事
と
関
わ
り
合
い
と
な
り
、
ま
た
そ
れ
が
「
日

本
的
抒
情
」
に
抵
抗
し
つ
つ
現
れ
て
出
て
い
る
の
か
と
い
う
ま
だ
ま
だ
未
開
拓
な
領
域
を
、
作
品
を
緻
密
に
分
析
す
る
こ
と

で
拓
い
て
い
く
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

       

第
三
節
．
本
研
究
の
構
成

    

最
後
に
本
研
究
の
構
成
に
つ
い
て
述
べ
て
お
き
た
い
。

   

第
一
章
で
は
、
金
時
鐘
が
、
少
年
時
代
に
ど
の
よ
う
に
日
本
的
抒
情
を
身
に
つ
け
る
こ
と
に
な
っ
た
の
か
を
、
自
伝
的
な

エ
ッ
セ
ー
で
あ
る
「
日
本
語
の
石
笛
」
を
主
要
な
テ
ク
ス
ト
に
し
て
論
じ
る
。「
朧
月
夜
」
や
「
夕
焼
け
小
焼
け
」
と
い
っ

た
馴
染
み
深
い
唱
歌
や
、「
桜
」
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
短
歌
や
近
代
詩
を
中
心
に
、
そ
れ
ら
が
金
時
鐘
の
心
的
秩
序
に
ど
の

よ
う
に
作
用
し
た
の
か
を
考
察
す
る
。
そ
し
て
本
研
究
が
最
終
的
に
答
え
る
こ
と
に
な
る
、「
垢
じ
ま
な
い
抒
情
」
に
つ
い

て
触
れ
る
予
定
で
あ
る
。

   

第
二
章
で
は
、
第
一
に
、
本
研
究
の
柱
の
一
つ
で
あ
る
、
明
治
二
〇
年
代
の
「
リ
ズ
ム
」
概
念
受
容
の
過
程
を
追
い
か
け

る
。
第
二
に
、
そ
の
過
程
で
浮
上
す
る
こ
と
に
な
る
「
抒
情
」
に
つ
い
て
扱
う
。
そ
し
て
第
三
に
、「
リ
ズ
ム
」
と
「
抒
情
」

が
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ス
テ
ィ
ッ
ク
に
編
制
さ
れ
理
論
化
さ
れ
て
い
く
姿
を
論
じ
て
い
く
予
定
で
あ
る
。
な
お
こ
の
章
で
は
、
時
代

的
に
ズ
レ
は
す
る
が
思
想
的
に
連
続
す
る
と
考
え
る
、
時
枝
誠
記
の
リ
ズ
ム
論
に
つ
い
て
も
検
討
す
る
こ
と
に
な
る
。
そ
れ

は
明
治
二
〇
年
代
に
形
成
さ
れ
る
日
本
的
抒
情
を
論
じ
る
た
め
の
補
助
線
と
な
っ
て
い
る
。

   

第
三
章
で
は
、
金
時
鐘
が
少
年
時
代
に
強
い
影
響
を
受
け
た
、
金
素
雲
訳
『
乳
色
の
雲
』（
河
出
書
房
、
一
九
四
〇
年
。

現
在
の
『
朝
鮮
詩
集
』
の
前
身
）
を
取
上
げ
る
。
そ
し
て
島
崎
藤
村
や
佐
藤
春
夫
ら
に
ノ
ス
タ
ル
ジ
ー
と
と
も
に
日
本
的
な

詩
情
の
優
越
性
を
感
じ
さ
せ
た
金
素
雲
の
翻
訳
法
の
問
題
点
を
、
原
詩
と
の
比
較
を
通
じ
て
明
ら
か
に
す
る
。
さ
ら
に
近
年

な
さ
れ
た
金
時
鐘
『
再
訳　

朝
鮮
詩
集
』（
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
七
年
）
と
の
比
較
を
通
じ
て
、
彼
が
影
響
を
受
け
た
抒
情

の
質
を
浮
か
び
上
が
ら
せ
る
と
と
も
に
、
金
時
鐘
訳
の
独
自
性
に
つ
い
て
も
言
及
す
る
。
彼
の
翻
訳
の
特
徴
の
一
つ
に
、「
意
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志
」
の
強
調
が
あ
り
、
そ
れ
は
『
新
潟
』
と
強
い
関
連
性
が
あ
る
も
の
で
あ
る
。

   

第
四
章
で
は
、
金
時
鐘
が
日
本
的
抒
情
か
ら
距
離
を
取
り
、
対
象
化
す
る
こ
と
を
可
能
に
し
た
、
小
野
十
三
郎
『
詩
論
』

を
取
上
げ
、そ
の
中
心
的
な
命
題
で
あ
る
「
リ
ズ
ム
と
は
批
評
で
あ
る
」
に
つ
い
て
の
解
釈
を
示
す
。
小
野
の
そ
の
命
題
を
、

金
時
鐘
は
独
創
的
な
形
で
継
承
す
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
た
め
そ
の
継
承
の
仕
方
を
論
じ
る
と
と
も
に
、
そ
こ
か
ら
生
じ
る

小
野
と
金
時
鐘
と
の
差
異
に
つ
い
て
も
言
及
し
た
い
。
そ
れ
は
認
識
に
お
け
る
距
離
観
の
差
異
と
し
て
論
じ
ら
れ
る
は
ず
で

あ
る
。

   

第
五
章
で
は
、『
新
潟
』
以
前
の
詩
集
で
あ
る
『
地
平
線
』
と
『
日
本
風
土
記
』
を
取
上
げ
、
出
版
当
時
の
時
代
背
景
を

踏
ま
え
つ
つ
、
二
つ
の
詩
集
に
共
通
す
る
表
現
上
の
特
徴
を
論
じ
て
い
く
。
両
詩
集
に
共
通
す
る
こ
と
は
、
作
品
に
お
け
る

語
り
手
と
対
象
の
間
の
距
離
が
、
多
様
な
角
度
か
ら
表
現
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
も
、
埋
め
ら
れ
る
こ
と
な
く
維
持
さ
れ
て

い
る
と
い
う
点
に
あ
る
。
そ
の
た
め
語
り
手
と
対
象
は
絡
み
合
う
こ
と
が
ほ
ぼ
無
い
状
態
と
な
っ
て
い
る
。
そ
し
て
そ
れ
が

『
新
潟
』
と
の
大
き
な
差
異
と
な
っ
て
い
る
。

    

第
六
章
か
ら
『
新
潟
』
の
解
釈
が
始
ま
る
。
こ
の
章
で
は
、『
新
潟
』
の
主
題
を
象
徴
的
に
示
す
「
道
」
に
つ
い
て
検
討
し
、

さ
ら
に
そ
れ
と
深
く
関
連
す
る
「
変
身
」
を
分
析
し
て
い
く
予
定
で
あ
る
。
そ
し
て
「
変
身
」
と
い
う
方
法
論
が
、
日
本
と

朝
鮮
の
は
ざ
ま
に
お
か
れ
た
語
り
手
の
実
存
の
在
り
方
に
関
わ
る
だ
け
で
な
く
、
言
語
の
問
題
で
も
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に

し
て
い
く
。

   

第
七
章
で
は
、『
新
潟
』
が
一
貫
し
て
模
索
し
続
け
る
「
意
志
」
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
そ
し
て
こ
の
「
意
志
」
は
、
既

存
の
価
値
体
系
か
ら
逸
脱
す
る
こ
と
と
、
そ
の
場
に
留
ま
り
続
け
る
と
い
う
二
つ
の
要
素
か
ら
構
成
さ
れ
る
こ
と
を
明
ら
か

に
す
る
。
そ
し
て
こ
の
「
意
志
」
が
発
揮
さ
れ
る
こ
と
で
、
後
に
「
日
本
語
へ
の
報
復
」
と
呼
ば
れ
る
こ
と
に
な
る
言
語
思

想
を
導
き
、
ま
た
焦
点
が
自
己
に
特
化
さ
れ
な
が
ら
も
、
逆
説
的
に
自
ら
を
取
り
巻
く
世
界
の
姿
を
開
示
し
て
し
ま
う
と
い

う
こ
と
を
論
じ
る
。

   

第
八
章
で
は
、
六
、七
章
で
論
じ
た
「
変
身
」
と
「
意
志
」
を
も
と
に
、
そ
れ
ら
を
通
じ
て
『
新
潟
』
に
お
い
て
歴
史
的

出
来
事
が
ど
の
よ
う
に
現
象
す
る
こ
と
に
な
る
か
を
分
析
し
て
い
く
。『
新
潟
』が
対
象
と
す
る
歴
史
的
出
来
事
に
つ
い
て
は
、

六
、七
章
で
は
帰
国
運
動
や
吹
田
・
枚
方
事
件
等
が
扱
わ
れ
る
が
、
こ
こ
で
は
主
に
金
時
鐘
の
核
と
も
い
え
る
一
九
四
八
年

の
済
州
島
四
・
三
事
件
を
取
上
げ
る
。

   

結
論
で
は
、
本
論
の
整
理
を
す
る
と
と
も
に
、
結
論
と
し
て
金
時
鐘
の
言
う
「
垢
じ
ま
な
い
抒
情
」
と
は
な
に
か
を
述
べ

る
。
そ
し
て
残
さ
れ
た
課
題
を
挙
げ
て
し
め
く
く
り
た
い
。
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第
一
章
．
ま
み
れ
る
こ
と
の
な
い
純
粋
な
短
歌
か
ら
、
垢
じ
ま
な
い
抒
情
へ

　
　

は
じ
め
に

　

日
本
の
朝
鮮
に
お
け
る
皇
民
化
政
策
の
一
環
で
あ
る
、
教
育
令
改
定
に
伴
う
「
朝
鮮
語
禁
止
令
」（
一
九
三
八
年
）
に
つ

い
て
述
べ
る
際
、
こ
の
施
策
に
よ
り
「
朝
鮮
語
を
奪
わ
れ
た
」、「
日
本
語
が
朝
鮮
語
に
置
き
換
わ
っ
た
」
と
す
る
の
が
一
般

的
な
論
じ
方
で
あ
ろ
う
。
も
ち
ろ
ん
事
実
認
識
と
し
て
は
正
し
い
。
し
か
し
な
が
ら
、「
朝
鮮
語
」
や
「
日
本
語
」
を
、
実

体
的
に
自
己
同
一
性
を
兼
ね
備
え
た
も
の
と
し
て
捉
え
る
こ
の
よ
う
な
記
述
に
お
い
て
は
、
こ
の
言
語
の
置
き
換
え
に
よ
っ

て
個
人
や
社
会
に
ど
の
よ
う
な
質
的
な
影
響
が
も
た
ら
さ
れ
た
の
か
が
見
え
に
く
く
な
る
の
も
事
実
で
あ
ろ
う
。
言
い
換
え

れ
ば
「
朝
鮮
語
」
に
取
っ
て
代
わ
る
「
日
本
語
」
は
、
日
常
生
活
、
教
育
、
法
律
、
経
済
、
文
学
的
表
現
、
加
え
て
口
語
あ

る
い
は
文
語
の
差
異
と
い
っ
た
よ
う
に
、使
用
さ
れ
る
場
面
や
用
法
に
よ
っ
て
そ
の
質
が
異
な
る
は
ず
で
あ
り
、そ
れ
に
よ
っ

て
も
た
ら
さ
れ
る
影
響
も
、
領
域
ご
と
の
思
考
様
式
や
表
現
の
あ
り
方
等
で
変
わ
り
う
る
。
言
語
を
一
枚
岩
的
に
捉
え
る
事

で
見
え
な
く
な
る
の
は
、
こ
の
よ
う
な
質
的
差
異
で
あ
る
。

　

も
ち
ろ
ん
こ
の
よ
う
な
言
い
方
が
、
植
民
地
問
題
や
そ
の
責
任
主
体
を
曖
昧
に
し
て
し
ま
う
危
う
さ
を
含
ん
で
い
る
こ
と

は
疑
い
な
い
。
と
は
い
え
こ
の
よ
う
な
言
い
方
を
せ
ざ
る
を
得
な
い
の
は
、
本
研
究
が
対
象
の
一
つ
と
す
る
日
本
近
代
詩
の

全
て
が
植
民
地
支
配
に
意
図
的
に
加
担
し
た
と
す
る
の
は
無
理
が
あ
る
一
方
で
、そ
れ
が
「
朝
鮮
語
」
に
置
き
換
わ
っ
た
「
日

本
語
」
の
一
翼
を
担
っ
た
以
上
、
意
図
し
な
い
あ
る
種
の
暴
力
性
を
帯
び
て
い
な
か
っ
た
か
ど
う
か
を
そ
の
表
現
に
そ
っ
て

検
討
す
る
こ
と
は
重
要
な
課
題
と
な
る
か
ら
で
あ
る
。

　

金
時
鐘
は
講
演
や
エ
ッ
セ
ー
に
お
い
て
、
度
々
自
分
に
と
っ
て
の
「
解
放
」
と
は
何
か
を
問
う
て
い
る
。

そ
れ
は
、
一
九
四
五
年
八
月
一
五
日
と
い
う
時
間
的
区
切
り
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
も
の
と
は
別
の
、
皇
国
少
年
で
あ
っ

た
ゆ
え
に
、
そ
し
て
日
本
語
で
詩
を
書
く
ゆ
え
に
、
現
在
に
至
っ
て
も
問
い
続
け
ら
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て

金
時
鐘
に
と
っ
て
の
「
解
放
」
と
は
、
ま
ず
、
幼
少
期
に
身
に
つ
け
た
植
民
者
の
言
語
で
あ
る
、
日
本
語
と
の
関
わ
り
の
中

か
ら
見
え
て
く
る
も
の
で
あ
る
。
日
本
語
と
の
関
わ
り
は
、
第
一
に
、
記
憶
や
風
景
な
い
し
認
識
の
問
い
と
関
連
し
て
い
る
。
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民
族
的
に
は
共
同
体
験
の
は
ず
の
不
幸
な
時
代
が
、
個
別
的
に
は
真
冬
の
山
間
の
日
溜
ま
り
の
よ
う
に
、
そ
こ
だ
け
が

　
　

ひ
っ
そ
り
と
明
る
く
色
ど
ら
れ
て
い
る
こ
と
の
う
し
ろ
め
た
さ
。〔
…
…
〕
ほ
の
か
な
香
ま
で
も
呼
び
お
こ
し
そ
う
な

　
　

色
ど
り
が
日
本
語
に
よ
る
ひ
そ
や
か
な
記
憶
と
し
て
抱
え
ら
れ
て
あ
る
こ
と
が
、私
に
は
暗
い
私
の
過
去
な
の
で
あ
る
。

　
　

幼
少
の
風
土
は
た
め
に
こ
そ
、
い
つ
ま
で
経
っ
て
も
朝
鮮
か
ら
遠
い
の
だ
。
そ
の
日
本
語
で
私
は
詩
を
書
き
、
自
分
の

　
　

思
い
を
定
着
さ
せ
よ
う
と
あ
く
せ
く
し
て
い
る
。
ま
さ
に
そ
の
手
馴
れ
た
日
本
語
こ
そ
が
問
題
な
の
だ
。
雑
多
な
俗
性

　
　

の
た
だ
中
に
い
て
、
ま
み
れ
て
も
垢
じ
ま
な
い
抒
情

0

0

0

0

0

0

0

を
ど
う
し
て
も
自
分
の
日
本
語
で
も
っ
て
発
露
す
る
責
務
が
、
私

　
　

に
は
あ
る
。
し
が
ら
ん
だ
日
本
語
か
ら
の
、
自
分
自
身
の
解
放
の
た
め
に
で
あ
る

（
1
）

。

　

も
う
一
方
で
金
時
鐘
は
、
言
葉
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
も
述
べ
て
い
る
。

　
　

暗
闇
の
な
か
の
一
点
の
灯
の
よ
う
に
、
言
葉
の
及
ぶ
範
囲
が
光
の
う
ち
な
の
だ
。「
言
葉
」
と
い
う
と
一
般
的
に
は
口

　
　

を
つ
い
て
出
る
話
で
あ
る
と
か
、
目
で
確
か
め
ら
れ
る
文
字
を
思
い
が
ち
だ
が
、
言
葉
は
む
し
ろ
丸
ご
と
体
が
抱
え
て

　
　

い
る
も
の
だ
。
頬
の
筋
肉
ひ
と
つ
、
口
元
の
緩
み
ひ
と
つ
が
す
で
に
言
葉
を
抱
え
て
い
て
、
そ
れ
が
体
ご
と
の
「
表
現
」

　
　

と
な
っ
て
い
る
人
び
と
に
、
聴
力
障
害
者
や
文
字
を
知
ら
な
い
人
た
ち
が
い
る
。（
三
四
）

最
初
の
引
用
で
、「
不
幸
な
時
代
」
の
記
憶
が
、日
本
語
に
よ
っ
て
「
日
溜
ま
り
」
の
よ
う
に
「
色
ど
ら
れ
」
て
い
る
と
あ
る
が
、

こ
こ
で
の「
光
」と「
闇
」は
、実
存
の
あ
り
様
を
示
す
比
喩
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
。
言
葉
が
身
体
的
で
あ
る
と
い
う
の
は
、

一
般
論
的
に
は
一
そ
れ
が
記
憶
や
認
識
を
規
定
す
る
だ
け
で
な
く
、
実
存
そ
れ
自
体
が
「
言
葉
の
及
ぶ
範
囲
」
と
い
う
あ
る

社
会
的
文
化
的
な
領
域
の
中
で
名
指
さ
れ
、
統
御
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
だ
が
他
方
で
、
こ
こ
で
言
わ
れ
て
い
る
身

体
に
抱
え
込
ま
れ
て
い
る
言
葉
と
は
、
聴
覚
障
害
云
々
と
言
わ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
伺
わ
れ
る
よ
う
に
、
単
に
そ
れ
は
日
本

語
や
朝
鮮
語
と
い
っ
た
、
い
わ
ゆ
る
言
語
だ
け
を
意
味
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
金
時
鐘
は
一
九
七
三
年
に
兵
庫
県
立
湊

川
高
校
の
朝
鮮
語
の
教
員
と
な
る
。
授
業
の
経
験
か
ら
、
在
日
朝
鮮
人
の
子
弟
に
は
、
親
か
ら
受
け
継
い
だ
発
話
さ
れ
な
い

な
が
ら
も
生
理
に
息
づ
く
「
朝
鮮
語
」
が
宿
っ
て
い
る
と
考
え
る
に
至
っ
て
い
る
。
ま
た
序
章
で
も
触
れ
た
よ
う
に
、
金
時

鐘
を
朝
鮮
人
に
立
ち
返
ら
せ
た
も
の
と
し
て
、父
が
歌
っ
て
い
た
朝
鮮
語
の
歌
と
し
て
の
「
ク
レ
メ
ン
タ
イ
ン
の
歌
」
が
あ
っ

た
。
そ
の
意
味
で
身
体
が
抱
え
て
る
言
葉
は
、
図
式
的
に
言
え
ば
、
た
だ
一
つ
の
言
葉
と
い
う
よ
り
も
、
そ
こ
か
ら
は
み
だ

す
も
の
と
し
て
の
異
質
な
「
言
葉
」
や
親
か
ら
受
け
継
い
だ
と
い
う
歴
史
的
な
経
験
と
の
、
あ
る
種
の
せ
め
ぎ
合
い
の
過
程

 
 

註

（
1
）
金
時
鐘
「
日
本
語
の
石
笛
」『
わ
が
生
と
詩
』、

岩
波
書
店
、
二
〇
〇
四
年
、
五
一
頁
、
傍
点
引
用

者
。
以
後
、「
日
本
語
の
石
笛
」
か
ら
の
引
用
は
、

こ
の
章
に
限
り
直
後
に
頁
番
号
（
漢
数
字
）
の
み

を
示
す
。
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に
あ
る
も
の
で
あ
る
。
金
時
鐘
の
言
う
「
垢
じ
ま
な
い
抒
情
」
と
い
う
の
も
、
こ
れ
か
ら
見
て
い
く
よ
う
に
そ
の
よ
う
な
異

質
な
も
の
を
巡
っ
て
言
わ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

　

と
は
い
え
、
日
本
が
朝
鮮
を
植
民
地
化
す
る
に
あ
た
っ
て
暴
力
的
で
急
激
な
転
換
を
試
み
た
こ
と
に
対
し
て
、
日
本
語
を

朝
鮮
語
に
置
き
換
え
れ
ば
そ
の
異
質
さ
が
見
え
て
く
る
、
と
は
な
ら
な
い
と
こ
ろ
に
見
え
に
く
い
が
執
拗
に
続
く
コ
ロ
ニ
ア

ル
な
問
題
も
横
た
わ
っ
て
い
る
。
金
時
鐘
自
身
、「
解
放
」
後
、「
壁
に
爪
を
立
て
る
思
い
で
、「
朝
鮮
語
」」
を
学
ん
だ
も
の

の
、「
思
考
の
選
択
や
価
値
判
断
〔
…
…
〕
日
本
語
か
ら
分
光
さ
れ
る
」（
三
五
）
と
述
べ
、
日
本
語
が
実
存
の
あ
り
様
を
常

に
不
安
定
に
さ
せ
続
け
て
い
る
こ
と
を
意
識
し
て
い
る
。

　
　

い
わ
ば
私
の
主
体
は
、
絶
え
ず
ぶ
れ
て
い
る
軸
の
な
か
で
維
持
さ
れ
て
い
る
、
あ
ぶ
な
っ
か
し
い
自
我
だ
と
い
う
こ
と

　
　

だ
。
そ
の
揺
れ
の
根
源
に
、
私
の
日
本
語
は
根
づ
い
て
い
る
。（
三
五
）

こ
の
よ
う
に
金
時
鐘
に
と
っ
て
日
本
語
は
、
認
識
、
記
憶
、
思
考
だ
け
で
な
く
、
身
体
、
歴
史
的
経
験
に
も
関
わ
っ
て
い
る
。

そ
の
た
め
彼
に
と
っ
て
の「
解
放
」と
は
、実
存
そ
の
も
の
の
問
題
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が（
？
）韓
国
で
は
、日
本
か
ら
の「
解
放
」

の
日
で
あ
る
八
月
一
五
日
は
「
光
復
節
」
と
呼
ば
れ
、祝
日
と
な
っ
て
い
る
。「
光
」「
復
」
そ
し
て
「
祝
」
が
示
す
よ
う
に
、

八
月
一
五
日
以
前
と
以
後
は
、暗
黒
／
光
明
、悲
し
み
／
喜
び
、異
常
／
正
常
、悪
／
善
、と
い
っ
た
、二
元
的
な
価
値
に
よ
っ

て
区
切
ら
れ
て
い
る
と
い
え
る
。
し
か
し
そ
の
よ
う
な
価
値
観
に
よ
っ
て
は
、「
不
幸
な
時
代
」
が
「
明
る
く
色
ど
ら
れ
て
」

い
た
金
時
鐘
の
過
去
は
見
え
て
こ
な
い
の
で
あ
り
、
そ
れ
ゆ
え
彼
が
志
向
す
る
「
解
放
」
の
意
味
は
、
な
お
さ
ら
無
意
味
に

近
く
な
る
。
光
復
節
と
は
す
れ
ち
が
っ
て
し
ま
う
金
時
鐘
の
「
解
放
」
を
検
討
す
る
た
め
に
、
本
章
で
は
彼
と
日
本
語
と
の

関
係
に
焦
点
を
当
て
て
、
本
研
究
の
主
要
な
論
点
を
抽
出
し
て
い
き
た
い
。
と
り
わ
け
、
引
用
に
あ
っ
た
「
垢
じ
ま
な
い
抒

情
」
に
関
す
る
問
題
を
明
確
化
す
る
た
め
に
、
金
時
鐘
に
お
け
る
一
九
三
〇
年
代
か
ら
の
日
本
近
代
詩
の
受
容
を
、
自
伝
的

テ
ク
ス
ト
（「
日
本
語
の
石
笛
」）
を
も
と
に
、
以
下
概
観
し
て
い
く
。

　
　

第
一
節
．
短
歌
的
抒
情
に
よ
る
実
存
と
情
景
の
変
質

　

で
は
、
こ
の
実
存
に
根
づ
い
て
い
る
日
本
語
と
は
ど
の
よ
う
な
日
本
語
で
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
そ
の
質
を
見
極
め
る
た
め
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に
、
よ
り
具
体
的
な
金
時
鐘
自
身
の
自
伝
的
な
記
述
を
読
ん
で
い
き
た
い
。

　
　

私
に
は
童
謡
、
子
供
の
と
き
に
唄
っ
た
〝
わ
ら
べ
う
た
〞
が
な
い
。
誰
し
も
が
至
純
に
想
い
起
こ
す
べ
き
幼
い
日
の
歌

　
　

が
な
い
。
あ
る
の
は
日
本
の
歌
ば
か
り
で
あ
る
。
日
本
は
私
の
思
春
期
の
さ
な
か
に
敗
れ
去
っ
た
が
、ま
だ
青
っ
ぽ
か
っ

　
　

た
当
時
の
私
が
抱
え
て
い
る
の
は
、
大
人
び
た
日
本
の
歌
、
軍
国
日
本
を
風
靡
し
た
戦
時
歌
謡
か
、
小
学
校
で
習
わ
さ

　
　

れ
た
日
本
の
唱
歌
な
の
で
あ
る
。
あ
り
余
る
朝
鮮
の
風
土
の
な
か
で
、
頬
も
め
げ
よ
と
ば
か
り
声
は
り
あ
げ
て
唄
っ
た

　
　

歌
が
、
そ
の
ま
ま
私
が
抱
え
て
い
る
私
の
日
本
な
の
だ
。
い
や
そ
れ
が
私
の
植
民
地
な
の
だ
。
今
も
っ
て
私
は
「
お
ぼ

　
　

ろ
月
夜
」
に
情
感
を
ゆ
す
ぶ
ら
れ
る
。
瞼
が
お
ぼ
ろ
に
な
る
の
だ
。
そ
の
よ
う
な
歌
で
し
か
振
り
返
れ
な
い
少
年
期
を

　
　

み
じ
め
と
も
思
い
、
か
ぎ
り
な
く
い
と
お
し
い
と
も
思
う
。「
夕
や
け
小
や
け
」
を
唄
う
と
き
、
私
は
国
の
瘡
蓋
の
よ

　
　

う
な
家
々
、
そ
の
藁
屋
根
の
向
こ
う
に
〝
鎮
守
の
森
〞
を
歌
ご
ご
ろ
で
か
ぶ
せ
て
唄
っ
て
い
た
。
そ
れ
だ
け
に
、
そ
れ

　
　

ら
の
歌
の
情
景
か
ら
ほ
ど
遠
い
朝
鮮
の
風
土
は
、
ず
ん
ず
ん
私
の
心
か
ら
離
れ
て
い
か
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。
歌
ご
ご

　
　

ろ
で
描
く
き
れ
い
な
日
本
の
光
景
、
あ
の
万
葉
の
あ
た
り
の
幻
の
ふ
る
さ
と
に
も
似
た
風
景
、
日
本
の
歌
に
馴
染
め
ば

　
　

な
じ
む
ほ
ど
、
そ
の
歌
ご
こ
ろ
と
は
か
け
離
れ
た
朝
鮮
の
現
実
が
み
ず
ぼ
ら
し
く
、
良
い
日
本
人
に
早
く
な
っ
て
、
天

　
　

皇
陛
下
の
赤
子
に
な
ら
ね
ば
と
自
分
で
自
分
を
は
げ
ま
し
も
し
た
も
の
だ
っ
た
。」（
三
六
）

金
時
鐘
に
ま
ず
到
来
し
た
日
本
語
は
、
戦
時
歌
謡
で
あ
り
、「
お
ぼ
ろ
月
夜
」
や
「
夕
や
け
小
や
け
」、
あ
る
い
は
「
海
ゆ
か

ば
」
と
い
っ
た
唱
歌
で
あ
る
。

　

唱
歌
は
、
賛
美
歌
や
欧
米
の
詩
の
翻
訳
な
ど
と
と
も
に
日
本
近
代
詩
の
形
成
に
寄
与
し
た
が
、
そ
の
最
初
の
も
の
は
、
教

育
学
者
・
伊
澤
修
二
（
一
八
五
一
〜
一
九
一
七
）
に
よ
っ
て
編
纂
さ
れ
た
『
小
学
唱
歌
集　

初
編
』（
一
八
八
一
（
明
治

一
四
）
年
、
文
部
省
）
で
あ
る
。

　

そ
の
後
日
本
に
お
い
て
唱
歌
は
、
伊
澤
修
二
、
教
育
学
者
・
高
嶺
秀
夫
（
一
八
五
四
〜
一
九
一
〇
）、
法
律
学
者
で
あ
り

貴
族
院
議
員
の
目
賀
田
種
太
郎
（
一
八
五
三
〜
一
九
二
六
）
ら
に
よ
っ
て
学
校
教
育
に
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
く
。
そ
し
て
文

部
省
の
初
代
音
楽
取
調
掛
長
で
あ
っ
た
伊
澤
の
主
導
に
よ
り
、
植
民
地
台
湾
で
唱
歌
教
育
が
開
始
さ
れ
て
い
く
。
朝
鮮
半
島

で
は
、
一
九
一
一
年
以
降
、「
国
語
」
＝
日
本
語
教
育
の
開
始
と
と
も
に
、
唱
歌
も
教
科
と
な
る
。
一
九
二
二
年
二
月
の
「
第

二
次
朝
鮮
教
育
令
」（
大
正
一
一
年
勅
令
第
一
九
号
）
の
公
布
に
と
も
な
い
、「
内
地
」
と
同
等
に
音
楽
教
科
と
し
て
位
置
づ

け
ら
れ
る
。
そ
の
普
通
学
校
規
程
（
一
七
条
）
で
唱
歌
教
育
の
目
標
と
方
針
は
次
の
よ
う
に
定
め
ら
れ
た
。
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唱
歌
ハ
平
易
ナ
ル
歌
曲
ヲ
唄
フ
コ
ト
ヲ
得
シ
メ
兼
テ
美
感
ヲ
養
ヒ
徳
性
ノ
涵
養
ニ
資
ス
ル
ヲ
以
テ
要
旨
ト
ス

　
　

唱
歌
ハ
平
易
ナ
ル
単
音
唱
歌
ヲ
授
ク
ヘ
シ

こ
の
「
徳
性
」
を
育
む
こ
と
を
主
眼
と
す
る
教
科
目
標
は
、
伊
沢
修
二
編
『
小
学
唱
歌
集 

初
編
』
以
来
、
維
持
さ
れ
た
も

の
で
あ
る
。
そ
れ
は
朝
鮮
半
島
に
お
い
て
も
、
武
断
統
治
期
の
第
一
次
朝
鮮
教
育
令
（
一
九
一
一
年
（
明
治
四
四
年
））、
文

化
統
治
期
と
し
て
宥
和
政
策
が
取
ら
れ
た
一
九
二
二
年
（
大
正
一
一
年
）
第
二
次
朝
鮮
教
育
令
、
そ
し
て
一
九
三
八
年
の
第

三
次
朝
鮮
教
育
令
、
一
九
四
一
年
の
国
民
学
校
令
等
と
し
て
、
戦
争
終
結
に
至
る
ま
で
一
貫
し
た
教
育
方
針
と
し
て
堅
持
さ

れ
て
い
く
。
ま
た
一
九
三
九
年
に
出
版
さ
れ
た
『
初
等
唱
歌
』
か
ら
は
、「
皇
国
臣
民
と
し
て
の
情
操
涵
養
」
と
い
う
よ
う
に
、

そ
の
唱
歌
教
育
の
本
質
が
よ
り
明
確
に
規
定
さ
れ
る
こ
と
に
な
る

（
2
）

。

　

高
仁
淑
に
よ
る
と
、「
韓
国
」
に
お
い
て
「
唱
歌
」
は
、
も
と
も
と
「
チ
ャ
ン
ガ
」
と
し
て
西
洋
音
楽
や
賛
美
歌
、
民
族

愛
国
歌
な
ど
を
指
し
た
が
、
日
本
に
よ
る
植
民
地
教
育
政
策
に
よ
っ
て
「
唱
歌
」
＝
「
し
ょ
う
か
」
へ
と
変
換･

統
合
さ
れ

る
こ
と
に
な
る

（
3
）

。
そ
の
過
程
を
歴
史
的
に
検
討
す
る
一
環
と
し
て
、
高
は
教
科
書
に
採
用
さ
れ
た
唱
歌
を
詳
細
に
分
析
し
、

先
の
教
科
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
、
ど
の
よ
う
な
「
平
易
ナ
ル
」
曲
が
選
ば
れ
た
の
か
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

　

高
の
分
析
に
よ
れ
ば
、
教
科
書
に
採
用
さ
れ
た
唱
歌
は
、
二
拍
子
四
拍
子
の
リ
ズ
ム
、
ま
た
ヨ
ナ
ヌ
キ

（
4
）

長
音
階
を
持
つ
も

の
が
大
半
を
占
め
て
い
る
。
そ
の
た
め
朝
鮮
民
族
が
親
し
ん
だ
三
拍
子
の
曲
が
選
ば
れ
る
こ
と
は
ほ
ぼ
な
か
っ
た
。
ま
た
内

容
と
し
て
は
自
然
、
儀
礼
、
学
び
、
遊
び
、
季
節
な
ど
に
関
す
る
も
の
が
選
ば
れ
て
い
る

（
5
）

。
そ
の
な
か
で
も
、
一
九
三
九
年

か
ら
採
用
さ
れ
た
『
初
等
唱
歌
』
に
は
、
全
学
年
用
の
教
科
書
の
緒
言
で
「
季
節
ニ
ツ
キ
テ
モ
留
意
セ
リ

（
6
）

」
と
あ
り
、
季
節

を
重
視
す
る
傾
向
が
強
ま
っ
て
い
る
。
季
節
に
関
す
る
唱
歌
と
し
て
は
、「
朧
月
夜
」「
さ
く
ら
」「
春
の
野
」「
冬
景
色
」「
四
季
」

等
が
挙
げ
ら
れ
る
。
つ
ま
り
「
平
易
」
で
あ
り
「
美
感
」「
徳
性
」
を
「
涵
養
」
す
る
歌
と
は
、形
式
的
に
は
二
拍
子
四
拍
子
、

ヨ
ナ
ヌ
キ
調
、
内
容
的
に
は
季
節
感
を
中
心
に
、
儀
礼
的
、
勉
学
的
な
も
の
を
主
に
指
し
、
そ
の
よ
う
な
唱
歌
を
通
じ
て
「
皇

国
臣
民
と
し
て
の
情
操
涵
養
」
が
目
指
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　

金
時
鐘
が
挙
げ
た
「
お
ぼ
ろ
月
夜
」
は
、
大
正
三
（
一
九
一
四
）
年
に
『
尋
常
小
学
唱
歌　

第
六
学
年
用
』
に
掲
載
さ
れ

た
も
の
で
あ
り
、
作
詞
・
高
野
辰
之
、
作
曲
・
岡
野
貞
一
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
　

朧
月
夜

（
2
）「
教
科
書
編
輯
彙
報　

第
三
輯
」
昭
和
一
四

（
一
九
三
九
）
年
（
渡
部
学
・
阿
部
洋
編
『
日
本

植
民
地
教
育
政
策
史
料
集
成
（
朝
鮮
篇
）
第
二
一

巻
』、
龍
渓
書
舎
、
一
九
九
〇
年
、
九
七
頁
。

（
3
）
高
仁
淑
『
近
代
朝
鮮
の
唱
歌
教
育
』、
九
州

大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
四
年
。

（
4
）
ヨ
ナ
ヌ
キ
と
は
、
第
四
音
と
第
七
音
を
抜
い

た
音
階
を
さ
す
。

（
5
）
高
仁
淑
は
、
リ
ズ
ム
、
調
性
、
内
容
な
ど
が

日
本
的
な
も
の
に
偏
っ
て
い
る
と
い
う
唱
歌
教
育

の
特
徴
か
ら
、「
植
音
化
」
が
行
わ
れ
た
と
し
て

い
る
が
（
例
え
ば
九
頁
）、
そ
の
概
念
規
定
は
行

わ
れ
て
お
ら
ず
曖
昧
な
ま
ま
で
あ
る
。

（
6
）
海
後
宗
臣
編
『
日
本
教
科
書
体
系　

近
代
編

　

第
二
十
五
巻　

唱
歌
』、
講
談
社
、
昭
和
四
〇

（
一
九
六
五
）
年
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一
、

　
　
　

菜
の
花
畠
に　

入
日
薄
れ

　
　
　

見
わ
た
す
山
の
端　

霞
ふ
か
し

　
　
　

春
風
そ
よ
ふ
く　

空
を
見
れ
ば

　
　
　

夕
月
か
か
り
て
、
に
お
い
淡
し

　
　

二
、

　
　
　

里
わ
の
火
影
も　

森
の
色
も

　
　
　

田
中
の
小
路
を　

た
ど
る
人
も

　
　
　

蛙
の
な
く
ね
も　

か
ね
の
音
も

　
　
　

さ
な
が
ら
霞
め
る　

朧
月
夜

（
7
）

ま
た
「
夕
や
け
子
や
け
」
は
、
中
村
雨
紅
に
よ
る
作
詞
に
、
草
川
信
が
曲
を
つ
け
て
大
正
一
二
（
一
九
二
三
）
年
に
発
表
さ

れ
て
い
る
。

　
　
　
　
　

ゆ
う
や
け
こ
や
け

　
　

一
、

　
　
　

ゆ
う
や
け
こ
や
け
で　

日
が
暮
れ
て

　
　
　

山
の
お
寺
の　

鐘
が
鳴
る

　
　
　

お
手
々
つ
な
い
で　

皆
帰
ろ
う

　
　
　

烏
と
い
っ
し
ょ
に　

か
え
り
ま
し
ょ

　
　

二
、

　
　
　

子
供
が
帰
っ
た　

後
か
ら
は

　
　
　

円
い
大
き
な　

お
月
さ
ま

　
　
　

小
鳥
が
夢
を　

見
る
こ
ろ
は

　
　
　

空
に
は
き
ら
き
ら　

金
の
星

（
8
）

（
7
）『
日
本
の
詩
歌　

別
巻　

日
本
唱
歌
集
』、

中
央
公
論
社
、
昭
和
四
三
（
一
九
六
八
）
年
、

二
〇
〇
頁
。
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万
葉
集
の〈
夕
月
夜
心
も
し
萎し

ぬ

に
白
露
の
置
く
こ
の
庭
に
蟋
蟀
鳴
く
も
〉（
巻
八
・
一
五
五
二
）湯
原
王
や
、『
新
古
今
集
』の「
三

夕
の
歌
」
で
知
ら
れ
る
、〈
さ
び
し
さ
は
そ
の
色
と
し
も
な
か
り
け
り
ま
き
立
つ
山
の
秋
の
夕
暮
〉（
寂
蓮
）、〈
心
な
き
身
に

も
あ
は
れ
は
知
ら
れ
け
り
鴫
た
つ
澤
の
秋
の
夕
ぐ
れ
〉（
西
行
）、〈
見
わ
た
せ
ば
花
も
紅
葉
も
な
か
り
け
り
浦
の
と
ま
や
の

秋
の
夕
ぐ
れ
〉（
藤
原
定
家
）
と
い
っ
た
よ
う
に
月
や
夕
暮
れ
を
詠
む
歌
は
多
く
あ
る
。
宮
崎
八
百
吉
編
『
抒
情
詩
』（
民
友

社
、
明
治
三
〇
（
一
八
九
八
）
年
）
に
お
い
て
も
、
田
山
花
袋
が
多
く
の
朧
月
の
詩
を
書
い
て
い
る
。
引
用
し
た
唱
歌
も
ま

た
、
山
の
端
に
夕
陽
が
か
か
り
、
菜
の
花
畑
も
、
森
も
、
小
路
も
一
面
霞
に
お
お
わ
れ
て
い
く
さ
ま
や
、
夕
暮
れ
時
の
烏
の

鳴
き
声
や
寺
の
鐘
の
音
が
、
家
に
帰
る
子
供
た
ち
の
姿
や
帰
る
家
の
た
た
ず
ま
い
、
あ
る
い
は
田
園
的
な
情
景
を
浮
か
び
上

が
ら
せ
る
。
そ
し
て
こ
れ
ら
唱
歌
は
、
教
育
目
標
に
あ
る
と
お
り
、「
平
易
」
で
理
解
が
し
や
す
い
も
の
と
し
て
繰
り
返
し

歌
わ
れ
る
こ
と
で
、
想
起
さ
れ
る
情
景
を
日
本
固
有
の
美
と
し
て
共
有
化
さ
せ
て
い
く
の
で
あ
る
。

　

あ
る
情
景
を
詠
み
、
歌
う
こ
と
は
、
あ
る
風
景
か
ら
触
発
さ
れ
た
情
感
の
流
露
を
形
に
し
た
も
の
で
あ
り
、
さ
し
あ
た
り

は
自
然
な
行
為
で
は
あ
ろ
う
。
だ
が
「
あ
り
余
る
朝
鮮
の
風
土
」
に
、「
夕
や
け
小
や
け
」
の
よ
う
な
日
本
の
唱
歌
が
持
つ
「
歌

ご
ご
ろ
」
を
か
ぶ
せ
て
「
頬
も
め
げ
よ
と
ば
か
り
声
は
り
あ
げ
て
」
唄
う
と
は
、
触
発
‐
表
出
さ
れ
る
情
感
や
情
景
が
「
朝

鮮
の
風
土
」
と
重
な
り
合
わ
な
い
こ
と
を
明
ら
か
に
示
し
て
い
る
。
つ
ま
り
歌
が
日
本
を
離
れ
て
他
の
場
所
に
も
た
ら
さ
れ

る
と
、
風
景
に
情
感
が
触
発
さ
れ
て
情
景
を
描
き
出
す
触
発
‐
表
出
の
関
係
が
、
自
然
な
も
の
で
は
な
く
文
化
的
に
規
定
さ

れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
顕
わ
に
な
る
の
で
あ
る
。
ま
た
情
感
を
触
発
す
る
風
景
も
、
反
復
さ
れ
定
型
的
な
情
景
と
化
す
な

ら
ば
、
情
感
と
情
景
の
間
に
は
循
環
も
生
じ
よ
う
。
つ
ま
り
あ
る
情
感
を
催
さ
せ
る
風
景
が
あ
る
だ
け
で
な
く
、
あ
る
情
感

が
定
型
的
な
風
景
を
引
き
寄
せ
る
の
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
循
環
に
よ
る
反
復
が
、
情
感
‐
情
景
に
文
化
的
な
固
有
性
を
与

え
る
。
文
化
的
固
有
性
を
持
つ
歌
が
、
支
配
・
被
支
配
と
い
う
状
況
が
あ
る
中
で
支
配
言
語
の
一
翼
を
担
う
形
で
も
た
ら
さ

れ
る
と
き
、
情
感
や
情
景
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
記
憶
や
認
識
、
ひ
い
て
は
実
存
を
統
御
す
る
、
目
に
付
き
に
く
い
文
学
に

よ
る
暴
力
が
行
わ
れ
始
め
る
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

　

の
み
な
ら
ず
唱
歌
は
、
ナ
シ
ョ
ナ
ル
な
意
識
を
育
む
こ
と
が
、
そ
の
設
置
当
初
か
ら
の
狙
い
で
あ
っ
た

（
9
）

。「
蝶
々
」
や
「
蛍

の
光
」
な
ど
は
、い
ま
で
も
歌
い
継
が
れ
、共
通
の
記
憶
や
情
感
を
喚
起
し
定
着
さ
せ
続
け
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
だ
が
「
蛍

の
光
」
の
四
番
の
歌
詞
は
、
今
は
歌
わ
れ
な
く
と
も
、
ナ
シ
ョ
ナ
ル
な
意
識
を
芽
生
え
さ
せ
る
役
割
も
担
っ
て
い
た
。

　
　
　
　

蛍
の
光

（
8
）
前
掲
書
、
二
六
三
頁
。

（
9
）
こ
の
点
に
つ
い
て
は
次
章
で
論
じ
る
。
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四
、

　
　
　

千
鳥
の
お
く
も　

お
き
な
は
も

　
　
　

や
し
ま
〔
＝
八
洲
〕
の
う
ち

0

0

の　

ま
も
り
な
り

　
　
　

い
た
ら
ん
く
に
に　

い
さ
を
し
く

　
　
　

つ
と
め
よ　

わ
が
せ　

つ
つ
が
な
く）

10
（

「
蛍
の
光
」
は
、最
初
『
小
学
唱
歌
集　

初
編
』
に
「
蛍
」
と
し
て
収
録
さ
れ
た
。
最
初
の
歌
詞
は
「
や
し
ま
の
そ
と
」
で
あ
っ

た
が
、
文
部
省
上
層
か
ら
、
そ
れ
で
は
「
千
島
」
や
「
お
き
な
は
」
が
「
や
し
ま
」
の
外
部
領
土
に
な
っ
て
し
ま
う
と
い
う

ク
レ
ー
ム
が
付
き
、「
や
し
ま
の
う
ち
」
に
書
き
換
え
ら
れ
た）

11
（

。
つ
ま
り
北
海
道
と
沖
縄
も
含
め
て
「
日
本
」
で
あ
る
と
い

う
こ
と
が
強
調
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
ま
た
「
児
島
高
徳
」
の
よ
う
に
、
あ
か
ら
さ
ま
に
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
性
の
強
い
唱
歌
を
歌

わ
さ
れ
る
と
き
は
な
お
さ
ら
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
も
岡
野
貞
一
に
よ
っ
て
作
曲
さ
れ
（
作
詞
者
不
明
）、大
正
三
年
（
一
九
一
四

年
）
に
『
尋
常
小
学
唱
歌　

第
六
学
年
用
』
に
掲
載
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
　

児
島
高
徳 

　
　

一
、

　
　
　

船
坂
山
や
杉
坂
と

　
　
　

御
あ
と
慕
い
て　

院
の
庄

　
　
　

微
衷
を
い
か
で　

聞
え
ん
と

　
　
　

桜
の
幹
に　

十
字
の
詩

　
　
　
「
天て

ん
こ
う
せ
ん

勾
践
を
空む

な

し
ゅ
う
す
る
莫な

か

れ

　
　
　

時
范は

ん
れ
い蠡

無
き
に
し
も
非
ず）

12
（

」

こ
の
唱
歌
は
、日
清
戦
争
期
に
、す
で
に
新
体
詩
の
題
材
と
し
て
歌
わ
れ
て
い
た
（
中
邨
秋
香
「
児
島
高
徳
」『
新
体
詩
歌
集
』 

外
山
正
一
他
著
、
大
日
本
図
書
、
明
治
二
八
（
一
九
八
五
）
年
九
月
）。
児
島
高
徳
は
架
空
の
人
物
だ
と
い
う
説
も
あ
る
が
、

金
田
一
春
彦
は
こ
の
唱
歌
を
次
の
よ
う
に
解
説
し
て
い
る
。「
後
醍
醐
天
皇
は
、
鎌
倉
幕
府
の
失
政
に
乗
じ
、
討
伐
を
計
ら

れ
た
が
、
敵
方
に
捕
え
ら
れ
、
厳
重
な
武
士
の
警
護
の
も
と
に
、
隠
岐
島
に
流
さ
れ
る
身
と
な
ら
れ
た
。
備
前
の
国
の
住
人

（
10
）
前
掲
書
四
十
八
頁
。
傍
点
引
用
者
。

（
11
）
山
住
正
巳
『
唱
歌
教
育
成
立
過
程
の
研
究
』、

東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
六
七
年
、
一
〇
三
頁
の

注
（
23
）
参
照
。

（
12
）
金
田
一
春
彦
『
日
本
唱
歌
集 

中 

大
正･

昭

和
編
』、
講
談
社
、
昭
和
五
四
（
一
九
七
九
）
年
、

五
〇
頁
。
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児
島
高
徳
は
途
中
天
皇
を
奪
い
奉
ろ
う
と
し
た
が
、
果
さ
ず
、
や
む
な
く
単
身
院
ノ
庄
の
行
在
所
に
忍
び
入
り
、
桜
の
樹
の

幹
を
削
っ
て
、
そ
こ
に
「
天
莫
空
勾
践　

時
非
無
范
蠡
」
と
い
う
十
字
の
詩
を
墨
黒
々
と
認
め
て
帰
っ
て
来
た
。
朝
起
き
出

し
て
こ
の
文
字
に
目
を
と
め
た
護
衛
の
武
士
ど
も
は
何
の
こ
と
か
わ
か
ら
ず
た
だ
が
や
が
や
騒
ぐ
だ
け
で
あ
っ
た
が
、
ひ
と

り
天
皇
は
、「
他
日
必
ず
お
救
い
申
し
上
げ
ま
す
」
と
い
う
趣
旨
を
悟
り
、
会
心
の
笑
み
を
も
ら
さ
れ
た
と
い
う
物
語
の
唱

歌
化
で
あ
る）

13
（

。」。
金
時
鐘
も
エ
ッ
セ
ー
「
ク
レ
メ
ン
タ
イ
ン
の
歌
」
の
中
で
、
こ
の
「
児
島
高
徳
」
を
総
カ
タ
カ
ナ

0

0

0

0

0

で
歌
詞

を
引
用
し
て
い
る
が
、
そ
れ
が
言
お
う
と
し
て
い
る
の
は
、
意
味
も
分
か
ら
な
い
な
が
ら
も
、
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
性
と
言
葉
を

叩
き
込
ま
れ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

　

ま
た
植
民
地
用
に
別
冊
編
纂
さ
れ
た
『
み
く
に
の
う
た
』（
朝
鮮
総
督
府
、昭
和
一
四
（
一
九
三
九
）
年
）
に
は
、「
君
が
代
」

「
紀
元
節
」「
天
長
節
」
と
い
っ
た
よ
う
に
儀
式
用
の
唱
歌
集
で
あ
る
が
、
そ
の
な
か
に
金
時
鐘
も
歌
っ
た
「
海
征
か
ば）

14
（

」
も

収
め
ら
れ
て
い
る
。

　
　
　

海
ゆ
か
ば

　
　

海
ゆ
か
ば　

水
漬
く
屍

　
　

山
ゆ
か
ば　

草
む
す
屍

　
　

大
君
の　

辺
に
こ
そ
死
な
め

　
　

か
え
り
み
は
せ
じ）

15
（

「
海
ゆ
か
ば
」
は
、
大
伴
家
持
の
詔
書
の
一
部
に
、N

H
K

か
ら
委
託
を
受
け
た
信
時
潔
が
一
九
三
七
年
に
曲
を
付
け
た
も
の

で
あ
る
。「
海
ゆ
か
ば
」
に
関
し
て
、
岩
井
正
浩
は
、「
天
皇
の
た
め
に
死
ぬ
こ
と
が
最
大
の
美
徳
と
さ
れ
、〝
大
君
の
辺
に

こ
そ
死
な
め
還
り
み
ま
せ
じ
〞
と
、「
海
ゆ
か
ば
」
は
国
民
を
静
に
説
得
さ
せ
る
強
烈
な
感
性
を
宿
し
た
〈
死
の
美
学
〉
の

鎮
魂
歌
で
あ
っ
た
。」
と
述
べ
て
い
る）

16
（

。

　

繰
り
返
せ
ば
植
民
地
朝
鮮
で
行
わ
れ
た
唱
歌
教
育
は
、
文
化
的
な
バ
イ
ア
ス
の
か
か
っ
た
情
景
と
情
感
の
流
露
を
循
環
さ

せ
る
こ
と
で
、
異
郷
の
風
土
を
記
憶
や
認
識
の
外
部
に
排
除
す
る
よ
う
に
機
能
し
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
の
み
な
ら

ず
唱
歌
教
育
に
込
め
ら
れ
た
ナ
シ
ョ
ナ
ル
な
意
識
を
育
む
役
割
は
、
そ
の
排
除
を
強
化
す
る
こ
と
に
な
っ
た
こ
と
は
疑
い
な

い
と
思
わ
れ
る
。

（
13
）
金
田
一
前
掲
書
、
五
二
頁
。

（
14
）
金
時
鐘
「
ク
レ
メ
ン
タ
イ
ン
の
歌
」『「
在

日
」
の
は
ざ
ま
で
』、
立
風
書
房
、
一
九
八
六
年
、

一
七
頁
。「
海
征
か
ば
」
と
い
う
表
記
は
金
時
鐘

の
も
の
で
あ
る
。

（
15
）『
日
本
の
詩
歌　

別
巻　

日
本
唱
歌
集
』、

三
六
四
頁
。

（
16
）
岩
井
正
浩
『
子
ど
も
の
歌
の
文
化
史
』
第
一

書
房
、
一
九
九
八
年
、
三
四
九
頁
。
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そ
の
よ
う
な
唱
歌
は
、
金
時
鐘
に
と
っ
て
得
意
な
科
目
の
一
つ
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

　
　

教
科
書
か
ら
は
、
小
学
校
二
年
で
「
朝
鮮
語
」
と
い
う
余
分
な
教
科
が
な
く
な
っ
て
い
っ
た
が
、
当
時
す
で
に
、
私
は

　
　

堪
能
な
〝
国
語
〞
の
読
書
力
を
身
に
つ
け
て
い
た
。
わ
け
て
も
「
つ
づ
り
か
た
」
と
「
唱
歌
」
は
、
幼
稚
園
の
と
き
か

　
　

ら
ち
や
ほ
や
さ
れ
た
得
意
満
面
の
科
目
で
あ
っ
た
。「
内
鮮
一
体
」〔
…
…
〕
は
、
私
に
見
る
限
り
最
も
好
ま
し
い
進
展

　
　

を
見
せ
て
い
た）

17
（

。

「
徳
性
の
涵
養
」
や
ナ
シ
ョ
ナ
ル
な
意
識
の
芽
生
え
と
い
っ
た
教
科
目
標
は
、
植
民
地
朝
鮮
に
お
い
て
は
、
金
時
鐘
と
い
う

模
範
的
な
聴
き
手
・
歌
い
手
・
読
み
手
に
よ
っ
て
体
現
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
　

第
二
節
．
日
本
近
代
詩
歌
か
ら
の
影
響

　

金
時
鐘
は
唱
歌
だ
け
で
な
く
、
関
連
し
て
短
歌
・
俳
句
で
用
い
ら
れ
る
季
語
や
ワ
ビ･

サ
ビ
の
感
覚
、
あ
る
い
は
日
本
近

代
詩
の
抒
情
か
ら
も
、
日
本
的
な
情
感
や
自
然
認
識
の
あ
り
方
に
関
し
て
影
響
を
受
け
て
い
る
。
と
り
わ
け
短
歌
か
ら
、
短

歌
の
本
質
と
し
て
の
短
歌
的
な
抒
情
の
影
響
を
、
金
時
鐘
は
強
く
受
け
て
お
り
、
そ
れ
は
詩
作
に
お
い
て
対
峙
す
べ
き
も
の

の
筆
頭
に
挙
げ
ら
れ
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

　
　

復
古
調
は
歌
な
く
し
て
は
始
ま
ら
な
い
、
と
い
っ
た
日
本
の
大
先
達
の
詩
人
が
お
ら
れ
る
が
、
事
実
「
歌
」
は
、
お
そ

　
　

ろ
し
い
ほ
ど
の
喚
起
力
を
も
っ
て
い
る
。
う
た
わ
れ
た
時
代
が
い
つ
ま
で
も
、
歌
と
と
も
に
な
つ
か
し
い
情
感
を
汲
み

　
　

あ
げ
て
く
る
。
な
つ
か
し
ん
で
は
な
ら
な
い
な
つ
か
し
さ
の
な
か
で
私
の
少
年
期
が
黄
ば
ん
で
い
る
の
で
あ
る
。
植
民

　
　

地
は
私
に
、
い
と
も
や
さ
し
い
日
本
の
歌
で
や
っ
て
き
た
。
短
歌
の
ミ
ヤ
ビ
や
俳
句
の
ワ
ビ
・
サ
ビ
、
季
語
の
フ
カ
ミ

　
　

が
知
育
の
光
と
な
っ
て
私
に
居
坐
っ
た
の
は
、
至
極
当
然
の
な
り
行
き
だ
っ
た
。
だ
か
ら
こ
そ
私
は
、
身
に
つ
い
た
歌

　
　

の
抒
情
か
ら
動
き
が
と
れ
な
い
。
引
き
ず
る
わ
け
に
い
か
な
い
の
で
、
向
き
合
っ
て
ば
か
り
い
る
の
だ
。
私
に
も
っ
と

　
　

も
遠
い
も
の
に
、
日
本
の
短
詩
型
文
学
、
と
り
わ
け
短
歌
が
あ
る
ゆ
え
ん
で
も
あ
る
。（
三
六
‐
七
）

（
17
）『「
在
日
」
の
は
ざ
ま
で
』、
一
八
頁
。
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「
日
本
語
の
石
笛
」
で
は
、
植
民
地
期
に
金
時
鐘
が
お
ぼ
え
（
さ
せ
ら
れ
）
た
短
歌
と
し
て
、「
桜
」
を
詠
ん
だ
も
の
を
中

心
に
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

　
　
〈
身
は
た
と
え
草
場
の
か
げ
に
朽
ち
る
と
も　

と
ど
め
お
か
ま
し
大
和
魂
〉
吉
田
松
陰

　
　
〈
敷
島
の
大
和
心
を
人
と
は
ば　

朝
日
に
匂
う
山
桜
花
〉
本
居
宣
長

　
　
〈
う
ら
う
ら
と
の
ど
け
き
春
の
心
よ
り　

に
ほ
い
い
で
た
る
山
ざ
く
ら
花
〉
賀
茂
真
淵

　
　
〈
う
す
べ
に
に
葉
は
い
ち
は
や
く
萌
え
い
で
て　

咲
か
ん
と
す
な
り
山
桜
花
〉
若
山
牧
水

　
　
〈
雪
と
の
み
降
る
だ
に
あ
る
を
桜
花　

い
か
に
散
れ
と
か
風
の
吹
く
ら
む
〉『
古
今
集
』
凡

お
お
し

河こ
う
ち
の
み

内
躬
恒つ

ね

　
　
〈
久
方
の
光
の
ど
け
き
春
の
日
に　

し
づ
心
な
く
花
の
散
る
ら
む
〉『
古
今
集
』
紀
友
則

　
　
〈
も
ろ
と
も
に
あ
わ
れ
と
思
へ
山
ざ
く
ら　

花
よ
り
ほ
か
に
し
る
人
も
な
し
〉『
金
葉
和
歌
集
』
僧
正
行
尊

　
　
〈
と
ふ
人
も
な
き
山
か
げ
の
桜
花　

ひ
と
り
咲
き
て
や
ひ
と
り
散
る
ら
む
〉『
桂
園
一
枝
』
香
山
景
樹

こ
こ
に
挙
げ
ら
れ
て
い
る
作
品
は
、
良
質
な
部
類
に
入
る
も
の
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
と
は
い
え
作
品
か
ら
醸
し
出
さ
れ

る
の
は
、
花
が
そ
っ
と
散
っ
て
い
く
姿
で
あ
る
。
吉
田
松
陰
の
作
に
い
た
っ
て
は
、
そ
こ
に
死
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
を
色
濃
く
滲

ま
せ
て
い
る
。金
時
鐘
が
こ
れ
ら
の
短
歌
を
列
挙
す
る
こ
と
で
示
そ
う
と
し
て
い
る
の
は
、第
一
に
、文
学
的
表
現
や
作
品
は
、

編
制
の
仕
方
に
応
じ
て
心
的
秩
序
の
再
編
に
も
寄
与
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
品
田
悦
一
は
、『
万
葉
集
』
が
「
国
民
歌
集
」

と
な
っ
た
の
は
、
広
く
人
々
に
読
ま
れ
た
か
ら
で
は
な
く
、
そ
の
よ
う
な
地
位
を
ま
ず
与
え
ら
れ
た
か
ら
だ
と
い
う
仮
説
を

立
て
、
一
八
九
〇
（
明
治
二
三
）
年
に
主
に
焦
点
を
当
て
て
そ
の
こ
と
を
説
得
的
に
論
証
し
て
い
る）

18
（

。
こ
の
仮
説
に
よ
っ
て

品
田
が
言
お
う
と
し
て
い
る
の
は
、「
国
民
」「
国
家
」
の
形
成
過
程
で
、『
万
葉
集
』
も
「
国
民
歌
集
」
に
仕
立
て
上
げ
ら

れ
て
い
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
つ
ま
り
近
代
化
の
過
程
が
「
国
民
歌
集
」
を
生
み
出
し
た
と
い
う
わ
け
で
あ
る
が
、
も

う
一
つ
の
側
面
と
し
て
、
そ
の
プ
ロ
セ
ス
に
お
い
て
、
明
治
中
期
か
ら
始
ま
る
詩
歌
の
近
代
化
（
新
体
詩
）
と
「
過
去
」
の

万
葉
集
と
の
連
続
性
も
産
出
さ
れ
る
。
そ
こ
か
ら
金
時
鐘
が
例
示
し
た
句
が
示
す
こ
と
の
第
二
は
、
古
今
の
諸
作
品
が
「
日

本
の
短
歌
」
と
し
て
一
ま
と
ま
り
に
さ
れ
、
時
間
的
な
連
続
性
が
与
え
ら
れ
る
こ
と
で
、「
国
民
国
家
」
と
し
て
の
「
日
本
」

が
永
続
的
な
相
の
も
と
で
想
起
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
「
桜
」
は
「
貴
様
と
俺
と
は
同
期
の
桜
…
…
」
で
始
ま
る
軍
国
歌
謡
「
同
期
の
桜
」
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
戦
時

の
非
常
事
態
に
お
い
て
常
套
的
な
「
死
」
の
隠
喩
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、
国
の
た
め
に
散
る
＝
死
ぬ
こ
と
を
美
し
く
飾
り
立

（
18
）
品
田
悦
一
『
万
葉
集
の
発
明
』、
新
曜
社
、

二
〇
〇
一
年
。
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て
る
、
散
華
的
思
想
を
支
え
る
形
象
と
し
て
「
桜
」
が
利
用
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
植
物
の
比
喩
が
人
間
の
生
死
を
表
す
こ
と

は
、
特
異
な
こ
と
で
は
な
い
。
だ
と
し
て
も
心
的
秩
序
の
再
編
に
国
家
権
力
が
介
入
す
る
こ
と
は
、
抒
情
が
人
を
死
に
さ
え

か
り
た
て
て
い
く
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
た
め
金
時
鐘
が
示
す
第
三
の
も
の
は
、
抒
情
が
国
家
権
力
と
共
犯
関
係
を
結
ん
で
し

ま
う
可
能
性
に
つ
い
て
で
あ
る
。

　

一
九
三
〇
年
代
後
半
か
ら
一
九
四
〇
年
代
前
半
は
、
日
本
の
近
代
詩
人
の
詩
に
曲
を
つ
け
て
、
唱
歌
や
戦
時
歌
謡
と
し
て

歌
う
こ
と
が
非
常
に
多
か
っ
た）

19
（

。
例
え
ば
唱
歌
に
な
っ
た
も
の
に
は
、
与
謝
野
鉄
幹
「
爆
弾
三
勇
士
の
歌
」、
島
崎
藤
村
「
椰

子
の
実
」、
相
馬
御
風
「
春
よ
こ
い
」、
北
原
白
秋
「
こ
の
道
」、
石
川
啄
木
「
東
海
の
」
な
ど
多
く
の
も
の
が
あ
る
。
ま
た

北
原
白
秋
の
弟
が
創
設
し
た
出
版
社
ア
ル
ス
か
ら
は
、『
日
本
愛
国
唱
歌
集
』
が
一
九
四
〇
年
に
出
版
さ
れ
て
い
る）

20
（

。
さ
ら

に
一
九
四
二
年
に
、御
用
団
体
で
あ
る
社
団
法
人
日
本
蓄
音
機
レ
コ
ー
ド
文
化
協
会
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
『
愛
国
百
人
一
首
』

は
、
日
本
文
学
報
国
会
が
選
定
し
た
短
歌
一
〇
首
に
曲
を
付
け
た
も
の
で
あ
る）

21
（

。
そ
の
中
に
は
金
時
鐘
が
暗
記
し
て
い
た
吉

田
松
陰
の
一
首
だ
け
で
な
く
、「
敷
島
の　

大
和
心
を
人
と
は
ば　

朝
日
に
匂
ふ　

山
櫻
花
」（
本
居
宣
長
）
や
、「
山
は
さ

け　

海
は
あ
せ
な
む　

世
な
り
と
も　

君
に
ふ
た
心　

わ
が
あ
ら
め
や
も
」（
源
実
朝
）
な
ど
が
選
ば
れ
て
い
た
。

　

そ
の
よ
う
に
文
学
的
表
現
が
再
編
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
編
制
さ
れ
る
心
的
秩
序
の
姿
、
あ
る
い
は
美
的
な
基
準
の
内
面

化
を
示
す
金
時
鐘
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
引
い
て
お
き
た
い
。
こ
れ
は
短
歌
的
な
も
の
の
金
時
鐘
へ
の
影
響
を
示
す
も
の
で
も
あ

る
。

　
　
「
国
民
学
校
」
に
な
り
た
て
の
こ
ろ
、
綴
り
方
の
時
間
に
よ
く
俳
句
を
作
ら
さ
れ
た
。
春
さ
き
の
あ
る
午
後
、
教
室
の

　
　

中
央
の
持
ち
出
さ
れ
た
教
卓
に
水
仙
の
花
が
一
輪
、
つ
る
首
の
ガ
ラ
ス
花
瓶
に
挿
し
て
あ
っ
て
、
そ
れ
を
囲
ん
で
皆
し

　
　

て
俳
句
を
詠
ま
さ
れ
た
。
私
な
ど
は
「
春
い
ち
ば
ん
は
や
く
も
切
ら
れ
し
水
仙
花
」
な
ど
と
、
は
ず
か
し
げ
も
な
い　

　
　

ま
ね
ご
と
の
句
で
し
た
り
顔
だ
っ
た
が
、
父
や
姉
、
兄
を
肺
結
核
で
亡
く
し
て
い
る
金
宗
玉
君
だ
け
は
、
つ
く
ね
ん
と

　
　

坐
っ
た
ま
ま
だ
っ
た
。
そ
の
彼
が
先
生
に
せ
つ
か
れ
て
詠
ん
だ
句
が
、「
水
仙
花
押
し
込
む
た
び
に
水
あ
が
る
」だ
っ
た
。

　
　

期
せ
ず
し
て
ク
ラ
ス
の
皆
が
吹
き
だ
し
た
が
、
ふ
ざ
け
て
い
る
と
き
つ
く
先
生
か
ら
い
わ
れ
て
い
た
彼
が
今
も
っ
て
忘

　
　

れ
ら
れ
な
い
。
金
君
だ
け
が
花
の
悲
し
み
を
知
っ
て
い
た
よ
う
な
気
さ
え
す
る
。〔
…
…
〕
歌
は
こ
う
詠
み
、
句
は
こ

　
　

う
あ
る
べ
き
だ
、
み
た
い
な
日
本
的
自
然
主
義
美
学
が
か
も
す
抒
情
の
流
露
は
、
広
く
朝
鮮
人
の
心
を
も
ひ
た
し
て
い

　
　

る
戦
前
か
ら
の
情
感
で
あ
る
。
金
君
を
笑
っ
た
の
も
、
こ
の
侵
し
が
た
い
抒
情
の
規
範
だ
。
そ
こ
に
は
切
れ
目
も
な
け

　
　

れ
ば
訣
別
も
な
い
。
私
と
て
そ
の
抒
情
の
音
数
律
を
生
理
感
覚
の
よ
う
に
引
き
ず
っ
て
い
る
ひ
と
り
で
あ
る
。」（
三
七

（
19
）
戦
時
歌
謡
に
つ
い
て
は
、
櫻
本
富
雄
『
歌
と

戦
争　

み
ん
な
が
軍
歌
を
歌
っ
て
い
た
』（
ア
テ

ネ
書
房
、
二
〇
〇
五
年
）
に
詳
し
い
。

（
20
）
櫻
本
前
掲
書
、
四
〇
頁
。

（
21
）
櫻
本
前
掲
書
、
一
二
五
‐
六
頁
。
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‐
八
）

非
常
に
象
徴
的
な
場
面
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
、
こ
の
引
用
か
ら
は
三
つ
の
こ
と
が
指
摘
で
き
る
。
第
一
に
、「
水
仙
花
押

し
込
む
た
び
に
水
あ
が
る
」
を
拙
い
も
の
と
し
て
笑
っ
て
し
ま
う
感
性
は
、
美
的
な
も
の
に
つ
い
て
の
基
準
が
す
で
に
日
本

的
抒
情
に
よ
っ
て
秩
序
付
け
ら
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
第
二
に
、「
ク
ラ
ス
の
皆
が
吹
き
だ
し
た
」
と

あ
る
よ
う
に
、
日
本
的
な
抒
情
が
再
編
す
る
美
的
な
も
の
の
基
準
が
、
金
時
鐘
の
み
な
ら
ず
「
皆
」
に
内
面
化
さ
れ
て
い
た

こ
と
が
読
み
取
れ
る
。
そ
し
て
第
三
に
、
文
学
的
表
現
を
通
じ
て
編
制
さ
れ
た
心
的
秩
序
は
、
意
識
し
に
く
い
と
い
う
側
面

が
あ
り
、
そ
れ
を
気
づ
か
せ
る
の
は
、「
金
宗
玉
君
」
の
よ
う
な
美
的
秩
序
の
他
者
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
以
上
の
三
点

を
指
摘
し
つ
つ
、
さ
し
あ
た
り
こ
こ
で
押
さ
え
て
お
き
た
い
こ
と
は
、
金
時
鐘
へ
の
短
歌
の
本
質
的
な
影
響
の
第
一
の
も
の

は
、
あ
る
べ
き
美
と
し
て
内
面
を
拘
束
す
る
「
日
本
的
自
然
主
義
美
学
」
と
し
て
名
指
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

こ
の
美
的
な
基
準
は
、
大
き
く
二
つ
の
要
素
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
が
金
時
鐘
に
と
っ
て
第
二
、
第

三
の
短
歌
か
ら
の
本
質
的
影
響
と
な
っ
て
い
る
。
ま
ず
は
定
型
的
な
韻
律
で
あ
る
。

　
　

私
に
は
ま
ず
、
音
節
を
七
五
調
に
と
り
そ
ろ
え
よ
う
と
す
る
習
い
性
が
、
言
葉
の
法
則
の
よ
う
に
居
坐
っ
て
い
る
。
私

　
　

の
少
年
期
の
感
傷
や
、
そ
れ
を
ロ
マ
ン
チ
シ
ズ
ム
と
受
け
と
め
た
青
春
の
走
り
の
多
感
な
情
緒
は
、
皆
が
み
な
五
七
五

　
　

の
韻
律
に
か
も
し
だ
さ
れ
た
情
感
の
流
露
で
あ
る
。
早
く
か
ら
親
し
ん
だ
藤
村
の
『
若
菜
集
』
を
は
じ
め
、
北
原
白
秋

　
　

の
数
あ
る
詩
集
や
童
謡
も
、
定
型
韻
律
の
作
品
集
で
あ
っ
た
し
、
私
の
成
長
期
の
近
代
抒
情
詩
も
ま
た
、
そ
の
多
く
が

　
　

韻
文
の
音
数
律
を
よ
り
ど
こ
ろ
と
す
る
歌
人
達
の
詩
で
あ
っ
た
。
た
め
に
私
に
は
、
韻
を
踏
ん
だ
音
数
律
な
く
し
て
は

　
　

詩
で
は
な
か
っ
た
。
だ
か
ら
こ
そ
日
本
語
は
、
美
し
い
言
葉
な
の
だ
と
し
ん
そ
こ
思
っ
た
も
の
だ
っ
た
。（
三
八
）

島
崎
藤
村
『
若
菜
集
』（
一
八
九
七
（
明
治
三
〇
）
年
）
に
は
、
七
五
調
や
五
七
調
だ
け
で
な
く
、「
逃
げ
水
」
の
よ
う
に
八

音
と
六
音
の
繰
り
返
す
こ
と
で
韻
律
を
工
夫
し
て
い
る
詩
も
わ
ず
か
に
あ
る
。
ま
た
北
原
白
秋
『
思
い
出
』
所
収
の
「
糸
車
」

な
ど
は
、
基
本
的
に
は
七
五
調
で
あ
り
な
が
ら
、
そ
れ
を
感
じ
さ
せ
な
い
工
夫
が
試
み
ら
れ
て
お
り
、
一
概
に
七
五
調
と
し

て
一
括
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
先
に
引
用
し
た
唱
歌
も
、
メ
ロ
デ
ィ
を
考
慮
に
入
れ
な
け
れ
ば
、「
ゆ
う
や
け
こ
や
け
」

が
七
五
調
で
あ
る
の
に
対
し
、「
朧
月
夜
」
は
八
六
調
で
あ
る
。
国
木
田
独
歩
も
、『
抒
情
詩
』（
一
八
九
七
（
明
治
三
〇
）
年
）

の
彼
に
よ
る
序
の
中
で
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
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詩
体
に
つ
き
て
は
余
は
甚
だ
自
由
な
る
説
を
有
す
。
七
五
、五
七
の
調
も
可
。
漢
詩
直
訳
体
も
可
。
俗
歌
体
も
可
。
漢

　
　

語
を
用
ゆ
る
の
範
囲
は
広
き
を
主
張
す
。
枕
詞
を
用
ゆ
る
、
場
合
に
由
り
て
大
に
可
。
た
だ
人
を
し
て
歌
は
ざ
る
を
得

　
　

ざ
る
情
熱
に
駆
ら
れ
て
歌
は
し
め
よ）

22
（

。

日
本
近
代
詩
の
黎
明
期
に
は
、
所
謂
「
想
実
論
争
」
や
リ
ズ
ム
に
つ
い
て
の
諸
議
論
の
よ
う
に
、
詩
人
の
感
情
や
思
想
と
作

品
の
型
を
巡
る
議
論
が
活
発
に
行
わ
れ
て
い
た
。
国
木
田
独
歩
の
言
葉
も
、「
歌
は
ざ
る
を
得
ざ
る
情
熱
」
と
あ
る
よ
う
に
、

「
想
」
に
優
位
性
が
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
り
、
い
わ
ゆ
る
七
五
調
も
そ
の
よ
う
な
「
情
熱
」
を
表
す
た
め
の
有
力
な
型

の
一
つ
と
見
な
さ
れ
て
い
た
と
捉
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　

だ
が
重
要
な
こ
と
は
、
当
時
の
金
時
鐘
に
と
っ
て
日
本
の
詩
歌
は
、
短
歌
的
な
形
態
で
受
け
止
め
ら
れ
て
い
た
と
い
う
こ

と
で
あ
り
、
七
五
調
と
い
う
定
型
が
日
本
語
自
体
の
美
を
体
現
す
る
も
の
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
で
は
「
水
仙
花

押
し
込
む
た
び
に
水
あ
が
る
」
が
、
五
七
五
の
定
型
を
持
つ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
下
手
な
日
本
語
作
文
と
し
て
退
け
ら
れ
た

の
は
な
ぜ
だ
ろ
う
か
。
前
の
引
用
と
や
や
重
な
る
が
、
力
点
が
異
な
る
も
の
と
し
て
次
の
よ
う
な
発
言
が
あ
る
。

　
　

当
時
の
私
は
、〔
…
…
〕
詩
と
い
い
ま
す
と
、
北
原
白
秋
で
あ
る
と
か
島
崎
藤
村
あ
た
り
の
、
つ
ま
り
、
日
本
の
私
小

　
　

説
的
自
然
主
義
美
学
が
流
露
す
る
抒
情
、
口
の
端
に
の
ぼ
り
や
す
く
、
そ
こ
は
か
と
な
い
情
感
を
伝
え
て
く
れ
る
も
の

　
　

を
詩
と
思
っ
て
お
り
ま
し
た）

23
（

。

こ
こ
か
ら
す
れ
ば
「
水
仙
花
押
し
込
む
た
び
に
水
あ
が
る
」
が
美
し
く
な
い
の
は
、
短
歌
的
な
抒
情
を
備
え
て
い
な
い
か
ら

だ
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
金
時
鐘
が
イ
メ
ー
ジ
し
て
い
る
抒
情
は
、彼
の
作
「
春
い
ち
ば
ん
は
や
く
も
切
ら
れ
し
水
仙
花
」

が
示
す
よ
う
に
、国
木
田
が
言
う
よ
う
な
「
情
熱
」
と
い
う
よ
り
も
、儚
さ
を
漂
わ
せ
る
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
「
金

宗
玉
君
」
の
句
は
、
押
し
込
ま
れ
る
水
仙
花
の
痛
み
を
想
像
す
る
こ
と
は
で
き
て
も
、「
口
の
端
に
の
ぼ
り
や
す
く
、
そ
こ

は
か
と
な
い
情
感
」
を
伝
え
て
い
る
と
は
言
い
が
た
い
。「
水
仙
花
〜
」
は
む
し
ろ
、
正
岡
子
規
の
「
瓶
に
さ
す
藤
の
花
ぶ

さ
み
じ
か
け
れ
ば
た
ゝ
た
み
の
う
え
に
と
ゞ
か
さ
り
け
り
」
に
連
な
る
よ
う
な
、
写
生
的
な
句
で
あ
ろ
う
。
写
生
と
い
う
こ

と
に
結
び
付
け
る
な
ら
ば
、
金
時
鐘
に
と
っ
て
、
日
本
の
定
型
的
な
韻
律
は
、
内
面
の
儚
さ
の
感
情
を
写
し
取
る
限
り
で
美

し
い
も
の
と
い
う
こ
と
に
は
な
ろ
う
。
だ
が
、
唱
歌
が
朝
鮮
の
風
土
を
捨
象
し
た
よ
う
に
、
日
本
語
の
韻
律
と
抒
情
は
、
現

（
22
）
引
用
は
、
日
夏
耿
之
助
編
『
日
本
現
代

詩
体
系　

第
二
巻
』、
河
出
書
房
、
昭
和
二
五

（
一
九
五
〇
）
年
、
二
一
二
頁
か
ら
。
た
だ
し
現

代
仮
名
遣
い
に
改
め
た
。

（
23
）
金
時
鐘
『「
在
日
」
の
は
ざ
ま
で
』、
四
八
‐

九
頁
。
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実
を
写
し
取
る
こ
と
へ
の
抵
抗
と
な
っ
た
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。

　

こ
こ
で
再
び
先
の
「
日
本
的
自
然
主
義
美
学
」
に
戻
る
な
ら
ば
、
金
時
鐘
は
関
連
す
る
こ
と
と
し
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ

て
い
る
。

　
　

侵
す
側
の
驕
り
を
持
た
な
い
そ
の
「
歌
」
が
、
植
民
地
統
治
の
朝
鮮
で
植
民
地
同
化
を
完
全
な
も
の
に
し
て
ゆ
き
、
多

　
　

感
な
伸
び
ざ
か
り
の
私
に
は
、
あ
る
が
ま
ま
を
あ
る
が
ま
ま
に
、
季
感
ゆ
た
か
に
う
た
い
込
む
定
型
の
リ
ズ
ム
こ
そ
が
、

　
　

本
当
の
詩
と
し
て
ご
く
自
然
に
居
坐
っ
た
の
だ
。（
三
八
‐
九
）

も
ち
ろ
ん
こ
こ
で
言
わ
れ
て
い
る
「
あ
る
が
ま
ま
を
あ
る
が
ま
ま
に
」
は
、
先
に
述
べ
た
よ
う
に
現
実
を
直
視
し
、
そ
れ
を

表
現
す
る
こ
と
で
は
な
い
。「
あ
る
が
ま
ま
に
」
う
た
わ
れ
る
べ
き
は
情
感
で
あ
り
、そ
れ
を
「
季
感
ゆ
た
か
に
う
た
い
込
む
」

と
は
、
季
節
に
対
す
る
感
性
を
重
ん
じ
る
こ
と
で
あ
っ
て
、
実
際
の
気
候
に
対
し
て
は
目
を
つ
む
る
こ
と
で
あ
る
。
だ
が
そ

の
よ
う
な
「
歌
」
こ
そ
が
、「
本
当
の
詩
」
と
受
け
止
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
先
に
述
べ
た
七
五
調
と
い
う
韻
律
は
、

純
粋
な
音
数
律
と
い
う
よ
り
も
、
七
五
的
に
歌
わ
れ
る
リ
ズ
ム
で
あ
る
。
金
時
鐘
に
と
っ
て
は
、
日
本
特
有
の
情
感
と
密
着

し
、
そ
れ
を
あ
る
が
ま
ま
に
表
出
さ
れ
、
か
つ
七
五
的
リ
ズ
ム
を
刻
む
詩
が
美
し
い
と
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　

つ
ま
り
短
歌
的
な
も
の
か
ら
の
本
質
的
な
影
響
と
は
、
美
的
な
も
の
の
基
準
の
内
面
化
で
あ
り
、
よ
り
具
体
的
に
は
、
形

式
面
で
の
韻
律
と
響
き
と
内
容
面
に
お
け
る
情
感
、
そ
れ
ら
の
結
合
の
仕
方
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
リ
ズ
ム
と
情
感
が
心
情

の
最
奥
に
定
着
し
、
思
考
や
認
識
を
無
自
覚
的
に
制
御
す
る
と
き
、
そ
れ
は
言
語
化
す
る
こ
と
が
非
常
に
困
難
な
コ
ロ
ニ
ア

ル
な
心
的
秩
序
の
領
域
と
な
る
。
金
時
鐘
が
狙
い
を
定
め
て
い
る
の
も
、
そ
の
よ
う
な
領
域
で
あ
る
。

　
　

そ
の
な
じ
み
あ
っ
た
感
性
に
く
る
ま
れ
て
生
活
の
日
常
は
い
ろ
ど
ら
れ
て
あ
る
の
で
あ
り
、
ひ
い
て
は
「
自
然
」
を
も

　
　

律
す
る
詩
的
美
に
ま
で
こ
の
情
感
は
差
配
し
て
き
て
、「
美
」
は
か
く
あ
る
べ
き
も
の
、
と
い
う
相
場
の
定
理
を
伝
統

　
　

の
遺
産
の
よ
う
に
居
座
ら
せ
て
く
る
の
で
あ
る
。
全
ア
ジ
ア
を
席
巻
し
た
戦
争
に
も
ま
み
れ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
ほ
ど

　
　

至
純
な
ま
で
に
純
粋
な
短
歌
は
、
ま
さ
し
く
感
性
の
と
こ
ろ
で
日
本
の
思
想
を
取
り
仕
切
っ
て
い
る
、
重
く
も
重
い
思

　
　

想
詩
だ）

24
（

。

こ
の
引
用
に
あ
る
、「
ま
み
れ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
ほ
ど
至
純
な
ま
で
に
純
粋
な
短
歌
」
に
対
し
て
金
時
鐘
が
対
置
し
よ
う

（
24
）
金
時
鐘
『「
在
日
」
の
は
ざ
ま
で
』、
二
五
五

‐
六
頁
。
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と
す
る
の
が
、
本
章
の
冒
頭
で
引
用
し
た
「
垢
じ
ま
な
い
抒
情
」
で
あ
る
。「
垢
じ
ま
な
い
抒
情
」
と
は
何
か
は
、
本
研
究

が
最
終
的
に
答
え
よ
う
と
す
る
問
い
で
あ
る
。
こ
れ
は
小
野
十
三
郎
『
詩
論
』
と
の
出
会
い
を
通
じ
て
は
っ
き
り
と
自
覚
さ

れ
る
こ
と
に
な
る
も
の
で
あ
る
。
だ
が
そ
れ
に
先
立
ち
、「
ま
み
れ
る
こ
と
の
な
い
純
粋
な
短
歌
」
の
形
成
過
程
を
、
詩
史

に
則
り
な
が
ら
具
体
的
に
検
討
し
て
い
き
た
い
。
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第
二
章　

明
治
二
〇
年
代
に
お
け
る
リ
ズ
ム
と
抒
情
の
再
編
制
過
程

　
　

第
一
節
．
時
枝
誠
記
の
リ
ズ
ム
理
論―

「
場
面
」
に
つ
い
て

　

先
に
金
時
鐘
が
内
面
化
し
た
短
歌
的
抒
情
と
は
、
形
式
面
に
お
い
て
は
七
五
調
の
リ
ズ
ム
を
基
礎
に
組
み
立
て
ら
れ
る
音

数
律
と
、
内
容
面
に
お
け
る
日
本
的
な
情
緒
・
情
感
の
表
出
と
の
結
合
の
仕
方
で
あ
る
と
論
じ
た
。
と
は
い
え
日
本
の
詩
歌

か
ら
の
影
響
と
い
う
観
点
か
ら
言
え
ば
、
こ
れ
は
当
然
と
い
え
ば
当
然
の
事
態
で
は
あ
ろ
う
。
だ
が
繰
り
返
す
な
ら
ば
、
植

民
地
朝
鮮
と
い
う
場
に
お
い
て
受
け
る
短
歌
的
な
も
の
か
ら
の
影
響
が
、
日
本
語
の
身
体
化
に
留
ま
ら
ず
、
記
憶
や
風
景
に

対
す
る
認
識
に
も
及
ぶ
と
い
う
こ
と
が
問
題
な
の
で
あ
る
。

　

そ
の
た
め
、「
リ
ズ
ム
」
を
取
り
つ
つ
「
抒
情
」
す
る
そ
の
あ
り
様
が
異
郷
に
持
ち
込
ま
れ
る
と
き
に
発
揮
す
る
力
を
検

討
す
る
に
は
、
そ
れ
ら
が
ど
の
よ
う
な
日
本
的
な
文
脈
に
お
い
て
形
成
さ
れ
た
か
は
問
わ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
隔
た
り
つ

つ
も
重
な
り
合
う
文
学
的
な
経
験
を
論
じ
る
に
は
、「
リ
ズ
ム
」
と
「
抒
情
」
を
日
本
固
有
の
文
脈
に
置
き
直
し
て
客
体
化

す
る
こ
と
が
必
要
だ
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
た
め
に
ま
ず
は
「
リ
ズ
ム
」
を
「
場
面
」
と
い
う
観
点
か
ら
考
察
し
た
、
時
枝
誠

記
の
理
論
的
研
究
を
見
て
い
き
た
い
。

　

よ
く
知
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
時
枝
誠
記
は
「
国
語
」
学
者
と
し
て
、
詞
辞
の
入
れ
子
状
関
係
に
象
徴
さ
れ
る
言
語
過
程

説
と
呼
ば
れ
る
独
自
の
言
語
理
論
を
提
唱
し
た
。
こ
の
言
語
理
論
は
、
時
枝
が
京
城
（
当
時
）
で
教
員
を
し
て
い
た
際
に
書

き
あ
げ
ら
れ
た
『
国
語
学
原
論
』
の
中
で
主
に
論
じ
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
中
に
「
リ
ズ
ム
」
に
つ
い
て
の
論
述
も
あ
る
。
時

枝
の
議
論
を
こ
こ
で
取
上
げ
る
の
は
、
第
一
に
「
場
面
」
と
い
う
観
点
が
、
異
郷
に
持
ち
込
ま
れ
る
「
リ
ズ
ム
」
と
「
抒
情
」

の
発
揮
す
る
力
を
考
察
す
る
上
で
有
益
だ
か
ら
で
あ
る
。
第
二
に
、
彼
の
言
語
理
論
に
お
い
て
は
、「
リ
ズ
ム
」
は
、「
場
面
」

的
と
さ
れ
る
こ
と
で
言
語
に
と
っ
て
外
在
的
な
も
の
と
さ
れ
る
が
、
以
下
論
じ
て
い
く
よ
う
に
、
そ
れ
は
輸
入
語
と
し
て
の

リ
ズ
ム
が
明
治
二
〇
年
代
か
ら
受
容
さ
れ
、
行
き
着
い
た
姿
を
理
論
的
に
提
示
し
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
以

下
、
時
枝
の
議
論
を
追
っ
て
い
き
た
い
。

　

時
枝
が
「
リ
ズ
ム
」
と
密
接
だ
と
し
た
「
場
面
」
は
、言
語
の
存
在
条
件
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
「
主
体
（
話
者
）」「
素

材
」「
場
面
」
の
中
の
一
つ
で
あ
る
。
そ
の
三
者
が
言
語
の
存
在
条
件
と
さ
れ
る
の
は
、「
具
体
的
な
言
語
経
験

（
1
）

」
が
そ
れ
ら

　

註

（
1
）
時
枝
誠
記
『
国
語
学
原
論
』、
岩
波
書
店
、
昭

和
一
六
〔
一
九
四
一
〕
年
。
引
用
は
『
国
語
学
原

論
（
上
）』、
岩
波
文
庫
、
二
〇
〇
七
年
、
五
六
頁

か
ら
。
以
下
同
様
。
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か
ら
観
察
さ
れ
る
た
め
で
あ
る
。「
言
語
は
、
誰
（
主
体
）
か
が
、
誰
（
場
面
）
か
に
、
何
物
（
素
材
）
か
に
つ
い
て
語
る

こ
と
に
よ
っ
て

（
2
）

」
成
立
す
る
と
さ
れ
る
。
つ
ま
り
「
主
体
」「
素
材
」「
場
面
」
は
存
在
条
件
で
あ
る
た
め
に
、
言
語
に
と
っ

て
外
的
な
も
の
と
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。

　

彼
の
い
う「
主
体（
話
者
）」と
は
、表
現
に
お
け
る
主
格
で
も
第
一
人
称
で
も
な
い
。「
智
錫
は
食
べ
る
」の「
智
錫
」（
主
格
）

も
、「
私
は
呼
ん
だ
」
の
「
私
」（
第
一
人
称
）
も
客
体
化
さ
れ
た
第
三
者
で
あ
り
主
体
だ
と
さ
れ
る

（
3
）

。
客
体
化
さ
れ
た
も
の

は
、
言
語
的
に
表
現
さ
れ
る
た
め
、
言
語
に
と
っ
て
外
在
的
な
も
の
で
あ
る
主
体
と
は
み
な
さ
れ
な
い
。
主
体
と
は
、
主
格

や
第
一
人
称
と
は
異
な
っ
て
、「
私
は
呼
ん
だ
」
等
の
表
現
を
な
す
と
こ
ろ
の
者
で
あ
る
。

　

次
に「
素
材
」は
言
語
を
通
じ
て
伝
達
さ
れ
る
と
こ
ろ
の
表
象
、概
念
、事
物
だ
と
規
定
さ
れ
て
い
る
。
だ
が
そ
れ
ら
は「
主

体
に
よ
っ
て
、就○

○
○

○
○

○
○

い
て
語
ら
れ
る
」

（
4
）

と
こ
ろ
の
も
の
で
あ
り
、話
者
に
よ
っ
て
加
工
さ
れ
伝
達
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
た
め
、「
主

体
」
同
様
、
加
工
さ
れ
る
「
素
材
」
は
言
語
に
と
っ
て
外
在
的
な
も
の
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
と
は
い
え
こ
こ
に

は
、「
素
材
」
に
つ
い
て
の
奇
妙
な
不
十
分
さ
が
見
受
け
ら
れ
る
。「
素
材
」
が
言
語
を
通
じ
て
伝
達
さ
れ
る
と
こ
ろ
の
も
の

で
あ
れ
ば
、そ
こ
に
は
「
素
材
化
」
さ
れ
る
以
前
の
も
の
（
こ
れ
も
素
材
と
な
ろ
う
）
が
想
定
さ
れ
る
。
つ
ま
り
「
素
材
」
は
、

素
材
化
さ
れ
る
イ
ン
プ
ッ
ト
と
し
て
の
そ
れ
と
、
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
と
し
て
の
そ
れ
と
が
考
え
ら
れ
る
べ
き
も
の
の
は
ず
で
あ

る
。
し
か
し
時
枝
は
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
と
し
て
の
「
素
材
」、
即
ち
表
象
、
概
念
、
事
物
等
の
み
論
じ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
が

意
味
す
る
の
は
、
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
と
し
て
の
素
材
の
み
論
じ
る
こ
と
で
、
言
語
の
本
質
を
構
成
す
る
も
の
か
ら
概
念
や
意
味

内
容
を
取
り
除
き
、
主
体
に
よ
る
概
念
化
す
る
機
能
の
み
を
残
す
と
い
う
操
作
が
伺
え
る
こ
と
で
あ
る
。「
思
想
を
導
く
水

道
管

（
5
）

」
と
い
う
譬
え
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
形
式
自
体
に
本
質
が
あ
る
と
さ
れ
る
の
も
、
こ
の
よ
う
な
「
素
材
」
概
念
の
操

作
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
イ
ン
プ
ッ
ト
さ
れ
る
「
素
材
」
は
、
時
枝
の
議
論
に
お
い
て
は
、
言
語
の
成
立
条
件
の
最
後

の
も
の
で
あ
る
「
場
面
」
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
思
え
る
。

　

最
後
に
そ
の
「
場
面
」
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
単
な
る
空
間
的
な
も
の
だ
け
を
指
し
て
い
な
い
。「
場
面
」
に
は
、（
１
）
特

定
の
場
所
を
通
じ
て
知
覚
さ
れ
た
り
、
あ
る
い
は
思
い
描
か
れ
る
「
事
物
情
景
」、（
２
）
言
語
に
お
い
て
最
も
具
体
的
な
場

面
と
さ
れ
る
「
聴
手
」、（
３
）「
事
物
情
景
」
や
「
聴
手
」
に
志
向
す
る
「
主
体
の
態
度
、
気
分
、
感
情
」
が
含
ま
れ
る
と

さ
れ
る

（
6
）

。
時
枝
の
「
場
面
」
は
、（
３
）
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
主
体
の
志
向
性
が
あ
っ
て
成
立
す
る
概
念
と
な
っ
て
い
る

た
め
、「
純
客
体
的
世
界
で
も
な
く
、又
純
主
体
的
な
志
向
作
用
で
も
な
く
、い
わ
ば
主
客
の
融
合
し
た
世
界
」

（
7
）

だ
と
さ
れ
る
。

そ
の
た
め
言
語
に
よ
る
表
現
行
為
は
、
常
に
あ
る
特
定
の
場
面
と
主
体
の
志
向
作
用
の
中
で
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
言
語

に
よ
る
表
現
行
為
と
場
面
は
互
い
に
制
約
し
あ
う
関
係
と
な
っ
て
い
る
。

（
2
）
時
枝
前
掲
書
、
五
七
頁
。

（
3
）
時
枝
前
掲
書
、
五
九
頁
。

（
4
）
時
枝
前
掲
書
、
六
八
頁
。
強
調
時
枝
。

（
5
）
時
枝
前
掲
書
、
七
〇
頁
。

（
6
）
時
枝
前
掲
書
、
六
〇
‐
一
頁
。

（
7
）
時
枝
前
掲
書
、
六
〇
‐
一
頁
。
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時
枝
は
言
語
と
場
面
が
互
い
に
制
約
し
あ
う
こ
と
を
示
す
例
と
し
て
、描
か
れ
る
絵（
の
内
容
）と
そ
れ
を
設
置
す
る
場
所
、

車
両
と
軌
道
、
家
屋
と
地
盤
、
鎔
鉄
と
鋳
型
な
ど
を
持
ち
出
し
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
っ
て
時
枝
が
主
張
す
る
の
は
、
第
一
に

言
語
と
場
面
は
常
に
「
調
和
関
係

（
8
）

」
に
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
主
体
が
表
現
を
通
じ
て
「
自
己
を
場
面
に
ま
で
拡

充
す
る
こ
と
」
だ
と
も
さ
れ
る

（
9
）

。
第
二
に
、
主
体
、
素
材
と
同
様
、
場
面
も
言
語
を
制
約
し
は
す
る
が
、
自
ら
は
現
わ
れ
な

い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
む
し
ろ
表
現
を
通
じ
て
、
そ
の
潜
在
性
が
想
起
さ
れ
る
と
こ
ろ
の
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
関
連
し

て
第
三
に
、｢

場
面
は
表
現
に
先
立
っ
て
存
在
し
、そ
し
て
常
に
表
現
そ
の
も
の
を
制
約
す
る
も
の）

10
（

」
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
し
て
場
面
も
、
主
体
、
素
材
同
様
、
言
語
外
的
な
も
の
と
し
て
規
定
さ
れ
る
。
だ
が
こ
れ
ら
が
言
語
に
と
っ

て
外
在
的
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
主
体
と
場
面
の
関
係
を
「
主
客
の
融
合
し
た
世
界
」
だ
と
す
る
の
は
、
問
題
を
含
ん
で
い
る
。

時
枝
は
素
材
と
場
面
の
差
異
を
、
素
材
が
主
体
に
把
握
さ
れ
た
客
体
で
あ
る
の
に
対
し
、
場
面
は
「
絶
対
に
客
体
的
に
は
把

握
さ
れ
て
い
な
い
志
向
的
対
象
」だ
と
い
う
点
に
あ
る
と
す
る）

11
（

。
つ
ま
り「
場
面
」は
客
体
化
し
き
れ
な
い
も
の
を
含
む
以
上
、

そ
れ
は
「
素
材
」
化
さ
れ
る
以
前
の
も
の
を
提
供
す
る
。
だ
と
す
れ
ば
「
場
面
」
は
、「
表
現
」
の
み
な
ら
ず
「
素
材
」
に
も
、「
主

体
」
に
も
「
先
立
つ
」
は
ず
で
あ
る
。
そ
う
で
あ
る
と
す
れ
ば
「
場
面
」
と
「
主
体
」
は
、
客
体
化
し
え
た
も
の
に
お
い
て

の
み
「
融
合
」
す
る
の
で
あ
り
、
そ
れ
以
前
に
は
本
来
的
に
分
裂
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
言
語
が
主
体
に
存
す

る
の
で
あ
れ
ば
、
言
語
は
絶
対
的
に
場
面
を
捉
え
き
れ
な
い
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。「
場
面
」
は
理
論
上
、
そ
の
よ
う
な

越
え
ら
れ
な
い
裂
け
目
を
言
語
に
対
し
て
も
、
主
体
に
対
し
て
も
持
つ
。
以
上
を
踏
ま
え
て
時
枝
の
リ
ズ
ム
論
を
次
に
見
て

い
き
た
い
。

　

時
枝
は
リ
ズ
ム
を
「
言
語
に
於
け
る
最
も
源
本
的
な
場
面
で
あ
る
」
と
考
え
る）

12
（

。「
源
本
的
な
場
面
」
と
い
う
の
は
、
こ

の
場
面
と
し
て
の
リ
ズ
ム
以
外
に
言
語
が
自
ら
を
実
現
す
る
場
は
な
い
、
と
い
う
こ
と
を
意
味
す
る
。
そ
こ
か
ら
、
普
通
考

え
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
音
声
の
表
出
が
あ
っ
て
リ
ズ
ム
が
成
立
す
る
の
で
は
な
く
、場
面
と
し
て
の
リ
ズ
ム
が
ま
ず
あ
っ
て
、

音
節
、
単
音
同
士
の
結
合
、
単
音
の
配
置
が
順
に
起
こ
る
と
さ
れ
る
。
通
念
に
対
す
る
こ
の
よ
う
な
逆
転
を
主
張
で
き
る
の

は
、「
場
面
と
し
て
の
リ
ズ
ム
」
の
「
国
語
の
形
式）

13
（

」
が
「
等
時
的
拍
音
形
式）

14
（

」
だ
と
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。「
等
時
的
拍
音

形
式
」
と
は
、
日
本
語
に
お
い
て
各
音
の
変
化
が
等
時
的
な
間
隔
に
お
い
て
知
覚
さ
れ
る
と
い
う
言
語
的
特
性
を
指
し
て
い

る
。
つ
ま
り
等
時
拍
と
い
う
一
般
形
式
を
設
定
す
る
こ
と
で
、
多
様
な
音
節
や
音
の
結
合
を
階
層
付
け
て
包
摂
し
て
い
る
の

で
あ
る
。

　

こ
の
リ
ズ
ム
的
場
面
に
し
た
が
っ
て
音
声
の
表
出
も
拡
充
さ
れ
、
そ
れ
が
「
群
団
化）

15
（

」
す
る
と
き
、
い
わ
ゆ
る
音
数
律
と

し
て
の
リ
ズ
ム
も
生
成
す
る
。
つ
ま
り
短
歌
や
俳
句
の
基
本
音
数
で
あ
る
五
音
七
音
も
、
時
間
的
な
周
期
的
な
リ
ズ
ム
で
は

（
8
）
時
枝
前
掲
書
、
六
三
頁
。

（
9
）
時
枝
前
掲
書
、
一
八
三
頁
。

（
10
）
時
枝
前
掲
書
、
一
八
三
頁
。

（
11
）
時
枝
誠
記
『
国
語
学
原
論
（
下
）』、岩
波
文
庫
、

二
〇
〇
七
年
、
一
四
四
頁
。

（
12
）
時
枝
『
国
語
学
原
論
（
上
）』、
一
八
〇
頁
。

（
13
）
時
枝
前
掲
書
、
一
八
五
頁
。
時
枝
の
言
語
思

想
の
お
け
る
「
国
語
」
と
「
日
本
語
」
の
関
係
、

お
よ
び
彼
の
思
想
が
植
民
地
朝
鮮
に
お
い
て
持
つ

意
味
を
説
得
的
に
論
じ
た
も
の
と
し
て
、
安
田
敏

明
『
植
民
地
の
な
か
の
「
国
語
学
」』（
三
元
社
、

一
九
九
八
年
）
が
あ
る
。

（
14
）
時
枝
前
掲
書
、
一
八
七
頁
。

（
15
）
時
枝
前
掲
書
、
一
八
一
頁
。
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な
く
、
こ
の
「
等
時
的
拍
音
形
式
」
に
則
っ
て
「
群
団
化
」
さ
れ
た
結
果
と
し
て
の
定
型
的
な
形
式
な
の
で
あ
る
。
そ
の
意

味
で
短
歌
や
俳
句
の
形
式
は
リ
ズ
ム
と
い
う
よ
り
も
、
空
拍
に
よ
っ
て
区
切
ら
れ
グ
ル
ー
プ
化
さ
れ
た
、
音
の
配
列
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
「
等
時
的
拍
音
形
式
」
と
し
て
の
「
リ
ズ
ム
」
を
基
底
に
し
て
、
そ
の
上
に
表
出
さ
れ
る
音
が
一
定
の
ま
と
ま

り
を
持
っ
て
配
置
さ
れ
る
と
い
う
構
図
に
お
い
て
、「
主
客
の
融
合
」
は
理
論
化
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
「
源
本
的
な
場
面
」
と
し
て
の
リ
ズ
ム
は
、
舞
の
型
や
剣
術
の
型
の
よ
う
な
「
型
」
に
類
す
る
も
の
だ
と
い
わ
れ

る）
16
（

。
こ
れ
が
言
わ
ん
と
す
る
の
は
、
言
語
的
表
現
は
そ
の
型
に
自
ら
を
拡
充
し
て
い
く
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
ま
た
そ
の
型

は
言
語
的
表
現
を
通
し
て
観
取
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
に
リ
ズ
ム
も
言
語
表
現
を
通
し
て
知
覚
さ
れ
る
。

　

時
枝
の
こ
の
「
リ
ズ
ム
」
の
規
定
は
、「
場
面
」
の
議
論
と
重
な
り
合
う
も
の
で
あ
る
。
言
語
が
「
源
本
的
な
場
面
」
な

し
に
は
実
現
し
な
い
と
い
う
こ
と
は
、「
リ
ズ
ム
」
が
常
に
先
立
ち
表
現
を
制
約
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
ま
た
そ
の
「
リ

ズ
ム
」
が
言
語
的
表
現
を
通
じ
て
知
覚
さ
れ
る
「
型
」
だ
と
い
う
の
は
、
両
者
の
間
に
「
主
格
の
融
合
」
が
あ
る
こ
と
を
示

す
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。「
場
面
」
が
言
語
に
と
っ
て
外
在
的
で
あ
る
の
と
同
様
、「
リ
ズ
ム
」
も
言
語
に
と
っ
て
根
本
的
に

外
部
的
と
な
っ
て
い
る
。
だ
が
「
場
面
」
と
「
場
面
と
し
て
の
リ
ズ
ム
」
の
相
違
は
、「
主
客
の
融
合
」
と
い
う
点
に
お
け
る
、

あ
る
種
の
根
拠
の
有
無
に
あ
る
。
す
な
わ
ち
「
場
面
」
に
お
い
て
は
、
先
に
見
た
よ
う
に
、
本
来
的
な
分
裂
が
論
じ
ら
れ
な

い
ま
ま
、「
主
客
の
融
合
」
が
信
念
的
な
も
の
と
し
て
主
張
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
対
し
て
「
場
面
と
し
て
の
リ
ズ
ム
」
の

方
は
、「
国
語
の
形
式
」
と
し
て
「
等
時
的
拍
音
形
式
」
を
設
定
す
る
こ
と
で
、
言
語
と
の
融
合
関
係
が
理
論
的
根
拠
を
も
っ

て
示
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

時
枝
は
「
リ
ズ
ム
」
と
言
語
的
表
現
を
二
重
化
し
た
わ
け
だ
が
、
こ
れ
は
「
群
団
化
」
さ
れ
る
起
源
的
場
面
の
説
明
と
し

て
は
豊
か
な
示
唆
を
含
ん
で
い
る
。
と
は
い
え
「
等
時
的
拍
音
形
式
」
と
あ
る
よ
う
に
、「
拍
音
」
と
日
本
語
表
現
に
お
け

る
一
音
は
分
か
ち
が
た
く
結
び
つ
い
て
い
る
の
も
事
実
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
は
話
者
が
言
語
表
現
を
し
さ
え
す
れ
ば
、
即
「
場

面
と
し
て
の
リ
ズ
ム
」
と
合
致
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
た
め
「
場
面
」
が
「
主
体
」
を
制
約
す
る
こ
と
、
あ
る
い

は
「
主
体
」
が
表
現
に
お
い
て
「
場
面
」
を
「
顧
慮）

17
（

」
す
る
こ
と
は
、
こ
の
合
致
に
お
い
て
は
逆
説
的
に
不
可
能
で
あ
り
、

ま
た
不
必
要
な
も
の
と
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
。
そ
し
て
「
等
時
的
拍
音
形
式
」
が
「
国
語
の
形
式
」
で
あ
れ
ば
、
こ
の
合
致

は
日
本
語
に
よ
る
表
現
が
即
「
場
面
と
し
て
の
リ
ズ
ム
」
と
い
う
こ
と
で
も
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
言
語
的
特
性
を
根
拠
と
し

て
持
つ
ゆ
え
、
リ
ズ
ム
と
し
て
の
場
面
は
「
主
客
の
融
合
」
を
成
し
遂
げ
る
こ
と
に
な
る
。

　

こ
の
見
事
な
ま
で
の
「
融
合
」
は
言
語
の
成
立
の
条
件
で
あ
り
、
ま
た
具
体
的
な
言
語
経
験
を
観
察
さ
せ
る
も
の
と
見
な

せ
る
以
上
、「
場
面
」
と
「
場
面
と
し
て
の
リ
ズ
ム
」
は
重
な
り
合
う
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
意
味
で
「
場
面
」
も
、

（
16
）
時
枝
前
掲
書
、
一
八
四
頁
。

（
17
）
時
枝
前
掲
書
、
一
六
一
頁
。
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日
本
語
に
よ
る
言
語
表
現
そ
の
も
の
と
化
す
こ
と
に
な
ろ
う
。「
リ
ズ
ム
」
と
そ
れ
に
基
づ
く
日
本
語
に
よ
る
表
出
が
、「
場

面
」
を
呑
み
込
む
ま
で
に
全
体
化
す
る
と
い
う
こ
の
結
果
は
、
先
取
り
す
れ
ば
近
代
詩
に
お
け
る
リ
ズ
ム
の
受
容
の
結
論
的

な
姿
で
も
あ
る
。
そ
の
意
味
で
時
枝
誠
記
は
、
日
本
近
代
詩
の
正
統
な
遺
産
相
続
者
と
な
っ
て
い
る
。

　

だ
が
時
枝
の
言
語
理
論
に
お
い
て
引
き
継
ぐ
べ
き
も
の
の
一
つ
は
、
彼
自
身
は
展
開
し
な
か
っ
た
、「
主
体
」
か
ら
も
言

語
か
ら
も
は
み
出
し
、「
融
合
」
か
ら
逃
れ
て
い
く
「
場
面
」
の
一
側
面
で
あ
る
。
こ
の
逃
れ
さ
っ
て
い
く
側
面
に
お
い
て
「
場

面
と
し
て
の
リ
ズ
ム
」、「
素
材
」、「
主
体
」、
言
語
的
表
現
等
が
問
い
に
付
さ
れ
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
だ
が
そ
の
前
に
、
日

本
近
代
詩
に
お
け
る
リ
ズ
ム
の
受
容
と
そ
の
結
果
を
見
る
た
め
に
、
明
治
二
〇
年
代
に
遡
り
た
い
。

　
　

第
二
節　

『
新
体
詩
抄　

初
編
』
の
役
割

二
‐
一
．
は
じ
め
に

　

文
学
史
的
に
明
治
二
〇
年
代
（
一
八
八
七
年
〜
）
は
、
小
説
の
領
域
で
は
山
田
美
妙
や
二
葉
亭
四
迷
ら
の
言
文
一
致
の
試

み
が
萌
芽
的
に
生
じ
た
も
の
の
、
文
語
体
で
書
か
れ
た
森
鴎
外
『
舞
姫
』
の
登
場
や
、
幸
田
露
伴･

尾
崎
紅
葉
の
活
躍
、
あ

る
い
は
井
原
西
鶴
の
復
権
な
ど
に
よ
っ
て
挫
折
を
よ
ぎ
な
く
さ
れ
た
時
期
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
越
智
治
雄
が
「
叙
事
詩

の
時
代
」
と
規
定
し
た
の
も
、
主
に
明
治
二
三
年
前
後
の
こ
と
で
あ
る）

18
（

。
山
本
正
秀
は
こ
の
時
期
を
、「
近
代
文
体
模
索
期
」

と
位
置
づ
け
て
い
る）

19
（

。
だ
が
詩
の
領
域
に
注
意
深
く
目
を
向
け
る
な
ら
ば
、
明
治
三
〇
年
代
以
降
に
形
成
さ
れ
、
萩
原
朔
太

郎
『
月
に
吠
え
る
』
に
よ
っ
て
完
成
し
た
と
さ
れ
る
口
語
自
由
詩
の
基
盤
が
構
築
さ
れ
た
の
は
、
こ
の
時
期
で
あ
る
と
見
る

こ
と
も
で
き
る
。
そ
の
た
め
山
本
が
規
定
し
た
よ
う
に
、
模
索
過
程
に
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

明
治
二
〇
年
代
は
、『
新
体
詩
抄　

初
編
』
以
降
、
リ
ズ
ム
概
念
が
、
七
五
調
だ
け
で
な
く
、
節
奏
、
節
調
、
リ
ズ
ム
、
韻
律
、

律
格
と
い
う
よ
う
に
多
様
な
名
称
の
も
と
論
じ
ら
れ
た
時
期
に
当
た
る
。
そ
の
結
果
、
歌
う
こ
と
と
五
七
な
い
し
七
五
で
リ

ズ
ム
を
刻
む
こ
と
が
セ
ッ
ト
で
あ
る
伝
統
的
な
音
数
律
の
束
縛
か
ら
リ
ズ
ム
は
解
放
さ
れ
、
全
体
的
な
響
き
方

0

0

0

と
い
う
、
よ

り
自
立
的
な
位
置
づ
け
を
与
え
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
ま
た
リ
ズ
ム
概
念
が
自
立
す
る
こ
と
で
、
伝
統
的
な
音
数
律

に
と
ら
わ
れ
ず
に
内
面
を
表
現
す
る
と
い
う
志
向
も
強
ま
り
は
じ
め
る
。
そ
の
過
程
で
音
数
に
則
っ
て
歌
う
と
い
う
位
置
づ

け
で
あ
っ
た
声
も
解
放
さ
れ
、
リ
ズ
ム
概
念
の
変
化
が
浮
上
さ
せ
た
「
内
面
」
を
伝
え
る
も
の
と
し
て
機
能
し
は
じ
め
る
こ

と
に
な
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
リ
ズ
ム
概
念
が
変
化
す
る
過
程
で
「
内
面
」
に
形
が
与
え
ら
れ
、
そ
れ
に
伴
い
声
の
機
能
も
韻

（
18
）
越
智
治
雄
「
叙
事
詩
の
時
代
」『
近
代
文
学
成

立
期
の
研
究
』、
岩
波
書
店
、
一
九
八
四
年
。

（
19
）
山
本
正
秀
『
言
文
一
致
の
歴
史
論
考
』、
桜
楓

社
、昭
和
四
六
（
一
九
七
一
）
年
、一
二
‐
一
八
頁
。
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律
密
接
型
か
ら
内
面
表
示
型
へ
と
変
質
す
る
の
で
あ
る
。
声
は
内
面
と
密
接
に
関
わ
る
こ
と
で
、
い
わ
ば
「
声
の
抒
情
化
」

と
で
も
い
う
事
態
が
起
こ
る
。

　

明
治
三
〇
年
代
（
一
八
九
七
年
〜
）
以
降
、と
り
わ
け
大
正
期
（
一
九
一
二
年
〜
）
は
、「
生
命
」
と
そ
れ
を
表
出
す
る
「
声
」

や
「
叫
び
」
と
い
う
図
式
が
頻
出
し
て
い
る
。
例
え
ば
島
崎
藤
村
は
、『
藤
村
詩
集
』（
一
九
〇
四
（
明
治
三
七
）
年
、春
陽
堂
）

の
「
序
」
で
「
生
命
は
力
な
り
。
力
は
声
な
り
。
声
は
言
葉
な
り
。
新
し
き
言
葉
は
す
な
わ
ち
新
し
き
生
涯
な
り
。」
と
言
っ

て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
文
学
的
な
事
態
や
、
金
時
鐘
の
「
あ
り
の
ま
ま
を
あ
り
の
ま
ま
に
」
と
い
う
文
学
史
の
捉
え
方
、
さ

ら
に
は
後
の
章
で
論
じ
る
小
野
十
三
郎
が
批
判
す
る
「
短
歌
的
抒
情
」
の
基
礎
と
な
っ
て
い
く
の
が
、
ま
さ
に
こ
の
「
声
の

抒
情
化
」
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る）

20
（

。
そ
の
意
味
で
明
治
二
〇
年
代
は
、「
リ
ズ
ム
」、「
抒
情
」、
そ
し
て
「
声
」
を
検
討
す

る
う
え
で
重
要
な
時
期
と
な
っ
て
い
る
。
本
章
で
は
、
リ
ズ
ム
概
念
の
変
遷
、
内
面
の
浮
上
、「
声
の
抒
情
化
」
に
つ
い
て
、

明
治
二
〇
年
代
の
詩
に
関
す
る
評
論
や
詩
論
を
中
心
に
論
じ
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
そ
の
事
前
準
備
と
し
て
、
リ
ズ
ム
受
容

の
基
点
と
み
な
し
う
る
、『
新
体
詩
抄　

初
編
』（
以
下
、『
新
体
詩
抄
』）
と
、
そ
れ
と
関
連
さ
せ
な
が
ら
『
小
学
唱
歌
集　

初
編
』（
以
下
、『
小
学
唱
歌
集
』）
に
つ
い
て
論
じ
て
お
き
た
い
。

二
‐
二
．
「
音
調
」
と
「
平
常
ノ
語
」

　

一
八
八
二
（
明
治
一
五
）
年
八
月
に
丸
家
善
七
か
ら
出
版
さ
れ
た
、
井
上
哲
次
郎
、
矢
田
部
良
吉
、
外
山
正
一
『
新
体
詩

抄
』
は
、
文
学
史
的
に
は
日
本
近
代
詩
の
始
祖
と
見
な
さ
れ
て
い
る
。『
新
体
詩
抄
』
を
近
代
詩
の
起
源
と
す
る
の
は
、
多

分
に
文
学
史
的
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
が
働
い
て
い
る
結
果
だ
と
し
て
も）

21
（

、
そ
こ
で
用
い
ら
れ
た
音
調
、
韻
律
、
さ
ら
に
は
平
常
語
、

徳
と
い
っ
た
一
連
の
概
念
は
、
日
本
近
代
詩
史
に
と
っ
て
大
き
な
意
義
を
持
っ
て
い
た
こ
と
に
変
わ
り
は
な
い
。
そ
れ
ら
諸

概
念
は
明
治
二
〇
年
代
（
一
八
八
八
年
〜
）
を
通
じ
て
関
連
し
あ
い
な
が
ら
展
開
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。

　
『
新
体
詩
抄
』出
版
の
数
ヶ
月
前
に
、メ
ン
バ
ー
の
一
人
で
あ
る
尚
今
居
士
こ
と
矢
田
部
良
吉
は
、「「
鎌
倉
の
大
仏
に
詣
で
ゝ

感
あ
り
」
の
序
詞）

22
（

」
を
発
表
し
て
お
り
、
そ
こ
で
自
ら
の
詩
論
を
公
に
す
る
こ
と
に
な
る
。

　

矢
田
部
詩
論
に
は
二
つ
の
軸
が
あ
る
が
、
そ
の
一
つ
は
、「
平
常
ノ
語
」
を
用
い
て
「
充
分
ニ
吾
人
ノ
心
ニ
感
ス
ル
所
」、

す
な
わ
ち
「
本
音
」
を
新
体
の
詩
形
で
「
吐
露
ス
ベ
キ
ナ
リ
」
と
説
く
と
こ
ろ
に
あ
る
。「
本
音
」
を
「
吐
露
」
す
る
た
め
に
、

「
平
常
ノ
語
」
と
い
う
、
日
常
で
使
わ
れ
る
と
想
定
さ
れ
た
言
葉
を
な
る
べ
く
用
い
る
べ
き
だ
と
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
も
う

一
つ
の
軸
は
、
そ
の
「
平
常
ノ
語
」
を
用
い
る
と
い
う
そ
の
延
長
線
上
で
、「
詩
歌
ハ
、〔
…
…
〕
望
ム
ベ
キ
所
ナ
レ
共
、
音

調
ノ
宜
シ
キ
ヲ
得
ル
事
」
と
い
う
よ
う
に
、
音
の
長
短
・
高
低
等
も
含
ん
だ
、
全
体
的
な
音
楽
的
調
子
の
美
し
さ
が
求
め
ら

（
20
）
さ
ら
に
言
え
ば
、
鈴
木
貞
美
の
言
う
「
大
正

生
命
主
義
」
も
、
明
治
二
〇
年
代
に
端
を
発
す
る

も
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
大
正
期
の
み
を
主
に
論

じ
て
し
ま
う
こ
と
は
、
皮
相
な
議
論
に
な
り
か
ね

な
い
。

（
21
）
日
本
近
代
詩
の
起
源
を
論
じ
る
に
は
賛
美
歌
、

漢
詩
、
唱
歌
と
の
関
連
を
総
体
的
に
捉
え
て
い

く
必
要
が
あ
ろ
う
。『
新
体
詩
抄
』
を
起
源
と
見

な
す
文
学
史
的
思
考
に
対
す
る
批
判
と
し
て
は
、

榊
祐
一
「「
近
代
詩
」
史
の
出
現
／
或
い
は
『
新

體
詩
抄
初
編
』
の
起
源
化―

明
治
二
十
年
代
前

半
の
〈
新
体
詩
〉
批
判
を
め
ぐ
っ
て―

」、『
国

語
国
文
研
究
』、
北
海
道
大
学
国
語
国
文
学
会
、

二
〇
〇
二
年
三
月(

一
二
〇
号)

が
あ
る
。

（
22
）『
東
洋
学
芸
雑
誌
』
明
治
一
五
年
五
月
（
人
見

円
吉
編
『
日
本
近
代
詩
論
の
研
究
』、
角
川
書
店
、

昭
和
四
七
（
一
九
七
二
）
年
、
所
収
）。
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れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る）

23
（

。
こ
れ
ら
の
二
つ
の
軸
は
、『
新
体
詩
抄
』
が
出
版
さ
れ
た
と
き
、
井
上
や
外
山
に
よ
っ
て
も
追
認

さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
「
本
音
」「
平
常
ノ
語
」「
音
調
」
と
い
う
三
つ
は
、『
新
体
詩
抄
』
の
鍵
語
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
こ
で
は
ま
ず
「
平
常
ノ
語
」
と
「
音
調
」
の
意
味
と
そ
の
関
係
に
つ
い
て
論
じ
て
お
き
た
い
。

　

最
初
に「
音
調
」に
つ
い
て
見
て
お
き
た
い
。こ
れ
は
漢
詩
、古
歌
、欧
米
詩
と
の
関
係
の
中
で
出
て
き
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

外
山
は
『
新
体
詩
抄
』
の
「
新
体
詩
抄
序
」
で
、
日
本
人
の
漢
詩
の
調
べ
は
、「
操
人
形
の
手
踊）

24
（

」
の
よ
う
に
不
自
然
で
あ

る
と
述
べ
て
い
る
。
こ
の
比
喩
か
ら
読
み
取
れ
る
こ
と
は
、
第
一
に
母
（「
国
」）
語
を
も
っ
て
詩
作
す
べ
き
だ
と
い
う
こ
と

で
あ
る
。
そ
し
て
第
二
に
、
日
本
人
の
漢
詩
が
「
操
人
形
の
手
踊
」
で
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
母
語
に
よ
る
詩
作
は
作
り
手
と

言
葉
が
一
体
化
し
た
身
体
的
で
自
然
な
「
踊
」
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。「
調
べ
」
＝
「
音
調
」
と
は
ま
ず
、
漢
詩
と

の
関
連
か
ら
そ
の
よ
う
な
身
体
に
お
け
る
自
然
さ
に
関
わ
っ
て
い
る
。

　

こ
の
身
体
的
自
然
さ
に
関
連
し
て
、
外
山
は
自
分
達
の
新
体
の
詩
を
「
長
歌
流
新
体）

25
（

」
と
名
づ
け
よ
う
と
し
て
い
た
と

告
白
し
て
い
る
。
こ
れ
は
『
新
体
詩
抄
』
の
凡
例
に
も
反
映
さ
れ
て
お
り
、
そ
こ
で
は
「〔
…
…
〕
此
書
ニ
載
ス
ル
所
モ
亦

七
五
ナ
リ
、
七
五
ハ
七
五
ト
雖
モ
、
古
ノ
法
則
に
拘
ハ
ル
者
ニ
ア
ラ
ズ
、
且
ツ
夫
レ
此
外
種
々
ノ
新
体
ヲ
求
メ
ン
ト
欲
ス
、

故
ニ
之
ヲ
新
体
ト
称
ス
ル
ナ
リ
、）

26
（

」
と
書
か
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
身
体
的
に
自
然
な
「
音
調
」
と
は
、
第
二
に
古
歌
と

の
関
連
の
中
で
、
七
五
調
の
こ
と
だ
と
さ
れ
る
。
と
は
い
え
こ
の
七
五
調
の
選
択
は
、
日
本
人
の
漢
詩
に
お
け
る
身
体
と
言

葉
の
関
係
の
不
自
然
さ
が
再
発
見
さ
せ
た
リ
ズ
ム
で
も
あ
り
、
一
概
に
自
然
な
も
の
と
は
言
い
切
れ
な
い
も
の
と
な
っ
て
い

る
。
絓
秀
実
は
、『
新
体
詩
抄
』
が
五
七
調
で
は
な
く
七
五
調
を
採
用
し
た
こ
と
は
、
文
体
の
「
俗
語
革
命
」
で
あ
っ
た
と

指
摘
し
て
い
る）

27
（

。
こ
れ
は
、
長
唄
等
の
伝
統
的
な
五
七
調
の
リ
ズ
ム
が
自
動
化
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
喪
失
し
た
「
詩

ポ
エ
ジ
ー

」）
28
（

を
、

新
た
に
生
成
さ
せ
る
た
め
の
文
体
的
ア
プ
ロ
ー
チ
が
『
新
体
詩
抄
』
の
七
五
調
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

七
五
調
は
一
見
伝
統
的
な
韻
律
に
見
え
る
が
、
当
時
は
五
七
調
に
比
べ
て
新
し
い
文
体
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
こ
か
ら
す
れ

ば
近
藤
又
三
郎
の
よ
う
に
、
七
五
体
は
古
人
の
模
倣
で
あ
る
、
と
す
る
新
体
詩
批
判）

29
（

は
当
た
っ
て
い
な
い
。
絓
の
指
摘
を
ふ

ま
え
る
な
ら
ば
、
む
し
ろ
七
五
調
こ
そ
、
欧
米
の
詩
や
漢
詩
と
は
異
な
る
日
本
固
有
の
「
詩
」
を
可
能
に
す
る
定
型
で
あ
り
、

そ
の
発
見
に
こ
そ
新
体
詩
の
近
代
性
も
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
『
新
体
詩
抄
』
と
ほ
ぼ
同
時
期
に
出
版
さ
れ
た
『
小

学
唱
歌
集　

初
編
』
が
、
七
五
調
以
外
の
音
数
律
を
歌
詞
に
採
用
し
て
い
た
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
七
五
調
以
外
も
あ
り
え
た

以
上
、
そ
の
調
は
全
く
新
し
い
も
の
で
は
な
く
、「（
再
）
発
見
」
さ
れ
た
と
見
な
す
べ
き
も
の
で
あ
ろ
う
。

　

さ
ら
に
「
新
体
詩
」
の
名
付
け
親
で
あ
る
井
上
哲
次
郎
は
、
自
分
の
訳
詩
と
他
の
二
人
の
そ
れ
と
の
差
異
は
、
韻
を
踏
ん

で
い
る
事
だ
と
述
べ
て
い
る）

30
（

。
こ
れ
は
「
新
体
詩
」
の
特
徴
の
一
つ
と
し
て
押
韻
を
意
識
し
て
い
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。

（
23
）
以
上
、
矢
田
部
の
引
用
も
、
人
見
円
吉
編
『
日

本
近
代
詩
論
の
研
究
』、
二
六
‐
七
頁
か
ら
で
あ

る
。

（
24
）
外
山
正
一
「
新
体
詩
抄
序
」、『
新
体
詩
抄　

初
編
』、丸
家
善
七
、明
治
一
五
（
一
八
八
二
）
年
。

（
25
）
外
山
「
新
体
詩
抄
序
」、『
新
体
詩
抄
』。

（
26
）「
凡
例
」、『
新
体
詩
抄
』。

（
27
）
絓
秀
実
『
日
本
近
代
文
学
の
〈
誕
生
〉―

言

文
一
致
運
動
と
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム　

批
評
空
間
叢

書
６
』、
大
田
出
版
、
一
九
九
五
年
、
二
一
六-

八
頁
。

（
28
）
絓
前
掲
書
、
二
一
七
頁
。

（
29
）
近
藤
又
三
郎
「
新
体
詩
を
難
ず
」、『
文
学
界

雑
誌
』
明
治
二
一
（
一
八
八
八
）
年
、
頁
。

（
30
）
井
上
哲
次
郎
「「
玉
の
緒
の
歌
」
の
序
詞
」、『
郵

便
報
知
新
聞
』
明
治
一
五
（
一
八
八
二
）
年
四
月

二
四
日
（
引
用
は
『
日
本
近
代
詩
論
の
研
究
』、

二
五
頁
）。
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こ
れ
は
「
音
調
」
を
欧
米
詩
と
の
関
連
の
中
で
考
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、総
じ
て
「
音
調
」
が
、

漢
詩
の
平
仄
韻
字
、
長
歌
等
の
「
古
歌
」、
そ
し
て
欧
米
詩
の
押
韻
と
の
対
比
か
ら
生
成
し
た
、
七
五
調
を
基
礎
と
す
る
韻

律
を
指
し
て
い
る
と
言
う
こ
と
は
で
き
よ
う
。『
新
体
詩
抄
』
に
収
録
さ
れ
た
詩
が
、「
本
音
」
や
内
面
に
あ
る
「
連
続
し
た

る
思
想）

31
（

」
を
「
平
常
ノ
語
」
で
表
そ
う
と
し
た
も
の
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
七
五
調
の
連
続
と
な
っ
た
の
も
、
こ
の
対
比
か
ら

生
じ
た
「
音
調
」
観
に
由
来
す
る
も
の
で
あ
っ
た
か
ら
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
短
歌
や
俳
句
の
形
式
が
「
思
想
」
を
表
現
す
る

の
に
適
当
で
な
い
と
い
う
矢
田
部
や
井
上
ら
の
非
難
も
、
そ
の
短
さ
に
つ
い
て
で
あ
っ
て
、
七
音
・
五
音
が
構
成
す
る
リ
ズ

ム
そ
の
も
の
に
対
し
て
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　

次
に
「
平
常
ノ
語
」
で
あ
る
が
、こ
れ
も
「
音
調
」
と
同
様
、欧
米
の
詩
、漢
詩
や
古
歌
と
の
差
異
か
ら
析
出
さ
れ
た
「
日

常
的
な
言
葉
」
と
い
う
意
味
合
い
を
強
く
持
っ
て
い
る
。
井
上
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。「
明
治
ノ
歌
ハ
、
明
治
ノ
歌

ナ
ル
ベ
シ
、
古
歌
ナ
ル
ベ
カ
ラ
ズ
、
日
本
ノ
詩
ハ
日
本
ノ
詩
ナ
ル
ベ
シ
、
漢
詩
ナ
ル
ベ
カ
ラ
ズ
、
是
レ
新
体
ノ
詩
ノ
作
ル
所

以
ナ
リ
、）

32
（

」。
ま
た
矢
田
部
は
、「
我
邦
人
ノ
従
来
平
常
ノ
語
ヲ
用
ヒ
テ
詩
歌
ヲ
作
ル
コ
ト
少
ナ
キ
ヲ
嘆
ジ
西
洋
ノ
風
ニ
模
倣

シ
テ
一
種
新
体
ノ
詩
ヲ
作
リ
出
セ
リ
」
と
述
べ
、
新
た
な
文
体
に
よ
っ
た
詩
作
の
動
機
を
回
顧
し
て
い
る
。
つ
ま
り
「
平
常

ノ
語
」
と
は
日
常
的
な
話
し
言
葉
と
い
う
よ
り
も
、「
国
語
」
が
ま
だ
確
立
し
て
い
な
か
っ
た
当
時
、
欧
米
詩
、
漢
詩
、
古

歌
と
い
っ
た
、
現
在
的
な
も
の
で
あ
れ
歴
史
的
な
も
の
で
あ
れ
、
書
か
れ
た
も
の
と
の
示
差
的
関
係
を
通
じ
て
表
象
さ
れ
た

言
葉
遣
い
、
と
言
っ
た
方
が
そ
の
実
相
に
近
い）

33
（

。
要
す
る
に
「
平
常
ノ
語
」
と
「
音
調
」
は
、
両
者
と
も
差
異
が
作
り
出
す

効
果
と
し
て
規
定
さ
れ
う
る
も
の
な
の
で
あ
る
。

　

そ
の
よ
う
な
差
異
の
中
か
ら
導
か
れ
る「
平
常
ノ
語
」と「
音
調
」の
役
割
は
、次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
。「
平
常
ノ
語
」

は
、「
人
に
わ
か
る
」
よ
う
「
易
し
く
書
」
か
れ
た
も
の
で
あ
り）

34
（

、「
音
調
」
は
、「
雖
閭
里
童
稚　

於
習
聞
之　

何
難
之
有
。）

35
（

」、

即
ち
村
の
子
ら
も
容
易
に
聞
き
覚
え
ら
れ
る
よ
う
な
歌
と
い
う
役
割
で
あ
る
。
易
し
く
書
か
れ
、
か
つ
歌
っ
て
覚
え
や
す
い

と
い
う
形
で
両
者
が
結
び
つ
く
こ
と
で
、
新
体
詩
は
書
か
れ
る
こ
と
と
歌
わ
れ
る
こ
と
の
ア
マ
ル
ガ
ム
と
い
っ
た
ニ
ュ
ア
ン

ス
を
帯
び
た
も
の
と
な
る
。『
新
体
詩
抄
』
の
凡
例
に
は
、
こ
の
詩
と
歌
に
関
し
て
次
の
よ
う
に
但
し
書
き
が
さ
れ
て
い
る
。

　
　

此
書
ニ
載
ス
ル
所
ハ
、
詩
ニ
ア
ラ
ズ
、
歌
ニ
ア
ラ
ズ
、
而
シ
テ
之
ヲ
詩
ト
云
フ
ハ
、
泰
西
ノ
「
ポ
エ
ト
リ
ー
」
ト
云
フ

　
　

語
即
チ
歌
ト
詩
ト
ヲ
総
称
ス
ル
ノ
名
ニ
当
ツ
ル
ノ
ミ
、
古
ヨ
リ
イ
ワ
ユ
ル
詩
ニ
ア
ラ
ザ
ル
ナ
リ
、）

36
（

新
体
詩
が
目
指
し
て
い
た
の
は
、こ
の
よ
う
な
歌
と
詩
を
併
せ
持
っ
た
「
ポ
エ
ト
リ
ー
」
な
の
で
あ
り
、「
平
常
ノ
語
」
と
「
音

（
31
）
外
山
「
新
体
詩
抄
序
」、『
新
体
詩
抄
』。

（
32
）
井
上
前
掲
論
文
、
二
五
頁
。

（
33
）
外
山
は
や
や
ニ
ュ
ア
ン
ス
を
異
に
し
て
い
る
。

自
分
達
の
詩
は
「
新
古
雅
俗
の
区
別
な
く
、
和
漢

西
洋
ご
ち
ゃ
ま
ぜ
」
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
か
ら

で
あ
る
（
外
山
「
新
体
詩
抄
序
」、『
新
体
詩
抄
』）。

と
は
い
え
新
／
古
、
和
／
漢
／
西
洋
と
い
う
区
別

は
明
確
に
意
識
さ
れ
て
い
る
。

（
34
）
外
山
「
新
体
詩
抄
序
」、『
新
体
詩
抄
』。

（
35
）
井
上
「
新
体
詩
抄
序
」、『
新
体
詩
抄
』。

（
36
）「
凡
例
」、『
新
体
詩
抄
』。
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調
」
は
そ
れ
を
支
え
る
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
を
別
の
観
点
か
ら
見
る
な
ら
ば
、『
新
体
詩
抄
』
に
お
い
て
は
、「
平
常
ノ
語
」

と
い
う
声
‐
文
字
が
七
五
調
と
い
う
「
音
調
」
と
強
く
結
び
つ
い
た
た
め
、
内
面
と
し
て
の
「
本
音
」
や
「
思
想
」
は
、
十

分
に
自
立
的
と
は
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
付
随
し
て
「
声
」
と
い
う
レ
ト
リ
ッ
ク
も
、「
本
音
」
を
代
理
す
る

も
の
と
し
て
は
未
だ
確
立
さ
れ
な
か
っ
た
。
で
は
「
平
常
ノ
語
」
が
代
弁
す
る
「
本
音
」
と
は
、
当
時
ど
の
よ
う
な
も
の
で

あ
っ
た
の
か
。

二
‐
三
．
徳
と
し
て
の
「
本
音
」

　

明
治
初
期
に
、
欧
米
の
音
楽
が
導
入
さ
れ
る
こ
と
で
、
軍
歌
、
賛
美
歌
、
唱
歌
が
多
く
作
ら
れ
て
い
く
こ
と
は
定
説
で
あ

ろ
う
。
中
で
も
軍
歌
と
唱
歌
は
、
明
治
二
〇
年
代
（
一
八
八
八
年
〜
）
が
軍
歌･

唱
歌
の
時
代
と
言
わ
れ
る
ほ
ど
大
量
に
作

ら
れ
て
い
く
。

　

日
本
近
代
詩
史
の
関
連
で
言
え
ば
、文
部
省
音
楽
取
調
掛
編
『
小
学
唱
歌
集　

初
編
』（
一
八
八
一
（
明
治
一
四
）
年
）
は
、

論
者
に
よ
っ
て
は
近
代
詩
の
先
駆
的
な
作
品
と
し
て
、『
新
体
詩
抄
』
以
上
に
重
視
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る）

37
（

。『
小
学
唱
歌
集　

初
編
』
の
、
伊
沢
修
二
に
よ
っ
て
書
か
れ
た
「
緒
言
」
は
次
の
よ
う
に
始
ま
っ
て
い
る
。

　
　

凡
ソ
教
育
ノ
要
ハ
徳
育
知
育
体
育
ノ
三
者
ニ
在
リ
而
シ
テ
小
学
ニ
在
リ
テ
ハ
最
モ
宜
ク
徳
性
ヲ
涵
養
ス
ル
ヲ
以
テ
要
ト

　
　

ス
ヘ
シ
今
夫
レ
音
楽
ノ
物
タ
ル
性
情
ニ
本
ツ
キ
人
心
ヲ
正
シ
風
化
ヲ
助
ク
ル
ノ
妙
用
ア
リ）

38
（

読
ま
れ
る
よ
う
に
、「
徳
性
ヲ
涵
養
」
す
る
こ
と
に
唱
歌
教
育
の
眼
目
が
あ
っ
た
。
時
代
は
少
し
前
後
す
る
が
、一
八
七
八
（
明

治
一
一
）
年
に
米
国
留
学
か
ら
帰
国
し
た
伊
沢
修
二
が
、
目
賀
田
種
太
郎
と
と
も
に
音
楽
取
調
掛
設
置
を
文
部
省
に
提
出
し

た
「
見
込
書
」
に
は
、
よ
り
直
接
的
に
唱
歌
教
育
の
目
的
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

　
　

夫
レ
音
楽
ハ
学
童
神
気
ヲ
爽
快
ニ
シ
テ
其
ノ
勤
学
ノ
労
ヲ
消
シ
、
肺
臓
ヲ
強
ク
シ
テ
其
ノ
健
全
ヲ
助
ケ
、
音
声
ヲ
清
ク

　
　

シ
、
発
音
ヲ
正
シ
、
聴
力
ヲ
疾
ク
シ
考
思
ヲ
密
ニ
シ
又
能
ク
心
情
ヲ
楽
シ
マ
メ
其
ノ
善
性
ヲ
感
発
セ
シ
ム
是
レ
其
ノ
学

　
　

室
ニ
於
ケ
ル
直
接
ノ
功
力
ナ
リ）

39
（

 

肺
や
発
音
、
聴
力
と
い
っ
た
身
体
的
側
面
の
み
な
ら
ず
、
思
考
、
心
情
と
い
っ
た
精
神
的
側
面
ま
で
唱
歌
は
フ
ォ
ロ
ー
す
る

（
37
）
例
え
ば
、
赤
塚
行
雄
『
新
体
詩
抄
』
前
後―

明
治
の
詩
歌
』、
學
藝
書
林
、
一
九
九
一
年
。
な

お
唱
歌
教
育
に
関
す
る
歴
史
的
経
緯
に
つ
い
て

は
、
山
住
正
巳
『
唱
歌
教
育
成
立
過
程
の
研
究
』

（
前
出
）
と
遠
山
宏
『
明
治
音
楽
史
考
』、有
朋
社
、

昭
和
二
三
（
一
九
四
八
）
年
、
山
東
功
『
唱
歌
と

国
語―

明
治
近
代
化
の
装
置
の
誕
生
』、
講
談
社
、

二
〇
〇
八
年
に
大
き
く
依
拠
し
て
い
る
。

（
38
）「
緒
言
」『
小
学
唱
歌
集　

初
編
』、
文
部
省
音

楽
取
調
掛
編
、
明
治
一
四
（
一
八
八
一
）
年
一
一

月
、
頁
数
表
記
な
し
。

（
39
）「
学
校
唱
歌
ニ
用
フ
ベ
キ
音
楽
取
調
ノ
事
業

ニ
着
手
ス
ベ
キ
、
在
米
国
目
賀
田
種
太
郎
、
伊

沢
修
二
ノ
見
込
書
」、
東
京
芸
術
大
学
百
年
史
編

集
委
員
会
編
『
東
京
芸
術
大
学
百
年
史 

東
京
音

楽
学
校
篇 

第
一
巻
』、
音
楽
之
友
社
、
昭
和
六
二

（
一
九
八
七
）
年
、
一
四
頁
。
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も
の
と
さ
れ
、
何
で
も
あ
り
と
い
っ
た
観
に
な
っ
て
い
る
。
ま
た
こ
の
直
後
に
は
、
目
賀
田
に
よ
っ
て
「
我
公
学
ニ
唱
歌
ノ

課
ヲ
興
ス
ベ
キ
仕
方
ニ
付
私
ノ
見
込
」
が
提
出
さ
れ
て
お
り
、
そ
こ
で
は
唱
歌
教
育
の
ナ
シ
ョ
ナ
ル
な
目
的
が
語
ら
れ
て
い

る
。

　
　

二
．〔
…
…
〕
唱
歌
ノ
課
ヲ
〔
、
東
京
師
範
学
校
と
東
京
女
子
師
範
学
校
の
〕
両
師
範
学
校
ニ
設
ケ
、
然
シ
テ
終
ニ
我

　
　

国
ナ
シ
ョ
ナ
ル

楽
ミ
ュ
ジ
ッ
クヲ

起
ス
ヲ
得
ベ
シ
、
国
学マ

マ

ト
ハ
我
国
古
今
固
有
ノ
詞
歌
曲
調
ノ
善
良
ナ
ル
モ
ノ
ヲ
尚
研
究
シ
、
其
ノ
足
ラ
ザ

　
　

ル
ハ
西
洋
ニ
取
リ
、
終
ニ
貴
賎
ニ
関
ハ
ラ
ズ
又
雅
俗
ノ
別
ナ
ク
誰
ニ
テ
モ
何
レ
ノ
節
ニ
テ
モ
日
本
ノ
国
民
ト
シ
テ
歌
フ

　
　

ベ
キ
国
歌
奏
ヅ
ヘ
キ
国
調
ヲ
興
ス
ヲ
言
フ
、
是
レ
国
楽
ノ
名
ア
ル
故
ナ
リ）

40
（

つ
ま
り
唱
歌
教
育
の
狙
い
は
、
第
一
に
生
徒
個
々
人
の
身
体
的
な
訓
練
、
徳
性
の
涵
養
、
善
性
の
感
発
だ
け
で
な
く
、
第
二

に
そ
の
よ
う
な
教
育
を
通
じ
て
、
経
験
的
・
帰
納
法
的
に
誰
に
で
も
歌
え
る
「
国
楽
」
を
創
設
し
、
ひ
い
て
は
そ
こ
か
ら
、

第
三
に
「
日
本
ノ
国
民
」
を
立
ち
上
げ
う
る
「
国
歌
」
や
「
国
調
」
を
形
成
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
以
上
の
こ
と
か
ら
す
れ

ば
、徳
性
の
「
徳
」
や
善
性
の
「
善
」
は
、ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
形
成
と
い
う
目
的
に
随
伴
す
る
価
値
観
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。

そ
の
よ
う
な
特
性
の
涵
養
や
国
楽
的
な
曲
と
し
て
は
、
典
型
的
に
は
「
君
が
代
」
や
「
五
倫
の
歌
」
が
挙
げ
ら
れ
よ
う）

41
（

。

　
　
　

五
倫
の
歌

　
　

父
子
親
あ
り
。
君
臣
義
あ
り
。

　
　

夫
婦
別
あ
り
。
長
幼
序
あ
り
。

　
　

朋
友
信
あ
り
。

五
倫
の
歌
は
孟
子
の
言
葉
を
翻
訳
し
た
も
の
で
あ
り
、
徳
性
を
涵
養
す
る
に
あ
た
っ
て
、
こ
の
よ
う
に
わ
か
り
や
す
い
歌
が

歌
わ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
で
『
小
学
唱
歌
集　

初
編
』
に
は
一
八
八
一
（
明
治
一
四
）
年
一
一
月
発
行
と
書
か
れ
て
い
る
が
、
実
際
出
版
さ

れ
た
の
は
翌
年
の
四
月
で
あ
る）

42
（

。
同
月
に
は
、『
新
体
詩
抄
』
の
出
版
に
先
立
っ
て
、井
上
哲
次
郎
「「
玉
の
緒
の
歌
」
の
序
詞
」

も
『
郵
便
報
知
新
聞
』
に
発
表
さ
れ
た
り
し
て
お
り
、『
小
学
唱
歌
集
』
と
『
新
体
詩
抄
』
の
出
版
は
、
ほ
ぼ
同
時
期
と
な
っ

（
40
）
前
掲
書
、
一
六
頁
。

（
41
）
両
者
と
も
『
小
学
唱
歌
集　

初
編
』
に
収
め

ら
れ
て
い
る
。
な
お
「
君
が
代
」
は
、
現
在
の
も

の
と
歌
詞
と
メ
ロ
デ
ィ
ー
が
異
な
る
も
の
で
あ
っ

た
。

（
42
）『
小
学
唱
歌
集　

初
編
』
の
完
成
・
出
版
ま
で

の
道
の
り
に
つ
い
て
は
、
山
住
正
巳
『
唱
歌
教
育

成
立
過
程
の
研
究
』
第
四
章
に
詳
し
い
。
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て
い
る）

43
（

。
そ
の
た
め
、井
上
ら
は
『
小
学
唱
歌
集　

初
編
』
を
知
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
が
、だ
か
ら
と
い
っ
て
影
響
が
あ
っ

た
り
、
意
識
的
に
結
び
つ
こ
う
と
い
う
跡
は
見
ら
れ
な
い
。
だ
が
「
徳
性
」
の
「
涵
養
」
と
い
う
点
で
は
、
両
者
の
間
に
は

共
通
性
が
あ
る
。
例
え
ば
矢
田
部
の
「
勉
め
勉
め
よ
た
ゆ
み
な
く
／
進
み
進
め
よ
よ
ど
み
な
く
／
難
き
事
と
て
厭
ふ
な
よ
／

學
の
海
に
舟
路
あ
り
／
教
の
山
に
し
を
り
あ
り
／
丈
夫
何
か
は
怯
る
べ
き）

44
（

」
と
歌
う
「
勧
学
の
歌
」
な
ど
は
そ
の
典
型
で
あ

ろ
う
。
し
か
し
両
者
の
「
徳
性
」
は
重
な
り
合
い
な
が
ら
も
、
そ
の
現
れ
方
は
異
な
っ
て
い
る
。
む
し
ろ
両
者
は
、
こ
の
差

異
と
「
徳
性
」
の
「
涵
養
」
と
い
う
共
通
性
に
お
い
て
、
補
完
し
合
う
関
係
に
な
っ
て
い
る
。

　

前
述
し
た
よ
う
に
、
漢
詩
や
欧
米
詩
と
の
関
係
の
中
か
ら
浮
か
び
上
が
る
ゆ
え
に
、「
平
常
ノ
語
」
は
、「
日
本
ノ
詩
ハ
日

本
ノ
詩
ナ
ル
ベ
シ
」
と
い
う
「
日
本
ノ
詩
」
を
、
ひ
い
て
は
「
日
本
」
を
立
ち
上
げ
て
い
く
条
件
に
そ
の
性
格
上
な
っ
て
い

る
。
そ
こ
に
結
び
つ
い
て
行
く
の
が
「
本
音
」
で
あ
る
。
矢
田
部
が
「
世
ノ
中
ハ
オ
ノ
ガ
心
ノ
ス
ガ
タ
ナ
リ
善
キ
モ
悪
キ
モ

外
ニ
ナ
ク
シ
テ）

45
（

」
と
述
べ
い
る
よ
う
に
、「
オ
ノ
ガ
心
」
す
な
わ
ち
「
本
音
」
は
、
も
と
も
と
倫
理
的
に
全
体
化
さ
れ
て
い

る
も
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
『
新
体
詩
抄
』
で
は
「
平
常
ノ
語
」
を
も
っ
て
「
本
音
」
を
写
し
さ
え
す
れ
ば
、
善
で
あ
れ
悪
で

あ
れ
「
日
本
」
が
立
ち
上
が
っ
て
く
る
仕
組
み
に
構
成
上
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
言
い
換
え
れ
ば
、「
平
常
ノ
語
」
と
「
本

音
」
は
連
動
し
て
お
り
、
そ
の
た
め
歌
う
こ
と
自
体
に
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
が
組
み
込
ま
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
こ
に
声
と

ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
結
び
つ
き
を
見
る
こ
と
も
で
き
よ
う
。
そ
し
て
『
新
体
詩
抄
』
の
「
徳
性
」
は
、理
論
上
、「
平
常
ノ
語
」

と
「
本
音
」
が
立
ち
上
げ
る
そ
の
「
日
本
」
を
善
的
に
す
る
た
め
に
求
め
ら
れ
て
い
る
も
の
な
の
で
あ
る
。
そ
し
て
「
徳
性
」

を
「
涵
養
」
し
、
帰
納
法
的
に
「
国
楽
」
を
創
設
し
よ
う
と
す
る
唱
歌
教
育
の
目
的
は
、『
新
体
詩
抄
』
の
演
繹
的
な
い
し

直
観
的
な
理
論
的
枠
組
み
を
具
体
的
に
補
完
す
る
位
置
に
あ
る
。

　

と
り
わ
け
こ
の
こ
と
は
、軍
歌
に
お
い
て
当
て
は
ま
る
。『
小
学
唱
歌
集
』
は
、一
八
八
三
（
明
治
一
六
）
年
に
第
二
集
が
、

そ
し
て
一
八
八
四
（
明
治
一
七
）
年
に
第
三
集
が
出
版
さ
れ
る
。
山
住
に
拠
れ
ば
、
第
二
集
、
第
三
集
と
出
版
さ
れ
て
い
く

ご
と
に
、『
小
学
唱
歌
集
』
に
対
す
る
批
判
も
高
ま
っ
て
い
っ
た）

46
（

。
そ
の
一
つ
に
、
俗
歌
を
排
斥
し
雄
壮
な
唱
歌
を
取
り
入

れ
る
べ
き
だ
と
い
う
批
判
が
、
教
育
現
場
を
含
め
多
く
寄
せ
ら
れ
た
と
い
う
。
そ
の
雄
壮
な
曲
と
し
て
唱
歌
教
育
に
採
用
さ

れ
て
い
っ
た
の
が
、
軍
歌
で
あ
っ
た
。
一
八
九
四
（
明
治
二
七
）
年
に
は
、
日
清
戦
争
の
開
戦
を
受
け
て
、「
凱
旋
」
や
「
抜

刀
隊
の
歌
」
と
い
っ
た
唱
歌
が
高
学
年
用
に
選
ば
れ
て
い
る
。「
抜
刀
隊
の
歌
」
と
は
、
言
う
ま
で
も
な
く
外
山
正
一
の
詩

と
し
て
『
新
体
詩
抄
』
に
収
録
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
詩
は
、陸
軍
軍
楽
隊
教
師
で
あ
っ
た
シ
ャ
ル
ル
・
ル
ル
ー
に
よ
っ

て
曲
が
付
け
ら
れ
、
多
く
の
軍
歌
集
に
収
め
ら
れ
た
。「
我
は
官
軍
我
敵
は
／
天
地
容
れ
ざ
る
朝
敵
ぞ
…
…
」
で
始
ま
る
こ

の
詩
は
、
全
局
七
五
調
で
つ
く
ら
れ
、
八
四
行
の
長
い
も
の
で
あ
る
。
最
後
の
連
の
み
引
用
す
る
。

（
43
）
だ
か
ら
と
い
っ
て
『
小
学
唱
歌
集　

初
編
』

の
影
響
も
低
い
と
い
う
こ
と
に
は
な
ら
な
い
。
そ

の
流
通
量
か
ら
い
っ
て
も
、
詩
の
見
方
や
感
じ
方

に
与
え
た
影
響
は
『
新
体
詩
抄
』
よ
り
も
大
き
い

可
能
性
が
あ
ろ
う
。

（
44
）
矢
田
部
「
勧
学
の
歌
」（
部
分
）、『
新
体
詩
抄
』、

二
三
葉
。

（
45
）
矢
田
部
「
新
体
詩
抄
序
」『
新
体
詩
抄
』。

（
46
）
山
住
『
唱
歌
教
育
成
立
過
程
の
研
究
』、
第
九

章
。
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我
今
玆
に
死
ん
身
は　

　
　
　
　

君
の
為
な
り
国
の
為

　
　

捨
つ
る
べ
き
も
の
は
命
な
り　

　

仮
令
ひ
屍
朽
ち
ぬ
と
も

　
　

忠
義
の
為
に
捨
る
身
の　

　
　
　

名
は
芳
し
く
後
の
世
に

　
　

永
く
伝
え
て
残
る
ら
ん　

　
　
　

武
士
と
生
ま
れ
た
甲
斐
も
な
く

　
　

義
も
な
き
犬
と
云
わ
る
る
な　

　

卑
怯
者
と
な
そ
し
ら
れ
そ

　
　

敵
の
亡
ぶ
る
夫
迄
は　

　
　
　
　

進
め
や
進
め
諸
共
に

　
　

玉
ち
る
剣
抜
き
連
れ
て　

　
　
　

死
ぬ
る
覚
悟
で
進
む
べ
し）

47
（

解
釈
を
す
る
ま
で
も
な
く
、
国
の
た
め
に
命
を
投
げ
出
す
こ
と
が
美
徳
と
さ
れ
、
そ
う
で
な
け
れ
ば
「
犬
」
や
「
卑
怯
者
」

と
さ
れ
る
。
そ
の
よ
う
に
、
敵
が
滅
ぶ
ま
で
命
を
投
げ
打
っ
て
で
も
前
進
す
べ
き
と
い
う
、「
死
ぬ
る
覚
悟
」
と
し
て
の
「
本

音
」
が
「
平
常
ノ
語
」
で
語
ら
れ
る
こ
と
で
、
そ
れ
は
全
て
の
者
の
覚
悟
な
い
し
徳
と
し
て
全
体
化
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
『
新
体
詩
抄
』
に
お
け
る
、「
徳
性
」
の
「
涵
養
」
は
、「
汝
等
皆
其
職
を
守
り
朕
と
一
心
に
な
り
て
力
を
国

家
の
保
護
に
尽
さ
は
我
国
の
蒼
生
は
永
く
太
平
の
福
を
受
け
我
国
の
威
烈
は
大
に
世
界
の
光
華
と
も
な
り
ぬ
へ
し
」
と
い
う

「
軍
人
勅
諭
」（
一
八
八
二
（
明
治
一
五
）
年
）
に
歩
調
を
合
わ
せ
つ
つ
、
後
の
軍
歌
の
時
代
を
先
駆
け
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

ま
と
め
る
な
ら
ば
、「
本
音
」
は
「
徳
」
に
支
え
ら
れ
て
善
的
と
な
り
、「
平
常
ノ
語
」
と
「
音
調
」
が
そ
れ
を
表
出
す
べ

く
配
置
さ
れ
る
。
本
来
、「
本
音
」
と
「
徳
」
の
親
和
性
は
、
そ
れ
ほ
ど
自
明
な
も
の
で
は
な
い
は
ず
で
あ
る
。
一
般
的
に

考
え
れ
ば
、
ナ
シ
ョ
ナ
ル
な
「
徳
」
と
個
々
の
心
情
と
し
て
の
「
本
音
」
と
は
、
矛
盾
し
あ
う
こ
と
も
あ
ろ
う
。
だ
が
「
本

音
」
が
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
「
徳
」
と
容
易
に
結
び
つ
い
て
し
ま
う
の
は
、『
新
体
詩
抄
』
に
お
け
る
「
平
常
ノ
語
」

と
「
音
調
」
と
い
う
近
代
志
向
的
な
示
差
的
概
念
と
連
動
し
て
「
本
音
」
も
表
出
さ
れ
る
た
め
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
教
育
、軍
、

言
語
、
そ
し
て
政
治
体
制
の
近
代
化
の
流
れ
の
中
で
、「
平
常
ノ
語
」「
音
調
」
だ
け
で
な
く
、「
本
音
」
と
「
徳
」
も
位
置

づ
け
ら
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
矛
盾
も
意
識
さ
れ
な
い
ま
ま
埋
も
れ
て
い
っ
た
の
だ
ろ
う
。

　

本
研
究
に
お
い
て
重
要
な
こ
と
は
、「
平
常
ノ
語
」
と
「
音
調
」
と
い
う
リ
ズ
ム
に
関
わ
る
概
念
は
、
欧
米
詩
や
漢
詩
と

の
関
係
の
中
で
形
作
ら
れ
る
過
程
で
、「
本
音
」と
い
う
抒
情
に
関
わ
る
概
念
を
少
な
か
ら
ず
規
制
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

そ
し
て
も
う
一
つ
は
、「
本
音
」
が
倫
理
的
に
全
体
化
し
て
い
る
点
に
お
い
て
、「
場
面
」
に
対
す
る
影
響
が
既
に
認
め
ら
れ

る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

（
47
）
外
山
「
抜
刀
隊
の
歌
」（
最
終
連
）、『
新
体
詩

抄
』、
二
十
一
葉
。
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『
新
体
詩
抄
』
以
降
、「
本
音
」「
徳
」「
平
常
ノ
語
」「
音
調
」
等
の
一
連
の
諸
概
念
は
、
想
実
論
争
、
韻
律
論
争
、
没
理

想
論
争
と
い
っ
た
論
争
を
経
つ
つ
詩
的
概
念
と
し
て
深
化
し
て
い
く
。
と
り
わ
け
リ
ズ
ム
に
関
し
て
あ
ら
か
じ
め
大
ま
か
な

見
取
り
図
を
述
べ
て
お
く
な
ら
ば
、
①
七
五
調
の
（
再
）
発
見
か
ら
、
節
奏
、
節
調
、
リ
ズ
ム
、
格
調
、
律
格
、
韻
律
と
い

う
よ
う
に
、
リ
ズ
ム
概
念
は
多
様
な
様
相
を
見
せ
始
め
る
。
そ
し
て
リ
ズ
ム
は
、
音
数
律
と
し
て
音
な
い
し
文
字
に
よ
っ
て

表
示
さ
れ
る
も
の
か
ら
、
音
を
通
じ
て
感
じ
ら
れ
る
そ
れ
へ
と
変
質
す
る
。
さ
ら
に
詩
の
形
式
は
、
明
治
二
〇
年
代
末
に
、

リ
ズ
ム
の
共
有
化
が
共
同
体
化
す
る
リ
ズ
ム
で
も
あ
る
も
の
と
し
て
理
論
化
さ
れ
る
に
至
る
（
形
式
面
）。
②
リ
ズ
ム
概
念

が
多
様
な
様
相
を
見
せ
る
中
、
内
面
が
剰
余
的
に
浮
上
し
、
そ
の
過
程
で
「
声
」
も
韻
律
密
接
型
か
ら
内
面
表
示
型
＝
声
の

抒
情
化
へ
と
移
行
す
る
（
内
容
面
）。
③
形
式
・
内
容
の
再
編
の
背
景
に
は
日
清
戦
争
が
あ
り
、
そ
の
た
め
両
者
の
変
容
は

ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
を
内
に
抱
え
込
ん
で
い
く
（「
徳
」）。
以
下
、
各
々
見
て
い
き
た
い
。

　
　

第
三
節　

韻
律
に
つ
い
て
の
諸
議
論

三
‐
一
．
音
数
律
の
限
界

　

明
治
二
〇
年
代
（
一
八
八
八
年
〜
）
は
、『
新
体
詩
抄
』
だ
け
で
な
く
、新
体
詩
の
隆
盛
に
よ
っ
て
「
新
体
詩
」
と
い
う
ジ
ャ

ン
ル
が
確
立
す
る
時
期
で
も
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
北
村
透
谷
『
楚
囚
之
詩
』（
一
八
八
九(

明
治
二
二)

年
）
や
森
鴎
外
ら
の
『
於

母
影
』（
一
八
九
〇
（
明
治
二
三
）
年
）
に
よ
っ
て
、
七
五
調
以
外
の
新
た
な
リ
ズ
ム
の
試
み
も
行
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
よ

う
な
時
代
状
況
に
お
い
て
、
韻
律
に
つ
い
て
の
考
察
や
形
式
に
関
す
る
議
論
も
多
く
起
き
た
。
中
で
も
山
田
美
妙
「
日
本
韻

文
論
」
は
注
目
す
べ
き
内
容
を
持
つ
も
の
で
あ
っ
た
。
ま
ず
は
そ
の
前
後
に
行
わ
れ
た
議
論
の
う
ち
重
要
と
思
わ
れ
る
点
を

挙
げ
て
お
き
た
い
。

　
「
リ
ズ
ム
」
と
い
う
言
葉
は
、
日
本
の
心
理
学
研
究
の
先
駆
者
で
あ
る
元
良
勇
次
郎
に
よ
っ
て
持
ち
込
ま
れ
た
と
さ
れ
る
。

元
良
は
「
精
神
物
理
学
」
と
題
さ
れ
た
連
載
の
中
で
、
散
文
と
韻
文
を
差
異
化
す
る
も
の
と
し
て
「
リ
ズ
ム
」
を
位
置
づ
け

た）
48
（

。
元
良
以
降
、「
リ
ズ
ム
」
は
散
文
と
韻
文
を
分
か
つ
も
の
、
あ
る
い
は
そ
の
差
異
か
ら
見
い
だ
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　

元
良
は
、
欧
米
の
言
語
の
よ
う
に
ア
ク
セ
ン
ト
が
一
定
し
な
い
日
本
語
に
と
っ
て
、
リ
ズ
ム
の
基
礎
を
な
す
の
は
和
歌
に

お
け
る
五
文
字
七
文
字
だ
と
す
る
。
こ
の
五
と
七
の
交
差
的
反
復
が
な
ぜ
リ
ズ
ム
の
基
礎
と
な
っ
た
か
を
明
ら
か
に
す
る
た

め
に
、彼
は
方
法
論
的
に

0

0

0

0

0

五
文
字
と
七
文
字
を
、一
文
字
か
ら
四
な
い
し
五
文
字
の
単
位
に
分
解
し
、『
古
事
記
』
と
『
古
今
集
』

（
48
）「
精
神
物
理
学（
第
十
回
）「
リ
ズ
ム
」ノ
事（
承

前
）」、『
哲
學
会
雑
誌
』、
哲
學
書
院
、
明
治
二
三

（
一
八
九
〇
）
年
八
月
、
四
二
号
、
三
三
四
頁
。
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に
お
け
る
組
み
合
わ
せ
方
を
比
較
検
討
し
た
。
分
解
の
例
を
具
体
的
に
示
す
な
ら
ば
、「
ム
ラ
、
ト
リ
、
ノ
」（
二
、二
、一
）

や
「
コ
コ
ロ
、
ア
リ
、
ト
ヤ
」（
三
、二
、二
）
と
い
う
よ
う
に
で
あ
る
。
重
要
な
こ
と
は
、
分
析
の
結
果
、『
古
事
記
』
か
ら

『
古
今
集
』
に
至
る
過
程
で
五
七
の
リ
ズ
ム
が
整
え
ら
れ
た
が
、そ
れ
は
思
想
の
十
全
的
な
表
現
を
犠
牲
に
し
た
う
え
で
あ
っ

た
、
と
結
論
付
け
ら
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
の
意
味
を
明
確
に
す
る
た
め
に
、
同
年
に
書
か
れ
た
大
西
祝
の
議
論
と

比
較
し
て
お
き
た
い
。

　

哲
学
研
究
者
・
大
西
祝
の「
詩
歌
論
一
斑
」（
一
八
九
〇（
明
治
二
三
）年）

49
（

）に
よ
る
と
、韻
文
は
、そ
の
起
源
に
お
い
て「
謳
歌
」

「
舞
踏
」「
音
楽
」
と
密
着
し
て
生
成
し
た
。
そ
の
韻
文
は
自
立
す
る
に
あ
た
っ
て
独
自
の
特
性
を
持
つ
こ
と
に
な
る
わ
け
だ

が
、
大
西
は
、
特
性
に
関
し
て
交
わ
さ
れ
た
議
論
を
大
き
く
二
つ
に
整
理
し
て
い
る
。
一
つ
は
、
詩
作
を
行
為
の
再
現
と
み

な
す
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
『
詩
学
』
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
な
、「
陳
述
の
事
柄）

50
（

」
に
そ
の
特
性
を
求
め
る
立
場
。
も
う
一
つ
は
、

舞
踏
と
謳
歌
を
「
通
貫
す
る
繋
」
で
あ
る
、
言
語
の
「
節
調
」
に
そ
の
特
性
を
見
る
立
場
で
あ
る）

51
（

。
大
西
は
、
こ
の
第
二
の

立
場
を
と
る
者
が
多
い
と
し
、ま
た
彼
自
身
も
こ
の
立
場
を
支
持
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。大
西
の
言
う「
節
調
」と
は
、「
其

所
謂
文
字
（
即
ち
語シ

ラ
ブ
ル聲

）
の
数○

」
で
あ
り
、
五
文
字
や
七
文
字
と
い
う
節
単
位
で
作
ら
れ
た
音
数
律
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の

「
繋
」
を
「
型
」
と
読
む
な
ら
ば
、
大
西
の
議
論
は
時
枝
の
そ
れ
と
の
近
接
性
を
感
じ
さ
せ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
「
節

調
」
を
「
舞
踏
」「
謳
歌
」「
音
楽
」
の
「
繋
」
と
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
れ
ら
が
起
源
に
お
い
て
一
体
で
あ
っ
た
こ
と
の

確
証
と
す
る
こ
と
は
、五
・
七
を
形
成
済
み
の
も
の
と
し
て
、ロ
マ
ン
テ
ィ
ッ
ク
に
歴
史
化
す
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
大
西
は「
舞

踏
」「
謳
歌
」「
音
楽
」
の
歴
史
的
一
体
性
を
、「
野
蛮
人
」
の
例）

52
（

に
よ
っ
て
補
強
し
て
さ
え
い
る
。　

　

そ
れ
対
し
て
元
良
は
、
よ
り
科
学
的
な
手
法
で
五
七
の
リ
ズ
ム
を
歴
史
化
し
た
。
そ
の
結
果
、
元
良
は
リ
ズ
ム
と
し
て
整

え
ら
れ
る
以
前
の
状
況
を
見
出
し
、
そ
こ
に
豊
か
な
思
想
的
表
現
を
発
見
し
た
。
こ
れ
を
逆
か
ら
言
え
ば
、
リ
ズ
ム
が
知
的

な
枠
組
み
と
な
る
こ
と
で
、
豊
か
な
思
想
と
そ
の
表
現
が
規
制
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。『
新
体
詩
抄
』
が
七
五
調

を
長
く
続
け
る
こ
と
で
、
思
想
を
表
現
し
よ
う
と
し
て
い
た
こ
と
に
比
べ
て
、
こ
れ
は
原
理
的
に
一
段
認
識
を
深
め
る
事
で

あ
っ
た
。
と
い
う
の
も
リ
ズ
ム
が
思
想
を
規
制
す
る
以
上
、
七
五
調
を
長
く
繰
り
返
し
た
と
こ
ろ
で
、
自
由
な
思
想
表
現
は

不
可
能
だ
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
規
制
を
解
除
す
る
た
め
に
は
、
内
容
に
よ
っ
て
異
な
る
リ
ズ
ム
を
発
見
し
て
い
く
こ

と
で
五
文
字
と
七
文
字
に
よ
る
調
子
を
突
破
す
べ
き
だ
と
元
良
は
主
張
す
る
。
形
式
の
歴
史
性
を
捉
え
た
元
良
の
論
は
、
そ

の
結
果
、
五
七
に
よ
る
リ
ズ
ム
か
ら
は
み
だ
す
「
内
容
」
を
せ
り
上
げ
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
た
。
し
か
し
五
・
七
に
よ
る

調
子
を
突
破
す
べ
き
だ
と
し
た
も
の
の
、
大
西
と
同
様
、
リ
ズ
ム
を
文
字
数
に
依
拠
し
て
定
義
す
る
と
い
う
限
界
も
持
っ
て

い
た
。

（
49
）
初
出
は
『
日
本
評
論
』
明
治
二
三
（
一
八
九
〇
）

年
一
二
月
（
引
用
は
『
大
西
祝
全
集　

第
七

巻　

論
文
及
歌
集
』、
日
本
図
書
セ
ン
タ
ー
、

一
九
八
二
年
か
ら
。
以
下
同
様
）。

（
50
）
大
西
前
掲
論
文
、
四
四
五
頁
。

（
51
）
大
西
前
掲
論
文
、
四
四
五
頁
。

（
52
）
大
西
前
掲
論
文
、
四
三
九
頁
。
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こ
の
元
良
の
論
を
受
け
て
芳
賀
矢
一
も
、
リ
ズ
ム
形
式
に
つ
い
て
論
じ
て
い
る
。
芳
賀
は
、
元
良
の
論
説
に
つ
い
て
、
そ

れ
が
五
言
、
七
言
を
分
析
的
に
検
討
し
た
こ
と
を
肯
定
的
に
評
価
す
る
。
し
か
し
元
良
の
よ
う
に
細
か
く
分
解
し
す
ぎ
る
な

ら
ば
、
散
文
と
韻
文
の
差
異
が
な
く
な
り
、「
リ
ズ
ム
の
効
用）

53
（

」
が
無
化
し
て
し
ま
う
と
批
判
す
る
。
だ
が
芳
賀
の
批
判
は
、

元
良
が
『
古
事
記
』
と
『
古
今
集
』
を
比
較
検
討
す
る
た
め
に
、
五
言
七
言
を
方
法
論
的
に
分
解
し
た
こ
と
を
見
落
と
し
て

い
る
。
と
は
い
え
芳
賀
の
リ
ズ
ム
概
念
は
、
音
数
と
密
接
で
あ
り
な
が
ら
も
、
そ
れ
と
は
半
ば
独
立
し
た
も
の
と
し
て
扱
わ

れ
て
い
る
点
に
新
し
さ
が
あ
っ
た
。
そ
の
よ
う
な
リ
ズ
ム
を
芳
賀
は
、
次
の
よ
う
に
定
義
す
る
。

　
　

余
が
考
に
は
、
リ
ズ
ム
の
存
す
る
と
こ
ろ
が
単
語
の
句
切
り
の
処
な
る
べ
し
と
は
お
も
わ
れ
ず
。
寧
ろ
単
語
よ
り
は
単

　
　

独
な
る
も
の
な
り
と
い
ふ
を
以
て
安
全
な
り
と
す）

54
（

。

し
か
し
な
が
ら
芳
賀
の
言
う
リ
ズ
ム
は
、
単
語
か
ら
完
全
に
独
立
し
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
リ
ズ
ム
は
五
言
や
七
言
単
位

か
ら
は
独
立
し
つ
つ
も
、
二
三
、三
四
と
い
う
語
数
の
組
み
合
わ
せ
が
そ
の
基
本
だ
と
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
数
に
見

合
う
単
語
を
当
て
は
め
、
二
三
と
三
四
を
交
叉
さ
せ
れ
ば
韻
文
に
な
る
と
さ
れ
た
。

　
　

余
は
韻
文
に
於
て
は
始
め
よ
り
二
、三
三
、四
と
其
分
解
す
べ
き
場
所
は
定
ま
り
居
り
て
、
之
に
適
合
せ
る
単
語
を
投
入

　
　

す
れ
ば
韻
文
を
な
し
、
否
ら
ざ
れ
ば
散
文
と
な
る
も
の
な
り
と
信
ず
る
な
り）

55
（

。

芳
賀
の
言
う
リ
ズ
ム
は
、
五
文
字
七
文
字
に
対
し
て
は
「
単
独
」
で
あ
り
、
二
三
や
三
四
と
い
う
組
み
合
わ
せ
に
は
依
拠
し

て
い
る
。
し
か
し
言
う
ま
で
も
な
く
、
こ
れ
は
結
局
の
と
こ
ろ
五
文
字
と
七
文
字
に
依
存
し
て
い
る
。
二
三
や
三
四
な
ど
の

分
解
も
、
五
文
字
七
文
字
に
依
存
す
る
も
の
で
し
か
な
い
か
ら
で
あ
る
。
だ
が
二
三
、三
四
と
い
っ
た
組
み
合
わ
せ
を
発
見

し
た
こ
と
以
上
に
、
リ
ズ
ム
を
音
数
か
ら
半
ば
独
立
的
と
見
な
し
た
点
は
意
義
の
あ
る
も
の
で
あ
っ
た
。

　

大
西
祝
も
議
論
の
高
ま
り
を
受
け
て
、
再
び
介
入
し
て
い
る
。
大
西
は
、「
我
が
国
の
歌
の
律
呂
は
、
姑
く
之
を
謳
ふ
こ

と
よ
り
離
し
て
云
へ
ば
、
声
の
長
短
に
あ
ら
ず
、
又
其
の
強
弱
に
あ
ら
ず
、
又
押
韻
に
あ
ら
ず
、
声
の
数
に
あ
る
こ
と
は
明

な
ら
ん
」
と
、
先
に
論
じ
た
「
詩
歌
論
一
班
」
よ
り
は
っ
き
り
と
、
音
数
が
リ
ズ
ム
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る）

56
（

。
こ
れ
は
長
短

や
強
弱
と
い
っ
た
ア
ク
セ
ン
ト
に
よ
る
リ
ズ
ム
構
築
が
、
日
本
語
に
お
い
て
は
困
難
で
あ
る
と
い
う
判
断
が
働
い
た
結
果
で

も
あ
ろ
う
。
そ
の
よ
う
な
連
続
性
は
あ
る
も
の
の
、「
詩
歌
論
一
斑
」
で
用
い
て
い
た
「
節
調
」
と
い
う
用
語
を
、「
律
呂
」

（
53
）
芳
賀
矢
一
「
日
本
韻
文
の
形
態
に
就
き
て
」、

初
出
『
哲
學
會
雑
誌
』、
哲
學
書
院
、
明
治
二
五

（
一
八
九
二
）
年
六
月
、
引
用
は
『
芳
賀
矢
一
選

集　

第
三
巻　

国
文
学
編
』（
芳
賀
矢
一
選
集
編

集
委
員
会
編
、学
校
法
人
國
學
院
大
學
（
出
版
））、

一
九
八
頁
か
ら
。
以
下
同
様
。

（
54
）
芳
賀
前
掲
論
文
、
一
九
八
‐
九
頁
。

（
55
）
芳
賀
前
掲
論
文
、
一
九
九
頁
。

（
56
）
大
西
祝
「
国
詩
の
形
式
に
就
い
て
」、『
早
稲

田
文
学
』、
明
治
二
六
（
一
八
九
三
）
年
一
〇
月
、

五
〇
号
（
引
用
は
『
大
西
博
士
全
集　

第
七
巻
』

よ
り
。
以
下
同
様
）。
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と
言
い
換
え
て
い
る
事
に
注
意
し
て
お
き
た
い
。「
節
調
」
か
ら
「
律
呂
」
へ
の
転
換
に
は
、
よ
り
抽
象
的
・
独
立
的
に
リ

ズ
ム
を
名
指
そ
う
と
す
る
動
機
が
潜
ん
で
い
る
。

　

大
西
は
元
良
、
芳
賀
ら
の
議
論
を
整
理
し
、
句
を
一
文
字
や
四
、五
文
字
等
に
分
解
し
、
そ
の
配
列
を
検
討
す
る
こ
と
の

意
義
は
認
め
て
い
る
。
だ
が
い
ち
ば
ん
頻
出
す
る
配
列
を
「
国
詩
の
律
呂）

57
（

」
と
す
る
こ
と
は
否
定
し
、「
矢
張
り
五
声
と
七

声
と
の
交
錯
連
用
」
こ
そ
が
国
詩
の
律
呂
だ
と
す
る）

58
（

。
し
か
し
そ
れ
以
外
の
形
式
を
認
め
て
い
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
そ
れ

以
外
の
形
式
を
生
み
出
す
た
め
に
は
、
五
声
七
声
を
基
本
に
し
つ
つ
、
そ
の
他
の
音
数
の
句
を
交
錯
さ
せ
て
挿
入
す
る
こ
と

が
、
新
体
詩
に
と
っ
て
最
も
効
果
的
な
や
り
方
だ
と
論
じ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
こ
に
「
節
調
」
か
ら
「
律
呂
」
へ
の
用

語
の
転
換
の
理
由
も
あ
る
。
と
い
う
の
も
大
西
の
主
張
は
、「
節
」
の
「
調
」
子
よ
り
も
、
抽
象
的
に
詩
の
全
体
的
な
調
子

の
規
律
的
な
法
を
意
味
し
う
る
「
律
呂
」
と
い
う
用
語
を
用
い
る
こ
と
で
、
リ
ズ
ム
概
念
の
独
立
化
を
進
め
る
も
の
で
あ
っ

た
か
ら
で
あ
る
。
つ
ま
り
大
西
の
議
論
は
、「
音
数
」
を
リ
ズ
ム
の
基
礎
と
し
な
が
ら
も
、
ど
の
数
の
組
み
合
わ
せ
に
よ
れ

ば
新
た
な
「
律
」
が
形
成
さ
れ
る
の
か
を
、
い
わ
ば
宙
吊
り
に
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

　

そ
の
他
、
形
式
を
論
じ
た
も
の
に
、
伊
藤
武
一
郎
「
歌
の
律リ

ズ

呂ム

」（
一
八
九
三
（
明
治
二
六
）
八
月）

59
（

）
も
あ
る
が
、
こ
れ

は
基
本
的
に
元
良
や
芳
賀
の
議
論
の
整
理
に
留
ま
っ
て
い
る
。
元
良
の
議
論
に
お
け
る
曖
昧
さ
や
、
芳
賀
の
二
三
、三
四
と

い
う
リ
ズ
ム
の
交
差
で
は
、「
う
ぐ
い
す
の
」
や
「
ふ
る
さ
と
は
」
な
ど
の
五
な
い
し
四
一
の
リ
ズ
ム
を
説
明
で
き
な
い
等

を
指
摘
し
て
い
る
が
、
更
な
る
検
討
を
促
す
程
度
の
内
容
で
あ
っ
た
。

　

ま
た
磯
貝
雲
峯
「
幾
多
の
韻
文
論
」（
一
八
九
一
（
明
治
二
四
年）

60
（

）
に
お
い
て
は
、
七
五
調
以
外
あ
り
え
な
い
と
い
う
論

調
に
さ
え
な
っ
て
い
る
。
磯
貝
は
、
古
来
よ
り
長
歌
に
お
け
る
五
七
調
は
極
め
て
ま
れ
で
あ
り
、
七
五
調
に
比
べ
て
「
国
語

に
適
せ
ざ
る
も
の
」
で
あ
る
こ
と
、
そ
れ
ゆ
え
七
五
調
へ
の
移
行
は
「
自
然
の
勢
い
」
で
あ
る
と
述
べ
る）

61
（

。
こ
の
こ
と
か
ら

す
れ
ば
、
七
五
調
へ
の
移
行
は
、
絓
が
言
う
よ
う
な
「
革
命
」
的
な
出
来
事
で
は
な
く
、「
自
然
に
」
な
さ
れ
た
と
い
う
こ

と
に
な
る
。
だ
が
磯
貝
は
、『
小
学
唱
歌
集
』
や
『
新
体
詩
抄
』、『
於
母
影
』、『
楚
囚
の
詩
』
等
の
文
体
的
実
践
の
意
義
が

見
え
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　

以
上
、
形
式
に
関
す
る
主
要
な
点
を
見
て
き
た
。
ま
と
め
る
な
ら
ば
リ
ズ
ム
は
歴
史
性
を
帯
び
た
も
の
で
あ
り
、
知
的
な

枠
組
み
と
し
て
思
想
を
規
制
す
る
も
の
に
な
る
と
い
う
こ
と
、
リ
ズ
ム
が
音
数
か
ら
半
ば
独
立
的
な
も
の
で
あ
る
と
い
う
認

識
、「
節
調
」「
律
呂
」
と
い
っ
た
リ
ズ
ム
概
念
の
捉
え
方
の
変
化
に
伴
い
、
伝
統
的
な
音
数
律
が
宙
吊
り
に
さ
れ
た
こ
と
で

あ
る
。
以
上
の
論
点
を
踏
ま
え
て
山
田
美
妙
の
「
日
本
韻
文
論
」
を
見
て
い
き
た
い
。

（
57
）
大
西
前
掲
論
文
、
七
六
頁
。

（
58
）
大
西
前
掲
論
文
、
七
六
頁
。

（
59
）
伊
藤
武
一
郎
「
歌
の
律
呂
」、『
早
稲
田
文
学
』、

東
京
専
門
学
校
、
明
治
二
六
（
一
八
九
三
）
年
八

月
二
五
日
、
第
四
六
号
。

（
60
）
磯
貝
雲
峰
「
幾
多
の
韵
文
論
（
上
）」、『
女
学

雑
誌
』、
女
学
雑
誌
社
、
明
治
二
四
（
一
八
九
一
）

年
二
月
二
八
日
、
第
二
五
四
号
、「
幾
多
の
韵
文

論
（
下
）」、『
女
学
雑
誌
』、
女
学
雑
誌
社
、
明
治

二
四
（
一
八
九
一
）
年
三
月
七
日
、第
二
五
五
号
。

（
61
）
前
掲
論
文
（
上
）、
一
〇
五
頁
。
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三
‐
二
．
リ
ズ
ム
と
理
と
し
て
の
余
情

　

山
田
美
妙
「
日
本
韻
文
論
」
は
、
一
八
九
〇
（
明
治
二
三
）
年
一
〇
月
か
ら
翌
年
一
月
ま
で
『
国
民
之
友
』
に
八
回
連
載

さ
れ
た
。
こ
の
韻
文
論
は
、
新
体
詩
の
登
場
を
受
け
て
そ
れ
を
批
判
的
に
発
展
さ
せ
る
べ
く
、
韻
文
の
定
義
、
調
子
や
リ
ズ

ム
を
生
む
た
め
の
語
の
組
み
合
わ
せ
方
の
整
理
、
日
本
語
へ
の
ア
ク
セ
ン
ト
の
導
入
、
ま
た
「
余
情
」
と
韻
律
と
の
関
係
に

つ
い
て
考
察
し
た
も
の
で
あ
る）

62
（

。
そ
の
な
か
で
も
韻
文
の
組
み
立
て
方
に
、
特
に
力
点
が
置
か
れ
て
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
だ

が
発
表
直
後
か
ら
石
橋
忍
月
や
内
田
魯
庵
に
批
判
さ
れ
、
山
田
美
妙
と
の
間
で
論
争
が
起
き
て
い
る
。
後
に
森
鴎
外
に
も
、

そ
の
論
述
の
技
巧
的
偏
向
を
批
判
さ
れ
て
い
る
。
だ
が
技
術
論
に
見
え
る
こ
の
韻
文
論
は
、
リ
ズ
ム
概
念
の
変
化
と
抒
情
の

変
質
と
い
う
観
点
か
ら
す
れ
ば
特
筆
す
べ
き
内
容
を
持
っ
て
い
る）

63
（

。

　

山
田
も
、
散
文
と
韻
文
の
唯
一
の
差
異
を
「
節
奏
」
に
見
て
取
っ
て
い
る
。
し
か
し
こ
の
「
節
奏
」
と
は
単
な
る
語
数
で

は
な
く
、韻
文
に
用
い
る
語
（「
韻
語
」）
あ
る
い
は
句
（「
韻
句
」）
が
二
つ
以
上
結
合
す
る
こ
と
で
「
奏
」
で
ら
れ
る
メ
ロ
デ
ィ

を
指
し
て
い
る
。
そ
の
結
合
の
規
則
の
基
礎
を
な
す
の
が
、音
の
長
短
の
組
み
合
わ
せ
方
十
二
種
類
に
よ
っ
て
示
さ
れ
る「
韻

律
」
と
、
こ
の
韻
律
と
不
可
分
な
（
一
音
単
位
で
の
）
音
の
高
低
を
指
す
「
音
調
」
で
あ
る
。
つ
ま
り
「
節
奏
」
と
は
、「
韻

律
」
と
「
音
調
」
と
い
う
、
音
の
長
短
と
高
低
の
形
式
的
な

0

0

0

0

組
み
合
わ
せ
か
ら
構
成
さ
れ
る
リ
ズ
ム
で
あ
り
、
そ
れ
に
基
づ

い
て
奏
で
ら
れ
る
メ
ロ
デ
ィ
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
、
メ
ロ
デ
ィ
と
融
和
的
に
考
察
さ
れ
て
い
た
に
せ
よ
、
リ
ズ
ム
は
徹
底

し
て
形
式
化
さ
れ
た
。
そ
の
規
則
に
沿
っ
て
語
や
句
が
は
め
込
ま
れ
る
こ
と
で
、
節
奏
は
具
現
化
さ
れ
る
。
要
す
る
に
旋
律

や
音
の
高
低
長
短
と
い
う
言
葉
の
響
き
に
焦
点
を
当
て
て
、
そ
れ
ら
を
「
節
奏
」「
韻
律
」「
音
調
」
と
し
て
形
式
化
し
、
体

系
的
に
理
論
化
し
た
の
が
山
田
の
韻
文
論
で
あ
っ
た
。

　

こ
の
形
式
化
に
よ
れ
ば
、
韻
文
の
固
有
性
は
「
詩
思
」
に
も
、
言
葉
の
刈
り
込
み
方
に
も
置
か
れ
る
こ
と
が
な
い
。
韻
文

の
固
有
性
は
、
節
奏
の
範
囲
で
動
く
と
い
う
点
に
見
出
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
韻
文
を
山
田
は
「
ポ
エ
ト
リ
ー
」

と
言
い
換
え
て
い
る
（「
今
言
っ
た
韻
文
と
は
即
ち
ポ
エ
ト
リ
ー
の
事
で
す
、
之
に
対
す
る
詩
全
体
の
事
で
す

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

。）
64
（

」）。
こ
れ
は

単
に
、「
ポ
エ
ト
リ
ー
」
も
「
韻
文
」
と
同
様
、
長
音
・
高
低
の
組
み
合
わ
せ
に
よ
っ
て
作
ら
れ
る
形
式
的
な
も
の
だ
、
と

述
べ
る
に
留
ま
ら
な
い
も
の
で
あ
っ
た
。
先
に
論
じ
た
『
新
体
詩
抄
』
で
は
、詩
と
歌
を
合
わ
せ
た
も
の
を
「
ポ
エ
ト
リ
ー
」

と
名
付
け
て
い
た
。
だ
が
そ
の
「
歌
」
と
は
七
五
調
が
連
続
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
山
田
の
論
は
、
歌
と
し
て
の
「
節
奏
」

を
七
五
調
か
ら
解
放
し
、
よ
り
多
様
な
メ
ロ
デ
ィ
を
可
能
に
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
新
体
詩
の
「
歌
」
を
形
作
る

七
五
調
も
こ
の
「
ポ
エ
ト
リ
ー
」
に
含
ま
れ
、
そ
の
一
部
で
し
か
な
く
な
る
。
徹
底
し
た
形
式
化
の
結
果
、
そ
の
よ
う
な
メ

ロ
デ
ィ
の
解
放
の
可
能
性
が
も
た
ら
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
解
放
は
、
理
論
上
、
節
奏
・
韻
律
・
音
調
の
あ
り
様

（
62
）

だ
が
「
日
本
韻
文
論
」
予
告
し
た
内
容
の

中
途
で
打
ち
切
ら
れ
て
い
る
。
柳
田
泉
は
中
絶

し
た
の
で
は
と
推
測
し
て
い
る
。
柳
田
泉
他
編

『
美
妙
選
集　

下
』、
立
命
館
出
版
部
、
昭
和
十

（
一
九
三
五
）
年
、「
評
論･

随
筆
解
題
」、
一
頁
。

な
お
山
田
美
妙
「
日
本
韻
文
論
」
も
『
美
妙
選
集

下
』
か
ら
以
下
引
用
す
る
。

（
63
）
山
田
美
妙
の
「
日
本
音
韻
論
」
に
つ
い
て
は
、

研
究
が
多
い
と
は
言
い
難
い
。
主
に
参
照
し
た
も

の
は
以
下
の
も
の
で
あ
る
。
柄
谷
行
人
『
日
本
近

代
文
学
の
起
源
』、
講
談
社
、
一
九
八
八
年
、
亀

井
秀
雄
「
山
田
美
妙
の
位
置―

近
代
詩
史
の
試
み

（
二
）―

」『
文
学
』、
岩
波
書
店
、
一
九
八
四
年

八
月
（
第
五
二
巻
八
号
）、
菅
谷
規
矩
雄
『
詩
的

リ
ズ
ム―

音
数
律
に
関
す
る
ノ
ー
ト
』、
大
和
書

房
、
一
九
七
五
年
、
松
原
純
一
「
山
田
美
妙
「
日

本
韻
文
論
」
と
鴎
外
の
論
評
」、『
短
歌
』、
角
川

学
芸
出
版
、
一
九
五
五
年
九
月
（
第
二
巻
九
号
）、

竹
内
英
之
助
「
山
田
美
妙
の
「
日
本
韻
文
論
」
に

つ
い
て
」、『
明
治
大
正
文
学
研
究
』(

通
号
九 )

、

東
京
堂
、
一
九
五
二
年
一
二
月
。 

（
64
）
山
田
前
掲
論
文
、
一
〇
三
一
頁
。
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を
山
田
の
分
析
分
類
を
越
え
て
細
分
化
さ
せ
、
伝
統
的
韻
律
を
解
体
さ
せ
る
可
能
性
を
持
つ
も
の
で
あ
っ
た
。

　

し
か
し
ア
ク
セ
ン
ト
に
よ
る
押
韻
の
困
難
な
日
本
語
か
ら
す
れ
ば
、
こ
の
よ
う
な
形
式
主
義
的
立
場
に
対
し
て
は
、
逆

に
日
本
語
固
有
の
韻
文
や
節
奏
と
は
何
か
と
い
う
問
い
が
付
き
ま
と
い
続
け
る
。
ま
た
山
田
の
伝
統
的
な
五
七
調
や
七
五

調
に
対
す
る
態
度
も
、「
唯
こ
ゝ
に
不
思
議
な
事
は
日
本
固
有
の
節
奏
は
「
五
」
と
「
七
」
と
に
む
し
ろ
多
く
適
し
た
こ
と

〔
…
…
〕）

65
（

」
と
あ
る
よ
う
に
、
極
め
て
曖
昧
で
あ
る
。
そ
し
て
山
田
の
言
う
韻
律
も
、
二
音
と
三
音
を
基
本
単
位
と
し
て
、
長

音
と
短
音
の
十
二
種
類
の
組
み
合
わ
せ
方
が
提
示
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
（
長
短
、
短
短
、
長
短
長
、
短
短
長
な
ど
）。
そ

の
た
め
「
韻
律
」
を
複
数
回
連
続
さ
れ
る
も
の
だ
と
さ
れ
る
「
節
奏
」
も
、
伝
統
的
な
音
数
律
か
ら
完
全
に
自
立
し
て
い
る

わ
け
で
は
な
い
。
こ
の
点
は
芳
賀
の
論
と
重
な
っ
て
い
る
。
だ
が
山
田
は
、
日
本
語
固
有
の
規
範
に
よ
る
束
縛
と
普
遍
主
義

的
志
向
性
の
は
ざ
ま
で
「
韻
文
」
に
独
自
の
負
荷
を
加
え
る
こ
と
で
、
特
殊
な
規
定
を
与
え
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
こ
と
が

詩
の
内
容
と
し
て
の
思
想
に
普
遍
的
な
も
の
を
志
向
さ
せ
る
枠
を
与
え
る
こ
と
に
な
っ
た
。
形
式
の
一
般
化
が
普
遍
的
な
思

想
と
い
う
方
向
に
内
容
を
導
く
の
で
あ
る
。

　

山
田
は
従
来
の
韻
文
と
余
情
の
関
係
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。「
殆
ん
ど
断
言
す
る
気
で
言
い
ま
す
が
、
従0

来
の
歌
人
た
ち
の
言
ふ
余
情
は
吾
々
を
以
て
見
れ
ば
余
情
で
無
く
て

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

注◎
◎釈

で
す）

66
（

。」。
こ
の「
注
釈
」と
し
て
の「
余
情
」と
は
、

技
術
本
位
に
単
に
光
景
を
述
べ
た
も
の
（「
写
実）

67
（

」）
や
、
個
人
的
な
実
感
の
表
出
で
し
か
な
い
も
の
を
指
す
。
そ
の
よ
う
に

技
術
や
個
人
的
実
感
に
拘
泥
す
る
も
の
で
あ
っ
た
た
め
に
、
従
来
の
韻
文
は
、
個
別
性
を
越
え
た
普
遍
的
な
思
想
を
志
向
す

る
「
哲
理）

68
（

」
が
開
け
な
か
っ
た
と
さ
れ
る
。
こ
こ
で
山
田
が
問
題
に
し
て
い
る
の
は
、「
余
情
」
自
体
の
否
定
で
は
な
く
、「
哲

理
」
を
開
く
か
否
か
だ
と
い
う
こ
と
に
注
意
し
た
い
。
つ
ま
り
哲
理
を
開
く
余
情
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
よ
う

な
も
の
が
「
真
成
の
韻
文
」
で
あ
る
と
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　

山
田
に
よ
る
と
、「
真
成
の
韻
文
」
と
は
、
思
想
と
言
語
が
調
和
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
「
真
成
の
韻
文
」
を
作
り
出

す
た
め
に
、
ま
た
も
「
韻
律
」
が
導
入
さ
れ
る
。
思
想
の
調
和
は
言
語
の
調
和
と
一
致
す
る
、
韻
律
は
言
語
の
調
和
を
も
た

ら
す
、
故
に
韻
律
は
思
想
の
調
和
も
導
き
、
そ
れ
が
結
果
と
し
て
哲
理
を
開
く
普
遍
的
な
余
情
を
詩
に
も
た
ら
す
、
と
い
う

わ
け
で
あ
る
。
調
和
の
鍵
と
し
て
の
役
割
を
「
韻
律
」
に
付
与
す
る
こ
と
で
、
山
田
は
思
想
・
言
語
の
調
和
に
よ
る
哲
理
の

開
示
と
い
う
真
成
性
を
「
韻
文
」
へ
と
一
元
的
に
還
元
す
る
。
そ
の
結
果
、
韻
文
は
、
そ
の
内
容
を
理
知
的
で
普
遍
的
な
も

の
へ
と
志
向
さ
せ
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
山
田
の
考
え
る
哲
理
、
あ
る
い
は
調
和
と
は
何
か
は
明
ら
か
で
は
な
い
。
ま

た
調
和
し
て
さ
え
い
れ
ば
「
余
情
」
に
普
遍
性
が
あ
る
の
か
な
ど
、
調
和
と
思
想
の
質
は
問
わ
れ
な
い
ま
ま
で
あ
る
。
し
か

し
形
式
化
を
推
し
進
め
た
結
果
、
韻
文
に
と
っ
て
固
有
な
も
の
で
は
な
い
思
想
も
向
か
う
べ
き
方
向
性
が
決
め
ら
れ
る
こ
と

（
65
）
山
田
前
掲
論
文
、
一
〇
六
六
頁
。

（
66
）
山
田
前
掲
論
文
、
一
〇
五
一
頁
。

（
67
）
山
田
前
掲
論
文
、
一
〇
五
四
頁
。

（
68
）
山
田
前
掲
論
文
、
一
〇
五
七
頁
。
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に
な
る
の
で
あ
る
。
山
田
の
議
論
は
、
リ
ズ
ム
を
形
式
化
す
る
こ
と
で
思
想
の
普
遍
化
の
可
能
性
も
開
い
た
と
言
う
こ
と
が

で
き
よ
う
。
そ
し
て
こ
の
点
が
、
森
鴎
外
の
反
論
に
よ
っ
て
の
ち
に
大
き
く
転
換
さ
せ
ら
れ
て
い
く
の
で
あ
る
。

　

山
田
に
関
し
て
最
後
に
指
摘
し
て
お
く
べ
き
こ
と
は
、
リ
ズ
ム
の
形
式
化
に
よ
る
「
声
」
の
位
置
づ
け
で
あ
る
。
そ
れ
は

山
田
の
議
論
に
お
け
る
「
音
調
」
の
位
置
づ
け
に
関
わ
る
。
山
田
は
一
方
で
、
音
の
長
音
は
音
の
高
音
で
あ
り
、
ま
た
短
音

は
低
音
で
も
あ
る
、
と
い
う
よ
う
に
各
々
対
応
さ
せ
る
こ
と
で
、
長
短
に
関
わ
る
「
韻
律
」
と
高
低
に
関
わ
る
「
音
調
」
を

結
び
付
け
て
い
る
。
だ
が
他
方
で
、「
音
調
の
束
縛
を
極
め
て
深
く
受
け
ぬ
事
〔
…
…
〕
西
洋
語
や
支
那
語
の
や
う
に
甚
し

く
音
調
に
拘
泥
す
る
所
の
無
い
事
」
こ
そ
が
、
韻
文
を
作
る
際
の
「
日
本
語
」
の
「
便
利
」
さ
で
あ
る
と
も
し
て
い
る）

69
（

。
つ

ま
り
山
田
は
「
音
調
」
を
「
韻
律
」
と
結
び
つ
け
る
一
方
で
、「
音
調
」
を
括
弧
に
入
れ
て
も
い
る
の
で
あ
る
。「
音
調
」
は

括
弧
に
入
れ
ら
れ
る
こ
と
で
、
形
式
と
し
て
の
韻
律
と
密
接
で
あ
り
な
が
ら
分
離
し
て
い
く
。
こ
の
よ
う
な
恣
意
性
は
、
拘

泥
し
な
く
て
も
よ
い
ほ
ど
日
本
語
の
「
音
調
」
が
フ
ラ
ッ
ト
で
あ
る
こ
と
に
由
来
す
る
。
だ
が
他
方
で
「
音
調
」
は
括
弧
に

入
れ
ら
れ
る
こ
と
で
、
逆
説
的
に
日
本
語
固
有
の
特
質
性
を
帯
び
は
じ
め
、
よ
り
具
体
的
な
音
声
を
浮
き
上
が
ら
せ
て
し
ま

う
。

　

つ
ま
り
「
音
調
」
は
、
一
方
で
「
韻
律
」
に
従
属
し
、
他
方
で
自
立
的
で
あ
る
。「
音
調
」
の
こ
の
運
動
は
、
山
田
の
徹

底
し
た
形
式
主
義
に
よ
っ
て
見
い
だ
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
形
式
化
さ
れ
た
韻
律
論
は
、
リ
ズ
ム
を
音
数
か
ら
引
き
離

し
、
抽
象
的
な
音
の
調
和
と
い
う
方
向
に
導
く
一
方
で
、
具
体
性
の
強
い
音
声
を
自
立
に
向
か
わ
せ
る
の
で
あ
る
。

　
　

第
四
節
．
本
質
と
し
て
の
内
容
と
そ
の
再
編

四
‐
一
．
内
容
の
感
情
化―

森
鴎
外

　

こ
こ
ま
で
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、
リ
ズ
ム
を
巡
る
議
論
は
、
山
田
以
降
、
だ
い
た
い
芳
賀
、
大
西
の
議
論
で
煮
詰
ま
っ
た

よ
う
に
思
え
る
。
そ
の
後
も
い
く
つ
か
同
様
の
議
論
が
表
れ
て
い
る
が
、
日
清
戦
争
以
前
に
新
規
的
な
も
の
は
あ
ま
り
見
ら

れ
な
い
。
そ
し
て
大
西
に
よ
る
音
数
律
の
宙
吊
り
や
、
山
田
に
よ
る
形
式
化
以
降
、
韻
文
に
関
す
る
議
論
は
、
内
容
優
位
な

も
の
に
移
っ
て
い
く
。
も
ち
ろ
ん
元
良
の
議
論
に
既
に
そ
の
萌
芽
が
見
ら
れ
て
は
い
た
が
、主
要
な
も
の
を
見
て
お
き
た
い
。

　

宮
崎
湖
処
子
は
「
韻
文
所
見
」（
一
八
九
二
（
明
治
二
五
）
年
三
月
）
に
お
い
て
、
韻
文
の
格
調
と
し
て
、
長
歌
が
持
つ

五
七
調
は
、「
高
尚
」「
雄
大
」
で
は
あ
る
け
れ
ど
、
美
的
な
傾
向
に
偏
し
や
す
く
、
そ
の
た
め
「
精
神
を
欠
き
易
く
」「
韻

（
69
）
山
田
前
掲
論
文
、
一
〇
七
二
頁
。
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文
の
発
達
を
害
」
す
る
と
指
摘
す
る）

70
（

。
そ
れ
に
対
し
七
五
調
は
、「
其
節
奏
声
調
の
自
然
に
適
へ
る
」
と
述
べ
る）

71
（

。
そ
の
た

め
個
人
の
詩
情
を
一
つ
の
格
調
に
限
定
す
る
の
で
は
な
く
、
内
容
に
応
じ
て
調
を
選
択
す
べ
き
で
あ
る
と
主
張
す
る
。
言
う

ま
で
も
な
く
こ
こ
に
は
詩
情
と
い
う
内
面
に
優
位
が
あ
る
こ
と
が
伺
わ
れ
る
。
し
か
し
詩
情
に
優
位
を
置
い
た
場
合
、
五
七

調
や
七
五
調
だ
け
で
は
そ
の
質
の
多
様
性
に
対
応
で
き
な
い
こ
と
も
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。

　

ま
た
米
山
保
三
郎
「
国
詩
ニ
就
キ
テ
」（
一
八
九
二
（
明
治
二
五
）
年
一
二
月）

72
（

）
で
は
、
五
言
七
言
の
セ
ッ
ト
を
基
本
単

位
に
し
つ
つ
も
、
意
味
と
い
う
立
場
に
立
っ
て
音
数
律
を
検
討
す
べ
き
だ
と
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
も
意
味
を
形
式
よ
り

も
優
先
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
さ
ら
に
米
山
は
、
詩
の
思
想
に
関
し
て
、
そ
れ
は
心
の
鏡
で
あ
る
か
ら
、
詩
歌
を
作
る

際
は
、
ま
ず
「
心
ヲ
正
シ
意
ヲ
誠
ニ
セ
ザ
ル
ヘ
カ
ラ
ズ
。」
と
述
べ）

73
（

、
意
味
の
優
位
を
主
観
的
内
面
の
優
位
へ
と
無
媒
介
的

に
移
行
さ
せ
て
も
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
内
容
優
位
の
議
論
の
流
れ
に
あ
っ
て
、
森
鴎
外
「
山
房
論
文　

其
六　

美
妙
斎
主
人
が
韻
文
論）

74
（

」
は
、
よ
り

明
白
に
詩
の
本
質
を
そ
の
内
容
に
お
い
て
論
を
立
て
た
も
の
で
あ
っ
た
。
森
に
よ
れ
ば
、
山
田
美
妙
「
日
本
韻
文
論
」
は
韻

文
の
組
み
立
て
方
を
論
じ
た
も
の
で
は
あ
っ
て
も
、
詩
の
本
質
に
触
れ
る
も
の
で
は
な
い
。
詩
の
本
質
は
「
声
」
や
「
形
」

に
あ
る
の
で
は
な
く
、「
想
」
に
あ
る
の
で
あ
り
、
そ
れ
こ
そ
論
じ
る
べ
き
だ
と
述
べ
る）

75
（

。
だ
が
山
田
の
韻
文
論
を
み
て
き

た
よ
う
に
、
森
の
批
判
は
正
鵠
を
得
た
も
の
で
は
な
い）

76
（

。

　

し
か
し
こ
れ
ま
で
論
じ
て
き
た
文
脈
に
お
い
て
、
森
鴎
外
が
出
し
た
重
要
な
論
点
は
、
哲
理
と
韻
文
な
い
し
詩
の
関
係
に

つ
い
て
で
あ
る
。
山
田
と
異
な
り
、森
に
と
っ
て
哲
理
を
開
く
の
は
詩
で
は
な
く
、哲
学
や
論
理
で
あ
る
。
む
し
ろ
詩
は
「
世

界
の
理
想
」
や
「
人
間
の
理
想
」
を
「
人
情
の
理
想
」
と
し
て
現
わ
す
も
の
で
あ
る
。

　
　

哲
理
は
詩
人
の
闢
く
べ
き
も
の
に
あ
ら
ず
と
い
へ
ど
も
、
詩
は
学
術
の
益
に
立
つ
べ
き
も
の
に
あ
ら
ず
と
い
へ
ど
も
、

　
　

観
世
叙
情
の
詩
は
能
く
世
界
の
理
想
、
人
間
の
理
想
を
あ
ら
わ
す
も
の
な
り
。
唯
そ
の
現
る
ゝ
や
、

0

0

0

0

0

0

0

0

世
界
の
理
想
、
人

0

0

0

0

0

0

0

　
　

間
の
理
想
と
し
て
あ
ら
は
る
ゝ
に
あ
ら
ず
、
人
情
の
理
想
と
し
て
あ
ら
は
る
ゝ
な
り
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感○
○

○
○

じ
た
る
果○

○実
と○

し○
○て

あ
ら
は
る
ゝ

8

8

8

8

8

な○
○り

。）
77
（

言
い
換
え
れ
ば
、
韻
文
に
お
い
て
「
理
想
」
は
、「
考

ゲ
ダ
ン
ケ
ン思

」
で
は
な
く
「
心ア

ン

の
シ
ャ
ウ

想ウ
ン
ク」、

す
な
わ
ち
情
を
通
じ
て
感
覚
的
に
浮

か
び
上
が
ら
せ
る
べ
き
だ
と
い
う
の
で
あ
る）

78
（

。
森
の
言
う
「
理
想
」
は
、
明
治
二
二
年
に
巌
本
善
治
と
の
「
文
学
と
自
然
論

争）
79
（

」
を
は
じ
め
と
し
、
こ
の
時
期
の
彼
に
と
っ
て
中
心
的
な
テ
ー
マ
と
な
っ
て
い
る
。
森
の
「
理
想
」
論
は
、
巌
本
、
石
橋

（
70
）
宮
崎
湖
処
子
「
韻
文
所
見
」、『
早
稲
田
文
学
』、

東
京
専
門
学
校
、
明
治
二
五
（
一
八
九
二
）
年
三

月
三
〇
日
、
第
十
二
号
、
二
頁
。

（
71
）
宮
崎
前
掲
論
文
、
二
頁
。

（
72
）
米
山
保
三
郎
「
国
詩
ニ
就
キ
テ
」、『
哲
學
雑

誌
』、
哲
學
雑
誌
社
、
明
治
二
五
（
一
八
九
二
）

年
一
二
月
、
第
七
〇
号
。

（
73
）
米
山
前
掲
論
文
、
五
一
三
頁
。

（
74
）

初
出
は
、『
し
が
ら
み
草
紙
』、
明
治
二
四

（
一
八
九
一
）
年
一
〇
月
（
引
用
は
、
人
見
円
吉

編
『
日
本
近
代
詩
論
の
研
究
』
よ
り
）。

（
75
）
森
鴎
外
前
掲
論
文
、
六
二
頁
。

（
76
）

こ
の
点
に
関
し
て
は
島
村
抱
月
に
よ
る
冷

静
な
反
論
が
だ
さ
れ
て
い
る
。
島
村
抱
月
「『
月

草
』
を
読
み
て
」、『
早
稲
田
文
学
』
明
治
三
〇

（
一
八
九
七
）
年
二
月
三
日
。

（
77
）
森
鴎
外
前
掲
論
文
、
六
九
頁
。
強
調
原
文
。

（
78
）
森
鴎
外
前
掲
論
文
、
六
八
頁
。

（
79
）
こ
の
「
文
学
と
自
然
論
争
」
を
翻
訳
と
い
う

観
点
か
ら
論
じ
た
も
の
に
、
柳
父
章
『
翻
訳
の
思

想
』（
筑
摩
書
房
、
一
九
九
五
年
）
が
あ
る
。
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忍
月
、
山
田
美
妙
と
の
論
争
の
過
程
で
精
緻
化
さ
れ
、
山
田
批
判
と
ほ
ぼ
同
じ
時
期
の
、
坪
内
逍
遥
と
の
所
謂
「
没
理
想
論

争
」
に
お
い
て
も
論
を
闘
わ
し
て
い
る
。

　
「
没
理
想
論
争
」
は
、
こ
れ
ま
で
多
く
の
評
論
家
や
研
究
者
に
よ
っ
て
言
及
さ
れ
て
き
た
こ
と
な
の
で
詳
論
は
さ
け
る
が
、

簡
潔
に
述
べ
る
な
ら
ば
次
の
よ
う
な
事
で
あ
っ
た
。
坪
内
の
言
う
「
没
理
想
」
と
は
、
シ
ェ
ー
ク
ス
ピ
ア
の
作
品
に
つ
い
て

言
わ
れ
て
い
た
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
シ
ェ
ー
ク
ス
ピ
ア
の
作
品
群
が
多
様
な
価
値
評
価
を
も
許
容
す
る
ほ
ど
の
深
み
が
あ

る
、
と
い
う
こ
と
か
ら
「
没
理
想
」
だ
と
言
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
坪
内
は
恣
意
的
な
基
準
で
作
品
の
価
値
を
評
価
す
る
の

で
は
な
く
、
客
観
的
に
テ
ク
ス
ト
・
ク
リ
テ
ィ
ー
ク
を
ま
ず
す
べ
き
だ
と
述
べ
た
の
で
あ
り
、「
理
想
」
は
な
い
と
い
う
こ

と
で
は
な
か
っ
た
。
そ
れ
を
森
が
主
観
的
な
「
理
想
」
の
否
定
と
受
け
取
っ
た
こ
と
か
ら
論
争
が
生
じ
た
。

　

森
の
理
論
に
お
い
て
は
、「
意
識
界
」
で
あ
る
「
没
理
性
界
（
意
志
界
）」
と
「
無
意
識
界
」
で
あ
る
「
理
性
界
」
が
区
別

さ
れ
て
い
る
。
そ
の
「
無
意
識
界
」
の
「
イ
デ
ー
」
は
、「
意
識
界
」
に
「
神

イ
ン
ス
ピ
ラ
チ
オ
ン

来
」
し
、
そ
れ
を
作
家
や
詩
人
が
「
結
像
」

す
る
こ
と
で
具
象
化
さ
れ
る）

80
（

。
森
の
山
田
批
判
に
戻
る
な
ら
ば
、「
世
界
」
や
「
人
間
」
の
「
理
想
」
が
、「
無
意
識
界
」
で

あ
る
「
理
性
界
」
に
属
し
、「
人
情
の
理
想
」
が
そ
の
具
象
化
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
彼
の
理
論
が
適
用
さ
れ
た
と
見
る
こ
と

が
で
き
る
。
そ
の
具
象
化
に
あ
た
っ
て
導
入
さ
れ
る
の
が
哲
学
と
韻
文
の
区
別
で
あ
る
。
世
界
や
人
間
の
「
理
想
」
を
理
性

的
に
示
す
の
が
哲
学
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
感
性
的
に
示
す
の
が
韻
文
と
な
る
。

　

森
が
言
う
「
人
情
の
理
想
」
の
具
象
化
を
具
体
的
に
示
し
て
い
る
の
は
、
例
え
ば
『
於
母
影
』
の
自
ら
が
訳
し
た
と
さ
れ

る
「
マ
ン
フ
レ
ッ
ト
一
節
」
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　
　
　

マ
ン
フ
レ
ッ
ト
一
節

　
　

と○
○

○
○

○
○

○
○

も
し
火
に
油
を
ば
い○

○ま
ひ○

○
○

○

と
た
び
そ○

へ○
○て

む○

　
　

さ○
○

○

れ
ど
我○

い○

ぬ○
○る

ま○
○で
た○

も○
○

○

た
む
と○

も○

思○

は○
○ず

　
　

我○

ね○
○

○

む
る
と○

は○
○い

へ○
○ど

ま○
○

○

こ
と
の○

ね○
○

○

む
り
な○

○
○

ら
ず

　
　

深
き
思
ひ
の
た
め
に
絶
え
ず
く
る
し
め
ら
れ
て

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

 

　
　

む
ね
は
時
計
の
如
く
ひ
ま
な
く
う
ち
さ
わ
ぎ
つ

 

 

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

 

　
　

わ
が
ふ
さ
ぎ
し
眼
は
う
ち
に
む
か
ひ
て
あ
け

 

 

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

り）
81
（

 

（
80
）
十
川
信
介「
文
学
と
自
然―

想
実
論
を
め
ぐ
っ

て―

」、『「
ド
ラ
マ
」・「
他
界
」―

明
治
二
十

年
代
の
文
学
状
況
』、
筑
摩
書
房
、
昭
和
六
二

（
一
九
八
七
）
年
、
一
六
〇
頁
を
参
照
し
た
。
こ

こ
に
は
新
カ
ン
ト
派
で
あ
っ
た
ハ
ル
ト
マ
ン
の
影

響
も
あ
っ
た
ろ
う
が
、
ド
イ
ツ
留
学
中
の
森
は
、

ハ
ル
ト
マ
ン
を
余
り
よ
く
読
ん
で
い
な
か
っ
た
と

い
う
説
も
あ
る
。
神
田
孝
夫
「
森
鴎
外
とE

・
ハ

ル
ト
マ
ン―

『
無
意
識
哲
学
』
を
中
心
に―

」、

長
谷
川
泉
編
『
比
較
文
学
研
究　

森
鴎
外
』、
朝

日
出
版
社
、
昭
和
五
三
（
一
九
七
八
）
年
。

（
81
）「
マ
ン
フ
レ
ッ
ト
一
節
」（
一
部
）、『
於
母
影
』、

『
国
民
之
友
』、
第
五
八
号
夏
期
付
録
、
明
治
二
二

（
一
八
八
九
）
年
八
月
（
引
用
は
、
前
出
『
明
治

詩
人
集
（
一
）
明
治
文
学
全
集
60
』、
四
八
頁
）。

強
調
原
文
。
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音
数
的
に
も
関
心
を
引
く
こ
の
訳
詩
で
は
、
仄
か
に
明
る
い
場
所
で
あ
る
こ
と
や
、
ま
ど
ろ
み
と
現
実
の
境
に
在
る
よ
う
に
、

明
晰
で
な
い
心
理
状
況
に
私
が
置
か
れ
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、「
絶
え
ず
く
る
し
め
」に
く
る「
深
き
思
ひ
」が
、

追
い
立
て
る
よ
う
に「
眼
」を
内
部
に
向
か
わ
せ
る
。
こ
の
後
に
展
開
さ
れ
る
内
面
の
劇
に
お
い
て
、「
風
」や「
け
わ
し
き
山
」、

そ
し
て
「
地
の
そ
こ
海
の
そ
こ
」
に
い
る
神
々
に
私
が
呼
び
か
け
つ
つ
、
自
ら
を
責
め
る
様
が
描
か
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う

に
「
理
想
」
と
表
現
の
間
に
、（
あ
た
か
も
）
理
知
的
な
も
の
は
介
在
さ
せ
ず
に
、「
深
き
思
い
」
を
心
に
浮
か
ぶ
想
に
よ
っ

て
示
そ
う
と
し
て
い
る
点
が
重
要
で
あ
る
。
理
性
界
か
ら
到
来
す
る
イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
非
理
知
的
で
感
覚
的
に
「
理

想
」
を
浮
か
び
上
が
ら
せ
る
と
い
う
詩
の
イ
メ
ー
ジ
は
、
こ
の
よ
う
な
も
の
で
あ
ろ
う
。
韻
文
は
、
理
性
的
・
解
釈
的
・
哲

学
的
な
も
の
と
は
区
別
さ
れ
る
ゆ
え
、
ま
さ
に
「
叙
情
詩
」
と
呼
ぶ
に
ふ
さ
わ
し
い
も
の
で
あ
っ
た）

82
（

。

　

こ
の
理
想
を
巡
る
論
理
的
な
も
の
と
情
的
な
も
の
の
明
確
な
役
割
分
担
に
よ
っ
て
、
詩
は
理
知
的
な
も
の
よ
り
も
感
情
的

な
も
の
へ
と
変
貌
し
始
め
る
。
そ
れ
は
『
新
体
詩
抄
』
で
提
示
さ
れ
た
「
本
音
」
の
源
泉
を
、
近
代
的
な
個
の
心
情
へ
と
移

行
さ
せ
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
主
観
的
・
内
面
的
な
も
の
の
表
出
が
詩
の
本
質
と
さ
れ
た
こ
と
は
、「
声
」
に
内

面
を
直
感
的
に
表
出
す
る
契
機
を
与
え
、
伝
統
的
な
韻
律
か
ら
の
解
放
を
よ
り
促
進
す
る
も
の
で
も
あ
っ
た
。
だ
が
こ
の
内

面
は
、
日
清
戦
争
を
経
る
こ
と
で
、
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ス
テ
ィ
ッ
ク
に
再
編
さ
れ
て
い
く
の
で
あ
る
。

四
‐
二
．
内
容
の
ナ
シ
ョ
ナ
ル
な
編
制―

日
清
戦
争
、
故
郷
、
詩
、
詩
論

　

こ
こ
ま
で
述
べ
て
き
た
形
式
と
内
容
に
関
す
る
議
論
は
、
日
清
戦
争
と
い
う
事
件
を
受
け
て
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な

相
貌
へ
と
変
じ
始
め
る
。
明
白
に
意
識
さ
れ
な
か
っ
た
と
し
て
も
、
こ
の
こ
と
は
抒
情
詩
と
い
う
も
の
の
形
成
に
と
っ
て
不

可
欠
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
ず
そ
の
よ
う
な
変
貌
の
メ
ル
ク
マ
ー
ル
と
し
て
、
外
山
正
一
の
新
た
な
詩
論
を
見
て
い

き
た
い
。 

　
『
新
体
詩
抄
』
か
ら
一
三
年
後
、
外
山
は
、
中
邨
秋
香
・
阪
正
臣
・
上
田
万
年
ら
と
と
も
に
新
た
に
『
新
体
詩
歌
集
』
を

出
版
す
る）

83
（

。
外
山
は
序
文
に
当
た
る
「
新
体
詩
」
で
、
自
身
の
過
去
の
新
体
詩
の
試
み
を
自
負
を
持
っ
て
回
顧
し
つ
つ
、
新

た
な
立
場
を
表
明
す
る
こ
と
に
な
る
。

　

外
山
は
、『
新
体
詩
抄
』
の
発
表
後
、
あ
ま
り
新
体
詩
の
作
者
が
増
え
な
か
っ
た
の
は
、「
思
想
感
情
を
発
表
す
る
」
こ
と

を
必
要
と
す
る
者
が
い
な
か
っ
た
か
ら
だ
と
言
う）

84
（

。
も
ち
ろ
ん
こ
れ
は
誇
張
な
い
し
事
実
誤
認
で
あ
る
。
ま
た「
思
想
感
情
」

と
は
何
を
意
味
し
て
い
る
の
か
、
思
想
の
感
情
的
な
表
現
な
の
か
、
思
想
と
感
情
の
こ
と
な
の
か
も
こ
こ
で
は
曖
昧
な
ま
ま

で
あ
る）

85
（

。
だ
が
外
山
は
続
け
て
、
近
年
に
至
り
「
新
体
詩
及
び
其
の
一
族
な
る
軍
歌）

86
（

」
の
数
が
増
加
し
て
い
る
の
は
、
そ
れ

（
82
）
森
は
一
八
八
九（
明
治
二
二
）年
に
す
で
に「
叙

情
詩
」
と
い
う
訳
語
を
用
い
て
い
た
。
ま
た
越
智

治
雄
は
、
明
治
二
三
年
前
後
に
形
作
ら
れ
た
「
叙

事
詩
の
時
代
」
は
、
森
鴎
外
に
よ
っ
て
否
定
さ
れ

た
と
述
べ
て
い
る
。越
智
治
雄「
叙
事
詩
の
時
代
」、

一
五
一
‐
二
頁
。

（
83
）
外
山
正
一
「
新
体
詩
」、『
新
体
詩
歌
集
』、
大

日
本
図
書
、
明
治
二
八
（
一
八
九
五
）
年
九
月
。

（
84
）
外
山
前
掲
書
、
二
頁
。

（
85
）
森
鴎
外
は
、
外
山
が
絵
画
を
論
じ
る
こ
と
で

述
べ
た
「
錯
雑
な
る
思
想
」
の
「
思
想
」
を
、「
個

想
」（
イ
デ
ア
）、「
内
術
品
」
の
「
外
術
品
」
化
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は
日
清
戦
争
が
起
こ
っ
た
た
め
だ
と
述
べ
て
い
る
。
こ
れ
は
日
清
戦
争
が
「
思
想
感
情
」
の
「
発
表
」
を
促
し
た
と
い
う
認

識
を
外
山
が
持
っ
て
い
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
そ
の
よ
う
な
新
体
詩
や
軍
歌
の
増
加
と
い
う
状
況
を
受
け
て
、
外
山
は
両
者

の
創
始
者
と
し
て
、「
明
治
二
十
年
代
に
亦
新
体
詩
を
創
始
す
る
の
特
権
あ
る
者
と
自
認）

87
（

」
し
つ
つ
、
新
た
な
立
場
表
明
を

行
う
。

　

こ
の
立
場
表
明
に
お
い
て
『
新
体
詩
抄
』
で
用
い
ら
れ
た
七
五
調
は
、「
抵
抗
力
少
な
く
平な

だ
ら
か穏

に
。
軽
々
と
舌
の
動
く
た

め
に
便
利
な
る
も
。
種
々
変
化
あ
る
思
想
及
び
情
緒
は
。
到
底
斯
る
一
定
窮
屈
な
る
体
形
を
以
て
常
に
適
当
に
云
い
表
は
し

得
べ
き
に
非
ら
ず
。却
て
種
々
変
化
あ
る
体
形
を
使
用
す
る
こ
そ
適
当
な
る
べ
け
れ）

88
（

。」と
い
う
よ
う
に
否
定
さ
れ
て
し
ま
う
。

よ
り
厳
密
に
は
、
七
五
調
（
そ
し
て
五
七
調
）
は
、「
歌
」
に
用
い
る
事
が
適
当
と
さ
れ
、「
感
情
的
講
演）

89
（

」
に
用
い
る
の
は

不
適
当
と
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　

外
山
は
新
体
詩
を
「
長
歌
流
新
体
」
と
名
付
け
よ
う
と
し
て
い
た
こ
と
は
既
に
述
べ
た
。
こ
れ
は
当
時
、
新
体
詩
を
「
ポ

エ
ト
リ
ー
」
と
し
て
、つ
ま
り
歌
と
詩
を
両
方
含
む
も
の
と
し
て
構
想
し
て
い
た
か
ら
で
あ
っ
た
。
し
か
し
『
新
体
詩
歌
集
』

で
は
、
自
ら
の
新
体
詩
を
「
朗
読
体
」
な
い
し
「
講
演
体
新
体
詩
」
と
呼
ぶ
こ
と
を
提
案
し
て
い
る）

90
（

。
こ
れ
は
、
詩
と
歌
の

総
称
で
あ
る
「
ポ
エ
ト
リ
ー
」
か
ら
「
歌
」
を
排
除
し
、
話
し
伝
え
る
た
め
の
（
新
た
な
）
新
体
詩
と
い
う
立
場
へ
の
転
換

で
あ
っ
た）

91
（

。
こ
の
こ
と
は
ま
た
「
音
調
」
と
密
接
で
あ
っ
た
「
平
常
ノ
語
」
を
、
日
常
的
な
言
葉
と
い
う
、
よ
り
現
代
的
な

意
味
に
転
換
し
て
い
く
こ
と
で
も
あ
っ
た
。

　

で
は
外
山
は
ど
の
よ
う
な
新
体
詩
を
作
り
、そ
し
て
ど
の
よ
う
に
「
思
想
感
情
」
を
「
講
演
」
し
た
の
か
。『
新
体
詩
歌
集
』

に
は
、外
山
の
詩
が
一
二
篇
載
せ
て
あ
る
。そ
の
タ
イ
ト
ル
を
示
す
な
ら
ば
、「
我
は
喇
叭
手
な
り
」「
佐
久
間
玄
藩
」「
郭
公
」「
忘

る
ゝ
な
此
日
を
」「
往
け
行
け
日
本
男
児
」「
我
が
海
軍
」「
忘
れ
が
た
み
」「
旅
順
の
英
雄
可
兒
大
尉
」「
画
題
」「
迷
へ
る
母
」

「
吊
詞
」「
輪
卒
」
と
あ
り
、ほ
ぼ
戦
争
を
題
材
に
し
た
作
品
と
な
っ
て
い
る
。「
歌
」
集
の
巻
頭
を
飾
る
「
我
は
喇
叭
手
な
り
」

は
、
次
の
よ
う
な
作
品
と
な
っ
て
い
る
。

　
　

岡
山
県
人
白
神
源
次
郎
。
彼
は
亦
一
個
の
喇
叭
手
な
り
。

　
　

人
は
云
へ
り
。
彼
は
唯
々
喇
叭
吹
き
な
り
と
。

　
　

彼
は
云
へ
り
。
我
は
唯
々
喇
叭
吹
き
な
り
と
。

　
　

成
歓
の
役
。
彼
は
進
軍
の
喇
叭
を
奏
す
。
我
軍
猛
進
。
砲
声
既
に
交
る
。
忽
ち
飛
来
る
一
丸
彼
の
胸
部
を
貫
く
。

　
　

鮮
血
淋
漓
後
に
撞
と
倒
れ
た
り
。
然
れ
ど
も
喇
叭
を
放
た
ず
。
喨
々
と
吹
き
続
け
し
な
り
。

で
あ
る
「
美
術
品
」、
内
的
に
イ
ン
ス
パ
イ
ア
さ

れ
た
美
で
あ
る
「
随
美
」
で
あ
る
と
し
、「
錯
雑

な
る
」
を
、
理
性
の
回
路
を
経
る
こ
と
と
し
て
の

「
考
思
」、
社
会
的
な
「
葛
藤
」
の
あ
る
こ
と
、
と

い
う
よ
う
に
分
析
し
て
い
る
（「
外
山
正
一
氏
の

画
論
を
再
評
し
て
諸
家
の
駁
説
に
旁
及
す
」、『
柵

草
紙
』、
明
治
二
三
（
一
八
九
〇
）
年
六
月
二
五

日
（
第
九
号
）、
引
用
は
『
鴎
外
全
集
』
第
二
二

巻
、
岩
波
書
店
、
昭
和
四
八
（
一
九
七
三
）
年
、

二
一
七
‐
二
四
頁
よ
り
）。

　

し
か
し
こ
れ
は
森
鴎
外
自
身
の
思
想
に
明
ら
か

に
引
き
つ
け
過
ぎ
て
い
る
。
こ
こ
で
言
わ
れ
て
い

る
外
山
の
「
思
想
」
と
は
、
時
代
の
変
遷
に
適
っ

た
「
画
題
」
と
い
う
、
ス
ペ
ン
サ
ー
流
の
進
化
論

を
反
映
し
た
も
の
で
し
か
な
い
。
ま
た
外
山
は
絵

画
を
、
形
状
画
、
活
動
画
、
情
緒
画
、
思
想
画
に

分
類
し
、思
想
画
以
外
を
「
レ
セ
プ
チ
ウ
、ス
テ
ー

ジ
」receptive stage

、
思
想
画
を
「
コ
ン
セ
プ

チ
ウ
、
ス
テ
ー
ジ
」conceptive stage

に
分
け

て
い
る
。
森
はreceptive stage

を
、
感
動
の

契
機
で
あ
る
「
感
納
的
段
階
」
だ
と
自
身
の
理
論

に
重
ね
て
把
握
し
て
い
る
が
、concept

に
対
し

て
は
、そ
れ
が「
思
想
」と
同
義
で
な
い
こ
と
か
ら
、

何
を
意
味
し
て
い
る
の
か
は
っ
き
り
掴
み
か
ね
て

い
る
。
だ
がreceptive

が
受
動
性
を
示
し
て
い

る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、conceptive

と
は
「
構
想

す
る
」
と
い
う
能
動
性
、「
完
全
に
掴
む
」
と
い

う
語
源
に
近
い
か
た
ち
で
使
用
さ
れ
て
い
る
よ
う

に
思
え
る
。
と
い
う
の
も
ス
ペ
ン
サ
ー
の
進
化
論

を
受
容
し
た
外
山
に
と
っ
て
、
日
本
は
近
代
化
さ

れ
た
西
洋
諸
国
に
対
し
て
劣
位
に
あ
り
、
弱
肉
強

食
と
い
う
そ
の
世
界
観
か
ら
す
れ
ば
受
動
性
か
ら

能
動
性
へ
の
転
換
は
必
須
だ
と
考
え
て
い
た
か
ら

で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
「
錯
雑
な
る
」
と
は
、
森

の
指
摘
す
る
よ
う
な
「
社
会
的
葛
藤
」（
同
前
、
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〔
…
…
〕

　
　

彼
が
吹
き
し
喇
叭
の
音
は
。
高
く
天
涯
に
届
き
し
な
り
。
広
く
万
国
に
達
せ
し
な
り
。

　
　
〔
…
…
〕

　
　

白
神
が
吹
き
し
進
軍
喇
叭
の
音
は
。
四
千
万
同
胞
の
耳
に
は
。
今
も
明
に
聞
ゆ
る
な
り）

92
（

。

こ
の
作
品
は
、
他
の
も
の
に
比
べ
て
完
成
度
が
高
い
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
れ
で
も
外
山
の
「
新
」
新
体
詩
と
は
、
ほ
と
ん
ど

軍
歌
と
見
紛
う
ば
か
り
の
も
の
で
あ
り
、
講
演
さ
れ
る
内
容
＝
思
想
も
、
戦
意
高
揚
を
図
る
も
の
で
あ
っ
た
。「
往
け
行
け

日
本
男
児
」
や
「
我
が
海
軍
」
な
ど
も
同
様
で
あ
り
、
こ
れ
ら
は
よ
り
散
文
的
で
あ
り
、
外
山
が
意
図
し
た
よ
う
に
講
演
録

と
で
も
い
う
べ
き
文
体
に
な
っ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
外
山
の
立
場
の
転
換
に
、
日
清
戦
争
の
影
響
が
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
と
は
い
え
、『
新
体
詩
抄
』

の
頃
か
ら
、「
平
常
ノ
語
」
が
ナ
シ
ョ
ナ
ル
な
機
能
を
持
っ
て
い
た
の
で
あ
れ
ば
、
外
山
の
立
場
に
大
き
な
変
更
は
な
い
。

ま
た
講
演
的
新
体
詩
も
、
戦
時
期
で
な
け
れ
ば
多
様
な
思
想
や
形
式
（
例
え
ば
散
文
詩
）
を
呼
び
込
む
可
能
性
を
持
つ
も
の

で
も
あ
っ
た
。
だ
が
こ
の
時
期
に
大
量
に
作
ら
れ
た
軍
歌
が
形
成
す
る
清
、
朝
鮮
、
日
本
の
イ
メ
ー
ジ
は
、
外
山
の
み
な
ら

ず
、
日
本
近
代
詩
の
内
実
に
強
く
影
響
し
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　

一
八
九
四
‐
五
（
明
治
二
七
‐
八
）
年
に
大
量
に
作
ら
れ
た
軍
歌
の
タ
イ
ト
ル
を
い
く
つ
か
示
す
な
ら
ば
、
佐
佐
木
信
綱

『
支
那
征
伐
の
歌
』、半
渓
散
史
『
軍
人
学
生
必
読
進
撃
新
軍
歌
』、伊
東
洋
二
郎
『
支
那
朝
鮮
凱
戦
軍
歌
』、塩
沢
恭
助
編
『
御

国
の
光
り
』、中
村
為
弘
編
『
皇
国
を
護
れ
』、陸
軍
省
参
謀
本
部
編
『
支
那
征
伐
の
軍
歌
』、鬼
石
学
人
『
支
那
征
伐
大
和
魂
』、

山
田
源
一
郎
編
『
大
捷
軍
歌
』
等
々
と
枚
挙
に
暇
が
な
い
。
も
ち
ろ
ん
福
地
楼
知
、
山
路
愛
山
、
宮
崎
湖
処
子
ら
も
軍
歌
＝

新
体
詩
を
作
っ
て
い
た
。

　

こ
れ
ら
の
大
量
の
軍
歌
や
新
体
詩
が
作
り
出
し
た
清
・
朝
鮮
・
日
本
の
イ
メ
ー
ジ
の
範
型
は
、
明
治
天
皇
の
「
清
国
ニ
対

ス
ル
宣
戦
ノ
詔
勅
」(

一
八
九
四
（
明
治
二
七
）
年
八
月
一
日)

で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
こ
の
詔
勅
に
は
、
宣
戦
布

告
の
理
由
と
し
て
次
の
よ
う
に
書
か
れ
て
い
た
。
少
し
長
い
が
一
部
引
用
す
る
。

　
　

惟
フ
ニ
朕
カ
即
位
以
来
茲
ニ
二
十
有
余
年
文
明
ノ
化
ヲ
平
和
ノ
治
ニ
求
メ
事
ヲ
外
国
ニ
搆
フ
ル
ノ
極
メ
テ
不
可
ナ
ル
ヲ

　
　

信
シ
有
司
ヲ
シ
テ
常
ニ
友
邦
ノ
誼
ヲ
篤
ク
ス
ル
ニ
努
力
セ
シ
メ
幸
ニ
列
国
ノ
交
際
ハ
年
ヲ
逐
フ
テ
親
密
ヲ
加
フ
何
ソ
料

　
　

ラ
ム
清
国
ノ
朝
鮮
事
件
ニ
於
ケ
ル
我
ニ
対
シ
テ
著
著
鄰
交
ニ
戻
リ
信
義
ヲ
失
ス
ル
ノ
挙
ニ
出
テ
ム
ト
ハ

二
二
四
頁
）
と
い
う
よ
り
も
、
い
わ
ば
「
国
際
的

葛
藤
」
で
あ
り
、『
新
体
詩
抄
』
の
詩
で
典
型
的

に
示
さ
れ
た
よ
う
な
、
思
想
に
お
け
る
重
厚
長
大

と
い
う
ニ
ュ
ア
ン
ス
を
帯
び
て
い
る
。

（
86
）
外
山
前
掲
書
、
二
頁
。

（
87
）
外
山
前
掲
書
、
三
頁
。

（
88
）
外
山
前
掲
書
、
四
頁
。

（
89
）
外
山
前
掲
書
、
五
頁
。

（
90
）
外
山
前
掲
書
、
六
頁
。
ま
た
こ
の
事
は
「
新

体
詩
及
び
朗
読
法
」（『
帝
国
文
学
』
明
治
二
九

（
一
八
九
六
）
年
三
月
）
で
よ
り
詳
細
に
論
じ
ら

れ
て
い
る
。

（
91
）
そ
の
意
味
で
『
新
体
詩
歌
集
』
の
『
歌
集
』
は
、

外
山
に
と
っ
て
ふ
さ
わ
し
い
も
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
。

（
92
）
外
山
「
我
は
喇
叭
手
な
り
」（
部
分
）、『
新
体

詩
歌
集
』、
二
‐
三
頁
。
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朝
鮮
ハ
帝
国
カ
其
ノ
始
ニ
啓
誘
シ
テ
列
国
ノ
伍
伴
ニ
就
カ
シ
メ
タ
ル
独
立
ノ
一
国
タ
リ
而
シ
テ
清
国
ハ
毎
ニ
自
ラ
朝
鮮

　
　

ヲ
以
テ
属
邦
ト
称
シ
陰
ニ
陽
ニ
其
ノ
内
政
ニ
干
渉
シ
其
ノ
内
乱
ア
ル
ニ
於
テ
口
ヲ
属
邦
ノ
拯
難
ニ
籍
キ
兵
ヲ
朝
鮮
ニ
出

　
　

シ
タ
リ
朕
ハ
明
治
十
五
年
ノ
条
約
ニ
依
リ
兵
ヲ
出
シ
テ
変
ニ
備
ヘ
シ
メ
更
ニ
朝
鮮
ヲ
シ
テ
禍
乱
ヲ
永
遠
ニ
免
レ
治
安
ヲ

　
　

将
来
ニ
保
タ
シ
メ
以
テ
東
洋
全
局
ノ
平
和
ヲ
維
持
セ
ム
ト
欲
シ
先
ツ
清
国
ニ
告
ク
ル
ニ
協
同
事
ニ
従
ハ
ム
コ
ト
ヲ
以
テ

　
　

シ
タ
ル
ニ
清
国
ハ
翻
テ
種
々
ノ
辞
抦
ヲ
設
ケ
之
ヲ
拒
ミ
タ
リ
帝
国
ハ
是
ニ
於
テ
朝
鮮
ニ
勧
ム
ル
ニ
其
ノ
秕
政
ヲ
釐
革
シ

　
　

内
ハ
治
安
ノ
基
ヲ
堅
ク
シ
外
ハ
独
立
国
ノ
権
義
ヲ
全
ク
セ
ム
コ
ト
ヲ
以
テ
シ
タ
ル
ニ
朝
鮮
ハ
既
ニ
之
ヲ
肯
諾
シ
タ
ル
モ

　
　

清
国
ハ
終
始
陰
ニ
居
テ
百
方
其
ノ
目
的
ヲ
妨
碍
シ
剰
ヘ
辞
ヲ
左
右
ニ
托
シ
時
機
ヲ
緩
ニ
シ
以
テ
其
ノ
水
陸
ノ
兵
備
ヲ
整

　
　

ヘ
一
旦
成
ル
ヲ
告
ク
ル
ヤ
直
ニ
其
ノ
力
ヲ
以
テ
其
ノ
欲
望
ヲ
達
セ
ム
ト
シ
更
ニ
大
兵
ヲ
韓
土
ニ
派
シ
我
艦
ヲ
韓
海
ニ
要

　
　

撃
シ
殆
ト
亡
状
ヲ
極
メ
タ
リ）

93
（

「
帝
国
」
日
本
が
啓
蒙
す
る
こ
と
で
朝
鮮
は
独
立
国
と
な
っ
た
。
だ
が
そ
の
朝
鮮
に
対
し
、
清
は
属
国
化
す
べ
く
内
政
干
渉

を
行
い
、
東
学
農
民
軍
の
蜂
起
（
甲
午
農
民
戦
争
）
に
乗
じ
て
派
兵
し
た
。
こ
の
状
況
に
対
し
日
本
は
、「
明
治
十
五
年
の

条
約
」、す
な
わ
ち
朝
鮮
王
朝
と
の
間
で
結
ば
れ
た
済
物
浦
条
約
に
則
っ
て
朝
鮮
に
出
兵
し
た
。
そ
し
て
朝
鮮
、ひ
い
て
は「
東

洋
全
局
ノ
平
和
」の
た
め
共
同
で
事
に
当
た
る
こ
と
を
提
案
す
る
が
、清
は
言
葉
巧
み
に
そ
れ
を
拒
ん
だ
。そ
の
た
め
日
本
は
、

朝
鮮
に
内
政
の
改
革
、
ま
た
独
立
国
と
し
て
の
義
務
と
権
利
を
全
う
す
る
こ
と
を
勧
め
、
朝
鮮
も
そ
れ
を
受
け
入
れ
る
。
だ

が
清
は
そ
の
目
的
を
妨
害
し
、
己
の
「
欲
望
」
を
満
た
す
た
め
に
水
陸
か
ら
兵
を
朝
鮮
に
出
兵
し
、
日
本
の
艦
も
要
撃
し
た

（
が
、
日
本
海
軍
に
敗
れ
ほ
ぼ
壊
滅
し
た
）。
こ
の
よ
う
に
清
は
「
信
義
ヲ
失
ス
ル
」
国
で
あ
り
、
ま
た
事
態
も
こ
の
よ
う
に

緊
迫
し
て
い
る
以
上
、「
東
洋
ノ
平
和
を
ヲ
シ
テ
永
ク
担
保
」
す
る
た
め
に
宣
戦
布
告
せ
ざ
る
を
得
な
い
、
と
い
う
の
が
こ

の
詔
勅
の
ス
ト
ー
リ
ー
で
あ
る
。

　

ポ
イ
ン
ト
と
し
て
は
、
①
清
が
「
信
義
ヲ
失
ス
ル
」
行
為
を
す
る
国
で
あ
る
こ
と
、
②
朝
鮮
は
啓
蒙
さ
れ
保
護
さ
れ
る
べ

き
対
象
で
あ
り
、
ま
た
内
政
・
外
政
に
お
い
て
非
近
代
的
国
家
で
あ
る
こ
と
、
③
日
本
は
「
信
義
」
に
則
っ
て
行
動
す
る
国

で
あ
り
、
そ
れ
に
基
づ
き
朝
鮮
を
独
立
国
へ
と
誘
い
、
ま
た
こ
の
度
の
戦
争
も
そ
こ
に
照
ら
し
た
上
で
の
や
む
を
得
な
い
選

択
で
あ
っ
た
、
と
い
う
三
つ
の
イ
メ
ー
ジ
と
ス
ト
ー
リ
ー
が
挙
げ
ら
れ
よ
う
。

　

煩
瑣
に
な
る
の
で
一
々
引
用
は
し
な
い
が
、
当
時
出
版
さ
れ
た
軍
歌
や
新
体
詩
は
、
こ
の
詔
勅
の
イ
メ
ー
ジ
・
ス
ト
ー
リ
ー

を
ほ
ぼ
な
ぞ
る
よ
う
に
、
七
五
調
や
五
七
調
等
の
型
を
用
い
て
、
歌
っ
て
い
た
と
い
っ
て
よ
い
。
し
か
し
そ
れ
に
留
ま
ら
ず
、

①
〜
③
の
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
清
・
朝
鮮
・
日
本
の
イ
メ
ー
ジ
は
、修
辞
に
よ
っ
て
よ
り
強
く
形
象
化
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
結
果
、

（
93
）

こ
の
詔
勅
に
関
し
て
は
、
ア
ジ
ア
歴
史
資

料
セ
ン
タ
ー
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
閲
覧
で
き

る
。JACAR(

ア
ジ
ア
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー)Ref.

A03020165699

、
御
署
名
原
本
・
明
治

二
十
七
年
・
詔
勅
八
月
一
日
・
清
国
ニ
対
シ
宣
戦

（
国
立
公
文
書
館
）
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①
清
は
、「
無
知
」「
明
き
盲
目
」「
龍
車
〔
＝
日
本
軍
〕
に
向
ひ
し
蟷
螂
」「
豚
」「
弱
兵
」「
阿
呆
面
」「
烏
合
の
族
」「
野
蛮
」

と
い
っ
た
侮
蔑
的
表
現
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
る
。
そ
の
一
方
で
、「
虎
」
や
伝
説
上
の
動
物
で
あ
る
「
蛟

み
ず
ち

」
と
い
っ
た
手
ご

わ
い
存
在
と
し
て
も
形
象
化
さ
れ
、
戦
争
に
重
み
を
与
え
る
場
合
も
あ
る
。
し
か
し
「
義
」
が
欠
如
し
て
い
る
こ
と
が
清
の

真
な
る
本
質
と
さ
れ
、
そ
れ
故
に
「
傲
慢
無
礼
」「
蒙
昧
頑
固
」
で
あ
り
、
懲
ら
し
め
る
べ
き
国
だ
と
さ
れ
る
。
ま
た
②
朝

鮮
は
、清
の
属
国
だ
と
さ
れ
、「
卑
屈
」「
愚
昧
」「
腐
敗
」
故
に
、日
本
に
よ
っ
て
保
護
さ
れ
る
べ
き
存
在
と
し
て
示
さ
れ
る
。

ま
た
「
腐
敗
」
の
象
徴
と
し
て
閔
妃
が
位
置
づ
け
ら
れ
、
後
の
暗
殺
の
契
機
と
な
り
う
る
よ
う
な
形
象
化
が
行
わ
れ
る
場
合

も
あ
る
。
ま
た
「
朝
鮮
」
は
、
日
本
の
「
義
」
が
試
さ
れ
る
場
と
し
て
も
機
能
さ
せ
ら
れ
て
い
る
。
最
後
に
③
日
本
に
関
し

て
は
、
清
の
不
義
を
強
調
す
る
こ
と
で
、
逆
に
日
本
軍
の
派
兵
が
「
義
」
と
し
て
描
き
出
さ
れ
る
。
そ
の
よ
う
に
「
義
」
が

軍
事
力
と
結
び
つ
く
こ
と
で
、
そ
の
周
り
に
「
武
」
と
「
勇
」
が
配
置
さ
れ
る
。
さ
ら
に
教
育
・
軍
事
、
郵
便
や
鉄
道
と
い
っ

た
イ
ン
フ
ラ
整
備
な
ど
に
よ
っ
て
朝
鮮
国
を
啓
蒙
し
、
聡
明
に
し
た
と
い
う
ス
ト
ー
リ
ー
に
よ
っ
て
、
日
本
は
光
の
国
、「
亜

細
亜
の
盟
主
」
と
し
て
表
象
さ
れ
る
。
そ
の
日
本
自
体
は
、
天
皇
と
国
民
は
一
体
で
あ
る
こ
と
と
、
歴
史
的
に
も
同
一
性
を

保
持
し
て
い
る
こ
と
が
自
然
の
メ
タ
フ
ァ
ー
で
表
わ
さ
れ
、
そ
れ
は
「
日
本
魂
」「
大
和
魂
」
と
し
て
本
質
化
さ
れ
表
現
さ

れ
る
。
以
上
の
「
義
」「
武
」「
勇
」「
光
」
そ
し
て
天
皇
と
国
民
と
の
自
然
的
一
体
性
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
は
、
例
え
ば
佐
佐

木
信
綱
『
支
那
征
伐
の
歌
』
所
収
の
「
日
章
旗
の
歌
」
で
、
典
型
的
に
歌
わ
れ
て
い
る
。

　
　

東
の
洋う

み

に
輝
き
て

　
　
　
　
　
　

豊と
よ

さ
か
の
ぼ
る
日ひ

の
も
と本

の

　
　

国
の
光
を
あ
ら
わ
さ
む

　
　
　
　
　
　

時と

き機
は
来
れ
り
今
ぞ
今

　
　

天
壌
無
窮
の
皇
統
を

　
　
　
　
　
　

う
け
つ
ぎ
来
れ
る
日ひ

の
も
と本

の

　
　

国
の
名ほ

ま
れ誉

を
あ
ら
わ
さ
む

　
　
　
　
　
　

時と

き機
は
来
れ
り
今
ぞ
今

　
　

武
勇
す
ぐ
れ
て
義
に
厚
き

　
　
　
　
　
　

日や
ま
と本

を
の
こ
の
き
よ
き
名
を

　
　

千
代
萬よ

ろ
づ
よ代

に
つ
た
て
へ
む
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時と

き機
は
来
れ
り
今
ぞ
今

　
　
〔
…
…
〕

　
　

日や
ま
と本

魂
た
ま
し
い

世
に
示
す

　
　
　
　
　
　

時と

き機
は
来
れ
り
今
ぞ
今

　
　

朝
日
に
匂
ふ
や
ま
ざ
く
ら

　
　
　
　
　
　

清
く
正
し
き
敷
嶋
の

　
　

日や
ま
と本

ご
ゝ
ろ
を
世
に
示
す

　
　
〔
…
…
〕

　
　
　
　
　
　

時と

き機
は
来
れ
り
今
ぞ
今

　
　

亜
細
亜
の
は
て
の
一
孤
島

　
　
　
　
　
　

国
小
な
れ
ど
東
洋
の

　
　

覇
王
の
権
を
握
る
べ
き）

94
（

七
五
調
や
文
語
体
、
そ
し
て
「
時
機
は
来
た
れ
り
今
ぞ
今
」
と
い
う
リ
フ
レ
イ
ン
が
相
ま
っ
て
、「
日
本
」
の
歴
史
的
一
体

性
が
効
果
的
に
感
じ
ら
れ
る
。
こ
の
後
の
作
品
の
展
開
は
、先
の
詔
勅
の
ス
ト
ー
リ
ー
が
文
語
体
の
ま
ま
な
ぞ
ら
れ
て
い
る
。

そ
し
て
更
に
踏
み
込
ん
で
、
清
も
朝
鮮
も
文
明
へ
と
導
く
た
め
に
、「
国
語）

95
（

」
を
教
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
ま
で
歌
う
。

こ
の
よ
う
な
軍
歌
が
唱
歌
と
し
て
取
り
入
れ
ら
れ
る
こ
と
で
、
清
・
朝
鮮
・
日
本
の
イ
メ
ー
ジ
は
大
人
か
ら
子
ど
も
ま
で
共

有
さ
れ
て
い
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

　

と
こ
ろ
で
十
川
信
介
は
、
明
治
二
〇
年
代
初
頭
に
、
実
世
界
に
対
す
る
想
世
界
へ
の
願
望
が
、
大
き
く
二
つ
現
わ
れ
て
い

る
と
指
摘
し
て
い
る
。
一
つ
は
、「
既
知
の
空
間
へ
の
回
帰
」
で
あ
り
、具
体
的
に
は
「
地
方
出
身
者
が
つ
む
ぐ
故
郷
の
想
念
」

で
あ
り
、
も
う
一
つ
は
「
未
知
の
空
間
へ
の
脱
出
」、
す
な
わ
ち
「
社
会
か
ら
隔
絶
さ
れ
た
秘
境
、
さ
ら
に
は
他
界
と
も
呼

ぶ
べ
き
時
空
を
超
越
し
た
世
界
へ
の
あ
こ
が
れ
」
で
あ
る）

96
（

。

　
「
故
郷
」
の
現
わ
れ
る
文
学
作
品
と
し
て
は
、
唱
歌
「
故
郷
の
空
」（
一
八
八
八
（
明
治
二
一
）
年
）、
嵯
峨
之
屋
御
室
『
野

末
の
菊
』（
一
八
八
九
（
明
治
二
二
）
年
）、北
村
透
谷
『
楚
囚
之
詩
』（
一
八
八
九
（
明
治
二
二
）
年
）、宮
崎
湖
処
子
『
帰
省
』

（
一
八
九
〇
（
明
治
二
三
）
年
）
等
が
あ
る
。
や
や
時
代
が
下
っ
た
も
の
と
し
て
は
、「
ふ
る
さ
と
は
遠
き
に
あ
り
て
思
ふ
も

の
／
そ
し
て
悲
し
く
う
た
ふ
も
の
」
で
は
じ
ま
る
、
室
生
犀
星
「
小
景
異
情 

そ
の
二
」（
一
九
一
八
（
大
正
七
）
年
）
や
現

（
94
）
佐
佐
木
信
綱
「
日
章
旗
の
歌
」（
部
分
）、『
支

那
征
伐
の
歌
』、博
文
館
、明
治
二
七
（
一
八
九
四
）

年
、
一
‐
五
頁
。

（
95
）
佐
々
木
前
掲
書
、
一
二
頁
。

（
96
）
十
川
信
介「
石
橋
忍
月―

『
想
実
論
』を
め
ぐ
っ

て―

」、『「
ド
ラ
マ
」・「
他
界
」―

明
治
二
十

年
代
の
文
学
状
況
』、
筑
摩
書
房
、
昭
和
六
二

（
一
九
八
七
）
年
、
一
七
二
頁
。
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在
で
も
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
唱
歌
「
故
郷
」（
一
九
一
四
（
大
正
三
）
年
）
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
よ
う
。

　

そ
の
「
故
郷
」
に
関
し
て
成
田
龍
一
は
、
そ
れ
は
実
体
的
に
存
在
す
る
も
の
で
は
な
く
、
都
市
＝
東
京
と
い
う
異
郷
か
ら

語
ら
れ
る
こ
と
で
構
成
さ
れ
る
概
念
で
あ
る
と
論
じ
て
い
る）

97
（

。
つ
ま
り
「
故
郷
」
概
念
は
、
空
間
的
な
移
動
と
、
移
動
後
に

語
ら
れ
る
と
い
う
時
間
的
事
後
性
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
る
構
成
的
概
念
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
を
示
す
具

体
例
と
し
て
、
成
田
は
「
兎
追
い
し
彼
の
山
…
…
」
か
ら
始
ま
る
唱
歌
「
故
郷
」
を
挙
げ
て
お
り
、
そ
こ
で
は
心
情
と
し
て

の
「
故
郷
」
が
東
京
（
都
市
）
か
ら
歌
わ
れ
て
い
る
と
分
析
し
て
い
る
。
成
田
の
緻
密
な
分
析
か
ら
す
れ
ば
指
摘
の
と
お
り

で
あ
ろ
う
が
、
こ
の
分
析
枠
組
み
か
ら
決
定
的
に
零
れ
落
ち
て
し
ま
っ
て
い
る
の
は
、
植
民
地
か
ら
「
故
郷
」
を
歌
う
と
い

う
観
点
で
あ
る
。
唱
歌
「
故
郷
」
が
作
ら
れ
た
時
代
を
考
慮
す
る
な
ら
ば
、そ
の
中
の
一
節
「
い
つ
の
日
に
か
帰
ら
ん
」
は
、

「
都
市
」
か
ら
だ
け
で
な
く
、
植
民
地
か
ら
「
故
郷
」
へ
と
い
う
視
点
も
持
つ
と
言
っ
て
も
間
違
い
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。

　

亀
井
秀
雄
に
よ
る
と
、明
治
二
〇
年
中
頃
か
ら
三
〇
年
あ
た
り
の
抒
情
詩
、例
え
ば
宮
崎
・
国
木
田
ら
の
『
抒
情
詩
』
等
は
、

抒
情
の
源
泉
を
個
々
の
心
情
に
置
い
て
い
た
た
め
、
体
制
的
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
を
直
接
的
に
は
反
映
し
て
い
な
い
。
し
か
し
当

時
多
く
用
い
ら
れ
た
「
自
由
」、「
子
ど
も
（
時
代
）」、「
故
郷
」
と
い
っ
た
題
材
は
、
回
復
不
可
能
な
過
去
な
い
し
対
象
と

し
て
措
定
さ
れ
、
そ
れ
を
悔
恨
や
願
望
と
い
っ
た
詠
嘆
的
な
調
子
で
詠
う
方
法
が
用
い
ら
れ
た
。
そ
れ
は
結
果
的
に
、
今
あ

る
現
状
を
肯
定
す
る
こ
と
と
な
り
、
間
接
的
に
体
制
的
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
を
受
け
入
れ
て
し
ま
う
素
地
を
持
つ
も
の
で
あ
っ

た）
98
（

。
と
り
わ
け
「
故
郷
」
は
、「
眼
前
の
情
景
に
、
あ
る
欠
如
を
感
じ
て
し
ま
う
感
性
」
を
端
的
に
開
く
対
象
で
あ
る
と
同

時
に
、超
越
的
で
「
時
間
的
に
普
遍
な
る
も
の
の
イ
メ
ー
ジ
」
と
も
な
っ
た）

99
（

。
こ
の
点
は
北
村
透
谷
の
「
想
世
界
」「
実
世
界
」

と
い
う
区
別
も
、
単
な
る
現
状
肯
定
に
は
な
ら
な
か
っ
た
と
は
い
え
、
そ
の
超
越
性
に
お
い
て
一
脈
通
じ
て
い
る
と
指
摘
さ

れ
て
い
る)100

(

。

　

亀
井
が
論
じ
る
よ
う
に
、「
故
郷
」
と
い
う
テ
ー
マ
が
、
欠
如
と
し
て
の
超
越
的
対
象
の
措
定
で
あ
る
な
ら
ば
、「
清
」
や

「
朝
鮮
」
は
、
十
川
が
指
摘
し
て
い
た
も
う
一
つ
の
想
界
願
望
で
あ
る
、「
未
知
の
空
間
へ
の
脱
出
」
に
属
す
る
も
の
で
あ
ろ

う）
101
（

。
す
な
わ
ち
「
清
」
や
「
朝
鮮
」
は
、「
故
郷
」
の
欠
如
を
埋
め
、
憧
れ
の
世
界
と
い
う
抽
象
性
を
充
実
さ
せ
具
体
化
す

る
彼
岸
的
対
象
と
し
て
位
置
づ
け
得
る
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
欠
如
と
し
て
の
超
越
的
対
象
措
定
が
、
現
状
肯
定
的
に
体
制

的
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
受
け
入
れ
に
繋
が
っ
た
の
だ
と
す
れ
ば
、
日
清
戦
争
を
契
機
に
作
り
上
げ
ら
れ
た
清
や
朝
鮮
の
イ
メ
ー

ジ
は
、
欠
如
的
対
象
を
実
際
に
埋
め
合
わ
せ
る
こ
と
の
で
き
る
彼
岸
の
対
象
と
し
て
措
定
さ
れ
た
と
言
っ
て
も
よ
か
ろ
う
。

つ
ま
り
欠
如
的
対
象
が
ネ
ガ
で
あ
れ
ば
、
清
や
朝
鮮
の
イ
メ
ー
ジ
は
ポ
ジ
と
し
て
、
悔
恨
／
希
望
、
悲
し
み
／
喜
び
、
喪
失

／
獲
得
の
よ
う
に
隣
り
合
っ
て
関
係
し
合
う
可
能
性
を
持
ち
う
る
。
例
え
ば
「
故
郷
」
の
詩
を
多
く
書
い
た
宮
崎
湖
処
子
は
、

（
97
）
成
田
龍
一
『「
故
郷
」
と
い
う
物
語―

都
市

空
間
の
歴
史
学
』、
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
八
年
、

一
四
頁
。

（
98
）
亀
井
秀
雄
「
抒
情
詩
の
成
立―

近
代
詩
史
の

試
み
（
六
）」、『
文
学
』、
岩
波
書
店
、
一
九
八
六

年
一
一
月
（
第
五
四
巻
一
一
号
）、
一
一
五
頁
。

そ
の
よ
う
な
欠
如
観
が
消
滅
し
、
目
前
の
も
の
を

あ
る
が
ま
ま
に
十
全
に
詠
う
こ
と
が「
自
然
主
義
」

へ
の
移
行
の
メ
ル
ク
マ
ー
ル
と
な
る
。

（
99
）
亀
井
前
掲
論
文
、順
に
一
二
〇
頁
、一
一
六
頁
。

（
100
）

内
容
と
形
式
の
分
離
に
関
係
す
る
こ
と
と

し
て
、『
文
学
界
』
に
つ
い
て
は
一
言
述
べ
て
お

く
べ
き
だ
と
思
わ
れ
る
。『
文
学
界
』
は
明
治

二
六
（
一
八
九
三
）
年
一
月
に
創
刊
し
、
明
治

三
一
（
一
八
九
八
）
年
に
停
刊
し
て
い
る
。
特

に
北
村
透
谷
の
一
連
の
評
論
は
、『
文
学
界
』
の

重
要
性
を
高
め
る
も
の
で
あ
る
。
例
え
ば
創
刊

号
に
は
、
北
村
透
谷
の
「
人
生
に
相
渉
る
と
は
何

の
謂
ぞ
」
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
明
治
二
六

（
一
八
九
三
）
年
六
月
に
は
同
じ
く
北
村
の
「
内

部
生
命
論
」
が
発
表
さ
れ
て
い
る
。

　

北
村
の
基
本
的
な
発
想
と
し
て
は
、『
文
学
界
』

創
刊
以
前
の
「
厭
世
詩
家
と
女
性
」（
明
治
二
五

（
一
八
九
二
）
年
二
月
）
に
す
で
に
現
れ
て
い
る

よ
う
に
、「
実
世
界
」
と
の
相
克
を
通
じ
て
「
想

世
界
」
あ
る
い
は
「
他
界
」
を
確
立
す
る
と
い
う

も
の
で
あ
っ
た
。そ
の
際
、否
定
さ
れ
る「
実
世
界
」

が
北
村
の
中
で
ど
の
よ
う
な
も
の
と
し
て
想
定
さ

れ
て
い
た
か
は
、
彼
の
言
う
「
想
世
界
」
を
検
討

す
る
こ
と
に
お
い
て
だ
け
で
な
く
、
ま
た
本
研
究

の
文
脈
に
お
い
て
も
重
要
な
も
の
で
あ
る
。
尾
西

康
充
は
、
見
え
ざ
る
も
の
を
言
語
化
し
よ
う
と
し



56

一
八
九
〇
（
明
治
二
三
）
年
の
「
出
郷
関
曲
」
で
は
、「
百
代
伝
ふ
る
此
里
に
、
／
安
く
老
い
ぬ
る
親
ふ
た
り
／
此
処
に
ぞ

幸
は
あ
る
べ
き
に
／
わ
れ
は
都
に
の
ぼ
る
な
り
。〔
…
…
〕
学
び
の
業
の
成
る
時
に
、
／
錦
か
ざ
り
で
帰
る
ま
で）

102
（

。」
と
歌
っ

て
い
た
。
だ
が
、
い
つ
故
郷
へ
戻
れ
る
か
わ
か
ら
な
い
ま
ま
故
郷
を
去
る
情
景
を
歌
っ
た
宮
崎
も
、
日
清
戦
争
期
に
な
る
と
、

　
　
　
　

祝
捷
歌

　
　

一
、
里
の
ふ
せ
や

　
　
　

   

艸
ふ
か
き
／
里
の
ふ
せ
屋
も
ま
だ
き
よ
り
、
／
軒
に
て
る
日
の
旗
た
て
ゝ
、
／
い
は
ふ
御
国
の
か
ち
軍

い
く
さ

。
／
空
前

　
　
　
　

絶
後
ぢ
ゃ
な
い
か
い
な
。

　
　

五
、
き
ぬ
た
の
声

　
　
　
　

か
ら
衣
、
／
う
つ
や
き
ぬ
た
の
音
き
け
ば
、
／
か
つ
た
か
つ
た
と
ふ
く
る
ま
で
、
／
い
は
ふ
御
国
の
か
ち
軍
。
／

　
　
　
　

愉
快
極
ま
る
声
か
い
な
。

　
　

六
、
我
も
の
と

　
　
　
　

盛
京
省
／
雪
は
山
ほ
ど
つ
も
る
と
も
、
／
け
ふ
が
日
か
ら
は
我
も
の
と
、
思
へ
ば
寒
さ
も
何
の
そ
の）

103
（

。

と
い
う
よ
う
に
、
故
郷
と
見
な
せ
る
場
所
か
ら
、
戦
争
の
勝
利
を
祝
う
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

　

こ
の
ポ
ジ
テ
ィ
ヴ
に
対
象
を
措
定
す
る
日
清
戦
争
は
、
井
上
哲
次
郎
に
お
い
て
は
楽
観
的
に
「
国
民
文
学
」
の
た
め
の
肯

定
的
契
機
と
み
な
さ
れ
る
。
井
上
に
と
っ
て
「
国
民
文
学
」
は
、
未
だ
欠
如
の
対
象
だ
か
ら
で
あ
る
。
井
上
哲
次
郎
の
「
日

本
文
学
の
過
去
お
よ
び
将
来
」
は
、外
山
の
『
新
体
詩
歌
集
』
と
同
年
、一
八
九
五
（
明
治
二
八
）
年
一
月
に
、『
帝
国
文
学
』

創
刊
号
の
巻
頭
を
飾
っ
た
。
そ
こ
で
は
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
と
し
て
の
文
学
が
説
か
れ
、
ま
た
井
上
が
進
化
論
の
紹
介
者
だ
っ

た
だ
け
あ
っ
て
、
一
貫
し
て
進
化
論
的
枠
組
み
の
中
で
文
学
論
が
展
開
す
る
。

　

井
上
は
野
蛮
な
国
と
文
明
国
と
の
差
異
を
兵
力
で
は
な
く
、
文
学
の
有
無
に
求
め
て
い
る
。
し
か
し
そ
の
一
方
で
「
国
の

膨
張
す
る
と
き
は
即
ち
文
学
を
振
起
す
べ
き
」
だ
と
も
述
べ
て
い
る）

104
（

。
こ
れ
は
武
力
行
使
が
文
学
を
栄
え
さ
せ
る
重
要
な
契

機
と
な
る
だ
け
で
な
く
、
国
家
が
膨
張
す
る
時
こ
そ
、
国
民
が
支
持
す
る
文
学
が
、
多
様
な
作
品
の
中
か
ら
淘
汰
的
に
現
れ

た
と
こ
ろ
に
北
村
の
真
骨
頂
も
あ
り
、
そ
れ
ゆ
え

彼
の
思
想
は
現
実
性
を
欠
く
と
言
う
こ
と
は
内
在

的
批
判
と
し
て
有
意
義
で
な
い
、
と
主
張
し
て

い
る
が
も
っ
と
も
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
（
尾
西

康
充
「
北
村
透
谷
に
お
け
る
「
悲
劇
」
の
可
能
性

―

『
他
界
に
対
す
る
観
念
』
に
つ
い
て
」、『
近
代

文
学
試
論
』
広
島
大
学
近
代
文
学
研
究
会
、
三
二

号
、
一
九
九
四
年
、
四
頁
）。
と
は
い
え
明
治

二
七
（
一
八
九
四
）
年
五
月
に
縊
死
し
た
北
村
が
、

仮
に
日
清
戦
争
を
目
撃
し
た
な
ら
ば
、「
実
世
界
」

と
「
想
世
界
」
は
ど
の
よ
う
に
「
相
渉
り
あ
っ
た

か
」
は
興
味
を
引
く
問
題
で
は
あ
ろ
う
。
こ
の
点

に
関
し
て
は
、
本
研
究
第
七
章
で
北
村
透
谷
『
楚

囚
之
詩
』
を
取
り
上
げ
て
、
少
し
触
れ
た
。

（
101
）
十
川
自
身
は
、「
未
知
の
空
間
」
を
観
念
的
な

他
界
と
し
て
議
論
し
て
い
る
。

（
102
）『
少
年
園
』
所
収
、一
八
九
〇
（
明
治
二
三
）
年
、

四
連
、九
連
（
部
分
）。
引
用
は
『
明
治
文
学
全
集
』

筑
摩
書
房
、
一
九
七
〇
年
、
二
五
頁
。

（
103
）『
国
民
新
聞
』
明
治
二
七
年
一
二
月
九
日
、

一
、五
、六
連
。
六
連
の
「
盛
京
省
」
は
今
の
遼
寧

省
の
こ
と
。

（
104
）
井
上
哲
次
郎
「
日
本
文
学
の
過
去
及
び
将
来
」

『
帝
国
文
学
』
第
一
巻
第
一
〜
三
、
明
治
二
八

（
一
八
九
五
）
年
一
〜
三
月
（
引
用
は
『
巽
軒
論

文　

初
集
』、
明
三
二
（
一
八
九
九
）
年
、
八
〇

頁
よ
り
。
以
下
同
様
）。
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る
と
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
、
兵
力
が
文
学
を
下
か
ら
支
え
る
と
い
う
発
想
に
な
っ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
論
の
前
提
と
し
て
は
、
固
有
の
「
国
民
文
学）

105
（

」
が
日
本
に
存
在
し
て
い
な
い
こ
と
、
そ
し
て
そ
の
基
礎
と
な

る
「
国
民
の
精
神）

106
（

」
も
な
い
と
い
う
判
断
が
あ
る
。
井
上
に
よ
る
と
、
日
本
は
こ
れ
ま
で
「
支
那
」、
イ
ン
ド
、
西
洋
の
思

想
か
ら
順
に
影
響
を
受
け
て
き
た
。
そ
の
結
果
、「
想
像
雄
偉
」「
気
象
快
活
」「
理
想
純
潔
」
と
い
う
日
本
固
有
の
思
想
が

明
ら
か
に
な
り
は
し
た
。
だ
が
こ
の
日
本
固
有
な
思
想
は
、「
純
一
無
雑
の
国
文
学）

107
（

」
を
作
り
上
げ
る
ほ
ど
熟
成
す
る
に
至
っ

て
い
な
い
。そ
の
た
め
に
井
上
は
、ま
ず
こ
の
日
本
固
有
の
思
想
を
根
拠
に
西
洋
思
想
等
と
格
闘
し
な
が
ら
同
化
せ
し
め
、「
国

民
精
神
」
を
「
発
達
進
歩）

108
（

」
的
に
形
成
す
べ
き
だ
と
説
く
。
そ
れ
に
よ
り
「
国
民
精
神
」
の
「
発
表）

109
（

」
で
あ
る
「
国
民
文
学
」

も
打
ち
立
て
ら
れ
る
。
そ
し
て
そ
の
よ
う
な
「
国
民
文
学
」
を
持
つ
と
き
、
日
本
は
「
世
界
文
学
」
の
一
つ
と
し
て
の
地
位

を
占
め
る
こ
と
が
で
き
る
…
…
。

　

以
上
の
よ
う
な
論
旨
か
ら
、
日
清
戦
争
は
井
上
に
と
っ
て
チ
ャ
ン
ス
と
み
な
さ
れ
た
（「〔
…
…
〕
国○

○民
文○

○学
の○

勃○
○興

を○

促○
○

○

が
す
一○

大○
○

○

現
象
の○

起○
○り

来○

た○
○

○

ら
ん
と○

は○

何○
○

○

を
か
一○

大○
○

○

現
象
と○

な○
○す

、
日◎

◎清
戦◎

◎争
是○

な○
○り

、）
110
（

」）。
と
い
う
の
も
戦
争
は
、
文

学
に
影
響
を
与
え
る
だ
け
で
な
く
、
他
国
と
の
差
異
を
明
ら
か
に
し
、
列
国
の
中
に
躍
り
出
る
「
自
覚
心）

111
（

」
を
国
民
に
芽
生

え
さ
せ
る
か
ら
で
あ
る
。

　

し
か
し
こ
れ
は
論
理
の
す
り
替
え
で
あ
ろ
う
。
一
方
で
「
国
民
精
神
」
は
思
想
上
の
格
闘
に
よ
っ
て
練
り
上
げ
ら
れ
る
と

し
て
い
な
が
ら
、他
方
で
物
理
的
な
攻
撃
に
よ
っ
て「
自
覚
心
」が
芽
生
え
る
と
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
あ
る
文
学（
作

品
）
が
淘
汰
的
に
国
民
の
支
持
を
得
た
と
し
て
も
、
そ
れ
は
戦
争
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
や
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
、
あ
る
い
は
時
代
的
な

雰
囲
気
と
い
っ
た
要
因
が
大
き
く
作
用
し
た
結
果
で
も
あ
る
こ
と
は
、
十
分
考
え
ら
れ
る
。
つ
ま
り
国
民
に
選
ば
れ
た
文
学

（
作
品
）
が
、
純
粋
に
「
国
民
精
神
」
を
体
現
す
る
と
は
限
ら
な
い
の
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
可
能
性
を
無
視
し
、
ま
た
そ

も
そ
も
「
国
民
精
神
」
と
は
何
か
を
問
わ
な
い
井
上
の
議
論
は
、
つ
ま
る
と
こ
ろ
時
代
状
況
に
大
き
く
寄
り
か
か
っ
た
も
の

で
し
か
な
い
。
そ
の
た
め
精
神
が
作
品
に
ど
の
よ
う
に
し
て
体
現
さ
れ
る
の
か
も
、
考
察
さ
れ
な
い
ま
ま
で
あ
る
。
井
上
は

国
民
が
あ
る
文
学
作
品
を
選
ぶ
こ
と
は
、
あ
る
精
神
が
現
象
す
る
こ
と
で
あ
る
と
短
絡
的
に
信
じ
て
い
た
と
思
わ
れ
る）

112
（

。
だ

が
欠
如
す
る
「
国
民
文
学
」
を
充
実
さ
せ
る
出
来
事
と
し
て
、
日
清
戦
争
を
名
指
し
た
こ
と
は
、
興
味
深
い
事
実
で
は
あ
る
。

　
　

第
五
節
．
リ
ズ
ム
と
抒
情
の
結
合―

共
同
化
す
る
リ
ズ
ム

（
105
）
井
上
前
掲
論
文
、
九
八
頁
。

（
106
）
井
上
前
掲
論
文
、
一
〇
七
頁
。

（
107
）
井
上
前
掲
論
文
、
九
七
頁
。

（
108
）
井
上
前
掲
論
文
、
一
〇
八
頁
。

（
108
）
井
上
前
掲
論
文
、
一
一
〇
頁
。

（
110
）
井
上
前
掲
論
文
、
一
二
一
頁
。
強
調
原
文
。

（
111
）
井
上
前
掲
論
文
、
一
二
一
頁
。

（
112
）
こ
の
時
期
の
井
上
の
思
想
は
、
あ
る
現
象
の

現
わ
れ
は
そ
の
ま
ま
実
在
の
現
れ
で
あ
る
と
い
う

「
現
象
即
実
在
」
と
い
う
立
場
で
あ
っ
た
。
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五
‐
一
．
高
山
樗
牛
の
詩
論

　

右
で
論
じ
た
ポ
ジ
テ
ィ
ヴ
な
対
象
措
定
が
行
わ
れ
た
日
清
戦
争
期
の
主
要
な
詩
論
は
、
一
見
戦
争
と
は
無
関
係
な
、
韻
律

を
巡
る
高
山
樗
牛
と
島
村
抱
月
の
原
理
的
な
応
酬
で
形
成
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の
議
論
に
よ
っ
て
、
韻
律
、
思
想
、

意
味
、
声
、
徳
と
い
っ
た
詩
に
関
す
る
概
念
の
関
係
も
理
論
化
さ
れ
る
に
至
る
。
そ
し
て
そ
の
議
論
の
過
程
で
「
声
」
は
、

ほ
ぼ
自
立
的
と
な
り
、
内
面
を
直
接
的
に
（
再
）
現
前
さ
せ
る
も
の
と
い
う
位
置
付
け
が
与
え
ら
れ
て
い
る
。
ま
ず
は
高
山

樗
牛
の
議
論
か
ら
見
て
お
き
た
い
。

　

高
山
は
林
斧
太
と
い
う
ペ
ン
ネ
ー
ム
で
、
明
治
二
八
年
一
〇
月
、『
帝
国
文
学
』
に
「
我
邦
将
来
の
詩
形
と
外
山
博
士
の

新
体
詩
」
を
発
表
し
て
い
る
。
こ
の
論
文
は
、
外
山
の
新
た
な
新
体
詩
「
我
が
海
軍
」
な
ど
に
対
す
る
島
村
抱
月
ら
の
批
判

に
対
し
、
東
京
帝
大
生
で
井
上
の
弟
子
で
も
あ
っ
た
高
山
が
擁
護
の
た
め
に
書
い
た
も
の
で
あ
る
。

　

こ
の
論
文
は
、タ
イ
ト
ル
に
も
あ
る
と
お
り
、「
我
邦
の
将
来
の
詩
形
」
を
問
う
て
い
る
。
高
山
に
よ
れ
ば
、「
吾
国
民

0

0

0

」
は
、

「
思
想
の
変
遷
と
共
に

0

0

0

0

0

0

0

0

」、
旧
来
の
も
の
と
は
異
な
る
詩
形
を
、
憧
れ
と
と
も
に
求
め
て
い
る）

113
（

。
高
山
の
言
う
旧
来
の
詩
形
に

は
七
五
調
も
含
ま
れ
て
い
る
。
と
い
う
の
も
、
七
五
調
の
よ
う
な
「
標
準
を
峻
守
す
る
の
弊
は
形
を
以
て
想
を
限
り
、
外
部

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

を
以
て
内
容
を
制
し
、
自
由
な
る
感
情
の
発
表
を
妨
げ
て

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

」
し
ま
う
か
ら
だ）

114
（

。
要
す
る
に
高
山
は
、
思
想
は
時
代
と
と
も
に

変
遷
す
る
の
だ
か
ら
、
そ
れ
に
伴
い
詩
の
形
式
も
変
化
す
る
べ
き
だ
と
述
べ
て
い
る
の
に
他
な
ら
な
い
。
そ
の
観
点
か
ら
、

思
想
を
新
た
な
型
で
表
現
し
よ
う
と
し
た
外
山
の
新
体
詩
を
高
く
評
価
す
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
高
山
の
論
は
、
先
の
井
上

の
『
帝
国
文
学
』
巻
頭
論
文
か
ら
、
よ
り
強
い
影
響
を
明
ら
か
に
受
け
て
い
る
。

　

と
い
う
の
も
、
第
一
に
、
高
山
の
外
山
評
価
を
可
能
に
し
て
い
る
の
は
、
内
容
と
形
式
が
分
離
し
て
い
る
こ
と
を
前
提
に

し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
第
二
に
、内
容
と
形
式
の
間
に
は
優
劣
の
関
係
が
あ
る
こ
と
。
そ
し
て
第
三
に
形
式
は
内
容
を「
自

然
」
に
そ
し
て
「
必
然
」
的
に
「
発
表
」
す
る
た
め
に
変
化
す
べ
き
だ
と
さ
れ
、
井
上
の
論
を
抽
象
化
し
て
忠
実
に
な
ぞ
っ

て
い
る
か
ら
で
あ
る）

115
（

。
し
か
し
高
山
の
議
論
は
井
上
と
ズ
レ
始
め
て
も
い
る
。
よ
り
正
確
に
は
井
上
の
論
に
お
け
る
不
備
、

す
な
わ
ち
時
代
状
況
に
寄
り
か
か
る
こ
と
で
、
精
神
が
ど
の
よ
う
に
作
品
に
体
現
さ
れ
る
の
か
が
検
討
さ
れ
て
い
な
い
こ
と

を
明
る
み
だ
し
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。
高
山
は
、「
そ
も
そ
も
我
邦
の
思
想
界
は
何
処
の
は
て
ま
で
移
り
ゆ
か
む
と
に
や
。

文
学
や
、
美
術
や
、
今
猶
昨
の
如
く
、
東
西
文
明
の
二
つ
の
流
れ
の
間
に
漂
ひ
て
、
未
だ
定
ま
れ
る
地
歩
を
占
む
る
に
至
ら

ず）
116
（

。」
と
い
う
よ
う
に
、
井
上
と
認
識
は
共
有
し
て
い
る
。
し
か
し
井
上
よ
り
抽
象
度
を
高
め
て
い
る
た
め
、
短
絡
的
に
国

民
精
神
と
国
民
文
学
を
結
び
つ
け
る
わ
け
に
は
い
か
な
か
っ
た
。
高
山
に
と
っ
て
文
体
が
新
し
く
あ
る
た
め
に
は
、
形
式
と

内
容
を
一
元
的
に
統
合
し
「
調
和
」
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。

（
113
）
林
斧
太
（
＝
高
山
樗
牛
）「
我
邦
将
来
の
詩
形

と
外
山
博
士
の
新
体
詩
」、『
帝
国
文
学
』、
明
治

二
八
（
一
八
九
五
）
年
一
〇
月
（
引
用
は
人
見
円

吉
編
『
日
本
近
代
詩
論
の
研
究
』、
八
〇
頁
よ
り
。

以
下
同
様
。）。
強
調
原
文
。

（
114
）
高
山
前
掲
論
文
、
八
一
頁
。
強
調
原
文
。

（
115
）
高
山
前
掲
論
文
、
八
三
頁
。

（
116
）
高
山
前
掲
論
文
、
七
九
頁
。
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其
詩
た
る
と
科
学
た
る
と
を
問
わ
ず
凡
そ
言
語
文
学
の
助
に
よ
り
、
最
大
な
る
成
功
を
以
て
其
内
容
を
発
表
せ
ん
と
す

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

　
　

る
も
の
は
其
内
容
の
質
と
外
面
の
形
と
、

 

 

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

即
ち
思
想
と
文
体
と
を
、
最
も
適
当
な
る
方
法
を
以
て
一
致
調
和
せ
し
め
ざ

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

　
　

る
べ
か
ら
ず
。
換
言
す
れ
ば

 

 

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

其○

文○
○体

は○

内○
○容

の○

発○
○表

に○

対○
○

○

す
る
必○

○然
の○

形○
○式

な○
○

○
○

ら
ざ
る
べ○

か○
○

○

ら
ず
。）
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（

高
山
の
言
う「
必
然
」と
は
、論
理
的
必
然
で
あ
っ
て
自
然
に
そ
う
な
る
と
い
う
意
味
で
は
な
い
。
そ
の
た
め
内
容
と
形
式
は
、

「
適
当
な
る
方
法
」
を
持
っ
て
一
致
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
高
山
に
お
け
る
詩
の
評
価
は
、
二
重

の
基
準
を
持
つ
こ
と
に
な
る
。
第
一
の
本
質
的
な
基
準
な
る
も
の
と
し
て
、
詩
が
思
想
を
真
に
備
え
て
い
る
か
が
あ
り
、
第

二
に
そ
の
思
想
と
形
式
が
ど
の
よ
う
な
関
係
に
あ
る
か
、
で
あ
る
。
井
上
に
忠
実
な
高
山
は
、
第
一
の
こ
と
を
先
ず
問
う
べ

き
だ
と
述
べ
る
が
、
明
ら
か
に
こ
れ
は
堂
々
巡
り
で
あ
る
。
形
式
が
内
容
に
応
じ
て
変
化
す
る
の
な
ら
ば
、
内
容
は
文
体
を

見
る
こ
と
で
明
ら
か
に
な
る
は
ず
だ
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
こ
の
議
論
か
ら
す
れ
ば
、
文
体
が
伝
統
的
な
も
の
と
異
な
っ
て
さ

え
い
れ
ば
、
思
想
も
新
た
な
時
代
に
即
し
た
も
の
と
し
て
、「
自
然
」
的
に
「
必
然
」
的
に
表
出
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
な
り
、

実
質
的
に
は
そ
の
新
し
さ
や
古
臭
さ
、
あ
る
い
は
「
発
達
進
歩
」
し
て
い
る
か
が
問
わ
れ
な
い
こ
と
に
な
る
。
言
っ
て
し
ま

え
ば
、
こ
の
よ
う
な
論
で
は
、
結
局
の
と
こ
ろ
詩
が
詩
形
に
見
合
う
思
想
を
真
に
備
え
て
い
る
か
は
わ
か
ら
な
い
の
で
あ
る
。

だ
が
抽
象
化
に
よ
っ
て
生
ま
れ
た
高
山
の
議
論
の
意
義
は
、「
詩
た
る
と
科
学
た
る
と
を
問
わ
ず
」
と
い
う
よ
う
に
、「
文

体
」
を
広
く
捉
え
る
こ
と
で
、
伝
統
的
な
韻
律
に
留
ま
ら
な
い
詩
の
形
に
道
を
開
い
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
加
え
て
、
思
想
の

質
を
実
質
的
に
問
え
な
い
こ
と
が
、
逆
説
的
な
が
ら
思
想
の
多
様
性
を
導
く
可
能
性
を
開
い
て
も
い
る
。
こ
の
思
想
の
多
様

性
と
形
式
の
解
体
へ
の
方
向
性
が
、
内
面
性
の
優
位
と
音
数
律
に
縛
ら
れ
た
声
に
自
在
さ
を
与
え
る
こ
と
に
寄
与
す
る
こ
と

に
な
っ
た
。
だ
が
形
式
の
内
容
か
ら
の
分
離
と
解
体
に
よ
っ
て
、
ま
た
し
て
も
詩
と
は
何
か
と
い
う
問
い
が
浮
上
し
て
し
ま

う
の
も
確
か
な
の
で
あ
る
。

五
‐
二
．
島
村
抱
月
の
詩
論

　

島
村
抱
月
「
新
体
詩
の
形
に
就
い
て）

118
（

」
は
、
高
山
の
論
に
応
答
し
つ
つ
、
自
ら
の
詩
論
を
述
べ
た
も
の
で
あ
る
。

　

島
村
も
、
日
清
戦
争
直
後
の
一
八
九
五
（
明
治
二
八
）
年
一
月
ご
ろ
は
、
井
上
哲
次
郎
と
同
じ
よ
う
な
趣
旨
の
こ
と
を
論

じ
て
い
た
。

（
117
）
高
山
前
掲
論
文
、
八
四
頁
。
強
調
原
文
。

（
118
）
島
村
抱
月
「
新
体
詩
の
形
に
就
い
て
」、『
早

稲
田
文
学
』、
明
治
二
八
（
一
八
九
五
）
年
一
一

月
〜
一
二
月
、
第
九
九
号
〜
一
〇
二
号
（
引
用
は

人
見
円
吉
編
『
日
本
近
代
詩
論
の
研
究
』
よ
り
。

以
下
同
様
。）。
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お
も
へ
ら
く
、
内
日
本
国
民
の
天
稟
の
決
し
て
人
後
に
落
つ
べ
き
者
に
あ
ら
ざ
る
を
信
じ
て
畏
避
逡
巡
の
陋
習
を
脱
す

　
　

る
と
ゝ
も
に
外
欧
の
英
を
咀
ひ
米
の
華
を
嚼
み
、
渾
化
鎔
成
し
て
別
に
世
界
に
誇
る
べ
き
日
本
国
民
固
有
の
文
学
を
創

　
　

設
せ
ん
と
す
る
、
之
れ
戦
争
後
の
文
学
の
傾
向
な
ら
ん
か）

119
（

。

だ
が
同
年
一
一
月
の
「
新
体
詩
の
形
に
就
い
て
」
で
は
、
遥
か
に
洗
練
さ
れ
た
詩
論
を
提
示
す
る
こ
と
に
な
る
。

　

島
村
抱
月
に
と
っ
て
も
散
文
と
詩
の
差
異
は
、
韻
律
の
有
無
で
あ
る
。
そ
の
た
め
変
化
す
る
思
想
に
と
も
な
い
詩
の
形
が

無
規
律
と
な
る
こ
と
は
、
散
文
と
の
差
異
の
喪
失
で
し
か
な
い
。
だ
が
島
村
に
と
っ
て
、
そ
の
規
律
＝
韻
律
を
形
成
す
る
の

は
、
五
七
調
や
七
五
調
と
い
う
伝
統
的
な
型
で
は
な
く
、「
律
語
」
で
あ
る
。
律
語
と
は
、
五
音
・
七
音
だ
け
で
は
な
く
、「
音

の
調
和）

120
（

」
が
全
体
的
に
取
れ
て
い
る
限
り
で
、
自
由
に
長
短
の
語
を
用
い
て
作
ら
れ
る
リ
ズ
ム
で
あ
る
。
つ
ま
り
語
や
句
が

全
体
を
通
し
て
調
和
的
に
組
み
合
わ
さ
れ
さ
え
す
れ
ば
、
詩
と
し
て
の
韻
律
が
現
れ
、
優
れ
た
作
品
と
な
る
わ
け
で
あ
る
。

そ
の
た
め
律
語
と
は
、
伝
統
的
な
韻
律
を
含
み
つ
つ
、
新
た
な
リ
ズ
ム
の
可
能
性
に
も
開
か
れ
て
い
る
。
山
田
の
韻
律
論
に

お
い
て
曖
昧
で
あ
っ
た
「
調
和
」
と
い
う
も
の
が
、
島
村
の
理
論
に
よ
っ
て
明
確
化
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
以
下
見

て
い
く
よ
う
に
、
こ
れ
ま
で
論
じ
て
き
た
リ
ズ
ム
概
念
の
変
化
が
、
島
村
の
理
論
に
よ
っ
て
統
合
さ
れ
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

の
み
な
ら
ず
日
清
戦
争
に
よ
っ
て
浮
上
す
る
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
に
見
合
う
詩
論
が
、
理
論
的
に
提
示
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
の

で
あ
る
。

　

島
村
に
よ
る
と
、
律
語
の
組
み
合
わ
せ
に
よ
る
変
化
の
相
と
、
そ
の
結
果
＝
効
果
と
し
て
の
韻
律
と
い
う
統
一
の
相
と
の
、

（「
変
化
」
と
「
統
一
」
と
い
う
）「
二
大
原
理
の
融
和
」
が
成
し
遂
げ
ら
れ
る
こ
と
で
、
詩
は
「
一
個
の
渾
然
美
相
」
を
持

つ
に
至
る）

121
（

。
島
村
は
、
こ
の
律
語
と
い
う
概
念
を
導
入
す
る
こ
と
で
、
リ
ズ
ム
概
念
を
重
層
化
し
、
そ
の
結
果
、
高
山
樗
牛

の
よ
う
な
形
式
と
内
容
と
い
う
単
純
な
二
項
対
立
か
ら
免
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
こ
の
こ
と
は
、
形
式
を
思
想
に
従
属
さ
せ
る

立
場
か
ら
も
決
別
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
立
場
を
論
証
し
て
い
く
た
め
に
、
島
村
は
多
く
の
分
類
を
施
し

て
い
る
。

　

ま
ず
島
村
は
新
体
詩
を
、
①
叙
事
的
、
抒
情
的
、
劇
詩
的
と
い
っ
た
様
態
、
②
主
観
詩
・
客
観
詩
と
い
う
区
分
、
③
律
語

詩
・
散
文
詩
と
い
う
律
格
の
有
無
、
と
い
う
差
異
か
ら
定
義
す
る）

122
（

。
新
体
詩
は
、
①
の
観
点
か
ら
新
体
詩
は
、
人
間
と
出
来

事
を
結
び
つ
け
て
描
く
劇
詩
的
で
も
、
出
来
事
の
描
写
を
中
心
と
す
る
叙
事
的
で
も
な
い
と
さ
れ
、
そ
こ
か
ら
人
間
の
性
格

や
感
情
を
主
と
す
る
抒
情
的
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
次
に
②
の
観
点
か
ら
、
新
体
詩
は
主
観
詩
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
こ
の
場
合

主
観
詩
と
は
、
心
内
に
生
じ
る
美
象
の
「
象
」
で
は
な
く
、
そ
れ
に
対
す
る
感
じ
方
を
言
葉
に
直
接
的
に
定
着
さ
せ
た
も
の

（
119
）
島
村
抱
月
「
戦
争
後
の
国
文
学
」、『
早
稲
田

文
学
』、明
治
二
八（
一
八
九
五
）年
一
月（
引
用
は
、

『
風
雲
集
』、
春
陽
堂
、
明
三
三
（
一
九
〇
〇
）
年

四
月
、
一
一
五
頁
よ
り
）。

（
120
）
島
村
抱
月
「
新
体
詩
の
形
に
就
い
て
」、
八
九

頁
。

（
121
）
島
村
前
掲
論
文
、
八
九
頁
。

（
122
）
そ
の
他
、④
漢
詩
、和
歌
、俳
諧
と
い
っ
た
ジ
ャ

ン
ル
も
挙
げ
て
い
る
が
、
そ
の
よ
う
な
分
類
は
通

俗
的
な
も
の
だ
と
い
う
理
由
か
ら
論
じ
ら
れ
て
い

な
い
。
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を
指
す）

123
（

。
こ
れ
は
①
の
抒
情
的
と
い
う
属
性
を
補
強
す
る
規
定
で
も
あ
ろ
う
。
そ
し
て
③
の
観
点
に
関
し
て
は
、
当
時
の
新

体
詩
が
全
体
的
に
七
五
調
で
あ
り
、
ま
た
抒
情
的
詩
想
の
発
露
に
は
律
語
が
適
し
て
い
る
（
と
さ
れ
る
）
こ
と
か
ら
、
律
語

詩
で
あ
る
こ
と
が
、
そ
の
属
性
と
さ
れ
る
。
結
果
、
新
体
詩
と
は
、
抒
情
的
、
主
観
的
、
律
語
的
と
い
う
三
つ
の
属
性
を
備

え
て
い
る
も
の
だ
と
さ
れ
る
。
こ
の
三
つ
の
属
性
は
、
抒
情
的
・
主
観
的
と
い
う
内
容
に
関
わ
る
面
と
、
律
語
的
と
い
う
形

式
に
属
す
面
の
二
つ
に
分
類
で
き
る
が
、
こ
の
二
つ
の
関
係
の
あ
り
様
が
さ
ら
に
深
く
問
わ
れ
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

　

島
村
に
よ
れ
ば
、
詩
と
は
主
観
に
現
前
す
る
美
象
を
言
語
に
結
び
付
け
た
も
の
で
あ
る
。
だ
が
こ
の
美
象
と
言
語
の
関
係

を
考
察
す
る
に
先
立
っ
て
、
島
村
は
美
象
そ
れ
自
体
に
お
け
る
形
式
と
内
容
の
関
係
の
あ
り
様
を
四
つ
指
摘
す
る
。
つ
ま
り

美
象
（
内
容
）
と
言
語
（
形
式
）
と
い
う
関
係
に
先
立
っ
て
、
美
象
自
体
も
内
容
と
形
式
と
い
う
構
造
を
持
っ
て
お
り
、
入

れ
子
状
と
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
分
類
の
第
一
は
、
主
観
の
思
想
を
内
容
と
し
、
そ
れ
を
出
来
事
や
風
景
な
ど
を
通
じ
て

現
象
さ
せ
た
も
の
を
形
式
と
す
る
も
の
（「
主
想
対
現
象
」）。
第
二
は
、
例
え
ば
「
幹
」「
枝
」「
花
」「
葉
」
そ
し
て
そ
れ
ら

の
有
機
的
な
ま
と
ま
り
で
あ
る「
樹
」に
お
い
て
、各
々
が
持
つ
意
味
す
な
わ
ち
シ
ニ
フ
ィ
エ
に
相
当
す
る
部
分
を
内
容
と
し
、

そ
の
意
味
を
取
り
除
き
、「
直
感
せ
ら
れ
る
べ
き）

124
（

」諸
シ
ニ
フ
ィ
ア
ン
の
ま
と
ま
り
を
形
式
と
す
る
も
の（「
意
味
対
全
関
係
」）。

第
三
は
、先
の
例
で
言
え
ば
「
幹
」「
枝
」「
花
」「
葉
」
を
内
容
と
し
、そ
れ
ら
が
作
り
上
げ
る
「
樹
」
を
形
式
と
す
る
も
の
（「
部

分
対
全
形
」）。
第
四
は
、美
象
の
「
象
」
を
内
容
と
し
、こ
れ
を
囲
繞
す
る
「
情
」
を
形
式
と
す
る
も
の
（「
意
味
対
情
緒
」）。

　

次
に
島
村
は
、
美
象
と
言
語
の
関
係
を
論
じ
る
に
あ
た
り
、
分
類
の
第
二
と
第
四
に
着
目
す
る
。
そ
し
て
そ
れ
を
も
と
に

内
容
と
し
て
の
美
象
を
、「
美
象
中
の
象
」「
美
象
中
の
情
」「
美
象
全
局
の
調
子
」
と
三
点
に
分
け
、
そ
れ
ら
と
「
音
声
」

の
結
び
つ
き
方
を
検
討
す
る
こ
と
に
な
る）

125
（

。
三
つ
の
う
ち
「
美
象
全
局
の
調
子
」
が
分
か
り
づ
ら
い
が
、
さ
し
あ
た
り
、
諸

シ
ニ
フ
ィ
ア
ン
（「
象
」）
の
全
体
的
な
関
連
の
仕
方
ぐ
ら
い
の
意
味
で
あ
る
。
ま
た
「
音
声
」
は
、
単
な
る
音
と
は
区
別
さ

れ
て
い
る
。
そ
れ
は
象
を
心
に
印
象
付
け
る
「
音
声
的
記
号）

126
（

」
だ
と
さ
れ
、
明
ら
か
に
パ
ロ
ー
ル
を
意
味
し
て
い
る
。

　

さ
ら
に
こ
の
パ
ロ
ー
ル
と
し
て
の
「
音
声
的
記
号
」
が
、
意
味
を
表
に
露
出
す
る
意
味
的
側
面
（「
言
語
」）
と
、
語
ら
れ

な
い
ま
ま
に
何
か
を
感
じ
さ
せ
、
詩
を
「
美
的
、
情
的
な
ら
し
む
る
」
音
的
側
面
と
し
て
の
「
声
調）

127
（

」
に
分
け
ら
れ
る
。
図

式
的
に
述
べ
る
な
ら
ば
、「
音
声
」
は
言
語
的
側
面
＝
知
と
、
声
調
＝
情
に
分
け
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　

加
え
て
こ
の
「
声
調
」
は
、「
声
格
」
と
「
律
格
」
に
分
け
ら
れ
て
い
る
。「
声
格
」
と
は
、語
音
の
抑
揚
や
長
短
な
ど
に
よ
っ

て
、
直
接
的
に
何
ら
か
の
情
緒
を
醸
し
出
す
働
き
を
担
っ
て
お
り
、
よ
り
強
く
声
に
関
わ
っ
て
い
る
。
ま
た
「
律
格
」
と
は
、

音
そ
の
も
の
の
美
的
な
組
み
合
わ
せ
方
の
規
律
（「
形
式
美
の
原
理）

128
（

」）
を
指
す
。
島
村
は
以
上
の
分
類
を
次
の
よ
う
に
図
で

表
し
て
い
る）

129
（

。
し
か
し
こ
れ
ら
は
上
位
・
下
位
と
い
う
関
係
で
は
な
い
事
に
注
意
し
て
お
き
た
い
。

（
123
）
逆
に
美
象
の
「
象
」
を
主
に
描
く
の
が
客
観

詩
で
あ
り
、
そ
れ
は
叙
事
的
、
劇
詩
的
な
詩
で
あ

る
。

（
124
）
島
村
前
掲
論
文
、
九
五
頁
。

（
125
）
島
村
前
掲
論
文
、
九
七
頁
。

（
126
）
島
村
前
掲
論
文
、
九
六
頁
。

（
127
）
島
村
前
掲
論
文
、
九
七
頁
。

（
128
）
島
村
前
掲
論
文
、
九
九
頁
。

（
129
）
島
村
前
掲
論
文
、
一
〇
〇
頁
。
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と
こ
ろ
で
こ
の
う
ち
「
律
格
」
に
は
、
重
要
な

役
割
が
与
え
ら
れ
て
い
る
。
律
格
は
音
の
調
子
を

美
的
に
一
律
に
整
え
る
こ
と
で
、
美
象
全
体
の
あ

り
様
に
も
影
響
を
及
ぼ
す
。
こ
れ
は
、
七
五
調
で

例
え
る
の
で
あ
れ
ば
、
雅
語
や
漢
語
を
用
い
て
調

子
を
整
え
る
と
い
っ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
そ
の
よ

う
な
内
容
全
体
に
関
わ
る
作
用
を
持
つ
こ
と
か

ら
、
律
格
は
主
観
が
情
や
象
に
形
を
与
え
る
「
美

的
活
動
」
に
も
影
響
を
与
え
、
ま
た
作
品
の
読
み

手
に
も
そ
の
活
動
を
追
体
験
さ
せ
る
こ
と
で
、
美

的
な
る
も
の
の
共
有
を
も
た
ら
す
こ
と
に
な
る
。

そ
の
よ
う
な
律
格
を
島
村
は
、「
形
式
美
」
の
一

環
で
あ
る
と
し
て
い
る
。「
形
式
美
」
は
次
の
よ

う
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

　
　

形
式
美
の
効
果
に
つ
き
て
は
、
其
の
由
来
す
で
に
人
心
の
美
的
調
子
を
写
す
に
あ
る
が
故
に
、
之
れ
を
他
の
人
心
に
触

　
　

着
せ
し
む
る
と
き
は
、
人
心
の
普
遍
の
方
面
に
於
て
ま
た
、
は
じ
め
こ
れ
を
写
せ
し
と
き
と
同
一
の
調
子
を
起
こ
さ
し

　
　

む
べ
し
。
同
一
の
調
子
と
は
即
ち
美
的
活
動
な
り）

130
（

。

こ
の
形
式
美
の
規
定
は
、
上
田
敏
『
海
潮
音
』
の
高
名
な
象
徴
主
義
の
説
明
を
先
取
り
し
て
い
る
よ
う
に
思
え
る
。
す
な
わ

ち
こ
こ
で
の
形
式
美
と
は
、「
快）

131
（

」
を
伴
う
音
的
な
規
則
に
よ
っ
て
美
的
活
動
を
写
し
取
り
、
ま
た
他
者
で
あ
る
読
み
手
に
、

あ
る
主
観
と
同
一
の
情
や
象
を
現
象
さ
せ
る
作
用
の
こ
と
だ
か
ら
で
あ
る
。
だ
と
す
れ
ば
そ
の
よ
う
な
形
式
美
の
一
環
で
あ

る
律
格
も
ま
た
、
象
に
輪
郭
を
与
え
、
ま
た
そ
れ
に
よ
り
情
を
発
生
さ
せ
る
基
盤
と
な
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
だ
け
で
な

く
そ
の
よ
う
な
働
き
を
他
者
に
も
起
こ
さ
せ
、「
雑
多
の
情
を
連
起
し
象
を
連
起）

132
（

」
さ
せ
る
の
も
ま
た
、
律
格
の
働
き
な
の

で
あ
る
。
つ
ま
り
律
格
と
は
、
象
と
情
の
形
成
を
可
能
に
す
る
だ
け
で
な
く
、
同
一
的
な
美
的
活
動
を
共
有
・
共
通
化
す
る

こ
と
で
、「
人
心
」
を
「
美
的
に
整
調
」
す
る
の
で
あ
る）

133
（

。
で
あ
る
な
ら
ば
島
村
の
図
は
、
少
な
く
と
も
次
の
よ
う
な
フ
ィ
ー

（
130
）
島
村
前
掲
論
文
、
九
九
頁
。

（
131
）
島
村
前
掲
論
文
、
九
九
頁
。

（
132
）
島
村
前
掲
論
文
、
九
九
頁
。

（
133
）
島
村
前
掲
論
文
、
九
九
頁
。
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ド
バ
ッ
ク
を
含
ま
せ
て
書
き
換
え
ら
れ
る
べ
き
だ
ろ
う
。

　

以
上
の
よ
う
に
「
音
声
」
は
、
言
語
が
象
に
、
声
調

の
う
ち
の
声
格
が
情
に
、律
格
が
美
象
全
体
の
調
子
に
、

と
い
う
よ
う
に
美
象
に
関
わ
る
。
そ
こ
か
ら
、
先
に
留

保
し
て
お
い
た
「
美
象
全
局
の
調
子
」
が
、
二
重
の
意

味
を
持
つ
こ
と
が
明
ら
か
に
な
る
。
第
一
に
、
象
と
情

の
形
成
の
条
件
で
あ
り
、
そ
れ
ら
を
一
律
的
に
整
序
す

る
音
的
な
規
律=

韻
律
。
第
二
に
、
他
者
に
「
同
一
の

調
子
」、
即
ち
同
一
の
「
美
的
活
動
」
を
追
体
験
さ
せ

る
こ
と
で
共
有
を
図
る
韻
律
、
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
が

意
味
し
て
い
る
の
は
、
韻
律
が
韻
律
た
り
う
る
の
は
、

単
一
主
観
の
美
的
活
動
と
そ
の
言
語
化
だ
け
で
な
く
、

そ
れ
が
他
者
に
共
有
さ
れ
る
限
り
で
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

要
す
る
に
島
村
は
、「
音
声
」
の
う
ち
の
、
と
り
わ
け
律
格
を
内
的
活
動
に
深
く
関
与
さ
せ
る
こ
と
で
、
形
式
を
内
容
に

従
属
さ
せ
る
の
で
は
な
く
、
相
互
に
関
係
し
合
う
よ
う
に
連
動
さ
せ
る
構
造
を
作
り
上
げ
た
と
言
え
る
。
こ
こ
に
至
り
「
音

声
」
は
、
内
面
を
代
理
す
る
と
と
も
に
、
内
容=

内
面
に
連
動
す
る
こ
と
で
、
抒
情
的
な
声
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
こ
と

に
な
る
。
ま
た
、
声
の
一
部
で
あ
る
律
格
は
、
個
々
の
人
心
を
共
同
化
す
る
も
の
と
捉
え
ら
れ
る
こ
と
で
、
美
象
と
そ
れ
を

現
象
さ
せ
る
言
語
（
声
）
を
「
簡
約
」
化
し
、
個
々
の
情
を
「
豊
富
」
化
し
、
美
的
活
動
や
美
の
感
受
を
「
容
易
」
に
す
る

も
の
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た）

134
（

。
こ
れ
は
リ
ズ
ム
の
共
同
化
で
あ
る
と
同
時
に
共
同
体
化
す
る
リ
ズ
ム
と
し

て
、単
な
る
節
奏
を
越
え
て
、「
音
声
」
を
全
体
化
す
る
。
そ
の
結
果
、言
語
共
同
体
の
内
部
と
外
部
の
境
界
線
が
構
築
さ
れ
、

そ
れ
だ
け
で
な
く
、
共
同
化
す
る
リ
ズ
ム
を
共
有
し
な
い
可
能
性
の
あ
る
「
同
一
」
言
語
共
同
体
の
外
部
、
す
な
わ
ち
「
外

地
」
と
の
境
界
線
と
し
て
も
機
能
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

　
『
新
体
詩
抄
』
で
は
、「
本
音
」
を
「
平
常
ノ
語
」
で
写
し
取
る
こ
と
が
、
即
座
に
「
徳
」
の
全
体
化
と
な
っ
て
い
た
。
島

村
の
仕
事
は
、
韻
律
を
問
う
こ
と
で
「
音
声
」
の
役
割
を
明
確
化
し
、
そ
れ
に
伴
い
内
面
が
声
を
通
じ
て
全
体
化
す
る
過
程

を
理
論
的
に
定
式
化
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
は
は
か
ら
ず
も
、
日
清
戦
争
を
前
後
し
て
浮
上
す
る
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム

と
相
即
的
な
も
の
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
島
村
が
理
論
化
し
た
声
の
全
体
化
は
、結
果
的
に
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
「
徳
」

（
134
）
島
村
前
掲
論
文
、
一
〇
一
頁
。
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を
全
体
化
す
る
可
能
性
を
持
つ
も
の
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

　

こ
の
声
の
全
体
化
こ
そ
が
、
後
の
言
文
一
致
観
を
支
え
、
ま
た
大
正
期
に
入
り
爆
発
的
に
論
じ
ら
れ
る
「
生
命
」
に
関
す

る
言
説
や
声
の
特
権
化
、
ま
た
そ
れ
と
不
可
分
の
口
語
自
由
詩
、
つ
ま
り
は
抒
情
的
な
も
の
の
原
動
力
と
な
っ
て
い
く
。
の

み
な
ら
ず
日
本
と
他
者
と
い
う
よ
う
に
空
間
を
区
切
る
と
同
時
に
、歴
史
的
な
一
体
性
と
い
う
観
念
を
保
障
す
る
の
も
ま
た
、

こ
の
声
の
全
体
化
な
の
で
あ
る)135

(

。

　

以
上
、明
治
二
〇
年
代
の
リ
ズ
ム
と
抒
情
の
再
編
制
過
程
を
概
観
し
て
き
た
。
こ
こ
で
時
枝
誠
記
の
議
論
に
戻
る
な
ら
ば
、

彼
は
「
リ
ズ
ム
」
を
等
時
拍
音
形
式
と
い
う
「
源
本
的
場
面
」
と
す
る
こ
と
で
、
言
語
的
表
現
の
背
後
で
作
用
す
る
「
型
」

だ
と
考
え
た
。
リ
ズ
ム
は
言
語
的
表
現
を
規
制
し
、
そ
れ
に
対
し
て
言
語
的
表
現
は
リ
ズ
ム
を
観
取
さ
せ
る
、
と
い
う
よ
う

に
両
者
は
密
接
に
関
係
し
合
う
間
柄
に
あ
る
。
島
村
に
お
け
る
「
律
格
」
は
、「
音
声
」
の
構
成
要
素
の
一
つ
に
位
置
づ
け

ら
れ
て
お
り
、
時
枝
の
「
リ
ズ
ム
」
の
よ
う
に
言
語
に
と
っ
て
外
在
的
な
も
の
と
は
な
っ
て
い
な
い
。
だ
が
そ
れ
は
内
面
を

規
制
し
、
そ
れ
に
よ
り
表
現
に
何
ら
か
の
枠
を
与
え
る
も
の
と
さ
れ
る
以
上
、「
律
格
」
は
時
枝
の
「
リ
ズ
ム
」
の
役
割
と

も
重
な
り
合
う
面
も
持
つ
も
の
と
な
る
。
そ
し
て
「
律
格
」
が
内
面
に
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
し
、
リ
ズ
ム
や
心
情
が
全
体
化
し

て
い
く
過
程
で
、他
者
認
識
や
そ
の
イ
メ
ー
ジ
を
「
言
説
」
と
し
て
産
出
し
て
い
く
の
だ
と
す
れ
ば
、島
村
に
お
い
て
も
「
場

面
」
は
リ
ズ
ム
に
呑
み
込
ま
れ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
リ
ズ
ム
は
、
表
現
や
そ
の
内
容
を
規
制
し
、
そ
れ
に
よ
り
認
識
に
も
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
く
も
の
で
あ
る
。

次
章
で
は
、
こ
の
リ
ズ
ム
の
あ
り
様
を
捻
じ
れ
た
形
で
体
現
す
る
こ
と
に
な
る
、
金
素
雲
『
朝
鮮
詩
集
』
を
取
り
上
げ
、
そ

の
問
題
点
を
見
て
い
き
た
い
。
あ
わ
せ
て
金
時
鐘
『
再
訳 

朝
鮮
詩
集
』
も
検
討
す
る
こ
と
で
、
彼
が
金
素
雲
か
ら
受
け
た

影
響
も
考
え
て
み
た
い
。

（
135
）
し
か
し
島
崎
藤
村
『
若
菜
集
』（
明
治
三
〇

（
一
八
九
七
）
年
、
春
陽
堂
）
が
七
五
調
を
ベ
ー

ス
と
し
た
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、「
リ
ズ
ム
」
と
い

う
外
来
の
概
念
は
、
諸
議
論
を
通
じ
て
伝
統
的

な
韻
律
と
差
異
化
さ
れ
つ
つ
も
、
そ
の
韻
律
自
体

を
捨
て
去
る
ま
で
に
は
至
ら
な
か
っ
た
と
も
言
え

る
。
だ
が
『
若
菜
集
』
が
浪
漫
主
義
的
な
作
品
で

あ
っ
た
と
す
れ
ば
、「
リ
ズ
ム
」
に
つ
い
て
の
議

論
は
形
式
よ
り
も
内
容
の
面
で
詩
作
品
に
影
響
を

及
ぼ
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
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第
三
章　

金
素
雲
訳
『
乳
色
の
雲
』
の
金
時
鐘
へ
の
影
響

 
 

は
じ
め
に

　

本
章
で
は
、
金
時
鐘
の
詩
に
現
在
に
お
い
て
も
影
響
を
及
ぼ
し
続
け
て
い
る
、
金
素
雲
訳
『
乳
色
の
雲
』（『
朝
鮮
詩
集
』

の
前
身
）
と
は
、
ど
の
よ
う
な
翻
訳
詩
集
で
あ
っ
た
の
か
を
考
察
す
る
。
そ
し
て
二
〇
〇
一
年
か
ら
試
み
ら
れ
、
二
〇
〇
七

年
に
出
版
さ
れ
た
金
時
鐘
訳
『
再
訳　

朝
鮮
詩
集
』
の
翻
訳
法
を
分
析
す
る
こ
と
で
、
彼
が
金
素
雲
か
ら
受
容
し
た
抒
情
の

質
を
検
討
す
る
。
そ
れ
と
と
も
に
金
素
雲
の
翻
訳
と
の
対
比
か
ら
、
金
時
鐘
が
確
立
し
た
翻
訳
法
の
意
味
を
探
る
。

　

金
時
鐘
は
、
金
素
雲
訳
の
『
乳
色
の
雲
』（
一
九
四
〇
年
五
月
、
河
出
書
房
）
か
ら
受
け
た
感
動
を
次
の
よ
う
に
回
想
し

て
い
る
。

　
　

ひ
た
む
き
な
「
皇
国
少
年
」
で
あ
っ
た
私
が
、金
素
雲
の
全
詩
業
と
い
っ
て
も
よ
い
訳
詩
集
『
乳
色
の
雲
』（
一
九
四
〇

　
　

年
五
月
・
河
出
書
房
）
か
ら
汲
み
と
り
、
感
じ
い
っ
た
も
の
は
、
酷
薄
な
歴
史
の
試
練
に
さ
ら
さ
れ
て
あ
っ
た
朝
鮮
の

　
　
〝
詩
心
〞
か
ら
は
さ
ら
さ
ら
遠
く
、
悲
愁
の
余
韻
が
そ
こ
は
か
と
な
い
情
感
と
な
っ
て
、
そ
の
こ
ろ
餓
鬼
の
よ
う
に
む

　
　

さ
ぼ
っ
て
い
た
日
本
の
数
あ
る
近
代
抒
情
詩
と
ひ
び
き
合
っ
て
い
る
こ
と
の
共
感
で
あ
り
、そ
れ
へ
の
感
激
で
あ
っ
た
。

　
　

綿
々
と
し
た
詠
嘆
の
抒
情
に
、
新
日
本
人
に
な
り
た
て
の
少
年
が
酔
い
し
れ
た
の
だ
。
い
や
絢
爛
た
る
日
本
語
、
雅
語

　
　

が
よ
ど
み
な
く
あ
ふ
れ
、
玄
妙
な
い
い
ま
わ
し
に
も
音
数
律
が
整
っ
て
あ
る
そ
の
日
本
語
に
、
十
二
分
に
抱
え
込
ま
れ

　
　

て
あ
る
朝
鮮
の
〝
詩
心
〞
が
嬉
し
か
っ
た
の
だ
。
廃
絶
の
憂
き
目
に
あ
る
「
朝
鮮
語
」
の
痛
み
に
は
、
つ
い
ぞ
思
い
の

　
　

一
片
す
ら
及
ぶ
こ
と
の
な
か
っ
た
私
で
あ
っ
た

（
1
）

。

『
乳
色
の
雲
』
の
訳
者
金き

む
そ
う
ん

素
雲
（
本
名:

金
教
煥
、
一
九
〇
八
年
〜
八
一
年
）
は
釜
山
の
絶
影
島
で
生
ま
れ
、
一
二
歳
で
日

本
に
渡
っ
た
後
、
朝
鮮
の
民
謡
や
童
謡
の
収
集･

翻
訳
な
ど
を
手
始
め
に
、
数
多
く
の
文
学
作
品
の
日
本
語
訳
を
手
が
け

た
。
そ
れ
の
み
な
ら
ず
朝
鮮
語
と
日
本
語
に
よ
る
多
く
の
エ
ッ
セ
ー
や
、
韓
日
辞
書
編
纂
（『
精
解 

韓
日
辞
典
』
高
麗
書
林
、

一
九
六
八
年
）
な
ど
、
文
化
面
で
大
き
な
功
績
を
残
し
た
人
物
で
あ
る
。

　
　

註

（
1
）
金
時
鐘
「
そ
れ
で
も
日
本
語
に
不
信
で
あ
る

　

金
素
雲
追
悼
」、『
草
む
ら
の
と
き
』、
海
風
社
、

一
九
九
七
年
、
二
七
四
‐
五
頁
。
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『
乳
色
の
雲
』
は
金
素
雲
の
よ
く
知
ら
れ
た
仕
事
の
一
つ
で
あ
り
、
後
の
岩
波
文
庫
版
『
朝
鮮
詩
集
』
の
元
に
な
っ
た

（
2
）

。

引
用
は
、
そ
の
『
乳
色
の
雲
』
か
ら
金
時
鐘
が
受
け
た
影
響
を
具
体
的
に
述
べ
た
も
の
で
あ
る
。「
そ
こ
は
か
と
な
い
情
感
」

「
詠
嘆
の
抒
情
」「
音
数
律
が
整
っ
て
あ
る
そ
の
日
本
語
」
と
引
用
に
あ
る
よ
う
に
、
日
本
語
に
よ
る
抒
情
と
リ
ズ
ム
が
問
題

と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
金
時
鐘
が
日
本
の
近
代
詩
の
強
い
影
響
下
に
あ
っ
た
こ
と
は
、
第
一
章
で
述
べ
た
。
だ
が

よ
り
深
刻
な
事
態
は
、
朝
鮮
人
に
よ
る
朝
鮮
語
詩
の
日
本
語
訳
に
、
日
本
の
近
代
的
な
抒
情
を
見
い
だ
し
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。

そ
こ
に
は
、
植
民
地
期
に
朝
鮮
人
が
日
本
的
な
抒
情
を
体
現
し
、
そ
れ
に
朝
鮮
人
が
感
激
す
る
と
い
う
、
二
重
の
ね
じ
れ
が

あ
る
か
ら
で
あ
る
。
で
は
、
金
時
鐘
が
言
う
よ
う
な
「
日
本
の
数
あ
る
近
代
抒
情
詩
と
ひ
び
き
合
」
う
「
詠
嘆
の
抒
情
」
が

醸
し
出
さ
れ
て
い
る
金
素
雲
の
翻
訳
と
は
、
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
例
と
し
て
鄭
芝
溶
「
故
郷
」
の
金

素
雲
訳
と
金
時
鐘
訳
を
並
べ
て
見
て
み
た
い
。

　
　
　

ふ
る
さ
と
（
金
素
雲
訳
）　　

　
　
　
　
　
　
　
　

故
郷
（
金
時
鐘
訳
）

　
　

ふ
る
さ
と
に
か
へ
り
来
て　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

故
郷
に　

故
郷
に　

帰
っ
て
き
て
も

　
　

ふ
る
さ
と
の　

あ
く
が
れ
わ
び
し
。　

　
　
　
　
　

思
い
焦
が
れ
た
故
郷
は
な
く
な
っ
て
い
て

　
　

雛
い
だ
く
野
雉
は
あ
れ
ど　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
雉　

卵
を
い
だ
き

　
　

ホ
ト
ト
ギ
ス　

す
ゞ
ろ
に
啼
け
ど
、　　

　
　
　
　

  

呼
子
鳥
わ
が
季
節
を
謳
っ
て
は
い
て
も

　
　

ふ
る
さ
と
は　

こ
ゝ
ろ
に
失
せ
て　

　
　
　
　
　
　

心
は
自
分
の
故
郷
に
抱
か
れ
る
こ
と
な
く

　
　

は
る
か
な
る
港
に　

雲
ぞ
流
る
ゝ
。　

　
　
　
　
　

遠
い
港
へ
と
浮
い
て
い
く
雲
。

　
　
　
　
　
　
　
（
一
‐
三
連
、
一
一
四
‐
五
頁
）　　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
‐
三
連
、
一
一
六
頁

（
3
）

）

原
詩
は
次
の
通
り
で
あ
る
。〝
고
향
에 

고
향
에 

돌
아
와
도
／
그
리
던 

고
향
은 

아
니
러
뇨
。
／
／
산
꽁
이 
알
을 

품
고
／
뻐

꾹
이 

제
철
에 

울
건
만
、
／
／
마
음
은 

제
고
향 

진
히
지 

않
고
／
머
언 

港
口
로 

떠
도
는 

구
름
。〞（
一
‐
三
連

（
4
）

）。

　

一
読
し
て
分
か
る
と
お
り
、
金
素
雲
は
五
七
調
を
ベ
ー
ス
に
訳
出
し
て
い
る
。
日
本
の
そ
の
伝
統
的
な
韻
律
の
型
に
合
わ

せ
る
た
め
に
、
原
詩
を
削
り
、
構
文
も
変
更
し
て
い
る
。
加
え
て
郭
公
を
意
味
す
る
〝
뻐
꾹
이
〞
を
「
ホ
ト
ト
ギ
ス
」
と
変

（
2
）
金
素
雲
の
『
朝
鮮
詩
集
』
に
は
、
い
く
つ
か

の
ヴ
ァ
ー
ジ
ョ
ン
が
あ
る
。
最
初
、『
乳
色
の
雲
』

と
し
て
出
版
さ
れ
た
後
、
収
録
す
る
詩
人
と
詩
の

数
を
増
や
し
て
、一
九
四
三
年
に
興
風
館
か
ら『
朝

鮮
詩
集
』
前
期･

中
期
と
し
て
出
版
さ
れ
た
。
戦

後
、
再
編
集
し
一
九
五
三
年
に
創
元
社
か
ら
『
朝

鮮
詩
集
』
と
し
て
出
版
し
た
あ
と
、
一
九
五
四
年

に
は
岩
波
文
庫
の
一
冊
に
収
め
ら
れ
た
。
そ
れ
以

外
に
も
『
金
素
雲
対
訳
詩
集
』
上･

中･

下
（
亜

成
書
房
、1978

、
韓
国
）
が
あ
る
。
日
本
以
外

で
出
版
さ
れ
た
著
作
の
出
版
年
及
び
頁
数
は
ア
ラ

ビ
ア
数
字
で
統
一
し
た
。
以
下
同
様
。
金
素
雲
が

翻
訳
し
た
詩
は
こ
こ
に
ほ
ぼ
収
録
さ
れ
た
が
（
鄭

芝
溶
を
除
く
）、
若
干
訳
し
直
さ
れ
て
い
る
。

（
3
）
以
後
、
金
素
雲
の
訳
詩
は
全
て
岩
波
文
庫

版
『
朝
鮮
詩
集
』
か
ら
引
用
す
る
。
ま
た
引
用
直

後
に
漢
数
字
で
頁
番
号
を
示
す
。
ま
た
金
時
鐘
の

翻
訳
は
全
て
『
再
訳　

朝
鮮
詩
集
』（
岩
波
書
店
、

二
〇
〇
七
年
）
か
ら
引
用
す
る
。
こ
れ
も
同
様
に

引
用
直
後
に
漢
数
字
で
ペ
ー
ジ
番
号
を
示
す
。

（
4
）
鄭
芝
溶
『
鄭
芝
溶
詩
集
』、『
韓
国
現
代
詩
史

資
料
集
成
』（
四
〇
巻
、
太
學
社
、
韓
国
서
울
、

1997.

以
下
『
資
料
集
成
』
と
略
記
。）
所
収
、

p.699.

金
時
鐘
訳
『
再
訳　

朝
鮮
詩
集
』
は
原

詩
も
併
載
し
て
い
る
が
、基
本
的
は
『
資
料
集
成
』

か
ら
引
用
す
る
。
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え
た
り
、「
あ
く
が
れ
わ
び
し
」「
す
ゞ
ろ
に
啼
け
ど
」「
雲
ぞ
流
る
ゝ
」
と
い
っ
た
雅
言
を
用
い
る
こ
と
で
、
そ
の
翻
訳
は

日
本
の
詩
歌
と
見
紛
う
ば
か
り
の
仕
上
が
り
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
せ
い
か
原
詩
と
は
、
似
て
な
い
よ
う
で
似
て
い
る
と
い

う
微
妙
な
関
係
に
な
っ
て
い
る
。
と
は
い
え
こ
の
よ
う
な
端
正
な
音
数
律
や
雅
言
、
ま
た
喪
失
を
モ
チ
ー
フ
と
す
る
典
型
的

な
抒
情
詩
で
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、
金
時
鐘
は
日
本
と
朝
鮮
の
心
情
表
現
に
お
け
る
重
な
り
を
見
て
取
り
、
酔
い
し
れ
た
の
で

あ
ろ
う
。
対
す
る
そ
の
金
時
鐘
の
翻
訳
は
、
ほ
ぼ
逐
語
訳
に
な
っ
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
金
時
鐘
独
自
の
工
夫
が
取
り
入
れ
ら

れ
て
い
る
が
、
そ
の
翻
訳
の
意
義
は
金
素
雲
訳
と
対
比
す
る
こ
と
で
見
出
さ
れ
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

　

本
章
で
は
、
金
素
雲
訳
『
乳
色
の
雲
』
が
日
本
に
お
い
て
得
た
位
置
と
そ
の
意
味
を
ま
ず
論
じ
る
。
次
に
金
素
雲
の
翻
訳

お
よ
び
そ
の
方
法
の
本
質
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
そ
し
て
最
後
に
金
時
鐘
『
再
訳　

朝
鮮
詩
集
』
の
検
討
を
通
じ
て
、
金
時

鐘
が
金
素
雲
か
ら
受
け
た
影
響
と
、
そ
れ
が
ど
の
よ
う
に
批
判
的
に
対
象
化
さ
れ
て
い
る
か
を
明
ら
か
に
し
て
い
き
た
い
。

 
 

第
一
節
．
金
素
雲
訳
『
乳
色
の
雲
』
の
受
容
の
仕
方―
佐
藤
春
夫
を
中
心
に

　

金
素
雲
訳
『
乳
色
の
雲
』
は
、
日
本
初
の
朝
鮮
現
代
詩
の
ア
ン
ソ
ロ
ジ
ー
と
し
て
話
題
を
呼
ん
だ

（
5
）

。
そ
の
序
文
に
は
島
崎

藤
村
、
佐
藤
春
夫
、
李
光
洙
が
、
巻
頭
の
ス
ケ
ッ
チ
画
に
は
高
村
光
太
郎
が
、
題
字
に
は
山
口
玄
珠
が
、
と
い
う
よ
う
に
当

時
の
詩
壇
、
画
壇
の
錚
々
た
る
メ
ン
バ
ー
が
配
さ
れ
て
お
り
、
評
価
の
高
さ
を
う
か
が
わ
せ
る
。
だ
が
、
こ
の
作
品
が
出
版

さ
れ
た
一
九
四
〇
年
は
、
言
う
ま
で
も
な
く
時
代
的･

文
学
的
な
危
機
の
時
期
で
あ
っ
た
。
ま
た
こ
の
時
期
は
、
金
允
植
が

指
摘
す
る
よ
う
に
、
朝
鮮
人
の
心
理
把
握
の
た
め
に
多
く
の
朝
鮮
語
の
文
学
作
品
が
日
本
語
に
翻
訳
さ
れ
て
い
る

（
6
）

。

　

そ
の
よ
う
な
時
代
状
況
も
あ
っ
て
、
こ
の
翻
訳
作
品
は
、
日
本
語
を
母
語
・
母
国
語
と
し
な
い
者
に
よ
る
日
本
語
訳
と
い

う
極
め
て
特
異
な
特
徴
も
持
つ
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
れ
故
、
こ
の
訳
業
は
、
韓
国
と
日
本
に
お
い
て
対
照
的
な
待
遇
を
受
け
、

結
果
的
に
両
国
の
言
語
的
、
文
化
的
、
時
代
的
な
は
ざ
ま
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
き
た
。

　

韓
国
で
は
、
こ
の
作
品
は
親
日
文
学
の
一
つ
と
見
な
さ
れ
、
ほ
ぼ
評
価
の
対
象
外
と
し
て
黙
殺
さ
れ
続
け
た
。

　

対
照
的
に
日
本
で
は
、『
乳
色
の
雲
』
か
ら
戦
後
の
『
朝
鮮
詩
集
』
に
至
る
ま
で
、
伝
統
的
な
韻
律
で
雅
語
を
多
用
し
た

そ
の
翻
訳
が
、
人
々
の
好
意
を
持
っ
て
受
け
入
れ
ら
れ
て
き
た
。
一
連
の
好
意
的
な
受
容
は
、「
文
化
と
詩
魂
の
限
り
で
は
、

日
本
と
朝
鮮
と
は
互
い
に
敵
で
は
な
く
、
深
い
つ
な
が
り
を
持
っ
た
友

（
7
）

」
で
あ
る
こ
と
を
、『
朝
鮮
詩
集
』
か
ら
読
み
取
る

点
で
共
通
し
て
い
る
。

（
5
）『
乳
色
の
雲
』
以
前
に
、
一
九
三
三
年
一
月

に
は
、
漢
字
と
朝
鮮
語
の
み
で
記
さ
れ
た
『
諺
文

朝
鮮
口
伝
民
謡
集
』
を
第
一
書
房
か
ら
出
版
し
て

い
る
。
ま
た
『
朝
鮮
童
謡
選
』
と
『
朝
鮮
民
謡
選
』

は
一
九
三
三
年
の
一
月
と
八
月
に
岩
波
文
庫
と
し

て
出
版
さ
れ
好
評
を
博
し
て
い
る
。

（
6
）
金
允
植
『
韓
日
文
學
의 

關
聯
樣
相
』、
一
志

社
、1974

、
서
울
、p.54.

こ
の
時
期
出
版
さ
れ

た
翻
訳
作
品
と
し
て
は
、
申
建
訳
編
『
朝
鮮
小
説

代
表
作
集
』、
張
赫
宙
編
『
朝
鮮
文
学
選
集
』、『
李

光
洙
短
編
集　

嘉
實
』
な
ど
が
あ
る
。

（
7
）
三
好
十
郎
「
愚
者
の
楽
園
」、『
読
売
新
聞
』

一
九
五
三
年
六
月
一
九
日
付
朝
刊
。
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島
崎
藤
村
に
よ
る
「
序
の
言
葉
」
も
、
日
本
と
朝
鮮
の
差
異
に
注
意
深
い
け
れ
ど
、
や
は
り
同
様
の
見
解
を
示
し
て
い
る
。

島
崎
は
次
の
よ
う
に
序
を
書
き
出
し
て
い
る
。

　
　

ど
ん
な
河
水
で
も
そ
の
源
に
於
い
て
濁
つ
て
い
る
も
の
は
な
い
。
河
水
は
高
地
よ
り
発
す
る
。
高
地
に
は
多
く
の
自
然

　
　

な
森
林
を
見
る
。
水
も
草
も
清
い
。
精
神
の
伝
統
は
あ
た
か
も
こ
の
森
林
の
ご
と
き
も
の
で
は
な
か
ら
う
か
。
森
林
の

　
　

ご
と
き
も
の
で
あ
る
が
ゆ
ゑ
に
静
か
だ
。
静
で
あ
る
が
ゆ
ゑ
に
性
を
や
し
な
う
。
知
性
は
あ
た
か
も
水
の
ご
と
き
も
の

　
　

で
は
な
か
ら
う
か
。
水
の
ご
と
き
も
の
で
あ
る
が
ゆ
ゑ
に
動
く
。
動
く
が
ゆ
ゑ
に
破
壊
力
を
有
す
る
。
も
し
川
上
の
方

　
　

に
於
い
て
伝
統
の
森
林
を
乱
伐
す
る
と
し
た
ら
、
ど
ん
な
事
に
成
る
だ
ら
う
。
そ
の
結
果
は
知
性
の
氾
濫
で
は
あ
る
ま

　
　

い
か
。
滔
々
た
る
濁
流
は
千
貫
の
岩
石
を
も
押
し
流
さ
ず
に
は
置
く
ま
い

（
8
）

。

こ
の
引
用
箇
所
に
は
検
討
す
べ
き
多
く
の
事
柄
が
あ
る
が
、
静
と
動
の
枠
組
み
に
基
づ
い
て
論
述
が
進
ん
で
い
る
。
静
的
な

も
の
と
し
て
の
「
精
神
の
伝
統
」
は
、「
水
」
の
流
れ
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
「
森
林
」
に
喩
え
ら
れ
て
お
り
、
秩
序
や
調

和
を
も
た
ら
す
も
の
を
意
味
し
て
い
る
。
ま
た
詩
に
お
け
る「
精
神
の
伝
統
」と
は
、『
若
菜
集
』の
詩
人
で
あ
る
島
崎
に
と
っ

て
、
主
に
日
本
の
伝
統
的
な
韻
律
や
抒
情
な
ど
を
指
し
て
い
る
と
見
て
間
違
い
な
い
だ
ろ
う
。
対
し
て
「
水
」
に
喩
え
ら
れ

た
「
知
性
」
は
、「
そ
の
源
に
於
い
て
濁
つ
て
い
る
も
の
は
な
い
」
と
言
わ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
「
森
林
」
を
明
晰
に
映
し

出
す
と
い
う
意
味
で
あ
ろ
う
。
秩
序
の
破
壊
が
生
じ
る
の
は
、「
水
」
の
流
れ
の
変
化
に
よ
っ
て
で
あ
る
。
水
の
流
れ
は
自

然
な
力
と
さ
れ
て
い
る
以
上
、
秩
序
破
壊
も
自
然
発
生
的
で
あ
る
。
ま
た
「
森
林
」
の
伐
採
に
よ
っ
て
、「
水
」
の
破
壊
力

は
増
大
す
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
島
崎
が
そ
の
比
喩
で
想
起
し
て
い
た
の
は
、
日
本
近
代
詩
の
形
成
に
大
き
く
寄
与
し
、
ま
た

そ
の
展
開
を
目
の
当
た
り
に
し
て
き
た
者
と
し
て
、
主
に
日
本
に
お
け
る
詩
の
在
り
様
の
変
化
だ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

だ
が
こ
の
比
喩
は
、「
朝
鮮
の
諸
君

（
9
）

」
に
向
け
ら
れ
る
こ
と
で
、
政
治
的
な
ニ
ュ
ア
ン
ス
を
帯
び
始
め
て
い
る
の
も
事
実
で

あ
る
。
と
い
う
の
も
「
森
林
の
乱
伐
」
に
よ
る
「
水
」
の
さ
ら
な
る
「
氾
濫
」
を
否
定
的
に
捉
え
る
こ
と
と
、「
精
神
の
伝
統
」

の
尊
重
は
、「
朝
鮮
の
諸
君
」
に
よ
る
「
乱
伐
」、
知
的
な
抵
抗
・
反
乱
を
押
し
留
め
る
も
の
と
な
る
か
ら
で
あ
る
。
も
ち
ろ

ん
「
水
」
が
流
れ
る
こ
と
を
自
然
な
こ
と
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
に
、
彼
の
倫
理
も
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
が
。

　

詩
心
の
同
一
性
と
い
う
言
説
を
よ
り
コ
ロ
ニ
ア
ル
な
も
の
に
仕
立
て
た
の
が
、も
う
一
人
の
評
者
・
佐
藤
春
夫
で
あ
る
。「
ア

ジ
ア
の
命
と
誇
と
は
そ
の
詩
心
の
深
さ
に
あ
る
。」
か
ら
始
ま
る
佐
藤
の
序
文
は
、
そ
の
タ
イ
ト
ル
「
朝
鮮
の
詩
人
等
を
内

地
の
詩
壇
に
迎
へ
ん
と
す
る
の
辞
」
が
象
徴
的
に
示
す
よ
う
に
、
矛
盾
を
は
ら
む
も
の
で
あ
っ
た）

10
（

。
佐
藤
は
、「
中
央
ア
ジ

（
8
）
島
崎
藤
村
「
序
の
言
葉
」『
朝
鮮
詩
集
』、
岩

波
文
庫
、
一
九
五
四
年
、
五
頁
よ
り
。

（
9
）
同
前
、
五
頁
。

（
10
）
佐
藤
春
夫
「
朝
鮮
の
詩
人
等
を
内
地
の
詩
壇

に
迎
へ
ん
と
す
る
の
辞
」、『
乳
色
の
雲
』、
河
出

書
房
、
一
九
四
〇
年
、
所
収
。
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ア
」「
支
那
大
陸
」
そ
し
て
「
我
々
の
祖
国
」
か
ら
消
え
去
っ
た
ア
ジ
ア
の
詩
心
が
、「
欧
米
の
文
物
の
直
接
的
な
侵
略
」
か

ら
の
が
れ
た
朝
鮮
半
島
で
、「
廃
墟
の
如
く
残
存
」
し
て
い
る
こ
と
を
「
快
事
」
だ
と
し
た）

11
（

。
そ
こ
に
「
な
つ
か
し
い
も
の
」

を
感
じ
る
佐
藤
に
は
、優
越
感
が
滲
み
出
て
い
る）

12
（

。
し
か
し
「
欧
米
の
文
物
の
直
接
的
な
侵
略
」
が
な
か
っ
た
と
い
う
の
は
、

誤
り
で
あ
る
。
一
九
二
一
年
に
は
、
フ
ラ
ン
ス
象
徴
派
の
詩
を
翻
訳
し
た
金
億
『
懊
悩
の
舞
踏
』
が
出
版
さ
れ
て
い
る
し
、

金
石
松
、
金
尚
鎔
、
白
石
な
ど
を
通
じ
て
キ
ー
ツ
、
ポ
ー
、
ホ
イ
ッ
ト
マ
ン
、
ハ
ー
デ
ィ
等
の
紹
介
が
朝
鮮
半
島
で
も
な
さ

れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
佐
藤
は
朝
鮮
半
島
で
の
文
学
的
な
動
向
の
こ
と
な
ど
知
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
し
、
お
そ
ら
く

気
に
も
し
な
か
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
だ
が
知
識
不
足
に
関
わ
ら
ず
『
乳
色
の
雲
』
に
評
価
を
下
し
え
た
根
拠
と
し
て
は
、
い

く
つ
か
の
理
由
が
考
え
ら
れ
る
。

　

一
つ
に
は
、『
乳
色
の
雲
』
出
版
の
二
年
前
（
一
九
三
八
年
）
に
、
佐
藤
は
保
田
與
重
郎
と
共
に
朝
鮮
半
島
経
由
で
北
京

に
向
か
っ
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
佐
藤
は
「
半
島
旅
情
記
」
で
、
釜
山
、
慶
州
、
大
邱
に
お
い
て
慶
州
博
物
館
、
石
窟
庵
、

仏
国
寺
、
掛
陵
一
、
鮑
石
亭
址
、
鳳
凰
台
、
雁
鴨
池
、
半
月
城
址
を
見
物
し
た
こ
と
の
印
象
を
報
告
し
て
い
る）

13
（

。
金
素
雲
『
乳

色
の
雲
』
に
も
、
金
泰
午
「
石
窟
庵
」、
朴
鍾
和
「
石
窟
庵
」
が
収
録
さ
れ
て
お
り
、
い
っ
そ
う
の
懐
か
し
さ
を
覚
え
た
と

思
わ
れ
る
。

　

だ
が
よ
り
重
要
な
の
は
「
廃
墟
の
如
く
」
と
い
う
評
価
軸
の
方
で
あ
ろ
う
。
こ
の
点
は
、「
廃
滅
せ
ん
と
す
る
言
葉
」
と

し
て
の
朝
鮮
語
を
「
抛
棄
し
去
」
る
こ
と
を
勧
告
す
る）

14
（

、
佐
藤
の
論
理
に
も
関
わ
っ
て
く
る
。「
廃
滅
」
及
び
そ
れ
に
類
す

る
タ
ー
ム
は
、
佐
藤
の
中
で
独
特
の
価
値
が
付
与
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

　

佐
藤
は
旅
す
る
文
学
者
と
し
て
、「
南
方
紀
行
」「
殖
民
地
の
旅
」「
北
京
雑
報
」「
わ
が
北
海
道
」「
日
本
の
風
景
」
と
い
っ

た
記
録
を
公
表
し
て
い
る
。
そ
の
エ
ク
リ
チ
ュ
ー
ル
の
特
徴
の
一
つ
は
、
外
国
の
人
物
や
風
景
を
、
日
本
の
人
・
物
・
風
景
・

出
来
事
と
比
較
し
よ
う
と
す
る
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。「
半
島
旅
情
記
」
で
も
、「
朝
鮮
満
州
北
支
那
あ
た
り
の
風
光
と
祖
国

の
そ
れ
と
を
見
較
べ
る
参
考
に
も
と
心
あ
つ
て
〔
…
…
〕」
と
は
じ
め
に
述
べ
て
い
る）

15
（

。
具
体
的
に
は
、
掛
陵
一
の
文
武
の

石
人
を
乃
木
将
軍
と
比
較
し
、
ま
た
慶
州
の
「
懐
か
し
い
荒
廃
の
詩
情）

16
（

」
は
、
奈
良
よ
り
も
平
泉
に
似
て
い
る
と
言
う
よ
う

に
で
あ
る
。
と
り
わ
け
こ
の
「
荒
廃
」
に
関
し
て
は
、一
九
三
二
年
に
発
表
さ
れ
た
「
殖
民
地
の
旅
」
で
も
言
わ
れ
て
お
り
、

台
湾
の
鹿
港
に
「
詩
趣
豊
か
」
で
「
朽
ち
か
か
っ
た
懐
か
し
さ
」
を
見
て
取
っ
て
い
る）

17
（

。

　

佐
藤
春
夫
が
『
殉
情
詩
集
』（
一
九
二
一
年
）
で
の
デ
ビ
ュ
ー
以
来
、
文
語
体
を
用
い
た
の
は
周
知
の
事
実
で
あ
る
。
も

ち
ろ
ん
単
に
古
風
な
情
趣
を
、伝
統
的
な
韻
律･

詩
語
に
よ
っ
て
表
現
し
た
わ
け
で
は
な
い
。
そ
の
よ
う
な
文
体
の
背
後
に
、

強
い
批
判
的
自
我
が
存
在
し
て
い
る
と
こ
ろ
に
佐
藤
春
夫
の
近
代
性
も
あ
っ
た
。
伊
藤
信
吉
も
、「
夜
毎
わ
が
心
う
た
ふ
詩
」

（
11
）
佐
藤
前
掲
序
、
二
二
六
頁
。

（
12
）
同
前
、
二
二
八
頁
。

（
13
）
佐
藤
春
夫
「
半
島
旅
情
記
」、『
文
芸
春
秋
』、

一
九
三
八
（
昭
和
一
三
）
年
六
月
、
第
一
六
巻

第
九
号
。
引
用
は
『
定
本 

佐
藤
春
夫
全
集
』
第

二
七
巻
、
臨
川
書
店
、
二
〇
〇
〇
年
よ
り
。
以
下

同
様
。

（
14
）
佐
藤
前
掲
序
、
二
二
八
頁
。

（
15
）
佐
藤
春
夫
「
半
島
旅
情
記
」、
一
一
七
頁
。

（
16
）
佐
藤
「
半
島
旅
情
記
」、
一
二
五
頁
。

（
17
）
佐
藤
春
夫
「
殖
民
地
の
旅
」、『
中
央
公
論
』、

一
九
三
二
（
昭
和
七
）
年
九
月
、
第
四
七
巻
第

一
〇
号
、
新
秋
特
大
号
。
引
用
は
『
定
本 

佐
藤

春
夫
全
集
』
第
二
七
巻
、
七
三
頁
よ
り
。
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や
「
病
」
と
い
っ
た
佐
藤
の
初
期
の
抒
情
詩
は
、「
作
者
の
心
理
的
世
界
か
ら
自
覚
的
に
構
成
さ
れ
、
そ
の
意
味
で
自
意
識

の
は
っ
き
り
し
た
作
品）

18
（

」
だ
と
述
べ
、
そ
の
近
代
的
側
面
を
指
摘
し
て
い
る
。
と
は
い
え
伝
統
的
な
韻
律
や
詩
語
の
選
択
に

は
、
文
体
自
体
か
ら
の
喪
失
感
を
醸
し
出
す
佐
藤
流
の
美
意
識
な
い
し
志
向
が
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
だ
ろ
う
。『
殉
情

詩
集
』
の
「
自
序
」
で
も
、「
わ
れ
は
古
風
な
る
笛
と
り
出
で
て
い
ま
路
の
べ
に
来
り

哀

か
な
し
み
う
た

歌
す）

19
（

」
と
述
べ
て
い
る
。
ま
た
、

「
僕
の
詩
に
就
て
」
で
は
、

　
　

和
漢
朗
詠
集
と
今
様
と
箏
唄
と
藤
村
詩
集
と
は
僕
の
詩
の
伝
統
で
あ
る
。
僕
は
純
粋
な
日
本
語
の
美
に
打
た
れ
る
こ
と

　
　

が
折
々
あ
る
。
言
葉
と
は
つ
ま
り
霊
の
こ
と
だ
。
さ
う
し
て
近
代
人
で
は
な
く
世
界
人
で
も
な
い
自
分
の
魂
を
凝
視
し

　
　

て
耽
愛
す
る
こ
と
が
あ
る
。
僕
は
折
ふ
し
の
さ
う
い
ふ
時
間
に
だ
け
歌
ふ
。〔
…
…
〕
僕
は
僕
の
な
か
に
生
き
て
ゐ
る

　
　

感
情
が
古
風
に
統
一
さ
れ
た
時
に
詩
を
歌
つ
て
ゐ
る）

20
（

。

つ
ま
り
「
懐
か
し
い
荒
廃
の
詩
情
」
や
「
朽
ち
か
か
っ
た
懐
か
し
さ
」
と
い
う
評
価
に
直
接
的
に
つ
な
が
る
「
廃
墟
」
と
い

う
評
価
軸
は
、佐
藤
自
身
の
詩
作
の
方
法
か
ら
由
来
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
佐
藤
か
ら
の
影
響
の
大
き
い
金
素
雲
の
翻
訳
も
、

方
法
と
し
て
の
廃
墟
に
適
合
し
た
か
ら
好
意
的
に
評
価
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

他
方
、
こ
の
廃
墟
と
い
う
美
意
識
は
、
過
去
に
高
い
価
値
を
付
与
し
、
反
対
に
現
在
を
否
定
的
に
捉
え
る
。
こ
の
否
定
は
、

諦
念
と
い
う
面
を
持
ち
つ
つ
も
、「
支
那
」
や
朝
鮮
に
対
し
て
は
現
在
の
自
ら
を
捨
て
去
る
べ
き
も
の
、
あ
る
い
は
も
は
や

現
在
は
な
い
と
見
な
す
論
理
と
し
て
働
く
。
佐
藤
は
「
半
島
旅
情
記
」
と
同
じ
年
に
、「
支
那
に
文
化
が
あ
る
か
」
と
い
う

挑
発
的
な
タ
イ
ト
ル
の
小
文
を
発
表
し
て
い
る）

21
（

。
も
ち
ろ
ん
こ
の
よ
う
な
タ
イ
ト
ル
の
つ
け
方
に
は
、
時
局
的
な
も
の
へ
の

目
配
り
も
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
が
、
廃
墟
の
論
理
か
ら
す
れ
ば
必
然
的
な
も
の
で
も
あ
る
。
佐
藤
は
そ
の
中
で
、
文
化
を
「
日

常
生
活
に
具
体
化
さ
れ
て
現
れ
た
知
性
と
高
い
情
操
と―

換
言
し
て
哲
学
と
芸
術
と
言
つ
て
よ
か
ら
う―

）
22
（

」
と
定
義
し
た
上

で
、「
支
那
に
文
化
が
あ
る
か
」
と
い
う
問
い
に
次
の
よ
う
に
答
え
て
い
る
。「
古
代
の
支
那
文
化
は
唐
の
玄
宗
皇
帝
と
ゝ
も

に
亡
ん
だ
。
宋
に
発
芽
し
た
近
代
支
那
の
近
代
文
化
は
清
の
乾
隆
帝
と
ゝ
も
に
亡
ん
だ
。
乾
隆
の
後
に
は
た
ゞ
似
而
非
な
る

西
太
后
好
み
の
退
廃
が
支
那
の
生
活
の
全
部
で
あ
る）

23
（

。」。
要
す
る
に
、
今
の
支
那
は
廃
墟
で
あ
る
ゆ
え
に
文
化
が
な
い
と
い

う
こ
と
に
他
な
ら
な
い
。

　

こ
の
廃
墟
の
論
理
が
、
佐
藤
に
二
重
の
略
奪
を
正
当
化
さ
せ
て
い
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
第
一
に
は
、
事
実
と
し
て
の

ア
ジ
ア
侵
略
で
あ
る
。
現
在
を
廃
墟
と
見
な
し
、
そ
こ
に
文
化
が
な
い
と
す
る
認
識
は
、
支
那
を
「
開
拓
さ
れ
な
い
で
残
つ

（
18
）
伊
藤
信
吉
『
現
代
詩
の
鑑
賞
（
上
）』
新
潮

文
庫
、昭
和
二
七
年
（
一
九
五
二
年
）、三
三
四
頁
。

（
19
）
佐
藤
春
夫
『
殉
情
詩
集
』、
新
潮
社
、
大
正

一
〇
（
一
九
二
一
）
年
、
引
用
は
『
定
本 

佐
藤

春
夫
全
集
』
第
一
巻
、
臨
川
書
店
、
一
九
九
九
年
、

六
頁
。

（
20
）
佐
藤
春
夫
「
僕
の
詩
に
就
て
」、『
日
本
詩
人
』、

大
正
一
四
（
一
九
二
五
）
年
八
月
（
第
五
巻
第
八

号
）、引
用
は『
定
本 

佐
藤
春
夫
全
集
』第
一
九
巻
、

臨
川
書
店
、
一
九
九
八
年
、
三
三
〇
頁
。

（
21
）
佐
藤
春
夫
「
支
那
に
文
化
が
あ
る
か
」、『
文

化
学
院
新
聞
』、
一
九
三
八
（
昭
和
一
三
）
年
六

月
二
〇
日
付
、
以
下
引
用
は
『
定
本　

佐
藤
春
夫

全
集
』第
二
二
巻
、一
九
九
九
年
、臨
川
書
店
か
ら
。

（
22
）
佐
藤
「
支
那
に
文
化
が
あ
る
か
」、
四
〇
頁
。

（
23
）
佐
藤
「
支
那
に
文
化
が
あ
る
か
」、
四
一
頁
、

傍
点
引
用
者
。
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て
い
る
」「
あ
ま
り
に
広
す
ぎ
る
」「
曠
野
」
と
す
る
イ
メ
ー
ジ
に
つ
な
が
っ
て
い
る）

24
（

。
そ
こ
か
ら
佐
藤
は
、
こ
の
未
開
拓
の

土
地
を
「
充
分
に
使
ひ
こ
な
し
て
見
た
い
と
い
ふ
活
動
の
欲
望
に
燃
え
る
の
は
人
間
の
健
全
な
生
活
力
で
あ
る
。」
と
い
う

結
論
を
引
き
出
し
て
い
る）

25
（

。
さ
ら
に
こ
の
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
精
神
は
、「
頽
廃
」
し
た
中
国
に
「
清
新
で
健
全
な
血
液
」
を
注

入
す
べ
し
と
い
う
病
理
学
の
メ
タ
フ
ァ
ー
で
言
い
換
え
ら
れ
、
最
終
的
に
は
「
久
方
の
光
を
負
う
た
」「
皇
軍
」
に
よ
っ
て
、

こ
の
地
に
「
大
和
魂
」
を
植
え
つ
け
る
べ
き
だ
と
、
精
神
化
さ
れ
る
に
至
る）

26
（

。
佐
藤
の
主
張
は
、
結
局
の
と
こ
ろ
日
清
戦
争

期
に
起
源
を
持
つ
言
説
を
反
復
し
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。

　

第
二
の
略
奪
は
、中
国
や
朝
鮮
の
文
化
を
日
本
に
回
収
す
る
も
の
で
あ
る
。
先
の
「
支
那
に
文
化
は
あ
る
か
」
で
佐
藤
は
、

支
那
文
化
の
価
値
あ
る
部
分
は
、
む
し
ろ
日
本
に
お
い
て
伝
承
さ
れ
発
展
し
て
い
る
と
述
べ
て
い
る）

27
（

。
ま
た
金
素
雲
『
乳
色

の
雲
』
の
序
文
で
も
、
佐
藤
は
「
又
譬
へ
ば
こ
れ
〔
＝
『
乳
色
の
雲
』〕
は
清
冽
な
地
下
水
で
あ
る
。
そ
れ
が
日
本
海
の
海

底
を
潜
つ
て
今
富
嶽
の
此
方
に
湧
出
し
た
。
正
に
奇
跡
で
あ
る
。
ア
ジ
ア
の
詩
心
を
こ
の
清
泉
の
一
掬
に
よ
つ
て
復
活
さ
せ

よ
う
と
す
る
深
い
天
意
で
あ
る
か
も
知
れ
な
い
。
朝
鮮
が
、
か
う
い
ふ
方
法
で
我
々
に
酬
い
よ
う
と
は
！
」
と
、「
源
」
に

お
い
て
同
一
だ
と
い
う
言
説
を
再
生
産
し
て
い
る）

28
（

。
こ
れ
は
「
ア
ジ
ア
の
詩
心
」
と
い
う
枠
で
朝
鮮
、
中
国
、
日
本
を
ひ
と

括
り
に
し
な
が
ら
も
、『
乳
色
の
雲
』
の
抒
情
に
「
な
つ
か
し
さ）

29
（

」
を
見
て
取
る
以
上
、
過
去
に
あ
っ
た
が
今
は
失
わ
れ
た

も
の
を
、
再
び
回
収
で
き
た
こ
と
に
た
い
す
る
喜
び
で
し
か
な
い
。
引
用
の
「
酬
い
」
を
「
一
矢
報
い
る
」
と
捉
え
る
解
釈

も
あ
る
が）

30
（

、
間
違
い
で
は
な
い
に
し
て
も
、
む
し
ろ
「
恩
に
報
い
る
」、
奉
仕
す
る
と
い
う
意
味
で
と
ら
え
る
べ
き
だ
ろ
う
。

以
上
の
侵
略
と
回
収
が
、
廃
墟
の
論
理
に
よ
っ
て
肯
定
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
こ
の
廃
墟
の
思
想
こ
そ
が
、「
廃
滅
せ

ん
と
す
る
言
葉
」
と
し
て
の
朝
鮮
語
を
放
棄
す
る
こ
と
の
勧
告
に
も
つ
な
が
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
日
本
で
の
『
乳
色
の
雲
』
の
受
容
は
、
矛
盾
を
含
む
も
の
で
あ
っ
た
。
金
素
雲
の
翻
訳
の
賞
賛
の
影
で
、
ノ

ス
タ
ル
ジ
ー
だ
け
で
な
く
、剥
き
出
し
の
コ
ロ
ニ
ア
リ
ズ
ム
も
露
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。要
す
る
に『
朝
鮮
詩
集
』は
、「
詩

魂
」
の
類
似
性
故
に
肯
定
的
に
受
容
さ
れ
た
だ
け
で
は
な
い
。
そ
の
遅
れ
た
も
の
で
あ
る
「
詩
心
」
が
、従
属
的
に
日
本
（
語
）

に
同
化
し
、
か
つ
補
完
す
る
も
の
と
見
な
さ
れ
た
か
ら
こ
そ
受
け
入
れ
ら
れ
て
来
た
と
も
言
え
る
。
現
在
に
お
い
て
も
「
朝

鮮
の
詩
心）

31
（

」
は
、
原
詩
と
の
比
較
検
証
さ
え
な
さ
れ
な
い
ま
ま
『
朝
鮮
詩
集
』
に
よ
っ
て
体
現
さ
れ
、
今
道
友
信
や
芳
賀
徹

な
ど
か
ら
賞
賛
さ
れ
続
け
て
き
た）

32
（

。
コ
ロ
ニ
ア
ル
な
矛
盾
を
一
身
に
ま
と
っ
た
た
め
、『
朝
鮮
詩
集
』
は
日
本
と
韓
国
に
お

い
て
長
い
間
放
置
さ
れ
て
き
た
の
で
あ
る
。

　

だ
が
こ
の
待
遇
の
要
因
に
、
金
素
雲
の
翻
訳
法
及
び
そ
れ
が
も
た
ら
し
た
文
体
も
作
用
し
て
い
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

そ
の
た
め
金
素
雲
自
ら
「
半
創
作
」
と
呼
ぶ
、
彼
の
翻
訳
の
本
質
を
次
に
見
て
い
き
た
い
。
な
お
『
朝
鮮
詩
集
』
に
関
し
て

（
24
）
佐
藤
春
夫
「
北
京
雑
報
」、『
文
芸
春
秋
』、

一
九
三
八
（
昭
和
一
三
）
年
六
月
、
第
十
六
巻
第

一
〇
号
（
時
局
増
刊
九
）、
引
用
は
『
定
本 

佐
藤

春
夫
全
集
』
第
二
七
巻
、
一
二
六
頁
よ
り
。

（
25
）
佐
藤
「
北
京
雑
報
」、
一
二
六
頁
。

（
26
）
佐
藤
「
北
京
雑
報
」、
一
三
〇
‐
三
頁
。

（
27
）
佐
藤
「
支
那
に
文
化
が
あ
る
か
」、
四
一
頁
。

（
28
）
佐
藤
前
掲
序
、
二
二
八
頁
。

（
29
）
佐
藤
前
掲
序
、
二
二
八
頁
。

（
30
）
藤
代
貴
代
「
抒
情
の
罠―

金
素
雲
と
金
時

鐘
」、『
国
文
学 

解
釈
と
教
材
の
研
究
』53

（7

）、

二
〇
〇
八
年
五
月
、
学
燈
社
、
七
九
頁
。
お
そ
ら

く
金
時
鐘
の
「
日
本
語
へ
の
報
復
」
に
引
っ
張
ら

れ
た
見
解
で
あ
ろ
う
。

（
31
）
興
風
館
版
『
朝
鮮
詩
集 

中
期
』、
の
「
後
記
」

三
三
九
頁
に
こ
の
言
葉
が
あ
る
。

（
32
）
近
年
、
林
容
澤
（
韓
国
・
仁
荷
大
学
副
教
授
）

が
本
格
的
に
研
究
を
進
め
て
い
る
が
、
そ
れ
は
日

本
留
学
中
に
芳
賀
徹
の
強
い
勧
め
に
よ
る
も
の
で

あ
っ
た
。
と
は
い
え
、林
は
原
詩
と
翻
訳
の
検
討
、

許
南
麒
な
ど
の
他
の
日
本
語
訳
と
の
比
較
、
訳
語

に
お
け
る
日
本
近
代
詩
か
ら
の
語
彙
借
用
の
緻
密

な
追
跡
な
ど
、
多
角
的
に
『
朝
鮮
詩
集
』
の
意
義

を
追
求
し
て
お
り
、
オ
ー
ソ
ド
ッ
ク
ス
な
比
較
文

学
研
究
な
が
ら
貴
重
な
成
果
を
あ
げ
て
い
る
。
こ

の
研
究
成
果
を
機
に
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
開
催
、
学

術
雑
誌
に
お
け
る
金
素
雲
特
集
な
ど
、『
朝
鮮
詩
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は
、
金
素
雲
自
身
が
定
本
と
す
る
岩
波
文
庫
版
を
用
い
る
。

　
　

第
二
節
．
「
半
創
作
」
的
翻
訳
と
は
何
か―

『
朝
鮮
詩
集
』
の
基
調

　

こ
こ
で
は
、金
素
雲
が
「
半
創
作）

33
（

」
と
自
ら
述
べ
る
翻
訳
行
為
の
基
調
を
見
て
い
き
た
い
。
四
方
田
犬
彦
は
、『
朝
鮮
詩
集
』

（
岩
波
文
庫
版
）
の
基
調
と
な
る
作
品
を
、
巻
頭
に
収
め
ら
れ
た
韓
龍
雲
「
桐
の
葉
」
と
し
て
い
る）

34
（

。
こ
の
「
桐
の
葉
」
の

原
詩
タ
イ
ト
ル
は
「
알 

수 

없
어
요
」
で
あ
り
、
直
訳
す
れ
ば
「
知
り
よ
う
が
な
い
の
で
す
」
と
な
る
。
四
方
田
は
こ
の
タ

イ
ト
ル
変
更
に
よ
っ
て
、「
隠
さ
れ
た
心
情
を
朦
朧
と
し
た
隠
喩
を
通
し
て
表
現
す
る
と
い
う
、詩
集
全
体
の
基
本
的
な
音
調
」

が
宣
言
さ
れ
た
と
見
て
い
る）

35
（

。
巻
頭
に
置
か
れ
た
作
品
が
そ
の
詩
集
全
体
の
基
調
を
な
す
と
い
う
の
は
、
一
般
的
に
は
妥
当

な
見
解
で
あ
る
。
だ
が
『
朝
鮮
詩
集
』
に
お
い
て
は
、「
桐
の
葉
」
よ
り
も
、
さ
ら
に
は
島
崎
藤
村
や
佐
藤
春
夫
の
序
文
よ

り
も
前
に
置
か
れ
、
銘
の
役
割
を
果
た
し
て
い
る
作
品
、
異
河
潤
「
野
菊
」
を
挙
げ
る
べ
き
だ
ろ
う）

36
（

。

      　

들
국
화　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

野
菊
（
金
素
雲
訳
）

　
　

나
는 

들
에 

핀 

국
화
를 

사
랑
합
니
다
．　

　
　
　
　

愛
ほ
し
や
野
に
咲
く
菊
の

　
　

빛
과 

향
기 

어
느
것
이 

못
하
지 

않
으
나　

　
　
　
　

色
や
香
や
い
づ
れ
劣
ら
ぬ　

　

　
　

넓
은 

들
에 

가
엾
게 

피
고 

지
는 

꽃
일
래　

　
　
　

  

野
に
ひ
と
り
咲
い
て
は
枯
る
る

　
　

나
는 

그 

꽃
을 

무
한
히 

사
랑
합
니
다
．　

　
　
　
　

花
ゆ
ゑ
に
い
よ
よ
香
し
。

　
　

나
는 

이 

땅
의 

詩
人
을 

사
랑
합
니
다
．    　

　
　

   

野
の
花
の
こ
こ
ろ
さ
な
が
ら

　
　

외
로
우
나 

마
음
대
로 

피
고 

지
는 

꽃
처
럼　

　
　
　

こ
の
國
に
生
へ
る
詩

う
た
び
と

人

　
　

빛
과 

향
기 

조
금
도 

거
짓 

없
길
래　

　
　
　
　
　
　

ひ
と
り
咲
き　

ひ
と
り
朽
ち
つ
つ

　
　

나
는 

그
들
이 

읊
은 

詩
를 

사
랑
합
니
다
．）

37
（

　
　

  　

    

偽
ら
ぬ
う
た
ぞ
う
れ
し
き）

38
（

。

こ
の
翻
訳
も
五
七
調
に
合
わ
せ
る
よ
う
に
、
極
端
な
言
葉
の
刈
り
込
み
、
構
文
の
改
変
、
原
詩
に
な
い
詩
句
の
追
加
な
ど
が

集
』は
研
究
対
象
と
し
て
新
た
な
局
面
を
迎
え
た
。

そ
の
結
果
、
こ
れ
ま
で
の
賞
賛
一
辺
倒
か
ら
一
転

し
、
四
方
田
犬
彦
、
三
枝
壽
勝
な
ど
の
批
判
的
研

究
も
現
れ
て
い
る
。
本
稿
も
林
の
研
究
成
果
に
多

く
を
負
っ
て
い
る
。

　

林
容
澤
の
『
朝
鮮
詩
集
』
研
究
は
以
下
の
も
の

が
あ
る
。・「
日
韓
近
代
詩
の
比
較
文
学
的
考
察―

金
素
雲
訳
編
「
朝
鮮
詩
集
」
に
お
け
る
恋
愛
」（
第

三
回
「
金
素
雲
賞
」
受
賞
）、『
比
較
文
學
研
究
』、

東
大
比
較
文
學
會
、
一
九
八
七
年
一
〇
月
（
通
号

五
二
号
）・「
金
素
雲
訳
『
朝
鮮
詩
集
』
と
モ
ダ

ニ
ズ
ム
詩―

鄭
芝
溶
を
中
心
に
」、『
比
較
文
學
研

究
』、
東
大
比
較
文
學
會
、
二
〇
〇
二
年
二
月
（
通

号
七
九
号
）・「
植
民
地
時
代
下
の
詩
の
翻
訳―

金

素
雲
訳
『
朝
鮮
詩
集
』
の
場
合
」、『
日
本
研
究
』、

人
間
文
化
研
究
機
構
国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン

タ
ー
、
二
〇
〇
四
年
（
二
九
号
）・『
金
素
雲
『
朝

鮮
詩
集
』
の
世
界　

祖
国
喪
失
者
の
詩
心
』
中
公

新
書
、
二
〇
〇
〇
年
。

（
33
）
金
素
雲
『
こ
こ
ろ
の
壁
』
サ
イ
マ
ル
出
版
会
、

一
九
八
一
年
、
二
四
三
頁
。

（
34
）
四
方
田
犬
彦
「
訳
と
逆
に
。
訳
に
。
金
時
鐘

に
よ
る
金
素
雲『
朝
鮮
詩
集
』再
訳
を
め
ぐ
っ
て
」、

『
言
語
文
化
』、明
治
学
院
大
学
言
語
文
化
研
究
所
、

二
〇
〇
五
年
三
月
（
二
二
号
）、
一
三
三
頁
。

（
35
）
同
前
、
一
三
三
頁
。
ま
た
四
方
田
は
、「
桐

の
葉
」
へ
の
変
更
に
白
秋
の
歌
集
『
桐
の
花
』
へ

の
関
連
性
を
示
唆
し
て
い
る
。

（
36
）
金
素
雲
も
こ
の
詩
は
序
詩
の
よ
う
な
も
の

だ
と
述
べ
て
い
る
（
金
素
雲
『
こ
こ
ろ
の
壁
』、

二
四
四
頁
）。
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見
ら
れ
る
。
そ
の
結
果
、全
体
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
本
質
的
に
変
わ
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
。
大
き
く
変
更
さ
れ
た
も
の
と
し
て
、

作
品
の
内
在
的
論
理
と
書
き
手
の
位
置
付
け
が
挙
げ
ら
れ
る
。
ま
ず
は
作
品
の
内
在
的
論
理
の
変
更
に
関
し
て
見
て
い
く
。

　

第
二
連
の
「
こ
の
國
に
生
へ
る
詩
人
」
と
い
う
フ
レ
ー
ズ
に
お
い
て
、
原
詩
に
は
な
い
「
生
へ
る
」
が
入
る
こ
と
で
「
野

菊
」
と
「
詩
人
」
が
重
ね
合
わ
せ
ら
れ
、
ま
た
こ
の
自
然
性
を
基
調
と
す
る
イ
メ
ー
ジ
の
連
続
性
に
よ
っ
て
、
一
、二
連
が

緊
密
に
結
び
付
け
ら
れ
て
い
る
。

　

そ
の
た
め
原
詩
に
お
い
て
は
、
花
の
よ
う
に
〝
피
고 

지
는
〞（
咲
い
て
散
る
）
の
は
「
詩
人
」
で
は
な
く
「
詩
」
で
あ
る

と
こ
ろ
が
、金
素
雲
訳
で
は
、「
咲
き
」「
朽
ち
つ
つ
」
は
「
詩
人
」
に
も
か
か
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
。
そ
の
結
果
、「
こ
の
國
」

の
「
詩
人
」
は
野
生
的･

自
然
的
に
発
生
し
、
誰
知
る
こ
と
な
く
「
ひ
と
り
咲
き
」、
自
然
の
摂
理
に
従
い
「
ひ
と
り
朽
ち
」

る
者
と
な
る
。
そ
れ
の
み
な
ら
ず
こ
の
よ
う
な
詩
人
か
ら
生
ま
れ
る
「
う
た
」
も
、
自
然
性
を
強
く
帯
び
る
こ
と
に
な
っ
て

い
る
。
し
た
が
っ
て
こ
の
よ
う
な
翻
訳
に
お
け
る
「
偽
ら
ぬ
う
た
」
と
は
、
こ
の
自
然
的
な
生
か
ら
生
ま
れ
る
自
然
な
「
う

た
」
に
他
な
ら
な
い
。

　

そ
れ
に
対
し
原
詩
で
は
、
花
と
詩
は
直
喩
で
結
ば
れ
て
も
、「
詩
人
」
は
、
金
素
雲
訳
が
も
た
ら
す
自
然
性
の
ロ
ジ
ッ
ク

に
取
り
込
ま
れ
て
い
な
い
。
そ
こ
か
ら
原
詩
の
「
詩
人
」
た
ち
は
、〝
외
로
우
나
〞（
侘
し
く
）
と
も
〝
마
음
대
로
〞（
思
い

の
ま
ま
）
に
「
咲
き
散
る
」
花
の
よ
う
な
詩
を
書
こ
う
と
意
志
す
る
者
達
と
も
読
め
る
。
翻
訳
さ
れ
る
こ
と
で
、む
し
ろ
〝
이 

땅
〞（
こ
の
地
）
の
「
詩
人
」
た
ち
は
、
自
然
的
連
続
性
を
拒
む
、
非
自
然
の
寓
意
性
を
新
た
に
獲
得
し
た
と
さ
え
言
え
る
。

こ
の
よ
う
に
、
原
詩
の
花
＝
詩
と
い
う
論
理
に
対
し
、
翻
訳
は
花
＝
詩
人
＝
詩
と
い
う
論
理
の
変
更
が
な
さ
れ
て
い
る
。

　

次
に
書
き
手
の
変
更
を
見
て
い
く
。
翻
訳
で
は
、
一
、二
連
と
も
に
主
語
で
あ
る
〝
나
〞（
私
）
が
省
略
さ
れ
て
い
る
。
し

か
し
そ
れ
に
代
わ
っ
て
、
原
詩
に
は
な
い
「
香
し
」
や
「
う
れ
し
き
」
と
い
う
臭
覚
や
感
情
の
表
出
を
示
す
言
葉
が
挿
入
さ

れ
る
こ
と
で
、「
野
菊
」
や
「
詩
人
」
を
想
う
「
私
」
は
、
省
略
さ
れ
な
が
ら
も
、
逆
説
的
に
作
品
の
外
部
に
強
く
暗
示
さ

れ
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
こ
の
暗
示
さ
れ
る
「
私
」
は
、
詩
人
と
い
う
属
性
を
超
え
て
拡
大
さ
れ
て
い
る
。〝
땅
〞（
地
）
を
「
國
」
と
訳

す
こ
と
は
、
日
本
と
対
比
さ
れ
る
形
で
、
よ
り
鮮
明
に
「
朝
鮮
」
を
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
せ
、
そ
れ
に
よ
っ
て
こ
の
「
國
」

の
「
詩
人
」
は
、
自
然
と
一
体
化
し
た
者
と
し
て
均
質
的
に
表
象
さ
れ
る
結
果
に
な
っ
て
い
る
。
そ
の
た
め
第
一
に
、
作
品

の
外
部
に
暗
示
さ
れ
る
「
私
」
は
、
こ
の
「
國
」
を
外
か
ら
ま
な
ざ
す
者
と
し
て
、
対
象
を
包
括
し
取
り
込
ん
で
し
ま
う
集

束
点
と
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
に
関
連
し
て
第
二
に
、
外
部
化
さ
れ
る
「
私
」
は
、「
偽
ら
ぬ
う
た
」
か
ど
う
か
判
定
す
る
批

評
家
的
役
割
も
果
た
す
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
言
う
ま
で
も
な
く
こ
の
「
偽
ら
ぬ
う
た
」
は
、
先
に
見
た
内
在
的
論
理
の
変

（
37
）
こ
の
詩
は
『
現
代
文
學
全
集
④　

詩
集
』、『
資

料
集
成
』
二
二
巻
、p.586

か
ら
引
用
。

（
38
）
岩
波
文
庫
版
『
朝
鮮
詩
集
』、
こ
の
詩
に
関

し
て
の
み
ペ
ー
ジ
番
号
は
な
い
が
、
四
頁
に
あ
た

る
。
ま
た
参
考
に
、
逐
語
訳
に
近
い
金
時
鐘
訳｢

野
菊｣

も
掲
げ
て
お
く
。「
私
は
野
に
咲
い
て
い

る
菊
の
花
を
愛
し
ま
す
。
／
色
と
香
い
ず
れ
も
劣

り
は
し
ま
せ
ぬ
が
／
広
い
野
に
い
じ
ら
し
く
咲
い

て
は
散
る
花
で
す
の
で
／
私
は
そ
の
花
を
限
り
な

く
愛
し
ま
す
。
／
／
私
は
こ
の
地
の
詩
人
を
愛
し

ま
す
。
／
侘
し
く
と
も
思
い
の
ま
ま
に
咲
い
て
散

る
花
の
よ
う
に
／
色
も
香
も
偽
り
ひ
と
つ
あ
り
ま

せ
ん
の
で
／
私
は
そ
の
人
た
ち
が
詠
む
詩
を
こ
よ

な
く
愛
し
ま
す
」（『
再
訳 

朝
鮮
詩
集
』、
岩
波
書

店
、
二
〇
〇
七
年
、
二
二
八
‐
九
頁
）。
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更
に
よ
り
、金
素
雲
自
身
の
価
値
基
準
が
強
く
反
映
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
第
三
に
、こ
の
批
評
家
と
し
て
の「
私
」

に
は
、
翻
訳
者
・
金
素
雲
も
入
り
込
ん
で
い
る
。
こ
の
よ
う
に
「
私
」
は
、
詩
人
で
あ
る
だ
け
で
な
く
、
集
束
点
、
批
評
家
、

そ
し
て
翻
訳
者
と
い
う
役
割
も
担
わ
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
変
更
を
も
た
ら
す
翻
訳
の
思
想
的
背
景
に
は
、
金
素
雲
が
師
事
し
た
北
原
白
秋
の
影
響
が
認
め
ら
れ
る
。
金

は
、
一
九
二
八
年
に
日
本
で
収
集
し
た
朝
鮮
民
謡
の
訳
稿
を
、
面
識
の
な
か
っ
た
北
原
宅
に
持
ち
込
み
、「
こ
ん
な
素
晴
ら

し
い
詩
心
が
朝
鮮
に
あ
っ
た
と
は
ね
え
！
」
と
彼
に
言
わ
し
め
た
と
い
う）

39
（

。
こ
の
出
来
事
の
前
年
（
一
九
二
七
年
）
に
、
北

原
白
秋
の
詩
論
『
芸
術
の
円
光
』（
ア
ル
ス
）
が
出
版
さ
れ
て
い
る
。『
芸
術
の
円
光
』
巻
頭
の
論
説
「
芸
術
の
円
光
」
は
、

詩
の
「
気
品
」「
気
韻）

40
（

」
と
は
何
か
を
論
じ
た
も
の
で
あ
る
。
白
秋
に
よ
れ
ば
、
詩
の
気
品
は
技
巧
だ
け
で
は
生
ま
れ
ず
、

む
し
ろ
詩
人
の
情
念
や
知
識
、
と
り
わ
け
品
位
が
詩
に
融
合
す
る
こ
と
で
生
じ
る
と
い
う
。

　
　

詩
は
そ
の
詩
人
の
あ
ら
ゆ
る
情
念
、
官
感
、
思
想
、
知
識
の
渾
然
た
る
円
融
体
で
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
か
く
し
て
個
性

　
　

そ
の
儘
の
表
現
が
成
る
。
最
も
人
間
的
な
、
而
も
亦
永
遠
の
神
格
に
ま
で
の
無
我
の
流
通
が
玆
よ
り
起
る
。
か
る
が
故

　
　

に
そ
の
詩
の
高
下
は
そ
の
人
自
身
の
高
下
に
由
る
。
詩
は
偽
る
べ
か
ら
ざ
る
も
の

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

だ
か
ら
で
あ
る）

41
（

。

読
ん
で
明
ら
か
な
よ
う
に
、
詩
と
は
詩
人
と
の
「
円
融
体
」
で
あ
る
こ
と
、
そ
し
て
そ
れ
ゆ
え
に
「
偽
る
べ
か
ら
ざ
る
も
の
」

で
あ
る
と
い
う
点
は
、「
野
菊
」
の
論
理
と
重
な
り
合
う
。
ま
た
「
円
融
体
」
を
な
し
た
詩
と
は
い
え
、
詩
人
の
「
個
性
」

の
先
行
性
を
前
提
に
し
て
い
る
こ
と
は
疑
い
な
く
、
両
者
は
根
本
的
に
区
別
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
根
本
的
な
区
別
が
、
作
品

の
背
後
に
詩
人
を
強
く
暗
示
さ
せ
る
わ
け
だ
が
、
そ
の
よ
う
な
論
理
も
金
素
雲
訳
に
働
い
て
い
た
。

　

加
え
て
北
原
は
、
詩
語
は
で
き
る
限
り
「
節
約
」
し
、
適
切
に
配
置
す
る
こ
と
を
求
め
て
い
る
。
と
い
う
の
も
、「
節
約
」

さ
れ
る
こ
と
で
詩
語
と
詩
人
が
渾
然
一
体
と
な
り
、
ま
た
言
葉
は
「
生
物
」「
言
霊
」
と
化
し
、「
言
葉
の
余
韻―

と
り
も
な

ほ
さ
ず
、
気
品
あ
る
霊
魂
の
余
韻―

余
徳
」
が
醸
し
出
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る）

42
（

。
金
自
身
も
翻
訳
に
関
し
て
、「
だ
ら
だ
ら
し

た
原
詩
を
短
め
に
切
り
つ
め
る
と
、
一
段
と
引
き
締
ま
っ
た
効
果
を
挙
げ
ら
れ
る
」
と
述
べ
て
い
る）

43
（

。
実
際
、「
野
菊
」
も
、

原
詩
を
改
変
し
て
で
も
極
度
に
言
葉
が
刈
り
込
ま
れ
、
独
特
の
余
韻
が
も
た
ら
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
点
も
白
秋
の
詩
論
と
符

合
し
て
い
る
。
以
上
の
こ
と
か
ら
北
原
白
秋
の
詩
論
は
、
金
素
雲
の
翻
訳
の
思
想
的
背
景
に
な
っ
て
い
る
と
み
な
せ
よ
う
。

　

こ
こ
ま
で
を
ま
と
め
る
な
ら
ば
、｢

半
創
作｣

的
翻
訳
の
特
徴
は
、
第
一
に
詩
人
と
詩
の
自
然
的
一
体
化
で
あ
る
。
そ
の

た
め
に
、
第
二
に
、
詩
人
と
し
て
の
「
私
」
を
作
品
の
外
部
に
位
置
付
け
る
こ
と
で
、
そ
の
役
割
を
拡
大
し
、
集
束
点
や
批

（
39
）
金
素
雲
『
天
の
涯
に
生
く
る
と
も
』
講
談
社

学
術
文
庫
、
一
九
八
九
年
、
一
五
二
頁
。

（
40
）「
芸
術
の
円
光
」
の
引
用
は
、『
白
秋
全
集
』

第
一
八
巻
（
岩
波
書
店
、
一
九
八
五
年
）
か
ら
で

あ
る
。

（
41
）
同
前
、
三
〇
頁
。
傍
点
引
用
者
。

（
42
）
同
前
、
二
一
頁
。
こ
こ
に
す
で
に
胚
胎
し
て

い
る
日
本
主
義
的
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
が
認
め
ら
れ

る
。

（
43
）
金
素
雲
『
近
く
遥
か
な
国
か
ら
』、
新
潮
社
、

一
九
七
九
年
、
一
九
二
頁
。
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評
家
だ
け
で
な
く
、
翻
訳
者
・
金
素
雲
も
作
品
に
滑
り
込
ま
せ
て
い
る
。
五
七
調
や
七
五
調
と
い
っ
た
伝
統
的
韻
律
及
び
雅

言
を
用
い
た
文
体
は
、
こ
の
二
点
を
支
え
る
た
め
の
い
わ
ば
ツ
ー
ル
と
な
っ
て
い
る
。
金
素
雲
訳｢

野
菊｣

は
、
そ
の
よ
う

な｢

半
創
作｣
的
翻
訳
の
典
型
で
あ
り
、
そ
れ
ゆ
え
詩
集
全
体
の
基
調
と
し
て
、
特
権
的
に
銘
の
位
置
を
与
え
ら
れ
た
の
だ

ろ
う
。
そ
の
結
果
と
し
て
、
こ
の
詩
集
に
収
録
さ
れ
た
作
品
全
体
が
、
金
素
雲
を
含
む
「
私
」
に
と
っ
て
の
「
偽
ら
ぬ
う
た
」

と
し
て
包
括
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

　

で
は
こ
の｢

半
創
作
的｣
翻
訳
は
、
ど
の
よ
う
な
方
法
及
び
思
想
に
支
え
ら
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

　
　

第
三
節
．
翻
訳
の
方
法
及
び
思
想―
「
私
」
と
対
象
の
分
節
、
自
己
触
発
、
「
こ
こ
ろ
の
翻
訳
」

　

以
上
の
基
調
を
踏
ま
え
て
『
朝
鮮
詩
集
』
を
再
読
す
る
な
ら
ば
、
実
に
多
様
な
テ
ク
ニ
ッ
ク
が
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
が

わ
か
る
。
同
じ
語
を
連
続
的
に
反
復
す
る
こ
と
で
視
覚
性
を
高
め
た
り
、
構
文
の
改
変
や
語
句
の
変
更･

追
加･

削
除･

圧

縮
な
ど
に
よ
り
、
抒
情
性
を
強
め
た
り
し
て
い
る
。
ま
た
比
喩
を
操
作
す
る
こ
と
で
曖
昧
化
し
た
り
、
逆
に
明
確
化
し
た
り

も
し
て
お
り
、
四
方
田
の
言
う
よ
う
に
「
隠
さ
れ
た
心
情
を
朦
朧
と
し
た
隠
喩
を
通
し
て
表
現
す
る
」
と
言
う
だ
け
で
は
、

彼
の
翻
訳
の
特
質
の
全
体
は
押
さ
え
ら
れ
な
い
。

　

一
連
の
テ
ク
ニ
ッ
ク
は
、
大
き
く
二
つ
の
側
面
に
分
類
し
う
る
。
一
つ
は
「
私
」
と
対
象
を
分
節
す
る
こ
と
で
あ
り
、
も

う
一
つ
は
そ
の
分
節
に
よ
り
自
己
を
あ
る
情
感
に
向
け
て
触
発
す
る
こ
と
で
あ
る
。

　

金
素
雲
訳
は
、
そ
の
古
典
的
な
韻
律
や
文
体
の
た
め
に
、
外
見
的
に
は
情
緒
が
自
然
に
流
露
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
が
、

そ
こ
に
は「
私
」と
対
象
の
計
算
さ
れ
た
分
節
が
施
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
四
方
田
が『
朝
鮮
詩
集
』の
基
調
と
み
な
し
た
詩
、

「
桐
の
葉
」
の
第
一
連
を
取
り
上
げ
て
み
た
い
。
原
詩
は
〝
바
람
도 

없
는 

공
중
에 

垂
直
의 
波
紋
을 

내
이
며 

고
요
히 

떨
어

지
는 

오
동
잎
은 

누
구
의 

발
자
취
입
니
까
．〞
で
あ
る）

44
（

。
直
訳
す
る
な
ら
ば
「
風
も
な
い
空
中
へ　

垂
直
の
波
紋
を
起
こ
し

な
が
ら　

静
か
に
落
ち
る
桐
の
葉
は　

誰
の
足
跡
で
す
か
。」
と
い
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
が
、
金
素
雲
訳
で
は
「
風
の
な

い
空
か
ら　

垂
直
の
波
紋
を
描
い
て
は
舞
い
散
る
桐
の
葉―

、あ
れ
は
誰
の
跫
で
せ
う
。」（
一
六
頁
）
と
な
っ
て
い
る
。「
〜

桐
の
葉
」
と
体
言
止
め
さ
れ
る
こ
と
で
、
対
象
が
鮮
や
か
に
強
調
さ
れ
る
。
と
同
時
に
、「―

、」
を
転
換
点
と
し
て
「
あ
れ

は
誰
の
跫
で
せ
う
。」
と
「
私
」
側
に
観
点
が
移
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
「―

、」
が
私
と
対
象
の
間
に
距
離
を
作
り
出
し
、
両

者
を
分
節
す
る
働
き
を
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
ダ
ッ
シ
ュ
は
他
の
詩
で
も
用
い
ら
れ
て
お
り
、
主
に
対
象
を
強
調
す
る

（
44
）
韓
龍
雲
『
님
의 

沈
黙
』、『
資
料
集
成
』（
三
巻
、

1997

）
所
収
、p.176.
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重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。
そ
の
他
の
対
象
強
調
の
翻
訳
作
品
と
し
て
、
李
陸
史
「
青
葡
萄
」
が
あ
る
。

　
　
　

青
葡
萄　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

青
葡
萄
（
金
素
雲
訳
）

　
　

내 

고
장 

七
月
은　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 　

わ
が
ふ
る
さ
と
の
七
月
は

　
　

청
포
도
가 

익
어
가
는 
시
절　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

 　

た
わ
ゝ
の
房
の
青
葡
萄

　
　

이 

마
을 

전
설
이 

주
저
리
주
저
리 
열
리
고　

　
　
　

 　

  

ふ
る
さ
と
の
古
き
傅つ

た

説え

は
垂
れ
鎭し

づ

み

　
　

먼
데 

하
늘
이 

꿈
꾸
며 

알
알
이 

들
어
와 
박
혀　

　
　
　

  

圓つ
ぶ

ら
實み

に　

ゆ
め
み
映う

つ

ら
ふ
遠
き
空
。 

　
　

하
늘
밑 

푸
른 

바
다
가 

가
슴
을 

열
고             　

　
　
　

 

海
原
の
ひ
ら
け
る
胸
に

　
　

흰 

돛
단
배
가 

곱
게 

밀
려
서 

오
면　

　
　
　
　
　
　

       

白
き
帆
の
影
よ
ど
む
こ
ろ

　
　

내
가 

바
라
는 

손
님
은 

고
달
픈 

몸
으
로　

　
　
　
　

       
船
旅
に
や
つ
れ
た
ま
ひ
て

　
　

青
袍
를 

입
고 

찾
아 

온
다
고 

했
으
니　

　
　
　
　
　

       

青あ
お

袍ご
ろ
もま

と
へ
る
ひ
と
の
訪
る
ゝ
な
り
。

　
　

내 

그
를 

맞
아 

포
도
를 

따 

먹
이
면　

　
　
　
　
　
　

      

か
の
ひ
と
と
葡
萄
を
摘
ま
ば

　
　

두 

손
은 

함
빡 

적
셔
도 

좋
으
련
만　

　
　
　
　
　
　

       

し
と
ゞ
に
手
も
濡
る
ゝ
ら
む
、

　
　

아
이
야 

우
리 

식
탁
엔 

은
쟁
반
에　

　
　
　
　
　
　
　

    

小
童
よ　

わ
れ
ら
が
卓
に
銀
の
皿

　
　

하
이
얀 

모
시 

수
건
을 

마
련
해
두
렴
．）

45
（

　
　
　
　
　
　

    

い
や
白
き　

苧あ
さ

の
手
ふ
き
や
備
へ
て
む
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

                  　
　
　
（
一
八
九
‐
九
〇
頁
）

李
陸
史
の
代
表
作
で
あ
る
こ
の
詩
全
体
の
構
成
を
支
え
て
い
る
の
は
、「
色
」
で
あ
る
よ
う
に
思
え
る
。
二
行
目
の
〝
青
葡
萄
〞

の
青
か
ら
始
ま
り
、〝
하
늘
〞（
空
）
と
〝
바
다
〞（
海
）
の
青
、〝
흰 

돛
단
배
〞（
白
い
帆
船
）
の
白
、〝
青
袍
〞〝
포
도
〞（
葡

萄
）
そ
し
て
葡
萄
に
濡
れ
た
〝
손
〞（
手
）
か
ら
表
出
す
る
青
、〝
은
쟁
반
〞（
銀
の
盆
）
の
銀
、そ
し
て
〝
하
이
얀 

모
시
〞（
白

（
45
）
李
陸
史
『
陸
史
詩
集
』、『
資
料
集
成
』（
一
一

巻
、1997

）
所
収
。p.246.

金
時
鐘
訳
を
示
す
。

「
わ
が
在
所
の
七
月
は
／
青
葡
萄
が
熟
れ
て
い
く

季
節
／
／
こ
の
里
の
言
い
伝
え
が
ふ
さ
ふ
さ
と
実

り
／
遠
い
空
が
夢
み
つ
粒
ご
と
に
入
り
込
ん
で
／

／
大
空
の
も
と
碧
い
海
は
い
っ
ぱ
い
胸
を
ひ
ろ
げ

／
白
い
帆
舟
が
し
ず
か
に
上
げ
潮
に
押
さ
れ
て
く

れ
ば
／
／
待
ち
遠
し
い
お
方
は
や
つ
れ
た
体
で
青

袍
を
ま
と
い
／
必
ず
訪
ね
て
く
る
と
言
わ
れ
て
い

る
の
だ
か
ら
／
／
そ
の
お
方
を
迎
え
葡
萄
を
共
に

摘
ん
で
味
わ
え
る
の
な
ら
／
わ
た
し
の
両
手
は

び
っ
し
ょ
り
濡
れ
て
で
も
よ
い
も
の
を
／
／
あ
こ

よ
、
わ
が
食
卓
に
は
銀
の
盆
に
／
ま
っ
白
い
苧
麻

の
手
拭
き
を
用
意
し
て
お
い
て
お
く
れ
」（『
再
訳 

朝
鮮
詩
集
』、
二
〇
〇
‐
一
頁
）。
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い
苧
麻
）
の
白
と
い
う
よ
う
に
。
こ
の
内
、
白
や
銀
は
、
青
色
を
反
映
さ
せ
う
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
全
体
の
色
調
は
「
青
」

と
言
え
よ
う
。
原
詩
で
は
、
こ
の
青
色
が
、
二
行
目
の
「
青
葡
萄
」
か
ら
意
識
さ
れ
、
そ
れ
が
空
、
海
と
い
っ
た
大
き
な
広

が
り
を
持
つ
青
か
ら
、「
帆
舟
」「
青
袍
」「
葡
萄
」「
手
」「
手
ふ
き
」
へ
と
小
さ
く
凝
縮
さ
れ
て
い
く
。

　

こ
れ
に
対
し
て
翻
訳
で
は
、
対
象
に
焦
点
を
当
て
て
い
く
構
成
と
な
っ
て
い
る
。
即
ち
「
た
わ
ゝ
の
房
の
青
葡
萄
」
か
ら

始
ま
り
、「
圓
ら
實
」「
白
き
帆
の
影
」「
青
袍
ま
と
へ
る
ひ
と
」「
手
」「
手
ふ
き
」
へ
と
、
対
象
中
心
に
焦
点
を
移
動
さ
せ

て
い
く
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
「
白
き
帆
の
影
」
と
い
う
訳
は
、
黒
色
を
登
場
さ
せ
て
し
ま
っ
て
お
り
、
誤
訳
で
あ
る
だ
け

で
な
く
、
原
詩
が
持
つ
色
調
及
び
一
点
に
向
け
て
凝
縮
し
て
い
く
論
理
的
構
成
を
、
そ
こ
で
断
ち
切
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
。

し
か
し
対
象
に
焦
点
を
当
て
強
調
す
る
翻
訳
は
、
対
象
と
そ
れ
を
見
る
「
私
」
の
明
確
な
分
節
を
も
た
ら
す
と
い
う
論
理
に

お
い
て
一
貫
し
て
お
り
、
重
要
な
方
法
の
一
つ
と
な
っ
て
い
る）

46
（

。

　

金
素
雲
は
、
反
対
に
「
私
」
を
よ
り
強
調
す
る
際
も
多
様
な
方
法
を
用
い
て
い
る
。
例
え
ば
本
章
は
じ
め
に
で
一
部
引
用

し
た
鄭
芝
溶
「
ふ
る
さ
と
」
で
は
、
原
詩
の
受
動
的
な
表
現
を
能
動
的
に
翻
訳
し
た
り
、
朴
英
熙
「
夜
空
こ
そ
わ
が
こ
ゝ
ろ
」

で
は
原
詩
に
は
な
い
抒
情
的
表
現
を
追
加
し
、
よ
り
饒
舌
に
「
私
」
を
演
出
し
た
り
で
あ
る
。
中
で
も
特
徴
的
な
も
の
と
し

て
、
原
詩
に
あ
る
鉤
括
弧
の
処
理
の
仕
方
が
挙
げ
ら
れ
る
。
例
え
ば
金
素
月
の
詩
で
あ
る
。

　

金
素
月
の
詩
は
、
民
謡
的
要
素
で
あ
る
韻
律
、
リ
フ
レ
ー
ン
、
対
話
体
を
備
え
た
「
歌
う
詩
」
が
多
く
、
そ
れ
ゆ
え
対
話

的
な
詩
に
は
、
鉤
括
弧
が
付
さ
れ
て
い
る
場
合
が
あ
る
。
例
え
ば
「
예
전
엔 

미
처 

몰
랐
어
요
」（「
か
つ
て
は
つ
い
ぞ
知
り

ま
せ
ん
で
し
た
」）
と
い
う
詩
は
、
各
連
の
最
終
行
（
二
行
目
）
は
、
必
ず
タ
イ
ト
ル
が
そ
の
ま
ま
鉤
括
弧
に
付
さ
れ
て
反

復
さ
れ
て
い
る）

47
（

。
だ
が
金
素
雲
訳
「
つ
い
ぞ
昔
は
」
で
は
、
反
復
は
す
る
も
の
の
、
鉤
括
弧
が
外
さ
れ
て
い
る
。
翻
訳
は
、

全
体
を
通
し
て
七
五
調
の
リ
ズ
ム
を
刻
む
こ
と
で
、
原
詩
の
歌
う
詩
に
近
づ
け
て
は
い
る
。
し
か
し
鉤
括
弧
を
外
す
こ
と
に

よ
り
、
原
詩
の
一
行
目
と
二
行
目
の
間
で
行
わ
れ
る
掛
け
合
い
の
多
声
性
は
払
拭
さ
れ
、「
私
」
の
内
的
な
独
白
で
あ
る
と

い
う
印
象
が
強
め
ら
れ
て
い
る）

48
（

。
そ
の
結
果
、
異
河
潤
「
野
菊
」
同
様
に
、「
私
」
が
外
部
に
強
く
暗
示
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ

て
い
る
。

　

ま
た
原
詩
の
持
つ
論
理
を
よ
り
明
確
化
す
る
こ
と
で
、「
私
」
を
際
立
た
せ
て
い
る
作
品
も
あ
る
。

　
　
　

不
死
鳥　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

不
死
鳥
（
金
素
雲
訳
）

　
　

悲
哀
！ 

너
는 

모
양
할
수
도 

없
도
다
．　

　
　
　

     

悲
哀
！　

爾な
れ

を
そ
も
何
に
喩
へ
む

（
46
）
こ
の
よ
う
な
対
象
強
調
の
方
法
が
現
れ
て

い
る
作
品
に
、
金
東
煥
「
北
國
」
や
辛
夕
汀
「
稚

さ
い
獣
」
等
が
あ
る
。

（
47
）原
詩
と
翻
訳
の
第
一
連
を
引
用
す
る
。
原
詩:

〝
봄
가
을
없
이 

밤
마
다 

돋
는 

달
도
／
「
예
전
엔 

미
처 

몰
랐
어
요
」〞（
一
連
、『
金
素
雲
対
訳
詩
集 

上
』、pp.50-1

か
ら
引
用
）、
翻
訳:

「
春
秋
な

ら
ず
夜
毎
の
月
を
／
つ
い
ぞ
昔
は
知
ら
な
ん
だ
。」

（
三
一
頁
）。

（
48
）
同
じ
金
素
月
「
먼 

後
日
」
の
翻
訳
で
は
、

原
詩
ど
お
り
に
鉤
括
弧
が
付
さ
れ
て
い
る
。
原
詩

に
お
い
て
も
内
的
独
白
が
明
ら
か
だ
か
ら
で
あ

る
。
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너
는 
나
의 

가
장 

안
에
서 

살
었
도
다
．　

　
　

       

い
と
深
き
わ
が
裡
に
爾
は
生
き
た
り
。

　
　
　
〔
…
…
〕　　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

   〔
…
…
〕

　
　

너
를 

돌
려
보
낼 

아
마 

이
웃
도 

찾
지　

　
　
　

       

爾な
れ

を
委
ぬ
る
い
づ
れ
の
隣
ぞ
、

　
　

못
하
였
노
라
．                                                  

密
か
に
告
げ
む　
「
幸
福
」
は
い
た
く
爾
を

　
　

은
밀
히 

이
르
노
리―
「
幸
福
」
이 

너
를　

　
　

     

憎
め
り
と
。

　
　

아
주 

싫
여
하
도
라
。（
一
、三
連）

49
（

）　　
　
　
　
　

    　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
一
六
‐
七
頁
）

鄭
芝
溶
「
不
死
鳥
」
で
あ
る
が
、
原
詩
で
は
、「
悲
哀
」
を
〝
모
양
할
수
도 

없
도
다
〞（
喩
え
る
こ
と
も
で
き
な
い
）
と
し

て
い
る
の
に
対
し
、
金
素
雲
訳
で
は
、「
爾
を
そ
も
何
に
喩
へ
む
」
と
す
る
こ
と
で
、
わ
ず
か
に
喩
え
る
可
能
性
を
残
し
て

い
る
。
同
様
に
、「
悲
哀
」
の
〝
이
웃
〞（
隣
）
を
見
つ
け
ら
れ
な
い
と
す
る
原
詩
に
対
し
て
、「
爾
を
委
ぬ
る
い
づ
れ
の
隣
ぞ
」

と
す
る
こ
と
で
、
こ
こ
で
も
わ
ず
か
に
「
悲
哀
」
の
対
立
項
措
定
の
可
能
性
を
示
唆
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
翻
訳
さ
れ
る

の
は
、
原
詩
で
も
「
悲
哀
」
は
傷
つ
い
た
鳥
の
比
喩
で
形
象
化
さ
れ
、
ま
た
そ
の
「
隣
」
に
「
幸
福
」
が
示
唆
さ
れ
て
い
る

か
ら
で
あ
る
。
つ
ま
り
翻
訳
は
、
や
や
曖
昧
で
あ
っ
た
原
詩
の
論
理
的
構
成
を
明
白
に
し
、
そ
の
結
果
、
対
象
を
措
定
し
た

り
、
何
か
に
喩
え
た
り
す
る
「
私
」
を
は
っ
き
り
と
立
ち
上
げ
て
い
る
の
で
あ
る
。
三
枝
壽
勝
は
、
金
素
雲
は
「
ま
ず
原
詩

に
あ
っ
た
い
く
つ
か
の
要
素
を
切
り
捨
て
て
ゆ
く
こ
と
に
よ
り
、
叙
述
的
な
明
晰
性
を
希
薄
に
し
た
う
え
で
、
そ
の
空
白
に

抒
情
的
要
素
を
注
入
し
て
い
く
」
こ
と
で
、「
モ
ザ
イ
ク
」
の
よ
う
に
抒
情
的
世
界
を
構
築
し
た
と
述
べ
て
い
る）

50
（

。
三
枝
の

批
判
は
一
理
あ
る
も
の
の
、
金
素
雲
訳
の
「
不
死
鳥
」
を
見
る
か
ぎ
り
で
、
一
面
的
な
見
解
で
あ
ろ
う
。
だ
が
重
要
な
こ
と

は
、
曖
昧
化
／
明
晰
化
の
背
後
で
「
私
」
と
対
象
を
分
節
す
る
巧
妙
な
計
算
が
、
金
素
雲
の
翻
訳
に
働
い
て
い
る
こ
と
を
見

て
取
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。

　

と
こ
ろ
で
翻
訳
の
基
調
に
は
詩
と
詩
人
の
一
体
化
が
あ
っ
た
わ
け
だ
が
、
分
節
し
た
も
の
の
融
合
は
ど
の
よ
う
に
な
さ
れ

る
の
だ
ろ
う
か
。
北
原
白
秋
「
芸
術
の
円
光
」
で
は
、
詩
人
の
反
理
知
的
な
直
感
主
義
が
融
合
を
成
し
遂
げ
る
（
と
み
な
さ

れ
て
い
る
）
わ
け
だ
が
、
金
素
雲
に
お
い
て
は
、
分
節
と
い
う
方
法
自
体
に
、
自
己
反
省
的
な
批
評
性
が
明
ら
か
に
入
り
込

ん
で
い
る
。
そ
の
よ
う
な
批
評
性
の
あ
る
自
己
を
詩
と
融
合
さ
せ
る
彼
の
企
て
に
影
響
を
与
え
た
の
が
、
林
容
澤
も
指
摘
す

る
よ
う
に）

51
（

、
佐
藤
春
夫
の
「
も
の
の
あ
は
れ
」
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
そ
こ
に
翻
訳
法
の
も
う
一
つ
の
側
面
で
あ

る
、
自
己
の
触
発
が
見
ら
れ
る
。

　
「
も
の
の
あ
は
れ
」
と
は
本
居
宣
長
に
よ
っ
て
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
た
概
念
だ
が
、
一
般
論
的
に
は
、
外
界
の
様
々
な

（
49
）
鄭
芝
溶『
鄭
芝
溶
詩
集
』、『
資
料
集
成
』（
四
〇

巻
、1997

）
所
収
、p.710.

金
時
鐘
訳
も
掲
げ

て
お
く
。「
悲
哀
！　

お
ま
え
は
喩
え
る
も
の
と

て
な
い
。
／
お
ま
え
は
わ
た
し
の
最
も
奥
ま
っ
た

と
こ
ろ
で
生
き
て
い
る
も
の
だ
。
／
〔
…
…
〕
／

お
ま
え
を
元
に
戻
し
て
あ
げ
よ
う
に
も
い
か
な
お

隣
も
見
付
け
だ
せ
な
い
。
そ
っ
と
打
ち
明
け
る
が

〈
幸
福
〉は
お
ま
え
を
こ
の
上
な
く
嫌
っ
て
い
た
。」

（『
再
訳 

朝
鮮
詩
集
』、
一
一
九
頁
）。

（
50
）
三
枝
壽
勝
「
金
素
雲
は
何
を
し
た
の
か―

翻

訳
詩
集
お
ぼ
え
が
き
」、『
比
較
文
學
研
究
』、
東

大
比
較
文
學
會
、
二
〇
〇
二
年
二
月
（
通
号
七
九

号
）、
二
九
頁
。

（
51
）
林
容
澤
「
日
韓
近
代
詩
の
比
較
文
学
的
考

察
」、
九
二
‐
一
〇
二
頁
。
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モ
ノ
や
コ
ト
に
触
れ
て
生
じ
る
心
の
あ
り
様
の
こ
と
で
あ
る
。
佐
藤
の
場
合
、「
秋
刀
魚
の
歌
」
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
喪
失

感
の
あ
る
内
容
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
先
に
見
た
「
廃
墟
」
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
、
そ
の
文
体
自
体
か
ら
も
喪
わ
れ
た
感

じ
を
触
発
す
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
が
作
品
の
背
後
に
あ
る
批
判
的
自
我
と
混
じ
り
合
い
、
独
自
の
感
傷
的
な
抒
情

詩
と
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
に
、
佐
藤
の
独
特
な
「
も
の
の
あ
わ
れ
」
を
伺
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。

　

対
象
と
「
私
」
を
は
っ
き
り
分
節
す
る
金
素
雲
の
翻
訳
は
、
批
評
的
な
「
私
」
を
立
ち
上
げ
る
こ
と
で
、
そ
れ
が
向
か
う

方
向
を
明
確
に
す
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
そ
し
て
金
素
雲
に
お
い
て
も
、「
私
」
が
対
象
に
向
か
う
際
、佐
藤
春
夫
と
同
様
、

感
傷
を
強
調
す
る
こ
と
が
表
現
の
主
要
な
傾
向
と
な
っ
て
い
る
。
言
い
換
え
れ
ば
、
分
節
に
よ
っ
て
「
私
」
の
心
を
触
発
す

る
契
機
を
つ
く
り
、
そ
れ
を
感
傷
と
い
う
伝
統
的
感
情
に
方
向
付
け
て
詩
と
詩
人
の
融
合
を
求
め
る
の
で
あ
る
。
そ
の
よ
う

な
佐
藤
春
夫
か
ら
の
影
響
で
あ
る「
も
の
の
あ
は
れ
」を
前
面
に
出
し
つ
つ
、「
私
」の
自
己
触
発
が
現
れ
て
い
る
翻
訳
作
品
に
、

金
億
「
淡
雪
」
が
あ
る
。

　
　
　

눈                              　
　
　
　
　
　
　

 
淡
雪
（
金
素
雲
訳
）

　
　

내
리
서
는 

쌓
이
고　

　
　
　
　
　
　
　
　

淡
雪
の
降
り
し
き
り

　
　

쌓
여
선 

다
시　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

降
り
つ
も
り
て
は
消
え
ゆ
く
あ
は
れ
、

　
　

녹
고
마
는 

눈
이
여
．　

　
　
　
　
　
　
　

雪
な
が
ら
は
か
な
し
や

　
　

눈
물
겹
게
도　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

ひ
ね
も
つ
を
念
ひ
つ
の
り
て

　
　

서
럽
지 

아
니
한
가
．　

　
　
　
　
　
　
　

夜
明
く
れ
ば
あ
と
か
た
あ
ら
ぬ

　
　

하
루
동
안　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

わ
が
想
ひ
に
も
似
た
れ　

か
の
雪
。

　
　

쌓
여
다
간 

또
다
시　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
二
二
頁
）

　
　

하
루
밤
에

　
　

녹
고
마
는 

이 

心
思）

52
（

．

原
詩
タ
イ
ト
ル
は
「
淡
雪
」
で
は
な
く
「
雪
」
で
あ
る
が
、
積
も
っ
て
も
溶
け
て
し
ま
う
雪
に
、
み
ず
か
ら
の
「
思
い
」
を

重
ね
合
わ
せ
る
素
朴
な
作
品
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
翻
訳
で
は
、
構
成
が
大
き
く
変
更
さ
れ
て
い
る
だ
け
で
な
く
、
古
文

調
で
あ
る
こ
と
や
、
原
詩
に
は
な
い
「
あ
は
れ
」「
は
か
な
し
」
な
ど
「
も
の
の
あ
は
れ
」
を
感
じ
さ
せ
る
言
葉
も
用
い
ら

（
52
）
金
億
『
岸
曙
詩
集
』、『
資
料
集
成
』（
二
七
巻
、

1997

）
所
収
、p.231.

金
時
鐘
訳
は
後
で
引
用

し
て
い
る
。
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れ
て
い
る
。

　

翻
訳
の
論
理
と
し
て
は
、
締
め
く
く
り
の
言
葉
の
「
か
の
雪
」
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
、
対
象
強
調
的
に
訳
す
こ
と
で
、

雪
を
ま
な
ざ
す
「
私
」
を
作
品
の
外
に
暗
示
す
る
と
同
時
に
、
分
節
さ
れ
た
対
象
（「
か
の
雪
」）
に
よ
る
自
己
触
発
の
契
機

を
生
み
出
し
て
い
る
。
そ
れ
に
加
え
て
新
た
に
挿
入
さ
れ
た
「
似
た
れ
」
に
よ
っ
て
、
よ
り
説
明
的
に
「
雪
」
と
「
わ
が
想

い
」
の
類
似
性
が
強
め
ら
れ
て
い
る
。「
淡
雪
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
改
変
も
、対
象
の
淡
さ
を
よ
り
明
確
に
演
出
す
る
こ
と
で
、

類
似
関
係
に
あ
る
「
雪
」
と
「
わ
が
想
い
」
を
よ
り
密
着
さ
せ
、溶
け
合
っ
て
い
く
効
果
を
高
め
て
い
る
。
結
果
的
に
「
雪
」

に
触
発
さ
れ
る
「
わ
が
想
い
」
は
よ
り
儚
く
、
移
ろ
い
や
す
い
も
の
に
仕
立
て
ら
れ
、
そ
こ
に
至
り
詩
人
と
詩
は
融
合
を
果

た
す
。

　

ま
た
感
傷
的
な
自
己
触
発
が
見
ら
れ
る
作
品
は
多
数
あ
り
、
先
の
「
桐
の
葉
」
や
「
青
葡
萄
」
も
そ
れ
に
該
当
し
、
そ
の

他
、
鄭
芝
溶
「
石
こ
ろ
」
や
朴
龍
喆
「
ふ
る
さ
と
を
戀
ひ
て
何
せ
む
」
な
ど
が
そ
れ
に
あ
た
る
。
語
彙
の
借
用
と
い
っ
た
表

面
的
な
関
係
を
超
え
て
、
佐
藤
春
夫
の
感
傷
的
自
我
は
金
素
雲
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
る
。

　

金
素
雲
は
自
ら
の
翻
訳
を
「『
こ
こ
ろ
の
翻
訳）

53
（

』」
と
述
べ
て
い
る
。
こ
れ
は
原
詩
の
「
こ
こ
ろ
」
を
日
本
語
に
移
す
こ
と

に
重
点
を
置
い
た
翻
訳
観
で
あ
る
。
だ
が
こ
の
「
こ
こ
ろ
の
翻
訳
」
に
は
、
大
き
く
三
つ
の
問
題
が
あ
る
。
ま
ず
前
節
で
見

た
よ
う
に
、外
部
化
す
る
「
私
」
に
は
「
翻
訳
者
」
が
入
り
込
ん
で
い
た
。
そ
の
た
め
「
こ
こ
ろ
」
と
は
、「
翻
訳
者
の
こ
こ
ろ
」

で
も
あ
る
。
次
に
そ
の
「
こ
こ
ろ
」
を
詩
に
反
映
さ
せ
る
際
、
佐
藤
春
夫
的
な
感
傷
が
介
在
す
る
た
め
、
こ
の
「
翻
訳
」
は
、

日
本
の
古
典
的
な
感
傷
性
へ
の
変
換
と
し
て
機
能
し
て
し
ま
う
。
最
後
に
、翻
訳
者
・
金
素
雲
が
「
私
」
に
入
り
込
む
こ
と
で
、

詩
と
詩
人
の
密
着
の
度
合
い
を
自
ら
判
定
す
る
こ
と
に
な
る
。
つ
ま
り
「
こ
こ
ろ
の
翻
訳
」
と
は
、
こ
れ
ま
で
論
じ
て
き
た

よ
う
な
対
象
と
「
私
」
の
分
節
、
そ
れ
に
続
く
自
己
触
発
に
よ
る
融
合
と
い
う
方
法
に
よ
る
翻
訳
に
他
な
ら
な
い
。
そ
れ
は

翻
訳
者
の
価
値
判
断
が
多
分
に
反
映
さ
れ
た
思
想
で
あ
り
、
原
詩
の
「
こ
こ
ろ
」
よ
り
も
、
金
素
雲
自
身
を
古
典
的
感
傷
へ

と
触
発
す
る
た
め
の
翻
訳
態
度
と
も
言
え
る
。
こ
こ
に
歪
曲
的
な
翻
訳
を
可
能
に
し
、
ま
た
ノ
ス
タ
ル
ジ
ー
や
コ
ロ
ニ
ア

リ
ズ
ム
を
引
き
起
こ
す
要
因
が
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
四
方
田
は
、「
彼
は
〔
、『
乳
色
の
雲
』
が
出
版
さ
れ
た
〕

一
九
四
〇
年
の
時
点
で
一
切
の
寓
意
が
禁
じ
ら
れ
、純
粋
な
る
抒
情
だ
け
が
許
さ
れ
て
い
た
状
況
を
、あ
え
て
歴
史
的
モ
ニ
ュ

メ
ン
ト
し
て
残
し
て
お
き
た
か
っ
た
の
で
は
な
い
か）

54
（

」
と
推
測
し
て
い
る
。
だ
が
四
方
田
の
推
測
は
ロ
マ
ン
テ
ィ
ッ
ク
過
ぎ

る
。
そ
れ
で
は
そ
の
よ
う
な
「
状
況
」
に
よ
り
積
極
的
に
加
担
し
て
い
く
、
金
素
雲
の
「
こ
こ
ろ
の
翻
訳
」
の
問
題
が
掴
め

な
い
か
ら
だ）

55
（

。
そ
れ
に
「
純
粋
な
抒
情
」
と
は
、
そ
も
そ
も
何
で
あ
ろ
う
か
。

　

次
に
金
時
鐘
訳
『
朝
鮮
詩
集
』
の
特
徴
を
押
さ
え
た
後
、
両
者
を
比
較
し
つ
つ
、
こ
の
方
法
論
に
よ
る
翻
訳
が
認
識
に
与

（
53
）
金
素
雲
『
こ
こ
ろ
の
壁
』、
二
四
四
頁
。

（
54
）
四
方
田
犬
彦
「
譏
笑
と
断
念―

翻
訳

者
・
金
素
雲
」、『
中
央
公
論
』、
中
央
公
論
社
、

二
〇
〇
一
年
四
月
、
三
二
〇
頁
。

（
55
）
の
み
な
ら
ず
金
素
雲
の
翻
訳
に
は
、「
朝
鮮

の
詩
心
」
を
、「
も
の
の
あ
は
れ
」
に
閉
じ
込
め

る
と
同
時
に
、
解
き
放
つ
側
面
も
あ
り
、
コ
ロ
ニ

ア
リ
ズ
ム
と
脱
植
民
地
化
の
両
面
性
を
備
え
て
い

る
。
こ
の
点
に
『
朝
鮮
詩
集
』
の
特
異
性
も
あ
る

の
だ
が
、
そ
れ
を
過
去
の
「
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
」
に

し
て
し
ま
う
こ
と
は
、
そ
の
よ
う
な
脱
植
民
地
化

の
潜
在
力
を
読
み
と
る
可
能
性
を
摘
み
取
っ
て
し

ま
う
。翻
訳
と
作
品
の
関
係
を
再
検
討
し
て
こ
そ
、

新
た
な
「
朝
鮮
の
詩
心
」
の
在
り
処
が
開
示
さ
れ

る
と
思
わ
れ
る
。
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え
る
影
響
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。。

　
　

第
四
節
．
金
時
鐘
訳
『
再
訳　

朝
鮮
詩
集
』
に
つ
い
て

　

本
節
か
ら
金
時
鐘
訳
『
再
訳　

朝
鮮
詩
集
』
の
翻
訳
法
を
分
析
す
る
。
そ
れ
に
よ
り
金
素
雲
訳
の
抒
情
の
質
を
明
ら
か
に

す
る
と
と
も
に
、
金
時
鐘
が
確
立
し
た
翻
訳
法
の
意
味
を
探
っ
て
い
く
。

　

金
時
鐘
は
『
再
訳　

朝
鮮
詩
集
』
の
序
に
あ
た
る
「『
朝
鮮
詩
集
』
を
再
訳
す
る
に
当
た
っ
て
」
で
、
再
翻
訳
の
方
針
を

次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　
　

訳
を
始
め
て
み
て
『
朝
鮮
詩
集
』
は
、金
素
雲
の
訳
詩
と
い
う
よ
り
も
当
時
の
日
本
の
抒
情
詩
に
リ
ズ
ム
を
合
わ
せ
た
、

　
　

金
素
雲
自
身
の
、
詩
の
歌
で
あ
る
こ
と
の
確
信
を
も
っ
た
。
そ
の
た
め
も
あ
っ
て
私
は
、
忠
実
に
原
詩
に
迫
ろ
う
と
し

　
　

て
極
力
意
訳
を
避
け
た
。
一
見
逐
語
訳
に
見
え
る
だ
ろ
う
け
ど
、
逐
語
訳
だ
け
で
は
行
間
の
音
数
が
保
て
な
い
の
だ
。

　
　

そ
こ
が
苦
労
の
し
ど
こ
ろ
と
言
う
べ
き
か）

56
（

。

意
訳
を
避
け
、
し
か
し
ま
た
全
く
の
逐
語
訳
で
も
な
い
翻
訳
。
も
ち
ろ
ん
こ
れ
は
詩
の
翻
訳
に
固
有
な
困
難
さ
、
す
な
わ
ち

原
詩
の
形
、
リ
ズ
ム
、
押
韻
、
言
葉
遊
び
、
掛
け
言
葉
等
を
他
言
語
に
移
す
際
の
難
し
さ
も
そ
の
原
因
と
な
っ
て
い
よ
う
。

他
方
で
「
行
間
の
音
数
が
保
て
な
い
」
と
い
う
言
葉
は
、
言
語
間
の
困
難
さ
と
い
う
よ
り
も
、
日
本
語
に
お
け
る
リ
ズ
ム
の

問
題
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
伝
統
的
な
音
数
律
を
用
い
て
い
な
い
金
時
鐘
の
翻
訳
の
「
リ
ズ
ム
」
は
、
単
な
る
音
数
の

あ
り
方
に
留
ま
ら
な
い
、
意
訳
を
避
け
る
と
い
う
翻
訳
の
方
針
と
密
接
な
関
係
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

四-

一
．
表
現
さ
れ
た
リ
ズ
ム

　

金
時
鐘
の
翻
訳
は
逐
語
訳
的
で
あ
り
な
が
ら
、
金
素
雲
と
同
様
に
様
々
な
工
夫
が
施
さ
れ
て
い
る
。
語
句
の
追
加
や
省
略

は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
構
文
の
変
更
や
音
韻
へ
の
配
慮
、
さ
ら
に
は
句
読
点
や
ス
ペ
ー
ス
の
使
い
方
ま
で
が
緻
密
に
計
算
さ

れ
て
用
い
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
ら
の
工
夫
は
大
き
く
四
つ
に
分
類
で
き
る
。（
一
）
音
数
や
音
韻
へ
の
配
慮
な
ど
の
外
に
現

れ
る
リ
ズ
ム
に
関
す
る
工
夫
、（
二
）
構
文
の
変
更
や
、
語
な
ど
の
追
加
・
省
略
そ
し
て
詩
句
の
前
後
の
つ
な
が
り
方
な
ど

（
56
）
金
時
鐘
『
再
訳　

朝
鮮
詩
集
』、
ⅸ
頁
。
以

下
『
再
訳　

朝
鮮
詩
集
』
か
ら
の
引
用
は
、
直
後

に
漢
数
字
の
み
を
示
す
。
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の
論
理
に
関
わ
る
工
夫
、（
三
）
金
素
雲
の
翻
訳
で
も
検
討
し
た
「
私
」
と
対
象
と
の
関
係
に
つ
い
て
の
工
夫
、（
四
）
詩
の

内
容
に
関
す
る
工
夫
、
で
あ
る
。
ま
ず
は
（
一
）
か
ら
見
て
い
き
た
い
。

　

ま
ず
は
音
数
に
関
す
る
工
夫
で
あ
る
。
朴
龍
喆
の
作
品
「
어
디
로
（
ど
こ
へ）

57
（

）」
を
金
時
鐘
は
「
い
ず
こ
へ
」
と
文
語
的

な
タ
イ
ト
ル
に
し
て
い
る
。
ち
な
み
に
金
素
雲
は
、
こ
れ
を
「
こ
ゝ
ろ
」
と
訳
す
こ
と
で
、「
心
」
が
彷
徨
す
る
イ
メ
ー
ジ

を
与
え
て
い
る
。
金
時
鐘
訳
の
第
一
連
一
行
目
を
み
る
な
ら
ば
、「
私
の
心
は
い
ず
こ
へ
向
か
え
ば
い
い
の
で
す
か
。」と
な
っ

て
お
り
、
音
数
に
変
換
す
る
と
四
音
・
四
音
・
四
音
・
四
音
・
六
音
と
な
る
。
つ
ま
り
「
い
ず
こ
へ
」
と
い
う
文
語
体
の
タ

イ
ト
ル
は
、
四
音
の
リ
ズ
ム
を
続
け
る
た
め
に
用
い
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
効
果
と
し
て
テ
ン
ポ
の
よ
さ
が
得
ら
れ
て
い
る
。

ま
た
二
行
目
も

　
「
じ
め
じ
め
と
雨
は
休
み
な
く
降
り
つ
づ
き
」
と
構
文
を
変
え
、
ま
た
形
容
詞
〝
궂
은
〞
を
「
じ
め
じ
め
と
」
と
副
詞
に

す
る
こ
と
で
、
五
・
三
・
五
・
五
で
整
え
て
い
る
。
三
‐
四
行
目
も
「
過
ぎ
た
日
の
ひ
り
つ
く
記
憶
／
黒
雲
と
な
っ
て
私
を
覆お

お

て
い
き
ま
す
。」（
以
上
、
一
六
四
頁
）
と
訳
し
変
え
、
用
語
の
工
夫
、
振
り
仮
名
の
使
用
な
ど
に
よ
っ
て
、
音
数
を
整
え
て

い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
音
数
の
工
夫
に
関
連
し
て
、
音
韻
の
側
面
で
も
配
慮
が
施
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
卞
栄
魯
「
春
の
雨
」
は
、

そ
の
第
一
連
の
一
部
を
引
く
な
ら
ば
、「
低
く
仄ほ

の

か
に
呼
ば
う
声
あ
っ
て
／
出
て
み
れ
ば
、
あ
あ
出
て
み
れ
ば
／
睡ね

む

気け

に
た

る
ん
だ
乳
色
の
雲
だ
け
が
／
こ
と
の
ほ
か
気き

ぜ
わ忙

し
げ
に
、
且
つ
気け

だ
る怠

げ
に
／
青
空
を
行
き
交
う
ば
か
り）

58
（

。」
の
傍
線
を
引
い

た
箇
所
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
ｋ
音
が
意
識
さ
れ
て
い
る
。
同
様
に
、
金
允
植
「
椿
の
葉
に
映
え
る
心
」
の
第
一
連
第
一

行
で
も
、「
私
の
心
の
ど
こ
か
の
傍

か
た
わ
らで　

涯
し
な
い
江か

わ

が
流
れ
る
。」
の
よ
う
に
振
り
仮
名
を
用
い
る
こ
と
で
、
ｋ
音
と
a
音

が
強
調
さ
れ
て
い
る
。
の
み
な
ら
ず
同
じ
連
の
第
四
行
目
「
心
が
つ
ぶ
ら
に　

籠こ

も
っ
て
い
る
そ
の
と
こ
ろ
」
は
、
間
に
差

し
込
ま
れ
た
句
切
り
と
し
て
の
空
白
が
「
つ
ぶ
ら
に
」
と
「
籠
も
っ
て
い
る
」
を
分
け
て
い
る
が
、
そ
の
こ
と
が
、
視
覚
上

の
音
数
と
読
み
に
お
け
る
音
数
の
差
異
を
も
た
ら
し
て
い
る）

59
（

。
同
様
の
効
果
は
金
東
鳴
「
芭
蕉
」
の
第
一
連
第
一
行
「
故
国

を　

離
れ
た
の
は
い
つ
だ
っ
た
ん
だ
」
な
ど
で
も
見
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
金
時
鐘
訳
に
お
け
る
空
白
は
、
意
味
単
位
を
分

け
た
り
、
対
象
を
効
果
的
に
浮
き
上
が
ら
せ
た
り
す
る
だ
け
で
な
く
、
こ
の
よ
う
な
リ
ズ
ム
を
異
化
す
る
た
め
に
も
用
い
ら

れ
て
い
る
。

　

直
接
リ
ズ
ム
に
関
わ
る
工
夫
と
し
て
最
後
に
、
原
詩
の
同
一
単
語
を
訳
し
分
け
て
い
る
こ
と
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き

る
。
い
く
つ
か
例
を
挙
げ
る
な
ら
ば
金
素
月
の
「
い
と
し
い
人
の
歌
」
の
二
連
三
‐
四
行
目
「
日
暮
れ
て　

暗
く
な
る
ほ
ど

　

耳
に
ひ
び
い
て
き
ま
す
。
／
夜
が
深
ま
り
寝
入
っ
て
い
く
ほ
ど　

耳
に
聞
こ
え
て
く
る
の
で
す
。」（
二
〇
頁
）
の
「
ひ
び

（
57
）
朴
龍
喆
「
어
디
로
」。
第
一
連
の
原
文
は
以

下
の
通
り
。〝
내 

마
음
은 

어
디
로 

가
야　

옳
으

리
까
／
쉬
임
없
이 

궂
은 

비
는 

내
려
오
고
／
지
나

간 

날 

괴
로
움
의 

쓰
린 

기
억
／
내
게 

어
둔 

구
름

되
어 

덮
이
는
데
。〞。
引
用
は『
再
訳 

朝
鮮
詩
集
』、

一
六
四
‐
五
頁
か
ら
。

（
58
）
卞
栄
魯
「
春
の
雨
」。
こ
の
詩
は
後
に
再
び

取
り
上
げ
る
。
そ
こ
で
原
詩
を
引
用
す
る
。

（
59
）
こ
の
箇
所
の
分
析
は
、
坪
井
秀
人
『
声
の
祝

祭
』
の
六
二
頁
を
参
考
に
し
た
。
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い
て
き
ま
す
」「
聞
こ
え
て
く
る
の
で
す
」
は
、
原
詩
で
は
ど
ち
ら
も
〝
들
려
요
〝
で
あ
る
。
同
様
に
〝
들
어
요
〞
は
「
深

く
な
り
ま
す
」「
深
ま
っ
て
い
き
ま
す
」
と
い
う
よ
う
に
訳
し
分
け
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
鄭
芝
溶
「
カ
フ
ェ
ー
・
フ
ラ
ン

ス
」
の
最
終
連
、「
お
お
、
異
国
種
の
仔
犬
よ
／
ぼ
く
の
足
で
も
舐
め
て
く
れ
／
こ
の
足
さ
き
で
も
舐
め
て
く
れ
。」（
十
連
、

一
一
五
頁
）
の
傍
線
の
箇
所
の
原
文
は
、〝
내
발
을 

빨
어
다
오
〞
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
訳
し
分
け
も
、朴
八
陽
「
女
人
」
等
、

多
く
の
箇
所
で
用
い
ら
れ
て
い
る
。

四-

二
．
論
理
の
工
夫

　

次
に
構
文
の
変
更
、
語
句
の
追
加
・
省
略
や
、
詩
句
の
前
後
関
係
に
関
わ
る
論
理
に
お
け
る
工
夫
を
見
て
い
き
た
い
。
呉

相
淳
「
ア
ジ
ア
の
黎
明
」
を
金
時
鐘
は
次
の
よ
う
に
訳
し
て
い
る
。
原
詩
も
合
わ
せ
て
引
用
す
る
。

　
　
　

ア
ジ
ア
の
黎
明
（
金
時
鐘
訳
）　　

　
　
　
　
　

          

아
시
아
의 

黎
明

　
　

帝
王
の
棺か

ん
か
く槨

の
漆
よ
り
も
黒
く　

　
　
　
　
　
　

 　

  
帝
王
의 

棺
槨
의 

漆
빛
보
다
도 

검
고

　
　

廃
墟
の
祭
壇
に
伏
し
て
敬
虔
な
祈
り
を
捧
げ
る   　

　

廃
墟
의 
祭
壇
에 

엎
드
려 

敬
虔
히 

머
리
숙
여

　
　

白
衣
の
処

お
と
め

女
ら
の                         　

　
　
　
　
　
　

祈
禱
드
리
는 

白
衣
의 

處
女
들
의 

흐
느
끼
는

　
　

啜
り
泣
く
肩
と
背せ

な

に
波
打
っ
て
流
れ
る         　

　
　

 

그 

어
깨
와 
등
위
에 

물
결
쳐 

흐
르
는

　
　

黒
髪
よ
り
も
黒
い
ア
ジ
ア
の
夜         　

　
　

            

머
리
털
의 

빛
갈
보
다
도 

짙
으
게 

검
은　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

      

아
시
아
에 

夜）
60
（

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
第
一
連
部
分
、
七
七
頁
）

原
詩
を
直
訳
す
る
な
ら
ば
、

　
　

帝
王
の
棺
槨
の
漆
よ
り
も
黒
く

　
　

廃
墟
の
祭
壇
に
伏
し
て
敬
虔
に
う
な
だ
れ

　
　

祈
禱
を
捧
げ
る
白
衣
の
処
女
ら
が
啜
り
泣
く

　
　

そ
の
肩
と
背
中
に
波
打
っ
て
流
れ
る

（
60
）
呉
相
淳
「
아
시
아
의
黎
明
」、
引
用
は
『
再

訳 

朝
鮮
詩
集
』、
七
七
頁
よ
り
。
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黒
髪
の
つ
や
よ
り
も

　
　

黒
い
ア
ジ
ア
の
夜

と
な
る
。

　

金
時
鐘
訳
は
、
原
詩
の
二
行
目
の
「
伏
し
て
」
と
「
う
な
だ
れ
」、
そ
し
て
三
行
目
の
「
捧
げ
る
」
と
い
う
、
祈
る
行
為

に
関
す
る
描
写
的
な
言
葉
の
中
で
、「
う
な
だ
れ
」
を
省
略
し
て
い
る
。
さ
ら
に
本
来
三
行
目
に
あ
る
「
祈
禱
を
捧
げ
る
」

を
二
行
目
に
移
動
さ
せ
て
い
る
。
ま
た
原
詩
で
は
三
行
目
に
あ
る
「
啜
り
泣
く
」
を
四
行
目
に
移
動
さ
せ
て
い
る
。
そ
の
結

果
、
二
行
目
は
祈
り
の
描
写
、
三
行
目
は
そ
の
行
為
の
主
体
、
そ
し
て
四
行
目
は
「
処
女
ら
」
の
髪
の
動
き
か
ら
察
せ
ら
れ

る
状
態
の
描
写
、
と
い
う
よ
う
に
各
詩
句
の
役
割
を
よ
り
明
確
に
分
け
て
、
訳
出
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
省
略
（
場
合
に

よ
っ
て
は
追
加
）
や
構
文
の
変
更
は
、
随
所
で
見
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
だ
が
こ
れ
は
、
金
素
雲
が
主
に
日
本
の
伝
統
的
な

韻
律
や
雅
語
に
合
わ
せ
る
た
め
に
そ
れ
を
行
っ
た
の
と
異
な
り
、
各
詩
句
の
位
置
づ
け
と
そ
の
関
係
を
意
識
し
た
上
で
な
さ

れ
て
い
る
。
つ
ま
り
金
時
鐘
の
翻
訳
は
、
原
詩
の
内
容
を
移
す
だ
け
で
は
な
く
、
各
詩
句
の
位
置
づ
け
や
前
後
関
係
と
い
っ

た
内
容
に
関
わ
る
形
式
も
考
慮
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
考
慮
は
、
行
分
け
に
関
す
る
工
夫
に
も
現
わ
れ
て
い
る
。

　
　
　
　

金
東
煥
「
最
終
夜
」（
金
時
鐘
訳
）

　
　

赫あ
か

く
、
赫
く
、
赫
く
燃
え
尽
き
て
消
え
入
る
日ひ
輪
、

　
　
　

死
ぬ
こ
と
を
知
り
つ
つ
な
お
も
赫
く
燃
え
る
日
輪

　
　
　

燃
え
な
く
ば
死
な
な
い
こ
と
も
知
り
な
が
ら

　
　
　

わ
が
身
を
わ
が
身
で
燃
や
し
て
し
ま
う
日
輪
で
あ
れ
ば
こ
そ

　
　
　

ふ
か
ぶ
か
と
頭
を
下
げ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
第
一
連
、
二
七
頁）

61
（

）

金
東
煥
「
最
終
夜
」
の
第
一
連
で
あ
る
。
引
用
は
、『
再
訳 

朝
鮮
詩
集
』
に
収
録
さ
れ
た
形
の
ま
ま
引
い
て
あ
る
。
金
時
鐘

訳
は
、
二
行
目
以
降
一
文
字
分
低
く
す
る
こ
と
で
、
原
詩
が
も
と
も
と
比
較
的
長
い
一
文
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
だ

が
各
行
の
区
切
り
方
を
見
る
と
、
意
味
単
位
で
区
切
ら
れ
て
お
り
、
一
連
が
五
行
で
構
成
さ
れ
て
い
る
か
の
よ
う
に
翻
訳
さ

（
61
）
金
東
煥
「
最
終
夜
」、『
資
料
集
成
』
四
巻
、

p.376.

原
文
は
以
下
の
通
り
。〝
붉
게
、
붉
게
、

붉
게 

다 

타 

죽
는 

해
、
죽
을 

줄 

알
고
도 

빨
갛
게 

타
면 

안 

죽
을 

줄 

알
면
서
도 

제
몸
을 

제 

태
워
버

리
는 

해
니 

내 

더
욱 

절
함
이
라
。〞。
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れ
て
い
る
。
一
、二
行
目
は
「
日
輪
」
の
描
写
、
三
、四
行
目
は
前
の
二
行
を
半
ば
反
復
し
つ
つ
、
太
陽
を
ま
な
ざ
す
者
の
意

識
の
側
に
視
点
が
移
行
し
て
お
り
、
そ
し
て
五
行
目
は
そ
の
者
の
状
態
を
示
す
部
分
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
論
理
的

な
行
分
け
は
、
こ
の
詩
以
外
に
も
、
例
え
ば
詩
集
巻
頭
の
韓
龍
雲
「
知
り
よ
う
が
な
い
の
で
す
」
や
、
同
「
秘
密
」
な
ど
で

も
施
さ
れ
て
い
る
。

　

次
に
語
の
省
略
・
追
加
に
よ
る
論
理
の
強
調
に
つ
い
て
見
て
お
き
た
い
。
語
の
省
略
に
つ
い
て
は
「
ア
ジ
ア
の
黎
明
」
で

も
見
ら
れ
た
が
、
語
の
追
加
も
多
用
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
辛
夕
汀
「
野
路
に
立
ち
て
」
の
一
節
、〝
不
断
히 

움
직
인
다
는 

둥
근 

地
球
를 

밟
았
거
니
…
…
〞（
二
連
、
一
〇
二
頁
）
を
、「
絶
え
間
な
く
動
き
つ
づ
け
る
円
い
地
球
を
し
か
と
踏
ま
え
て

い
る
の
だ
。」と
訳
し
て
お
り
、「
し
か
と
」を
追
加
す
る
こ
と
で
イ
メ
ー
ジ
が
よ
り
よ
く
伝
わ
る
よ
う
に
し
て
い
る
。
ま
た〝
밟

았
거
니
…
…
（
踏
む
で
あ
ろ
う
に
…
…
）〝
と
い
う
や
や
曖
昧
で
心
情
的
な
表
現
を
、「
踏
ま
え
て
い
る
の
だ
」
と
い
う
よ
う

に
断
定
的
に
訳
す
こ
と
で
、「
し
か
と
」
と
相
俟
っ
て
意
志
を
強
く
表
し
て
い
る
。
こ
れ
も
金
時
鐘
訳
の
特
徴
の
一
つ
と
な
っ

て
い
る
。

　

そ
の
よ
う
な
追
加
・
省
略
で
論
理
は
、
接
続
詞
に
よ
っ
て
よ
り
強
調
さ
れ
る
。
接
続
詞
に
関
し
て
で
あ
る
。
卞
栄
魯
「
虫

す
ら
嫌
だ
と
い
う
は
ず
の
」（
金
時
鐘
訳
）
を
引
用
す
る
。

　
　

虫
と
て
も
嫌き

ら

う
で
あ
ろ
う　

こ
の
身
が

　
　

俄
に
わ
か

に
か
の
ひ
と
を
想
い
起
す
と
は
ど
う
し
た
こ
と
か
。

　
　

そ
れ
で
も
こ
が
る
る
わ
が
心　

い
と
お
し
く
も
あ
り
ま
す
る
。

　
　
〔
…
…
〕

　
　

ま
さ
に
そ
の
と
き
思
い
が
け
な
い
風
が
起
こ
り

　
　

か
の
ひ
と
と
わ
た
し
の
幼
い
目
を
霞か

す

ま
せ
た
の
で

　
　

と
っ
さ
に
二
人
は
手
を
握と

り
合
っ
て
い
た
の
で
し
た
。

　
　
〔
し
か
し
〕
風
が
わ
れ
ら
を
ね
た
ん
だ
の
で
し
ょ
う
か

　
　

二
人
別
々
に
吹
か
れ
た
わ
け
で
も
あ
り
ま
す
ま
い
に
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裂
か
れ
た
衣

こ
ろ
も

の
切
れ
端
し
の
ご
と　

互
い
は
引
き
離
さ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
連
、
五
‐
六
連
、
一
三
八
‐
九
頁
、
傍
線
、〔 

〕
内
引
用
者）

62
（

）

傍
線
を
引
い
た
接
続
詞
が
追
加
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、「〔
し
か
し
〕」
が
翻
訳
で
は
省
略
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
第
一
連
の

最
終
行
の
原
詩
は
、〝
그
리
운 

마
음 

자
랑
스
럽
내
다
。（
こ
が
れ
る
心　
〔
十
分
に
〕
誇
ら
し
い
。）〝
と
い
う
断
片
化
さ
れ

た
表
現
に
な
っ
て
お
り
、
そ
の
た
め
そ
の
前
ま
で
の
詩
句
と
の
関
係
も
、
不
明
瞭
な
ま
ま
投
げ
だ
さ
れ
た
よ
う
に
な
っ
て
い

る
。
し
か
し
金
時
鐘
は
「
そ
れ
で
も
」
を
追
加
す
る
こ
と
で
、
そ
の
前
ま
で
の
否
定
的
な
ニ
ュ
ア
ン
ス
を
持
つ
詩
句
と
の
逆

接
的
な
関
係
を
、
は
っ
き
り
と
打
ち
出
し
て
い
る
。
加
え
て
原
詩
に
な
い
「
わ
が
」
も
加
え
る
こ
と
で
、
原
詩
の
投
げ
出
さ

れ
た
よ
う
な
感
覚
的
で
心
情
的
な
表
現
を
客
観
化
し
、
よ
り
意
志
の
伝
わ
る
表
現
に
変
え
て
い
る
。

　

他
方
、
第
六
連
で
省
略
さ
れ
た
接
続
詞
「
し
か
し
」
は
、
展
開
か
ら
す
れ
ば
逆
接
の
接
続
詞
と
い
う
よ
り
も
、「
そ
れ
に

し
て
も
」
と
い
う
話
題
転
換
の
意
味
合
い
を
持
っ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
。
そ
の
た
め
強
く
は
な
い
に
し
て
も
心
情
的

な
ニ
ュ
ア
ン
ス
を
帯
び
て
い
る
。「
そ
れ
に
し
て
も
風
が
私
達
を
ね
た
ん
だ
の
で
し
ょ
う
か
ね
ぇ
」
と
い
う
よ
う
に
。
こ
の

こ
と
か
ら
、こ
の
翻
訳
に
お
け
る
「
し
か
し
」
の
省
略
に
つ
い
て
、次
の
二
つ
の
こ
と
が
指
摘
で
き
る
。
第
一
に
、「
し
か
し
」

を
省
略
す
る
こ
と
で
、
描
写
性
の
高
い
第
五
連
と
推
測
的
で
追
想
的
な
第
六
連
の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
が
際
立
ち
、
そ
れ
に
よ
っ

て
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
展
開
が
も
た
ら
さ
れ
て
い
る
こ
と
。
そ
れ
の
み
な
ら
ず
第
二
に
、「
し
か
し
」
の
省
略
は
、
そ
の
接
続

詞
が
も
た
ら
す
心
情
的
な
ニ
ュ
ア
ン
ス
を
低
減
さ
せ
、「
風
」
を
自
然
現
象
と
し
て
の
「
風
」
と
捉
え
、
余
分
な
情
操
が
入

り
込
み
に
く
く
し
て
い
る
こ
と
、
で
あ
る
。

　

総
じ
て
論
理
の
強
調
は
、
詩
句
の
役
割
と
そ
れ
ら
の
関
係
の
明
確
化
を
は
か
り
、
ま
た
感
情
に
流
さ
れ
た
、
あ
る
い
は
流

さ
れ
や
す
い
表
現
か
ら
余
分
な
情
感
を
そ
ぎ
取
る
こ
と
で
、
意
志
の
強
調
や
対
象
の
明
確
化
を
図
る
と
い
う
特
徴
が
あ
る
。

先
に
論
じ
た
論
理
的
な
行
分
け
に
つ
い
て
は
、四
方
田
も
韓
龍
雲
「
知
り
よ
う
が
な
い
の
で
す
」
を
通
じ
て
指
摘
し
て
お
り
、

そ
れ
に
よ
り
詠
嘆
よ
り
も
「
全
体
に
メ
リ
ハ
リ
の
利
い
た
論
理
性
と
自
己
主
張
が
強
調
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
」
と
述
べ
て

い
る）

63
（

。
ま
た
そ
の
詩
の
金
時
鐘
の
動
詞
の
訳
し
方
に
、「
主
体
の
行
為
が
持
つ
意
志
的
な
性
格
に
焦
点
が
投
じ
ら
れ
て
い
る
」

と
い
う
的
確
な
分
析
を
行
っ
て
い
る）

64
（

。
だ
が
四
方
田
は
、
そ
の
よ
う
な
論
理
性
や
主
体
の
意
志
の
強
調
に
先
立
つ
、
対
象
の

指
示
の
仕
方
の
独
自
性
と
意
義
に
つ
い
て
は
、
触
れ
る
程
度
に
留
ま
っ
て
い
る
。
そ
こ
に
こ
そ
四
方
田
が
通
り
す
が
り
に
述

べ
た
抒
情
と
歴
史
、
さ
ら
に
は
そ
れ
ら
と
リ
ズ
ム
と
の
関
係
の
領
域
が
あ
る
。

（
62
）
卞
栄
魯
「
버
러
지
도 

싫
다 

하
올
」、『
資
料

集
成
』
二
巻
、pp.372-5.

原
文
は
以
下
の
通
り
。

〝
버
러
지
도 

싫
다 

하
올　

이
몸
이
／
불
현
듯 

그

대 

생
각 

어
인 

일
가
／
그
리
운 

마
음 

자
랑
스
럽

내
다
。
／
〔
…
…
〕
／
바
로 

그 

때 

난
데
없
는 

바
람 

일
어
／
그
대
와 

나
의 

어
린 

눈 

흐
리
워
져

／
얼
결
에 

서
로 

손
목 

쥐
었
읍
내
다
。
／
／
그
러

나 

바
람
은 

나
누
워 

불
지 

아
니
하
렸
으
련
만
／

찢
기
이
는 

옷
같
이 

우
리
는 

갈
렸
읍
니
다
。〞

（
63
）
四
方
田
犬
彦
「
訳
と
逆
に
。
訳
に
。」、

一
三
三
頁
。

（
64
）
四
方
田
前
掲
論
文
、
一
三
四
頁
。
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四-
三
．
対
象
と
「
私
」―

「
心
」
の
対
象
化
、
抒
情
を
は
ず
す
こ
と
、
呼
び
か
け

　

既
に
述
べ
た
よ
う
に
、
金
素
雲
の｢

半
創
作｣

的
翻
訳
と
は
、「
私
」
と
対
象
の
分
節
と
そ
れ
が
誘
発
す
る
自
己
触
発
を

そ
の
方
法
と
し
て
、
詩
人
と
詩
の
自
然
的
一
体
化
を
追
及
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
際
「
自
然
的
」
と
は
、
感
傷
性
を
柱

と
し
て
い
た
。
そ
し
て
外
部
に
暗
示
さ
れ
る
「
私
」
に
金
素
雲
自
身
が
入
り
込
む
こ
と
で
、
そ
の
よ
う
な
一
体
化
を
自
ら
批

評
し
続
け
る
こ
と
、
そ
れ
が
「
こ
こ
ろ
の
翻
訳
」
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
「
翻
訳
」
こ
そ
が
、
言
語
間
、
文
化
間
の
差
異

を
抑
圧
す
る
歪
曲
的
な
翻
訳
を
可
能
に
し
、
コ
ロ
ニ
ア
ル
な
矛
盾
を
引
き
起
こ
す
要
因
の
一
つ
と
な
っ
て
い
た
こ
と
も
指
摘

し
た
。
つ
ま
り
金
素
雲
訳
は
、「
私
」
と
し
て
の
訳
者
優
位
な
の
で
あ
り
、
対
象
も
そ
の
「
私
」
の
感
傷
の
中
に
取
り
込
ま

れ
て
い
く
関
係
に
あ
る
。

　

他
方
で
金
時
鐘
の
翻
訳
は
、
予
め
言
っ
て
お
け
ば
意
志
の
強
調
と
い
う
側
面
が
あ
る
も
の
の
、
対
象
が
「
私
」
の
中
に
取

り
込
ま
れ
る
こ
と
は
な
い
。
む
し
ろ
「
私
」
と
対
象
は
常
に
分
か
た
れ
た
ま
ま
に
さ
れ
る
。
例
え
ば
そ
の
こ
と
は
、
金
允
植

の
「
동
백
잎
에 

빛
나
는 

마
음
」
と
い
う
詩
の
タ
イ
ト
ル
を
、「
椿
の
葉
に
映
え
る
心
」
と
金
時
鐘
が
訳
し
て
い
る
と
こ
ろ

か
ら
も
伺
え
る
。
原
詩
タ
イ
ト
ル
に
あ
る
〝
빛
나
는
〞
は
、
一
般
的
に
は
「
輝
く
」
を
意
味
し
、
金
素
雲
も
「
柊
柏
の
葉
に

耀か
ゞ
よふ

こ
ゝ
ろ
」
と
翻
訳
し
て
い
る
。
そ
の
〝
빛
나
는
〞
を
「
映
え
る
」
と
訳
す
こ
と
は
、
心
と
そ
れ
を
映
し
出
す
葉
と
を
、

明
確
に
分
離
す
る
意
図
が
働
い
て
い
る
。

　

そ
の
よ
う
な
分
離
の
働
き
を
持
つ
「
訳
し
変
え
」
は
、
呉
熙
秉
「
炉
辺
哀
歌
」
の
第
一
連
、「
夜
ど
お
し
あ
の
風
は
空
高

く
鳴
り
／
裏
山
の
柿
の
葉
は
ら
は
ら
と
散
り
は
て
、」（
一
連
、
八
三
頁
）
に
も
表
れ
て
い
る
。
原
文
は
、〝
뒷
산
에 

우
수
수 

감
나
무
닢 

하
나
도 

안
남
았
겠
다
。）

65
（

〝
で
あ
り
、
直
訳
す
れ
ば
「
裏
山
に　

　

は
ら
は
ら
と　

柿
の
葉
は　

一
つ
も
残
っ
て

い
な
い
（
で
し
ょ
う
）。」
と
な
る
。
金
時
鐘
は
、
対
象
が
明
示
的
な
る
よ
う
描
写
的
に
訳
し
変
え
、
句
点
を
読
点
に
変
更
す

る
こ
と
で
次
の
連
と
の
繋
が
り
を
意
識
さ
せ
て
い
る
。

　

ま
た
朱
耀
翰
「
そ
の
春
を
願
っ
て
」
は
、
大
幅
に
訳
し
変
え
ら
れ
て
い
る
。

　
　
　

そ
の
春
を
願
っ
て
（
金
時
鐘
訳
）

　
　

水
の
青
を
透
か
し
て
砂
が
照
り　

白
い
帆
柱
島
影
に
垂
れ
て

　
　

憂
い
な
ど
知
ら
ぬ
げ
な
春
の
霧
が　

あ
か
む
ら
さ
き
の
野
末
を
訪

お
と
な

う
こ
ろ

　
　

あ
な
た
は
花
を
摘
も
う
と　

山
あ
い
の
丘
の
上
に
現
わ
れ

（
65
）
引
用
は
『
再
訳 

朝
鮮
詩
集
』、八
三
頁
よ
り
。
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行
き
つ
戻
り
つ　

白
い
裳

も
す
そ

を
ゆ
ら
め
か
す　

あ
あ　

そ
の
地
を
望
み

　
　

か
の
人
と
と
も
に
尋
ね
て
も
み
よ
う
か
…
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
連
、
八
六
‐
七
頁
）

原
詩
の
直
訳
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

　
　

青
い
水　

砂
を
す
か
し　

白
い
帆
柱　

島
を
漂
い

　
　

野
を
越
え　

赤
紫
色
の
春
霞
が　

ぼ
ん
や
り
と
憂
い
な
く
来
る
と
き

　
　

向
こ
う
の
山
の
花
を
摘
も
う
と　

丘
に　

恋
い
慕
う
あ
な
た
が
現
わ
れ

　
　

行
き
つ
つ
戻
る
白
い
衣
、
こ
れ
は
よ
ろ
こ
ば
し
い　

あ
あ　

そ
の
地
を
望
み

　
　

か
の
人
と
と
も
に
行
っ
て
み
よ
う
か
…
…）

66
（

こ
の
詩
の
翻
訳
で
も
、
原
詩
の
二
行
目
「
春
霞
が
ぼ
ん
や
り
＝
憂
い
な
く
」
と
い
う
擬
人
化
さ
れ
た
部
分
を
、「
憂
い
な
ど

知
ら
ぬ
げ
な
春
の
霞
が
」
と
あ
る
よ
う
に
客
観
的
に
対
象
化
し
て
い
る
。
同
じ
こ
と
は
翻
訳
四
行
目
「
白
い
裳
を
ゆ
ら
め
か

す
」
と
す
る
箇
所
に
も
現
れ
て
い
る
。
金
時
鐘
は
、〝
이
는 

반
가
운
（
こ
れ
は
よ
ろ
こ
ば
し
い
）〞
を
訳
さ
ず
に
、「
ゆ
ら
め

か
す
」
と
い
う
対
象
の
状
態
を
示
す
語
を
挿
入
す
る
こ
と
で
、
喜
ば
し
さ
や
嬉
し
さ
を
示
唆
し
て
い
る）

67
（

。
こ
の
意
志
の
強
調

と
対
象
の
明
確
化
は
、
金
素
雲
の
翻
訳
を
論
じ
た
際
に
指
摘
し
た
「
私
」
と
対
象
の
分
節
に
関
わ
る
点
で
も
あ
る
。

　

そ
の
よ
う
な
分
離
は
金
億
の
「
雪
」
で
も
見
ら
れ
る
。
先
に
論
じ
た
よ
う
に
金
素
雲
訳
「
淡
雪
」
は
対
象
と
自
己
の
融
合

さ
せ
る
典
型
的
な
事
例
で
あ
っ
た
が
、
金
時
鐘
の
場
合
は
、
次
の
よ
う
に
訳
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　

雪
（
金
時
鐘
訳
）

　
　

降
り
し
き
っ
て
は　

積
も
り

　
　

積
も
っ
て
は　

ま
た
も

　
　

溶
け
て
し
ま
う　

雪
よ
。

　
　

涙
う
る
む
ほ
ど

（
66
）
原
文
は
以
下
の
通
り
。〝
푸
른 

물 

모
래
를 

비
치
고 

흰 

돛
대 

섬
을 

감
돌
며
／
들 

건
너 

자
주

빛 

봄
안
개 

시
름
없
이 

올
적
에
／
저
산
에 

꽃 

꺾

으
려 

동
산
에 

임 

뵈
오
려
／
가
고 

오
는 

흰
옷
、

이
는 

바
가
운 

아
아 

그 

땅
을 

바
라
／
그
대
와 

함

께 

가
볼
거
나
…
…
〞。『
資
料
集
成
』
二
巻
、p.54.

（
67
）
ち
な
み
に
金
素
雲
訳
で
は
、「
往
き
も
ど
る

白
き
こ
ろ
も
の　

慕
は
し
き
か
の
地
を
の
ぞ
み
」

（
八
八
頁
）
と
な
っ
て
い
る
。
最
初
の
五
七
と
次

の
五
七
の
間
に
ス
ペ
ー
ス
が
入
る
こ
と
で
、「
慕

は
し
き
」
は
「
か
の
地
」
に
か
か
る
だ
け
で
な
く
、

上
の
七
語
が
「
の
」
で
区
切
ら
れ
る
こ
と
に
よ
っ

て
、「
白
き
こ
ろ
も
の
」
に
も
掛
か
っ
て
い
る
。

つ
ま
り
ス
ペ
ー
ス
が
そ
の
二
重
の
掛
か
り
方
を
生

み
出
し
て
お
り
、
そ
れ
が
「
か
の
地
」
も
「
白
き

こ
ろ
も
」
も
「
慕
は
し
」
い
と
い
う
価
値
を
付
与

す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
巧
み
な
空
白
の
利
用

と
言
え
よ
う
。
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悲
し
い
で
は
な
い
か
。

　
　

日
が
な
一
日

　
　

積
も
っ
て
は　

ま
た
も

　
　

ひ
と
夜
の
う
ち
に

　
　

溶
け
て
し
ま
う　

こ
の
思
い
。

　
　
　
　
　
（
全
、
一
〇-
一
頁
）

明
ら
か
な
よ
う
に
、
原
詩
を
忠
実
に
訳
す
こ
と
で
、
前
半
と
後
半
で
雪
と
心
が
分
け
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
分
離
を
補
強
す
る

よ
う
に
三
行
目
の
「
溶
け
て
し
ま
う　

雪
よ
。」
は
、
ス
ペ
ー
ス
を
挟
む
こ
と
で
「
溶
け
て
し
ま
う
」
を
「
雪
」
に
か
か
る

形
容
詞
と
し
て
だ
け
で
な
く
、
動
詞
と
し
て
も
機
能
さ
せ
て
い
る
。
そ
の
結
果
「
雪
よ
。」
は
、
事
実
確
認
的
な
表
現
の
水

準
か
ら
、
呼
び
か
け
ら
れ
る
対
象
と
い
う
効
果
を
帯
び
て
い
る
。
ま
た
後
半
部
分
は
前
半
部
分
と
半
ば
鏡
像
的
な
関
係
に
あ

る
（「
積
も
っ
て
は　

ま
た
も
／
溶
け
て
し
ま
う　

雪
よ
。」・「
積
も
っ
て
は　

ま
た
も
／
ひ
と
夜
の
う
ち
に
／
溶
け
て
し
ま

う　

こ
の
思
い
。」）。
だ
が
直
喩
的
に
関
係
づ
け
ら
れ
る
と
い
う
よ
り
、「
溶
け
る
」と
い
う
属
性
に
よ
っ
て
、「
雪
」と「
思
い
」

が
緩
や
か
に
結
び
付
け
ら
れ
て
お
り
、そ
の
こ
と
が
対
象
と
「
私
」
の
差
異
を
生
ん
で
い
る
。
そ
れ
に
よ
り
「
思
い
」
と
「
雪
」

は
、
平
行
的
に
存
立
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

　

さ
ら
に
こ
の
対
象
の
「
私
」
か
ら
の
分
離
は
、
外
部
の
も
の
に
留
ま
ら
ず
、
自
分
の
「
心
」
に
も
及
ん
で
い
る
。
そ
れ
を

金
素
雲
訳
と
比
較
し
つ
つ
明
ら
か
に
し
て
み
た
い
。

　
　
　

金
起
林
「
ガ
ラ
ス
窓
と
心
」（
金
時
鐘
訳
）　　

　
　

な
あ―

　
　

ぼ
く
の
心
は
ガ
ラ
ス
な
ん
だ
ろ
う
か
、
冬
空
さ
な
が
ら

　
　

こ
ん
な
小
さ
い
吐
息
に
も
す
ぐ
曇
っ
て
し
ま
う
な
ん
て
…
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
連
、
三
五
頁
）

　
　
　

金
起
林
「
ガ
ラ
ス
窓
」（
金
素
雲
訳
）
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ね
え―

　
　

わ
た
し
の
こ
ゝ
ろ
は
ガ
ラ
ス
か
し
ら
、
冬
空
み
た
い
に

　
　

こ
ん
な
小
さ
い
吐
息
に
も　

ぢ
き
曇
つ
て
し
ま
ふ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
連
、
四
四
頁）

68
（

）

金
素
雲
訳
か
ら
み
て
い
く
な
ら
ば
、
自
分
の
心
の
状
態
に
つ
い
て
の
問
い
か
け
は
あ
る
も
の
の
、「
ぢ
き
曇
つ
て
し
ま
ふ
」

こ
と
を
前
も
っ
て
知
っ
て
い
る
立
場
か
ら
の
問
い
で
あ
る
。
そ
れ
は
問
い
か
け
と
い
う
よ
り
、
修
辞
疑
問
で
し
か
な
い
。
つ

ま
り
自
分
の
「
こ
ゝ
ろ
」
の
状
態
は
し
っ
か
り
と
把
握
で
き
る
と
い
う
立
場
を
金
素
雲
は
と
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
言
い
換
え

れ
ば
、
息
を
吹
き
か
け
れ
ば
曇
る
ガ
ラ
ス
窓
は
、
曇
る
心
の
代
理
表
象
だ
と
み
な
す
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
は
原
タ
イ
ト

ル
か
ら
「
心
」
を
は
ず
し
て
い
る
こ
と
に
も
表
れ
て
い
る
。

　

そ
れ
に
対
し
金
時
鐘
訳
は
、
二
行
目
の
〝
유
린
가 
봐
。（
ガ
ラ
ス
の
よ
う
だ
よ
）〞
を
「
ガ
ラ
ス
な
ん
だ
ろ
う
か
、」
と
疑

問
形
に
し
、
ま
た
最
終
行
の
文
末
〝
니
〞
を
、
多
義
的
で
は
あ
れ
一
般
的
に
は
「
曇
っ
て
し
ま
う
」
と
訳
す
と
こ
ろ
を
、「
な

ん
て
…
…
」
と
訳
す
こ
と
で
、
誰
か
に
語
り
か
け
る
ニ
ュ
ア
ン
ス
を
強
め
て
い
る
。
そ
の
結
果
と
し
て
自
己
の
「
心
」
さ
え

も
対
象
化
す
る
と
と
も
に
、
把
握
し
き
れ
な
さ
を
残
し
た
訳
に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
一
行
目
の
「
な
あ―

」
と
い
う
呼
び

か
け
に
応
じ
て
、
詩
句
を
整
え
た
こ
と
に
も
よ
る
が
、「
心
」
さ
え
も
自
己
に
と
っ
て
他
な
る
も
の
と
し
て
位
置
づ
け
て
い

る
こ
と
が
、
金
素
雲
と
の
大
き
な
差
異
で
あ
ろ
う
。
同
様
の
翻
訳
は
、
卞
栄
魯
「
春
の
雨
」
に
も
見
ら
れ
る
。

　
　
　

春
の
雨
（
金
時
鐘
訳
）　　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

春
の
雨
（
金
素
雲
訳
）

　　
　

低
く
仄ほ

の

か
に
呼
ば
う
声
あ
っ
て　

　
　
　
　
　
　
　

低
く
か
す
か
に
呼
ば
ふ
声
あ
り

　
　

出
て
み
れ
ば
、
あ
あ
出
て
み
れ
ば　

　
　
　
　
　
　

出
て
み
た
ら　

出
て
み
た
ら

　
　

睡ね
む

気け

に
た
る
ん
だ
乳
色
の
雲
だ
け
が　

　
　
　
　
　

づ
し
り
と
睡
り
載
せ
た
乳
色
の
雲
が

　
　

こ
と
の
ほ
か
気き

ぜ
わ忙

し
げ
に
、
且
つ
気け

だ
る怠

げ
に　

　
　

も
の
憂
げ
に　

且
つ
気き

ぜ
わ忙

に

　
　

青
空
を
行
き
交
う
ば
か
り
。　

　
　
　
　
　
　
　
　

蒼
空
を
往
き
交
ふ
ば
か
り―

　
　

あ
、
何
か
を
失
く
し
た
わ
け
で
も
な
い
の
に　

　
　

喪
わ
れ
た
る
な
き　

こ
の
さ
び
し
さ
。

（
68
）
金
起
林
「
유
리
창
과 

마
음
」、『
資
料
集
成
』

二
五
巻
、p.117.

原
文
は
以
下
の
通
り
。〝
여
버

―

／
내 

마
음
은 

유
린
가 

봐
。 

겨
울 

하
늘
처
럼

／
이
처
럼 

작
음 

한
숨
에
도 

흐
려
버
리
니
…
…
〞。
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名
残
惜
し
い
わ
が
心
。　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
連
、
一
三
六
頁
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
連
、
一
四
〇
頁）

69
（

）

こ
の
作
品
は
金
素
雲『
乳
色
の
雲
』の
タ
イ
ト
ル
に
も
な
っ
た
語
を
含
む
詩
で
あ
る
。金
時
鐘
訳
を
見
れ
ば
明
ら
か
な
よ
う
に
、

こ
の
連
に
お
い
て
呼
び
か
け
て
く
る
も
の
は
、「
わ
が
心
」
で
あ
る
。
こ
の
作
品
は
、
か
す
か
に
聞
こ
え
る
心
の
呼
び
声
と
、

そ
れ
に
応
じ
て
出
て
み
て
も
雲
が
流
れ
て
い
る
だ
け
と
い
う
空
虚
な
風
景
が
喪
失
感
を
覚
え
さ
せ
る
内
容
と
な
っ
て
い
る
。

　

金
素
雲
は
、
三
、四
、五
音
を
基
本
に
詩
句
を
組
み
立
て
て
翻
訳
し
て
い
る
。
こ
の
翻
訳
で
問
題
と
な
る
の
は
、
最
終
行
で

あ
る
。
そ
の
直
前
に
お
い
て
、
前
で
論
じ
た
よ
う
に
、
原
文
の
ダ
ッ
シ
ュ
（「―

」）
の
位
置
を
後
ろ
に
移
動
さ
せ
、
そ
れ
に

よ
り
私
と
風
景
の
間
に
距
離
を
作
り
出
し
、両
者
を
分
節
し
て
い
る
。
そ
れ
を
受
け
て
の
最
終
行
で
あ
る
。
ま
ず
原
詩
の〝
서

운
한
〞
は
、「
な
ん
と
な
く
さ
び
し
い
」
や
「
名
残
惜
し
い
」
と
い
っ
た
意
味
で
あ
る
が
、
金
素
雲
は
お
そ
ら
く
躊
躇
な
く

「
さ
び
し
い
」
を
選
ん
だ
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
最
終
行
に
あ
る
〝
나
의 

마
음
！
〞
が
省
略
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
、
さ
び

し
く
思
う
の
は
心
だ
と
い
う
の
は
当
然
で
あ
り
、
当
然
で
あ
る
も
の
は
省
略
す
る
、
と
い
う
金
素
雲
の
翻
訳
の
作
法）

70
（

が
働
い

た
結
果
と
い
う
の
が
理
由
の
一
つ
で
あ
ろ
う
。
だ
が
本
質
的
に
は
、
先
の
「
ガ
ラ
ス
窓
」
同
様
、
自
分
の
「
心
」
は
所
有
し

う
る
と
い
う
前
提
か
ら
の
省
略
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
と
い
う
の
も
最
終
行
前
半
の
〝
잃
은 

것 

없
이
〞
を
金
素
雲
は
「
喪

わ
れ
た
る
な
き
」
と
訳
し
て
お
り
、
全
体
と
し
て
さ
び
し
さ
が
こ
れ
ま
で
消
え
去
っ
た
こ
と
が
な
い
と
い
う
意
味
に
な
っ
て

い
る
。
言
い
換
え
れ
ば
さ
び
し
さ
を
持
続
の
相
で
捉
え
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。
要
す
る
に
自
分
の
心
の
状
態
を
把
握
し
続
け

て
い
る
立
場
か
ら
の
翻
訳
な
の
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
〝
서
운
한
〞
を
「
さ
び
し
い
」
と
し
、〝
나
의 

마
음
！
〞
を
省
略
し
え

た
の
で
あ
る
。
し
か
し
そ
の
結
果
、
呼
び
か
け
る
も
の
が
何
か
が
明
示
さ
れ
な
く
な
り
、
作
品
の
構
成
が
ぼ
や
け
て
し
ま
っ

て
い
る
。

　

金
時
鐘
訳
の
場
合
は
、
原
詩
一
連
二
行
目
の
ダ
ッ
シ
ュ
を
省
略
し
て
い
る
。
こ
の
省
略
は
、
時
間
的
な
空
白
を
避
け
る
効

果
が
あ
り
、作
品
の
展
開
の
時
間
を
一
定
さ
せ
て
い
る
。
問
題
の
最
終
行
は
、二
行
に
分
け
ら
れ
て
い
る
。
翻
訳
六
行
目
「
何

か
を
失
く
し
た
わ
け
で
も
な
い
の
に
」
は
、〝
것
〞
を
「
何
か
」
と
し
て
冒
頭
に
持
っ
て
く
る
こ
と
で
、
存
在
し
な
い
対
象

へ
の
指
示
を
暗
示
し
て
い
る
。
そ
こ
に
加
え
て
七
行
目
と
の
論
理
的
関
係
を
よ
り
浮
き
立
た
せ
て
い
る
。
そ
の
七
行
目
で
は
、

〝
서
운
한
〞
を
「
名
残
惜
し
い
」
と
い
う
訳
語
の
選
択
を
す
る
こ
と
で
、
作
品
が
持
つ
喪
失
感
を
は
っ
き
り
と
打
ち
出
す
だ

け
で
な
く
、
金
素
雲
と
異
な
り
、「
心
」
を
対
象
化
し
、
把
握
し
き
れ
な
さ
（
他
者
化
）
を
表
し
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な「
心
」の
対
象
化
は
、技
法
と
し
て
、抒
情
的
な
語
尾
を
変
更
す
る
態
度
に
も
表
れ
て
い
る
。例
え
ば
朴
英
熙「
夜

（
69
）卞
栄
魯「
봄
비
」、『
資
料
集
成
』二
巻
、p.386.

。

原
文
は
以
下
の
通
り
。〝
나
즉
하
고 

그
윽
하
게 

부

르
는 

소
리
있
어
／
나
아
가 

보
니
、 

아 

나
아
가 

보

니―

／
졸
음 

잔
뜩 

실
은 

듯
한 

젖
빛 

구
름
만
이

／
무
척
이
나 

가
쁜
듯
이 

한
없
이 

게
으
르
게
／
푸

른 

하
늘 

위
를 

거
닌
다
。
／
아 

잃
은 

것 

없
이 

서

운
한 

나
의 

마
음
！
〞

（
70
）
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
金
素
雲
『
こ
こ
ろ
の

壁
』、
二
四
二
頁
参
照
。
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の
空
は
わ
が
心
」（「
밤 

하
늘
은 

내
마
음
（
夜
空
は
私
の
心
）」）
は
、
そ
の
タ
イ
ト
ル
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
夜
空
を

描
き
な
が
ら
自
分
の
心
を
思
う
詩
で
あ
る
。
金
時
鐘
訳
の
第
一
連
を
見
る
な
ら
ば
、「
夜
の
空
は
わ
が
心―

／
暗
く
は
あ
る

が
果
て
な
く
深
く
／
苦
悩
に
た
だ
れ
て
黒
ず
ん
だ
／
わ
が
心
を
拡
げ
て
み
れ
ば
／
隅
ず
み
が
金
の
星
の
き
ら
め
き
。」（
一
連
、

一
四
二
頁
）
と
な
っ
て
い
る
。
最
終
行
の
原
文
は
〝
구
석
구
석
이 

金
별
이
라
네
。〞
で
あ
り
、
直
訳
す
る
な
ら
ば
「
隅
々
が

金
の
星
で
あ
る
な
あ
。」
と
い
う
詠
嘆
的
な
調
子
の
語
尾
と
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
を
金
時
鐘
は
、「
隅
ず
み
が
金
の
星
の
き
ら

め
き
。」
と
い
う
よ
う
に
詠
嘆
を
は
ず
し
て
、物
質
を
提
示
す
る
よ
う
に
翻
訳
し
て
い
る
。
ま
た
先
ほ
ど
触
れ
た
金
允
植
「
椿

の
葉
に
映
え
る
心
」（
金
時
鐘
訳
）
の
一
連
一
‐
二
行
で
は
、「
私
の
心
の
ど
こ
か
の
傍

か
た
わ
らで　

涯
し
な
い
江か

わ

が
流
れ
る
。
／
突

き
出
る
朝
の
光
が　

艶あ
で

や
か
な
銀
波
を
浮
き
上
が
ら
せ
る
。」（
三
二
頁
）
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
「
流
れ
る
」
や
「
浮
き
上

が
ら
せ
る
」
は
、原
文
の
〝
흐
르
네
〞
や
〝
도
도
네
〞
か
ら
す
れ
ば
、外
部
光
景
を
確
認
し
つ
つ
、「
流
れ
る
な
あ
」
や
「
滔
々

と
し
て
い
る
な
あ
」
と
い
っ
た
詠
嘆
的
な
調
子
を
加
え
る
表
現
で
あ
る
が
、
こ
れ
も
情
緒
的
な
ニ
ュ
ア
ン
ス
を
意
図
的
に
は

ず
し
て
訳
出
さ
れ
て
い
る
。

　

抒
情
が
心
情
の
表
現
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
こ
の
よ
う
な
「
心
」
の
対
象
化
は
、
表
現
さ
れ
る
心
情
を
捉
え
返
す
行
為
を
指

し
て
い
る
。
先
に
金
時
鐘
の
翻
訳
に
お
け
る
論
理
の
強
調
に
意
志
の
現
わ
れ
が
あ
る
と
指
摘
し
た
が
、
こ
の
「
心
」
の
対
象

化
に
お
い
て
も
、
そ
こ
に
は
意
志
が
働
い
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
意
志
の
介
在
を
よ
り
よ
く
示
す
例
と
し
て
、
李
相
和
「
나

의 

寝
室
로
（
私
の
寝
室
に
）」
を
見
て
お
き
た
い
。

　
「
マ
ド
ン
ナ
」
へ
の
呼
び
か
け
を
繰
り
返
す
こ
の
作
品
は
、
李
相
和
が
日
本
の
ア
テ
ネ
・
フ
ラ
ン
セ
で
フ
ラ
ン
ス
語
を
学

び
始
め
た
一
九
二
三
年
に
作
ら
れ
て
い
る
。
ボ
ー
ド
レ
ー
ル
か
ら
影
響
を
受
け
た
こ
の
作
品
は
、
象
徴
性
が
強
く
、
そ
の
た

め
「
マ
ド
ン
ナ
」
が
何
を
指
す
か
決
定
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
。
だ
が
そ
れ
が
「
心
」
で
あ
れ
、「
恋
人
」
で
あ
れ
、「
奪

わ
れ
た
地
」
で
あ
れ
、
呼
び
か
け
る
と
い
う
行
為
自
体
が
、
作
品
の
ポ
イ
ン
ト
の
一
つ
を
形
作
っ
て
い
る
こ
と
は
間
違
い
な

い
。
そ
の
た
め
呼
び
か
け
る
行
為
と
呼
び
か
け
ら
れ
る
対
象
を
ど
う
翻
訳
す
る
か
が
重
要
と
な
ろ
う
。

　
　
　

わ
が
寝
室
へ
（
金
時
鐘
訳
）

　
　

マ
ド
ン
ナ
、
夜
を
通
し
て
磨
い
て
お
い
た
わ
が
寝
室
へ
行
こ
う
、
二
人
し
て
！

　
　

古
び
た
月
は
落
ち
か
か
っ
て
い
る
の
に　

耳
を
す
ま
し
て
聞
い
て
い
る
の
は
そ
な
た
の
足
音
だ
。
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マ
ド
ン
ナ
、
急
ぎ
な
さ
い
。
山
影
が
黒
く
幽
気
の
よ
う
に
迫
っ
て
き
て
い
る
。

　
　

あ
、
も
し
や
誰
か
が
見
て
い
る
と
し
た
ら―

胸
が
高
鳴
る
、
い
と
し
い
お
と
め
ご
よ　

そ
な
た
を
呼
ば
ず
に
は
い
ら
れ

　
　
　

な
い
！

　
　

マ
ド
ン
ナ
、
悔
い
と
恐
れ
の
一
本
橋
の
向
こ
う　

わ
が
寝
室
は
閉
じ
ら
れ
た
ま
ま
そ
こ
に
あ
る
。

　
　

あ
、
風
が
吹
き
く
る
。
そ
の
風
と
と
も
に
軽
や
か
に
来
ら
れ
よ
。
わ
が
い
と
し
い
お
と
め
ご
よ
、
ま
こ
と
訪た

ず

ね
て
こ
ら

　
　
　

れ
よ
。

　
　

マ
ド
ン
ナ
、
星
た
ち
の
笑
み
も
薄
れ　

夜
の
潮

う
し
お

も
退
い
て
ゆ
く
。

　
　

あ
、
靄
の
晴
れ
ぬ
間
に
そ
な
た
よ
来
た
れ
。
わ
が
新
妻
よ
、
声
を
か
ぎ
り
と
そ
な
た
を
呼
ぶ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
四
連
、
六
連
、
八
連
、
最
終
連
、
一
八
五
‐
八
頁）

71
（

）

金
時
鐘
訳
第
四
連
二
行
目
に
あ
る
「
耳
を
す
ま
し
て
聞
い
て
い
る
の
は
そ
な
た
の
足
音
だ
。」
の
原
文
は
、

〝
내 

귀
가 

듣
는 

발
자
욱―

 

오 

너
의 

것
이
냐
？
〞
で
あ
り
、
直
訳
す
れ
ば
「
私
の
耳
が
聴
い
た
足
音―

お
お　

お
前
の
も

の
か
？
」
と
な
る
。
つ
ま
り
原
詩
で
は
、
す
で
に
足
音
を
聞
い
て
し
ま
っ
て
い
る
が
、
そ
れ
が
「
マ
ド
ン
ナ
」
の
も
の
か
ど

う
か
判
断
を
付
け
か
ね
て
い
る
。
の
み
な
ら
ず
幻
聴
で
あ
る
可
能
性
も
残
さ
れ
て
い
よ
う
。
そ
れ
に
対
し
て
金
時
鐘
の
訳
は
、

①
今
ま
さ
に
聞
い
て
い
る
、
②
聞
こ
え
て
く
る
の
を
待
っ
て
い
る
、
と
い
う
二
種
類
の
解
釈
が
可
能
で
あ
る
が
、
ど
ち
ら
に

し
て
も
幻
想
に
捉
わ
れ
な
い
意
志
が
強
調
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
第
六
連
第
一
行
の「
急
ぎ
な
さ
い
」は
、〝
오
너
라（
来
な
さ
い
）

〝
を
よ
り
強
く
訳
し
て
お
り
、
そ
の
結
果
、
対
象
を
よ
り
強
く
暗
示
し
て
い
る
。
関
連
し
て
第
六
連
第
二
行
目
の
「
そ
な
た

を
呼
ば
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
！
」
も
、〝
너
를 

부
른
다
（
お
前
を
呼
ぶ
）〞
を
訳
し
変
え
て
お
り
、原
詩
の
平
板
な
表
現
か
ら
、

意
志
・
対
象
と
も
に
よ
り
明
確
な
も
の
へ
と
変
え
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
意
志
・
対
象
の
強
調
は
、
第
八
連
第
二
行
「
ま
こ

と
訪
ね
て
こ
ら
れ
よ
」（〝
네
가 

오
누
냐
？
（
お
前
が
来
た
の
か
？
）〞）
や
、
最
終
連
第
二
行
「
わ
が
新
妻
よ
、
声
を
か
ぎ

り
と
そ
な
た
を
呼
ぶ
。」（〝
나
의 

아
씨
여 

너
를 

부
른
다
。（
私
の
新
妻）

72
（

よ　

お
前
を
呼
ぶ
）〞
で
も
同
様
に
行
わ
れ
て
い
る）

73
（

。

　

こ
こ
ま
で
を
整
理
す
る
な
ら
ば
、
金
時
鐘
の
翻
訳
は
対
象
と
私
の
間
隙
を
埋
め
る
こ
と
な
く
、
む
し
ろ
そ
の
境
界
を
よ
り

意
識
さ
せ
る
翻
訳
を
行
っ
て
い
る
と
い
え
る
。
そ
の
た
め
の
論
理
で
あ
り
対
象
の
提
示
と
い
う
手
法
が
用
い
ら
れ
て
い
る
の

で
あ
る
。
そ
の
た
め
風
景
の
描
写
と
心
的
状
態
の
表
現
の
関
係
が
、
た
と
え
重
ね
あ
わ
さ
れ
る
こ
と
が
自
明
の
作
品
で
あ
っ

（
71
）
李
相
和
「
나
의 

寝
室
로
」、『
資
料
集
成
』

一
二
巻
、pp.414-6.

。
原
詩
は
以
下
の
通
り
。

〝「
마
돈
나
」 

지
난
밤
이 

새
도
록 

내 

손
수 

닦
아 

둔 

寝
室
로 

가
자 

寝
室
로
！
／
낡
은 

달
은 

빠
지

려
는
데 

내 

귀
가 

듣
는 

발
자
욱-

오 

너
의 

것
이

냐
？
／
〔
…
…
〕
／
「
마
돈
나
」 

오
너
라 

가
자 

앞
산 

그
르
매
가 

도
깨
비
처
럼 

발
도 

없
이 

이
곳 

가
까
이 

오
도
다
。
／
아 

행
여
나 

누
가 

볼
는
지

- 

가
슴
이 

뛰
누
나 

나
의 

아
씨
여 

너
를 

부
른
다
。

／
〔
…
…
〕
／
「
마
돈
나
」 

뉘
우
침
과 

두
려
움

의 

외
나
무
다
리 

건
너
있
는 

내 

寝
室 

열 

이
도 

없

느
니
！
／
아 

바
람
이 

불
도
다 

그
와 

같
이 

가
볍

게 

오
려
무
나 

나
의 

아
씨
여 

네
가 

오
느
냐
？
／

〔
…
…
〕
／
「
마
돈
나
」 

별
들
이 

웃
음
도 

흐
려

지
려
하
고 

어
둔 

밤 

물
결
도 

잦
아
지
려
는
도
다
、

／
아 

안
개
가 

사
라
지
기 

전
으
로 

네
가 

와
야
지 

나
의 

아
씨
여 

너
를 

부
른
다
。〞

（
72
）
아
씨
は
「（
若
）
奥
様
」
や
「
お
嬢
様
」
を

意
味
す
る
が
、
こ
こ
で
は
金
時
鐘
訳
に
従
っ
た
。

（
73
）
ち
な
み
に
金
素
雲
訳
は
、「
マ
ド
ン
ナ　

い

ね
が
て
の
一
夜
を
こ
め
て
粧
へ
る
わ
が
寝
室
〔
ふ

し
ど
〕
へ
、
い
ま
ぞ
来
よ
／
褪
せ
た
る
月
は
落
ち

な
む
と
す　

わ
が
耳
に
聴
く
跫　

お
　ゝ

御
身
な

り
や
。」（
第
四
連
、
一
七
六
‐
七
頁
）
の
よ
う
に

五
七
調
で
整
え
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
た
め
呼
び
か

け
も
形
式
的
な
印
象
を
与
え
て
い
る
。
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て
も
、
金
時
鐘
の
翻
訳
は
ど
こ
ま
で
も
パ
ラ
レ
ル
で
あ
る
。
あ
く
ま
で
も
風
景
は
風
景
と
し
て
、
心
情
は
心
情
と
し
て
同
一

視
さ
れ
る
こ
と
が
な
い
。
そ
れ
は
金
素
雲
訳
の
特
徴
が「
心
」を
本
質
と
し
、そ
れ
を
代
理
表
象
す
る
の
が
夜
空
で
あ
っ
た
り
、

ガ
ラ
ス
窓
で
あ
っ
た
り
、つ
ま
り
風
景
や
外
部
的
対
象
は
、「
心
」に
従
属
的
な
地
位
に
あ
る
の
と
対
照
的
で
あ
る
。ま
た
、「
心
」

で
さ
え
も
自
己
に
と
っ
て
他
な
る
も
の
で
あ
る
か
の
よ
う
に
対
象
化
す
る
こ
と
で
、
心
情
的
な
も
の
の
客
観
化
に
つ
な
が
っ

て
い
る
。
そ
れ
は
論
理
に
つ
い
て
論
じ
た
際
に
指
摘
し
た
、
意
志
の
強
調
と
関
連
し
た
事
柄
で
あ
る
。
つ
ま
り
心
情
の
客
観

化
は
、
そ
れ
を
遂
行
す
る
意
志
の
析
出
で
も
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

　

以
上
、
金
素
雲
と
金
時
鐘
の
翻
訳
の
特
徴
を
見
て
き
た
わ
け
だ
が
、
こ
れ
を
ふ
ま
え
て
翻
訳
が
認
識
に
与
え
る
影
響
に
つ

い
て
見
て
い
き
た
い
。

第
五
節
．
翻
訳
が
認
識
に
与
え
る
影
響
に
つ
い
て―
植
民
地
状
況
を
中
心
に

　

金
時
鐘
の
よ
う
に
「
心
」
で
さ
え
も
無
機
質
に
対
象
化
し
て
示
す
こ
と
は
、
単
に
抒
情
的
表
現
に
流
さ
れ
る
の
を
避
け
る

た
め
だ
け
で
は
な
く
、
対
象
を
で
き
る
限
り
む
き
出
し
の
ま
ま
提
示
し
よ
う
と
す
る
意
図
が
働
い
て
い
る
。「
対
象
化
し
て
」

と
は
、「
心
」
の
よ
う
に
自
然
に
備
わ
っ
て
い
る
と
見
な
さ
れ
る
も
の
や
、
一
般
的
な
風
景
の
よ
う
に
描
か
れ
る
こ
と
で
、

不
可
視
化
さ
れ
て
い
る
も
の
を
、
そ
れ
自
体
が
現
れ
る
よ
う
に
す
る
こ
と
で
あ
る
。
言
い
換
え
れ
ば
「
自
然
」
な
文
脈
か
ら

切
り
離
す
こ
と
で
、
非
対
象
で
あ
っ
た
も
の
を
客
体
化
し
て
提
示
す
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
非
対
象
か
ら
対
象
へ
の

転
換
は
、
文
化
的
・
言
語
的
差
異
に
対
し
て
だ
け
で
な
く
、
歴
史
的
な
観
点
に
も
、
詩
の
解
釈
を
開
く
こ
と
に
つ
な
が
っ
て

い
る
。
こ
の
こ
と
を
、
植
民
地
状
況
を
よ
り
直
接
的
に
表
現
し
た
作
品
を
取
上
げ
る
こ
と
で
論
じ
て
い
き
た
い
。

　
　
　

故
郷
（
金
時
鐘
訳
）                             　

　
　
　
　
　

 　
　

ふ
る
さ
と
を
恋
ひ
て
何
せ
む
（
金
素
雲
訳
）

　
　

故
郷
を
求
め
て　

な
ん
と
し
よ
う　

　
　
　
　
　
　
　

    　
　

ふ
る
さ
と
を
恋
ひ
て
何
せ
む

　
　

一
族
散
ら
ば
り
里
の
家
も
荒
れ
果
て
た
の
に
。　

　
　

    　
　

血ち
す
ぢ縁

絶
え　

吾
家
の
失
せ
て

　
　

夕
鴉
だ
け
が
切
な
げ
に
鳴
い
て
い
て　

　
　
　
　
　
　

    　
　

夕
鴉
ひ
と
り
啼
く
ら
む

　
　

せ
せ
ら
ぎ
と
て
も
流
れ
る
岸
を
変
え
た
だ
ろ
う
。　

　

    　
　

村
井
戸
も
遷
さ
れ
た
ら
む
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幼
い
と
き
の
夢　

母
オ
ン
マ

の
墓
に
留
め
置
い
て　

　
　
　
　

   　

 　

を
さ
な
夢　

母
の
墓
邊

　
　

雲
の
ま
に
ま
に
流
れ
て
さ
す
ら
い　

　
　
　
　
　
　
　

    　
　

と
ゞ
め
て
ぞ
さ
す
ら
ひ
流
る

　
　

た
た
ず
ん
で
は
あ
て
ど
な
く　

吹
か
れ
た
十
余
年
、　      　

　

浮
雲
の
十と

と
せ年

は
る
か
よ

　
　

故
郷
を
求
め
て　

な
ん
と
し
よ
う
。　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

ふ
る
さ
と
を
恋
ひ
て
何
せ
む

　
　

空
の
あ
わ
い
に
で
も
新
た
な
喜
び
描
い
て
み
よ
う
か　

　

    　

か
の
空
に
描
き
て
も
見
む

　
　

残
し
て
き
た
何
が
あ
っ
て　

忘
れ
ら
れ
な
い
と
い
う
の           

新
し
き
希の

ぞ
み望

、
歓
び

　
　
　

だ
ろ
う
。　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

                  

想
い
出
は
散
り
し
く
花
の

　
　

酷
い
風
よ
思
い
の
ま
ま
に
吹
き
す
さ
べ
！　

　
                      

吹
け
よ
風　

憩
ひ
な
き
身
に
。

　
　

散
り
し
い
た
花
び
ら　

ど
こ
に
憩
い
を                

　
　

求
め
る
と
い
う
の
だ
。　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

       

は
か
な
し
や　

ふ
る
さ
と
の
ゆ
め

　
　

                                                                                      

い
ま
は
は
た
踏
み
し
だ
か
れ
て

　
　

無
情
な
足
に
踏
み
に
じ
ら
れ
た
故
郷
の
思
い　

　

                  
契
り
つ
ゝ
人
に
堰せ

か
れ
し

　
　

―

は
る
か
な
夢
で
は
す
ぐ
に
も
駆
け
付
け
た
私
だ
が―

　
　

    
初
恋
の
せ
つ
な
さ
に
似
る
。

　
　

通
い
合
っ
て
い
た
堅
い
思
い
を
ひ
と
さ
ま
に
取
ら
れ
て            　

　
　
　
（
全
、
一
五
五
‐
六
頁
）

　
　
　

し
ま
っ
た
よ
う
な

　
　

む
か
し
の
恋
の　

辛
さ
に
も
似
た
こ
の
思
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
全
、
一
六
一-

三
頁）

74
（

）

こ
の
朴
龍
喆
「
고
향
」
の
翻
訳
に
関
し
て
、
金
素
雲
と
歴
史
学
者
・
藤
間
生
大
と
の
間
で
解
釈
を
巡
る
論
争
が
あ
っ
た
。
と

り
わ
け
「
村
井
戸
も
遷
さ
れ
た
ら
む
」
と
い
う
部
分
を
め
ぐ
っ
て
解
釈
の
齟
齬
が
見
ら
れ
た
。
藤
間
は
、「
村
井
戸
」
が
移

さ
れ
た
の
は
、
日
本
帝
国
主
義
の
開
化
政
策
の
結
果
、
村
ご
と
移
動
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
か
ら
だ
と
い
う
解
釈
を
し
、
植

民
地
支
配
に
対
す
る
心
情
的
な
反
発
を
こ
の
詩
か
ら
読
み
取
っ
て
い
る
。
こ
の
藤
間
の
解
釈
を
、金
素
雲
は「
善
意
の
ヴ
ェ
ー

ル
」
を
纏
っ
た
「
荒
唐
無
稽
な
憶
測
と
独
断
」
だ
と
し）

75
（

、
い
さ
さ
か
ヒ
ス
テ
リ
ッ
ク
に
否
定
し
て
い
る
。

　

金
素
雲
に
し
て
み
れ
ば
、
朝
鮮
の
詩
を
全
て
反
植
民
地
主
義
と
結
び
つ
け
る
こ
と
で
、
そ
の
芸
術
性
を
等
閑
に
付
し
て
し

（
74
）
朴
龍
喆
「
고
향
」、『
資
料
集
成
』、
一
〇

巻
、pp.14-5.

。〝
고
향
은 

찾
어 

무
얼
하
리
／
일

가 

흩
어
지
고 

집 

흐
너
진
데
／
저
녁 

까
마
귀 

가

을
풀
에 

울
고
／
마
을 

앞 

시
내
도 

옛
자
리 

바
뀌

었
을
라
。
／
／
어
린 

때 

꿈
을 

엄
마 

무
덕 

위
에

／
남
겨 

두
고 

떠
도
는 

구
름 

따
라
／
멈
추
는 

듯 

불
려
온 

지 

여
나
무 

해
／
고
향
은 

이
제 

찾
어 

무

얼 

하
리
。
／
／
하
늘 

가
에 

새 

기
쁨
을 

그
리
어 

보
랴
／
남
겨
둔 

무
엇
일
래 

못 

잊
히
우
랴
／
모
진 

바
람
아 

마
음
껏 

불
어
쳐
라
／
흩
어
진 

꽃
잎 

쉬

임 

어
디 

찾
는
다
냐
。
／
／
험
한 

발
에 

짋
힌 

고

향 

생
각―

아
득
한 

꿈
엔 

달
려 

가
는 

일
이
언
만

―

／
서
로
의 

굳
은 

뜻
을 

남
께 

앗
긴
／
옛 

사
랑

의 

생
각
같
은 

쓰
린 

심
사
여
라
。〞

（
75
）
金
素
雲
「
憶
測
と
独
断
の
迷
路―

藤
間
生

大
氏
の
『
民
族
の
詩
』
に
つ
い
て
」、『
霧
が
晴

れ
る
日
』、
サ
イ
マ
ル
出
版
会
、
一
九
八
一
年
、

一
八
六
‐
七
頁
。
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ま
う
こ
と
に
対
す
る
反
発
も
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
こ
の
「
ふ
る
さ
と
を
恋
ひ
て
何
せ
む
」
も
五
七
調
で
整
え
ら
れ
、
全
体
的

に
喪
失
感
を
漂
わ
す
こ
と
で
、
典
型
的
な
抒
情
詩
に
仕
立
て
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
そ
も
そ
も
タ
イ
ト
ル
自
体
が
抒
情
的
に
変

更
さ
れ
て
い
る
。

　

だ
が
こ
の
詩
が
植
民
地
支
配
と
は
関
係
が
な
い
こ
と
を
論
じ
る
た
め
に
、
朴
龍
喆
が
富
裕
な
階
級
の
出
で
あ
る
事
実
を
持

ち
出
し
、
彼
が
詠
っ
た
故
郷
は
藤
間
が
言
う
よ
う
な
「
み
す
ぼ
ら
し
い）

76
（

」
も
の
で
は
な
か
っ
た
と
す
る
の
は
、
詩
人
と
詩
を

一
体
化
さ
せ
て
い
る
点
だ
け
か
ら
み
て
も
、い
さ
さ
か
問
題
が
あ
る
。
そ
れ
に
「
村
井
戸
も
遷
さ
れ
た
ら
む
」
の
原
文
は
、〝
마

을 

앞 

시
내
도 

옛
자
리 

바
뀌
었
을
라
。〞
で
あ
り
、
直
訳
す
れ
ば
「
村
の
前
の
小
川
も
以
前
の
場
所
を
変
え
た
だ
ろ
う
」
で

あ
る
。
も
と
も
と
「
井
戸
」
な
ど
作
品
に
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
に
金
素
雲
は
一
言
も
触
れ
て
い
な
い
。

　

そ
れ
に
対
し
金
時
鐘
訳
は
、
原
詩
に
忠
実
で
あ
り
な
が
ら
も
、
こ
れ
ま
で
論
じ
て
き
た
論
理
の
工
夫
や
対
象
の
明
示
化
な

ど
の
技
法
を
用
い
て
、
植
民
地
状
況
に
対
す
る
抵
抗
の
寓
意
が
滲
み
出
る
よ
う
な
翻
訳
を
し
て
い
る
。
第
一
連
第
二
行
〝
일

가 

흩
어
지
고 

집 

흐
너
진
데
〞
を
、
金
素
雲
は
「
血
縁
絶
え　

吾
家
の
失
せ
て
」
と
し
た
の
に
対
し
、
金
時
鐘
は
「
一
族
散

ら
ば
り
里
の
家
も
荒
れ
果
て
た
の
に
。」
と
訳
し
て
い
る
。〝
일
가
〞
は
、「
一
家
」
や
「
一
族
」
を
意
味
す
る
が
、
金
素
雲

が
意
訳
し
た
「
血
縁
」
は
、
同
じ
行
の
「
吾
家
」
を
踏
ま
え
る
な
ら
ば
、「
一
家
」
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
を
よ
り
帯
び
て
い
る
。

そ
れ
に
対
し
て
金
時
鐘
は
「
一
族
」
と
し
、
さ
ら
に
原
詩
に
は
な
い
「
里
の
」
を
加
え
る
こ
と
で
、
対
象
を
個
人
の
家
（
系
）

に
限
定
せ
ず
に
、
よ
り
広
く
捉
え
て
い
る
。「
一
族
」
の
選
択
や
「
里
」
の
追
加
は
、
家
系
よ
り
も
一
族
単
位
の
繋
が
り
を

尊
重
す
る
朝
鮮
民
族
の
意
識
を
踏
ま
え
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
空
間
を
広
く
切
り
取
る
こ
と
で
、
金
素
雲
と
藤
間
の

間
で
問
題
と
な
っ
た
〝
마
을 

앞 

시
내
도 

옛
자
리 

바
뀌
었
을
라
。〞
も
、「
せ
せ
ら
ぎ
と
て
も
流
れ
る
岸
を
変
え
た
だ
ろ
う
。」

と
い
う
よ
う
に
、〝
마
을 

앞
（
村
の
前
）〞
の
省
略
を
可
能
に
し
て
い
る
。

　

ま
た
金
素
雲
訳
の
第
三
連
（「
想
い
出
は
散
り
し
く
花
の
／
吹
け
よ
風　

憩
ひ
な
き
身
に
。」）
は
、
改
変
が
甚
だ
し
い
箇

所
で
あ
る
が
、「
想
い
出
」
と
「
花
」
が
同
一
化
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
「
身
」
と
い
う
原
詩
に
は
な
い
語
を
追
加
し
、
そ

の
憩
い
な
き
者
に
対
し
て
風
よ
吹
け
と
す
る
こ
と
は
、
舞
い
散
る
花
び
ら
＝
「
想
い
出
」
と
、「
身
」
を
一
体
化
さ
せ
、
さ

ら
に
「
風
」
に
情
緒
的
な
役
割
を
与
え
る
こ
と
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。
そ
れ
に
対
し
て
金
時
鐘
は
、第
三
連
の
三
行
目
を
「
酷

い
風
よ
思
い
の
ま
ま
に
吹
き
す
さ
べ
！
」
と
し
、
特
定
の
役
割
を
「
風
」
に
与
え
る
こ
と
を
せ
ず
に
、
そ
れ
が
自
然
現
象
な

の
か
、
あ
る
い
は
隠
喩
で
あ
る
の
か
を
決
定
す
る
こ
と
な
く
開
い
た
ま
ま
に
し
て
い
る
。
続
く
第
四
行
目
「
散
り
し
い
た
花

び
ら　

ど
こ
に
憩
い
を
求
め
る
と
い
う
の
だ
。」
で
は
、
三
行
目
の
「
風
」
と
の
関
係
に
よ
っ
て
吹
き
上
げ
ら
れ
る
こ
と
を

暗
示
し
つ
つ
も
、「
散
り
し
い
た
花
び
ら
」
は
「
想
い
出
」
な
ど
と
結
び
付
け
ら
れ
る
こ
と
な
く
、
ス
ペ
ー
ス
を
挟
む
こ
と

（
76
）
金
素
雲
前
掲
論
文
、
一
九
八
頁
。
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で
宙
吊
り
に
さ
れ
て
い
る
。
宙
吊
り
に
さ
れ
た
結
果
、
一
方
で
「
花
び
ら
」
は
、「
風
」
と
同
様
、
情
緒
的
な
役
割
だ
け
を

割
り
当
て
ら
れ
る
こ
と
か
ら
免
れ
、
対
象
と
し
て
提
示
さ
れ
て
い
る
。
他
方
で
対
象
と
し
て
の
提
示
は
、「
風
」
と
の
関
係

に
も
開
か
れ
る
こ
と
に
な
り
、
そ
れ
が
「
散
り
し
い
た
花
び
ら
」
を
、
私
の
「
憩
い
」
の
な
さ
の
隠
喩
に
も
し
て
い
る
。
さ

ら
に
対
象
化
さ
れ
た
「
花
び
ら
」
は
、
第
四
連
第
一
行
の
「
無
情
な
足
に
踏
み
に
じ
ら
れ
た
故
郷
の
思
い
」
の
踏
み
に
じ
ら

れ
る
対
象
と
し
て
も
機
能
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
「
無
情
な
足
に
踏
み
に
じ
ら
れ
る
」「
花
び
ら
」
＝
「
故

郷
の
思
い
」
と
し
て
で
あ
る
。
こ
こ
に
至
る
と
、
多
様
な
解
釈
に
開
か
れ
て
い
た
「
風
」
も
、「
踏
み
に
じ
る
足
」
に
結
び

つ
い
て
い
く
こ
と
で
植
民
地
支
配
の
隠
喩
と
し
て
作
用
し
始
め
る
。
そ
の
た
め「
酷
い
風
よ
思
い
の
ま
ま
に
吹
き
す
さ
べ
！
」

で
新
た
に
追
加
さ
れ
た
「
！
」
は
、
そ
の
よ
う
な
「
風
」
に
対
す
る
明
確
な
対
抗
す
る
意
志
の
現
わ
れ
と
し
て
、
植
民
地
支

配
に
対
す
る
抵
抗
の
構
え
と
し
て
読
む
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。
金
素
雲
訳
第
四
連
の
「
は
か
な
し
や　

ふ
る
さ
と
の
ゆ
め
／

い
ま
は
は
た
踏
み
し
だ
か
れ
て
」
で
も
、
原
詩
に
忠
実
で
な
い
が
、
植
民
地
へ
の
抵
抗
を
読
み
取
る
こ
と
は
で
き
る
。
そ
の

意
味
で
藤
間
の
判
断
も
間
違
っ
て
い
な
い
。だ
が
こ
れ
も
原
詩
の
構
成
の
変
更
、訳
し
変
え
、全
体
的
に
抒
情
詩
化
し
た
結
果
、

個
人
的
な
ふ
る
さ
と
に
対
す
る
「
ゆ
め
」
に
な
っ
て
し
ま
い
、
植
民
地
化
さ
れ
た
朝
鮮
を
わ
ず
か
に
暗
示
し
つ
つ
も
、
全
体

的
に
植
民
地
化
を
隠
蔽
す
る
訳
に
な
っ
て
い
る
。
ま
た
原
詩
に
は
な
い
「
は
か
な
し
」
な
ど
を
用
い
る
こ
と
は
、
よ
り
抒
情

的
な
詩
に
仕
立
て
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
こ
の
点
に
金
素
雲
訳
の
本
質
を
垣
間
見
る
こ
と
も
で
き
よ
う
。

　

と
は
い
え
金
素
雲
の
訳
業
か
ら
も
、
読
み
方
に
よ
っ
て
は
、
植
民
地
化
に
対
す
る
抵
抗
の
寓
意
が
、
そ
の
意
図
と
は
別
に

現
わ
れ
る
作
品
も
あ
る
。『
朝
鮮
詩
集
』
の
作
品
を
歴
史
的
コ
ン
テ
ク
ス
ト
に
置
き
直
し
て
み
る
こ
と
で
、
金
素
雲
が
訳
出

を
回
避
し
た
植
民
地
支
配
へ
の
抵
抗
の
寓
意
性
が
、
作
品
か
ら
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
の
で
あ
る
。
金
尚
鎔
「
南
으
로 

窓

을 

내
겠
소
」）

77
（

か
ら
は
そ
の
一
面
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
　
　

南
に
窓
を
（
金
素
雲
訳
）　　

　
　
　
　

南
に
窓
を
（
金
時
鐘
訳
）

　
　

南
に
窓
を
切
り
ま
せ
う　

　
　
　
　
　

南
に
窓
を
し
つ
ら
え
る
と
し
ま
す

　
　

畑
が
少
し　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ひ
と
り
で
耕
せ
そ
う
な
畑
を

　
　

鍬
で
掘
り　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鍬
で
掘
り　

　
　

手ホ

鍬ミ

で
草
を
取
り
ま
せ
う
。　

　
　
　

手ホ

鍬ミ

で
は
雑
草
を
取
り
ま
す
。

（
77
）
金
尚
鎔
『
望
郷
』、『
資
料
集
成
』（
八
巻
、

1997

）
所
収
、p.530. 

原
詩
は
以
下
の
通
り
。

〝
南
으
로 

窓
을 

내
겠
소
／
밭
이 

한
참
가
리
／
괭

이
로 

파
고
／
호
미
론 

풀
을 

매
지
요
．
／
／
구
름

이 

꼬
인
다 

갈 

리 

있
소
／
세 

노
래
는 

공
으
로 

들

으
랴
오
／
／
강
냉
이
가 

익
걸
랑
／
함
께 

와 

자
셔

도 

좋
소
．
／
／
왜 

사
냐
건
／
웃
지
요
．〞
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雲
の
誘
ひ
に
は
乗
り
ま
す
ま
い　

　
　

雲
が
賺す

か

し
た
と
て
そ
の
術て

に
乗
り
ま
し
ょ
う
や

　
　

鳥
の
こ
ゑ
は
聴
き
法
楽
で
す　

　
　
　

鳥
の
唄
は
只た

だ

で
聴
き
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
　

唐
も
ろ
こ
し
が
熟
れ
た
ら　

　
　
　
　

唐
も
ろ
こ
し
が
熟
れ
た
ら

　
　

食
べ
に
お
出
で
な
さ
い
。　

　
　
　
　

共
に
い
ら
し
て
召
し
上
が
っ
て
も
結
構
で
す
。

　
　

な
ぜ
生
き
て
る
か
つ
て
、

　
　
　

さ
あ
ね―

―

。　
　
　
　
　
　
　
　

な
ぜ
生
き
る
っ
て
で
す
か
？

　
　
　
　
　
（
五
七
‐
八
頁
）　　

　
　
　
　

そ
う
い
わ
れ
て
も
笑
う
し
か
あ
り
ま
せ
ん
ね
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
全
、
五
〇-

一
頁
）

金
素
雲
訳
も
金
時
鐘
訳
も
、
最
後
の
二
行
に
翻
訳
の
苦
労
が
見
え
る
。
そ
し
て
こ
の
詩
の
特
異
性
も
、
そ
こ
に
あ
る
。
こ
の

詩
が
収
録
さ
れ
た
金
尚
鎔
の
詩
集
『
望
郷
』
が
出
版
さ
れ
た
の
は
、一
九
三
九
年
で
あ
る
。
一
九
三
七
年
の
盧
溝
橋
事
件
後
、

一
九
三
八
年
三
月
に
は
、第
三
次
教
育
令
が
発
布
さ
れ
、「
忠
良
な
皇
国
臣
民
の
育
成
」
が
教
育
機
関
で
行
わ
れ
始
め
て
い
る
。

同
年
四
月
に
は
日
本
で
国
家
総
動
員
法
が
公
布
さ
れ
、
ま
た
七
月
に
は
国
民
精
神
総
動
員
朝
鮮
連
盟
が
発
足
し
て
い
る
。
そ

し
て
一
九
三
九
年
は
、『
東
洋
之
光
』
や
『
総
動
員
』
と
い
っ
た
、
朝
鮮
人
が
日
本
語
の
作
品
を
発
表
す
る
雑
誌
が
刊
行
さ

れ
始
め
た
時
期
に
当
た
る
。

　

こ
の
よ
う
な
時
代
背
景
だ
け
で
も
踏
ま
え
る
な
ら
ば
、〝
왜 

사
냐
건
〞（
な
ぜ
生
き
る
の
か
っ
て
）
と
い
う
問
い
は
、
詩

が
醸
し
出
す
田
舎
的
生
活
と
、
そ
れ
に
対
立
す
る
都
会
的
生
活
と
い
う
認
識
の
枠
を
超
え
て
、
被
植
民
地
的
生
を
ど
う
考
え

る
の
か
、
と
い
う
含
み
も
帯
び
ざ
る
を
得
な
い
。
そ
の
答
え
と
し
て
、
金
素
雲
の
「
さ
あ
ね―

」
は
、〝
웃
지
요
〞（
可
笑
し

い
で
す
よ
ね
）
に
比
べ
て
問
い
に
背
を
向
け
て
い
る
が
、
そ
の
答
え
は
、
肯
定
的
な
も
の
、
否
定
的
な
も
の
、
返
答
の
拒
否

と
い
っ
た
選
択
を
シ
ニ
カ
ル
に
宙
吊
り
に
し
、
問
い
自
体
を
つ
き
返
す
効
果
を
も
た
ら
し
て
い
る
。
そ
の
結
果
、
言
葉
は
作

品
か
ら
外
部
に
突
出
し
、読
み
手
を
捉
え
る
。
言
い
換
え
れ
ば
「
な
ぜ
生
き
て
る
か
」
と
い
う
問
い
が
、「
さ
あ
ね―

」
に
よ
っ

て
打
ち
返
さ
れ
、
逆
に
読
み
手
に
答
え
る
よ
う
に
呼
び
か
け
て
く
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
至
っ
て
呼
び
か
け
は
作
品
を
超
え

て
立
体
化
す
る
。
つ
ま
り
そ
れ
以
上
答
え
る
こ
と
な
く
沈
黙
す
る
「
さ
あ
ね―

」
と
い
う
呼
び
か
け
は
、「
私
」
だ
け
で
な
く
、

読
み
手
も
巻
き
込
ん
で
い
く
の
で
あ
る
。

　

三
枝
は
先
に
見
た
「
モ
ザ
イ
ク
」
論
の
結
論
と
し
て
、訳
詩
と
原
詩
の
語
句
の
詳
細
な
検
討
は
あ
ま
り
意
味
が
な
い
こ
と
、

『
朝
鮮
詩
集
』
は
金
素
雲
自
身
の
作
品
と
見
な
し
た
方
が
よ
い
こ
と
、
そ
し
て
「
残
さ
れ
た
課
題
は
、
彼
の
翻
訳
詩
を
外
国
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文
学
で
は
な
く
、
日
本
文
学
の
業
績
と
し
て
ど
う
評
価
す
る
か
と
い
う
こ
と
で
は
あ
る
ま
い
か
」
と
い
う
こ
と
を
指
摘
し
て

い
る）

78
（

。
だ
が
『
朝
鮮
詩
集
』
を
「
日
本
文
学
の
業
績
」
と
し
て
位
置
付
け
る
こ
と
は
、「
な
つ
か
し
さ
」
を
力
説
す
る
佐
藤

春
夫
的
な
読
み
に
送
り
返
す
結
果
に
し
か
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
む
し
ろ
『
朝
鮮
詩
集
』
は
、「
南
に
窓
を
」
か
ら
も
伺
え
る

よ
う
に
、
林
容
澤
の
よ
う
な
比
較
文
学
的
研
究
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
作
品
そ
れ
ぞ
れ
の
詩
人
論
、
作
品
論
、
ま
た
思
想
的
、

哲
学
的
、
社
会
学
的
、
歴
史
学
的
、
言
語
学
的
、
精
神
分
析
学
的
等
の
多
様
な
方
法
に
開
か
れ
て
お
り
、
実
際
行
う
こ
と
が

必
要
と
な
ろ
う
。
中
で
も
『
朝
鮮
詩
集
』
と
植
民
地
と
の
関
連
と
い
う
見
逃
す
こ
と
の
で
き
な
い
観
点
か
ら
す
れ
ば
、
作
品

を
歴
史
的
コ
ン
テ
ク
ス
ト
に
置
い
て
読
む
こ
と
は
、
必
要
不
可
欠
な
作
業
で
あ
る
。
林
容
澤
は
、『
朝
鮮
詩
集
』
に
収
録
さ

れ
た
諸
作
品
の
抵
抗
の
寓
意
性
は
、「
作
品
の
情
感
が
繰
り
出
す
自
然
な
な
り
ゆ
き
」
に
よ
っ
て
判
断
す
べ
き
だ
と
述
べ
て

い
る）

79
（

。
だ
が
作
品
が
持
つ
寓
意
性
は
歴
史
的
コ
ン
テ
ク
ス
ト
に
置
く
こ
と
で
強
く
発
揮
さ
れ
る
以
上
、
林
が
述
べ
る
よ
う
な

恣
意
的
な
基
準
で
判
断
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
。

　

歴
史
的
コ
ン
テ
ク
ス
ト
と
い
う
点
に
関
し
て
言
え
ば
、
金
時
鐘
の
『
再
訳　

朝
鮮
詩
集
』
に
は
、
詩
人
た
ち
の
経
歴
が
、

金
素
雲
の
そ
れ
と
は
比
較
に
な
ら
な
い
ほ
ど
詳
細
に
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
歴
史
的
コ
ン
テ
ク
ス
ト
が
一
定
程
度
詩
集
に
組
み

込
ま
れ
て
い
る
。そ
の
た
め
詩
人
た
ち
の
詳
細
な
経
歴
も
作
品
の
一
部
を
形
成
し
て
い
る
と
見
な
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。

　

金
尚
鎔
の
詩
を
同
じ
く
歴
史
的
コ
ン
テ
ク
ス
ト
に
組
み
込
ん
で
読
ん
だ
と
し
て
も
、
金
時
鐘
の
訳
の
場
合
、
ま
た
別
の
様

相
が
現
れ
て
く
る
。
す
な
わ
ち
最
終
行
「
そ
う
い
わ
れ
て
も
笑
う
し
か
あ
り
ま
せ
ん
ね
。」
は
、
歴
史
的
コ
ン
テ
ク
ス
ト
に

置
き
直
す
と
、
そ
の
「
笑
い
」
が
シ
ニ
カ
ル
な
様
相
を
帯
び
始
め
て
く
る
の
で
あ
る
。
金
素
雲
の
「
さ
あ
ね―

」
は
、
読
み

手
に
答
え
る
よ
う
に
問
い
を
つ
き
返
し
て
く
る
も
の
で
あ
っ
た
。
金
時
鐘
訳
の
場
合
も
、「
な
ぜ
生
き
る
っ
て
…
」
に
読
み

手
側
が
あ
た
か
も
質
問
し
て
い
る
よ
う
な
効
果
を
持
た
せ
て
は
い
る
。
だ
が
「
笑
う
し
か
あ
り
ま
せ
ん
ね
」
は
、
笑
う
の
み

で
そ
れ
以
上
応
答
し
な
い
不
気
味
な
他
者
を
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
せ
る
。
そ
れ
に
よ
っ
て
「
な
ぜ
生
き
る
の
か
」
と
い
う
問

い
か
け
は
、
答
え
を
得
る
こ
と
も
打
ち
返
さ
れ
る
事
も
な
い
ま
ま
行
き
場
を
失
い
、
笑
う
他
者
の
イ
メ
ー
ジ
に
吸
収
さ
れ
て

し
ま
っ
て
い
る
。
こ
こ
で
も
金
時
鐘
の
翻
訳
は
、
対
象
を
そ
の
ま
ま
露
呈
す
る
形
に
な
っ
て
い
る
。
そ
の
よ
う
に
露
呈
す
る

対
象
は
、
解
釈
の
極
限
を
形
成
し
て
お
り
、
読
み
手
の
解
釈
の
可
能
性
と
不
可
能
性
を
問
い
に
付
す
こ
と
に
繋
が
っ
て
い
る
。

つ
ま
り
露
呈
す
る
対
象
は
、
解
釈
を
限
界
付
け
る
こ
と
で
、
認
識
や
理
解
の
外
部
に
自
ら
を
位
置
付
け
る
の
で
あ
る
。
そ
の

結
果
と
し
て
、
対
象
は
再
解
釈
す
る
よ
う
呼
び
か
け
て
く
る
の
で
あ
り
、
そ
れ
が
歴
史
的
コ
ン
テ
ク
ス
ト
に
作
品
を
置
く
こ

と
を
可
能
に
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
金
時
鐘
の
翻
訳
に
お
け
る
対
象
の
明
示
化
は
、
こ
の
よ
う
な
認
識
の
変
更
を
せ
ま
る
点

に
お
い
て
最
も
力
を
発
揮
す
る
と
思
わ
れ
る
。

（
78
）
三
枝
前
掲
論
文
、
三
二
頁
。

（
79
）
林
容
澤
『
金
素
雲
『
朝
鮮
詩
集
』
の
世
界　

祖
国
喪
失
者
の
詩
心
』、
七
二
頁
。
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第
六
節
．
本
章
の
ま
と
め

　

こ
こ
ま
で
論
じ
た
金
時
鐘
の
翻
訳
を
中
心
に
ま
と
め
て
お
き
た
い
。

　

金
時
鐘
の
意
訳
で
も
全
く
の
逐
語
訳
で
も
な
い
翻
訳
が
生
み
出
す
要
因
と
し
て
、
作
品
に
お
け
る
論
理
の
明
確
化
が
あ
っ

た
。
そ
れ
は
省
略･

追
加
、
訳
し
変
え
、
構
成
の
変
更
な
ど
を
通
じ
て
、
各
詩
句
の
役
割
を
は
っ
き
り
さ
せ
、
相
互
の
関
係

性
を
明
確
に
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
よ
う
な
論
理
の
明
確
化
の
根
底
に
は
、
対
象
の
明
示
化
と
意
志
の
強
調
が
伏
在
し

て
い
た
。

　

そ
の
対
象
の
明
示
化
に
は
、
単
に
外
部
の
も
の
に
留
ま
ら
ず
、
自
己
の
「
心
」
さ
え
も
む
き
出
し
の
ま
ま
提
示
す
る
意
図

が
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
に
、
風
景
描
写
と
心
的
状
態
の
表
現
の
関
係
を
分
離
し
た
ま
ま
に
す
る
こ
と
や
、
抒
情
的
な
語
尾
を

は
ず
し
て
訳
す
、
と
い
う
技
法
が
と
ら
れ
て
い
た
。
そ
し
て
そ
の
よ
う
に
し
て
「
心
」
ま
で
対
象
化
し
よ
う
と
す
る
と
こ
ろ

に
、
そ
れ
と
は
区
別
さ
れ
る
意
志
が
潜
ん
で
い
た
。

　

そ
れ
は
対
象
を
無
機
質
に
む
き
出
し
の
ま
ま
提
示
す
る
意
図
の
現
れ
で
あ
る
が
、
そ
の
こ
と
は
ま
た
自
然
化
さ
れ
不
可
視

化
さ
れ
た
も
の
を
客
体
化
し
て
提
示
す
る
事
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
対
象
を
そ
の
ま
ま
露
呈
さ
せ
る
金
時
鐘
の
翻
訳
は
、
作
品

を
読
み
手
の
認
識
や
理
解
の
外
部
に
自
ら
を
位
置
付
け
る
こ
と
で
解
釈
を
限
界
付
け
、
読
み
方
や
認
識
を
更
新
す
る
こ
と
を

促
す
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
よ
う
に
非
対
象
的
で
あ
っ
た
も
の
を
対
象
へ
と
変
質
さ
せ
る
こ
と
は
、
文
化
的
・
言
語
的
差
異

に
対
し
て
だ
け
で
な
く
、
歴
史
的
な
観
点
に
も
作
品
を
開
く
こ
と
に
つ
な
が
っ
て
い
た
。

　

こ
の
よ
う
な
意
志
や
対
象
の
強
調
を
本
質
と
し
、
そ
れ
を
受
け
て
音
韻
の
工
夫
や
同
一
語
の
訳
し
分
け
、
空
白
の
利
用
に

よ
っ
て
作
ら
れ
る
リ
ズ
ム
が
考
慮
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
本
節
の
初
め
で
引
用
し
た
金
時
鐘
の
「
逐
語
訳
で

は
音
数
が
保
て
な
い
」
と
は
、
単
に
各
行
ご
と
の
音
数
の
バ
ラ
ン
ス
を
取
る
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
対
象
や
意
志
の
強
調

に
見
合
う
詩
句
同
士
の
役
割
や
関
係
の
中
か
ら
導
か
れ
る
リ
ズ
ム
だ
と
思
わ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
「
音
数
」
と
は
、
対
象
や

意
志
の
強
調
の
結
果
と
し
て
現
れ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

　

以
上
が
金
時
鐘
の
言
う
意
訳
で
も
全
く
の
逐
語
訳
で
も
な
い
翻
訳
の
姿
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
字
義
通
り
に
別
の
言
語
に
移

す
と
い
う
こ
と
よ
り
も
、
詩
が
扱
っ
て
い
る
対
象
、
ひ
い
て
は
詩
そ
の
も
の
を
、
そ
の
ま
ま
の
姿
で
現
し
め
る
こ
と
、
そ
し

て
そ
れ
を
行
う
意
志
を
強
調
す
る
こ
と
、
そ
の
た
め
に
逐
語
訳
で
も
あ
り
、
ま
た
原
詩
の
訳
し
変
え
も
行
う
と
い
う
翻
訳
で
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あ
る
。
こ
れ
は
、
金
素
雲
が
「
こ
こ
ろ
」
を
本
質
と
し
、
そ
れ
を
表
現
す
る
た
め
に
風
景
を
従
属
的
な
代
理
表
象
に
す
る
こ

と
、
言
い
換
え
れ
ば
個
人
の
心
情
に
集
約
さ
せ
た
翻
訳
で
あ
っ
た
の
と
対
照
を
な
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
こ
の
金
時
鐘
翻
訳

か
ら
逆
に
反
射
的
に
浮
か
び
上
が
る
の
は
、
彼
が
影
響
を
受
け
た
抒
情
の
質
で
あ
る
。
金
素
雲
訳
『
乳
色
の
雲
』
が
体
現
し

て
い
た
の
は
、
佐
藤
春
夫
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
な
喪
失
感
を
も
た
ら
す
「
も
の
の
あ
わ
れ
」、
す
な
わ
ち
過
去
志
向
で
あ
る

と
同
時
に
、
現
実
否
認
で
あ
る
よ
う
な
抒
情
で
あ
っ
た
。

　

佐
藤
は
、
日
本
語
が
中
国
語
や
朝
鮮
語
と
違
っ
て
、
統
治
者
も
民
衆
も
含
み
こ
ん
で
い
る
言
語
だ
と
述
べ
て
い
る
。
と
い

う
の
も
省
略
の
多
い
日
本
語
は
、
聴
き
手
の
理
解
や
解
釈
を
信
じ
、「
語
る
者
と
聴
く
者
と
の
協
和
に
よ
つ
て
は
じ
め
て
成

立
す
る
言
葉
」「
語
る
者
と
聴
く
者
と
が
一
如
」
で
あ
る
言
葉
だ
か
ら
で
あ
る）

80
（

。
も
ち
ろ
ん
こ
の
よ
う
な
省
略
・
協
和
と
い
っ

た
言
語
観
は
、
前
章
で
論
じ
た
島
村
抱
月
の
韻
律
論
の
言
い
換
え
に
過
ぎ
ず
、
時
局
に
お
も
ね
た
言
説
に
過
ぎ
な
い
。
だ
が

佐
藤
は
さ
ら
に
一
歩
進
め
て
、
こ
の
協
和
的
言
語
と
は
、
主
格
の
分
か
り
に
く
い
「
異
常
に
生
活
に
即
し
た
言
葉
」
で
あ
る

と
す
る
。
ま
た
「
抒
情
的
な
美
し
さ
を
生
命
」
と
す
る
こ
と
で
、「
柔
和
に
抒
情
の
靄
に
つ
つ
ま
れ
て
相
手
の
協
和
を
期
待

し
」、「
争
闘
的
」
な
「
理
屈
っ
ぽ
」
さ
を
は
ぐ
ら
か
し
て
し
ま
う
言
葉
だ
と
も
述
べ
て
い
る）

81
（

。
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
書
か
れ

た
当
時
の
植
民
地
状
況
を
踏
ま
え
る
な
ら
ば
、
主
格
の
分
か
ら
な
さ
は
民
族
的
・
文
化
的
差
異
を
抹
消
し
、「
靄
」
に
つ
つ

む
抒
情
は
、
反
植
民
地
的
な
思
考
や
行
動
を
無
化
し
、
日
本
人
の
み
な
ら
ず
日
本
語
を
強
い
た
人
々
を
「
一
如
」
に
包
み
込

ん
で
い
く
も
の
と
な
ろ
う
。
つ
ま
り
「
生
活
に
即
」
し
た
日
本
語
と
そ
れ
が
生
命
と
す
る
抒
情
は
、
現
実
を
隠
蔽
す
る
暴
力

を
孕
ん
で
い
る
こ
と
を
典
型
的
に
示
し
て
い
る
。
こ
の
佐
藤
の
論
述
は
、
彼
の
「
も
の
の
あ
は
れ
」
観
と
密
接
だ
と
考
え
ら

れ
る
が
、
金
素
雲
の
翻
訳
に
持
ち
込
ま
れ
た
の
も
そ
の
よ
う
な
抒
情
で
あ
る
。

　

金
時
鐘
の
翻
訳
は
こ
の
抒
情
の
暴
力
に
対
す
る
明
確
な
ア
ン
チ
テ
ー
ゼ
と
な
っ
て
い
よ
う
。
金
時
鐘
の
翻
訳
は
彼
の
詩
作

の
方
法
に
も
通
じ
て
い
る
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
方
法
を
形
成
す
る
に
当
た
っ
て
は
、
彼
が
日
本
に
渡
っ
た
の
ち
に
読
ん
だ

小
野
十
三
郎
の
『
詩
論
』
か
ら
の
影
響
が
大
き
い
。
次
に
そ
の
小
野
の
『
詩
論
』
と
そ
の
金
時
鐘
へ
の
影
響
に
つ
い
て
見
て

い
き
た
い
。

（
80
）
佐
藤
春
夫
「
日
本
語
の
美
し
さ
の
根
底
」、『
日

本
語
』、
一
九
四
一
（
昭
和
一
六
）
年
一
二
月
、

第
一
巻
第
八
号
、
引
用
は
『
定
本　

佐
藤
春
夫
全

集
』
第
二
二
巻
、
一
八
九
頁
か
ら
。
以
下
同
様
。

（
81
）
佐
藤
「
日
本
語
の
美
し
さ
の
根
底
」、

一
八
九
‐
九
〇
頁
。
さ
ら
に
「
貴
族
的
」「
温
雅
」

「
優
美
」「
女
性
的
」
等
々
の
美
辞
麗
句
が
連
ね
ら

れ
て
い
る
。
の
み
な
ら
ず
日
本
語
は
描
写
に
は
向

か
な
い
と
も
述
べ
て
お
り
、
現
実
を
直
視
す
る
こ

と
を
回
避
す
る
こ
と
を
正
当
化
し
て
い
る
。
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第
四
章　

小
野
十
三
郎
『
詩
論
』
と
金
時
鐘
の
関
係

 
 

は
じ
め
に

　

本
章
で
は
、
前
章
ま
で
に
見
た
短
歌
的
な
抒
情
を
金
時
鐘
が
批
判
的
に
捉
え
る
に
あ
た
り
、
大
き
な
影
響
を
受
け
た
小
野

十
三
郎
の
思
想
を
論
じ
る
。
そ
し
て
そ
の
思
想
が
金
時
鐘
に
ど
の
よ
う
に
受
容
さ
れ
た
の
か
を
考
察
す
る
。

　

と
こ
ろ
で
小
野
十
三
郎
と
金
素
雲
は
、
少
な
く
と
も
一
度
、
対
談
を
し
て
い
る
。
そ
の
際
の
二
人
の
発
言
に
、
詩
に
つ
い

て
の
考
え
方
の
違
い
が
、
対
談
を
通
じ
て
深
め
ら
れ
は
し
な
か
っ
た
け
れ
ど
も
、
明
瞭
に
現
れ
て
い
る
。

　
　

金
素
雲
「
一
番
う
そ
を
つ
か
な
い
、
あ
る
い
は
う
そ
を
つ
い
て
も
人
間
を
傷
つ
け
る
う
そ
を
つ
か
な
い
詩
人
と
い
う
世

　
　
　

界
が
こ
こ
に
あ
る
と
し
た
ら
、
こ
れ
こ
そ
は
最
も
手
近
な
二
つ
の
隣
人
の
感
情
を
疎
通
さ
せ
る
広
場
で
は
な
い
か
と

　
　
　

思
う
。」

　
　

小
野
「〔
演
劇
等
の
芸
術
の
ジ
ャ
ン
ル
で
は
〕
平
和
を
テ
ー
マ
に
す
る
と
す
ぐ
ハ
ト
を
飛
ば
す
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま

　
　
　

す
が
、
詩
の
場
合
、
そ
う
は
い
か
な
い
。〔
…
…
〕
も
っ
と
詩
人
自
身
の
内
部
的
な
問
題
、
そ
こ
か
ら
生
ま
れ
て　

　
　
　

く
る
イ
メ
ー
ジ
が
ダ
ブ
ら
な
け
れ
ば
強
い
詩
に
な
ら
な
い
。」

　
　

金
素
雲
「
つ
ま
り
規
格
品
と
し
て
の
詩
人
は
あ
り
え
な
い
。」

　
　

小
野
「
詩
は
反
映
の
し
か
た
は
お
そ
い
が
深
い
の
で
す

（
1
）

。」

詩
は
抒
情
を
表
す
こ
と
で
、
人
間
の
感
情
を
「
一
丸
と
な
す

（
2
）

」
も
の
だ
と
す
る
金
素
雲
と
、
逆
に
そ
の
抒
情
に
対
し
て
批
判

的
に
向
き
合
っ
て
き
た
小
野
十
三
郎
。
引
用
箇
所
は
、
両
者
の
決
定
的
な
差
異
を
伝
え
て
い
る
。
金
時
鐘
は
、
金
素
雲
か
ら

小
野
十
三
郎
へ
と
経
て
く
る
こ
と
で
、
両
者
の
差
異
を
両
方
と
も
経
験
す
る
こ
と
に
な
る
。

　

そ
の
小
野
の
思
想
に
金
時
鐘
が
最
初
に
触
れ
た
の
は
、
彼
が
日
本
に
渡
っ
て
来
て
や
や
経
っ
た
あ
る
日
、
立
ち
寄
っ
た
大

阪
難
波
の
古
書
店
「
天
牛
」
で
、『
詩
論
』
を
手
に
取
っ
た
と
き
で
あ
る
。「
故
郷
」
に
つ
い
て
書
か
れ
た
二
行
な
い
し
三
行

が
、
金
時
鐘
の
ロ
マ
ン
テ
ィ
ッ
ク
な
故
郷
観
を
一
変
さ
せ
る
こ
と
に
な
る
。

　
　

註

（
1
）
小
野
十
三
郎
、
金
素
雲
「
朝
鮮
の
民
族
詩
に

つ
い
て
」、『
読
売
新
聞
』、昭
和
三
一
（
一
九
五
六
）

年
八
月
一
五
日
夕
刊
。

（
2
）
前
掲
対
談
、
金
素
雲
の
言
葉
。
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故
郷
と
は
、
熊
本
だ
と
か
信
州
だ
と
か
東
北
の
こ
と
だ
と
言
っ
た
奴
が
あ
る
。

　
　

私
は
い
つ
も
熊
本
や
信
州
や
東
北
に
向
か
っ
て
復
讐
し
て
い
る
つ
も
り
だ
。（『
詩
論
』
四
〇
）

　
　

慰
安
の
欲
求
と
し
て
の
郷
土
は
郷
土
に
値
せ
ず
。（『
詩
論
』
四
一

（
3
）

）

そ
の
日
以
来
、
小
野
十
三
郎
『
詩
論
』
は
、
植
民
地
期
に
居
坐
っ
た
日
本
的
抒
情
と
は
異
な
る
、
も
う
一
つ
の
抒
情
と
し
て

金
時
鐘
の
中
に
座
を
占
め
る
こ
と
に
な
る
。

　
　

詩
と
は
こ
う
い
う
も
の
で
あ
り
、
美
し
い
こ
と
と
は
こ
う
い
う
こ
と
で
あ
る
、
と
い
っ
た
私
の
思
い
込
み
を
、
根
底
か

　
　

ら
ひ
っ
く
り
返
し
て
し
ま
っ
た
も
の
に
『
詩
論
』
と
小
野
十
三
郎
は
存
在
し
ま
し
た
。
故
郷
を
遠
く
し
た
者
、
国
を
離

　
　

れ
た
も
の
の
常
と
し
て
、
家
郷
と
い
う
の
は
感
傷
を
ひ
た
し
て
く
れ
る
情
緒
と
も
な
る
も
の
で
す
。
慣
れ
な
い
異
国
で

　
　

の
苦
し
い
生
活
の
中
で
、
郷
愁
は
事
実
、
私
の
孤
独
を
い
や
し
て
く
れ
て
い
た
も
の
で
し
た
。〔
…
…
〕
／
そ
こ
は
か

　
　

と
な
く
私
を
包
ん
で
く
れ
て
い
る
情
感
、
情
念
の
「
故
郷
」
に
対
し
て
、
そ
れ
は
復
讐
さ
れ
る
べ
き
も
の
だ
と
言
わ
れ

　
　

る
と
、な
け
な
し
の
寄
り
ど
こ
ろ
が
取
り
払
わ
れ
た
み
た
い
で
、私
の
孤
独
感
は
こ
の
上
な
く
つ
の
っ
た
も
の
で
し
た
。」

　
　
（『「
在
日
」
の
は
ざ
ま
で
』
五
四
‐
五
）

『
詩
論
』
の
著
者
・
小
野
十
三
郎
（
一
九
〇
三
年
〜
一
九
九
六
年
）
は
ア
ナ
キ
ス
ト
詩
人
と
し
て
出
発
し
、
後
に
短
歌
的
抒

情
の
否
定
と
い
う
独
自
の
思
想
を
詩
と
詩
論
を
通
じ
て
実
践
し
続
け
た
、
関
西
を
代
表
す
る
詩
人
で
あ
る

（
4
）

。
本
章
の
目
的
の

一
つ
は
、
小
野
の
思
想
を
追
い
か
け
、
そ
れ
が
金
時
鐘
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
の
か
を
考
察
す
る
こ
と
で
あ
る
。

　

以
下
、
小
野
の
『
詩
論
』
を
検
討
し
て
い
く
が
、「
リ
ズ
ム
と
は
批
評
で
あ
る
」
と
い
う
命
題
に
限
定
す
る
こ
と
に
な
る
。

と
い
う
の
も
こ
の
命
題
に
お
い
て
こ
そ
、
小
野
の
思
想
の
中
核
が
顕
著
に
現
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
だ
け
で
な
く
そ
の

命
題
は
、「
短
歌
的
抒
情
の
否
定
」や「
歌
と
は
逆
に
歌
へ
」と
い
っ
た
命
題
や
方
法
論
を
導
き
出
し
、「
批
評
」「
リ
ズ
ム
」「
言
葉
」

「
生
活
」「
科
学
」「
素
朴
さ
」
と
い
っ
た
中
心
的
な
タ
ー
ム
を
引
き
込
む
磁
場
を
も
形
成
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
な
お
主

に
取
り
上
げ
る
テ
ク
ス
ト
は
『
詩
論
＋
続
詩
論
＋
想
像
力
』
お
よ
び
エ
ッ
セ
ー
集
『
短
歌
的
抒
情
』（
創
元
社
、
一
九
五
三

年
（
5
）

）
に
限
ら
れ
る
。
ま
た
『
詩
論
＋
続
詩
論
＋
想
像
力
』
に
関
し
て
は
、
一
言
述
べ
て
お
く
べ
き
だ
ろ
う
。
こ
の
三
つ
の
作

（
3
）

小
野
十
三
郎
『
詩
論
』
真
善
美
社
、

一
九
四
八
年
。
こ
の
『
詩
論
』
を
含
め
た
『
詩
論

＋
続
詩
論
＋
想
像
力
』（
思
潮
社
、
一
九
六
二
年
）

か
ら
の
引
用
は
、
全
て
『
小
野
十
三
郎
著
作
集 

第
二
巻
』（
筑
摩
書
房
、
一
九
九
〇
年
）
か
ら
で

あ
る
。
ま
た
こ
の
作
品
は
、
よ
く
知
ら
れ
て
い
る

よ
う
に
断
章
形
式
で
書
き
綴
ら
れ
て
お
り
、
各
々

番
号
が
割
り
当
て
ら
れ
て
い
る
。
引
用
に
際
し
て

は
慣
例
に
従
い
、
こ
の
番
号
を
持
っ
て
示
す
こ
と

と
す
る
。
な
お
『
小
野
十
三
郎
著
作
集
』
は
以
後

『
著
作
集
第
○
巻
』
と
表
記
す
る
。

（
4
）
小
野
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
い
く
つ
か
の

雑
誌
で
特
集
が
組
ま
れ
、
秋
山
清
や
長
谷
川
龍
生

な
ど
の
批
評
文
や
、
研
究
論
文
、
研
究
書
が
持

続
的
に
書
か
れ
て
き
た
。
研
究
論
文
、
研
究
書
、

雑
誌
特
集
の
主
な
も
の
だ
け
を
挙
げ
る
な
ら
ば
、

井
上
俊
夫
「
小
野
十
三
郎―

抒
情
変
革
の
媒
介

体(

詩
集
『
大
阪
』
の
頃)

」（『
國
文
學
』
學
燈

社
、
一
九
六
二
年
一
〇
月
号
）、
堀
切
直
人
「
昭

和
一
〇
年
代
の
策
略
的
知
性
た
ち-

２-

詩
に
お

け
る
科
学
と
技
術―

小
野
十
三
郎
「
詩
論
」」（『
現

代
詩
手
帖
』
思
潮
社
、
一
九
九
〇
年
三
月
号
）、

「
特
集
小
野
十
三
郎
」『
樹
林
』、
大
阪
文
学
学
校
・

葦
書
房
、
一
九
九
七
年
一
〇
月
号
、「
特
集
Ⅱ
小

野
十
三
郎
再
読
」『
現
代
詩
手
帖
』、
思
潮
社
、

二
〇
〇
八
年
一
〇
月
号
、
寺
島
珠
雄
『
断
崖
の
あ

る
風
景 : 

小
野
十
三
郎
ノ
ー
ト
』
プ
レ
イ
ガ
イ
ド

ジ
ャ
ー
ナ
ル
社
、
一
九
八
〇
年
、
明
珍
昇
『
小
野

十
三
郎
論 : 

風
景
に
う
た
は
鳴
る
か
』
土
曜
美
術

社
出
版
販
売
、
一
九
九
六
年
、
等
で
あ
る
。
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品
は
一
九
四
二
年
か
ら
始
ま
り
、
一
九
六
二
年
に
完
成
す
る
と
い
う
、
足
か
け
二
〇
年
に
わ
た
っ
て
断
続
的
に
書
き
続
け
ら

れ
て
来
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
間
に
『
短
歌
的
抒
情
』
が
出
版
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
主
に
取
り
上
げ
る
『
詩
論
』
と
『
続
詩
論
』

の
間
に
は
、
少
な
く
見
積
も
っ
て
一
〇
年
の
時
間
的
な
空
白
が
あ
り
、
論
理
的
一
貫
性
は
あ
る
も
の
の
、
同
レ
ベ
ル
で
扱
う

こ
と
が
困
難
な
場
合
が
あ
る
。
し
か
し
本
章
の
目
的
に
と
っ
て
重
要
な
の
は
、『
詩
論
』
の
方
で
あ
り
、
こ
の
作
品
を
解
釈

す
る
に
当
た
っ
て
論
理
的
に
妥
当
性
が
あ
る
場
合
に
限
り
、『
続
詩
論
』
や
、『
短
歌
的
抒
情
』
を
用
い
る
こ
と
に
し
た
い
。

　
　

第
一
節
．
小
野
の
「
リ
ズ
ム
」
が
批
判
す
る
も
の

一
‐
一
．
生
活

　
「
リ
ズ
ム
と
は
批
評
で
あ
る
。」（『
詩
論
』
一
九
七
）。
大
岡
信
は
こ
の
命
題
の
「
リ
ズ
ム
」
が
「
韻
律
」「
音
楽
」「
情
緒
」「
批

評
」
等
の
意
味
も
担
う
こ
と
で
多
義
化
し
、
曖
昧
に
な
っ
て
い
る
と
し
、
そ
れ
よ
り
も
む
し
ろ
「
リ
ズ
ム
は
リ
ズ
ム
で
し
か

な
い
、
と
覚
悟
す
る
こ
と
の
方
が
は
る
か
に
批
評
的
で
あ
る
」
と
論
じ
て
い
る

（
6
）

。
山
田
兼
士
も
『
詩
論
』
の
特
徴
の
一
つ
に

「
多
義
性
の
多
用
」
を
挙
げ
て
お
り

（
7
）

、
そ
の
よ
う
な
曖
昧
さ
や
多
義
性
が
、「
リ
ズ
ム
と
は
批
評
で
あ
る
」
と
い
う
命
題
を
分

か
り
づ
ら
く
し
て
い
る
の
は
確
か
で
あ
る
。
だ
が
『
詩
論
』
の
特
徴
と
し
て
の
そ
の
多
義
性
は
、
小
野
の
方
法
論
に
由
来
す

る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
た
め
「
リ
ズ
ム
は
リ
ズ
ム
で
し
か
な
い
」
と
い
っ
た
と
こ
ろ
で
、
何
も
説
明
し
た
こ
と
に
は
な
ら
な

い
だ
ろ
う
。

　

小
野
は
第
一
詩
集
『
半
分
開
い
た
窓
』
の
中
で
、
す
で
に
リ
ズ
ム
に
関
わ
る
作
品
を
作
っ
て
い
る
。
小
野
が
問
題
に
す
る

リ
ズ
ム
の
イ
メ
ー
ジ
を
掴
む
た
め
に
引
用
し
て
お
き
た
い
。

　
　
　

野
の
楽
隊

　
　

ケ
ー
ム
リ
モ
ミ
エ
ズ
…
…
…
…
ク
モ
モ
ナ
ク

　
　

太
鼓
ば
か
り
嫌
に
ひ
び
か
せ
て

　
　

四
五
人
の
赤
い
楽
隊
が
街
道
を
行
く

　
　

は
し
や
い
だ
子
ど
も
や
犬
な
ん
か
も
行
く

（
5
）『
短
歌
的
抒
情
』
の
引
用
も
『
著
作
集
第
二
巻
』

か
ら
の
も
の
で
あ
る
。

（
6
）

大
岡
信
『
現
代
詩
人
論
』
講
談
社　

二
〇
〇
一
年
、
一
四
四
頁
及
び
一
四
九
頁
。

（
7
）
山
田
兼
士
『
小
野
十
三
郎
論　

詩
と
詩
論
の

対
話
』、
砂
子
屋
書
房
、
二
〇
〇
四
年
、
六
二
頁
。
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街
道
に
沿
ふ
た
細
い
あ
ぜ
み
ち
で
は

　
　

カ
ー
キ
の
軍
服
を
て
ら
て
ら
さ
し
た
在
郷
軍
人
が

　
　

口
笛
で
合
奏
し
な
が
ら
歩
い
て
ゐ
る

　
　

少
し
離
れ
た
丘
の
草
路
を
踏
ん
で
行
く
の
は

　
　

ぼ
く
だ

　
　

く
す
く
す
笑
つ
て
ゐ
る
ぼ
く
だ

　
　

あ
の
楽
隊
を
聞
い
て
ゐ
る
と

　
　

な
ん
だ
か
な
ま
あ
た
ゝ
か
な
情
熱
が

　
　

胸
も
と
に
ぞ
く
ぞ
く
は
ひ
あ
が
つ
て
き
て

　
　

く
す
く
つ
た
く
な
る

　
　

ぼ
く
は
い
よ
い
よ
笑
ひ
だ
し
た

　
　

ぼ
く
は
自
分
を
ど
な
り
つ
け
た

　
　

し
か
し
ぼ
く
の
歩
調
は

　
　

あ
の
太
鼓
の
歌
に
あ
つ
て
ゐ
る

　
　

い
く
ら
乱
さ
う
と
乱
さ
う
と
し
て
も

　
　

い
く
ら
も
が
い
て
も
も
が
い
て
も
太
鼓
に
つ
り
こ
ま
れ
る

　
　

ぼ
く
は
つ
い
に
た
ま
ら
な
く
な
つ
て
兎
の
や
う
に

　
　

黄
色
い
草
む
ら
に
も
ぐ
り
こ
ん
で

　
　

長
い
耳
を
た
ゝ
ん
だ

　
　

そ
し
て
ま
た
こ
ん
ど
は

　
　

ゲ
ラ
ゲ
ラ
と
笑
ひ
を
吐
き
だ
し
た

（
8
）

。

「
ケ
ー
ム
リ
モ
ミ
エ
ズ
…
…
…
…
ク
モ
モ
ナ
ク
」
は
、
明
治
二
七
年
九
月
一
七
日
の
黄
海
に
お
け
る
日
本
と
清
の
艦
隊
の
戦

闘
を
歌
っ
た
、
佐
々
木
信
綱
「
勇
敢
な
る
水
兵
」（『
大
捷
軍
歌
』
第
三
篇
（
一
八
九
五
（
明
治
二
八
）
年
二
月
）
所
収
）
の

一
節
で
あ
る
。「
一
、
煙
も
見
え
ず
雲
も
な
く
／
風
も
起
こ
ら
ず
波
立
た
ず
／
鏡
の
ご
と
き
黄
海
は
／
曇
り
初
め
た
り
時
の

間
に
／
天
津
日
影
も
色
く
ら
し
／
三
、
戦
い
今
や
た
け
な
わ
に
／
勤
め
尽
く
せ
る
丈
夫
の
／
尊
き
血
も
て
甲
板
は
／
か
ら
紅

（
8
）

小
野
十
三
郎
「
野
の
楽
隊
」、『
半
分
開
い

た
窓
』、
太
平
洋
詩
人
協
会
、
一
九
二
六
（
大
正

一
五
）年
。引
用
は『
著
作
集
第
一
巻
』、筑
摩
書
房
、

一
九
九
〇
年
、
一
二
頁
よ
り
。
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に
飾
ら
れ
つ
」。

　

作
品
で
は
、「
勇
敢
な
る
水
兵
」を
演
奏
し
な
が
ら
、街
道
を
進
ん
で
い
く
楽
隊
が
登
場
し
て
い
る
。そ
の
リ
ズ
ム
に
子
ど
も
、

犬
も
、
在
郷
軍
人
も
、
は
し
ゃ
ぎ
な
が
ら
、
ま
た
口
笛
を
吹
き
な
が
ら
つ
い
て
行
っ
て
い
る
。
そ
し
て
「
ぼ
く
」
も
楽
隊
の

演
奏
に
胸
が
生
温
か
く
な
り
、
く
す
ぐ
っ
た
く
な
り
、
笑
い
が
こ
み
あ
げ
て
き
て
い
る
。
そ
の
「
ぼ
く
」
は
、
リ
ズ
ム
に
乗

せ
ら
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
「
自
分
」
を
叱
り
つ
け
る
。
だ
が
「
ぼ
く
の
歩
調
は
／
あ
の
太
鼓
の
歌
に
あ
つ
て
ゐ
る
／
い
く
ら

乱
さ
う
と
乱
さ
う
と
し
て
も
／
い
く
ら
も
が
い
て
も
も
が
い
て
も
太
鼓
に
つ
り
こ
ま
れ
」て
し
ま
っ
て
い
る
。
最
後
行
の「
笑

ひ
を
吐
き
だ
し
た
」
は
、
笑
い
と
い
う
よ
り
も
、
リ
ズ
ム
に
耳
を
閉
ざ
す
た
め
の
悲
鳴
に
近
い
。

　

小
野
が
問
題
に
す
る
「
リ
ズ
ム
」
と
は
、
こ
の
よ
う
な
感
性
、
身
体
に
及
ぼ
す
影
響
力
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
大
岡

の
よ
う
に
「
リ
ズ
ム
は
リ
ズ
ム
で
し
か
な
い
」
と
言
っ
て
し
ま
う
と
、
逆
に
見
え
な
く
な
っ
て
し
ま
う
リ
ズ
ム
の
力
で
あ
る

だ
ろ
う
。

　

と
は
い
え
、
そ
の
よ
う
な
「
リ
ズ
ム
」
を
小
野
は
ど
う
規
定
し
て
い
た
か
と
い
う
と
、
実
の
と
こ
ろ
『
詩
論
＋
続
詩
論
＋

想
像
力
』
に
お
い
て
、
そ
れ
ほ
ど
説
明
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
の
も
事
実
で
あ
る
。
し
か
し
直
観
的
に
書
き
付
け
ら
れ
た

若
干
の
断
章
は
残
さ
れ
て
お
り
、
ま
ず
は
そ
れ
を
手
が
か
り
に
小
野
の
「
リ
ズ
ム
」
に
触
れ
て
お
き
た
い
。

　

小
野
は
『
詩
論
』
一
五
二
で
、「
リ
ズ
ム
を
音
楽
一
般
と
解
し
て
、
こ
れ
を
批
評
と
し
て
感
知
す
る
能
力
の
な
い
と
こ
ろ

に
は
現
代
詩
は
生
ま
れ
な
い
の
だ
。」
と
述
べ
て
い
る
。
ま
た
『
詩
論
』
二
一
六
で
は
、「
韻
律
が
詩
の
桎
梏
だ
と
い
う
一
つ

の
強
烈
な
ア
ン
チ
・
テ
ー
ゼ
を
生
む
よ
う
な
我
々
の
時
代
感
覚
と
生
活
感
覚
を
問
題
と
す
る
こ
と
。
新
し
い
抒
情
の
科
学
を

持
つ
こ
と
。
つ
ね
に
抵
抗
を
感
じ
て
い
る
こ
と
。」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
「
リ
ズ
ム
」
が
批
評
と
な
る
た
め
に
は
、「
音

楽
」
や
「
韻
律
」
だ
け
で
な
く
、「
時
代
感
覚
」「
生
活
感
覚
」
も
問
題
に
し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
生
活

と
リ
ズ
ム
に
関
し
て
は
、
他
の
と
こ
ろ
で
次
の
よ
う
に
も
書
き
付
け
ら
れ
て
い
る
。

　
　

詩
歌
の
韻
律
は
本
来
生
活
の
リ
ズ
ム
な
の
だ
か
ら
、
い
く
ら
観
念
的
に
新
し
い
リ
ズ
ム
を
想
定
し
て
も
生
活
が
変
わ
っ

　
　

て
こ
な
い
か
ぎ
り
、
実
際
的
に
は
、
詩
に
於
け
る
リ
ズ
ム
の
性
質
が
変
化
す
る
と
い
う
こ
と
は
あ
り
得
な
い

（
9
）

。

こ
こ
で
も
リ
ズ
ム
と
し
て
の
韻
律
が
生
活
と
関
連
付
け
ら
れ
て
い
る
。
引
用
か
ら
す
れ
ば
、
小
野
の
言
う
リ
ズ
ム
と
は
生
活

の
反
映
と
み
な
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。
ま
た
同
様
に
、
引
用
し
た
『
詩
論
』
二
一
六
の
「
生
活
感
覚
」
も
、「
生
活
」

か
ら
反
映
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
「
生
活
」
は
存
在
論
的
で
あ
り
、「
生
活
感
覚
」
や
「
リ
ズ
ム
」
は
認
識
論

（
9
）
小
野
十
三
郎
「
精
神
の
中
の
短
歌
」、『
短
歌

的
抒
情
』（『
著
作
集
第
二
巻
』
四
九
三
頁
か
ら
引

用
）。
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的
で
あ
る
と
言
え
る
。

　

こ
の
区
別
を
踏
ま
え
小
野
の
リ
ズ
ム
を
規
定
し
て
お
き
た
い
。『
詩
論
』
一
六
で
は
、「
批
評
が
詩
の
純
粋
性
の
内
部
機
構

の
最
も
枢
要
な
部
分
を
占
め
る
と
き
、
抒
情
の
波
長
は
自
ら
更
ま
る
。
こ
れ
を
正
確
に
キ
ャ
ッ
チ
す
る
こ
と
が
詩
作
す
る
と

い
う
こ
と
だ
。」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
こ
の
「
キ
ャ
ッ
チ
す
る
こ
と
」
即
ち
詩
作
は
、「
非
常
に
強
度
の
純
化
作
用
結

晶
作
用
」（『
詩
論
』
二
一
四
）
が
あ
る
と
言
い
換
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
異
質
化
し
た
抒
情
の
「
波
長
」
が
「
リ
ズ
ム
」
を

指
し
て
い
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
を
生
み
出
す
も
の
は
生
活
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
だ
と
す
れ
ば
、
そ
の
生
活
を
捉
え
な
お

し
た
う
え
で
結
晶
化
し
、
詩
的
に
反
映
し
た
も
の
が
小
野
に
と
っ
て
の
「
リ
ズ
ム
」
で
あ
る
と
、
さ
し
あ
た
り
指
摘
で
き
る
。

そ
し
て
『
詩
論
』
二
一
六
で
言
わ
れ
て
い
た
「
新
し
い
抒
情
の
科
学
」
と
は
、
生
活
自
体
の
捉
え
か
え
し
と
、
そ
の
リ
ズ
ム

と
の
結
び
付
き
方
の
批
判
的
な
考
察
の
こ
と
と
な
ろ
う
。

　

で
は
次
に
小
野
の
「
リ
ズ
ム
」
が
批
判
す
る
も
う
一
つ
の
も
の
で
あ
る
、「
音
楽
」
に
つ
い
て
見
て
い
き
た
い
。

一
‐
二
．
音
楽―

ア
ラ
ラ
ギ
派
と
萩
原
朔
太
郎
を
中
心
に

　
『
詩
論
』一
五
二
で
、す
で
に
リ
ズ
ム
と
音
楽
の
関
係
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
て
い
た
こ
と
は
見
た
。
小
野
は『
詩
論
』七
二
で
、

散
文
精
神
が
対
決
し
て
き
た
詩
精
神
と
は
、
実
は
詩
一
般
で
は
な
く
「
短
歌
的
リ
リ
シ
ズ
ム
」
の
こ
と
で
し
か
な
か
っ
た
と

言
っ
た
後
、
現
代
詩
と
音
楽
に
関
し
て
次
の
よ
う
な
指
摘
を
し
て
い
る
。

　
　

問
題
は
、
現
代
詩
そ
の
も
の
が
近
代
の
堕
落
し
た
短
歌
の
声
調

0

0

か
ら
解
放
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
で
あ
る
。
詩
の
内
部
に

　
　

あ
る
「
音
楽
」
の
主
調
音
が
、
そ
の
本
質
に
於
い
て
な
お
短
歌
で
あ
る
こ
と
は
殆
ん
ど
宿
命
の
よ
う
な
も
の
だ
。（
傍

　
　

点
引
用
者
）

小
野
は
『
詩
論
』
二
一
九
で
「
短
歌
的
抒
情
は
、
そ
れ
が
短
歌
と
い
う
限
ら
れ
た
型
式
の
中
に
あ
る
と
き
よ
り
も
、
そ
の
型

式
か
ら
は
み
出
し
て
、
他
の
文
学
の
諸
ジ
ャ
ン
ル
の
中
へ
浸
透
し
た
時
に
俄
然
猛
威
を
発
揮
す
る
。」
と
述
べ
て
い
る
。
こ

の
こ
と
か
ら
わ
か
る
の
は
、
小
野
が
「
短
歌
的
抒
情
」
と
言
う
と
き
に
問
題
と
し
て
い
る
の
は
、
五
七
五
七
七
と
い
う
形
式

よ
り
む
し
ろ
、
短
歌
を
成
立
さ
せ
る
と
こ
ろ
の
情
感
や
感
性
の
在
り
様
で
あ
る
。
情
感
や
感
性
と
い
っ
た
短
歌
の
本
質
を
支

え
る
主
要
な
も
の
の
一
つ
が
、
短
歌
の
音
楽
性
、
即
ち
引
用
に
お
い
て
言
わ
れ
て
い
た
「
声
調
」
で
あ
ろ
う
。

　

こ
の
声
調
を
理
論
的
に
考
察
し
た
者
と
し
て
は
、
短
歌
結
社
誌
『
ア
ラ
ラ
ギ
』
の
同
人
で
あ
る
伊
藤
左
千
夫
、
土
屋
文
明
、
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斉
藤
茂
吉
を
ま
ず
は
挙
げ
る
べ
き
だ
ろ
う
。斉
藤
茂
吉
が
そ
れ
を
よ
り
分
析
的
に
論
じ
よ
う
と
し
て
い
る
の
を
別
と
す
れ
ば
、

純
粋
な
情
緒
や
感
情
が
表
出
し
て
い
る
か
ど
う
か
の
判
断
基
準
に
、
作
品
に
お
け
る
「
声
」
の
現
れ
方
を
据
え
た
の
が
伊
藤

左
千
夫
や
土
屋
文
明
の
声
調
論
で
あ
る
と
言
っ
て
い
い
だ
ろ
う
。

　

伊
藤
左
千
夫
は
情
意
を
純
粋
に
か
つ
自
然
に
表
現
し
て
い
る
も
の
ほ
ど
、「
叫
び
」
の
あ
る
短
歌
に
な
る
と
述
べ
て
い
る
。

伊
藤
に
と
っ
て
「
叫
び
」
の
あ
る
短
歌
と
は
、
計
算
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
「
無
我
の
発
作
」
が
現
わ
れ
て
い
る
も
の
で
あ

り
、
そ
れ
は
「
感
情
の
純
表
現
」
が
達
成
さ
れ
て
い
る
作
品
、
即
ち
生
命
が
純
粋
に
う
た
わ
れ
た
歌
で
あ
る
。
逆
に
表
現
が

「
説
明
」
や
「
報
告
」
と
い
っ
た
客
観
性
を
帯
び
た
歌
に
な
る
ほ
ど
、「
叫
び
」
は
弱
ま
る
。
そ
れ
ゆ
え
伊
藤
は
、
短
歌
は
理

知
的
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
と
言
う）

10
（

。

　

同
様
に
土
屋
文
明
も
次
の
よ
う
に
論
じ
て
い
る
。

　
　
〔
製
作
者
の
抑
揚
緩
急
語
気
等
の
伝
達
よ
り
も
〕
寧
ろ
重
大
な
こ
と
は
情
緒
的
な
も
の
程
、
即
ち
「
叫
び
」
程
自
然
に

　
　

伝
達
さ
れ
る
と
い
う
原
則
を
常
に
考
慮
に
置
く
こ
と
で
あ
ろ
う
。
即
短
歌
の
感
銘
の
根
本
を
常
に
情
緒
的
な
も
の
に
お

　
　

い
て
、
理
知
的
な
も
の
に
お
か
な
い
態
度
が
結
局
第
一
義
と
な
る
べ
き
で
あ
る）

11
（

。

伊
藤
と
土
屋
の
主
張
か
ら
わ
か
る
こ
と
は
、
第
一
に
、
声
（「
叫
び
」）
は
情
緒
的
な
も
の
を
純
粋
に
直
接
的
に
媒
介
す
る
と

い
う
こ
と
が
共
通
の
前
提
と
な
っ
て
い
る
こ
と
、
第
二
に
、
説
明
的
な
感
情
表
現
、
情
緒
と
情
緒
の
論
理
的
関
係
付
け
、
あ

る
い
は
報
告
的
な
風
景
描
写
な
ど
の
「
理
知
的
な
」
短
歌
は
、
感
情
の
純
粋
な
表
出
を
妨
げ
る
点
で
低
級
な
作
品
だ
と
さ
れ

る
こ
と
で
あ
る
。
つ
ま
り
理
知
的
な
も
の
は
、
情
緒
と
声
の
あ
い
だ
の
夾
雑
物
と
し
て
、
そ
の
あ
い
だ
に
距
離
を
も
た
ら
す

と
い
う
わ
け
で
あ
る
。
そ
の
た
め
伊
藤
と
土
屋
に
と
っ
て
は
、
形
式
的
韻
律
的
な
側
面
よ
り
も
、
情
緒
と
い
う
内
容
的
な
側

面
に
重
点
が
置
か
れ
て
い
る
。
と
は
い
え
五
七
五
七
七
と
い
う
短
歌
の
形
式
は
、「
感
情
流
露
」
が
自
然
に
作
り
上
げ
た
「
自

然
形
式
」
で
あ
る
と
も
さ
れ
て
お
り）

12
（

、
形
式
と
内
容
は
夾
雑
物
が
妨
害
し
な
い
か
ぎ
り
、
言
い
換
え
れ
ば
感
情
が
純
粋
に
聞

き
取
ら
れ
う
る
か
ぎ
り
で
、
表
裏
一
体
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
加
え
て
、
こ
の
「
叫
び
」
の
あ
る
歌
は
、
次
の
二
つ
の
前
提
に
立
脚
し
て
い
る
。
第
一
に
「
叫
び
」
の
あ
る
歌
は
、

「
自
他
の
紹
介
」
の
な
い
こ
と
、
即
ち
他
者
の
介
在
を
必
要
と
し
な
い
「
自
己
の
発
表）

13
（

」
と
い
う
モ
ノ
ロ
ー
グ
な
歌
で
あ
る

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
感
情
の
表
出
が
純
粋
で
あ
る
ほ
ど
、
他
者
へ
の
伝
達
も
純
粋
に
な
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
、
第
二
に
、「
感

情
流
露
の
自
然
形
式
」
を
支
え
る
「
情
緒
的
の
生
活
」
や
「
抒
情
詩
的
の
生
活
」
が
、「
近
代
生
活
中
に
」
姿
を
消
し
た
こ

（
10
）

伊
藤
左
千
夫
「
叫
び
と
話　

上
」、『
左
千

夫
全
集　

第
七
巻
』
岩
波
書
店
、
昭
和
五
二
年

（
一
九
七
七
年
）、
四
四
三
‐
四
頁
。

（
11
）
土
屋
文
明
「
短
歌
概
論
」、『
短
歌
講
座　

第

四
巻
』
改
造
社
、
昭
和
七
年
（
一
九
三
二
年
）、

十
二
頁
。

（
12
）
同
論
文
、
二
九
頁
。

（
13
）
伊
藤
前
掲
論
文
、
四
四
四
頁
。
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と
は
な
い）

14
（

と
い
う
前
提
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
個
人
的
で
純
粋
な
感
情
の
表
出
は
、
茂
吉
が
い
み
じ
く
も
指
摘
し
て
い

た
よ
う
に
、「
感
情
の
共
同
化）

15
（

」
を
形
成
す
る
こ
と
に
直
結
し
て
い
る
。
そ
の
意
味
で
短
歌
的
声
調
を
持
つ
「
歌
」
と
は
、「
訴

え
る
」
と
い
う
語
源
的
な
意
味
を
通
り
越
し
て
、
逆
説
的
に
他
者
の
不
在
に
行
き
着
い
て
い
る
。
要
す
る
に
反
理
知
‐
感
情

‐
声
‐
韻
律
と
い
う
（
少
な
く
と
も
ア
ラ
ラ
ギ
的
）
声
調
の
パ
ラ
ダ
イ
ム
は
、
感
情
の
純
粋
な
表
出
を
通
じ
て
外
部
も
情
緒

化
す
る
の
で
あ
る
。

　

小
野
は
『
詩
論
』
一
三
二
で
「
詩
が
「
声
」
を
も
と
め
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
さ
も
痛
切
ら
し
く
言
う
人
が
あ
る
。
彼
は

詩
人
と
し
て
は
一
番
信
用
で
き
ぬ
。」
と
述
べ
、
こ
こ
ま
で
論
じ
て
き
た
よ
う
な
、「
声
」
の
現
れ
を
価
値
評
価
の
基
準
に
据

え
る
こ
と
に
異
を
唱
え
て
い
る
。
だ
が
伊
藤
や
土
屋
以
上
に
、
小
野
が
こ
こ
で
念
頭
に
置
い
て
い
る
の
は
、
お
そ
ら
く
萩
原

朔
太
郎
で
あ
る
。

　

萩
原
朔
太
郎
の
『
詩
の
原
理
』
は
、
基
本
的
に
芸
術
を
主
観
的
態
度
と
客
観
的
態
度
に
二
分
し
、
ま
た
そ
の
対
立
を
中
心

に
し
て
多
く
二
項
対
立
が
組
織
さ
れ
て
い
る
。
萩
原
に
と
っ
て
主
観
的
と
は
、「
自
我
」「
温
熱
の
感
」「
感
情
的
態
度
」で
あ
り
、

ま
た
客
観
的
と
は
、「
非
我
」「
冷
た
く
よ
そ
よ
そ

0

0

0

0

し
い
感
」「
情
味
の
と
ぼ
し
く
、
知
的
要
素
」
で
あ
る
と
さ
れ
る）

16
（

。

　
　

芸
術
上
の
主
観
主
義
と
は
、
感
情
の
意
志
を
強
調
す
る
態
度
を
言
ひ
、
客
観
主
義
と
は
情
意
を
排
し
、
冷
静
な
知
的
の

　
　

態
度
に
よ
つ
て
、
世
界
を
、
無
関
心
に
観
照
す
る
態
度
を
言
ふ）

17
（

。

こ
の
よ
う
に
規
定
さ
れ
る
主
観
主
義
と
客
観
主
義
の
対
立
は
、
音
楽
／
美
術
、
歌
う
／
描
写
す
る
、
浪
漫
派
／
自
然
派
、
主

観
の
感
情
を
表
す
た
め
の
内
面
の
観
照
／
観
照
の
た
め
の
観
照
、
詩
人
／
小
説
家
、
詩
的
精
神
／
散
文
的
の
も
の
、「
非
所

有
へ
の
あ
こ
が
れ
」
／
「
現
存
し
て
い
る
も
の
」
の
よ
う
に
変
奏
さ
れ
な
が
ら
論
が
展
開
し
て
い
く
。
萩
原
の
狙
い
は
、

「
現ザ

イ
ン存

し
な
い
も
の
」
を
「
欲
情
」
し
、
生
活
の
中
か
ら
生
ま
れ
る
「
夢
」
を
「
熱
情
」
す
る
「
浪ロ

マ
ン
チ
シ
ズ
ム

漫
主
義
」
で
あ
る
主
観

主
義
を
肯
定
し
、
そ
こ
に
音
楽
性
の
高
い
（
と
さ
れ
る
）
抒
情
詩
を
割
り
当
て
る
こ
と
に
あ
る）

18
（

。
そ
の
た
め
に
詩
の
内
容
と

形
式
は
、
以
下
の
よ
う
に
規
定
さ
れ
る
。

　

詩
の
内
容
は
、
主
観
が
、
感
情
や
気
分
を
直
接
的
に
叫
ぶ
こ
と
で
露
出
さ
せ
た
も
の
に
本
質
が
あ
る
と
さ
れ
る
。

　
　

詩
の
内
容
す
る
も
の
は
、
常
に
主
観
の
呼
び
か
け
る
絶
叫

0

0

で
あ
り
、
祈
禱
で
あ
り
、
そ
し
て
要
す
る
に
純
一
の
感
情―

　
　

気
分
、
情
調
、
パ
ツ
シ
ヨ
ー
ン
で
あ
る
。〔
…
…
〕
そ
し
て
よ
り
純
粋
の
詩
ほ
ど
、
よ
り
観
念
が
気
分
や
情
調
の
中
に

（
14
）
同
論
文
、
三
一
頁
。

（
15
）
斉
藤
茂
吉
「
短
歌
声
調
論
」、『
斉
藤
茂
吉
選

集　

第
一
七
巻
』、
岩
波
書
店
、
一
九
八
二
年
、

二
一
八
頁
。

（
16
）
萩
原
朔
太
郎
『
詩
の
原
理
』、
引
用
は
『
萩
原

朔
太
郎
全
集 

第
六
巻
』、
筑
摩
書
房
、
昭
和
五
〇

（
一
九
七
五
）
年
、
二
〇
頁
よ
り
。
強
調
原
文
。

以
下
、『
詩
の
原
理
』
の
引
用
は
全
て
『
萩
原
朔

太
郎
全
集
』
か
ら
で
あ
る
。

（
17
）
萩
原
朔
太
郎
『
詩
の
原
理
』、
二
一
頁
。

（
18
）
萩
原
朔
太
郎
『
詩
の
原
理
』、
三
一
頁
。
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融
け
て
い
る）

19
（

。

「
絶
叫
」と
い
う
点
に
、伊
藤
左
千
夫
の
歌
論
と
の
類
似
が
見
ら
れ
よ
う
。こ
の
内
容
を
詩
的
な
形
式
に
反
映
さ
せ
る
に
あ
た
っ

て
、
萩
原
は
「
韻
文
」
を
広
く
解
釈
す
る
。

　

萩
原
に
と
っ
て
感
情
や
気
分
を
直
接
的
に
吐
露
し
得
る
ジ
ャ
ン
ル
は
（
抒
情
）
詩
で
あ
り
、
そ
の
形
式
は
音
楽
性
の
高
い

韻
文
で
あ
る
。
し
か
し
韻
文
と
は
言
っ
て
も
、
七
五
や
五
七
と
い
っ
た
型
に
と
ら
わ
れ
ず
、
自
由
詩
に
お
け
る
韻
文
の
可
能

性
が
探
究
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
萩
原
は
韻
文
を
、「
大
体
と
し
て
根
本
の
音
楽
原
理
〔
＝
拍
節
の
形
式
を
持
つ
こ
と
〕

に
適
つ
て
ゐ
る
と
こ
ろ
の―

し
た
が
つ
て
耳
に
美
し
い
響
き
を
感
じ
さ
せ
る
と
こ
ろ
の―

一
種
の
節
を
も
つ
た
文
章）

20
（

」
と
広

く
定
義
す
る
。
つ
ま
り
「
耳
に
美
し
い
響
き
」
を
感
じ
さ
せ
る
な
ら
ば
、
音
数
に
関
わ
ら
ず
韻
文
で
あ
る
こ
と
に
な
り
、
そ

れ
に
よ
り
広
い
範
囲
の
詩
が
韻
文
の
中
に
取
り
込
ま
れ
る
の
で
あ
る
。

　

詩
の
内
容
と
形
式
は
以
上
の
よ
う
に
規
定
さ
れ
る
。そ
の
関
係
は
、「
絶
叫
」と
言
わ
れ
て
い
た
よ
う
に
、ま
ず
内
容
が
あ
り
、

形
式
は
そ
の
反
映
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
ま
た
形
式
へ
の
反
映
の
さ
れ
方
に
お
い
て
も
、
知
性
的
で
は
な
く
感
情
的
で
あ
る
こ

と
が
評
価
の
高
い
も
の
と
な
っ
て
い
る）

21
（

。
こ
の
内
容
・
感
情
重
視
と
い
う
点
で
も
、
先
に
述
べ
た
伊
藤
、
土
屋
と
同
様
の
も

の
と
な
っ
て
い
る
。

　

だ
が
伊
藤
た
ち
が
、
五
七
五
七
七
と
い
う
短
歌
の
形
式
を
自
然
に
作
ら
れ
た
形
式
と
し
て
用
い
て
い
た
の
に
対
し
、
萩
原

は
自
由
詩
に
お
け
る
韻
律
、
す
な
わ
ち
形
式
に
お
け
る
自
由
を
柔
軟
に
追
求
し
た
点
に
差
異
は
あ
ろ
う
。
こ
の
点
に
お
い
て

萩
原
の
詩
論
で
は
、
散
文
と
韻
文
の
差
異
が
ほ
と
ん
ど
無
化
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
か
わ
り
に
、
形
式
に
お
け
る
自
由
の
幅
を

広
く
と
っ
た
こ
と
で
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
の
が
、
萩
原
が
「
内イ

ン
ナ部

のア

韻リ
ズ
ム律

」
と
言
う
と
こ
ろ
の
、
内
面
の
リ
ズ
ム
で
あ
る
。

　

萩
原
は
「
リ
ズ
ム
の
話）

22
（

」
に
お
い
て
、
リ
ズ
ム
の
意
味
を
狭
義
と
広
義
に
分
け
て
そ
の
違
い
を
論
じ
て
い
る
。
狭
義
の
リ

ズ
ム
と
は
、
高
低
長
短
強
弱
と
い
っ
た
形
式
的
な
音
の
配
置
に
よ
る
言
葉
の
調
子
で
あ
る
。
し
か
し
ア
ク
セ
ン
ト
の
付
け
づ

ら
い
日
本
語
に
お
い
て
は
、リ
ズ
ム
は
「
調
子
」
で
は
な
く
「
色

ニ
ュ
ア
ン
ス調

」
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
る
と
萩
原
は
述
べ
る）

23
（

。
こ
の
「
色

調
」
に
よ
る
韻
律
が
、
萩
原
の
言
う
広
義
の
リ
ズ
ム
で
あ
る
。
こ
の
場
合
の
「
色
調
」
と
は
、「
農
民
」
と
「
百
姓
」、「
私
」

と
「
己
」
と
い
う
よ
う
に
意
味
的
に
は
重
な
り
つ
つ
も
、
感
覚
に
異
な
る
印
象
を
与
え
る
と
こ
ろ
の
も
の
を
指
し
て
い
る
。

こ
の
調
子
で
は
な
く
、「
感
じ
」
が
も
た
ら
す
と
こ
ろ
の
「
心
の
中
の
韻リ

ズ
ム律

」「
無
形
韻リ

ズ
ム律

」）
24
（

こ
そ
が
、
萩
原
の
言
う
「
内
部

の
韻
律
」
で
あ
る）

25
（

。

　

よ
く
知
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
萩
原
を
一
躍
有
名
に
し
た
『
月
に
吠
え
る
』
序
文
で
も
、
す
で
に
次
の
よ
う
に
言
わ
れ
て

（
19
）
萩
原
朔
太
郎
『
詩
の
原
理
』、
九
二
頁
。
傍
点

引
用
者
。

（
20
）
萩
原
朔
太
郎
『
詩
の
原
理
』、
一
〇
二
頁
。

（
21
）「
さ
れ
ば
詩
的
表
現
の
特
色
は
、
要
す
る
に
言

語
が
「
知
性
の
意
味｣

で
使
用
さ
れ
ず
、
主
と
し

て
「
感
情
の
意
味
」
で
訴
へ
ら
れ
て
ゐ
る
と
い
ふ

こ
と
の
、根
本
の
原
理
に
尽
さ
れ
て
い
る
。〔
…
…
〕

／
そ
れ
故
に
詩
の
表
現
形
式
は
、
単
に
音
律
計
り

で
な
く
、
音
律
以
外
の
言
語
的
要
素
（
語
感
、
語

情
）
と
相
待
つ
て
、
始
め
て
完
全
す
る
こ
と
を
知

る
で
あ
ら
う
。」、『
詩
の
原
理
』、
一
一
〇
頁

（
22
）
萩
原
朔
太
郎
「
リ
ズ
ム
の
話
」、『
短
歌
雑
誌
』

第
三
巻
第
四
号
、
大
正
一
〇
（
一
九
二
一
）
年

一
二
月
号
、
引
用
は
『
萩
原
朔
太
郎
著
作
集
第
六

巻
』
よ
り
。

（
23
）
萩
原
朔
太
郎
「
リ
ズ
ム
の
話
」、
三
三
五
頁
。

（
24
）
萩
原
朔
太
郎
「
リ
ズ
ム
の
話
」、
順
に
三
三
七

頁
、
三
四
三
頁
。

（
25
）
安
智
史
は
、
萩
原
朔
太
郎
が
一
九
二
〇
年
代

中
ご
ろ
に
、
音
の
響
き
を
論
じ
る
に
あ
た
っ
て
そ

の
視
座
を
「
リ
ズ
ム
」
か
ら
「
調
べ
」
へ
と
転
換

し
た
と
述
べ
て
い
る
（
安
智
史
『
萩
原
朔
太
郎
と

い
う
メ
デ
ィ
ア―

ひ
き
裂
か
れ
る
近
代
／
詩
人
』、

森
話
社
、
二
〇
〇
八
年
、
第
一
章
‐
Ⅲ
）。
そ
の

観
点
か
ら
す
れ
ば
、『
詩
の
原
理
』
と
「
リ
ズ
ム

の
話
」
あ
る
い
は
『
月
に
吠
え
る
』
を
同
列
に
扱

う
こ
と
は
で
き
な
い
。
だ
が
響
き
か
ら
感
じ
ら
れ

る
ニ
ュ
ア
ン
ス
を
重
視
す
る
点
で
萩
原
は
一
貫
し

て
お
り
、本
節
の
記
述
も
問
題
は
な
い
と
考
え
る
。
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い
た
。

　
　

私
の
心
の
「
か
な
し
み
」「
よ
ろ
こ
び
」「
さ
び
し
み
」「
お
そ
れ
」
そ
の
他
言
葉
や
文
章
で
は
言
い
現
は
し
が
た
い
複

　
　

雑
し
た
特
種
の
感
情
を
、
私
は
自
分
の
詩
の
リ
ズ
ム
に
よ
つ
て
表
現
す
る
。
併
し
リ
ズ
ム
は
説
明
で
は
な
い
。
リ
ズ
ム

　
　

は
以
心
伝
心
で
あ
る
。
そ
の
リ
ズ
ム
を
無
言
で
感
知
す
る
こ
と
の
出
来
る
人
と
の
み
、
私
は
手
を
と
つ
て
語
り
合
ふ
こ

　
　

と
が
で
き
る）

26
（

。

こ
の『
月
に
吠
え
る
』の
序
文
で
は
、自
由
詩
に
お
け
る
韻
律
や「
内
部
の
韻
律
」に
つ
い
て
言
わ
れ
て
は
い
な
い
。だ
が「
感
情
」

を
「
説
明
」
抜
き
で
「
以
心
伝
心
」
さ
せ
る
も
の
と
し
て
「
リ
ズ
ム
」
が
捉
え
ら
れ
て
お
り
、ま
た
そ
の
「
リ
ズ
ム
」
は
「
無

言
で
感
知
」
さ
れ
る
も
の
だ
と
言
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
こ
こ
で
の
「
リ
ズ
ム
」
も
、
型
に
は
ま
ら
な
い
無
定
形
な

も
の
で
あ
り
、
感
情
を
直
接
的
に
露
出
さ
せ
る
非
知
性
的
で
非
意
味
的
な
も
の
、
す
な
わ
ち
「
イ
ン
ナ
ア
リ
ズ
ム
」
で
あ
る

こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
萩
原
の
詩
論
に
対
し
て
、小
野
は
、『
詩
論
』
発
表
の
五
年
前
、そ
し
て
萩
原
の
『
詩
の
原
理
』
の
九
年
後
に
「
萩

原
朔
太
郎
論
」
を
執
筆
し
て
い
る
。
小
野
は
次
の
よ
う
に
書
き
出
し
て
い
る
。

　
　

こ
の
世
の
中
に
は
、
或
種
の
人
間
の
胸
に
は
、
絶
対
に
受
け
容
れ
ら
れ
な
い
音
楽
性
が
あ
る
。
同
時
に
又
、
か
つ
て
は

　
　

そ
れ
に
大
い
に
感
動
し
な
が
ら
、
今
で
は
も
う
そ
の
音
色
、
響
き
を
聞
き
、
想
像
し
た
だ
け
で
も
虫
唾
が
走
り
、
嘔
気

　
　

を
催
ほ
さ
し
め
る
態
の
韻
律
も
あ
る）

27
（

。

過
去
に
お
い
て
感
動
し
、
今
は
吐
き
気
を
催
す
者
の
一
人
が
小
野
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
小
野
は
『
赤
と
黒
』
に
参

加
す
る
以
前
に
書
い
た
詩
を
、
多
田
不
二
に
萩
原
朔
太
郎
の
模
倣
だ
と
切
り
捨
て
ら
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な

嫌
悪
を
覚
え
さ
せ
る
「
何
と
も
形
容
の
な
い
い
や
ー
な

0

0

0

0

音
韻
の
調
子）

28
（

」
の
抒
情
詩
を
書
く
代
表
者
に
萩
原
朔
太
郎
が
お
り
、

彼
か
ら
影
響
を
受
け
た
者
と
し
て
、
小
野
十
三
郎
が
い
た
の
で
あ
る
。

　

生
の
感
情
の
上
に
詩
が
根
ざ
す
べ
き
だ
と
す
る
萩
原
の
主
張
に
は
、
小
野
は
同
意
し
て
い
る
。
だ
が
そ
の
感
情
に
、「
社

会
的
階
級
的
性
質
」「
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
基
礎
」
が
あ
る
こ
と
を
萩
原
が
見
な
い
こ
と
を
小
野
は
批
判
す
る
。
加
え
て
萩
原

の
言
う
「
音
楽
性
」
も
純
粋
で
は
あ
り
え
ず
、「
こ
の
韻
律
の
色
彩
、
抑
揚
の
メ
リ
ハ
リ
、
調
子
の
中
に
、
最
も
深
刻
に
、

（
26
）
萩
原
朔
太
郎
『
月
に
吠
え
る
』、
感
情
詩
社
、

大
正
六
（
一
九
一
七
）
年
。
引
用
は
『
萩
原
朔

太
郎
全
集　

第
一
巻
』、
筑
摩
書
房
、
昭
和
五
〇

（
一
九
七
五
）
年
、
一
一
頁
よ
り
。

（
27
）
小
野
十
三
郎
「
萩
原
朔
太
郎
論
」、『
文
学
界
』

昭
和
一
二
（
一
九
三
七
）
年
一
一
月
号
、引
用
は
、

日
本
文
学
研
究
資
料
刊
行
会
編
『
萩
原
朔
太
郎
』、

有
精
堂
出
版
、
一
九
七
一
年
、
六
二
頁
よ
り
。
以

下
同
様
。

（
28
）
小
野
十
三
郎
「
萩
原
朔
太
郎
論
」、
六
二
頁
。
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真
実
の
意
味
に
於
け
る
そ
の
詩
人
の
社
会
的
現
実
に
対
す
る
認
識
の
有
無
、
或
は
そ
の
認
識
の
相
違
が
反
映
し
て
ゐ
て
」
い

る
と
述
べ
て
い
る）

29
（

。

　

内
容
だ
け
で
な
く
形
式
も
、
あ
る
時
代
の
階
級
に
属
す
人
の
感
情
を
表
す
も
の
に
過
ぎ
ず
、
抒
情
を
一
般
化
す
る
こ
と
は
、

実
際
上
の
階
級
対
立
等
を
隠
ぺ
い
す
る
こ
と
で
し
か
な
い
。
小
野
が
聴
き
取
っ
た
「
い
や
ー
な
音
韻
の
調
子
」
と
は
、
そ
の

よ
う
な
感
情
や
そ
の
表
現
と
し
て
の
形
式
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
性
に
他
な
ら
な
い
。
ア
ナ
キ
ズ
ム
運
動
に
参
加
し
、
ま
た
大
阪

に
「
敗
走
」
し
た
か
ら
こ
そ
、
抒
情
の
政
治
性
が
よ
く
見
え
た
の
だ
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
ゆ
え
生
の
感
情
を
表
現
す
る
た
め

に
は
、
こ
の
生
活
感
情
の
社
会
性
、
階
級
性
を
批
判
す
る
必
要
が
あ
る
と
小
野
は
論
じ
る
。

　
　

萩
原
朔
太
郎
氏
の
方
式
の
非
科
学
性
を
批
判
す
る
こ
と
は
、
結
局
、
今
日
の
詩
に
於
け
る
レ
ア
リ
ズ
ム
と
ロ
マ
ン
チ
シ

　
　

ズ
ム
の
社
会
性
と
未
来
性
を
批
判
し
、
レ
ア
リ
ス
ト
の
夢
を
、
ロ
マ
ン
チ
ス
ト
の
夢
の
上
に
お
つ
か
ぶ
せ
る
こ
と
で
あ

　
　

る）
30
（

。

小
野
の
こ
の
議
論
に
お
い
て
、『
詩
論
』
の
モ
チ
ー
フ
が
芽
生
え
て
い
る
こ
と
は
容
易
に
読
み
取
れ
る
。
し
か
し
結
局
の
と

こ
ろ
音
楽
性
が
ど
の
よ
う
に
現
実
や
階
級
を
反
映
す
る
の
か
は
、
残
念
な
が
ら
こ
れ
以
上
論
じ
ら
れ
て
い
な
い
。

　

こ
の
こ
と
に
関
連
し
た
も
の
と
し
て
、
戦
後
小
野
は
「
ル
オ
ー
の
神
」
と
い
う
エ
ッ
セ
イ
で
は
、
外
部
に
向
か
う
眼
と
、

内
部
の
「
眼
」
な
い
し
内
部
の
「
声
」
と
い
う
対
立
を
用
い
て
次
ぎ
の
よ
う
に
論
じ
て
い
る
。

　
　

外
部
に
向
か
っ
て
ひ
ろ
が
り
発
展
せ
ず
に
、
ひ
た
す
ら
内
部
に
向
け
ら
れ
る
視
覚
は
、
幻
想
的
な
形
象
や
象
徴
的
な
形

　
　

象
を
む
す
ば
ざ
る
を
得
な
く
な
る
。
か
か
る
幻
想
性
や
象
徴
性
の
美
的
内
容
が
多
く
の
場
合
「
神
」
で
あ
る
こ
と
は
、

　
　

現
代
詩
に
お
い
て
も
同
様
で
あ
る
。
私
は
こ
の
画
家
や
詩
人
の
知
性
や
思
想
を
育
成
す
る
も
の
は
、
決
し
て
私
た
ち
自

　
　

身
の
内
部
の
絶
対
的
な
声
な
ど
で
は
な
く
て
、〔
…
…
〕
広
く
且
つ
正
確
に
対
象
を
、
ま
た
大
き
く
云
え
ば
現
実
を
直

　
　

視
し
得
る
眼
の
中
に
あ
る
と
思
う
の
で
あ
る）

31
（

。

小
野
は
内
的
な
「
眼
」
と
「
声
」
を
さ
ほ
ど
区
別
し
て
い
な
い
が
、
そ
れ
ら
は
内
に
向
か
い
、「
幻
想
的
」
な
形
象
を
生
み

出
す
作
用
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
「
神
」
と
は
そ
の
よ
う
な
形
象
が
美
の
判
断
基
準
と
な
っ
た
場
合
の
こ
と
を
指

し
て
い
る
。
そ
の
内
的
な
声
が
現
実
を
直
視
せ
ず
に
、韻
律
と
い
う
「
音
楽
」
と
結
び
つ
く
と
き
、外
部
が
歪
曲
さ
れ
る
。「
神

（
29
）小
野
十
三
郎「
萩
原
朔
太
郎
論
」、六
五-

六
頁
。

（
30
）
小
野
十
三
郎
「
萩
原
朔
太
郎
論
」、
六
七
頁
。

（
31
）「
ル
オ
ー
の
神
」『
短
歌
的
抒
情
』、
創
元
社
、

一
九
五
三
年
（『
著
作
集
第
二
巻
』
五
七
一
頁
か

ら
引
用
）。
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は
隙
あ
ら
ば
「
音
楽
」
と
い
う
浪
漫
的
要
素
に
扮
装
し
て
私
た
ち
の
精
神
の
内
部
に
し
の
び
こ
も
う
と
し
て
い
る
。
そ
れ
が

座
を
占
め
る
と
視
覚
は
た
ち
ま
ち
狂
う
の
で
あ
る）

32
（

。」。「
幻
想
的
」
に
形
象
化
さ
れ
た
も
の
が
「
神
」
と
化
す
こ
と
と
、「
内

部
の
声
」
が
絶
対
化
さ
れ
「
神
の
声
」
と
な
る
こ
と
、
換
言
す
れ
ば
形
象
と
形
象
化
作
用
の
間
の
循
環
に
よ
っ
て
、
外
部
は

抹
消
さ
れ
内
に
取
り
込
ま
れ
る
。
要
す
る
に
外
部
に
対
す
る
認
識
を
ゆ
が
め
て
し
ま
う
点
に
、
小
野
が
批
判
す
る
「
音
楽
」

と
し
て
の
短
歌
的
抒
情
の
本
質
的
な
問
題
も
あ
る
の
で
あ
る
。
で
は
こ
の
短
歌
的
抒
情
の
働
き
に
対
し
て
、ど
の
よ
う
な「
批

評
」
が
対
置
さ
れ
る
の
か
に
目
を
向
け
て
い
き
た
い
。

　
　

第
二
節
．
「
批
評
」―

言
葉
、
生
活
、
素
朴
さ
、
科
学

　

外
部
を
情
緒
化
し
、
内
に
取
り
込
ん
で
し
ま
う
短
歌
的
抒
情
に
対
し
て
、
小
野
が
対
置
す
る
の
が
外
部
の
解
放
を
目
指
す

「
異
構
造
の
詩
」（『
詩
論
』
一
五
〇
）
で
あ
る
。
そ
の
異
質
な
詩
を
創
出
す
る
た
め
に
介
在
さ
せ
る
の
が
「
批
評
」
で
あ
る
。

そ
の
批
評
観
に
つ
い
て
小
野
が
直
接
的
に
述
べ
た
箇
所
と
し
て
、『
詩
論
』
一
五
を
引
用
し
て
お
き
た
い
。

　
　

現
代
詩
に
具
わ
る
新
し
い
日
本
的
性
格
と
は
、
一
口
に
言
え
ば
「
批
評
」
で
あ
る
。
時
代
と
自
己
と
の
間
隙
を
塞
ぐ
意

　
　

欲
的
な
批
判
精
神
を
私
は
挙
げ
た
い
。
日
本
古
来
の
詩
歌
の
伝
統
に
、
そ
う
い
う
精
神
が
全
然
な
か
っ
た
わ
け
で
は
な

　
　

い
が
、
そ
れ
は
「
自
然
」
の
智
慧
に
よ
っ
て
中
和
さ
れ
て
い
た
た
め
に
、
か
か
る
間
隙
に
、
際
立
っ
た
矛
盾
や
対
立
は

　
　

見
ら
れ
な
か
っ
た
。〔
…
…
〕「
自
然
」
の
智
慧
が
後
退
す
る
と
き
、環
境
と
自
己
と
の
対
峙
は
必
然
的
に
尖
鋭
化
す
る
。

　
　

詩
に
於
け
る
自
然
の
位
置
は
次
第
に
不
安
定
と
な
り
、
反
対
に
現
実
社
会
の
圧
力
は
益
々
強
大
と
な
っ
て
、
智
慧
は
そ

　
　

の
素
朴
な
形
で
自
然
の
中
に
静
止
し
て
い
る
こ
と
が
出
来
な
く
な
る
。「
批
評
」
は
荒
々
し
く
詩
の
表
面
に
躍
り
出
て
、

　
　

そ
の
内
容
の
非
等
質
性
と
非
親
和
性
は
古
来
の
詩
形
式
を
拒
否
し
、
む
し
ろ
生
理
的
な
嫌
悪
感
を
も
っ
て
、
古
い
声
調

　
　

や
韻
律
に
立
ち
向
か
う
。
か
か
る
粗
剛
な
る
批
評
精
神
の
発
動
を
感
じ
得
な
い
も
の
に
は
、
抒
情
の
変
革
と
い
う
こ
と

　
　

は
何
の
意
味
も
な
い
だ
ろ
う
。

ま
ず「
批
評
」と
は
、「
時
代
と
自
己
と
の
間
隙
を
塞
ぐ
」も
の
で
あ
る
と
規
定
が
な
さ
れ
て
い
る
。
こ
の「
時
代
」は
、ま
た
、「
環

境
」
や
「
現
実
社
会
」
と
も
言
い
換
え
ら
れ
て
お
り
、
時
間
的･

空
間
的
な
あ
る
範
囲
の
中
で
「
自
己
」
を
取
り
巻
い
て
い

（
32
）「
ル
オ
ー
の
神
」、
五
七
一
頁
。
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る
も
の
と
い
う
認
識
が
あ
る
。
と
こ
ろ
で
「「
自
然
」
の
智
慧
」
が
働
い
て
い
る
時
に
は
、こ
の
よ
う
な
断
絶
の
意
識
は
「
中

和
」
さ
れ
現
れ
て
こ
な
い
。
だ
と
す
れ
ば
「「
自
然
」
の
智
慧
」
と
は
、「
時
代
」
と
「
自
己
」
を
矛
盾
な
く
調
和
さ
せ
て
し

ま
う
も
の
を
意
味
す
る
。

　

そ
の
よ
う
な
「
智
慧
」
と
関
連
付
け
ら
れ
て
い
る
の
が
、
引
用
に
お
い
て
は
、「
日
本
古
来
の
詩
歌
の
伝
統
」、「
古
来
の

詩
形
式
」、「
古
い
声
調
や
韻
律
」
と
い
う
、
総
じ
て
小
野
が
「
短
歌
的
抒
情
」
と
呼
ぶ
も
の
で
あ
る
。
で
は
何
故
「
短
歌
的

抒
情
」
が
自
然
の
位
置
を
安
定
さ
せ
、
時
代
と
自
己
の
対
立
を
「
中
和
」
さ
せ
る
の
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
前
節
で
述
べ
た
、

外
部
を
情
緒
化
し
内
に
取
り
込
む
と
い
う
こ
と
と
関
連
し
て
い
る
。『
古
今
和
歌
集
』
を
具
体
例
に
挙
げ
る
な
ら
ば
、〈
久
方

の
ひ
か
り
の
ど
け
き
春
の
日
に　

し
づ
こ
こ
ろ
な
く
花
の
ち
る
ら
む
〉
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
、「
春
」
と
い
え
ば
「
鶯
」、「
春

霞
」、「
梅
の
花
」、「
桜
」
…
と
い
っ
た
連
想
の
体
系
を
構
築
し
、
そ
れ
が
誕
生
あ
る
い
は
別
離
や
死
別
の
メ
タ
フ
ィ
ジ
ッ
ク

な
イ
メ
ー
ジ
を
醸
し
出
す
よ
う
に
「
自
然
」
を
制
度
化
す
る
た
め
で
あ
る
。
要
す
る
に
「
智
慧
」
と
は
、
短
歌
そ
し
て
短
歌

的
抒
情
に
有
用
と
な
る
よ
う
、
自
然
を
制
御
・
運
用
す
る
も
の
で
あ
る
。
小
野
は
そ
れ
を
「
詩
人
と
特
約
を
交
わ
し
た
風
景
」

（『
詩
論
』
三
〇
）
と
言
っ
て
い
る
。

　

し
か
し
小
野
が
「
時
代
」
と
言
っ
た
の
は
、
自
己
を
取
り
巻
く
環
境
が
時
間
と
共
に
変
化
す
る
と
い
う
こ
と
、
そ
の
た
め

一
つ
の
詩
を
支
え
る
思
想
は
、
歴
史
的
な
相
対
性
を
帯
び
て
い
る
こ
と
を
示
す
た
め
で
も
あ
る
。
そ
の
変
動
す
る
「
時
代
」

に
対
し
て
「
古
い
声
調
や
韻
律
」
に
留
ま
る
こ
と
は
、
対
立
を
激
化
さ
せ
る
こ
と
で
し
か
な
く
、「
間
隙
」
を
開
い
た
ま
ま

に
す
る
。
だ
か
ら
詩
に
お
け
る
自
然
の
位
置
は
安
定
せ
ず
に
、
代
わ
り
に
現
実
社
会
か
ら
の
圧
力
が
増
す
の
で
あ
る
。
そ
の

た
め
「
時
代
」
と
「
自
己
」
の
対
峙
と
は
、
外
部
的
な
自
然
と
内
部
的
な
「
自
然
」
の
対
立
が
激
化
し
た
状
況
の
こ
と
だ
と

言
い
換
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
だ
か
ら
こ
そ
、「
時
代
」
に
そ
ぐ
わ
な
く
な
っ
た
「
智
慧
」
を
支
え
る
「
古
い
声
調
や
韻
律
」

を
拒
否
し
、「
抒
情
の
変
革
」
に
取
り
組
み
、
自
己
と
現
実
の
断
絶
を
新
た
に
繋
ぐ
こ
と
、
そ
れ
が
小
野
の
「
批
評
」
の
本

質
を
な
す
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

　

で
は
「
間
隙
を
塞
ぐ
」「
批
評
」
は
、
ど
の
よ
う
に
「
時
代
」
と
「
自
己
」
を
繋
ぐ
と
考
え
ら
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

　
　

詩
の
科
学
が
言
葉
の
機
能
に
の
み
集
中
さ
れ
、
そ
こ
に
回
帰
し
て
思
考
せ
ら
れ
る
時
代
は
、
詩
に
と
っ
て
不
幸
な
時
代

　
　

で
あ
る
。
言
葉
は
む
し
ろ
忘
れ
ら
れ
て
い
る

0

0

0

0

0

0

0

状
態
こ
そ
理
想
で
あ
る
。
生
活
が
持
つ
自
ら
な
る
体
系
が
あ
っ
て
、
そ
れ

　
　

が
詩
の
科
学
の
中
に
特
別
に
眼
立
た
な
い
が
安
定
し
て
い
る
こ
と
。
私
は
そ
う
い
う
素
朴
さ
を
想
像
す
る
。〔
…
…
〕　

　

   

科
学
を
欠
い
て
も
又
、
科
学
だ
け
で
も
ほ
ん
と
う
の
素
朴
さ
と
い
う
も
の
は
成
立
し
な
い
の
だ
。
こ
れ
が
素
朴
さ
の
条



117  　第四章　小野十三郎『詩論』と金時鐘の関係

　
　

件
で
あ
る
。
或
は
、
そ
こ
に
構
想
力
と
し
て
の
「
科
学
」
の
真
実
の
意
味
が
あ
る
と
も
云
え
る
。（『
詩
論
』
六
七
（
強

　
　

調
小
野
）

小
野
の
『
詩
論
』
の
最
も
独
創
的
な
地
点
に
触
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
こ
の
箇
所
に
お
い
て
、キ
ー
タ
ー
ム
と
な
る
の
は
「
言

葉
」、「
生
活
」、「
素
朴
さ
」、「
科
学
」
で
あ
ろ
う
。

　

小
野
に
よ
る
と
、「
素
朴
さ
」
は
、「
自
然
そ
の
ま
ま
で
は
な
く
、
つ
ね
に
自
然
の
秩
序
の
中
の
或
る
偏
向
」（『
詩
論
』

一
〇
九
）
を
伴
っ
て
表
現
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
場
合
の
「
自
然
」
と
は
、
も
ち
ろ
ん
精
神
化
さ
れ
た
内
的
「
自
然
」

で
あ
り
、「
偏
向
」
は
そ
こ
か
ら
の
逸
脱
を
意
味
す
る
。
そ
し
て
こ
の
内
的
「
自
然
」
の
秩
序
か
ら
逸
脱
さ
せ
る
も
の
こ
そ
、

小
野
の
言
う
「
科
学
」
で
あ
る
。「
自
然
」
か
ら
の
逸
脱
が
外
部
と
し
て
の
自
然
に
向
か
う
こ
と
で
あ
る
な
ら
ば
、「
素
朴
さ
」

と
は
、
こ
の
「
詩
の
科
学
」
の
中
で
実
現
さ
れ
る
「
生
活
の
体
系
」
の
自
立
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
で
は
こ
の
「
偏
向
」
さ
せ

る
「
科
学
」
は
、
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
『
詩
論
』
に
は
様
々
な
二
項
対
立
が
現
わ
れ
る
。
目
に
付
き
や
す
い
も
の
だ
け
列
挙
し
て
も
、短
歌
／
現
代
詩
、散
文
／
詩
、

音
楽
／
絵
画
、
精
神
／
物
、
地
方
／
都
市
、
詩
的
思
考
／
形
式
的
観
念
的
思
考
、
現
在
／
反
現
在
（
ユ
ー
ト
ピ
ア
）、
乾
き

／
湿
潤
、
汚
れ
／
高
貴
、
日
常
言
語
／
詩
的
言
語
、
音
楽
／
イ
メ
ー
ジ
、
内
部
／
外
部
…
…
、
と
い
っ
た
多
く
の
例
を
挙
げ

る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
ら
二
項
対
立
は
全
て
、
観
念
的
な
「
自
然
」
の
秩
序
か
ら
「
偏
向
」
を
な
す
た
め
の
土
台
を
な
す

も
の
だ
が
、
基
本
的
な
考
え
方
は
、
例
え
ば
『
詩
論
』
二
八
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
一
見
シ
ン
プ
ル
な
も
の
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
「
湿
潤
」
と
い
う
も
の
が
ほ
ん
と
う
に
在
る
た
め
に
は
「
乾
燥
」
を
必
要
と
し
、
ま
た
逆
も
然
り
、
と
い
う
も
の

で
あ
る
。
つ
ま
り
「
安
全
」
を
論
ず
る
に
は
「
危
険
」
を
必
要
と
し
、「
友
」
を
論
ず
る
に
は
「
敵
」
を
必
要
と
す
る
よ
う

に
、
対
立
を
作
り
だ
す
こ
と
で
相
互
に
照
射
し
あ
い
、
双
方
を
対
象
化
し
て
い
く
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
こ
れ
ま
で
用

い
て
き
た
外
部
／
内
部
で
も
同
様
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
前
節
で
も
触
れ
た
よ
う
に
、
外
部
を
直
視
す
る
こ
と
で
内
部
と
の
境

界
を
鮮
明
に
し
、両
者
を
対
象
化
す
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
こ
の
対
立
は
、対
立
の
ま
ま
に
留
ま
ら
な
い
。
例
え
ば
、『
詩
論
』

の
顔
と
も
言
う
べ
き
断
章
一
で
言
わ
れ
て
い
る
詩
的
思
考
と
形
式
的
思
考
の
対
立
は
、
そ
れ
ら
が
互
い
に
他
方
へ
転
移
し
て

し
ま
う
不
安
定
さ
を
内
に
持
つ
と
さ
れ
る
。
他
に
も
詩
と
散
文
の
関
係
に
つ
い
て
述
べ
た
『
詩
論
』
二
や
、
都
市
と
地
方
に

つ
い
て
述
べ
た
一
八
に
お
い
て
も
、
同
様
な
不
安
定
さ
に
つ
い
て
触
れ
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
を
外
部
／
内
部
に
適
用
す
れ
ば

次
の
よ
う
に
な
ろ
う
。
外
部
／
内
部
に
お
い
て
も
、
外
部
は
容
易
に
内
部
化
さ
れ
う
る
。
だ
が
外
部
は
対
立
を
形
成
す
る
こ

と
で
内
部
を
対
象
化
し
、
そ
う
す
る
こ
と
で
感
情
的
で
直
感
的
な
内
部
を
、
客
観
的
で
そ
れ
ゆ
え
概
念
的
に
把
握
可
能
な
も
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の
へ
と
転
換
さ
せ
う
る
。
換
言
す
れ
ば
内
部
の
対
象
化
と
は
、
そ
れ
を
対
象
と
し
外
在
化

0

0

0

す
る
こ
と
で
、
内
部
は
逆
説
的
に

外
部
で
あ
る
と
い
う
よ
う
な
不
安
定
さ
を
生
み
出
す
こ
と
で
あ
る
。
つ
ま
り
小
野
に
と
っ
て
二
項
対
立
化
は
、
互
い
に
抱
え

こ
み
あ
う
こ
と
で
、
対
立
的
で
あ
る
と
同
時
に
融
合
的
で
も
あ
る
よ
う
な
変
容
性
を
持
つ
も
の
と
し
て
捉
え
ら
れ
る
も
の
で

あ
る
。

　

そ
の
よ
う
な
変
容
性
に
お
い
て
は
、
外
部
と
い
う
他
者
を
抱
え
こ
む
内
部
は
、
不
充
足
化
す
る
。
そ
れ
は
自
足
す
る
内
的

「
自
然
」
に
綻
び
を
与
え
、
そ
こ
か
ら
「
生
活
の
体
系
」、
そ
し
て
物
へ
の
通
路
を
開
く
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
こ
そ
が
精
神
化

さ
れ
た
「
自
然
」
か
ら
の
「
偏
向
」、内
な
る
「
自
然
」
か
ら
の
逸
脱
を
可
能
に
す
る
通
路
で
あ
る
。
例
え
ば
そ
れ
は
「
湿
潤
」

が
「
乾
燥
」
を
抱
え
込
む
こ
と
で
、「
湿
潤
な
風
景
だ
」
と
感
じ
る
こ
と
を
疑
問
に
思
わ
せ
な
い
「
自
然
」
さ
を
異
化
す
る

こ
と
で
あ
る
。
つ
ま
り
詩
人
の
自
然
へ
の
向
か
い
方
の
感
性
、
慣
習
が
異
化
さ
れ
る
こ
と
で
、
感
性
の
あ
り
様
が
対
象
化
さ

れ
る
の
で
あ
る
。
そ
こ
に
内
的
自
然
の
解
体
の
可
能
性
も
包
含
さ
れ
て
い
よ
う
。

　
「
自
然
」
の
破
れ
現
象
を
引
き
起
こ
す
こ
の
二
項
対
立
化
と
い
う
方
法
が
、「
構
想
力
と
し
て
の
科
学
」
で
あ
る
。
そ
し
て

「
素
朴
さ
」
を
実
現
す
る
「
科
学
」
も
、こ
の
「
構
想
力
と
し
て
の
「
科
学
」」
を
指
し
て
い
る
。
こ
の
「
素
朴
さ
の
科
学
」
は
、

「
物
自
体
に
語
ら
せ
る
」
と
い
う
方
法
意
識
と
も
強
く
結
び
つ
い
て
い
る
。

　

先
に
小
野
に
と
っ
て
言
語
は
、「
忘
れ
ら
れ
て
い
る
」
こ
と
が
、
そ
の
理
想
と
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
つ
い
て
は
触
れ
た
。

上
述
し
た
「
科
学
」
か
ら
す
れ
ば
、
こ
の
「
忘
れ
ら
れ
て
い
る
」
と
は
、
内
的
自
然
の
綻
び
か
ら
現
れ
る
「
生
活
」
と
言
語

が
密
着
し
て
い
る
こ
と
を
意
味
し
う
る
。
そ
れ
は
言
語
が
消
失
し
て
い
る
状
態
と
い
う
よ
り
、「
生
活
の
体
系
」
を
現
出
さ

せ
る
に
あ
た
っ
て
、
意
識
さ
れ
な
い
ほ
ど
に
そ
の
透
明
性
が
高
ま
っ
て
い
る
状
態
で
あ
る
。
言
い
換
え
れ
ば
指
示
作
用
が
厳

密
に
限
定
さ
れ
る
こ
と
で
、
対
象
一
つ
一
つ
と
言
葉
が
密
着
し
、
体
系
と
し
て
の
生
活
を
「
安
定
」
的
に
表
現
す
る
こ
と
で

あ
る）
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（

。
こ
の
こ
と
か
ら
、「
素
朴
さ
」
と
は
、
対
象
と
言
語
と
の
密
着
性
が
非
常
に
強
い
状
態
に
あ
る
こ
と
と
言
い
換
え
る

こ
と
が
で
き
よ
う
。
そ
れ
は
「
生
活
の
体
系
」
が
す
ぐ
れ
て
言
語
と
い
う
場
に
あ
り
な
が
ら
も
、
対
象
が
そ
れ
自
体
と
し
て

自
立
し
て
い
る
状
態
を
指
し
て
い
る
。

　

ま
と
め
る
な
ら
ば
小
野
の
「
批
評
」
と
は
、
第
一
に
、
外
部
を
直
視
す
る
こ
と
で
、
内
部
と
の
対
立
を
生
み
出
し
相
互
に

対
象
化
す
る
こ
と
、
そ
し
て
そ
れ
ら
を
異
化
す
る
こ
と
で
、
外
部
を
精
神
化
す
る
内
部
に
綻
び
を
与
え
る
こ
と
で
あ
る
。
第

二
に
、
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
「
物
自
体
に
語
ら
せ
る
」
可
能
性
を
開
き
、「
生
活
」
の
認
識
を
変
え
る
こ
と
で
あ
る
。
要
す

る
に
「
生
活
」
を
開
き
、
認
識
に
反
映
さ
せ
る
こ
と
で
「
時
代
と
自
己
の
間
隙
を
塞
ぐ
」
こ
と
、
そ
れ
が
小
野
の
批
評
な
の

で
あ
る
。

（
33
）
小
野
は
詩
の
翻
訳
つ
い
て
、「
詩
は
そ
れ
が
純

粋
な
も
の
に
な
れ
ば
な
る
ほ
ど
正
し
い
翻
訳
の
可

能
性
が
増
大
す
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
言
い

換
え
れ
ば
純
粋
詩
の
翻
訳
は
可
能
で
あ
る
と
い
う

こ
と
だ
」（『
詩
論
』
五
五
）
と
述
べ
て
い
る
が
、

こ
れ
も
そ
の
独
自
な
言
語
観
に
由
来
す
る
も
の
で

あ
ろ
う
。
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第
三
節
．
「
リ
ズ
ム
」
と
「
批
評
」

　

こ
こ
で
中
間
総
括
的
に
、小
野
の
「
リ
ズ
ム
」
と
「
批
評
」
の
関
係
に
つ
い
て
ま
と
め
て
お
き
た
い
。
小
野
は
「
リ
ズ
ム
」

を
次
の
よ
う
に
も
述
べ
て
い
る
。

　
　

リ
ズ
ム
は
裏
切
ら
な
い
。
リ
ズ
ム
は
批
評
で
あ
り
生
活
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
れ
が
過
去
か
ら
な
が
れ
て
く
る
も
の
で
は

　
　

な
く
、
未
来
か
ら
来
る
も
の
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
リ
ズ
ム
は
い
わ
ゆ
る
生
活
で
は
な
く
生
活
の
可
能
性
で
あ
る
。（『
詩

　
　

論
』
二
二
八
）

こ
こ
で
も
リ
ズ
ム
は
批
評
と
し
て
だ
け
で
な
く
、「
生
活
の
可
能
性
」と
結
び
付
け
ら
れ
て
い
る
。
リ
ズ
ム
と
は
一
般
的
に
は
、

一
定
の
ま
と
ま
り
を
持
つ
音
群
の
周
期
的
な
反
復
の
こ
と
で
あ
る
。
小
野
も
リ
ズ
ム
を
時
間
的
な
も
の
と
し
て
捉
え
て
は
い

る
。
し
か
し
そ
こ
で
言
わ
れ
て
い
る
「
過
去
か
ら
流
れ
て
く
る
」
と
は
、
時
間
の
流
れ
だ
け
で
な
く
、
伝
統
的
な
韻
律
や
抒

情
の
有
り
様
も
指
し
て
い
る
と
み
て
間
違
い
な
い
。

　

伊
藤
や
土
屋
の
歌
論
に
お
い
て
は
、
感
情
の
純
粋
で
モ
ノ
ロ
ー
グ
な
表
出
が
、
純
粋
な
伝
達
を
成
し
遂
げ
、
そ
れ
が
「
感

情
の
共
同
体
」
の
形
成
と
直
結
し
て
い
た
こ
と
を
本
章
第
二
節
で
論
じ
た
。
純
粋
な
表
出
こ
そ
が
、「
感
情
の
共
同
体
」
と

し
て
の
「
情
緒
的
の
生
活
」（
伊
藤
）
を
賦
活
し
続
け
る
と
い
う
わ
け
で
あ
る
が
、
そ
れ
が
あ
た
か
も
「
共
同
体
」
こ
そ
が

声
調
を
支
え
て
い
る
と
い
う
よ
う
に
転
倒
す
る
な
ら
ば
、
リ
ズ
ム
と
し
て
の
韻
律
は
過
去
か
ら
流
れ
て
く
る
も
の
と
な
る
。

伝
統
的
な
韻
律
と
、「
情
緒
的
の
生
活
」
が
支
え
る
声
調
が
結
合
す
る
と
き
、
短
歌
的
抒
情
は
、
伝
統
的
な
も
の
を
開
示
す

る
啓
示
の
真
理
と
し
て
、
感
性
が
向
か
う
方
向
性
を
確
定
す
る
基
調
と
し
て
作
用
す
る
。

　

そ
れ
に
対
し
小
野
の
批
評
と
は
、
短
歌
的
抒
情
と
そ
れ
を
支
え
る
精
神
化
さ
れ
た
「
自
然
」
か
ら
逸
脱
し
な
が
ら
、
ま
た

両
者
の
絆
を
ほ
ど
き
な
が
ら
、
言
語
と
「
生
活
の
体
系
」
の
「
素
朴
」
な
結
合
を
新
た
に
構
想
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
た

め
に
こ
の
批
評
は
短
歌
的
声
調
と
は
異
な
り
、「
物
自
体
に
語
ら
せ
る
」
と
い
う
方
法
論
を
通
じ
て
「
生
活
」
へ
沈
潜
し
て

い
く
も
の
で
あ
っ
た
。「
生
活
の
可
能
性
」
と
は
、
そ
の
よ
う
な
沈
潜
を
通
じ
て
、
掘
り
起
こ
さ
れ
て
く
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

　

ま
た
第
二
節
で
「
批
評
」
に
よ
っ
て
更
新
さ
れ
た
生
活
感
覚
を
、結
晶
化
し
詩
的
に
反
映
し
た
も
の
が
小
野
の
「
リ
ズ
ム
」
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だ
と
論
じ
て
お
い
た
が
、
小
野
は
別
の
と
こ
ろ
で
次
の
よ
う
に
も
述
べ
て
い
る
。

　
　

詩
の
リ
ズ
ム
と
い
う
も
の
は
、
流
れ
る
よ
う
な
リ
ズ
ム
で
は
な
く
、
か
た
ま
る
よ
う
な
リ
ズ
ム
で
あ
る
。
言
葉
の
調
子
、

　
　

波
動
に
よ
っ
て
音
楽
の
よ
う
に
は
流
れ
ず
、
一
箇
の
造
型
が
う
ち
に
秘
め
て
い
る
よ
う
な
凝
結
し
た
リ
ズ
ム
だ）

34
（

。

流
れ
な
い
リ
ズ
ム
と
い
う
の
は
、
運
動
を
前
提
に
し
な
い
点
で
、
そ
の
一
般
的
な
定
義
か
ら
外
れ
て
い
る
。
し
か
し
小
野
に

と
っ
て
流
れ
る
リ
ズ
ム
と
は
、
常
に
伝
統
的
な
韻
律
や
調
子
が
も
た
ら
す
意
識
の
流
れ
と
し
て
考
え
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
た

め
「
か
た
ま
る
リ
ズ
ム
」
と
は
、
内
部
へ
回
帰
し
な
い
た
め
の
抵
抗
を
示
唆
し
て
い
る
。
小
野
の
言
う
批
評
に
は
物
と
言
語

の
関
係
を
鋳
直
す
こ
と
で
外
部
を
示
す
働
き
が
あ
っ
た
わ
け
だ
が
、「
か
た
ま
る
リ
ズ
ム
」
と
は
そ
の
働
き
の
「
結
晶
化
」、

言
い
換
え
れ
ば
生
活
へ
下
降
し
た
こ
と
の
痕
跡
で
あ
る
。
そ
れ
は
向
か
う
べ
き
方
向
性
の
み
を
指
示
す
る
こ
と
で
外
部
を
予

感
さ
せ
る
（「
う
ち
に
秘
め
て
い
る
よ
う
な
」）
静
止
状
態
に
あ
る
「
リ
ズ
ム
」
で
も
あ
る）

35
（

。「
リ
ズ
ム
は
生
活
の
可
能
性
」

で
あ
る
と
い
う
の
も
、
精
神
化
さ
れ
な
い
も
の
を
常
に
示
そ
う
と
す
る
か
ら
だ
。
だ
と
す
れ
ば
「
リ
ズ
ム
」
と
は
、
外
部
へ

の
方
向
付
け
、
物
の
露
呈
の
可
能
性
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
以
上
の
議
論
を
踏
ま
え
て
、
小
野
『
詩
論
』
の
金
時
鐘
へ
の
影
響

を
見
て
い
き
た
い
。

　
　

第
四
節
．
金
時
鐘
に
お
け
る
「
リ
ズ
ム
と
は
批
評
で
あ
る
」―

「
自
然
」
と
距
離

　

小
野
の
「
批
評
」
と
は
、
内
部
と
外
部
を
互
い
に
浸
透
さ
せ
あ
う
こ
と
で
、
内
的
な
「
自
然
」
に
綻
び
を
与
え
、
そ
れ
に

よ
り
「
生
活
」
に
開
き
、「
物
自
体
に
語
ら
せ
る
」
行
為
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
「
リ
ズ
ム
」
と
は
、
開
か
れ
た
外
部
に
向
か

う
そ
の
働
き
の
「
結
晶
化
」
で
あ
っ
た
。

　

と
こ
ろ
で
小
野
は
、
歌
人
・
前
登
志
夫
と
の
対
談
「
言
語
と
文
明
の
回
帰
線
」
で
「
ユ
ー
ト
ピ
ア
」
に
関
し
て
次
の
よ
う

に
述
べ
て
い
る
。

　
　
〔
科
学
史
家
・
山
田
慶
児
は
、〕
ユ
ー
ト
ピ
ア
と
は
、
現
実
を
無
限
の
遠
点
か
ら
射
影
す
る
思
想
で
あ
る
、
こ
れ
が
ユ
ー

　
　

ト
ピ
ア
だ
と
い
う
。
あ
な
た
〔
＝
前
登
志
夫
〕
の
歌
に
も
、現
実
を
や
は
り
無
限
の
遠
点
か
ら
射
影
す
る
思
想
が
あ
る
。

（
34
）
小
野
十
三
郎
「
詩
の
リ
ズ
ム
の
工
夫
」、
西

脇
順
三
郎
、
金
子
光
晴
監
修
『
詩
の
本　

第
一

巻　

詩
の
原
理
』、
筑
摩
書
房
、
一
九
七
四
年
、

二
六
三
頁
。

（
35
）
足
立
悦
男
「
小
野
十
三
郎
の
詩
的
表
現
‐
風

景
詩
と
い
う
方
法
‐
」『
小
説
教
材
の
作
品
論
的

研
究
』、
教
育
出
版
、
一
九
八
八
年
、
一
九
七
頁

を
参
考
に
し
た
。
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ユ
ー
ト
ピ
ア
と
い
う
の
は
、
ぼ
く
は
そ
う
い
う
も
の
だ
と
思
う
ん
で
す
よ）

36
（

。

小
野
は
こ
の
発
言
の
直
後
に
、「
ユ
ー
ト
ピ
ア
」
を
「
ア
ナ
ー
キ
ズ
ム
」
の
思
想
で
あ
る
と
言
い
換
え
て
い
る
。

　
　

無
限
の
遠
点
か
ら
射
影
す
る
と
い
う
と
、
そ
れ
で
は
実
体
は
ど
う
い
う
思
想
か
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、〔
…
…
〕

　
　

結
局
ア
ナ
ー
キ
ズ
ム
だ
と
思
う
ん
で
す
ね
。〔
…
…
〕
現
実
を
無
限
の
遠
点
か
ら
射
影
す
る
思
想
と
い
う
の
は
、
こ
れ

　
　

は
や
っ
ぱ
り
ア
ナ
ー
キ
ズ
ム
だ）

37
（

。

こ
れ
は
小
野
の
詩
作
に
お
け
る
方
法
論
に
か
な
り
引
き
つ
け
た
解
釈
だ
と
思
わ
れ
る
。
と
こ
ろ
で
小
野
が
、
同
じ
風
景
が
異

な
る
風
景
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
詩
的
に
定
着
さ
せ
始
め
る
の
は
、『
大
阪
』（
一
九
三
九
年
）
以
降
で
あ
る
。『
大
阪
』
の

頃
に
は
、
す
で
に
論
じ
て
き
た
『
詩
論
』
へ
と
結
実
す
る
方
法
論
が
、
ほ
ぼ
確
立
さ
れ
て
い
る
た
め
で
あ
る
。
そ
の
方
法
論

を
象
徴
す
る
の
が
、『
大
阪
』
を
有
名
に
し
た
「
葦
」
と
い
う
形
象
で
あ
る
。「
葦
」
と
い
う
形
象
に
つ
い
て
は
小
野
自
身
が

後
に
、「
世
界
に
は
、
ど
こ
に
行
っ
て
も
、
気
候
風
土
の
靄
の
か
か
ら
な
い
透
明
さ
と
寂
寞
が
支
配
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
一

つ
あ
る
こ
と
を
発
見
し
、確
認
し
た
。〔
…
…
〕〔
そ
れ
は
〕
人
跡
未
踏
の
大
自
然
の
中
で
風
に
そ
よ
い
で
い
る
葦
で
は
な
か
っ

た
。
人
工
的
な
侵
食
に
よ
っ
て
、
急
速
に
荒
廃
の
度
を
増
し
つ
つ
あ
る
都
会
の
葦
原
で
そ
れ
は
あ
っ
た
の
だ
」
と
述
べ
て
い

る）
38
（

。
つ
ま
り
「
葦
」
と
は
、
完
全
に
世
界
か
ら
断
ち
切
ら
れ
た
自
然
に
属
す
の
で
は
な
く
、
都
会
の
周
辺
に
あ
っ
て
、
光
源

と
し
て
風
景
の
中
心
を
照
ら
し
出
す
、
そ
の
よ
う
な
役
割
を
果
た
す
形
象
で
あ
る
。
風
景
に
抱
え
込
ま
れ
た
他
者
、
そ
れ
が

「
葦
」
な
の
で
あ
る
。

　

こ
の
こ
と
を
踏
ま
え
て
、
小
野
が
意
図
す
る
「
無
限
の
遠
点
」
の
「
無
限
の
」
を
注
釈
し
て
お
く
な
ら
ば
、
そ
れ
は
物
理

的
に
と
ほ
う
も
な
い
距
離
の
こ
と
で
は
な
く
、
小
野
の
「
批
評
」
の
と
こ
ろ
で
論
じ
た
よ
う
な
二
項
対
立
の
一
方
の
極
、
即

ち
「
現
実
」
と
質
的
に
異
な
る
（
場
）、
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
例
え
ば
都
会
の
中
の
中
心
部
と
葦
原
の
よ
う
に
。
質
的
に

異
な
る
た
め
「
現
実
」
の
内
部
に
あ
っ
て
も
、「
無
限
の
遠
点
」
と
な
る
。
小
野
が
「
無
限
の
遠
点
」
を
ア
ナ
ー
キ
ズ
ム
と

言
い
換
え
た
の
も
、
自
分
自
身
が
確
立
し
た
方
法
論
に
引
き
付
け
た
た
め
で
あ
る
。
こ
の
風
景
や
対
象
を
質
的
に
異
な
る
遠

点
か
ら
射
照
す
る
と
い
う
方
法
論
を
具
体
的
に
見
て
お
く
な
ら
ば
、
例
え
ば
「
小
事
件
」
と
い
う
作
品
に
そ
れ
が
明
瞭
に
現

れ
て
い
る
。

（
36
）
小
野
十
三
郎
・
前
登
志
夫
「
言
語
と
文
明
の

回
帰
線
」、『
歌
と
逆
に
歌
に―

わ
が
バ
リ
エ
テ

―

』、
創
樹
社
、
一
九
七
三
年
、
六
三
頁
。
ま
た

こ
こ
で
小
野
が
参
照
し
て
い
る
山
田
の
ユ
ー
ト
ピ

ア
論
は
、
市
井
三
郎
・
山
田
慶
児
「
ユ
ー
ト
ピ
ア

と
現
代
批
判
（
対
談
）」、『
展
望
』、
筑
摩
書
房
、

一
九
七
〇
年
四
月
号
（
通
号 

一
三
六
）
の
こ
と

で
あ
る
。

（
37
）
小
野
・
前
登
志
夫
前
掲
対
談
、
六
三
頁
。

（
38
）
小
野
十
三
郎
『
奇
妙
な
本
棚
』（『
著
作
集
第

三
巻
』、
筑
摩
書
房
、
一
九
九
一
年
、
七
三
頁
か

ら
の
引
用
）。
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小
事
件

　
　

は
じ
め
は
ほ
ん
の
冗
談
か
と
思
っ
た
。

　
　

が
、
そ
れ
は
真
剣
な
ん
だ
。

　
　

原
つ
ぱ
の
ま
ん
中
で
一
人
の
み
す
ぼ
ら
し
い
鮮
人
の
老
婆
が
血
相
を
変
へ
て
叫
ん
で
い
る
。

　
　

運
動
帽
を
か
ぶ
つ
た
の
や
、
バ
ッ
ト
な
ど
を
持
っ
た
子
供
た
ち
を
相
手
に
朝
鮮
語
で
気
狂
ひ
の
や
う
に
叫
ん
で
い
る
。

　
　

外
れ
球
で
も
脚
に
あ
た
つ
た
ら
し
い
。

　
　

老
婆
は
球
を
拾
つ
た
ま
ま
い
つ
か
な
返
そ
う
と
は
せ
ぬ
。

　
　

子
供
た
ち
は
老
婆
を
遠
巻
き
に
し
て
、
ど
ろ
ぼ
う
野
郎
だ
と
か
ぬ
す
つ
と
だ
と
か
口
汚
な
く
罵
り
な
が
ら
盛
ん
に
示
威

　
　
　

運
動
を
こ
こ
ろ
み
て
い
る
。

　
　

子
供
た
ち
の
態
度
に
は
弱
小
民
族
に
対
す
る
親
ゆ
ず
り
の
ど
う
に
も
な
ら
ぬ
侮
蔑
感
が
露
骨
に
あ
ら
は
れ

　
　

鮮
人
の
老
婆
の
憤
怒
に
は
反
対
に
ど
こ
か
子
供
つ
ぽ
い
無
邪
気
な
執
拗
さ
が
感
じ
ら
れ
る
。

　
　

老
婆
の
叫
び
声
は
益
々
疳
高
く
な
り
も
は
や
掴
み
か
か
ら
ん
ば
か
り
の
気
勢
だ
。

　
　

子
供
た
ち
は
し
だ
い
に
不
安
に
な
り
後
ろ
に
退
つ
て
バ
ツ
が
悪
さ
う
に
互
ひ
に
顔
を
見
合
わ
せ
て
い
る
。

　
　

自
転
車
の
男
が
笑
ひ
な
が
ら
も
つ
と
や
れ
や
れ
と
子
供
た
ち
を
け
し
か
け
て
ゆ
く
。

　
　

し
か
し
何
か
し
ら
場
面
は
も
う
白
け
て
し
ま
つ
た
。

　
　

老
婆
は
よ
ち
よ
ち
と
歩
き
だ
す
。

　
　

子
供
た
ち
は
ま
た
野
球
を
は
じ
め
る
。

　
　

古
タ
イ
ヤ
の
山
。

　
　

鉄
屑
の
山
。

　
　

襁
褓
の
交
叉
。

　
　

共
同
水
道
。

　
　

ぼ
ろ
ぼ
ろ
の

　
　

低
い
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屋
根
の
上
に

　
　

煤
ぼ
け
た

　
　

同
じ
城
東
の

　
　

空）
39
（

。

情
景
の
変
化
が
最
初
に
現
わ
れ
て
い
る
。
し
か
し
そ
れ
に
気
付
く
の
に
少
し
の
タ
イ
ム
ラ
グ
が
あ
る
の
は
（「
は
じ
め
は
ほ

ん
の
冗
談
か
と
思
っ
た
…
」）、
詩
人
が
や
や
引
い
た
場
所
か
ら
視
て
い
る
こ
と
と
、「
老
婆
」
の
「
叫
び
」
が
「
朝
鮮
語
」

で
あ
る
こ
と
を
理
解
す
る
の
が
遅
れ
た
か
ら
だ
。
日
本
人
の
大
人
で
あ
れ
ば
一
言
注
意
し
て
終
わ
る
か
も
し
れ
な
い
こ
の

場
面
は
、
風
景
が
距
離
を
も
っ
て
ま
な
ざ
さ
れ
る
こ
と
で
、「
鮮
人
の
老
婆
」
の
「
朝
鮮
語
」
に
よ
っ
て
子
供
の
「
バ
ッ
ト
」

が
凶
器
に
変
わ
り
う
る
恐
怖
感
、
日
本
人
の
「
弱
小
民
族
」
に
対
す
る
侮
蔑
意
識
、
そ
し
て
「
老
婆
」
の
滑
稽
に
も
見
え
る

異
質
さ
が
、
同
じ
平
面
上
で
あ
ぶ
り
だ
さ
れ
て
い
る
。
平
凡
で
日
常
的
な
風
景
が
、「
鮮
人
」
の
言
葉
に
よ
っ
て
異
質
な
も

の
と
な
り
、
爆
発
寸
前
に
ま
で
緊
張
が
高
ま
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
日
常
的
な
空
間
に
抱
え
込
ま
れ
た
他
者
に
よ
っ

て
、
認
識
が
更
新
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
と
い
う
の
が
、
こ
の
風
景
の
変
容
の
本
質
的
な
意
味
で
あ
ろ
う
。
小
野
は
『
続
詩

論
』
の
中
で
、
リ
ズ
ム
に
関
連
す
る
方
法
論
と
し
て
、
動
き
の
あ
る
も
の
を
静
止
状
態
で
捉
え
る
こ
と
で
、
逆
接
的
に
動
き

の
予
感
を
与
え
る
、
と
述
べ
て
い
る
（『
続
詩
論
』
二
五
六
）。「
鮮
人
」
は
、
状
況
を
限
界
ま
で
緊
迫
さ
せ
、
何
か
が
起
こ

る
予
感
を
与
え
て
い
る
点
で
、
そ
の
よ
う
な
方
法
論
を
具
現
し
て
い
る
。

　

日
野
範
之
は
、
こ
の
「
小
事
件
」
の
終
わ
り
の
方
の
景
色
の
描
写
（
古
タ
イ
ヤ
の
山
。
／
鉄
屑
の
山
…
…
）
は
、
朝
鮮
人

老
婆
の
歩
み
に
沿
っ
て
捉
え
ら
れ
て
い
る
と
述
べ
て
い
る）

40
（

。
し
か
し
む
し
ろ
こ
の
風
景
描
写
は
、
語
り
手
が
老
婆
を
眺
め
て

い
た
同
じ
地
点
か
ら
、
平
穏
に
戻
っ
た
光
景
を
再
び
捉
え
か
え
し
て
い
る
と
読
む
べ
き
だ
ろ
う
。「
古
タ
イ
ヤ
の
山
」
以
降
、

子
供
た
ち
も
大
人
も
老
婆
も
姿
を
消
し
て
い
る
。
意
図
的
か
ど
う
か
は
わ
か
ら
な
い
が
、
小
野
は
何
も
変
わ
ら
ぬ
日
常
を
表

す
た
め
に
、
文
字
数
を
削
っ
て
表
現
し
て
い
る
。
事
件
を
描
く
箇
所
は
一
行
ご
と
の
文
字
数
は
多
い
が
、
日
常
的
光
景
を
表

現
し
て
い
る
箇
所
は
、「
古
タ
イ
ヤ
の
山
。」
以
上
に
文
字
数
が
増
え
る
こ
と
が
な
く
、
最
後
は
「
空
。」
で
終
わ
っ
て
い
る
。

そ
れ
は
「
朝
鮮
語
」
と
い
う
ノ
イ
ズ
が
聞
こ
え
な
く
な
っ
て
い
る
た
め
だ
と
も
考
え
ら
れ
る
。
厳
密
に
作
品
を
読
む
な
ら
ば
、

詩
人
と
事
件
現
場
と
の
間
の
距
離
は
物
理
的
な
も
の
で
あ
り
、
老
婆
と
周
り
の
そ
れ
は
質
的
な
も
の
で
あ
る
と
言
え
、
距
離

は
二
重
化
さ
れ
て
い
る
。と
は
い
え
こ
の
よ
う
な
距
離
の
思
想
を
も
っ
て
現
実
が
異
な
る
風
景
と
し
て
描
か
れ
る
の
で
あ
る
。

　

こ
の
距
離
の
思
想
は
、生
前
最
後
の
詩
集『
冥
王
星
で
』と
い
う
タ
イ
ト
ル
に
象
徴
さ
れ
て
も
い
よ
う
。
ま
た
第
一
詩
集『
半

（
39
）『
大
阪
』（『
著
作
集
第
一
巻
』
一
五
五
‐
六
頁

か
ら
の
引
用
）。

（
40
）
日
野
範
之
「
大
脳
の
襞
の
間
に
咲
い
て
い
る

菫―

小
野
十
三
郎
・
再
読
」、『
樹
林
』、
大
阪
文

学
学
校
・
葦
書
房
、一
九
九
七
年
一
〇
月
、七
五
頁
。
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分
開
い
た
窓
』
や
第
二
詩
集
『
古
き
世
界
の
上
に
』
も
、
す
で
に
「
無
限
の
遠
点
」
を
示
す
よ
う
な
タ
イ
ト
ル
と
な
っ
て
い

る
。
要
す
る
に
「
リ
ズ
ム
は
批
評
で
あ
る
」
と
い
う
小
野
の
思
想
を
支
え
て
い
る
の
は
、
こ
の
距
離
観
で
あ
る
。

　

本
章
の
は
じ
め
に
で
引
用
し
た
よ
う
に
、こ
の
よ
う
な
距
離
の
思
想
か
ら
生
み
だ
さ
れ
た
小
野
『
詩
論
』
の
中
の
「
故
郷
」

を
通
じ
て
、
金
時
鐘
は
自
身
の
故
郷
観
を
転
換
さ
せ
ら
れ
た
わ
け
だ
が
、
そ
の
影
響
は
例
え
ば
次
の
詩
に
現
わ
れ
て
い
よ
う
。

　
　
　

見
え
な
い
町

　
　

な
く
て
も　

あ
る
町
。

　
　

そ
の
ま
ま
の
ま
ま
で

　
　

な
く
な
っ
て
い
る
町
。

　
　

電
車
は
な
る
た
け　

遠
く
を
走
り

　
　

火
葬
場
だ
け
は　

す
ぐ
そ
こ
に

　
　

し
つ
ら
え
て
あ
る
町
。

　
　

み
ん
な
が
知
っ
て
い
て

　
　

地
図
に
な
く

　
　

地
図
に
な
い
か
ら

　
　

日
本
で
な
く

　
　

日
本
で
な
い
か
ら

　
　

消
え
て
て
も
よ
く

　
　

ど
う
で
も
い
い
か
ら

　
　

気
ま
ま
な
も
の
よ）

41
（

。

金
時
鐘
『
猪
飼
野
詩
集
』
の
巻
頭
に
収
め
ら
れ
た
「
見
え
な
い
町
」
で
あ
る
。
指
摘
す
る
ま
で
も
な
く
、「
見
え
な
い
町
」

と
は
朝
鮮
人
が
密
集
し
て
生
活
を
す
る
「
猪
飼
野
」（
現
生
野
地
区
）
を
指
す
。
明
ら
か
な
こ
と
は
、
小
野
十
三
郎
の
「
葦
」

に
当
た
る
も
の
が
、
金
時
鐘
の
「
猪
飼
野
」
と
な
っ
て
お
り
、
そ
こ
に
は
方
法
論
の
継
承
が
見
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。「
な

く
て
も　

あ
る
町
」
は
「
日
本
で
な
く
」、「
日
本
で
な
い
」
ゆ
え
に
異
質
な
場
と
し
て
あ
り
、
そ
の
た
め
「
日
本
」
そ
の
も

（
41
）
金
時
鐘
『
猪
飼
野
詩
集
』、
東
京
新
聞
出
版

局
、一
九
七
八
年
、部
分
。
引
用
は
『
原
野
の
詩
』、

立
風
書
房
、
一
九
九
一
年
、
一
二
五
‐
六
頁
か
ら
。
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の
を
対
象
化
し
、
異
化
す
る
可
能
性
を
持
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
ス
ケ
ー
ル
の
大
き
さ
を
持
っ
て
い
る
作
品
も
、
小
野
の

思
想
を
継
承
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
生
ま
れ
て
い
る
。

　

そ
の
金
時
鐘
は
一
九
七
三
年
に
行
わ
れ
た
座
談
会
で
、
小
野
の
言
う
抒
情
や
韻
律
の
否
定
を
「〈
自
然
〉
の
奪
回
」
だ
と

述
べ
て
い
る
。

　
　

金
時
鐘
「
ぼ
く
は
、
小
野
が
一
貫
し
て
執し

ゅ
う
ね念

ぶ
か
か
っ
た
、
妥
協
な
く
や
ろ
う
と
し
た
の
は
〈
自
然
〉
の
奪
回
、
人　

　
　
　

間
的
自
然
の
創
造
で
は
な
か
っ
た
の
か
、
自
己
の
内
実
の
〈
自
然
〉
に
つ
き
る
と
思
う
ん
で
す
ね
。〔
…
…
〕
そ
の

　
　
　

実
際
的
方
法
と
し
て
、
抒
情
の
否
定
、
韻
律
の
否
定
が
あ
る
と
理
解
す
べ
き
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か）

42
（

。」

日
本
的
な
詠
嘆
や
感
傷
性
の
批
判
を
小
野
と
共
有
す
る
金
時
鐘
は
、『
詩
論
』
に
お
け
る
「〈
自
然
〉」
の
考
え
方
を
そ
の
「
奪

回
」
で
あ
る
と
捉
え
て
い
る
。
こ
の
解
釈
は
、「
短
歌
的
抒
情
」
が
持
つ
自
然
観
を
相
対
化
す
る
こ
と
で
総
体
と
し
て
と
ら

え
る
可
能
性
を
開
き
、
後
の
「
日
本
語
へ
の
報
復
」
と
い
う
金
時
鐘
の
思
想
に
も
連
な
っ
て
い
く
も
の
と
な
っ
て
る
。
だ
が

「
物
を
し
て
語
ら
し
め
る
」
と
い
う
小
野
の
方
法
論
が
、「
奪
回
」
と
い
う
強
い
能
動
性
を
持
つ
か
ど
う
か
は
議
論
の
余
地
が

あ
る
と
思
わ
れ
る
。
む
し
ろ
こ
の
発
言
は
金
時
鐘
の
理
解
し
た
小
野
十
三
郎
が
投
影
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
た
め
「
自

然
」を
め
ぐ
っ
て
両
者
の
間
に
は
、影
響
と
同
時
に
差
異
が
生
じ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
だ
と
す
れ
ば
こ
の
差
異
か
ら
、「
遠

点
」
と
い
う
距
離
を
め
ぐ
っ
て
も
違
い
が
現
わ
れ
る
こ
と
に
な
ろ
う
。

　

金
時
鐘
が
小
野
十
三
郎
に
つ
い
て
ま
と
め
て
語
っ
た
も
の
と
し
て
、「
詩
、
そ
れ
は
俗
性
と
の
闘
い―

小
野
十
三
郎
か
ら

私
は
何
を
学
ん
だ
か）

43
（

」
が
あ
る
。
こ
の
講
演
も
、
小
野
に
お
け
る
「
自
然
」
を
多
角
的
に
論
じ
た
内
容
と
な
っ
て
お
り
、
金

時
鐘
の
中
で
の
一
貫
し
た
関
心
の
持
続
を
伺
わ
せ
る
。

　

多
角
的
に
論
じ
ら
れ
て
い
る
内
容
を
い
く
つ
か
拾
い
上
げ
て
み
た
い
。
ま
ず
「
物
を
し
て
語
ら
し
め
る
」「
抒
情
の
否
定
」

「
韻
律
の
否
定
」
は
、「
あ
り
の
ま
ま
で
あ
り
た
く
な
い
」
小
野
の
「
一
貫
し
た
行
動
原
理
」
で
あ
り
、
そ
れ
は
「
湿
潤
な
る

も
の
、
あ
る
が
ま
ま
に
受
け
入
れ
て
い
ら
れ
る
ぬ
め
ぬ
め
し
い
感
性
を
、
そ
の
体
質
的
な
風
土

0

0

と
合
わ
せ
て
嫌
悪）

44
（

」
し
た
か

ら
だ
、
と
い
う
よ
う
に
、
感
性
に
お
け
る
「
自
然
」
に
関
わ
る
も
の
と
し
て
語
ら
れ
て
い
る
。

　

ま
た
「
荒
廃
を
極
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」（『
詩
論
』
三
七
）
や
「
新
し
い
郷
土
観
が
創
ら
れ
る
た
め
に
は
、
人
間
一
人

一
人
が
そ
の
精
神
に
、
ダ
ム
の
湖
底
に
沈
み
去
っ
た
故
郷
を
持
つ
必
要
が
あ
る
。」（『
詩
論
』
三
九
）
と
い
っ
た
小
野
の
故

郷
／
都
市
論
も
、
日
本
人
の
総
体
的
な
地
方
、
郷
土
あ
る
い
は
故
郷
観
に
対
す
る
ア
ン
チ
テ
ー
ゼ
に
な
っ
て
い
る
と
指
摘
し

（
42
）
金
時
鐘
・
松
原
新
一
・
三
井
葉
子
・
倉
橋
健

一
「
座
談
会　

小
野
詩
論
の
功
罪
」、『
新
文
学
』

一
九
七
三
年
八
月
号
、九
六
頁
。
以
下
、「
座
談
会
」

と
略
す
。

（
43
）
金
時
鐘
「
詩
、
そ
れ
は
俗
性
と
の
闘
い―

小

野
十
三
郎
か
ら
私
は
何
を
学
ん
だ
か
」、『
樹
林
』、

大
阪
文
学
学
校
・
葦
書
房
、
一
九
九
七
年
一
〇
月

（
44
）
金
時
鐘
前
掲
論
文
、
二
五
‐
六
頁
。
傍
点
引

用
者
。
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て
い
る
。
す
な
わ
ち
自
然
的
な
も
の
と
し
て
の
故
郷
を
相
対
化
す
る
も
の
と
し
て
、
小
野
は
都
市
論
を
対
置
し
て
い
る
と
述

べ
ら
れ
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
小
野
が
ほ
と
ん
ど
旅
を
し
な
か
っ
た
と
い
う
事
実
を
、「
日
本
の
風
景
や
自
然
も
又
、
そ
こ
か
ら
逸
脱
さ
る
べ

き
或
る
も
の
だ
。」（『
詩
論
』
二
八
）
と
い
う
彼
の
思
想
と
結
び
付
け
て
、
旅
は
風
景
を
情
景
へ
と
変
換
さ
せ
て
し
ま
う
も

の
で
あ
り
、
そ
の
た
め
旅
を
し
な
い
こ
と
は
、
そ
の
よ
う
な
変
換
へ
の
抵
抗
で
も
あ
り
う
る
と
示
唆
し
て
い
る
。

　

だ
が
、
そ
の
よ
う
に
小
野
の
「
自
然
」
を
パ
ラ
フ
レ
ー
ズ
し
つ
つ
、
金
時
鐘
が
結
論
的
に
提
示
す
る
の
は
次
の
よ
う
な
も

の
で
あ
る
。「
自
然
と
い
う
の
は
、
決
し
て
自
己
が
癒
さ
れ
る
た
め
の
対
象
物
で
は
な
い
ん
で
す
ね
。
自
然
と
い
う
の
は
、

そ
こ
で
生
き
る
こ
と

0

0

0

0

0

0

0

0

で
し
か
あ
り
ま
せ
ん）

45
（

。」。
こ
こ
で
主
張
さ
れ
て
い
る
の
は
、
対
象
と
し
て
の
自
然
か
ら
、
生
き
る
場
と

し
て
の
自
然
へ
の
転
換
で
あ
る
。
し
か
し
、果
た
し
て
小
野
の
「
韻
律
」「
抒
情
」「
批
評
」「
自
然
」「
批
評
」
か
ら
、先
の
「
奪

回
」
も
含
め
、
こ
の
よ
う
な
自
然
観
の
転
換
、
あ
る
い
は
そ
こ
か
ら
引
き
出
さ
れ
る
「
生
き
る
」
と
い
う
積
極
性
が
で
て
く

る
だ
ろ
う
か
。
こ
の
点
を
確
認
す
る
た
め
に
、
ま
ず
小
野
の
民
衆
観
に
触
れ
て
お
き
た
い
。

　

小
野
が
ア
ナ
キ
ス
ト
詩
人
と
し
て
出
発
し
た
こ
と
は
、
本
章
の
は
じ
め
に
で
触
れ
た
。
そ
の
出
発
点
は
、
一
九
二
三
年

に
ア
ナ
キ
ズ
ム
詩
の
出
発
点
と
言
わ
れ
る
『
赤
と
黒
』
を
手
に
し
た
こ
と
か
ら
始
ま
っ
て
い
る
。
小
野
は
こ
れ
に
共
鳴
し
、

一
九
二
四
年
に
『
赤
と
黒
』
に
同
人
と
し
て
参
加
し
て
い
る
。『
赤
と
黒
』
は
こ
の
年
に
終
刊
し
て
し
ま
う
も
の
の
、
小
野

は
そ
の
後
も
『
Ｄ
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
Ｍ
』『
マ
ヴ
ォ
』『
銅
鑼
』『
文
芸
戦
線
』『
文
芸
解
放
』『
弾
道
』
な
ど
に
、
詩
だ
け
で
な
く
、

評
論
も
多
数
発
表
し
、
自
他
共
に
認
め
る
ア
ナ
キ
ス
ト
詩
人
と
し
て
の
地
位
を
確
立
し
て
い
く
。
一
九
二
六
年
に
は
、
第
一

詩
集
『
半
分
開
い
た
窓
』（
太
平
洋
詩
人
協
会
）
が
出
版
さ
れ
て
い
る
。

　

だ
が
第
一
詩
集
を
出
版
し
た
こ
ろ
に
は
、
ア
ナ
キ
ズ
ム
運
動
は
、
純
正
無
政
府
主
義
派
と
ア
ナ
ル
コ
・
サ
ン
ジ
カ
リ
ズ
ム

派
に
分
裂
し
、
ま
た
マ
ル
ク
ス
主
義
の
台
頭
と
権
力
側
に
よ
る
弾
圧
に
よ
っ
て
、
運
動
自
体
が
退
潮
し
て
い
た
。
こ
の
純
正

無
政
府
主
義
派
と
ア
ナ
ル
コ
・
サ
ン
ジ
カ
リ
ズ
ム
派
の
分
裂
を
文
化
面
で
の
一
本
化
を
図
る
た
め
に
、
一
九
三
三
年
四
月
に

発
足
す
る
の
が
解
放
文
化
聯
盟
で
あ
る
。
小
野
も
必
然
的
に
そ
こ
に
関
わ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
っ
た
。
だ
が
小
野
は
、
分
裂

の
一
本
化
を
図
る
過
程
で
重
要
な
役
割
に
あ
っ
た
も
の
の
、
解
放
文
化
聯
盟
発
足
の
三
ヶ
月
前
に
大
阪
帰
住
し
て
し
ま
っ
て

い
る
。

　

寺
島
珠
雄
は
、こ
の
大
阪
へ
の
帰
住
が
、弾
圧
か
ら
逃
れ
る
た
め
だ
け
で
な
く
、小
野
の
ク
ロ
ポ
ト
キ
ン
的
な
民
衆
へ
の「
不

動
の
信
頼）

46
（

」
が
揺
ら
い
だ
た
め
で
は
な
か
っ
た
か
と
推
測
し
て
い
る
。
そ
こ
か
ら
弾
圧
か
ら
逃
れ
る
こ
と
と
民
衆
に
背
を
向

け
る
と
い
う
二
重
の
意
味
で
、
帰
住
は
「
ひ
と
つ
の
敗
走）

47
（

」
で
あ
っ
た
と
寺
島
は
言
う
。

（
45
）
金
時
鐘
前
掲
論
文
、
両
者
と
も
三
〇
頁
、
強

調
原
文
。

（
46
）

小
野
十
三
郎
『
ア
ナ
ー
キ
ズ
ム
と
民
衆

の
文
学
』、
解
放
文
化
聯
盟
出
版
部
、
昭
和
八

（
一
九
三
三
）
年
、
引
用
は
『
評
論
集 

工
作
者
の

口
笛
』、
国
文
社
、
昭
和
四
一
（
一
九
六
六
）
年
、

三
七
〇
頁
か
ら
。

（
47
）
寺
島
珠
雄
「
民
衆
の
変
貌―

小
野
十
三
郎
と

ア
ナ
キ
ズ
ム
」、『
新
文
学
』、一
九
七
三
年
八
月
号
、

六
一
頁
。
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寺
島
は
こ
の
主
張
の
傍
証
に
、
次
の
歴
史
的
事
実
を
持
ち
出
し
て
い
る
。
大
阪
に
戻
っ
た
後
の
一
九
三
五
（
昭
和
一
〇
）

年
一
一
月
に
は
、
ア
ナ
キ
ス
ト
の
総
検
挙
と
な
っ
た
無
政
府
共
産
党
事
件
が
起
こ
っ
て
お
り
、
小
野
も
拘
留
さ
れ
て
い
る
。

無
政
府
共
産
「
党
」
と
は
、
中
央
集
権
的
組
織
と
し
て
民
衆
の
自
発
的
な
行
動
を
否
定
す
る
可
能
性
を
持
つ
も
の
で
あ
る
以

上
、
ア
ナ
キ
ズ
ム
運
動
に
そ
ぐ
わ
な
い
性
格
の
も
の
で
あ
っ
た
。
だ
が
純
正
無
政
府
主
義
派
で
あ
っ
た
小
野
は
、
そ
の
「
党
」

に
四
〇
〇
円
の
寄
付
を
行
っ
て
い
る
の
で
あ
る）

48
（

。
寺
島
は
そ
の
寄
付
行
為
自
体
か
ら
、
民
衆
へ
の
信
頼
の
揺
る
ぎ
、
あ
る
い

は
そ
れ
以
上
の
疑
惑
を
見
て
取
っ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。

　

寺
島
の
眼
目
は
小
野
を
非
難
す
る
こ
と
に
あ
る
わ
け
で
は
な
い
。
む
し
ろ
、
こ
の
「
不
動
の
信
頼
」
の
喪
失
こ
そ
が
、
小

野
に
民
衆
の
中
に
あ
る
「
或
る
も
の
を
軽
蔑
」（『
詩
論
』
二
〇
五
）
さ
せ
る
に
至
ら
せ
た
、
と
い
う
点
に
あ
る
。
そ
し
て
こ

の
軽
蔑
さ
れ
る
「
或
る
も
の
」
と
は
、
寺
島
は
示
唆
す
る
に
留
め
て
い
る
が
、
後
に
小
野
が
言
う
と
こ
ろ
の
「
短
歌
的
抒
情
」

に
他
な
ら
な
い
。

　

だ
が
こ
の
信
頼
の
喪
失
が
「
短
歌
的
抒
情
」
の
発
見
に
至
ら
せ
た
と
い
う
結
論
に
は
、
や
や
留
保
が
必
要
だ
ろ
う
。
と
い

う
の
も
、
寺
島
が
主
に
参
照
し
て
い
る
小
野
の
「
ア
ナ
ー
キ
ズ
ム
と
民
衆
の
文
学
」
に
は
、
民
衆
へ
の
「
不
動
の
信
頼
」
が

表
明
さ
れ
て
い
る
と
同
時
に
、
次
の
よ
う
に
も
述
べ
ら
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

　
　

し
か
し
な
が
ら
〔
注
意
す
べ
き
は
〕、
民
衆
の
こ
の
正
し
い
意
志

0

0

0

0

0

や
批
判
力
は
、
資
本
主
義
の
過
酷
な
政
治
的
経
済
的

　
　

圧
迫
と
、
そ
れ
に
伴
う
ブ
ル
ジ
ョ
ア
精
神
文
化
の
深
刻
な
影
響
支
配
を
蒙
っ
て
、
そ
の
中
枢
を
侵
蝕
さ
れ
、
方
向
を　

　

誤
ら
せ
ら
れ
て
、〔
…
…
〕
完
全
に
去
勢
せ
し
め
ら
れ
て
い
る
場
合
が
あ
る
こ
と
で
あ
る
。〔
…
…
〕
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
大　

　

衆
文
芸
を
提
唱
す
る
人
た
ち
も
、〔
…
…
〕
反
動
の
文
化
に
よ
っ
て
押
し
歪
め
ら
れ
た
民
衆
の
真
の
良
心

0

0

0

0

の
位
置
を
正　

　

し
く
見
直
し
て
、
そ
こ
か
ら
、
こ
の
良
心
に
向
か
っ
て
働
き
か
け
る
や
う
な
力
強
い
仕
事
を
始
め
る
必
要
が
あ
る
よ
う　

　

に
思
う）

49
（

。

「
侵
蝕
」「
去
勢
」
さ
れ
て
い
た
と
し
て
も
、「
真
の
良
心
」「
正
し
い
意
志
」
が
民
衆
に
内
在
し
て
い
る
こ
と
に
対
す
る
「
不

動
の
信
頼
」
は
揺
ら
い
で
い
な
い
。
だ
が
「
意
志
」「
良
心
」
に
対
す
る
「
信
頼
」
と
、「
民
衆
」
に
対
す
る
そ
れ
は
異
な
る

も
の
で
あ
ろ
う
。
啓
蒙
（「
働
き
か
け
」）
以
前
に
は
、「
意
志
」
の
存
在
に
対
す
る
信
頼
は
あ
っ
た
と
し
て
も
、
民
衆
に
対

し
て
は
不
信
で
あ
る
こ
と
は
、
理
論
上
あ
り
う
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
「
働
き
か
け
」
が
、「
民
衆
」
を
「
正
し
い
意
志
」

へ
と
覚
醒
な
い
し
回
帰
さ
せ
る
も
の
で
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
小
野
が
信
頼
す
る
「
民
衆
」
と
は
、
現
実
上
の
人
々
と
い
う
よ

（
48
）
相
沢
尚
夫
『
日
本
無
政
府
共
産
党
』、
海
燕

書
房
、
一
九
七
四
年
、
九
五
頁
。
小
野
は
「
日
本

無
政
府
共
産
党
シ
ン
パ
サ
イ
ザ
ー
」
で
あ
っ
た
た

め
に
拘
留
さ
れ
た
も
の
の
、
寄
付
の
事
実
は
警
察

に
は
知
ら
れ
な
か
っ
た
（
社
会
問
題
資
料
研
究
会

編
『
社
会
問
題
資
料
叢
書
第
一
輯 

日
本
無
政
府

共
産
党
関
係 

検
挙
者
身
上
調
書
』、
東
洋
文
化
社
、

一
九
七
四
年
、
二
六
七
頁
）。

（
49
）

小
野
「
ア
ナ
ー
キ
ズ
ム
と
民
衆
の
文
学
」、

三
七
九
頁
。
傍
点
引
用
者
。
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り
、
理
念
的
な
も
の
と
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
。
つ
ま
り
、
そ
も
そ
も
「
不
動
」
と
言
え
る
ほ
ど
の
信
頼
を
、
小
野
は
現
実
の

民
衆
に
寄
せ
て
い
な
か
っ
た
可
能
性
が
あ
る
の
で
あ
る
。
む
し
ろ
小
野
が
信
頼
し
て
い
た
の
は
、
現
実
の
民
衆
に
対
す
る
不

信
に
現
れ
る
、
あ
る
距
離
の
中
で
発
見
さ
れ
た
理
念
と
し
て
の
「
民
衆
」
だ
と
言
う
方
が
正
確
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

　

金
時
鐘
も
、
小
野
の
「
民
衆
」
信
頼
が
「
か
な
り
理
念
的
資
質
の
方
が
強
い
」
も
の
で
あ
り
、
そ
し
て
民
衆
理
念
が
純
化

さ
れ
た
か
ら
こ
そ
短
歌
的
抒
情
の
否
定
や
、「
す
で
に
あ
る
の
に
も
か
か
わ
ら
ず
そ
の
堆
積
の
そ
こ
に
隠
蔽
さ
れ
て
し
ま
っ

て
い
る
も
の
」
を
浮
か
び
上
が
ら
せ
も
し
た
の
だ
と
述
べ
て
い
る）

50
（

。
も
う
一
方
で
金
時
鐘
は
、
こ
の
「
底
辺
か
ら
の
革
命
」

へ
と
導
く
理
念
の
純
化
は
、
隠
さ
れ
た
も
の
を
露
呈
さ
せ
る
強
み
を
持
つ
と
同
時
に
、
あ
る
脆
さ
も
抱
え
込
ん
で
い
る
と

も
述
べ
て
い
る
。
こ
の
脆
さ
を
金
時
鐘
は
、「
彼
の
い
う
静
力
学
、
つ
ま
り
位
置
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
〔
…
…
〕〔
は
、〕
人
間
が
、

い
や
自
己
と
で
も
云
い
な
お
し
ま
し
ょ
う
か―

が
露
呈
し
た
と
た
ん
、
そ
の
し
ず
も
り
は
い
や
お
う
な
く
ひ
ず
み
を
き
た
す

可
能
性
だ
っ
て
あ
る
力
学
構
造
」
だ
と
論
じ
て
い
る）

51
（

。
換
言
す
れ
ば
こ
の
指
摘
は
、小
野
の
方
法
論
で
あ
る
「
静
力
学
」
は
、

自
己
を
押
し
殺
し
て
観
察
に
徹
す
る
ゆ
え
に
隠
蔽
さ
れ
た
も
の
を
露
呈
す
る
利
点
を
持
ち
つ
つ
も
、
自
ら
現
実
に
は
介
入
し

な
い
も
の
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
は
「
小
事
件
」
と
い
う
作
品
に
現
れ
て
い
た
方
法
論
的
な
態
度
で
も
あ
る
。
つ
ま

り
こ
の
こ
と
は
、
小
野
の
「
静
力
学
」
は
、「
静
」
で
あ
る
以
上
、
自
然
に
介
入
し
て
「
生
き
る
」
と
い
う
積
極
性
を
持
つ

こ
と
が
困
難
で
あ
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
そ
れ
は
倉
橋
健
一
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、そ
れ
は
介
入
と
い
う
よ
り
む
し
ろ
、

「
忍
耐
」
や
「
我
慢
」
の
思
想
に
な
っ
て
い
る）

52
（

。
で
あ
る
な
ら
ば
、小
野
の
詩
が
「
現
実
を
無
限
の
遠
点
か
ら
射
影
す
る
思
想
」

か
ら
作
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
か
ぎ
り
、
そ
れ
は
「
射
影
」
す
る
能
動
性
は
あ
り
つ
つ
も
、
距
離
を
埋
め
る
こ
と
な
く
保
ち
続

け
る
も
の
と
な
ろ
う
。
繰
り
返
せ
ば
、
そ
の
よ
う
な
「
静
力
学
」
か
ら
は
「
そ
こ
で
生
き
る
」
と
い
う
意
志
は
、
積
極
的
に

は
で
て
こ
な
い
の
で
あ
る
。

　

以
上
の
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
金
時
鐘
の
言
う
「
そ
こ
で
生
き
る
こ
と

0

0

0

0

0

0

0

0

で
し
か
あ
り
ま
せ
ん
」
は
、
積
極
的
に
現
実
に
参
与

し
て
い
く
た
め
に
、
小
野
の
思
想
の
「
静
力
学
」
的
な
性
質
を
能
動
的
な
も
の
へ
と
組
み
か
え
た
も
の
と
見
な
す
こ
と
が
で

き
る
。
そ
の
た
め
金
時
鐘
は
、
こ
こ
で
小
野
の
こ
と
を
語
り
な
が
ら
、
自
分
の
思
想
を
表
明
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の

よ
う
な
組
み
換
え
が
必
要
と
さ
れ
た
理
由
は
、
少
な
く
と
も
二
つ
考
え
ら
れ
る
。
一
つ
は
、
金
時
鐘
が
述
べ
て
い
た
よ
う
に
、

小
野
の
方
法
論
は
、「
人
間
」
を
露
呈
さ
せ
る
と
綻
び
を
見
せ
る
の
で
は
と
い
う
点
が
挙
げ
ら
れ
る
。

　

金
時
鐘
は
別
の
と
こ
ろ
で
、
小
野
の
詩
は
「
人
間
が
登
場
し
た
と
た
ん
、
猛
烈
に
温
情
主
義
に
な
る
ん
だ
よ
。
特
に
朝
鮮

人
が
〔
…
…
〕
で
る
と
手
ば
な
し
で
べ
と
べ
と
に
な
る）

53
（

。」
と
述
べ
て
い
る
（
北
川
冬
彦
も
、
朝
鮮
人
の
現
わ
れ
る
小
野
の

詩
は
生
彩
が
な
い
と
述
べ
て
い
る
）。
先
の
「
鮮
人
の
老
婆
」
が
現
れ
る
「
小
事
件
」
は
、
そ
れ
ほ
ど
「
べ
と
べ
と
」
だ
と

（
50
）「
座
談
会
小
野
詩
論
の
功
罪
」、
一
〇
三
頁
。

（
51
）「
座
談
会
小
野
詩
論
の
功
罪
」、
一
〇
三
頁
。

同
じ
箇
所
で
金
時
鐘
は
、
そ
の
よ
う
な
強
み
と
弱

さ
を
持
つ
「
力
学
構
造
」
に
小
野
の
詩
の
「
魅
力
」

も
あ
る
と
も
言
っ
て
い
る
。

（
52
）「
忍
耐
」
や
「
我
慢
」
は
、
倉
橋
健
一
が
小

野
の
思
想
に
与
え
た
言
葉
。「
忍
耐
」
に
つ
い
て

は
、
倉
橋
健
一
「
忍
耐
の
限
度
か
ら
」、『
新
文

学
』、
一
九
七
三
年
八
月
号
、
二
九
頁
か
ら
。「
我

慢
」
に
つ
い
て
は
、「
座
談
会
小
野
詩
論
の
功
罪
」、

一
〇
〇
頁
よ
り
。

（
53
）
金
時
鐘
、
有
馬
敲
他
「
短
歌
的
抒
情
の
否
定

―

小
野
十
三
郎
の
世
界―

」、
犬
飼
、
福
中
編
『
座

談　

関
西
戦
後
詩
史　

大
阪
篇
』、
ポ
エ
ト
リ
ー
・

セ
ン
タ
ー
、
一
九
七
五
年
、
二
二
七
頁
。
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は
思
わ
な
い
が
、
温
情
的
で
は
あ
る
だ
ろ
う
。

　

関
連
し
た
も
う
一
つ
の
理
由
は
、
自
然
を
常
に
賛
美
す
る
と
い
う
観
点
か
ら
整
え
ら
れ
て
き
た
日
本
の
自
然
主
義
文
学
の

抱
え
る
抒
情
が
、
結
局
の
と
こ
ろ
、
次
の
よ
う
な
状
態
に
行
き
つ
い
て
い
る
と
金
時
鐘
が
見
て
い
る
点
に
あ
る
。

　
　

日
本
に
は
、
区
切
り
と
い
う
も
の
が
な
い
。
歌
に
関
す
る
限
り
、
皆
免
罪
で
す
。
妻
子
を
置
い
て
国
元
を
離
れ
、
何
千

　
　

キ
ロ
も
離
れ
た
荒
漠
た
る
地
の
果
て
で
感
傷
に
浸
る
時
、
自
分
ら
が
蹴
散
ら
し
殺
し
焼
き
尽
く
し
た
人
た
ち
の
悲
哀
に

　
　

は
思
い
が
一
つ
も
い
か
な
い
。
そ
れ
が
抒
情
な
ん
だ
。
そ
し
て
、
自
分
た
ち
は
き
れ
い
な
人
間
だ
と
思
っ
て
い
る
。
親

　
　

子
の
情
愛
は
美
し
い
と
思
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
抒
情
に
は
批
評
が
な
い
ん
で
す）

54
（

。

小
野
自
身
も
「
リ
ズ
ム
と
は
批
評
で
あ
る
」
と
言
う
こ
と
で
、
こ
の
よ
う
な
抒
情
を
批
判
し
て
い
た
。
だ
が
「
遠
点
」
か
ら

眺
め
て
い
る
限
り
、こ
の
「
区
切
り
」
の
な
さ
は
結
局
の
と
こ
ろ
「
我
慢
」
す
る
も
の
で
し
か
な
く
な
る
。
あ
え
て
言
え
ば
、

殺
さ
れ
る
側
を
じ
っ
と
観
察
す
る
だ
け
で
は
、
結
果
的
に
殺
す
側
に
加
担
す
る
可
能
性
も
あ
ろ
う
。

　

こ
の
二
つ
の
理
由
は
、
結
局
の
と
こ
ろ
一
つ
の
問
題
に
帰
着
す
る
。
す
な
わ
ち
抒
情
は
実
存
や
現
実
を
隠
蔽
す
る
、
と
い

う
問
題
で
あ
る
。
現
実
を
隠
蔽
す
る
よ
う
に
働
く
抒
情
を
「
我
慢
」
せ
ず
に
批
判
す
る
に
は
、
抒
情
が
作
用
し
て
い
る
場
の

中
に
入
り
込
み
「
生
き
る
」
し
か
な
い
、金
時
鐘
が
小
野
の
思
想
を
組
み
替
え
た
理
由
は
こ
の
よ
う
な
も
の
だ
と
思
わ
れ
る
。

　

こ
の
金
時
鐘
の
思
考
は
、
例
え
ば
小
野
の
『
詩
論
』
二
三
五
を
よ
り
能
動
的
に
ま
た
複
雑
に
捉
え
か
え
し
た
も
の
と
し
て

読
む
こ
と
を
可
能
に
す
る
。

　
　

大
衆
に
も
っ
と
も
関
係
が
あ
る
も
の
に
（
例
え
ば
、
浪
花
節
や
流
行
歌
謡
の
ご
と
き
）、
も
っ
と
も
関
係
を
断
た
な
け

　
　

れ
ば
な
ら
な
い
も
の
が
あ
り
、
大
衆
と
も
っ
と
も
関
係
の
な
い
も
の
（
現
代
詩
も
そ
の
一
つ
）
が
大
衆
と
も
っ
も
深　

　
　

い
関
係
に
あ
る
と
い
う
証
明
。
こ
れ
が
や
れ
な
く
て
は
、
詩
な
ど
に
食
い
下
が
っ
て
い
る
か
い
が
な
い
。（『
詩
論
』　

　
　

二
三
五
）

能
動
的
に
ま
た
複
雑
に
捉
え
か
え
す
と
い
う
の
は
、「
そ
こ
で
生
き
る
こ
と
」、
す
な
わ
ち
「
日
本
」
で
生
き
る
こ
と
を
選
択

す
る
ゆ
え
に
生
じ
る
読
み
替
え
で
あ
る
。
つ
ま
り
一
方
で「
大
衆
と
も
っ
と
も
関
係
の
な
い
も
の
」の
中
に
、小
野
の
言
う「
現

代
詩
」
だ
け
で
な
く
、「
植
民
地
支
配
」
や
「
自
分
ら
が
蹴
散
ら
し
殺
し
焼
き
尽
く
し
た
人
た
ち
」
で
あ
る
「
朝
鮮
人
」
や
「
台

（
54
）
金
時
鐘
前
掲
論
文
、
三
四
頁
。
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湾
人
」
を
読
み
込
ん
で
い
く
こ
と
で
あ
る
。
言
い
換
え
れ
ば
、「
大
衆
」
と
し
て
の
「
日
本
人
」
が
見
て
い
な
い
、
あ
る
い

は
隠
蔽
し
て
き
た
も
の
の
中
に
「
朝
鮮
人
」
や
「
台
湾
人
」
の
歴
史
を
加
え
、
そ
れ
こ
そ
が
最
も
関
係
深
い
も
の
だ
と
読
み

込
む
こ
と
で
あ
る
。
他
方
で
、「
情
緒
纏
綿
た
る
植
民
地
統
治
下
の
感
傷
」
に
浸
さ
れ
た
「
大
衆
」
の
内
に
朝
鮮
人
の
同
胞

達
も
お
り
、
そ
の
彼
・
彼
女
た
ち
に
と
っ
て
最
も
関
係
の
な
い
も
の
と
さ
れ
た
理
解
の
困
難
な
詩
を
、
あ
る
い
は
自
ら
の
詩

を
位
置
づ
け
る
こ
と
で
あ
る）

55
（

。
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
最
も
関
係
を
絶
つ
べ
き
も
の
か
ら
同
胞
達
も
切
り
離
し
、
抒
情
に
よ
っ

て
隠
蔽
さ
れ
た
実
存
を
露
出
さ
せ
よ
う
と
す
る
こ
と
で
あ
る
。
以
上
の
よ
う
な
読
み
込
み
か
ら
、
金
時
鐘
の
「
さ
ら
さ
れ
る

も
の
と
さ
ら
す
も
の
と
」「
切
れ
て
繋
が
る
」「
詩
を
生
き
る
」
等
の
思
想
も
導
き
出
さ
れ
て
く
る
こ
と
に
な
る
。

　
　

詩
の
始
ま
り
と
い
う
の
は
、
あ
る
が
ま
ま
の
状
態
で
あ
り
た
く
な
い
と
思
う
心
で
す
。
慣
れ
合
っ
て
い
る
日
常
か
ら
の

　
　

離
脱
。
そ
れ
が
詩
の
発
生
だ
。〔
…
…
〕
あ
る
が
ま
ま
で
あ
り
た
く
な
い
と
い
う
思
い
に
よ
っ
て
、
書
く
行
為
は
始
ま

　
　

る
べ
き
で
あ
り
、
そ
こ
か
ら
見
つ
け
だ
す
も
の
こ
そ
詩
で
あ
り
、
文
学
で
あ
る
と
私
は
思
っ
て
い
ま
す
。
私
に
と
っ
て

　
　

は
、
書
く
行
為
よ
り
も
、
詩
を
生
き
る
こ
と
の
方
が
よ
り
重
い
命
題
な
の
で
す）

56
（

。

繰
り
返
せ
ば
小
野
が
「
遠
点
」
か
ら
生
活
を
見
つ
め
る
者
で
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
金
時
鐘
は
営
ま
れ
る
生
活
そ
の
中
か
ら
詩

を
見
い
だ
そ
う
と
し
て
い
た
。
そ
の
こ
と
は
、
単
に
異
質
で
あ
る
だ
け
で
な
く
、
生
活
そ
れ
自
体
の
質
を
変
え
て
い
く
と
こ

ろ
に
両
者
の
差
異
も
あ
ろ
う
。
こ
の
差
異
は
、
距
離
の
捉
え
方
に
お
け
る
違
い
と
し
て
現
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　
　

金
時
鐘
「
彼
が
生
の
参
与
を
し
た
と
た
ん
に
彼
の
詩
は
彼
の
弱
さ
を
一
挙
に
表
だ
た
せ
る
と
思
う
ん
で
す
ね
。〔
…
…
〕

　
　
　

だ
か
ら
彼
が
ど
う
し
て
位
置
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
自
足
し
て
お
れ
る
の
か
が
問
題
だ
と
思
う
。〔
…
…
〕
僕
は
そ
の
位

　
　
　

置
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
自
足
し
て
い
る
小
野
こ
そ
、
暴
い
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て
い
る
わ
け
で
す
。
な
ぜ
詩

　
　
　

が
静
力
学
で
あ
る
こ
と
の
ほ
う
が
最
上
な
の
か
、
と
い
う
こ
と
な
の
だ
ね）

57
（

。」 

こ
の
「
位
置
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
」
に
関
す
る
金
時
鐘
の
立
場
を
、
試
み
に
金
時
鐘
の
詩
集
の
タ
イ
ト
ル
を
出
版
年
か
ら
順
に
並

べ
る
こ
と
で
例
証
し
て
み
た
い
（『
原
野
の
詩
』
に
収
め
ら
れ
た
「
捨
遺
集
」
等
は
除
く
）。

　
　
『
地
平
線
』（
一
九
五
五
年
）

（
55
）
金
時
鐘
前
掲
論
文
、
三
七
頁
。「〔
組
織
的
制

裁
で
表
現
活
動
を
禁
じ
ら
れ
て
い
た
時
期
に
食
事

等
で
助
け
て
く
れ
た
〕そ
の
お
っ
ち
ゃ
ん
た
ち
が
、

一
緒
に
酒
を
飲
む
と
、
戦
前
に
流
行
っ
た
朝
鮮
の

流
行
歌
を
歌
う
ん
で
す
よ
ね
。
情
緒
纏
綿
と
歌
っ

て
、「
え
え
文
句
や
…
」
と
言
う
ん
で
す
。「
時
鐘
、

お
前
も
こ
ん
な
詩
を
書
い
て
く
れ
や
」
と
言
う
ん

で
す
ね
。「
な
ん
で
お
前
の
書
く
の
は
そ
ん
な
に

難
し
い
ね
ん
。
わ
し
ら
に
も
わ
か
る
も
ん
書
い
て

く
れ
や
」。
／
〔
…
…
〕
／
だ
か
ら
と
い
っ
て
、

私
は
お
っ
ち
ゃ
ん
た
ち
の
期
待
に
添
う
わ
け
に
は

い
か
な
い
。」（
同
前
）。

（
56
）
金
時
鐘
前
掲
論
文
、
三
八
頁
。

（
57
）「
座
談
会
小
野
詩
論
の
功
罪
」、
一
〇
五
頁
。
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『
日
本
風
土
記
』（
一
九
五
七
年
）

　
　
『
新
潟
』（
一
九
七
〇
年
）

　
　
『
猪
飼
野
詩
集
』（
一
九
七
八
年
）

　
　
『
光
州
詩
片
』（
一
九
八
三
年
）

　
　
『
化
石
の
夏
』（
一
九
九
八
年
）

明
ら
か
な
こ
と
は
、「
地
平
線
」
と
い
う
広
い
視
座
か
ら
「
日
本
」
へ
と
、
そ
し
て
「
新
潟
」、「
猪
飼
野
」、「
光
州
」
へ
と

焦
点
が
絞
ら
れ
て
い
き
、「
化
石
」と
い
う
空
間
的
で
も
あ
り
時
間
的
で
も
あ
る
一
点
に
集
中
し
て
い
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

つ
ま
り
『
新
潟
』
以
降
、
よ
り
具
体
的
な
固
有
名
が
現
わ
れ
て
き
て
お
り
、
そ
の
点
に
、
自
ら
が
「
生
き
る
」
場
に
お
い
て

異
質
的
で
あ
り
な
が
ら
も
、
現
実
的
に
存
在
す
る
こ
と
を
設
定
し
よ
う
と
す
る
姿
勢
が
読
み
取
れ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　

生
活
自
体
に
内
在
し
て
変
質
さ
せ
よ
う
と
す
る
行
為
は
、
小
野
の
「
リ
ズ
ム
」
を
「
生
活
」
の
反
映
と
見
な
す
平
面
的
な

関
係
を
一
歩
進
め
て
、実
存
だ
け
で
な
く
「
記
憶
」「
情
念
」「
感
情
」
と
い
っ
た
よ
り
内
面
に
感
ず
る
次
元
を
そ
の
「
生
活
」

か
ら
読
み
取
る
と
い
う
方
法
論
へ
と
金
時
鐘
を
導
く
こ
と
に
な
る
。

　
　

長
い
時
間
帯
の
な
か
で
堆
積
し
た
記
憶
・
体
験
が
、
符
合
す
る
外
在
物
に
投
影
さ
れ
る
と
き
、
言
葉
は
対
象
化
さ
れ
た

　
　
「
物
」
と
し
て
の
情
念
を
押
し
出
し
て
く
る
。
言
葉
が
吐
き
出
さ
れ
る
裏
に
は
、
そ
の
言
葉
を
生
ま
し
め
た
記
憶
・
感

　
　

情
の
錯
綜
し
た
層
が
あ
る
の
で
あ
り
、
そ
の
言
葉
は
と
り
も
な
お
さ
ず
、
常
に
記
憶
し
、
蓄
え
ら
れ
て
き
た
と
こ
ろ
の

　
　

思
想
の
露
出
に
他
な
ら
な
い
の
で
あ
る）

58
（

。

こ
の
言
葉
は
、
ラ
イ
フ
ル
魔
と
呼
ば
れ
た
金
嬉
老
に
つ
い
て
言
わ
れ
た
も
の
で
は
あ
る
。
だ
が
こ
の
金
嬉
老
論
は
、
小
野
の

「
静
力
学
」
に
批
判
的
に
言
及
し
た
座
談
会
と
ほ
ぼ
同
じ
時
期
に
発
表
さ
れ
て
お
り
（
一
九
七
三
年
三
月
）、
金
嬉
老
に
関
す

る
言
及
は
、
生
活
そ
の
も
の
に
内
在
す
る
と
い
う
方
法
論
が
自
覚
さ
れ
た
と
こ
ろ
か
ら
の
発
言
と
な
っ
て
い
る
。

　

小
野
か
ら
金
時
鐘
へ
の
方
法
論
の
深
化
は
、
結
果
的
に
「
リ
ズ
ム
は
批
評
で
あ
る
」
と
い
う
『
詩
論
』
の
中
心
的
命
題
自

体
も
書
き
換
え
る
こ
と
に
至
っ
て
い
る
。

　
　

私
に
と
っ
て
「
リ
ズ
ム
は
批
評
で
あ
る
」
と
は
ど
う
い
う
こ
と
か
。〔
…
…
〕〔
七
五
調
に
な
ら
な
い
よ
う
〕
日
本
語　

（
58
）「
日
本
語
の
お
び
え
」、『「
在
日
」の
は
ざ
ま
で
』

七
五
‐
六
頁
。
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か
ら
の
解
放
を
得
た
い
と
思
っ
て
い
る
者
と
し
て
は
、
意
識
し
て
ぎ
く
し
ゃ
く
し
た
日
本
語
を
使
う
よ
う
に
し
て
い
ま

　
　

す
。〔
…
…
〕
／
そ
の
滑
り
の
悪
さ
が
、
か
つ
て
植
民
地
人
と
し
て
の
私
を
育
て
た
日
本
に
対
す
る
私
の
報
復
な
ん
で

　
　

す
ね）

59
（

。

こ
こ
で
金
時
鐘
は
、「
滑
り
の
悪
さ
」
が
日
本
（
語
）
へ
の
「
報
復
」
で
あ
る
と
述
べ
る
の
み
で
あ
る
。
し
か
し
そ
の
「
滑

り
の
悪
さ
」は
、単
に
七
五
調
と
い
っ
た
音
数
律
的
な
形
式
に
留
ま
ら
な
い
の
は
明
ら
か
で
あ
る
。そ
れ
は「
記
憶
」「
情
念
」「
感

情
」
に
関
わ
る
表
現
に
お
け
る
滑
り
の
悪
さ
に
も
通
じ
て
い
る
は
ず
で
あ
る
。
こ
れ
ら
を
踏
ま
え
て
、次
章
以
降
、主
に
『
長

篇
詩
集 

新
潟
』
を
中
心
に
作
品
を
分
析
し
て
い
き
た
い
。

（
59
）
金
時
鐘
前
掲
論
文
、
三
五
‐
六
頁
。
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第
五
章　

距
離
の
多
角
的
表
現―

『
長
篇
詩
集 

新
潟
』
の
方
法
論
に
至
る
ま
で
の
過
程

 
 

　

は
じ
め
に

　

風
景
や
対
象
を
質
的
に
異
な
る
場
所
か
ら
眺
め
る
と
い
う
行
為
、す
な
わ
ち
「
現
実
を
無
限
の
遠
点
か
ら
射
影
す
る
思
想
」

こ
そ
が
、小
野
の
方
法
論
を
形
作
る
本
質
で
あ
る
と
前
章
で
指
摘
し
た
。
小
野
の
「
リ
ズ
ム
」
が
生
活
の
反
映
で
あ
る
の
も
、

そ
の
よ
う
な
本
質
か
ら
由
来
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

そ
の
よ
う
に
「
遠
点
」
か
ら
生
活
を
眺
め
る
者
が
小
野
で
あ
っ
た
の
に
対
し
て
、
金
時
鐘
は
営
ま
れ
る
生
活
の
た
だ
中
に

詩
を
見
い
だ
し
て
い
く
こ
と
で
、
生
活
そ
れ
自
体
の
質
を
変
え
て
い
こ
う
と
し
て
お
り
、
こ
の
点
に
両
者
の
差
異
も
あ
っ
た
。

　

ま
た
小
野
の
方
法
論
に
お
い
て
、「
リ
ズ
ム
」
は
生
活
と
並
行
的
な
関
係
に
あ
っ
た
。
し
か
し
金
時
鐘
は
生
活
に
内
在
し

て
い
く
こ
と
で
、「
記
憶
」「
情
念
」「
感
情
」
と
い
っ
た
よ
り
内
的
な
次
元
、あ
る
い
は
そ
れ
ら
の
質
的
な
多
様
性
を
読
み
取
っ

て
お
り
、
そ
の
た
め
内
的
な
次
元
を
変
容
さ
せ
る
た
め
に
日
本
語
を
変
質
さ
せ
る
方
法
論
へ
と
彼
を
導
く
こ
と
に
な
っ
て
い

る
、
と
い
う
こ
と
も
前
章
で
触
れ
た
。
そ
の
た
め
「
滑
り
の
悪
」
い
日
本
語
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
詩
が
、
単
に
音
数
律
的
な

形
式
に
留
ま
ら
ず
、「
記
憶
」「
情
念
」「
感
情
」
と
い
っ
た
面
で
の
滑
り
の
悪
さ
に
も
通
じ
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
も

指
摘
し
て
お
い
た
。

　

つ
ま
り
両
者
に
お
い
て
は
、
あ
る
種
の
距
離
の
と
り
方
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
わ
け
だ
が
、
こ
こ
で
は
『
新
潟
』
以
前
の

詩
集
、
す
な
わ
ち
『
地
平
線
』
と
『
日
本
風
土
記
』
に
お
け
る
距
離
の
捉
え
方
に
対
す
る
試
行
錯
誤
に
つ
い
て
論
じ
て
お
き

た
い
。
そ
れ
に
よ
り
『
新
潟
』
で
確
立
す
る
こ
と
に
な
る
方
法
論
が
よ
り
明
確
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。

　
　

第
一
節
．
『
地
平
線
』

一
‐
一
．
時
代
背
景

　

第
一
詩
集
『
地
平
線
』
は
、
一
九
五
五
年
一
二
月
に
ヂ
ン
ダ
レ
発
行
所
か
ら
出
版
さ
れ
て
い
る
。『
原
野
の
詩
』
に
収
め



135　　第五章　距離の多角的表現―『長篇詩集　新潟』の方法論に至るまでの過程

ら
れ
た
野
口
豊
子
に
よ
る
詳
細
な
年
譜
に
よ
る
と
、
金
時
鐘
は
心
筋
障
害
の
た
め
生
野
厚
生
診
療
所
に
一
九
五
四
年
二
月
か

ら
約
二
年
半
入
院
し
て
い
る
。『
地
平
線
』
は
金
時
鐘
の
闘
病
資
金
と
余
命
を
気
遣
っ
た
た
め
に
、
八
〇
〇
部
限
定
で
出
版

さ
れ
た
と
い
う
。

　
『
地
平
線
』
は
、
発
行
元
が
ヂ
ン
ダ
レ
発
行
所
と
な
っ
て
い
る
が
、
こ
の
詩
集
が
出
版
さ
れ
た
時
期
は
、
金
時
鐘
が
責
任

者
で
あ
っ
た
詩
誌
『
ヂ
ン
ダ
レ
』
自
体
が
、
国
際
的
・
国
内
的
な
政
治
的
動
向
の
急
激
な
変
化
の
も
と
、「
民
族
的
主
体
性
」

を
め
ぐ
っ
て
組
織
的
批
判
に
さ
ら
さ
れ
て
い
た
と
き
に
当
た
る
。

　
『
ヂ
ン
ダ
レ
』
や
そ
の
停
刊
後
に
出
さ
れ
る
『
カ
リ
オ
ン
』
に
つ
い
て
は
、
近
年
、
宇
野
田
尚
哉
・
細
見
和
之
に
よ
り
復

刻
さ
れ

（
1
）

、
研
究
環
境
が
整
い
つ
つ
あ
る
。
野
口
豊
子
作
成
の
「
金
時
鐘
年
譜
」
と
宇
野
田
・
細
見
の
解
説
を
主
に
参
照
し
つ

つ
、
こ
こ
で
『
ヂ
ン
ダ
レ
』
を
め
ぐ
る
必
要
最
低
限
度
の
時
代
背
景
に
つ
い
て
触
れ
て
お
き
た
い
。

　

金
時
鐘
は
日
本
に
渡
っ
て
き
た
翌
年
、
一
九
五
〇
年
四
月
に
日
本
共
産
党
（
以
下
、
日
共
と
略
記
）
に
入
党
し
て
い
る
。

日
共
内
の
民
族
対
策
部
（
以
下
、
民
対
と
略
記
）
の
指
導
の
下
、
金
時
鐘
は
『
朝
鮮
評
論
』
の
刊
行
に
携
わ
り
、
ま
た
大
阪

中
西
地
区
に
お
い
て
中
西
朝
鮮
学
校
の
再
建
に
取
り
組
む
こ
と
に
な
る
。

　

一
九
五
一
年
二
月
の
日
共
第
四
回
全
国
協
議
会
（
四
全
協
）
と
一
〇
月
の
第
五
回
全
国
協
議
会
（
五
全
協
）
で
決
定
さ
れ

た
実
力
闘
争
方
針
に
基
づ
き
、
一
九
五
二
年
六
月
に
は
、『
新
潟
』
に
お
い
て
も
重
要
な
出
来
事
と
な
る
吹
田
・
枚
方
事
件

が
起
こ
る
。
日
共
の
指
導
下
に
あ
っ
た
朝
鮮
人
達
も
前
衛
に
立
っ
て
闘
っ
た
。
だ
が
こ
の
実
力
闘
争
は
、
一
九
五
二
年
七
月

一
二
日
に
公
布
・
施
行
さ
れ
る
破
壊
活
動
防
止
法
に
よ
り
、
実
質
的
に
文
化
闘
争
へ
と
転
換
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
こ
と
に
な

る
。
ま
た
朝
鮮
戦
争
が
膠
着
状
態
と
な
る
中
、
日
共
は
反
米
・
反
李
承
晩
・
反
吉
田
の
機
運
を
高
め
る
た
め
に
、
民
衆
の
声

を
集
め
る
必
要
も
あ
っ
た

（
2
）

。『
ヂ
ン
ダ
レ
』
は
、
そ
の
よ
う
な
方
針
転
換
と
組
織
的
戦
略
か
ら
、
一
九
五
三
年
二
月
一
七
日

に
創
刊
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

宇
野
田
に
よ
れ
ば
、『
ヂ
ン
ダ
レ
』
は
、
一
九
五
〇
年
代
に
活
発
化
す
る
全
国
的
な
文
化
サ
ー
ク
ル
運
動
の
モ
デ
ル
ケ
ー

ス
と
み
な
さ
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
一
九
五
四
年
八
月
に
は
、
朝
鮮
民
主
主
義
人
民
共
和
国
（
以
下
、
北
朝
鮮
と

略
記
）
の
南
日
外
相
（
当
時
）
が
、「
在
日
朝
鮮
人
は
共
和
国
公
民
」
で
あ
る
と
明
言
す
る
こ
と
を
境
に
、
事
態
は
大
き
く

動
き
始
め
る
。
日
共
は
、
一
九
五
五
年
一
月
、
在
日
朝
鮮
人
運
動
を
指
導
す
る
こ
と
を
放
棄
し
、
五
五
年
七
月
の
六
全
協
で

は
、
武
装
闘
争
を
遂
行
し
た
者
達
を
「
極
左
冒
険
主
義
」
と
い
う
レ
ッ
テ
ル
を
貼
る
こ
と
で
、
全
否
定
す
る
こ
と
に
な
る
。

時
期
が
や
や
前
後
す
る
が
、
同
年
五
月
に
は
在
日
本
朝
鮮
統
一
民
主
統
一
戦
線
（
以
下
、
民
戦
と
略
記
）
が
、
北
朝
鮮
を
指

導
者
と
仰
ぐ
朝
鮮
総
聯
に
取
っ
て
代
わ
ら
れ
、
日
共
指
導
下
に
あ
っ
た
朝
鮮
人
達
も
朝
鮮
総
聯
の
下
に
集
う
こ
と
に
な
る
。

　
　

註

（
1
）『
復
刻
版
ヂ
ン
ダ
レ
・
カ
リ
オ
ン
』、不
二
出
版
、

二
〇
〇
八
年
。
以
下
、『
ヂ
ン
ダ
レ
』
か
ら
の
引

用
は
、
す
べ
て
こ
の
復
刻
版
か
ら
の
も
の
。

（
2
）
金
時
鐘
「
記
憶
の
腑
を
こ
じ
る
詩
」、
鄭
仁

『
感
傷
周
波
』、
七
月
堂
、
一
九
八
一
年
一
二
月
、

一
四
一
頁
を
参
照
し
た
。
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そ
れ
に
伴
い
朝
鮮
総
聯
の
文
化
闘
争
の
路
線
も
、
朝
鮮
人
は
朝
鮮
語
を
用
い
て
創
作
す
る
よ
う
に
と
転
換
さ
れ
、『
ヂ
ン
ダ

レ
』
に
お
い
て
も
、
一
三
号
（
一
九
五
五
年
一
〇
月
）
か
ら
「
国
語
」
＝
朝
鮮
語
学
習
の
必
要
性
が
強
調
さ
れ
る
こ
と
に
な

る
。
ま
た
一
九
五
六
年
は
、
北
朝
鮮
に
お
い
て
金
日
成
が
延
安
派
、
ソ
連
派
な
ど
と
の
派
閥
争
い
に
勝
利
し
、
ス
タ
ー
リ
ニ

ズ
ム
に
基
づ
く
権
威
主
義
的
な
体
制
が
確
立
し
て
い
く
時
期
で
も
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
『
ヂ
ン
ダ
レ
』
に
お
い
て
、「
在
日
」

と
い
う
現
実
を
中
心
に
据
え
る
金
時
鐘
・
梁
石
日
・
鄭
仁
た
ち
と
、
祖
国
志
向
の
許
南
麒
・
洪
允
杓
・
宋
益
俊
と
の
対
立
が

醸
成
さ
れ
る
。
結
果
的
に
、
朝
鮮
総
聯
の
文
化
闘
争
の
路
線
転
換
を
正
当
化
す
る
た
め
に
、
金
時
鐘
と
『
ヂ
ン
ダ
レ
』
は
思

想
悪
の
サ
ン
プ
ル
と
し
て
批
判
に
さ
ら
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
ま
た
『
ヂ
ン
ダ
レ
』
批
判
は
、
朝
鮮
総
聯
か
ら
だ
け
で
な

く
、
北
朝
鮮
か
ら
も
「
民
族
的
主
体
性
の
喪
失
者
」
た
ち
と
い
う
レ
ッ
テ
ル
を
貼
ら
れ
る
こ
と
に
な
る

（
3
）

。

　

こ
の
よ
う
な
政
治
的
な
圧
力
の
下
、『
地
平
線
』
の
諸
作
品
を
巡
っ
て
も
論
争
が
闘
わ
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
論
争

に
関
し
て
、
ど
こ
が
論
点
に
な
っ
た
の
か
を
本
研
究
の
枠
組
み
の
中
で
見
る
た
め
に
、
次
節
で
は
『
地
平
線
』
の
表
現
に
つ

い
て
分
析
し
て
い
き
た
い
。

一
‐
二
．
『
地
平
線
』
の
表
現
に
つ
い
て

　

確
か
に
『
新
潟
』
と
『
地
平
線
』
の
間
に
は
、表
現
的
に
も
方
法
的
に
も
質
的
な
差
異
が
あ
る
。
し
か
し
そ
の
一
方
で
、『
地

平
線
』
に
は
、『
新
潟
』
で
開
花
す
る
こ
と
に
な
る
思
想
や
モ
チ
ー
フ
が
、
既
に
萌
芽
的
に
散
見
さ
れ
る
の
も
事
実
で
あ
る
。

例
え
ば
巻
頭
の
「
自
序
」
は
、

　
　
　

自
序

　
　

自
分
だ
け
の　

朝
を

　
　

お
ま
え
は　

欲
し
て
は
な
ら
な
い
。

　
　

照
る
と
こ
ろ
が
あ
れ
ば　

く
も
る
と
こ
ろ
が
あ
る
も
の
だ
。

　
　

崩
れ
去
ら
ぬ　

地
球
の
廻
転
を
こ
そ

　
　

お
ま
え
は　

信
じ
て
い
れ
ば
い
い
。

　
　

陽
は　

お
ま
え
の　

足
下
か
ら
昇
っ
て
い
る
。

　
　

そ
れ
が　

大
き
な　

弧
を
描
い
て

（
3
）
조
벽
암
・
윤
세
평
・
김
순
석
「
생
활
과 

독
담

＝
재
일
조
선
문
학
회
내 

일
부 

시
인
들
의 

경
향
에 

대
하
여
＝
〔
生
活
と
独
断―

在
日
朝
鮮
文
学
会
内

の
一
部
詩
人
達
の
傾
向
に
つ
い
て―

〕」、『
文
学

新
聞
』、
一
九
五
八
年
七
月
一
〇
日
。
こ
の
点
に

関
し
て
は
、
宇
野
田
尚
哉
「『
ヂ
ン
ダ
レ
』『
カ
リ

オ
ン
』『
原
点
』『
黄
海
』
解
説
」、『『
ヂ
ン
ダ
レ
・

カ
リ
オ
ン
』
解
説
・
鼎
談
・
総
目
次
・
索
引
』、

不
二
出
版
、
二
〇
〇
八
年
、
一
六
頁
に
記
述
さ
れ

て
い
る
。

　

ま
た
一
九
五
〇
年
代
の
状
況
は
、
一
年
ご
と
に

事
態
が
変
わ
る
時
期
で
あ
り
、
慎
重
な
検
討
を

要
す
る
。
敗
戦
直
後
の
50
年
代
日
本
は
、「
国
民

｣

の
再
定
義
が
「
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
」
を
特
定
す
る

こ
と
と
連
動
し
て
行
わ
れ
た
時
期
と
考
え
ら
れ
る

（
日
共
は
四
全
協
の
際
、
朝
鮮
人
を
「
少
数
民
族
」

と
規
定
し
て
い
る
）。
そ
の
た
め
朝
鮮
総
聯
の
方

針
は
、
在
日
朝
鮮
人
の
現
実
を
無
視
し
た
側
面
は

あ
っ
た
に
せ
よ
、
時
代
状
況
か
ら
す
れ
ば
根
拠
の

あ
る
も
の
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
一
九
五
〇
年

代
の
検
討
は
、
重
要
で
あ
る
が
今
後
の
課
題
と
し

て
お
き
た
い
。
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そ
の　

う
ら
は
ら
の　

お
ま
え
の
足
下
か
ら
没
し
て
ゆ
く
の
だ
。

　
　

行
き
つ
け
な
い
と
こ
ろ
に　

地
平
が
あ
る
の
で
は
な
い
。

　
　

お
ま
え
の
立
つ
て
い
る　

そ
の
地
点
が
地
平
だ
。

　
　

ま
さ
に　

地
平
だ
。

　
　

遠
く　

影
を
の
ば
し
て

　
　

傾
い
た
夕
日
に
は　

サ
ヨ
ナ
ラ
を
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

　
　

ま
新
ら
し
い
夜
が
待
っ
て
い
る

（
4
）

。

と
い
う
よ
う
に
、「
朝
」
で
は
な
く
「
夜
」
に
立
脚
す
る
こ
と
が
宣
言
さ
れ
て
お
り
、「
夜
」
や
「
闇
」
の
中
に
潜
在
す
る
別

様
の
価
値
を
見
い
だ
し
て
い
こ
う
と
す
る
『
新
潟
』
と
の
連
続
性
が
見
ら
れ
る
。

　

ま
た
他
の
連
続
性
と
し
て
は
、
作
品
「
春
」
や
「
夏
の
狂
詩
」
な
ど
の
タ
イ
ト
ル
に
明
ら
か
な
よ
う
に
、
そ
こ
で
は
季
節

が
対
象
化
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
に
よ
り
季
節
感
や
季
語
を
異
化
し
よ
う
と
す
る
志
向
も
既
に
存
在
し
て
い
る
。
そ
れ
の
み
な

ら
ず
作
品
「
秋
の
歌
」
は
、
そ
の
よ
う
な
異
化
だ
け
で
な
く
、
金
時
鐘
が
持
つ
長
篇
志
向
を
示
す
作
品
と
も
な
っ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
連
続
性
は
、
さ
ら
に
は
、
動
物
、
昆
虫
、
植
物
へ
の
注
視
や
、
そ
れ
ら
と
自
分
自
身
を
結
び
付
け
よ
う
と
す

る
意
識
に
も
現
れ
て
い
る
。
例
え
ば
「
タ
ロ
ー
」
と
い
う
作
品
で
は
、怯
え
る
よ
う
に
「
糞
」
を
漁
っ
て
い
る
犬
を
見
て
、「
俺
」

は
次
の
よ
う
に
叫
ぶ
に
至
る
。

　
　

お
ま
え
を　

見
つ
め
て
い
る
と

　
　

こ
の
俺
ま
で
が
、
変
に
糞
に
埋
ま
つ
て
ゆ
く
感
じ
だ

　
　

瘠
せ
ぎ
す
の
首
を　

ひ
ん
の
ば
し

　
　

そ
げ
た
股
に　

シ
ツ
ポ
を
ま
き
こ
ん
で

　
　

き
よ
と
ん　

と
し
た　

視
線
を

　
　

一
口
ご
と
に　

こ
つ
ち
へ
投
げ
る
、

　
　

も
う
止
し
て
く
れ
！

（
4
）『
地
平
線
』、
引
用
は
『
原
野
の
詩
』、
五
八
三

頁
か
ら
。
以
下
同
様
。
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ふ
ん
だ
ん
の
糞
に
ま
で　

お
び
え
ね
ば
な
ら
ぬ

　
　

お
前
の
そ
の　

が
り
が
り
の
人
生
を

　
　

ほ
ん
と
う
の　

犬
に

　
　

俺
は　

喰
わ
し
て　

や
り
た
い
！

（
5
）

金
時
鐘
は
少
年
の
こ
ろ
、強
靭
な
紐
で
首
を
く
く
ら
れ
た
犬
を
見
て
気
に
な
っ
て
仕
方
が
な
く
な
っ
た
こ
と
が
あ
っ
た
。「
犬

が
大
き
く
な
る
に
つ
れ
て
、
あ
の
紐
が
し
ま
っ
た
ま
ま
だ
っ
た
ら
ど
う
し
よ
う
。
ま
る
で
自
分
の
首
が
締
ま
っ
て
い
く
よ
う

に
心
が
う
ず
い
た
の
で
す
。」。
そ
の
こ
と
を
旧
友
の
金
容
燮
に
話
す
と
、
彼
は
「「
光
原
！
（
こ
れ
が
私
の
「
日
本
名
」
で

し
た
！
）
そ
れ
が
詩
な
ん
だ
！　

お
ま
え
の
詩
は
そ
れ
な
ん
だ
」
／
と
さ
と
し
て
く
れ
た
の
で
す
。〔
…
…
〕
考
え
て
み
ま

す
と
、
私
の
詩
は
そ
の
と
き
、
一
つ
の
方
向
が
定
ま
る
目
安
を
植
え
つ
け
ら
れ
た
よ
う
に
思
い
ま
す

（
6
）

。」。
こ
の
作
品
は
、
こ

の
よ
う
な
少
年
時
代
に
犬
を
通
じ
て
得
た
詩
想
を
生
か
し
つ
つ
、
自
分
と
動
物
を
関
連
付
け
て
い
る
。
そ
れ
だ
け
で
な
く
、

「
ほ
ん
と
う
の
犬
に
喰
わ
し
て
や
り
た
い
！
」
と
い
う
表
現
と
あ
わ
せ
て
考
え
て
み
る
な
ら
ば
、「
犬
」
は
一
方
で
自
己
を
投

影
す
る
対
象
で
あ
る
と
と
も
に
、
他
方
で
そ
れ
は
権
力
者
、
敵
と
い
う
意
味
合
い
も
持
た
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
す

れ
ば
こ
の
作
品
は
、
金
時
鐘
自
身
の
済
州
島
四
・
三
事
件
の
記
憶
や
、
日
本
に
来
て
か
ら
の
生
に
対
す
る
思
い
が
込
め
ら
れ

て
い
る
と
み
て
も
間
違
い
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
そ
の
意
味
で
動
物
と
自
己
を
結
び
つ
け
る
こ
と
は
歴
史
へ
の
通
路
と
も
な
っ

て
お
り
、こ
の
点
に
お
い
て
も
『
新
潟
』
と
の
連
続
性
が
見
ら
れ
る
。
さ
ら
に
『
地
平
線
』
を
巡
る
論
争
に
関
わ
り
、ま
た
『
新

潟
』
と
の
関
連
性
を
考
え
る
う
え
で
重
要
な
も
の
は
「
糞
」
で
あ
る
。
予
め
指
摘
し
て
お
く
な
ら
ば
、『
新
潟
』
に
お
い
て
「
糞
」

は
、
祖
国
や
歴
史
的
記
憶
、
そ
し
て
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
引
き
裂
か
れ
る
自
己
に
生
理
的
に
結
び
つ
い
て
い
く
形
象
と
し

て
機
能
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め「
糞
」は
、否
定
さ
れ
る
だ
け
の
対
象
と
な
っ
て
い
な
い
。「
タ
ロ
ー
」に
お
け
る「
糞
」

も
、『
新
潟
』
ほ
ど
明
確
な
働
き
を
読
み
取
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
と
し
て
も
、「
糞
」
は
「
犬
」
の
生
を
肉
感
的
に
感
じ
さ

せ
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
身
体
的
で
生
理
的
な
次
元
の
現
わ
れ
こ
そ
、『
地
平
線
』
に
対
す
る
祖
国
志
向
派
た
ち
に

よ
る
否
定
的
な
評
価
に
関
連
し
て
く
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

　
『
ヂ
ン
ダ
レ
』
一
五
号
（
一
九
五
六
年
五
月
一
五
日
）
で
は
、「
金
時
鐘
の
作
品
の
場
と
そ
の
系
列―
詩
集
〝
地
平
線
〞
の

意
味
す
る
も
の
」
と
し
て
金
時
鐘
の
特
集
が
組
ま
れ
た
。
呉
林
俊
、
岡
本
潤
、
壺
井
繁
治
ら
の
短
文
も
掲
載
さ
れ
て
い
る
も

の
の
、
こ
こ
で
は
許
南
麒
、
洪
允
杓
、
村
井
平
七
に
よ
る
批
評
を
取
上
げ
て
み
た
い
。

　

許
南
麒
は
「
四
月
に
お
く
る
手
紙
」
と
題
し
て
、
手
紙
の
体
裁
を
と
っ
た
詩
的
な
表
現
で
『
地
平
線
』
の
感
想
を
述
べ
て

（
5
）『
地
平
線
』、
六
〇
一-

二
頁
（
部
分
）。

（
6
）『「
在
日
」
の
は
ざ
ま
で
』、
四
九
頁
。
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い
る
。

　
　

金
時
鐘
よ

　
　

君
も　

い
ま
の
君
か
ら

　
　

早
く　

強
く
た
く
ま
し
い
君
に

　
　

君
の
地
図
を
捨
て
て
抜
け
出
る
が
い
い

　
　

君
の
朝
鮮
は　

僕
の
朝
鮮
と
は
ち
が
う

　
　

君
の
朝
鮮
は　

僕
の
そ
れ
よ
り
は
健
康
だ

　
　

し
か
し　

君
の
そ
れ
も

　
　

何
故
か
や
つ
れ
た
調
べ
を
か
な
で

　
　

何
故
か
ト
レ
モ
ロ
を
流
す

（
7
）

こ
の
許
南
麒
の
詩
的
な
手
紙
は
、ど
こ
か
ウ
ク
レ
レ
を
奏
で
る
萩
原
朔
太
郎
を
想
起
さ
せ
る
。
同
様
に
こ
の
手
紙
の
内
容
も
、

五
〇
年
代
の
時
代
状
況
を
踏
ま
え
た
と
し
て
も
、萩
原
朔
太
郎
の
感
傷
的
な
詩
の
よ
う
に
印
象
を
記
し
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。

だ
が
「
や
つ
れ
た
調
べ
」
と
い
う
感
想
は
、『
地
平
線
』
批
判
の
基
調
と
な
る
も
の
で
あ
っ
た
。

　

続
く
洪
允
杓
は
、
そ
の
「
流
民
の
記
憶
に
つ
い
て―

詩
集
「
地
平
線
」
の
読
後
感
よ
り―

」
に
お
い
て
、
金
時
鐘
が
社
会

主
義
リ
ア
リ
ズ
ム
を
指
向
し
つ
つ
も
、『
地
平
線
』
の
諸
作
品
の
底
に
は
「
流
民
の
記
憶
か
ら
脱
し
き
れ
な
い
詩
人
の
感
性

（
8
）

」

が
流
れ
て
い
る
と
論
難
す
る
。

　

洪
が
例
と
し
て
取
上
げ
る
の
は
、「
ひ
ぐ
ら
し
の　

歌
」
で
あ
る
。
例
え
ば
そ
の
第
一
連
は
、「
青
葉
の　

か
げ
の
／
ひ
ぐ

ら
し
の　

歌
は
／
悲
し
い　

悲
し
い　

家
郷
へ
の
歌
だ
よ
、」
と
な
っ
て
い
る

（
9
）

。
洪
は
「
悲
し
い
」
や
「
家
郷
へ
の
歌
」
に
、

「
流
民
の
記
憶
」
を
読
み
込
ん
だ
の
だ
と
思
わ
れ
る
。
さ
ら
に
洪
允
杓
は
続
け
る
。

　
　

つ
ま
り
金
時
鐘
は
古
い
も
の
の
上
へ
新
し
い
も
の
を
座
ら
せ
た
ま
ゝ
、
そ
の
内
部
で
対
立
物
の
斗
争
を
行
わ
ず
に
、
古

　
　

い
流
民
的
な
抒
情
と
新
し
い
進
歩
す
る
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
と
を
妥
協
さ
せ
た
と
こ
ろ
に
彼
の
社
会
主
義
リ
ア
リ
ズ
ム
の
出

　
　

発
を
見
な
い
の
で
あ
る）

10
（

。

（
7
）
許
南
麒「
四
月
に
お
く
る
手
紙
」、『
ヂ
ン
ダ
レ
』

一
五
号
、
六
頁
。

（
8
）
洪
允
杓
「
流
民
の
記
憶
に
つ
い
て―

詩
集
「
地

平
線
」
の
読
後
感
よ
り―

」、『
ヂ
ン
ダ
レ
』
一
五

号
、
七
頁
。

（
9
）『
地
平
線
』、
六
五
三
頁
（
部
分
）。

（
10
）
洪
前
掲
論
文
、
八
頁
。
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洪
に
よ
る
こ
の
批
判
の
根
拠
は
、「
朝
鮮
民
主
主
義
人
民
共
和
国
公
民
と
し
て
の
矜
持
を
与
へ
ら
れ
て
い
る
時
、
流
民
の
記

憶
に
つ
な
が
る
一
切
の
ブ
ル
ジ
ヨ
ワ
思
想
が
私
た
ち
の
周
辺
か
ら
一
掃
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ）

11
（

」
と
い
う
と
こ
ろ
に
あ
る
。
つ
ま

り
朝
鮮
総
聯
結
成
と
、
始
ま
っ
た
ば
か
り
の
北
朝
鮮
へ
の
帰
国
運
動
に
よ
っ
て
も
は
や
流
民
で
は
な
い
と
い
う
意
識
が
、『
地

平
線
』
の
表
現
を
感
傷
的
だ
と
批
判
さ
せ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

最
後
に
村
井
平
七
で
あ
る
。
村
井
平
七
に
つ
い
て
は
よ
く
分
か
ら
な
か
っ
た
が
、
主
に
関
西
で
詩
を
書
き
発
表
し
て
い
た

人
だ
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
「
君
ら
〔
＝
朝
鮮
人
〕
が
、
本
当
に
「
心
に
故
郷
を
も
つ
て
い
る
」
の
な
ら
、
詩
な
ん
ぞ
書
く
必

要
は
な
い
の
に
な
あ）

12
（

」
と
書
き
付
け
て
し
ま
う
と
こ
ろ
に
、
文
学
至
上
主
義
的
な
思
想
を
持
つ
人
物
で
あ
る
こ
と
が
伺
わ
れ

る
。
こ
の
村
井
の
『
地
平
線
』
評
価
は
、「
金
時
鐘
詩
集
「
地
平
線
」
評―

許
南
麒
を
克
服
し
て
い
な
い
金
時
鐘
と
そ
の
周

辺
に
つ
い
て―

」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
に
如
実
に
表
れ
て
い
る
。

　

村
井
が
取
上
げ
て
い
る
の
は
、「
富
士
」
と
い
う
作
品
で
あ
る
。
重
要
な
作
品
な
の
で
引
用
し
て
お
き
た
い
。

　　
　
　

富
士

　
　

私
は　

こ
の
花
の　

一
つ
一
つ
に

　
　

見
お
ぼ
え
が
あ
る
。

　
　

ツ
ツ
ジ
、
レ
ン
ゲ
、
野
菊
、
ス
ミ
レ

　
　

心
に
故
郷
を
も
つ
て
い
る
も
の
な
ら

　
　

誰
で
も
知
つ
て
い
る　

花
の
名
だ
。

　
　

朝
鮮
の
山
野
で

　
　

一
番
撃
ち
ひ
し
が
れ
た
の
は

　
　

こ
の
花
だ
つ
た
。

　
　

中
国
大
地
の　

山
あ
い
で

　
　

一
番
踏
み
に
じ
ら
れ
た
の
も

　
　

こ
の
花
だ
つ
た
。

（
11
）
洪
前
掲
論
文
、
一
二
頁
。

（
12
）
村
井
平
七
「
金
時
鐘
詩
集
「
地
平
線
」
評―

許
南
麒
を
克
服
し
て
い
な
い
金
時
鐘
と
そ
の
周
辺

に
つ
い
て―

」、『
ヂ
ン
ダ
レ
』
一
五
号
、
一
八
頁
。
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こ
と
ご
と
く　

焼
き
つ
く
さ
れ
た

　
　

広
島
の　

丘
に

　
　

ひ
そ
け
く　

甦
つ
た
の
も

　
　

こ
の　

花
だ
。

　
　

本
栖
の
砲
座
よ
り　

望
む

　
　

な
だ
ら
な　

丘
陵
に

　
　

今　

ブ
ル
ド
ー
ザ
が

　
　

鉄
の
爪
を　

押
し
立
て
て
い
る
。

　
　

黒
々
と　

キ
ヤ
タ
ピ
ラ
を　

く
い
こ
ま
せ
て

　
　

こ
の
無
限
軌
道
は

　
　

私
の
視
界
の　

果
て
ま
で
も
続
い
て
い
る
。

　
　

も
し
、
富
士
が　

貫
通
を
許
す
な
ら

　
　

そ
の
弾
道
の　

向
こ
う
が
わ
は　

朝
鮮
だ
ろ
う
。

　
　

し
か
し　

富
士
は　

動
か
な
い
。

　
　

自
分
の
中
腹
に　

砲
弾
を
抱
え
こ
ん
だ
ま
ま

　
　

富
士
は　

微
動
だ
に　

し
な
い
。

　
　

晴
れ
わ
た
つ
た　

五
月
の
空
の
下
で

　
　

押
し
ひ
し
が
れ
た　

野
生
の
花
が

　
　

一
つ　

一
つ

　
　

ぶ
る
つ　

ぶ
る
つ　

身
を
ふ
る
わ
せ
な
が
ら

　
　

お
き
な
お
る
の
が　

私
に
は
見
え
る）

13
（

。

こ
の
詩
は
お
そ
ら
く
、
本
栖
湖
付
近
で
行
わ
れ
て
い
た
土
地
整
備
を
見
た
こ
と
に
触
発
さ
れ
て
書
か
れ
た
と
思
わ
れ
る
。
ブ

（
13
）『
地
平
線
』五
九
一-

三
頁
。初
出
は
、『
現
代
詩
』

一
九
五
五
年
五
月
。



142

ル
ド
ー
ザ
に
踏
み
に
じ
ら
れ
る
ツ
ツ
ジ
や
レ
ン
ゲ
と
、
そ
の
花
が
「
身
を
ふ
る
わ
せ
な
が
ら
／
お
き
な
お
る
」
姿
を
「
私
」

が
想
像
す
る
と
こ
ろ
に
、開
発
や
整
備
に
と
っ
て
無
価
値
な
も
の
の
発
見
と
、そ
れ
ら
の
生
へ
の
意
志
を
金
時
鐘
が
読
み
取
っ

て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
さ
ら
に
こ
の
「
お
き
な
お
る
」「
花
」
は
、
眼
前
の
も
の
だ
け
で
な
く
、
富
士
の
向
こ
う
側
に
あ

る
「
朝
鮮
」
で
咲
く
と
こ
ろ
の
も
の
も
イ
メ
ー
ジ
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
「
富
士
」
が
日
本
の
象
徴
と
し
て
あ
る
だ
け
で

な
く
、
花
を
踏
み
潰
す
キ
ャ
タ
ピ
ラ
は
、
朝
鮮
戦
争
の
隠
喩
に
も
な
っ
て
い
る
。

　

村
井
は
、「
富
士
」の
中
の「
心
に
故
郷
を
も
つ
て
い
る
も
の
な
ら
」と
い
う
詩
句
を
受
け
て
、次
の
よ
う
に
主
張
し
て
い
る
。

　
　

そ
の
よ
う
に
肯
定
的
に
、
過
去
の
記
憶
や
、
故
郷
へ
の
感
懐
を
共
感
し
合
え
る
風
土
で
し
か
、
金
時
鐘
の
詩
が
成
立
し

　
　

な
い
の
だ
と
し
た
ら―

し
か
も
そ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、
尚
彼
は
詩
人
で
あ
ら
ね
ば
な
ら
な
い
と
決
意
す
る
の
な
ら

　
　

―

彼
は
、
許
南
麒
と
許
南
麒
の
前
に
あ
つ
た
民
衆
と
を
結
ぶ
延
長
線
上
に
あ
る
こ
と
を
止
め
て
、
許
南
麒
と
許
南
麒
の

　
　

前
に
あ
つ
た
民
衆
と
を
結
ぶ
線
を
底
辺
と
す
る
ピ
ラ
ミ
ツ
ド
の
頂
点
に
、
自
ら
置
か
ね
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う）

14
（

。

「
許
南
麒
と
許
南
麒
の
前
に
あ
つ
た
民
衆
と
を
結
ぶ
線
」
か
ら
上
昇
す
べ
き
だ
、
と
い
う
回
り
く
ど
い
言
い
方
が
意
味
す
る

の
は
、「
革
命
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
」
が
「
朝
鮮
民
族
特
有
の
、
や
や
哀
調
を
帯
び
た
ニ
ヒ
リ
ズ
ム
」
に
回
収
さ
れ
て
し
ま
う
こ

と
を
避
け
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
を
意
味
し
て
い
る）

15
（

。
そ
の
た
め
こ
の
批
判
は
、「
流
民
の
記
憶
」
か
ら
脱
し
切

れ
て
い
な
い
、
と
い
う
洪
允
杓
の
批
判
と
重
な
り
合
う
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

　

要
は
三
人
の
批
判
は
、『
地
平
線
』
が
感
傷
に
流
さ
れ
る
こ
と
で
、
表
現
に
お
け
る
「
社
会
主
義
リ
ア
リ
ズ
ム
」
の
実
現

を
妨
げ
、「
革
命
エ
ネ
ル
ギ
ー
」
を
沈
め
て
し
ま
っ
て
い
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
許
南
麒
や
洪
允
杓
か
ら
す
れ
ば
、
感

傷
性
を
「
自
己
内
部
斗
争）

16
（

」
を
通
じ
て
打
ち
倒
し
、
共
和
国
公
民
と
し
て
の
「
矜
持
」
を
持
つ
「
た
く
ま
し
い
君
」
に
な
る

こ
と
が
是
非
と
も
必
要
な
こ
と
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

こ
れ
に
対
し
て
金
時
鐘
は
、『
ヂ
ン
ダ
レ
』
一
六
号
（
一
九
五
六
年
八
月
二
〇
日
）
で
、
批
判
へ
の
応
答
で
あ
る
「
私
の

作
品
の
場
と
「
流
民
の
記
憶
」」
を
発
表
し
て
い
る
。
こ
の
論
考
は
、
主
に
洪
允
杓
へ
の
反
論
に
な
っ
て
い
る
。
村
井
に
対

し
て
は
、
紙
幅
の
都
合
で
、
最
後
に
触
れ
る
程
度
に
留
ま
っ
て
い
る
が
、
反
論
の
趣
旨
は
明
確
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

　

金
時
鐘
は
ま
ず
、『
地
平
線
』
が
、一
「
夜
を
希
う
も
の
の
う
た
」
と
、二
「
さ
え
ぎ
ら
れ
た
愛
の
中
で
」
の
二
部
構
成
に
な
っ

て
い
る
こ
と
を
喚
起
さ
せ
て
い
る
。
そ
の
上
で
洪
允
杓
の
取
上
げ
た
「
ひ
ぐ
ら
し
の　

歌
」
が
「
外
国
人
が
日
本
で
や
り
う

る
、
よ
り
朝
鮮
な
も
の
」
を
扱
っ
た
第
二
部
の
作
品
で
あ
り
、
洪
は
よ
り
最
近
の
作
品
を
集
め
「
日
本
的
現
実
を
重
視
し
た
」

（
14
）
村
井
前
掲
論
文
、
一
四
頁
。

（
15
）
村
井
前
掲
論
文
、
一
九
頁
。

（
16
）
洪
前
掲
論
文
、
一
二
頁
。
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第
一
部
を
無
視
し
て
し
ま
っ
て
い
る
と
指
摘
す
る）

17
（

。
そ
の
結
果
、「
正
し
い
命
題
」
に
な
っ
て
い
る
は
ず
の
洪
允
杓
の
「
流

民
の
記
憶
」
批
判
も
、
直
観
的
な
も
の
に
留
ま
っ
て
い
る
と
論
じ
て
い
る）

18
（

。
だ
が
、
す
ぐ
に
見
る
こ
と
に
な
る
金
時
鐘
の
反

論
か
ら
照
ら
す
な
ら
ば
、
洪
允
杓
の
批
判
は
「
正
し
い
命
題
」
と
言
う
に
は
あ
ま
り
に
定
型
的
な
も
の
で
あ
る
。
金
時
鐘
の

言
い
方
は
、
ど
こ
か
組
織
に
対
す
る
カ
ム
フ
ラ
ー
ジ
ュ
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
民
族
的
主
体
性
を
賛
美
す
る
歌
を
歌
う
こ

と
で
「
流
民
の
記
憶
」
を
克
服
し
よ
う
と
す
る
こ
と
は
、
金
時
鐘
に
と
っ
て
あ
ま
り
に
公
式
的
な
も
の
に
映
っ
た
は
ず
で
あ

ろ
う
か
ら
で
あ
る
。
金
時
鐘
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　
　

私
の
結
論
か
ら
先
に
云
へ
ば
、
私
た
ち
各
自
が
も
つ
て
い
る
「
流
民
の
記
憶
」
を
一
掃
す
る
た
め
に
は
、
そ
の
こ
と
の

　
　

た
め
に
威
丈
高
で
あ
る
よ
り
も
、
ま
ず
自
己
の
「
流
民
的
記
憶
」
を
摘
出
す
る
う
ず
く
ま
つ
た
姿
勢
の
方
が
先
決
問
題

　
　

だ
と
い
う
こ
と
だ
。〔
…
…
〕「
流
民
的
記
憶
」
は
抹
殺
さ
れ
る
べ
き
主
題
で
は
な
し
に
、
む
し
ろ
新
し
く
堀マ

マ

り
お
こ
さ

　
　

れ
る
べ
き
焦
眉
の
問
題
だ
と
お
も
う
。
こ
の
私
が
非
難
さ
れ
る
べ
き
は
、「
流
民
の
記
憶
」
を
切
り
開
け
な
か
つ
た
こ

　
　

と
に
あ
る
の
で
あ
つ
て
、
そ
れ
を
引
き
ず
つ
て
い
る
こ
と
に
あ
る
の
で
は
な
い）

19
（

。

洪
允
杓
と
の
落
差
は
明
ら
か
だ
ろ
う
。
金
時
鐘
は
、「
ブ
ル
ジ
ヨ
ワ
思
想
」
云
々
を
振
り
か
ざ
し
批
判
を
繰
り
出
す
、
そ
の

立
場
の
中
に
さ
え
潜
む
「
流
民
の
記
憶
」
に
焦
点
を
当
て
て
い
る
の
で
あ
る
。
細
見
和
之
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、こ
れ
は
「
流

民
の
記
憶
」
を
正
面
に
据
え
て
、
そ
れ
を
「
日
本
的
現
実
」
の
な
か
で
問
お
う
と
す
る
姿
勢
で
あ
っ
た）

20
（

。
そ
の
た
め
こ
の
金

時
鐘
の
反
論
は
、
洪
允
杓
だ
け
で
な
く
、
村
井
平
七
に
対
し
て
も
当
て
は
ま
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

　

こ
の
反
論
を
本
研
究
の
文
脈
に
位
置
づ
け
る
な
ら
ば
、
金
時
鐘
の
こ
の
ス
タ
ン
ス
は
、
小
野
十
三
郎
の
言
う
「
短
歌
的
抒

情
」
批
判
と
明
ら
か
に
置
き
換
え
可
能
な
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
こ
の
姿
勢
に
は
、「
祖
国
朝
鮮
に
捧
げ
る
う
た
」

の
よ
う
に
、
素
材
が
朝
鮮
的
で
あ
り
朝
鮮
語
で
書
か
れ
て
あ
っ
て
も
、
作
品
に
表
れ
る
「
故
郷
」、
あ
る
い
は
そ
こ
で
の
暮

ら
し
や
風
景
の
描
写
に
ノ
ス
タ
ル
ジ
ー
が
入
り
込
ん
で
い
る
こ
と
に
対
す
る
批
判
的
ま
な
ざ
し
が
す
で
に
胚
胎
し
て
い
る
。

さ
ら
に
次
の
言
明
は
、
後
に
金
時
鐘
が
言
う
こ
と
に
な
る
、「
日
本
語
へ
の
報
復
」
と
重
な
り
合
う
も
の
で
あ
ろ
う
。

　
　

私
の
作
品
の
場
合
、
も
と
も
と
社
会
主
義
レ
ア
リ
ズ
ム
の
出
発
が
な
い
の
だ
。
そ
れ
で
い
て
な
お
、「
古
い
も
の
の
中

　
　

へ
新
し
い
も
の
を
導
き
入
れ
る
」
こ
と
に
よ
つ
て
の
み
、
私
は
自
分
の
社
会
主
義
レ
ア
リ
ズ
ム
の
出
発
が
あ
り
う
る
も

　
　

の
と
信
じ
て
い
る
。
私
が
現
代
詩
に
立
ち
入
つ
て
い
る
の
は
、
社
会
主
義
レ
ア
リ
ズ
ム
を
ひ
つ
さ
げ
て
で
は
な
い
。
民

（
17
）
金
時
鐘「
私
の
作
品
の
場
と「
流
民
の
記
憶
」」、

『
ヂ
ン
ダ
レ
』
一
六
号
、
三
頁
。

（
18
）
金
時
鐘
前
掲
論
文
、
三
頁
。

（
19
）
金
時
鐘
前
掲
論
文
、
五
頁
。

（
20
）
細
見
和
之
「『
ヂ
ン
ダ
レ
』『
カ
リ
オ
ン
』
の

詩
人
群
像―

〈
在
日
文
学
〉
と
い
う
場
の
は
じ

ま
り
」、『
復
刻
版
ヂ
ン
ダ
レ
・
カ
リ
オ
ン 

解

説
・
鼎
談
・
総
目
次
・
索
引
』、
不
二
出
版
、

二
〇
〇
八
年
、
五
一
頁
。



144

　
　

族
的
経
験
を
分
ち
あ
う
た
め
に
入
り
込
ん
で
い
る
の
が
私
の
実
体
だ）

21
（

。

「
古
い
も
の
の
中
へ
新
し
い
も
の
を
導
き
入
れ
る
」
は
、
洪
允
杓
の
言
葉
に
引
っ
掛
け
て
の
言
い
方
で
は
あ
る
に
せ
よ
、「
古

い
も
の
」
を
ノ
ス
タ
ル
ジ
ー
や
抒
情
と
捉
え
る
な
ら
ば
、「
新
し
い
も
の
」
と
は
、
そ
れ
と
は
異
な
る
も
の
、
後
の
金
時
鐘

の
言
葉
で
言
え
ば
「
垢
じ
ま
な
い
抒
情
」
で
あ
る
と
読
む
こ
と
も
で
き
る
。
し
た
が
っ
て
こ
の
時
点
で
す
で
に
「
日
本
語
へ

の
報
復
」
に
匹
敵
す
る
発
想
及
び
そ
の
試
み
が
行
わ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
こ
そ
が
金
時
鐘
に
と
っ
て
の
「
私
な
り
の

自
己
内
部
斗
争）

22
（

」
で
あ
っ
た
。
だ
が
村
井
の
批
判
の
中
で
、
次
の
も
の
は
金
時
鐘
も
同
意
し
て
い
る
。

　

村
井
の
先
の
批
判
に
関
連
す
る
指
摘
と
し
て
、
作
品
「
富
士
」
が
鳥
瞰
的
な
発
想
を
も
っ
て
作
ら
れ
た
も
の
だ
と
い
う
も

の
が
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
こ
の
鳥
瞰
的
な
発
想
に
お
い
て
は
、
対
象
と
語
り
手
は
眺
め
る
／
眺
め
ら
れ
る
と
い
う
関
係
し
か

成
立
し
な
い
が
、
こ
の
こ
と
は
『
地
平
線
』
全
体
の
根
幹
と
な
っ
て
い
る
と
村
井
は
述
べ
て
い
る）

23
（

。
村
井
の
結
論
は
、
こ
の

こ
と
が
金
時
鐘
を
許
南
麒
と
民
衆
を
結
ぶ
線
を
越
え
て
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
の
頂
点
に
立
つ
こ
と
を
妨
げ
て
い
る
と
い
う
点
に
あ
っ

た
に
せ
よ
、「
鳥
瞰
的
な
発
想
」
に
つ
い
て
は
『
地
平
線
』
の
作
品
を
見
る
限
り
、
妥
当
だ
と
思
わ
れ
る
。

　

そ
の
こ
と
を
確
認
す
る
た
め
に
、
再
び
「
富
士
」
に
戻
る
な
ら
ば
、
作
品
の
設
定
と
し
て
、「
私
」
は
自
己
の
「
視
界
」

の
及
ぶ
範
囲
で
、
踏
み
に
じ
ら
れ
る
花
を
み
て
い
る
。
つ
ま
り
「
私
」
と
「
花
」
の
間
に
は
、
ま
ず
物
理
的
な
距
離
が
あ
る
。

ま
た
「
富
士
」
と
い
う
形
象
は
、
物
理
的
な
距
離
が
想
像
的
な
距
離
に
転
換
す
る
過
程
に
お
い
て
立
ち
は
だ
か
る
、
距
離
を

抱
え
込
ん
だ
巨
大
な
障
壁
で
あ
る
。
こ
の
障
壁
を
前
に
し
て
、
詩
人
の
想
像
力
は
「
富
士
」
の
向
こ
う
側
に
「
朝
鮮
」
が
あ

る
こ
と
を
想
像
し
、
ま
た
わ
ず
か
に
そ
こ
で
「
野
生
の
花
」
が
身
を
震
わ
せ
て
起
き
上
が
る
の
を
透
視
す
る
の
み
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
物
理
的
な
距
離
を
起
点
に
し
て
対
象
を
構
築
す
る
方
法
は
、
前
章
で
見
た
小
野
十
三
郎
の
「
小
事
件
」
と
類
似

し
て
お
り
、
そ
の
影
響
下
に
あ
る
と
言
え
る
。
ま
た
「
富
士
」
が
発
表
さ
れ
た
一
九
五
五
年
五
月
は
、
朝
鮮
総
聯
結
成
の
直

後
で
あ
り
、
そ
の
た
め
こ
の
時
期
の
金
時
鐘
に
と
っ
て
、「
故
郷
」
と
し
て
の
「
朝
鮮
」
と
は
、
小
野
十
三
郎
が
『
地
平
線
』

の
序
文
で
言
っ
た
よ
う
に
、「
朝
鮮
民
主
主
義
人
民
共
和
国
と
い
う
み
ち
び
き
の
星）

24
（

」
が
理
念
的
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
た

の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と
が
日
本
と
朝
鮮
の
間
の
距
離
を
物
理
的
な
も
の
と
し
て
意
識
さ
せ
た
と
思
わ
れ

る
。

　

し
か
し
こ
の
物
理
的
距
離
は
、想
像
的
な
距
離
と
も
絡
み
合
っ
て
い
る
も
の
で
あ
り
、そ
の
際
に
「
朝
鮮
」「
中
国
」「
広
島
」

が
呼
び
出
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
想
像
力
に
よ
る
飛
翔
を
可
能
に
し
て
い
る
の
が
、
植
民
地
支
配
や
戦
争
が
も
た
ら
す
惨
劇
と

そ
こ
か
ら
の
回
復
の
イ
メ
ー
ジ
と
し
て
用
い
ら
れ
た
「
花
」
と
い
う
形
象
で
あ
ろ
う
。
そ
の
意
味
で
「
花
」
に
は
、
古
典
的

（
21
）
金
時
鐘
前
掲
論
文
、
五
‐
六
頁
。
後
に
金
時

鐘
は
、「
日
本
語
へ
の
報
復
」
に
関
し
て
次
の
よ

う
に
述
べ
て
い
る
。「
ぼ
く
に
関
す
る
限
り
、
日

本
語
で
元
手
を
と
ら
な
い
か
ぎ
り
絶
対
日
本
語
を

捨
て
る
気
に
な
ら
な
い
。
そ
れ
は
と
り
も
な
お
さ

ず
日
本
人
に
対
す
る
復
讐
の
つ
も
り
で
い
る
し
、

復
讐
と
い
う
の
は
敵
対
関
係
と
い
う
ん
で
は
な

く
、
民
族
的
経
験
を
日
本
語
と
い
う
広
場
で
わ
か

ち
あ
い
た
い
と
い
う
意
味
の
復
讐
で
す
。」（
金
時

鐘
、
鄭
仁
他
「
在
日
朝
鮮
人
と
文
学―

詩
誌
「
チ

ン
ダ
レ
」「
カ
リ
オ
ン
」他―

」、犬
飼
、福
中
編『
座

談　

関
西
戦
後
詩
史　

大
阪
篇
』、
ポ
エ
ト
リ
ー
・

セ
ン
タ
ー
、
一
九
七
五
年
、
一
二
〇
頁
。

（
22
）
金
時
鐘
前
掲
論
文
、
四
頁
。

（
23
）
以
上
、
村
井
前
掲
論
文
、
一
六
頁
。

（
24
）
小
野
十
三
郎「
序
文
」、金
時
鐘『
地
平
線
』（『
原

野
の
詩
』、立
風
書
房
、一
九
九
一
年
、五
八
一
頁
）。
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な
再
生
の
イ
メ
ー
ジ
が
充
填
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
こ
と
が
想
像
力
に
お
い
て
多
様
な
場
へ
と
飛
翔
す
る
こ
と
を
可
能
に
し
つ

つ
も
、「
花
」
と
い
う
詩
的
な
イ
メ
ー
ジ
の
構
築
に
お
い
て
、
一
般
化
の
働
き
が
入
り
込
む
結
果
に
も
な
っ
て
い
る
。
だ
が

「
鳥
瞰
的
発
想
」
と
い
う
観
点
か
ら
見
て
重
要
な
こ
と
は
、「
ぶ
る
つ　

ぶ
る
つ　

身
を
ふ
る
わ
せ
な
が
ら
／
お
き
な
お
る
の

が　

私
に
は
見
え
る
」
と
あ
る
よ
う
に
、
私
が
対
象
と
の
距
離
を
保
ち
つ
つ
、
眺
め
る
立
場
に
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

そ
の
意
味
で
対
象
と
私
の
絡
み
合
い
が
見
ら
れ
な
い
。
そ
し
て
こ
の
点
が
『
新
潟
』
と
の
大
き
な
差
異
と
な
っ
て
く
る
の
で

あ
る
。

　

こ
の
こ
と
は
「
遠
い
日
」
と
い
う
作
品
で
も
同
様
で
あ
る
。
こ
の
作
品
は
「
蝉
」
の
命
の
短
さ
に
気
づ
い
た
「
私
」
が
「
蝉

の
ぬ
け
が
ら
」
を
葬
っ
て
歩
く
と
と
も
に
、
そ
の
声
を
注
意
深
く
聞
く
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
展
開
が
あ
っ
て
次
の
よ
う
に

続
く
。

　
　

限
ら
れ
た
こ
の
世
に　

声
す
ら
た
て
な
い
も
の
の
居
る
こ
と
が

　
　

気
が
か
り
で
な
ら
な
か
つ
た
。
／
／

　
　

私
は　

ま
だ　

や
つ
と
二
六
年
を
生
き
ぬ
い
た
ば
か
り
だ
。

　
　

そ
の
私
が　

唖
蝉
の
い
か
り
を
知
る
ま
で
に

　
　

百
年
も
か
か
っ
た
よ
う
な
気
が
す
る
。

　
　

こ
れ
か
ら
さ
き　

何
年
が
経
て
ば

　
　

私
は
こ
の
気
も
ち
を　

み
な
に
知
ら
せ
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う）

25
（

。

読
ま
れ
る
よ
う
に
、「
唖
蝉
」
は
、
声
す
ら
持
た
な
い
者
た
ち
の
「
い
か
り
」
の
形
象
で
あ
る
。
こ
の
「
唖
蝉
」
と
い
う
形

象
に
関
し
て
四
方
田
犬
彦
は
、
金
素
雲
『
朝
鮮
詩
集
』
に
収
録
さ
れ
た
韓は

ん
よ
ん
う
ん

龍
雲
の
「
秘
密
」
と
の
関
連
を
指
摘
し
て
い
る
。

韓
龍
雲
「
秘
密
」
と
金
素
雲
の
翻
訳
の
一
部
を
引
く
。

　
　
　

秘
密

　
　

秘
密
입
니
까 

秘
密
이
라
니
요 

나
에
게 

무
슨 

秘
密
이 

있
겠
읍
니
까
．

　
　

나
는 

당
신
에
게 

대
하
여 

秘
密
을 

지
키
려
고 

하
였
읍
니
다
마
는  

秘
密
은 

야
속
히
도 

지
켜
지
지 

아
니
하
였
읍
니
다
．

（
25
）『
地
平
線
』、
六
〇
九
‐
一
〇
頁
（
部
分
）。
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〔
…
…
〕

　
　

그
리
고 
마
지
막 

秘
密
은 

하
나 

있
읍
니
다
．
그
러
나 

그 

秘
密
은 

소
리
없
는 

메
아
리
와 

같
아
서 

表
現
할
수
가 

없
읍

　
　
　

니
다
．（
一
連
及
び
二
連
最
終
行）

26
（

）

　
　
　
　

秘
密
（
金
素
雲
訳
）

　
　

秘
密
で
す
っ
て―

―

な
ん
の
、
わ
た
し
に
秘
密
な
ん
ぞ
あ
り
ま
す
も
の
か
。

　
　

一
度
は
秘
密
を
藏
ひ
込
ん
で
も
お
き
ま
し
た
。
で
も
や
っ
ぱ
り
わ
た
し
に
は
秘
密
が
守
れ
な
い
の
で
す
。

　
　
〔
…
…
〕

　
　

そ
れ
か
ら
な
ほ
一
つ　

最
後
の
秘
密
が
あ
る
の
で
す
が
、
さ
て
こ
れ
ば
っ
か
り
は
鳴
か
ぬ
唖
蝉
の
や
う
な
も
の
で　

ど

　
　
　

う
に
も
言
ひ
現
は
す
手
だ
て
が
あ
り
ま
せ
ん
。（『
朝
鮮
詩
集
』
一
七
‐
八
頁
）

原
詩
に
お
け
る
「
秘
密
」
は
、「
私
」
の
意
図
に
反
し
て
自
ら
を
暴
露
し
て
し
ま
う
よ
う
に
表
現
さ
れ
て
い
る
。
だ
が
金
素

雲
訳
で
は
、「
わ
た
し
に
は
秘
密
が
守
れ
な
い
の
で
す
」
と
い
う
よ
う
に
、「
私
」
か
ら
「
秘
密
」
を
明
か
し
て
し
ま
う
能
動

的
な
翻
訳
に
な
っ
て
い
る
。
そ
の
結
果
、「
秘
密
」
は
、「
私
」
に
従
属
・
回
収
さ
せ
ら
れ
て
い
る）

27
（

。

　

次
に
第
二
連
最
終
行
で
あ
る
が
、
原
詩
の
〝
소
리
없
는 

메
아
리
〞（
声
の
な
い
山
彦
）
を
、
金
素
雲
は
「
鳴
か
ぬ
唖
蝉
」

と
改
変
し
て
し
ま
っ
て
い
る
。
そ
の
結
果
、〝
메
아
리
〞（
山
彦
）
が
向
こ
う
側
か
ら
こ
ち
ら
に
帰
っ
て
く
る
と
い
う
方
向
性

を
持
つ
の
に
対
し
、「
唖
蝉
」は
こ
ち
ら
側
か
ら
向
う
へ
と
一
八
〇
度
方
向
を
変
え
て
い
る
。
そ
の
た
め
こ
こ
で
も
金
素
雲
は
、

「
秘
密
」
を
内
面
に
回
収
す
る
こ
と
に
成
功
し
て
い
る）

28
（

。
つ
ま
り
こ
の
改
変
に
よ
っ
て
「
私
」
の
能
動
性
が
確
保
さ
れ
て
い

る
の
で
あ
る
。

　

以
上
の
よ
う
な
改
訳
を
踏
ま
え
て
で
あ
ろ
う
が
、四
方
田
は
、金
時
鐘
の
「
遠
い
日
」
に
お
い
て
「
唖
蝉
」
は
、（
１
）「
思

い
の
た
け
を
自
由
に
口
に
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
者
の
悲
哀
と
感
傷
は
遠
ざ
け
ら
れ
、
か
わ
っ
て
沈
黙
の
う
ち
に
強
烈
に
育

ま
れ
て
ゆ
く
「
い
か
り
」
が
前
面
に
押
し
出
さ
れ
」
た
形
象
と
な
っ
て
お
り
、
そ
の
結
果
、
金
素
雲
の
そ
れ
と
は
意
味
が
反

転
さ
せ
ら
れ
て
い
る
と
分
析
し
て
い
る）

29
（

。
さ
ら
に
、（
２
）
こ
の
「
唖
蝉
」
に
託
さ
れ
て
い
る
の
が
、
朝
鮮
人
を
め
ぐ
る
歴

史
と
在
日
朝
鮮
人
の
置
か
れ
て
い
る
状
況
で
あ
る
と
し
、
そ
れ
ゆ
え
、（
３
）
詩
に
現
れ
る
「
私
」
は
、「
他
な
ら
ぬ
「
唖
蝉
」

そ
の
も
の
」
で
あ
る
と
、
四
方
田
は
指
摘
し
て
い
る）

30
（

。
こ
れ
ら
の
指
摘
の
う
ち
（
１
）
は
妥
当
で
あ
る
。
そ
し
て
『
新
潟
』

（
26
）
韓
龍
雲
前
掲
書
、p.224.

（
27
）
金
時
鐘
訳
で
は
、
秘
密
の
自
動
性
に
よ
り
忠

実
な
訳
と
な
っ
て
い
る
。「
秘
密
で
す
っ
て
、
秘

密
だ
な
ん
て　

私
に
な
ん
の
秘
密
な
ど
あ
り
ま

し
ょ
う
や
。
／
私
は
た
し
か
に
、
あ
な
た
へ
の
秘

密
を　

守
ろ
う
と
し
ま
し
た
が
／
秘
密
は
つ
れ
な

い
ま
で
に
も　

自
ら
守
ろ
う
と
は
し
ま
せ
ん
で
し

た
。
／
／
〔
…
…
〕
そ
し
て
最
後
の
秘
密
が
一
つ

あ
る
に
は
あ
り
ま
す
。
／
で
す
が
こ
の
秘
密
は
音

の
な
い
山
彦
の
よ
う
な
も
の
で
す
の
で　

言
い
表

し
よ
う
が
私
に
は
あ
り
ま
せ
ん
。」（『
再
訳 

朝
鮮

詩
集
』、
五
‐
六
頁
）。

（
28
）
四
方
田
は
「
訳
と
逆
に
。
訳
に
。」
で
、
金
素

雲
が
〝
메
아
리
〞（
山
彦
）
を
〝
매
미
〞（
蝉
）
と

誤
読
し
た
の
で
は
と
述
べ
て
い
る
。
だ
が
四
方
田

は
意
図
的
な
訳
語
で
あ
る
可
能
性
も
示
唆
し
て
い

る
。
金
素
雲
は
後
に
「
山
彦
」
と
修
正
し
て
い
る
。

だ
が
第
三
章
で
見
た
よ
う
に
、
四
方
田
と
同
様
、

意
図
的
な
訳
語
で
あ
る
可
能
性
は
捨
て
き
れ
な
い

と
考
え
る
。

（
29
）
四
方
田
「
訳
と
は
逆
に
。
訳
へ
」、一
二
八
頁
。

（
30
）
四
方
田
「
訳
と
は
逆
に
。
訳
へ
」、一
二
八
頁
。
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で
も
重
要
な
役
割
を
果
た
す
こ
と
に
な
る
「
蝉
」、「
蛹
」、「
脱
け
殻
」、「
唖
蝉
」
と
い
っ
た
諸
形
象
の
起
源
を
こ
こ
に
求
め

る
こ
と
も
で
き
よ
う
。
だ
が
四
方
田
の
（
２
）
に
関
し
て
は
妥
当
で
あ
る
と
は
い
え
、「
唖
蝉
」
に
託
さ
れ
て
い
る
も
の
を

限
定
し
す
ぎ
て
い
る
。
ま
た
指
摘
の
（
３
）、「
私
」
を
「
唖
蝉
」
そ
の
も
の
で
あ
る
と
す
る
点
は
留
保
が
必
要
で
あ
る
。

　

先
の
「
富
士
」
の
分
析
を
踏
ま
え
る
な
ら
ば
、（
２
）
は
限
定
し
す
ぎ
て
い
る
。
と
い
う
の
は
、『
地
平
線
』
の
時
点
で
は
、「
中

国
」
や
「
広
島
」
と
い
う
名
詞
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
に
他
者
と
連
帯
し
て
い
こ
う
と
す
る
志
向
性

が
強
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。「
自
序
」に
現
れ
て
い
た「
地
平
」が
す
で
に
多
様
な
場
に
開
か
れ
た
イ
メ
ー
ジ
を
持
っ
て
い
る
。

ま
た
「
富
士
」
も
「
遠
い
日
」
も
、「
私
」
と
対
象
の
間
に
は
距
離
が
置
か
れ
て
い
る
の
だ
が
、
そ
こ
か
ら
す
れ
ば
四
方
田

が
「
私
」
が
「
他
な
ら
ぬ
「
唖
蝉
」
そ
の
も
の
」
だ
と
い
う
（
３
）
の
分
析
は
誤
り
で
あ
る
。「
遠
い
日
」
の
最
後
の
二
行
、

「
こ
れ
か
ら
さ
き　

何
年
が
経
て
ば
／
私
は
こ
の
気
も
ち
を　

み
な
に
知
ら
せ
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
」の「
こ
の
気
も
ち
」

は
、
①
「
唖
蝉
の
い
か
り
」
と
、
②
そ
れ
を
知
る
の
に
百
年
か
か
っ
た
よ
う
な
気
が
す
る
、
と
い
う
二
重
の
解
釈
が
可
能
で

あ
り
、
ど
ち
ら
か
の
一
方
に
決
定
で
き
な
い
こ
と
も
両
者
の
不
一
致
を
示
し
て
い
よ
う
。
村
井
平
七
が
言
う
よ
う
な
、
眺
め

る
／
眺
め
ら
れ
る
に
立
脚
す
る
作
品
は
、
他
に
も
「
生
き
の
び
る
も
の
」「
南
の
島
」「
知
識
」「
斉
藤
金
作
の
死
に
」
な
ど
、

多
く
見
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。

　

と
は
い
え
、「
距
離
は
苦
痛
を
食
つ
て
い
る
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
を
持
つ
作
品
が
示
す
よ
う
に
、
こ
の
距
離
自
体
を
対
象

化
し
よ
う
と
す
る
作
品
も
す
で
に
存
在
す
る
。
ま
た
そ
の
際
に
、
距
離
を
空
間
的
に
だ
け
で
な
く
、
時
間
的
な
側
面
も
踏
ま

え
て
捉
え
て
い
く
こ
と
を
可
能
に
す
る
よ
う
な
作
品
も
残
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　

春

　
　

春
は　

喪
の
季
節
で
す
。

　
　

蘇
る
花
は　

き
つ
と

　
　

野
山
に　

黒
い
こ
と
で
し
よ
う
。

　
　

雪
ど
け
の　

谷
間
は
暗
く

　
　

底
い
の
死
体
も　

黒
い
は
ず
で
す
。

　
　

去
年
の
な
り
の　

黒
い
死
の
は
ず
で
す
。
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祖
国
の
大
地
は

　
　

は
て
な
い　

同
胞
の
血
を　

お
し
包
ん
で

　
　

今
、
冬
眠
の
さ
中
に
あ
り
ま
す
。

　
　

こ
の
地
に　

赤
以
外
の　

花
は
望
め
ず

　
　

こ
の
地
に　

禱
り
の
季
節
は　

不
必
要
で
し
よ
う
。

　
　

春
は　

炎
と
燃
え
て
、
ヂ
ン
ダ
レ
が
息
吹
き
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
、二
、九
、一
〇
連）

31
（

）

『
地
平
線
』
第
二
部
に
含
ま
れ
て
い
る
「
春
」
と
い
う
作
品
で
あ
る
。
日
本
で
春
を
過
ご
し
つ
つ
も
、
そ
の
同
じ
春
が
朝
鮮

半
島
で
は
、「
四
・
三
事
件
」
や
朝
鮮
戦
争
で
の
多
く
の
犠
牲
の
た
め
に
「
喪
の
季
節
」
で
あ
る
こ
と
を
、「
黒
」
‐
「
赤
」

‐
「
血
」
‐
「
死
（
体
）」
‐
「
ヂ
ン
ダ
レ
」
と
い
っ
た
語
を
連
関
さ
せ
つ
つ
、示
唆
的
に
表
現
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
「
ヂ

ン
ダ
レ
」
は
、
そ
の
色
が
血
や
死
者
を
喚
起
さ
せ
る
点
に
お
い
て
、「
富
士
」
で
み
ら
れ
た
よ
う
な
古
典
的
な
再
生
の
イ
メ
ー

ジ
と
は
別
の
形
象
と
な
っ
て
い
る
。
と
は
い
う
も
の
の
『
地
平
線
』
で
は
、
時
間
的
空
間
的
側
面
を
含
め
、
方
法
論
的
に
距

離
を
対
象
化
し
て
い
く
に
は
至
っ
て
い
な
い
。
金
時
鐘
は
、「
私
が
批
判
さ
れ
る
べ
き
は
、「
流
民
の
記
憶
」
を
切
り
開
け
な

か
っ
た
こ
と
に
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る
が
、
そ
の
こ
と
は
対
象
と
の
距
離
が
保
持
さ
れ
続
け
、
そ
の
結
果
、
内
面
的
な
領
域

に
踏
み
込
む
方
法
を
確
立
し
切
れ
な
か
っ
た
こ
と
に
起
因
す
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
そ
の
こ
と
が
「
鳥
瞰
的
発
想
」
や
、
ひ

い
て
は
「
流
民
の
記
憶
」
と
い
う
批
判
を
呼
ん
だ
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　
　

第
二
節
．
『
日
本
風
土
記
』―

距
離
の
多
様
な
表
現

　

金
時
鐘
は
、第
二
詩
集
に『
日
本
風
土
記
』（
一
九
五
七
年
一
一
月
、国
文
社
）と
い
う
タ
イ
ト
ル
を
付
け
た
理
由
と
し
て
、「
日

本
に
住
ん
で
い
る
と
い
う
事
実
を
や
や
も
す
る
と
偶
然
な
出
来
ご
と
に
終
わ
ら
せ
や
す
い
ぼ
く
ら
に
と
っ
て
は
、
ど
う
し
て

も
こ
れ
だ
け
の
大
上
段
な
構
え
が
必
要
だ
っ
た
。
い
う
な
れ
ば
ぼ
く
が
日
本
に
住
む
か
ぎ
り
の
、
ぼ
く
に
課
せ
ら
れ
た
テ
ー

（
31
）『
地
平
線
』、
六
五
九
‐
六
一
頁
。
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マ
で
あ
る
と
い
う
意
味
に
お
い
て
だ）

32
（

。」
と
述
べ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
①
日
本
に
い
る
理
由
を
、
中
国
や
ロ
シ
ア
で
も
あ
り

え
た
が
、
偶
然
に
こ
こ
で
あ
っ
た
と
す
る
こ
と
で
、
②
日
本
の
風
土
が
思
考
や
生
活
に
及
ぼ
す
影
響
も
一
時
的
な
も
の
、
あ

る
い
は
偶
発
的
な
作
用
と
し
て
低
く
見
積
も
る
こ
と
、
を
批
判
的
に
捉
え
よ
う
と
し
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん

こ
こ
に
は
、
民
族
的
主
体
性
と
い
う
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
公
式
的
に
唱
え
、
そ
の
た
め
に
日
本
語
に
よ
る
文
学
活
動
を
抑

圧
す
る
組
織
に
対
す
る
批
判
も
込
め
ら
れ
て
い
よ
う
。
だ
が
そ
れ
だ
け
で
な
く
、
植
民
地
支
配
期
も
含
め
た
歴
史
的
な
パ
ー

ス
ペ
ク
テ
ィ
ヴ
の
中
で
、
今
こ
こ
に
い
る
理
由
を
偶
然
的
な
も
の
で
は
な
い
も
の
と
し
て
問
い
返
す
た
め
に
、「
日
本
」
自

体
を
ま
る
ご
と
対
象
と
し
て
据
え
て
い
く
方
法
論
的
な
意
味
合
い
も
そ
こ
に
は
込
め
ら
れ
て
い
る
。『
日
本
風
土
記
』
と
い

う
タ
イ
ト
ル
が
、『
地
平
線
』
に
比
べ
焦
点
が
絞
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
も
、
日
本
に
お
い
て
存
在
理
由
を
問
う
方
向
に

問
い
が
設
定
さ
れ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
そ
の
結
果
、『
地
平
線
』
で
は
物
理
的
な
も
の
と
し
て
捉
え
ら
れ
が
ち
で
あ
っ
た
「
距

離
」
も
、
多
様
な
角
度
か
ら
作
品
の
中
で
取
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
以
下
見
て
い
く
よ
う
に
、
多
様
な
角
度

と
は
、
日
本
と
朝
鮮
の
間
の
空
間
的
・
時
間
的
距
離
、
朝
鮮
半
島
に
お
け
る
南
北
分
断
、
日
本
語
と
朝
鮮
語
、
そ
し
て
在
日

朝
鮮
人
の
立
場
か
ら
の
日
本
と
朝
鮮
半
島
の
関
係
を
問
う
こ
と
で
あ
る
。

　

距
離
を
多
様
な
角
度
で
表
現
す
る
契
機
と
な
っ
た
の
は
、「
海
」
を
詩
作
の
モ
チ
ー
フ
に
し
た
と
き
だ
と
思
わ
れ
る
。
そ

の
海
を
モ
チ
ー
フ
に
す
る
作
品
と
し
て
「
浦
戸
丸
浮
揚
」
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
『
日
本
風
土
記
』
の
作
品
群
の
な
か
で
三
番

目
に
早
く
発
表
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
（
一
九
五
五
年
六
月
）。

　
『
地
平
線
』
が
一
九
五
五
年
一
二
月
に
出
版
さ
れ
た
と
き
、
そ
こ
に
収
め
ら
れ
ず
に
『
日
本
風
土
記
』
に
収
録
さ
れ
た
作

品
が
三
つ
あ
る
。「
処
分
法
」（
一
九
五
四
年
六
月
）、「
た
し
か
に
そ
う
い
う
目
が
あ
る
」（
一
九
五
四
年
九
月
）、そ
し
て
「
浦

戸
丸
浮
揚
」
で
あ
る
。
前
節
で
記
述
し
た
と
お
り
、
金
時
鐘
は
一
九
五
四
年
二
月
か
ら
入
院
し
て
お
り
、『
地
平
線
』
が
急

遽
出
版
さ
れ
た
た
め
に
、
そ
の
三
つ
の
作
品
が
も
れ
た
可
能
性
が
あ
る
。

　

朝
鮮
総
聯
が
民
戦
に
取
っ
て
代
わ
っ
た
こ
の
時
期
の
、
金
時
鐘
の
思
想
的
な
動
向
に
つ
い
て
は
、
一
九
五
〇
年
代
の
思
想

的
・
文
学
史
的
・
政
治
史
的
な
総
体
の
中
で
検
討
す
べ
き
課
題
で
は
あ
る
。
と
は
い
え
最
低
限
確
認
で
き
る
こ
と
と
し
て
、、

一
九
五
四
年
に
金
時
鐘
は
、
長
谷
川
龍
生
、
倉
橋
健
一
、
井
上
俊
夫
、
富
岡
多
恵
子
、
黒
田
喜
夫
、
関
根
弘
ら
と
交
流
を
持

つ
と
と
も
に
、
同
じ
時
期
に
、
朝
鮮
語
を
母
語
と
し
な
い
世
代
に
属
す
鄭
仁
、
梁
石
日
と
知
り
合
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
金
時

鐘
は
、「
浦
戸
丸
浮
揚
」
発
表
直
後
の
『
ヂ
ン
ダ
レ
』
一
三
号
（
一
九
五
五
年
一
〇
月
）、「
権
敬
沢
の
作
品
に
つ
い
て
」
の
中
で
、

壷
井
繁
治
の
次
の
言
葉
を
肯
定
的
に
引
用
し
て
い
る
。「
単
語
と
単
語
の
組
み
合
わ
せ
の
詩
に
お
け
る
さ
ま
ざ
ま
の
現
れ
方

は
、
要
す
る
に
現
実
と
現
実
と
の
関
係
を
ど
の
よ
う
に
掴
ん
で
い
る
か
と
い
う
こ
と
に
か
ゝ
っ
て
く
る
と
思
う
。）

33
（

」。
こ
れ
ら

（
32
）「
あ
と
が
き
」、『
日
本
風
土
記
』、
引
用
は
『
原

野
の
詩
』、
五
七
七
頁
か
ら
。
以
下
同
様
。

（
33
）
金
時
鐘
「
権
敬
沢
の
作
品
に
つ
い
て
」、『
ヂ

ン
ダ
レ
』
一
三
号
（
一
九
五
五
年
一
〇
月
）、

一
四
頁
か
ら
の
引
用
。
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の
こ
と
を
踏
ま
え
る
な
ら
ば
、
少
な
く
と
も
こ
の
時
期
に
は
、
詩
的
言
語
と
現
実
の
つ
な
が
り
方
に
対
す
る
、
方
法
論
的
な

意
識
が
芽
生
え
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
結
果
、
一
九
五
五
年
六
月
に
発
表
さ
れ
た
「
浦
戸
丸
浮
揚
」
が
モ
チ
ー
フ
に

し
た
「
海
」
が
、「
み
ち
び
き
の
星
」
で
あ
っ
た
北
朝
鮮
と
の
隔
た
り
を
示
す
こ
と
と
な
り
、
そ
れ
に
よ
り
距
離
の
多
様
化

が
生
じ
始
め
た
と
い
っ
て
も
、
強
ち
間
違
い
で
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。

　

こ
の
作
品
で
扱
わ
れ
て
い
る
「
浦
戸
丸
」
は
、一
九
四
〇
年
六
月
に
創
設
さ
れ
た
帝
国
船
舶
が
所
有
し
て
い
た
船
で
あ
る
。

こ
の
船
は
、
一
九
四
四
年
一
〇
月
、
ア
メ
リ
カ
第
三
八
任
務
部
隊
搭
載
機
に
よ
る
マ
ニ
ラ
空
襲
を
受
け
て
沈
没
し
、
そ
の
と

き
船
員
七
名
を
含
む
二
〇
名
が
死
亡
し
て
い
る
。

　
　
　

浦
戸
丸
浮
揚

　
　

人
間
っ
て

　
　

そ
れ
ほ
ど　

他
愛
な
い
も
の
だ
っ
た
ろ
う
か
？

　
　

た
っ
た　

十
年
余
り
の
歳
月
で

　
　

月
並
に　

成
仏
し
て
や
が
る
。

　
　

50
メ
ー
ト
ル　

そ
こ
ら
の
海
底
で

　
　

ア
ン
コ
ー　

ヒ
ラ
メ
と

　
　

仲
良
し
に　

な
り

　
　

閉
じ
き
れ
な
か
っ
た　

目
玉
を

　
　

海
ヘ
ビ
に　

喰
わ
し
て
ま
で

　
　

そ
ん
じ
ょ
そ
こ
ら
の　

エ
ビ
類
ま
で
を

　
　

留
守
に
な
っ
た　

頭
蓋
骨
に　

住
ま
わ
せ
る
の
だ
。

　
　

一
人
ぐ
ら
い

　
　

ま
と
も
な　

亡
霊
は
い
な
い
か
?!

　
　

堆
積
し
た
泥
を　

は
ら
い
の
け
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や
っ
と
こ
さ　

引
き
上
げ
た　

船
ぐ
ら
の
奥
で

　
　

あ
ぐ
ら
を　

か
き

　
　

ぼ
ろ
け
た
シ
ャ
ツ
の　

胸
を
は
た
き
な
が
ら

　
　

ニ
タ
ー
ッ
と　

笑
っ
て
い
る
よ
う
な―

。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
、二
、三
連）

34
（

）

一
見
、
海
底
と
い
う
物
理
的
な
距
離
の
中
に
作
品
が
納
ま
っ
て
い
る
よ
う
に
も
読
め
る
。
だ
が
海
底
に
沈
み
、
魚
や
海
蛇
に

食
わ
れ
、
海
老
の
住
ま
い
と
な
っ
て
い
る
「
頭
蓋
骨
」
は
、
明
ら
か
に
視
覚
に
よ
ら
ず
に
詩
人
の
想
像
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た

死
者
の
イ
メ
ー
ジ
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
「
頭
蓋
骨
」
は
、
死
後
、
骨
と
な
る
ま
で
の
時
間
を
濃
密
に
漂
わ
せ
て
い
る
形
象

で
も
あ
る
。
そ
の
意
味
で
「
頭
蓋
骨
」
は
、歴
史
的
な
時
間
を
抱
え
込
ん
だ
形
象
で
あ
る
。
そ
の
一
方
で
、「
頭
蓋
骨
」
は
「
頭

蓋
骨
」
で
し
か
な
く
、
そ
れ
が
醸
し
出
す
歴
史
的
時
間
は
、
想
像
さ
れ
る
の
み
で
あ
る
。
つ
ま
り
骨
と
な
る
ま
で
の
事
実
的

な
経
緯
は
、
全
く
失
わ
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
。
こ
の
事
後
的
に
語
る
作
品
の
構
造
が
、
距
離
に
時
間
の
様
相
を
与
え
る
こ
と

に
な
っ
て
い
る
。
失
わ
れ
た
時
を
語
り
う
る
「
亡
霊
」
を
詩
人
が
探
し
求
め
る
の
も
、
こ
の
事
後
性
が
も
た
ら
す
効
果
と
し

て
で
あ
る
。
要
す
る
に
「
骨
」
は
、
距
離
を
空
間
的
に
捉
え
さ
せ
る
だ
け
で
な
く
、（
歴
史
的
な
）
時
間
と
し
て
も
捉
え
返

さ
せ
る
形
象
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
ま
た
「
海
」「
船
」「
骨
」、さ
ら
に
は
「
浮
」
く
「
島
」
と
し
て
の
「
浮
島
丸
」
は
、

『
新
潟
』
で
も
主
要
な
モ
チ
ー
フ
や
形
象
と
な
っ
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

　

繰
り
返
せ
ば
、先
に
論
じ
た『
地
平
線
』の「
富
士
」（
一
九
五
五
年
五
月
発
表
）は
、日
本
と
朝
鮮
の
間
の
空
間
的
距
離
を
扱
っ

て
い
た
。
そ
れ
に
対
し
て
そ
の
一
ヶ
月
後
に
発
表
さ
れ
た「
浦
戸
丸
浮
揚
」は
、日
本
と
朝
鮮
の
間
に
立
ち
は
だ
か
る「
富
士
」

の
、
背
後
に
広
が
る
「
海
」
の
、
そ
の
底
に
沈
ん
で
い
る
声
の
失
わ
れ
た
歴
史
的
な
対
象
に
焦
点
を
当
て
る
こ
と
で
、
距
離

を
時
間
的
に
表
現
す
る
こ
と
を
可
能
に
し
て
い
る
。

　

こ
の
時
間
性
に
関
し
て
鵜
飼
哲
は
、
金
時
鐘
の
詩
に
は
「
時
間
の
脱
植
民
地
化
」
と
い
う
側
面
が
あ
る
と
指
摘
し
、
そ
れ

を
「
四
つ
の
手
法
、
あ
る
い
は
四
つ
の
角
度
」
か
ら
見
て
取
る
こ
と
が
で
き
る
と
し
て
い
る）

35
（

。
四
つ
の
手
法
と
は
、
第
一
に

「
八
・
一
五
」
と
い
う
日
付
の
問
題
、
第
二
に
「
分
断
さ
れ
た
祖
国
の
時
間
と
日
本
の
時
間
と
の
齟
齬
」、
第
三
に
短
歌
的
抒

情
、
と
り
わ
け
季
語
に
た
い
す
る
抵
抗
、
そ
し
て
最
後
に
、
ほ
と
ん
ど
の
作
品
が
あ
て
は
ま
り
得
る
と
さ
れ
る
、
在
日
朝
鮮

人
の
時
間
の
造
形
、
で
あ
る）

36
（

。
鵜
飼
は
第
二
の
手
法
の
例
と
し
て
、『
日
本
風
土
記
』
所
収
の
「
ぼ
く
が
ぼ
く
で
あ
る
と
き
」

を
挙
げ
て
い
る
が
、
こ
の
作
品
は
在
日
朝
鮮
人
の
日
本
で
お
か
れ
た
立
場
も
繊
細
に
描
き
出
し
て
お
り
、
第
四
の
手
法
に
も

（
34
）『
日
本
風
土
記
』
五
〇
八
‐
九
頁
（
部
分
）。

（
35
）
鵜
飼
哲
「
時
間
の
脱
植
民
地
化 

金
時
鐘
『
化

石
の
夏
』
を
読
む
た
め
に
」、『
応
答
す
る
力 

来

る
べ
き
言
葉
た
ち
へ
』、
青
土
社
、
二
〇
〇
三
年
、

二
二
八
‐
九
頁
。

（
36
）
鵜
飼
前
掲
論
文
、
二
二
九
‐
三
〇
頁
。
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妥
当
す
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

　

こ
の
作
品
は
長
篇
で
あ
り
全
て
引
用
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
内
容
と
し
て
は
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
へ
の
出
場
予
選
の
た
め

に
サ
ッ
カ
ー
韓
国
代
表
が
来
日
し
、
日
本
代
表
と
試
合
を
す
る
。
朝
鮮
人
の
「
金
君
」
は
、
お
そ
ら
く
共
産
党
員
の
「
木
場

君
」
と
喫
茶
店
で
テ
レ
ビ
観
戦
し
て
い
る
。「
木
場
君
」
は
「
韓
国
」
嫌
い
の
「
北
鮮
び
い
き
」
で
あ
り
、「
金
君
」
も
同
様

の
立
場
で
あ
る
と
の
前
提
の
も
と
日
本
を
応
援
し
て
い
る
。
し
か
し
「
北
鮮
派
」
で
「
パ
ル
ゲ
ン
イ
（
赤
）」
で
「
金
日
成
」

支
持
の
「
金
君
」
は
、「
韓
国
派
」
で
「
白
」
で
「
李
承
晩
」
の
下
に
あ
る
韓
国
代
表
選
手
た
ち
が
、
対
立
的
立
場
に
あ
る

に
も
か
か
わ
ら
ず
「
同
胞
」
で
あ
る
こ
と
で
憂
う
つ
に
な
っ
て
し
ま
う
。

　
　
（
一
体
君
は
ど
っ
ち
な
ん
だ
い
!?

　
　

韓
国
を
勝
た
す
つ
も
り
か
ね
？

　
　

そ
れ
と
も
負
か
す
つ
も
り
か
ね
？

　
　

ぼ
く
に
も
わ
か
ら
な
い
。

　
　

た
だ
〝
朝
鮮
〞
が
勝
っ
て
ほ
し
い
の
だ
。

　
　

何
を
言
っ
て
い
る
！

　
　

あ
れ
は
韓
国
を
代
表
し
た

　
　

選
手
団
な
ん
だ
ぞ
！

　
　

李
承
晩
の
力
の
誇
示
を
許
す
の
か
!?

　
　

も
う
言
う
な
！

　
　

そ
の
こ
と
で
ぼ
く
の
頭
は
今
一
ぱ
い
な
ん
だ
。

　
　

そ
の
〝
朝
鮮
〞
が
探
せ
な
く
て
な
！
）

　
　
〔
…
…
〕

　
　

君
も
よ
ー
く

　
　

知
っ
て
の
と
お
り

　
　

朝
鮮
に
は

　
　

国
が

　
　

二
つ
も
あ
っ
て
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今
日
出
た
の
は

　
　

そ
の
片
方
な
ん
だ
。

　
　

い
わ
ば

　
　

片
足
で

　
　

ボ
ー
ル
を
け
っ
た
の
だ
。

　
　
〔
…
…
〕

　
　

で
も
歩
け
る
の
か
い
？

　
　

な
れ
っ
こ
さ
。

　
　

そ
の
な
れ
っ
こ
が

　
　

い
け
な
い
ん
だ
ね
。

　
　

き
っ
と
。

　
　

き
っ
と
。

　
　

そ
う
か
も
し
れ
ん
ね
。

　
　

い
い
天
気
だ
ね）

37
（

。

『
地
平
線
』
と
『
日
本
風
土
記
』
に
お
い
て
、
在
日
朝
鮮
人
と
朝
鮮
半
島
と
の
関
係
性
を
こ
の
作
品
の
よ
う
に
描
き
出
し
た

も
の
は
、
意
外
と
少
な
い
。
同
様
に
、
南
北
の
分
断
の
現
実
を
正
面
か
ら
取
り
上
げ
て
い
る
作
品
も
多
い
と
は
い
え
な
い
。

そ
の
理
由
と
し
て
は
、
先
の
「
富
士
」
が
そ
う
で
あ
っ
た
よ
う
に
、
日
本
と
朝
鮮
と
い
う
二
項
対
立
的
な
思
考
の
枠
組
み
と
、

北
朝
鮮
を
「
み
ち
び
き
の
星
」
と
し
て
い
た
こ
と
が
、詩
作
に
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
た
か
ら
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
「
ぼ

く
が
ぼ
く
で
あ
る
と
き
」
で
は
、「〝
朝
鮮
〞
が
探
せ
な
く
て
な
！
」
と
あ
る
よ
う
に
、
在
日
朝
鮮
人
と
日
本
と
「〝
朝
鮮
〞」

の
関
係
は
、
南
北
分
断
の
現
実
を
踏
ま
え
る
こ
と
で
重
層
化
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
結
果
と
し
て
、
鵜
飼
が
指
摘
し
た
よ
う
に
、

作
品
に
は
分
断
さ
れ
た
朝
鮮
半
島
の
歴
史
的
な
時
間
の
推
移
と
、
高
度
経
済
成
長
過
程
に
突
入
し
て
い
る
日
本
の
時
間
、
そ

し
て
そ
の
は
ざ
ま
で
揺
れ
る
在
日
朝
鮮
人
の
現
在
と
そ
の
歴
史
性
が
、
齟
齬
を
き
た
し
つ
つ
絡
み
合
っ
て
い
る
様
が
現
わ
れ

る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
作
品
の
最
後
の
方
で
、
一
行
空
け
て
投
げ
出
さ
れ
た
よ
う
に
置
か
れ
た
「
き
っ
と
」
は
、
そ
の
現

（
37
）『
日
本
風
土
記
』、
五
三
一
‐
四
一
頁
（
一
部

省
略
）。
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実
に
「
な
れ
っ
こ
」
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
自
分
を
対
象
化
す
る
と
と
も
に
、
複
雑
に
縺
れ
合
う
今
を
示
唆
し
て
も
い
る
。
そ

の
た
め
こ
こ
で
問
わ
れ
て
い
る
「
な
れ
っ
こ
」
と
は
、『
日
本
風
土
記
』「
あ
と
が
き
」
で
言
わ
れ
て
い
た
、
偶
然
的
に
日
本

に
住
ん
で
い
る
と
い
う
事
実
だ
け
で
な
く
、
五
〇
年
代
の
状
況
を
踏
ま
え
れ
ば
、〝
朝
鮮
〞
と
は
何
か
を
自
明
の
も
の
と
し

て
き
た
態
度
に
対
し
て
で
も
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
作
品
に
お
け
る
時
間
性
は
、「
日
本
」
‐
「
朝
鮮
」

‐
「
在
日
」
の
関
係
性
に
お
い
て
の
み
な
ら
ず
、「
朝
鮮
」
と
「
在
日
」
の
内
部
に
も
亀
裂
を
も
た
ら
し
つ
つ
多
元
化
し
て
い
る
。

　

の
み
な
ら
ず
「
ぼ
く
が
ぼ
く
で
あ
る
と
き
」
に
お
い
て
は
、
時
間
性
の
問
題
だ
け
で
な
く
、〝
間
違
い
な
い
〞〝
相
違
な
い
〞

と
い
っ
た
意
味
合
い
の
「
き
っ
と
」
と
い
う
言
葉
が
、
間
違
い
な
い
こ
と
を
確
認
さ
せ
る
こ
と
で
現
実
に
慣
れ
さ
せ
て
し
ま

う
働
き
も
問
う
て
い
る
よ
う
に
も
読
み
得
る
。「
き
っ
と
」
を
二
回
続
け
る
こ
と
は
、
念
を
押
す
作
用
も
あ
ろ
う
。
し
か
し

念
を
押
す
と
い
う
行
為
自
体
は
、
逆
説
的
に
疑
惑
が
潜
在
し
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
ま
た
、「
き
っ
と
」
の
働
き
を

容
認
し
つ
つ
も
、
全
て
受
け
入
れ
る
わ
け
で
は
な
い
言
葉
「
そ
う
か
も
し
れ
ん
ね
」
が
次
に
置
か
れ
て
い
る
の
も
、
言
葉
自

体
の
働
き
を
問
題
に
し
て
い
る
た
め
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

　

要
す
る
に
「
日
本
」、「
朝
鮮
」、「
在
日
朝
鮮
人
」
と
い
う
三
者
の
関
係
が
重
層
化
す
る
こ
と
で
、
距
離
の
捉
え
方
も
、
単

に
空
間
的
な
も
の
と
す
る
だ
け
で
は
不
十
分
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
重
層
化
の
結
果
、
時
間
的
な
様
相
が
距
離
に

も
た
ら
さ
れ
、
さ
ら
に
言
葉
の
問
題
に
も
行
き
着
い
て
い
る
。
で
は
次
に
こ
の
言
葉
に
お
け
る
距
離
を
さ
ら
に
分
析
し
て
い

き
た
い
。

　

ま
ず
は
「
除
草
」
と
い
う
作
品
を
取
り
上
げ
て
み
た
い
。「
除
草
」
は
、前
半
部
で
「
蛍
ヶ
池
」
の
周
り
の
「
夏
草
」
を
「
根

絶
や
し
に
す
る
」
た
め
の
方
法
と
し
て
、「
ガ
ソ
リ
ン
」
を
撒
き
、
火
を
つ
け
、「
噴
射
器
」
で
煽
る
と
い
う
こ
と
が
語
ら
れ
、

後
半
部
で
は
、
そ
の
炎
が
「
俺
の
ま
つ
げ
」
を
焦
が
し
て
し
ま
う
場
面
が
描
か
れ
る
。

　
　
　

除
草

　
　

鎌

　
　

が　

い
る
か
っ
て
？

　
　

め
っ
そ
う
な
！

　
　

勢
い
づ
い
た
夏
草
の
茂
み
は

　
　

そ
ん
な
こ
と
で
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間
に
あ
い
や
し
な
い
の
だ
。

　
　

も
っ
と
も
労
力
が
省
け
て

　
　

そ
れ
で
い
て

　
　

衛
生
的
で

　
　

根
絶
や
し
に
す
る

　
　

決
定
的
な
方
法
が
あ
る
の
だ
。

　
　

ま
ず

　
　

ガ
ソ
リ
ン
を
敷
く
。

　
　

そ
れ
に

　
　

火
を
放
ち

　
　

離
れ
た
と
こ
ろ
か
ら

　
　

肩
げ
た
噴
射
器
の

　
　

ホ
ー
ス
を
向
け
て
れ
ば
い
い
。

　
　

火
は　

い
っ
そ
う

　
　

そ
れ
で
誘
発
す
る
。

　
　
　

×

　
　

屋
根
ご
し
に

　
　

あ
ふ
ら
れ
て
い
る
焰
で

　
　

か
け
つ
け
た
の
だ
が

　
　

彼
の
ホ
ー
ス
が

　
　

俺
の
ま
つ
げ
を
焦
が
し
て
し
ま
っ
た）

38
（

。

火
で
焼
き
尽
く
さ
れ
、「
根
絶
や
し
に
」
さ
れ
る
無
価
値
な
「
夏
草
」
は
、
引
用
は
し
な
か
っ
た
が
、
大
阪
の
蛍
ヶ
池
周
辺

の
こ
と
で
あ
る
こ
と
が
作
品
中
に
示
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
こ
と
か
ら
分
か
る
こ
と
は
、
こ
の
詩
が
一
九
五
二
年
六
月
に
起
き

（
38
）『
日
本
風
土
記
』、
四
九
一
‐
二
頁
（
部
分
）。
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た
吹
田
・
枚
方
事
件
を
暗
に
示
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
と
い
う
の
も
こ
の
事
件
の
デ
モ
の
ル
ー
ト
の
一
つ
に
、
蛍
ヶ
池
周

辺
に
あ
っ
た
米
軍
施
設
か
ら
出
発
す
る
も
の
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
こ
の
作
品
は
、
吹
田
・
枚
方
事
件
だ
け
で
な
く
、

金
時
鐘
自
身
が
参
与
し
、
ま
た
目
撃
し
た
済
州
島
四
・
三
事
件
に
お
い
て
、
島
民
た
ち
を
「
労
力
」
を
省
き
か
つ
「
衛
生
的
」

に
殺
戮
し
た
、
焦
土
化
作
戦
が
重
ね
あ
わ
さ
れ
て
い
る
と
見
て
も
深
読
み
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
引
用
は
し
な
か
っ
た
が
、「
俺

の
ま
つ
げ
」
を
焦
が
す
者
は
「
ね
ち
ゃ
ね
ち
ゃ
ガ
ム
を
か
ん
で
」
お
り
、
そ
こ
か
ら
米
兵
が
意
識
さ
れ
、
そ
の
こ
と
も
「
夏

草
」
の
「
除
去
」
と
、人
間
の
抹
殺
を
結
び
つ
け
さ
せ
る
根
拠
と
な
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
こ
の
炎
に
よ
っ
て
「
俺
の
ま
つ
げ
」

が
焦
が
さ
れ
る
と
い
う
部
分
は
、
一
方
で
、
デ
モ
に
参
加
す
る
事
で
拘
束
さ
れ
強
制
送
還
さ
れ
れ
ば
、
死
が
待
っ
て
い
る
と

い
う
恐
怖
感
と
、
他
方
で
、
生
と
死
を
分
か
つ
極
限
の
状
況
の
な
か
で
日
本
に
逃
れ
て
き
た
、
金
時
鐘
自
身
の
そ
の
経
緯
が

示
唆
さ
れ
て
い
る
と
読
む
こ
と
も
で
き
よ
う
。
つ
ま
り
こ
の
作
品
で
も
、
既
に
述
べ
た
よ
う
に
、
あ
る
対
象
に
歴
史
的
な
出

来
事
を
語
ら
せ
る
こ
と
で
距
離
を
時
間
化
し
、
自
己
を
歴
史
と
結
び
付
け
る
表
現
が
生
み
出
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

だ
が
さ
ら
に
も
う
一
方
で
、
こ
の
「
除
草
」
と
い
う
作
品
は
、
歴
史
的
な
出
来
事
の
隠
喩
で
あ
る
だ
け
で
な
く
、
小
野

十
三
郎
の
方
法
論
に
対
す
る
批
判
的
な
態
度
で
あ
る
よ
う
に
も
見
え
る
。
小
野
の
方
法
論
を
象
徴
す
る
「
葦
」
と
は
、
都
会

の
周
辺
に
あ
っ
て
、「
気
候
風
土
の
靄
の
か
か
ら
な
い
透
明
さ
と
寂
寞
が
支
配
し
て
い
る
と
こ
ろ
」
と
し
て
発
見
さ
れ
た
も

の
で
あ
り
、
ま
た
そ
の
透
明
さ
に
よ
っ
て
風
景
の
中
心
を
照
ら
し
出
す
形
象
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
は
前
章
で
述
べ
た
。
し

か
し
こ
の
風
景
の
他
者
で
あ
る
「
葦
」
も
、植
物
で
あ
る
ゆ
え
に
、「
ガ
ソ
リ
ン
」
を
撒
い
て
「
火
を
放
ち
」、「
噴
射
器
の
ホ
ー

ス
を
向
け
」
て
そ
の
「
火
」
を
「
誘
発
」
す
る
こ
と
が
、「
衛
生
的
」
に
「
根
絶
や
し
に
す
る
決
定
的
な
方
法
」
と
な
ら
ざ

る
を
え
な
い
。

　

前
章
で
確
認
し
た
よ
う
に
、
小
野
の
方
法
論
で
あ
る
「
静
力
学
」
は
、
観
察
に
徹
す
る
こ
と
で
隠
蔽
さ
れ
た
も
の
を
露
呈

さ
せ
る
利
点
を
持
ち
つ
つ
も
、
自
ら
現
実
に
は
介
入
し
な
い
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
こ
の
方
法
論
は
、
あ
る
存
在
や
現

実
を
照
ら
し
出
し
は
す
る
が
、
観
察
者
と
対
象
と
の
距
離
は
維
持
さ
れ
続
け
る
。
し
か
し
こ
の
方
法
論
で
は
、
作
品
「
除
草
」

が
示
唆
す
る
よ
う
に
、
観
察
対
象
と
そ
の
表
現
の
関
係
に
お
い
て
、
対
象
が
圧
倒
的
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
と
緊
張
関
係
が
維
持

し
え
な
か
っ
た
り
、
あ
る
い
は
観
察
さ
れ
る
側
か
ら
の
物
理
的
な
暴
力
に
よ
っ
て
、
そ
の
ポ
ジ
シ
ョ
ン
が
抹
消
さ
れ
る
可
能

性
に
対
し
て
無
防
備
と
な
り
う
る
。
さ
ら
に
言
語
上
の
問
題
も
あ
ろ
う
。
観
察
さ
れ
る
対
象
が
日
本
語
で
あ
る
場
合
、
そ
れ

を
日
本
語
で
表
現
す
る
と
き
、
見
る
‐
見
ら
れ
る
と
い
う
関
係
を
成
立
さ
せ
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
す
で
に
確
認
し
た
よ

う
に
、
金
時
鐘
は
小
野
の
方
法
論
を
組
み
か
え
て
、
積
極
的
に
現
実
に
参
与
し
て
い
く
こ
と
を
試
み
て
い
た
。
そ
の
際
に
宣

言
さ
れ
て
い
た
「
そ
こ
で
生
き
る
こ
と
で
し
か
あ
り
ま
せ
ん
」
と
は
、
以
上
の
分
析
と
あ
わ
せ
て
み
る
な
ら
ば
、
ま
さ
に
日
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本
と
い
う
場
に
お
い
て
、
日
本
語
の
内
部
か
ら
、
そ
の
場
や
環
境
を
変
質
さ
せ
る
行
為
や
方
法
論
を
発
明
し
て
い
く
と
い
う

こ
と
を
意
味
す
る
こ
と
に
な
ろ
う
。

　

そ
の
よ
う
に
日
本
語
の
内
部
か
ら
捉
え
返
そ
う
と
い
う
行
為
や
方
法
論
が
萌
芽
し
て
い
る
作
品
と
し
て
「
長
屋
の
掟
」
を

挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
朝
鮮
人
た
ち
が
多
く
住
む
長
屋
の
住
人
「
コ
ン
チ
お
ば
さ
ん
」
は
、
赤
ん
坊
の
鼻
を
齧
っ
た
「
ネ

ズ
公
」
を
、
ど
の
よ
う
に
「
処
分
」
す
る
か
隣
人
た
ち
と
検
討
し
て
い
る
。
以
前
行
っ
た
「
火
あ
ぶ
り
の
刑
」
は
あ
っ
け
な

か
っ
た
た
め
、
今
回
は
「
水
ぜ
め
の
刑
」
で
「
半
死
半
生
」
に
し
た
後
、「
車
輪
の
刑
」
に
処
す
こ
と
が
決
定
さ
れ
る
。

　
　

誰
か

　
　

腹
の
割
れ
る
音
を

　
　

聞
い
た
こ
と
が

　
　

あ
る
か
!?

　
　

日
本
の

　
　

五
十
一
音
を
も
っ
て
し
て
は

　
　

と
う
て
い
出
ま
い
。

　
　

当
の
コ
ン
チ
お
ば
さ
ん
が

　
　

チ
マ
を
か
ら
げ
て

　
　

逃
げ
出
し
た
ほ
ど
だ
。

　
　

数
時
間
後

　
　

俺
は
そ
の
刑
場
を

　
　

よ
ぎ
っ
た
が

　
　

な
ん
た
る

　
　

交
通
量
！

　
　

ア
ス
フ
ァ
ル
ト
に

　
　

へ
ば
り
つ
い
た
の
は

　
　

手
の
ひ
ら
ほ
ど
の

　
　

白
茶
け
た
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皮
。

　
　

そ
れ
に
し
て
は

　
　

こ
れ
ほ
ど
の
刑
罰
を

　
　

奴
ら
に
知
ら
せ
る
て
だ
て
が

　
　

余
り
に
も
な
さ
す
ぎ
る
。

　
　

俺
ら
が

　
　

人
間
で
あ
っ
て
は
！）

39
（

引
用
は
最
終
連
の
み
で
あ
る
が
、
作
品
は
ね
ず
み
の
処
分
を
決
定
す
る
ま
で
を
、
ユ
ー
モ
ラ
ス
に
描
く
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

ま
た
こ
の
「
長
屋
」
が
猪
飼
野
の
こ
と
を
指
し
て
い
る
と
す
れ
ば
、
そ
こ
は
交
通
量
の
多
い
場
所
と
い
う
共
通
点
か
ら
、「
車

輪
の
刑
」
に
処
せ
ら
れ
る
ね
ず
み
は
、
在
日
朝
鮮
人
の
隠
喩
で
あ
る
と
見
て
も
よ
い
だ
ろ
う
。
そ
の
こ
と
を
踏
ま
え
つ
つ
、

ま
ず
こ
こ
で
確
認
し
て
お
き
た
い
こ
と
は
、日
本
語
の「
五
十
一
音
を
も
っ
て
し
て
は
と
う
て
い
」出
な
い
、「
腹
の
割
れ
る
音
」

に
つ
い
て
で
あ
る
。

　

金
時
鐘
は
、
朝
鮮
語
と
比
較
し
て
日
本
語
の
音
韻
は
、「
あ
」
や
「
お
」
の
よ
う
に
澄
ん
だ
音
だ
け
基
本
に
し
た
、
振
幅

の
あ
ま
り
な
い
「
偏
食
気
味
の
言
葉
」
で
あ
る
と
し）

40
（

、
こ
の
明
る
い
音
の
体
系
こ
そ
が
日
本
人
の
純
潔
主
義
の
下
地
に
な
っ

て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
論
じ
て
い
る
。

　
　

こ
の
よ
う
に
も
明
る
い
音
だ
け
を
え
り
す
く
っ
た
か
の
よ
う
な
日
本
語
の
基
本
母
音
、
こ
の
音
韻
の
間
口
の
狭
さ
と
い

　
　

う
の
は
、
い
な
が
ら
に
し
て
他
の
響
き
を
寄
せ
つ
け
な
い
、
日
本
人
の
内
在
的
な
純
潔
主
義
の
下
地
と
も
な
っ
て
い
る

　
　

よ
う
に
私
に
は
思
え
て
な
り
ま
せ
ん）

41
（

。

「
長
屋
の
掟
」
を
発
表
し
た
時
期
に
、
日
本
語
の
音
韻
と
純
潔
主
義
の
結
び
つ
き
を
ど
れ
ほ
ど
意
識
し
て
い
た
か
は
明
ら
か

で
は
な
い
。
し
か
し
少
な
く
と
も
「
腹
の
割
れ
る
音
」
は
、
日
本
語
の
音
韻
か
ら
排
斥
さ
れ
る
、
極
め
て
非
日
本
語
的
な
響

き
と
し
て
対
置
さ
れ
て
い
る
の
は
確
か
で
あ
る
。
そ
の
た
め
「
誰
か
／
腹
の
割
れ
る
音
を
／
聞
い
た
こ
と
が
／
あ
る
か
!?
」

と
い
う
箇
所
は
、
日
本
語
の
音
韻
が
自
然
な
も
の
と
し
て
内
面
化
さ
れ
て
い
る
者
ほ
ど
、
そ
の
異
質
な
音
を
想
像
す
る
こ

と
が
困
難
で
あ
る
ゆ
え
に
、
お
ぞ
ま
し
さ
を
感
じ
さ
せ
る
。「
コ
ン
チ
お
ば
さ
ん
」
た
ち
が
、「
車
輪
の
刑
」
を
決
定
す
る
ま

（
39
）『
日
本
風
土
記
』、
四
九
九
‐
五
〇
〇
頁
（
最

終
連
）。

（
40
）
金
時
鐘
「
私
の
中
の
日
本
と
日
本
語
」、『
金

時
鐘
の
詩 

も
う
一
つ
の
日
本
語
』、
も
ず
工
房
、

二
〇
〇
〇
年
、
一
九
四
頁
。

（
41
）
金
時
鐘
前
掲
書
、
一
九
五
頁
。
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で
何
語
で
議
論
し
て
い
た
か
は
関
心
を
引
く
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、「
当
の
コ
ン
チ
お
ば
さ
ん
が
／
チ
マ
を
か
ら
げ
て
／
逃
げ

出
し
た
ほ
ど
だ
。」
と
あ
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
少
な
く
と
も
日
本
語
も
混
じ
っ
て
い
た
は
ず
だ
と
思
わ
れ
る
（
と
は
い
え
、

朝
鮮
語
な
ら
そ
の
音
を
表
現
で
き
る
か
も
問
題
と
な
ろ
う
が
）。
こ
の
異
質
な
音
が
、ア
ス
フ
ァ
ル
ト
に
へ
ば
り
つ
い
た
「
手

の
ひ
ら
ほ
ど
の
／
白
茶
け
た
／
皮
」
と
い
う
可
視
化
さ
れ
た
死
骸
と
し
て
残
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
そ
の
音
の
表
現
不
可
能

性
を
示
す
も
の
と
し
て
象
徴
的
な
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

　

ジ
ャ
ッ
ク
・
デ
リ
ダ
に
よ
れ
ば
、
詩
と
は
、
文
字
と
い
う
身
体
と
イ
デ
ア
ル
な
意
味
を
切
り
離
す
こ
と
な
く
、
そ
の
字
義

ど
お
り
に
暗
記
（apprendre par cœ

ur

）
し
た
い
と
欲
望
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
も
う
一
方
で
暗
記
し
、
書
き
写

す
こ
と
を
欲
望
さ
せ
る
こ
と
は
、
詩
が
翻
訳
の
欲
望
へ
と
自
ら
を
さ
ら
す
こ
と
で
あ
る
と
も
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
二
重
性

は
、あ
る
一
つ
の
言
語
の
固
有
性
の
う
ち
と
ど
ま
り
続
け
て
も
、あ
る
い
は
余
す
と
こ
ろ
な
く
他
言
語
に
翻
訳
さ
れ
て
し
ま
っ

て
も
、
詩
は
消
滅
し
て
し
ま
う
も
の
と
さ
れ
る
こ
と
に
由
来
し
て
い
る
。
そ
の
意
味
で
詩
は
言
語
と
言
語
の
狭
間
に
あ
る
。

興
味
深
い
の
は
、こ
の
言
語
と
言
語
の
は
ざ
ま
に
あ
っ
て
、翻
訳
を
求
め
か
つ
拒
む
詩
が
、全
体
化
も
超
越
化
も
し
な
い
「
と

て
も
低
い
所
、
実
に
低
い
所
、
地
面
の
す
ぐ
側
に
い
る
ハ
リ
ネ
ズ
ミ）

42
（

」
に
喩
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

　

ハ
リ
ネ
ズ
ミ
は
、高
速
道
路
の
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
を
果
敢
に
横
断
し
よ
う
と
す
る
。
し
か
し
身
の
危
険
を
察
知
す
る
と
、

棘
を
逆
立
て
そ
の
場
で
身
を
丸
め
る
こ
と
で
、
逆
に
死
（
轢
死
）
に
さ
ら
さ
れ
て
し
ま
う
。
こ
の
よ
う
に
し
て
「
ハ
リ
ネ
ズ

ミ
」
＝
詩
は
、「
高
速
道
路
の
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
」
＝
言
語
と
言
語
の
は
ざ
ま
で
、
自
己
を
守
る
べ
く
（
＝
固
有
性
）、
轢

か
れ
る
が
ま
ま
＝
翻
訳
さ
れ
る
が
ま
ま
に
な
る
。
デ
リ
ダ
に
よ
れ
ば
、
こ
の
字
義
性
の
保
持
と
翻
訳
の
交
錯
す
る
地
点
に
お

け
る
「
事
故
な
く
し
て
詩
は
な
い）

43
（

」。

　

こ
の
デ
リ
ダ
の
「
ハ
リ
ネ
ズ
ミ
」
と
金
時
鐘
の
「
ネ
ズ
公
」
は
、轢
か
れ
る
が
ま
ま
に
あ
る
と
い
う
点
で
共
通
し
て
い
る
。

ま
た
轢
か
れ
る
が
ま
ま
に
あ
る
こ
と
で
、
そ
の
固
有
性
が
一
度
限
り
の
も
の
で
あ
り
、
完
全
に
は
翻
訳
不
可
能
で
あ
る
点
に

お
い
て
も
共
通
し
て
い
る
。
よ
り
重
要
な
こ
と
は
、
固
有
性
を
奪
う
事
故
＝
翻
訳
と
は
出
来
事
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
そ

れ
は
一
度
限
り
で
あ
る
か
ら
こ
そ
「
私
」
の
欲
望
を
掻
き
立
て
、
暗
記
し
、
翻
訳
す
る
よ
う
「
呼
び
か
け
て
」
く
る
も
の
だ

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。「
誰
か
腹
の
割
れ
る
音
を
聞
い
た
こ
と
が
あ
る
か
」
も
、
こ
の
一
回
限
り
の
出
来
事
が
も
た
ら
す
記

憶
の
欲
望
を
示
す
も
の
だ
と
思
わ
れ
る
。
そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
金
時
鐘
の
「
ネ
ズ
公
」
も
、
詩
の
形
象
と
し
て
位
置
づ
け
る

こ
と
が
で
き
よ
う
。
そ
し
て
こ
の
「
ネ
ズ
公
」
が
「
長
屋
」
に
住
む
在
日
朝
鮮
人
の
隠
喩
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
彼
／
彼
女
た

ち
の
生
も
詩
と
し
て
存
在
す
る
の
で
あ
り
、後
の「
詩
を
生
き
る
」と
い
う
金
時
鐘
の
思
想
に
先
駆
け
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

　

と
は
い
え
「
腹
の
割
れ
る
音
」
は
、「
日
本
の
五
十
一
音
」
で
は
表
現
で
き
な
い
も
の
で
あ
る
と
説
明
的
に
表
現
さ
れ
る
か
、

(

42)Jacques D
errida « Che cos,è la poesia? » 

(italien: Poesia, I, novem
bre 1988) , version 

française : Po&
sie, no50, 1989 ; repris 

dans, Points de suspensions : Entretiens, Galilée, 
1992,

（「
心
を
通
じ
て
学
ぶ―

―

詩
と
は
な
に

か
」
湯
浅
博
雄
・
鵜
飼
哲
訳
、『
総
展
望
フ
ラ
ン

ス
の
現
代
詩
』〔『
現
代
詩
手
帖
』
30
周
年
特
集
版
〕

一
九
九
〇
年
六
月
）「
詩
と
は
何
か
」、p.296

＝

二
五
四
頁
。

（
43
）
デ
リ
ダ
前
掲
論
文
、p.296

＝
二
五
三
頁
。
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「
チ
マ
を
か
ら
げ
て
逃
げ
出
」
す
「
コ
ン
チ
お
ば
さ
ん
」
の
姿
や
、
道
路
に
残
さ
れ
た
「
皮
」
で
視
覚
化
さ
れ
る
か
で
あ
る
。

こ
の
音
な
ら
ざ
る
音
を
日
本
語
で
表
現
す
る
こ
と
は
、
ほ
ぼ
不
可
能
な
こ
と
で
あ
ろ
う
。
だ
が
「
日
本
語
の
音
韻
の
間
口
の

狭
さ
」
を
批
判
し
、
ま
た
前
章
で
引
用
し
た
よ
う
に
「
日
本
語
か
ら
の
解
放
を
得
た
い
と
思
っ
て
い
る
者
と
し
て
は
、
意
識

し
て
ぎ
く
し
ゃ
く
し
た
日
本
語
を
使
う
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。」
と
い
う
発
言
か
ら
す
れ
ば
、「
長
屋
の
掟
」
の
表
現
は
金
時

鐘
の
言
う「
日
本
語
へ
の
報
復
」と
い
う
方
法
論
に
ま
で
至
っ
て
い
な
い
と
思
わ
れ
る
。
さ
ら
に「
長
屋
の
掟
」の
最
終
行「
俺

ら
が
人
間
で
あ
っ
て
は
！
」
は
、
人
間
と
動
物
の
間
に
境
界
線
を
引
い
て
お
り
、
非
言
語
的
な
「
腹
の
割
れ
る
音
」
を
出
す

対
象
と
の
間
に
距
離
を
生
ん
で
し
ま
っ
て
い
る
。
そ
の
意
味
で
「
俺
ら
人
間
」
は
、
ぎ
り
ぎ
り
の
と
こ
ろ
で
、
日
本
語
の
音

韻
の
体
系
の
内
に
留
ま
っ
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
の
で
あ
る
。

　

以
上
、『
日
本
風
土
記
』
に
お
い
て
、距
離
が
空
間
、歴
史
的
時
間
、朝
鮮
半
島
に
お
け
る
南
北
分
断
、在
日
朝
鮮
人
の
位
置
、

及
び
言
語
と
い
う
多
様
な
角
度
か
ら
捉
え
返
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
み
て
き
た
。
だ
が「
ぼ
く
が
ぼ
く
で
あ
る
た
め
に
」や「
長

屋
の
掟
」
で
現
わ
れ
て
い
た
よ
う
に
、『
日
本
風
土
記
』
に
お
い
て
も
「
日
本
」
‐｢

朝
鮮｣

‐｢

在
日｣

、
あ
る
い
は
人
間

と
動
物
、言
語
と
非
言
語
的
な
も
の
が
分
離
さ
れ
た
ま
ま
に
な
っ
て
い
る
こ
と
は
、『
地
平
線
』
と
変
わ
ら
な
い
。
そ
れ
は
『
日

本
風
土
記
』
の
ほ
ぼ
巻
頭
の
作
品
で
あ
る
、「
政
策
発
表
会
」
に
端
的
に
現
わ
れ
て
い
る
。

　
　
　

政
策
発
表
会

　
　

カ
ー
ブ
を
切
り

　
　

坂
を
登
り
つ
め
た
と
こ
ろ
で

　
　

ま
と
も
に

　
　

カ
ァ
ー
ッ
と
き
た
。

　
　

前
方
を
す
か
し
て
い
た

　
　

運
転
手
は

　
　

急
い
で
両
の
腕
を
交
叉
さ
せ
た
が

　
　

そ
れ
で
も
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そ
の
端
を
ふ
ん
づ
け
に
し
て
遠
ざ
か
っ
た
。

　
　

礫
か
れ
て
た
ん
で
す
よ
。

　
　

い
よ
い
よ
前
こ
ご
み
に
な
り
な
が
ら

　
　

運
転
手
は
ぶ
っ
き
ら
ぼ
う
に

　
　

こ
と
の
条
理
を
糺
し
た
。

　
　

私
は
相
乗
り
を
さ
れ
て

　
　

共
産
党
の
政
策
発
表
会
へ
急
い
で
い
た
が

　
　

市
電
線
路
に
腹
ば
い
に
な
り

　
　

首
だ
け
を
も
た
げ
て
い
た

　
　

犬
の
無
表
情
さ
が

　
　

い
く
ら
走
っ
て
も

　
　

黒
い
被
写
体
と
な
っ
て

　
　

燃
え
る
よ
う
な
夕
日
の
た
だ
中
に
横
た
わ
っ
て
い
た）

44
（

。

梁
石
日
は
、
こ
の
作
品
に
表
れ
る
犬
の
轢
死
体
と
、
金
時
鐘
も
共
産
党
員
と
し
て
活
動
し
た
一
九
五
〇
年
当
時
の
左
翼
運
動

を
重
ね
合
わ
せ
て
い
る
。
そ
の
結
果
、「
政
治
的
デ
モ
ニ
ッ
シ
ュ
に
よ
っ
て
切
り
捨
て
ら
れ
て
い
く
下
部
組
織
の
無
残
な
像
」

を
「
犬
」
か
ら
読
み
込
ん
で
い
る
。
そ
れ
と
同
時
に
、「
犬
」
は
「
身
体
を
お
と
し
め
て
き
た
近
代
の
陥
穽
」
に
「
身
体
の

復
権
を
め
ざ
し
て
き
た
は
ず
の
マ
ル
ク
ス
主
義
」
が
は
ま
る
こ
と
で
、「
肉
体
的
な
存
在
で
あ
る
民
衆
」
を
不
在
に
す
る
も

の
で
あ
っ
た
と
も
述
べ
て
い
る）

45
（

。
つ
ま
り
犬
の
轢
死
体
に
、
近
代
資
本
主
義
社
会
か
ら
も
マ
ル
ク
ス
主
義
運
動
か
ら
も
切
り

捨
て
ら
れ
る
「
民
衆
の
身
体
」
を
見
て
取
っ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。
す
で
に
触
れ
た
一
九
五
〇
年
代
の
状
況
を
踏
ま
え
る
な

ら
ば
、
非
常
に
重
要
な
指
摘
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
こ
の
指
摘
は
読
み
か
え
る
必
要
が
あ
る
。「
犬
」
は
む
し
ろ

「
黒
い
被
写
体
」
と
し
て
、
夕
日
の
中
、「
私
」
と
異
な
っ
た
ま
ま
横
た
わ
る
の
み
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
た
と
え
切
り
捨
て

ら
れ
る
立
場
に
あ
っ
た
と
し
て
も
、「
私
」
は
「
犬
」
と
重
な
り
合
わ
な
い
か
ら
で
あ
る
。

（
44
）『
日
本
風
土
記
』、
四
八
七
‐
八
頁
。

（
45
）
梁
石
日
「
金
時
鐘
論
」、『
ア
ジ
ア
的
身
体
』、

平
凡
社
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
、
一
九
九
九
年
、
一
六
一

頁
。
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む
し
ろ
特
筆
す
べ
き
は
、こ
の
「
犬
」
も
事
故
に
あ
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、解
読
を
求
め
か
つ
拒
む
よ
う
に
、「
無

表
情
」
の
ま
ま
「
黒
い
被
写
体
」
と
な
っ
て
、
轢
く
側
に
い
た
「
私
」
に
付
き
ま
と
い
続
け
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
事
後
性

の
構
造
こ
そ
が
詩
を
欲
望
さ
せ
る
も
の
で
あ
ろ
う
が
、
そ
の
た
め
梁
石
日
の
言
う
「
身
体
」
も
単
な
る
不
在
で
は
な
く
、
不

可
視
化
さ
れ
る
と
同
時
に
可
視
化
を
求
め
る
も
の
と
し
て
位
置
づ
け
る
べ
き
も
の
で
あ
ろ
う
。
覆
い
か
ぶ
さ
る
よ
う
に「
私
」

に
迫
っ
て
く
る
「
犬
」
も
、「
黒
い
被
写
体
」
と
し
て
、不
可
視
的
か
つ
可
視
的
に
表
現
さ
れ
て
お
り
、両
義
的
と
な
っ
て
い
る
。

そ
の
た
め
『
日
本
風
土
記
』
に
お
い
て
、「
私
」
と
「
犬
」
が
重
な
り
合
い
、
そ
し
て
そ
こ
か
ら
帰
結
す
る
他
者
と
化
す
こ

と
が
、方
法
論
と
し
て
自
覚
的
に
用
い
ら
れ
る
こ
と
は
な
い
と
言
っ
て
い
い
と
思
う）

46
（

。
宮
沢
剛
も
、こ
の
点
に
『
地
平
線
』『
日

本
風
土
記
』
と
『
新
潟
』
を
分
か
つ
表
現
上
の
相
違
が
あ
る
と
指
摘
し
て
い
る）

47
（

。

　

以
上
、『
地
平
線
』
と
『
日
本
風
土
記
』
の
持
つ
表
現
上
の
特
徴
を
概
観
し
て
き
た
。
特
に
「
距
離
」
の
現
れ
方
に
焦
点

を
当
て
て
検
討
し
て
き
た
。
小
野
の
「
抒
情
」
と
「
リ
ズ
ム
」
に
対
す
る
批
判
意
識
が
、
距
離
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
金
時

鐘
と
の
相
違
も
そ
の
点
に
関
わ
っ
て
い
た
。
そ
の
た
め
『
新
潟
』
に
お
い
て
も
、
こ
の
距
離
が
ど
の
よ
う
に
変
容
し
て
い
く

の
か
が
、
大
き
な
ポ
イ
ン
ト
に
な
っ
て
い
く
。
こ
れ
を
踏
ま
え
て
『
長
篇
詩
集 

新
潟
』
の
分
析
に
向
か
い
た
い
。

（
46
）
し
か
し
他
者
と
の
重
な
り
合
い
に
よ
り
近
づ

い
て
い
る
作
品
と
し
て
「
一
万
年
」
が
あ
る
。「
ぐ

ら
っ
と
ゆ
れ
た
と
き
／
あ
の
腹
が
／
ぼ
く
の
鼻
を

　

ち
っ
息
さ
せ
た
。
／
じ
っ
と
り
汗
ば
ん
だ
／
ワ

ン
ピ
ー
ス
の
触
感
に
／
ぼ
く
は　

そ
う
し
て
／
身

ご
も
っ
て
し
ま
っ
た
の
だ
。〔
…
…
〕
ぼ
く
の
お

や
じ
の　

ま
た
お
や
じ
が
／
お
や
じ
を
産
み
／
そ

の
ま
た　

お
や
じ
の
お
や
じ
が
／
お
や
じ
を
産
ん

で
／
こ
の
ぼ
く
は　

連
綿
と
／
太
古
に
つ
ら
な
っ

て
い
る
。
／
／
そ
の
腹
の
重
み
に
／
ぼ
く
は　

は

じ
め
て
／
席
を
ゆ
ず
っ
た
。
／
あ
ま
り　

体
の
自

由
は
き
か
な
い
と
み
え
／
ド
ス
ン
と
し
り
も
ち
を

つ
い
た
と
き
／
バ
ス
は　

大
揺
れ
に
ゆ
れ
て
／
炎

天
下
の
ま
っ
白
い
道
を
／
八
月
六
日
の　

ど
ま
ん

中
に
達
し
て
い
た
。」（
五
六
七-

八
頁
）。

（
47
）

宮
沢
剛
「
一
九
五
〇
年
代
（
か
ら
）
の
在

日
朝
鮮
人
文
学―

は
み
出
す
こ
と
と
遅
れ
る
こ

と―

」、『
文
学
』、
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
四
年

一
一
・
一
二
月
号
、
九
四
頁
。
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第
六
章　

道
と
変
身

　
　

は
じ
め
に

　

こ
れ
ま
で
、
第
一
に
、
日
本
近
代
詩
に
お
け
る
「
リ
ズ
ム
」
の
受
容
の
あ
り
様
、
及
び
そ
れ
が
も
た
ら
す
「
抒
情
」
へ
の

影
響
を
見
て
き
た
。
第
二
に
、
そ
の
受
容
に
よ
っ
て
形
作
ら
れ
た
「
抒
情
」
を
も
っ
て
金
素
雲
が
行
っ
た
『
朝
鮮
詩
集
』
の

翻
訳
の
問
題
点
と
、
金
時
鐘
訳
と
の
差
異
を
論
じ
た
。
第
三
に
、「
抒
情
」
を
「
リ
ズ
ム
」
の
観
点
か
ら
問
題
視
し
た
、
小

野
十
三
郎
の
思
想
を
詳
ら
か
に
し
た
。
そ
し
て
小
野
と
金
時
鐘
の
差
異
が
、
前
者
が
〈
自
然
〉
と
の
距
離
を
保
ち
つ
つ
平
面

的
に
捉
え
る
の
に
対
し
、
後
者
は
そ
こ
に
参
入
し
て
い
く
こ
と
、
そ
れ
に
よ
り
過
去
を
現
在
に
接
続
さ
せ
よ
う
と
し
て
い
る

こ
と
を
指
摘
し
た
。
第
四
に
、『
新
潟
』
以
前
の
金
時
鐘
の
作
品
に
お
い
て
は
、
詩
人
な
い
し
語
り
手
と
対
象
と
の
距
離
は
、

空
間
的
に
も
時
間
的
に
も
、
そ
し
て
言
語
的
に
も
縮
め
ら
れ
る
こ
と
な
く
保
た
れ
て
い
る
こ
と
を
論
じ
た
。
そ
の
よ
う
に
対

象
と
絡
み
合
う
こ
と
が
な
い
点
が
、
こ
れ
か
ら
見
て
い
く
よ
う
に
、『
新
潟
』
と
の
大
き
な
違
い
と
な
っ
て
い
る
。

　

こ
こ
ま
で
論
じ
て
き
た
「
リ
ズ
ム
」
と
「
抒
情
」
と
い
う
問
題
構
成
に
照
ら
し
合
わ
せ
て
、
本
章
以
降
、
金
時
鐘
『
新
潟
』

が
ど
の
よ
う
な
独
自
性
を
持
つ
の
か
を
見
て
い
き
た
い
。

　
『
新
潟
』
の
完
成
か
ら
出
版
ま
で
の
経
緯
に
つ
い
て
は
、
序
章
で
触
れ
て
お
い
た
。
朝
鮮
語
で
は
な
く
日
本
語
で
の
創
作

が
孕
む
政
治
性
や
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
問
題
、
植
民
地
期
の
状
況
、
一
九
四
八
年
の
四
・
三
事
件
、
朝
鮮
戦
争
、
吹
田
・

枚
方
事
件
、
帰
国
事
業
と
い
っ
た
歴
史
的
出
来
事
、
そ
し
て
そ
の
よ
う
な
歴
史
と
の
関
係
に
お
い
て
自
己
が
持
つ
べ
き
意
志

や
、
も
た
ら
さ
れ
る
べ
き
言
葉
と
は
何
か
、
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
『
新
潟
』
で
は
「
ぼ
く
」
を
中
心
に
高
密
度
で
展
開
さ
れ

る
。
一
八
〇
頁
に
も
及
ぶ
こ
の
作
品
に
つ
い
て
は
、
本
研
究
で
は
出
来
る
だ
け
カ
ヴ
ァ
す
る
予
定
で
は
あ
る
が
、
全
て
を
汲

み
つ
く
す
こ
と
は
到
底
で
き
な
い
。
本
研
究
で
行
わ
れ
る
こ
と
は
、
作
品
全
体
の
象
徴
で
も
あ
る
〈
道
〉
の
思
考
と
、
言
語

及
び
歴
史
的
状
況
が
自
己
に
も
た
ら
す
変
身
と
分
裂
と
い
う
様
相
（
第
六
章
）、
そ
の
よ
う
な
実
存
の
在
り
様
の
中
で
志
向

さ
れ
る
「
意
志
」
や
、そ
れ
に
と
も
な
っ
て
現
れ
る
行
為
の
内
実
、ま
た
そ
の
意
味
（
第
七
章
）、そ
し
て
そ
の
結
果
と
し
て
、

作
品
全
体
を
通
じ
て
追
求
さ
れ
る
歴
史
、
祖
国
、
自
己
、
言
葉
等
の
関
係
性
（
第
八
章
）
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
な
る
。
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第
一
節
．
道
と
光

　
『
新
潟
』
の
「
顔
」
で
あ
る
第
一
部
「
雁
木
の
う
た
」
第
一
章
に
は
、
こ
の
作
品
で
表
現
さ
れ
る
全
て
の
こ
と
が
現
れ
て

い
る
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。
金
時
鐘
が
日
本
に
来
る
こ
と
に
な
っ
た
原
因
、
ま
た
日
本
語
で
詩
を
つ
む
ぎ
だ
す
こ
と

の
必
然
性
、
さ
ら
に
詩
人
自
身
が
乗
り
越
え
る
べ
き
問
題
と
は
何
か
が
集
約
的
に
書
き
込
ま
れ
て
い
る
。
そ
の
意
味
で
第
一

部
第
一
章
は
、『
新
潟
』
で
展
開
さ
れ
て
い
く
内
容
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
の
役
割
も
果
た
し
て
い
る
。
と
り
わ
け
『
新
潟
』

の
主
題
を
象
徴
的
示
す
形
象
で
あ
る
「
道
」、
そ
し
て
そ
れ
に
付
随
す
る
変
身
と
い
う
テ
ー
マ
な
い
し
方
法
が
、
こ
こ
で
明

確
に
打
ち
出
さ
れ
て
い
る
。

　

作
品
に
お
い
て
こ
の
「
道
」
は
、
一
方
で
「
私
」
の
固
有
性
を
奪
い
、
私
な
ら
ざ
る
も
の
へ
変
身
さ
せ
て
し
ま
う
暴
力
の

象
徴
と
し
て
描
か
れ
る
。
他
方
で
、
そ
の
よ
う
な
「
道
」
自
体
を
問
う
こ
と
で
金
時
鐘
が
試
み
る
の
は
、
あ
る
べ
き
道
へ
と

詩
的
に
転
換
す
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
「
道
」
を
変
質
さ
せ
る
た
め
に
金
時
鐘
が
用
い
る
の
が
、変
身
と
い
う
方
法
と
な
っ

て
い
る
。
具
体
的
に
は
「
ホ
ラ
ア
ナ
ゴ
カ
イ
」「
豹
」「
み
み
ず
」
と
い
っ
た
動
物
た
ち
へ
の
変
身
が
な
さ
れ
る
。
ま
た
作
品

全
体
を
通
し
て
は
、「
蛹
」「
唖
蝉
」
と
い
っ
た
小
動
物
や
昆
虫
あ
る
い
は
「
小
石
」
や
「
化
石
」
と
い
っ
た
も
の
に
変
身
す

る
こ
と
に
な
る
。
以
下
論
じ
て
い
く
よ
う
に
、
そ
れ
は
小
動
物
や
昆
虫
な
ど
へ
の
変
身
が
、
同
時
に
日
本
語
へ
の
変
身
で
も

あ
る
よ
う
な
方
法
で
あ
り
、
そ
れ
ゆ
え
日
本
語
そ
れ
自
体
を
作
品
の
対
象
と
し
て
扱
う
こ
と
を
可
能
に
す
る
方
法
と
な
っ
て

い
る
。

　

第
一
部
第
一
章
は
、
そ
の
冒
頭
か
ら
あ
る
べ
き
道
が
描
き
出
さ
れ
て
い
る
。

　
　

目
に
映
る

　
　

通
り
を

　
　

道
と

　
　

決
め
て
は
な
ら
な
い
。

　
　

誰
知
ら
ず

　
　

踏
ま
れ
て
で
き
た

　
　

筋
を
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道
と

　
　

呼
ぶ
べ
き
で
は
な
い
。

　
　

海
に
か
か
る

　
　

橋
を

　
　

想
像
し
よ
う
。

　
　

地
底
を
つ
ら
ぬ
く

　
　

坑
道
を

　
　

考
え
よ
う
。

　
　

意
志
と
意
思
と
が

　
　

か
み
合
い

　
　

天
体
を
も
つ
な
ぐ

　
　

ロ
ケ
ッ
ト
の

　
　

マ
ッ
ハ
の
空
間
に

　
　

道
を

　
　

上
げ
よ
う
。

　
　

人
間
の
尊
厳
と

　
　

知
恵
の
和
が

　
　

が
っ
ち
り
組
み
こ
ま
れ
た

　
　

歴
史
に
だ
け

　
　

ぼ
く
ら
の
道
は

　
　

あ
け
て
お
こ
う
。

　
　

そ
こ
を
通
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
三
〇
五
‐
七

「
道
と
決
め
て
は
な
ら
な
い
」
と
「
道
と
呼
ぶ
べ
き
で
は
な
い
」。
こ
の
二
つ
の
否
定
は
い
わ
ば
「
道
」
に
関
す
る
判
断
停
止

で
あ
り
、反
省
的
に
問
い
直
す
こ
と
の
呼
び
か
け
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
二
つ
の
否
定
は
、視
覚
に
依
存
す
る
「
道
」
で
あ
っ

た
り
、
そ
の
存
在
を
疑
う
こ
と
な
く
受
け
入
れ
て
し
ま
う
自
然
的
な
態
度
に
対
す
る
現
象
学
的
な
還
元
と
も
な
っ
て
い
る
。
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緊
密
に
結
び
つ
い
て
い
る
二
つ
の
否
定
を
、
作
品
に
沿
っ
て
あ
え
て
二
つ
に
分
節
す
る
な
ら
ば
、
第
一
の
否
定
に
よ
っ
て
視

覚
依
存
型
の
「
道
」
が
持
つ
「
光
」
の
問
題
が
詩
的
に
取
り
上
げ
ら
れ
、
第
二
の
そ
れ
に
よ
っ
て
、
自
然
的
な
「
道
」
の
持

つ
非
人
称
性
が
導
く
一
般
化
の
力
と
軍
事
的
暴
力
と
の
結
束
が
見
出
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。
つ
ま
り
二
つ
の
否
定
に
よ
っ
て

示
さ
れ
る
の
は
、「
白
昼
」三
〇
九

、す
な
わ
ち
光
の
下
に
あ
る
「
道
」
が
、そ
こ
か
ら
排
除
す
る
も
の
（「
ぼ
く
」三
〇
七

）
を
、「
盲
目
」

三
〇
七

「
夜
」
三
〇
八

「
闇
」
三
一
〇

と
あ
る
よ
う
に
、暗
さ
の
側
に
強
制
的
に
位
置
づ
け
る
境
界
線
と
な
る
、と
い
う
構
図
で
あ
る
。

　

ま
ず
「
誰
知
ら
ず
／
踏
ま
れ
て
で
き
た
」「
筋
」
＝
「
道
」
か
ら
見
る
な
ら
ば
、
こ
れ
は
「
ぼ
く
ら
」
の
排
除
に
お
い
て
、

一
般
的
な
「
誰
」
か
に
よ
っ
て
つ
く
ら
れ
て
い
る
。
言
い
換
え
れ
ば
「
筋
」
＝
「
道
」
は
、
一
般
的
で
非
人
称
的
な
「
誰
」

か
に
よ
っ
て
踏
み
つ
け
ら
れ
て
で
き
た
痕
跡
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
一
般
的
な
「
誰
」
か
と
い
っ
て
も
、
そ
れ
は

中
立
的
な
存
在
者
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。
な
ぜ
な
ら
そ
の
「
筋
」
＝
「
道
」
は
、「
軍
靴
」三
〇
七

や
大
通
り
を
去
来
す
る
「
ジ
ー

プ
」
三
〇
七

の
轍
に
よ
っ
て
跡
付
け
ら
れ
た
も
の
と
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
つ
ま
り
「
筋
」
＝
「
道
」
は
、
人
為
的
で
あ

る
だ
け
で
な
く
暴
力
性
も
帯
び
て
お
り
、「
ぼ
く
ら
」
と
「
誰
」
か
の
関
係
を
、
排
他
的
な
権
力
関
係
に
置
き
換
え
る
境
界

線
の
機
能
を
果
た
す
も
の
と
し
て
表
現
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
梁
石
日
が
そ
の
「
金
時
鐘
論
」
で
、「
金
時
鐘
の
詩
は
の
っ

け
か
ら
〈
道
〉
の
自
然
性
・
擬
態
を
拒
絶
し
た
と
こ
ろ
か
ら
は
じ
ま
っ
て
い
る

（
1
）

。」
と
指
摘
す
る
よ
う
に
、
一
見
自
然
に
在

る
道
を
「
道
」
と
名
付
け
る
こ
と
が
拒
否
さ
れ
る
の
は
、「
道
」
と
い
う
観
念
が
そ
の
よ
う
な
排
他
性
を
持
つ
と
み
な
さ
れ

て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

　

高
村
光
太
郎
は
、
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
戦
争
末
期
に
は
『
大
い
な
る
日
に
』（
昭
和
一
七
（
一
九
四
二
）
年
）

の
よ
う
な
体
制
翼
賛
的
な
詩
を
多
く
書
い
た
。
そ
の
高
村
が
三
〇
歳
の
と
き
に
作
っ
た
も
の
に
、「
さ
び
し
き
み
ち
」
と
い

う
初
期
の
作
品
が
あ
る
。

　
　

か
ぎ
り
な
く
さ
び
し
け
れ
ど
も
／
わ
れ
は
／
す
ぎ
こ
し
み
ち
を
す
て
て
／
ま
こ
と
に
こ
よ
な
き
ち
か
ら
の
み
ち
を
す
て

　
　

て
／
い
ま
だ
し
ら
ざ
る
つ
ち
を
ふ
み
／
か
な
し
く
も
す
す
む
な
り
／
〔
…
…
〕
／
み
し
ら
ぬ
わ
れ
の
か
な
し
く
／
あ
た

　
　

ら
し
き
み
ち
は
し
ろ
み
わ
た
れ
り
／
さ
び
し
き
は
ひ
と
の
よ
の
こ
と
に
し
て
／
か
な
し
き
は
た
ま
し
ひ
の
ふ
る
さ
と
／

　
　

こ
こ
ろ
よ
わ
が
こ
こ
ろ
よ
／
も
の
お
ぢ
す
る
わ
が
こ
こ
ろ
よ
／
お
の
れ
の
す
が
た
こ
そ
ず
ゐ
い
ち
な
れ
／
さ
び
し
さ
に

　
　

わ
う
ご
ん

0

0

0

0

の
ひ
び
き
を
き
き
／
か
な
し
さ
に
あ
ま
き
も
つ
や
く
の
に
ほ
ひ
を
あ
ぢ
は
へ
か
し
／
／
そ
は
わ
が
こ
こ
ろ
の

　
　

ち
ち
は
は
に
し
て
／
ま
た
わ
が
こ
こ
ろ
の
ち
ら
の
い
づ
み
な
れ
ば　
（
一
連
（
部
分
）、
三
連

（
2
）

）

註
（
1
）

梁
石
日
『
ア
ジ
ア
的
身
体
』
平
凡
社
、

一
九
九
九
年
、
一
八
四
頁
。

（
2
）
高
村
光
太
郎
「
さ
び
し
き
み
ち
」、『
道
程
』

抒
情
詩
社
、
大
正
三
（
一
九
一
四
）
年
、
引
用
は

『
日
本
の
詩
歌　

10
』、
中
央
公
論
社
、
昭
和
四
二

（
一
九
六
七
）年
、四
二
‐
四
頁
か
ら
。
圏
点
原
文
。
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す
で
に
第
二
章
で
言
及
し
た
よ
う
に
、「
子
供
時
代
」
や
「
故
郷
」
と
い
っ
た
、明
治
二
〇
〜
三
〇
年
代
の
抒
情
詩
の
題
材
は
、

過
去
を
回
復
不
能
な
対
象
と
措
定
す
る
こ
と
で
、悔
恨
や
願
望
と
い
っ
た
詠
嘆
的
な
調
子
を
作
品
に
与
え
る
こ
と
と
な
っ
た
。

し
か
し
も
う
一
方
で
、
そ
の
諦
め
の
ポ
ー
ズ
が
体
制
的
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
を
受
け
入
れ
る
素
地
と
な
り
、
そ
の
結
果
、
失
わ
れ

た
も
の
を
埋
め
合
わ
せ
る
対
象
と
し
て
「
清
」
や
「
朝
鮮
」
を
位
置
づ
け
る
こ
と
と
な
っ
た
。
さ
び
し
さ
、か
な
し
さ
を
「
こ

こ
ろ
の
ち
か
ら
の
い
づ
み
」
だ
と
し
、
そ
の
力
に
よ
っ
て
「
あ
た
ら
し
き
み
ち
」
を
「
か
な
し
く
も
す
す
む
」
と
い
う
高
村

の
作
品
は
、そ
の
喪
失
感
と「
未
知
の
空
間
へ
の
脱
出
」（
十
川
信
介
）と
い
う
両
側
面
を
兼
ね
備
え
た
典
型
的
な
作
品
と
な
っ

て
い
る
。
そ
の
同
じ
高
村
の
「
道
程
」
や
北
原
白
秋
作
詞
の
「
こ
の
道
」
の
「
道
」
が
、
自
然
性
を
纏
い
つ
つ
行
き
着
い
た

先
を
想
起
す
べ
き
だ
ろ
う
。
し
か
し
「
光
」
の
問
題
を
見
な
け
れ
ば
、「
道
」
に
つ
い
て
の
考
察
は
不
十
分
で
あ
る
。

　
「
筋
」
の
上
を
「
軍
靴
」
や
「
ジ
ー
プ
」
が
通
っ
て
い
る
わ
け
だ
が
、
そ
の
よ
う
な
軍
事
力
の
象
徴
と
し
て
の
「
道
」
は
、

光
と
と
も
に
も
た
ら
さ
れ
て
い
る
（「
千
万
燭
光
の
／
ア
ー
ク
灯
を
か
ざ
し
／
白
昼
夢
は
／
西
か
ら
／
海
を
わ
た
っ
て
／
軍

艦
で
や
っ
て
き
た
。」
三
一
一
‐
二

）。
そ
の
た
め
「
道
」
が
形
成
す
る
境
界
線
は
、「
誰
」
か
と
「
ぼ
く
ら
」
に
対
応
す
る
よ
う
に
、

視
覚
／
盲
目
、
昼
／
夜
、
言
い
換
え
れ
ば
光
と
闇
の
二
項
対
立
を
作
品
中
で
形
成
し
て
い
る
。
だ
が
、
圧
倒
的
な
力
関
係
の

違
い
ゆ
え
に
光
が
闇
を
生
む
の
で
あ
り
、
そ
の
反
対
で
は
な
い
。
そ
の
力
関
係
の
違
い
か
ら
「
誰
」
か
と
「
ぼ
く
ら
」
も
分

か
た
れ
る
の
で
あ
れ
ば
、光
は
境
界
線
と
し
て
の
機
能
も
果
た
す
こ
と
に
な
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
「
光
」
と
は
「
筋
」
＝
「
道
」

で
も
あ
り
、
し
た
が
っ
て
境
界
線
と
し
て
機
能
す
る
「
道
」
は
、
対
立
項
を
生
成
さ
せ
、
階
層
化
す
る
光
の
暴
力
と
し
て
描

か
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　

こ
の
「
光
」
の
位
置
付
け
が
重
要
な
の
は
、
闇
の
側
に
い
る
者
を
徐
々
に
変
身
さ
せ
て
い
く
か
ら
で
あ
る
。

　
　

ホ
ラ
ア
ナ
ゴ
カ
イ
の
よ
う
に

　
　

這
い
つ
く
ば
り

　
　

手
の
触
覚
だ
け
を

　
　

目
に
か
え
て
き
た

　
　

盲
目
の
日
日
の
な
か
で

　
　

い
つ
も

　
　

あ
ふ
れ
て
い
た
も
の
は

　
　

海
を
越
え
て
き
た
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軍
靴
だ
っ
た
。
三
〇
七

「
ホ
ラ
ア
ナ
ゴ
カ
イ
」
の
よ
う
に
闇
の
中
を
動
く
姿
に
は
、
植
民
地
支
配
の
さ
中
、
皇
国
少
年
と
し
て
現
実
に
盲
目
で
あ
っ

た
自
己
と
、
一
九
四
八
年
四
・
三
事
件
の
時
に
パ
ル
チ
ザ
ン
と
し
て
活
動
し
た
自
己
が
二
重
に
重
ね
ら
れ
て
い
る
と
思
わ
れ

る
。
そ
の
意
味
で
「
ホ
ラ
ア
ナ
ゴ
カ
イ
」
は
、
精
神
的
な
盲
目
状
態
と
、
実
際
の
活
動
の
具
体
的
状
況
を
表
現
し
て
い
よ
う
。

そ
こ
か
ら
「
夜
」
や
「
闇
」
も
単
な
る
対
比
的
な
表
現
と
し
て
選
ば
れ
て
い
る
だ
け
で
な
く
、
現
実
に
経
験
し
た
数
々
の
夜

で
も
あ
る
。
鄭
仁
は
、
金
時
鐘
が
「
ア
パ
ッ
チ
」
族
に
加
わ
り
、
旧
大
阪
造
兵
廠
に
暗
闇
の
な
か
鉄
塊
を
掘
り
出
し
に
行
っ

た
こ
と
に
関
し
て
、
興
味
深
い
コ
メ
ン
ト
を
残
し
て
い
る
。

　
　

多
分
く
ろ
ぐ
ろ
と
し
た
闇
の
中
を
い
た
ず
ら
に
徘
徊
す
る
こ
と
、
そ
の
徒
労
と
緊
張
の
時
間
こ
そ
が
、
金
時
鐘
の
生
の

　
　

感
覚
で
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
自
明
の
事
を
あ
え
て
言
え
ば
、
そ
う
し
た
生
活
の
あ
り
よ
う
す
べ
て
が
、
金
時
鐘

　
　

の
詩
の
世
界
に
収
斂
さ
れ
て
い
っ
た
と
い
っ
て
い
い
だ
ろ
う

（
3
）

。

今
論
じ
て
い
る
第
一
部
第
一
章
に
照
ら
し
た
だ
け
で
も
、
含
蓄
に
富
む
コ
メ
ン
ト
だ
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
よ
う
な
「
徒
労
と

緊
張
」
を
も
た
ら
す
闇
の
中
で
の
変
身
は
、
否
定
的
な
ニ
ュ
ア
ン
ス
を
帯
び
る
だ
け
で
な
く
、「
道
」
を
必
要
と
し
な
い
者

の
自
由
の
イ
メ
ー
ジ
と
も
繋
が
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

　
　

う
な
だ
れ
る

　
　

白
昼
の
闊
歩
よ
り

　
　

跳
梁
を
秘
め
た

　
　

原
野
の

　
　

夜
の

　
　

徘
徊
を
選
ぼ
う
！

　
　

捕
わ
れ
た

　
　

国
の
な
か
で

　
　

捕
え
た
も
の
を

（
3
）
鄭
仁「
金
時
鐘
と『
ヂ
ン
ダ
レ
』」、『
文
学
学
校
』

一
九
七
九
年
八
・
九
月
号
（
一
七
四
号
）、
一
一
三

頁
。
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捕
え
る
の
だ
。

　
　

闇
に

　
　

青
白
く

　
　

眼
光
を
燃
や
し

　
　

豹
変
す
る

　
　

豹
へ
の
イ
メ
ー
ジ
に

　
　

爪
を
研
い
だ
。

　
　

通
路
を
無
視
し
た
も
の
に
と
っ
て

　
　

世
界
は

　
　

な
ん
と

　
　

自
由
で
あ
っ
た
こ
と
か
！ 

三
〇
九
‐
一
〇

「
夜
の
徘
徊
」「
通
路
の
無
視
」
は
、「
ホ
ラ
ア
ナ
ゴ
カ
イ
」
の
よ
う
な
弱
々
し
い
変
身
か
ら
、敵
に
力
強
く
襲
い
か
か
る
「
豹
」

へ
と
変
貌
さ
せ
る
イ
メ
ー
ジ
を
自
己
に
与
え
て
い
る
。
闇
の
中
で
の
変
身
は
、
こ
の
よ
う
に
弱
々
し
い
も
の
か
ら
力
強
い
も

の
ま
で
振
幅
を
持
つ
も
の
で
あ
る
が
、
触
覚
を
鋭
く
さ
せ
る
点
で
共
通
し
て
い
る
。
そ
れ
は
触
覚
を
鋭
く
さ
せ
る
こ
と
で
自

由
の
感
覚
を
身
体
的
に
感
じ
取
る
こ
と
、
他
人
の
も
の
と
な
っ
た
「
故
郷
」
を
「
処
女
地
の
よ
う
に
」
生
き
ら
れ
た
も
の
と

し
て
感
じ
と
る
た
め
で
あ
る
。
こ
の
身
体
的
な
感
覚
は
、
次
章
で
論
じ
る
よ
う
に
、『
新
潟
』
に
お
い
て
は
、
重
要
な
役
割

を
果
た
す
こ
と
に
な
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
触
覚
に
関
連
し
て
瀧
克
則
は
、「
ホ
ラ
ア
ナ
ゴ
カ
イ
の
よ
う
に
／
這
い
つ
く
ば

り
／
手
の
触
覚
を
…
…
」
を
踏
ま
え
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　
　

ま
さ
し
く
手
の
触
覚
で
触
れ
る
風
景
は
す
べ
て
お
な
じ
も
の
に
ち
が
い
な
い
。そ
れ
は
ま
っ
た
く
個
人
の
触
覚
で
あ
り
、

　
　

個
人
の
触
覚
で
あ
る
が
故
に
他
の
個
人
の
触
覚
を
も
代
弁
し
て
し
ま
う
は
ず
な
の
だ

（
4
）

。

触
覚
は
、
意
味
の
生
成
あ
る
い
は
認
識
の
作
用
が
起
こ
る
原
初
的
な
状
態
に
立
ち
返
ら
せ
る
点
で
、
自
己
と
他
者
を
等
し
く

す
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
先
の
鄭
仁
の
コ
メ
ン
ト
を
一
歩
深
め
た
感
の
あ
る
主
張
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
触
覚
に

よ
る
情
報
も
、
身
に
つ
け
た
感
性
の
あ
り
様
や
、
言
語
に
よ
る
表
現
に
よ
っ
て
認
識
や
意
味
の
生
成
が
拘
束
さ
れ
る
の
で
あ

（
4
）

瀧
克
則
「
幻
の
密
航
者
」、『
文
学
学
校
』

一
九
七
九
年
八
・
九
月
号
（
一
七
四
号
）、五
六
頁
。
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れ
ば
、
純
粋
に
私
的
な
触
知
を
抽
出
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
と
考
え
る
。
む
し
ろ
瀧
の
主
張
は
、
触
覚
さ
え
も
、
感
性
の

秩
序
や
言
語
に
よ
る
表
現
可
能
性
に
よ
っ
て
規
制
さ
れ
均
さ
れ
て
し
ま
っ
た
結
果
だ

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

と
い
う
よ
う
に
、
彼
の
意
図
を
裏
返
し

た
形
で
受
け
取
る
べ
き
だ
ろ
う
。
金
時
鐘
も
大
地
を
「
処
女
地
」
の
よ
う
に
感
じ
つ
つ
も
、
純
粋
な
触
知
は
困
難
で
あ
る
こ

と
に
気
付
い
て
い
た
と
思
わ
れ
る
か
ら
だ
。

　
　

漆
黒
の
闇
に
も
ま
し
て

　
　

漂
白
さ
れ
た
夜
の

　
　

果
て
は

　
　

き
わ
め
も
つ
か
ぬ
も
の
な
の
だ
。

　
　

か
ま
ぼ
こ
型
の

　
　

兵
舎
が
交
叉
す
る

　
　

か
げ
り
の
な
か
で

　
　

は
じ
め
て
知
っ
た

　
　

故
郷
の
地
肌
よ

　
　

に
お
い
よ

　
　

味
よ
。

　
　

通
路
の

　
　

見
境
い
を
も
た
な
い
も
の
が

　
　

は
ま
っ
た
通
路
の

　
　

舗
装
の
固
さ
に

　
　

あ
げ
た
悲
鳴
よ
。

　
　

眼
底
に
散
っ
た

　
　

火
花
の

　
　

色
よ
。

　
　

豹
は

　
　

む
け
る
牙
も
も
た
ぬ
ま
ま
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手
脚
を
も
が
れ
て

　
　

這
い
つ
く
ば
っ
た
。

　
　

生
涯
を
か
け
て

　
　

あ
の
明
る
さ
を

　
　

ぼ
く
は
忘
れ
ら
れ
る
だ
ろ
う
か
?!  

三
一
三
‐
四

諸
対
立
の
基
礎
で
あ
る
光
と
闇
の
関
係
は
、
静
態
的
に
安
定
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。「
漆
黒
の
闇
に
も
ま
し
て
／
漂
白

さ
れ
た
夜
の
／
果
て
は
／
き
わ
め
も
つ
か
ぬ
も
の
な
の
だ
。」
と
い
う
表
現
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
暴
力
的
に
も
た
ら
さ
れ

る
「
光
」
は
、
光
／
闇
の
基
礎
的
対
立
を
無
化
す
る
か
の
よ
う
に
、
そ
れ
を
自
ら
の
内
に
取
り
込
ん
で
い
く
。
つ
ま
り
光
の

外
部
と
し
て
の
闇
は
、
内
部
化
さ
れ
た
外
部
で
も
あ
り
え
、
内
と
外
の
関
係
に
も
階
層
的
な
秩
序
は
侵
入
し
て
い
る
の
で
あ

る
。「
故
郷
」
の
「
地
肌
」「
に
お
い
」「
味
」
が
、
交
叉
す
る
「
兵
舎
」
の
す
き
ま
に
生
じ
る
「
か
げ
り
」
に
お
い
て
の
み

知
り
う
る
の
も
、
闇
が
光
に
ほ
ぼ
呑
み
込
ま
れ
て
い
る
た
め
で
あ
る
。「
通
路
の
／
見
境
い
を
も
た
な
い
も
の
」
が
、
結
局

の
と
こ
ろ
既
存
の
通
路
に
は
ま
っ
て
し
ま
う
の
も
同
様
の
事
態
か
ら
で
あ
る
。
外
部
を
も
包
摂
し
つ
つ
諸
対
立
項
を
階
層
的

秩
序
と
し
て
構
築
す
る
そ
の
光
は
、
作
品
に
お
い
て
「
太
陽
」
三
一
五

と
い
う
超
越
的
シ
ニ
フ
ィ
ア
ン
に
よ
っ
て
頂
点
に
至
っ

て
い
る
。
そ
こ
か
ら
「
光
」
は
、「
太
陽
」
と
い
う
シ
ニ
フ
ィ
ア
ン
の
下
に
、
諸
対
立
の
境
界
線
と
な
る
「
道
」
を
次
々
に

生
成
さ
せ
階
層
付
け
る
こ
と
で
、結
果
的
に
道
＝
境
界
に
厚
み
を
与
え
固
く
補
強
す
る
の
だ
と
言
え
る
。
補
強
さ
れ
る
「
道
」

の
そ
の
強
度
は
、「
悲
鳴
」
を
あ
げ
さ
せ
、
眼
底
に
「
火
花
」
を
散
ら
せ
る
ほ
ど
硬
い
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
が
意
味

す
る
の
は
、
そ
の
厚
い
「
舗
装
」
に
遮
ら
れ
る
限
り
、
瀧
の
主
張
と
は
異
な
り
、
触
覚
も
純
粋
な
知
覚
と
は
な
ら
な
い
と
い

う
事
で
あ
ろ
う
。

　

だ
が
、
純
粋
な
触
知
を
困
難
に
す
る
光
‐
道
の
強
固
な
結
び
つ
き
に
対
し
て
、
金
時
鐘
が
描
く
の
は
、
全
身
が
触
覚
で
あ

る
よ
う
な
、
ま
た
盲
目
で
も
あ
る
「
み
み
ず
」
と
い
う
形
象
で
あ
る
。

　
　

彼
ら
は

　
　

い
つ
も

　
　

生
身
の
ま
ま

　
　

人
間
を
変
え
る
。
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す
っ
か
り

　
　

毒
気
を
さ
ら
し
た

　
　

ア
ラ
ジ
ン
の
ラ
ン
プ
で

　
　

ぼ
く
は
と
う
と
う

　
　

み
み
ず
に
な
っ
た
。

　
　

明
か
り
へ
の

　
　

お
の
の
き
は

　
　

太
陽
ま
で

　
　

い
み
き
ら
う

　
　

日
陰
者
に
作
り
か
え
た
の
だ
。

　
　

そ
れ
以
来

　
　

ぼ
く
は

　
　

道
を
も
た
な
い
。

　
　

し
つ
ら
え
て
あ
る

　
　

道
の

　
　

一
切
を

　
　

ぼ
く
は
信
じ
な
い
。
三
一
四
‐
六

「
光
」
を
受
け
て
、「
ぼ
く
」
は
盲
目
な
「
み
み
ず
」
に
変
身
し
て
い
る
。
光
／
闇
の
対
立
は
、
人
間
／
動
物
と
い
う
恣
意
的

な
区
別
に
対
応
し
て
お
り
、
そ
れ
に
基
づ
く
変
身
は
、
そ
の
暴
力
性
故
に
「
ぼ
く
」
の
固
有
性
を
奪
う
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

そ
の
た
め
こ
の
人
間
と
動
物
の
区
別
は
、
存
在
者
に
内
在
的
な
特
徴
に
よ
る
も
の
で
は
な
く
、
他
者
と
の
遭
遇
を
通
じ
た
比

較
に
よ
っ
て
生
ま
れ
た
、
消
極
的
差
異
に
よ
る
示
差
的
な
関
係
性
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
人
間
と
は
、
動
物
で
は

な
い
も
の
と
し
て
の
記
号
的
存
在
「
人
間
」
な
の
で
あ
り
、
そ
の
本
質
や
価
値
の
内
在
を
ア
プ
リ
オ
リ
に
前
提
し
て
い
る
わ

け
で
は
な
い
。
む
し
ろ
あ
え
て
言
え
ば
、
記
号
と
し
て
の
「
人
間
」
は
、「
道
」
以
前
に
は
存
在
し
な
い
。「
規
制
し
う
る
／

通
路
は
あ
っ
て
も
／
そ
の
規
制
か
ら
は
み
で
る
／
人
間
は
あ
り
え
な
い
。」
三
〇
九

。
し
た
が
っ
て
固
有
性
を
奪
う
「
光
」
の

暴
力
は
、
非
人
称
的
な
記
号
化
の
力
を
振
る
う
も
の
で
あ
り
、
そ
こ
か
ら
「
道
」
‐
「
光
」
は
、
示
差
的
な
体
系
と
し
て
の
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言
語
の
メ
タ
フ
ァ
ー
と
し
て
読
む
こ
と
も
で
き
る
。

　

し
か
し「
動
物
」の
側
に
あ
る「
み
み
ず
」に
、「
人
間
」と
全
く
同
様
の
事
態
が
起
き
て
い
る
と
は
言
い
難
い
。「
ぼ
く
」は
、

「
道
」
‐
「
光
」
に
よ
っ
て
小
動
物
の
側
に
分
類
さ
れ
、「
み
み
ず
」
と
し
て
刻
印
さ
れ
る
。
こ
の
時
の
「
み
み
ず
」
は
、
み

み
ず
で
は
な
い
も
の
（「
人
間
」）
と
の
関
係
に
お
い
て
そ
れ
自
身
で
あ
る
の
だ
か
ら
、
固
有
性
を
剥
奪
さ
れ
た
記
号
的
存
在

と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
先
ほ
ど
の
「
人
間
」
と
同
様
の
事
態
で
あ
る
。
し
か
し
他
方
で
、「
み
み
ず
」
へ
の
変
身
は
、
そ

の
盲
目
性
と
先
ほ
ど
の
「
道
」
の
拒
否
と
が
相
ま
っ
て
、「
道
」
と
「
光
」
が
引
く
境
界
線
を
無
化
し
て
し
ま
う
可
能
性
を
、

換
言
す
れ
ば
「
道
」
に
従
わ
な
い
横
断
可
能
性
を
も
得
る
こ
と
に
な
る
。
だ
か
ら
こ
そ
「
み
み
ず
」
は
「
道
を
持
た
な
い
」

と
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
「
道
を
持
た
な
い
」「
み
み
ず
」
は
、「
変
態
へ
の
可
能
性
を
秘
め
た
、
つ
ね
に
な
に
も
の

か
に
な
る
手
前
の
未
然
的
な
イ
メ
ー
ジ

（
5
）

」
と
し
て
、
言
語
の
内
部
に
所
属
す
る
と
同
時
に
、
そ
の
外
部
に
は
み
だ
し
て
し
ま

う
言
語
的
存
在
と
し
て
位
置
づ
け
う
る
も
の
と
な
る
。
つ
ま
り
「
み
み
ず
」
は
、
日
本
語
で
は
な
い
「
日
本
語
」
と
し
て
、

そ
の
境
界
に
位
置
す
る
の
で
あ
る
。

　

滝
本
明
も
言
語
論
の
観
点
か
ら
『
新
潟
』
を
読
ん
で
い
る
。
滝
本
は
、「
故
郷
の
地
肌
」
が
「
内
な
る
朝
鮮
語
」
で
あ
り
、

そ
の
上
に
覆
う
「
地
層
の
厚
み
」
を
「
日
本
語
」
だ
と
い
う
想
定
の
も
と

（
6
）

、
次
の
よ
う
に
論
じ
て
い
る
。

　
　

精
神
の
形
成
期
で
あ
る
幼
少
期
に
被
っ
た
、
日
本
帝
国
主
義
の
「
同
化
」
思
想
か
ら
の
苦
い
脱
皮
。
日
本
語
に
呪
縛
さ

　
　

れ
た
内
な
る
母
国
語
へ
の
回
帰
は
、
そ
の
精
神
の
殻
た
る
日
本
語
を
擬
態
と
し
て
と
ら
え
な
け
れ
ば
は
た
せ
な
い
も
の

　
　

で
あ
っ
た

（
7
）

。

滝
本
が
言
お
う
と
し
て
い
る
こ
と
は
明
確
な
の
だ
が
、
図
式
化
さ
れ
す
ぎ
た
論
理
に
な
っ
て
い
る
。「
内
な
る
母
国
語
」
と

い
う
言
い
方
は
、「
故
郷
の
地
肌
」
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
と
の
絡
み
か
ら
、
植
民
地
支
配
期
に
身
に
つ
け
さ
せ
ら
れ
た
日
本
語

の
内
側
に
覆
わ
れ
た
も
の
、
と
い
う
印
象
を
与
え
る
。
だ
が
皇
国
少
年
で
あ
っ
た
金
時
鐘
に
と
っ
て
、
滝
本
の
図
式
に
則
れ

ば
、「
内
な
る
母
国
語
」
と
は
「
日
本
語
」
の
こ
と
で
も
あ
る
。
つ
ま
り
金
時
鐘
に
と
っ
て
「
母
国
語
」
と
は
、
図
式
的
に

言
え
ば
朝
鮮
語
と
日
本
語
の
こ
と
で
あ
り
、
ま
た
そ
れ
を
「
母
語
」
と
言
い
換
え
た
と
し
て
も
大
き
く
変
わ
る
も
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
。
そ
の
意
味
で
内
も
外
も
な
い
。
そ
の
た
め
金
時
鐘
の
「
日
本
語
」
を
「
擬
態
」
と
捉
え
る
と
い
う
点
は
同
意
で

き
る
も
の
の
、
そ
の
「
擬
態
」
の
背
後
に
真
な
る
も
の
や
、
自
然
に
身
に
つ
け
た
も
の
と
し
て
の
「
朝
鮮
語
」
を
想
定
す
る

な
ら
ば
誤
り
と
な
ろ
う
。
む
し
ろ
「
擬
態
」
と
し
て
の
「
日
本
語
」
が
、他
な
ら
ぬ
日
本
語
と
重
な
り
合
っ
て
し
ま
う
危
機
が
、

（
5
）「
金
時
鐘
詩
集『
新
潟
』論―

〈
和
解
の
政
治
学
〉

に
よ
せ
て
」、『
現
代
思
想
』、
二
〇
〇
〇
年
一
一

月
号
（
第
二
八
巻
一
三
号
）、
二
一
三
頁
。

（
6
）

滝
本
明
「
意
味
と
不
在
の
国
境
で―

金
時

鐘
に
お
け
る
長
編
詩
の
構
造
」、『
文
学
学
校
』

一
九
七
九
年
八
・
九
月
号
（
一
七
四
号
）、七
八
頁
。

（
7
）
滝
本
前
掲
論
文
、
七
五
頁
。
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『
新
潟
』
の
詩
句
に
刻
み
込
ま
れ
て
い
る
。
予
め
言
っ
て
お
く
な
ら
ば
、「
な
に
も
の
か
に
な
る
手
前
の
未
然
的
な
イ
メ
ー
ジ
」

と
し
て
の
「
み
み
ず
」
は
、
未
然
的
で
あ
る
ゆ
え
に
「
道
」
の
規
制
力
を
無
化
す
る
可
能
性
と
、
逆
に
環
境
に
適
応
し
て
し

ま
う
危
険
性
を
同
時
に
持
つ
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
見
逃
し
て
な
ら
な
い
の
は
、
記
号
と
し
て
の
「
み
み
ず
」
の

体
ご
と
地
層
を
掘
る
身
体
的
な
イ
メ
ー
ジ
か
ら
喚
起
さ
れ
る
よ
う
に
、「
擬
態
」
と
し
て
の
日
本
語
は
、「
擬
態
」
と
し
て
の

自
己
で
も
あ
る
と
い
う
点
で
あ
る
。「
み
み
ず
」
が
自
己
の
「
復
活
」
三
一
八

を
か
け
て
「
環
形
運
動
」
を
開
始
す
る
の
は
、「
擬

態
」
と
し
て
の
「
日
本
語
」
の
問
題
が
、「
擬
態
」
と
し
て
の
自
己
に
関
わ
る
か
ら
で
あ
る
。

　
　

ア
ー
ク
灯
に

　
　

お
び
え

　
　

地
層
の
厚
み
に

　
　

泣
い
た

　
　

宿
命
の
緯
度
を

　
　

ぼ
く
は

　
　

こ
の
国
で
越
え
る
の
だ
。

　
　

自
己
呪
縛
の

　
　

綱
の
は
し
が
た
れ
て
い
る

　
　

原
点
を
求
め
て

　
　

貧
毛
質
の
胴
体
に
血
を
に
じ
ま
せ

　
　

体
ご
と

　
　

光
感
細
胞
の
抹
殺
を
か
け
た

　
　

環
形
運
動
を

　
　

開
始
し
た
。
三
一
八
‐
九

「
環
形
運
動
」と
は
、さ
し
あ
た
り「
光
感
細
胞
」を「
抹
殺
」す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、非
人
称
的
記
号
と
し
て
刻
印
し
て
く
る「
光
」

に
よ
る
強
制
的
な
変
身
か
ら
、意
志
的
で
自
在
な
そ
れ
へ
転
換
す
る
試
み
を
指
す
も
の
で
あ
る
。「
み
み
ず
」
の
「
環
形
運
動
」

と
は
そ
の
転
換
の
イ
メ
ー
ジ
で
あ
り
、
そ
れ
が
掘
り
進
ん
だ
穴
‐
跡
は
そ
の
行
為
の
痕
跡
と
な
ろ
う
。「
宿
命
の
緯
度
」
と



176

は
三
八
度
線
の
こ
と
で
あ
ろ
う
が
、
そ
れ
を
越
え
る
た
め
の
行
為
は
作
品
全
体
を
通
し
て
行
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
た
め
、「
光

感
細
胞
の
抹
殺
を
か
け
た
／
環
形
運
動
を
／
開
始
し
た
」
は
、
転
換
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
開
始
を
明
確
に
告
げ
知
ら
せ
る
も
の

と
な
っ
て
い
る
。

　

そ
し
て
こ
の
転
換
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
こ
れ
ま
で
見
て
き
た
「
道
」
と
は
、
別
様
の
「
道
」
を
見
出
す
試
み
と
な
る
も
の

で
あ
る
。
そ
れ
は
本
章
の
は
じ
め
に
引
用
し
た
よ
う
な
、
海
、
地
底
、
宇
宙
空
間
と
い
う
場
に
お
け
る
〈
道
〉
の
追
求
で
あ

る
。
す
な
わ
ち
陸
か
ら
海
に
か
か
る
橋
を
介
し
て
他
な
る
陸
へ
、
地
表
か
ら
地
底
を
つ
ら
ぬ
く
坑
道
を
介
し
て
他
な
る
地
表

へ
、
そ
し
て
天
体
か
ら
道
と
し
て
の
ロ
ケ
ッ
ト
を
通
じ
て
他
な
る
天
体
へ
至
ろ
う
と
す
る
途
方
も
な
い
道
の
思
考
も
こ
こ
か

ら
開
始
さ
れ
る
。
宮
沢
剛
は
、『
新
潟
』
の
冒
頭
に
表
れ
る
「
坑
道
」
が
「
筋
」
を
変
質
し
た
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
ゆ
え
に

こ
の
冒
頭
は
「
変
身
・
飛
躍
の
詩
学

（
8
）

」
と
し
て
読
め
る
と
指
摘
し
て
い
る
。
そ
の
詩
学
は
、
作
品
に
則
れ
ば
、「
意
志
」
と

「
意
思
」
の
「
か
み
合
い
」
と
、「
人
間
の
尊
厳
と
／
知
恵
の
輪
」
が
組
み
込
ま
れ
た
「
歴
史
」
を
根
拠
と
し
て
、
構
想
さ
れ

る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
道
こ
そ
が
、
金
時
鐘
に
と
っ
て
の
「
ぼ
く
ら
の
道
」
と
言
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
。

　
「
宿
命
の
緯
度
」
を
越
え
る
た
め
の
「
み
み
ず
」
の
「
環
形
運
動
」
は
、
間
違
い
な
く
こ
の
「
ぼ
く
ら
の
道
」
＝
〈
道
〉

に
つ
な
が
る
も
の
で
あ
り
、「
坑
道
」
や
「
橋
」
と
重
な
り
合
う
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
意
味
で
「
み
み
ず
」
の
「
環

形
運
動
」
と
は
〈
道
〉
の
弱
々
し
い
提
喩
と
も
言
え
、〈
道
〉
の
第
二
の
イ
メ
ー
ジ
と
な
る
も
の
で
あ
る
。
本
研
究
に
お
い

て
も
こ
の
イ
メ
ー
ジ
を
新
た
な
〈
道
〉
の
指
標
に
し
た
い
。
ま
た
便
宜
上
、
制
度
的
な
道
を
「
道
」
と
表
記
し
、
新
た
な
道

を
〈
道
〉
と
し
て
以
下
表
記
す
る
。

　

こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
踏
ま
え
、
次
節
以
降
、
こ
の
未
然
的
な
イ
メ
ー
ジ
で
あ
る
「
み
み
ず
」
が
持
つ
『
新
潟
』
の
道
行
き

の
困
難
を
、
滝
本
の
い
う
「
擬
態
」
と
い
う
発
想
を
参
照
し
つ
つ
、
分
析
し
て
い
き
た
い
。
そ
れ
に
よ
り
次
章
で
論
じ
る
こ

と
に
な
る
、
金
時
鐘
が
模
索
す
る
「
意
志
」
と
は
何
か
が
明
確
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。

　
　

第
二
節
．
擬
態
と
し
て
の
「
日
本
語
」
と
「
擬
態
」
と
し
て
の
自
己
の
交
差―

分
裂
す
る
自
己

　

前
節
で
「
擬
態
」
と
し
て
の
「
日
本
語
」
が
、「
擬
態
」
と
し
て
の
自
己
と
が
絡
み
合
っ
て
い
る
こ
と
と
を
指
摘
し
て
お
い
た
。

本
節
で
は
、
そ
の
こ
と
が
作
品
に
お
い
て
ど
の
よ
う
に
描
か
れ
て
い
る
か
を
見
て
い
き
た
い
。
二
つ
の
「
擬
態
」
の
交
差
が

前
面
に
現
わ
れ
て
い
る
箇
所
と
し
て
、『
新
潟
』
第
一
部
第
二
章
を
と
り
上
げ
た
い
。
冒
頭
部
分
を
引
用
す
る
。

（
8
）
宮
沢
前
掲
論
文
、
一
九
七
頁
。
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お
そ
ら
く

　
　

故
人
は

　
　

子
息
に

　
　

こ
れ
だ
け
を

　
　

残
し
た
で
あ
ろ
う
よ
う
な

　
　

ロ
ク
ロ
に

　
　

ゆ
わ
え
ら
れ
て

　
　

小
指
ほ
ど
の

　
　

真
鍮
棒
が

　
　

く
ね
る
。

　
　

信
管
の

　
　

ネ
ジ
を
切
り
な
が
ら

　
　

そ
の
異
様
な

　
　

細
さ
に

　
　

す
っ
か
り
へ
た
っ
た

　
　

つ
ん
つ
る
ん
の

　
　

指
先
が

　
　

指
で
あ
る
こ
と
を

　
　

忘
れ
て
し
ま
う
。

　
　

感
触
の
な
い

　
　

思
考
は

　
　

そ
こ
ひ
の

　
　

角
膜
に
似
て

　
　

昼
夜
の

　
　

明
暗
を
さ
ぐ
る
程
度
の
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映
像
を

　
　

う
か
が
う
の
で
あ
る
。

　
　

こ
れ
が

　
　

親
子
爆
弾
の

　
　

子
爆
弾

　
　

の

　
　

信
管
の

　
　

ネ
ジ

　
　

で

　
　

あ

　
　

る
。
三
一
九
‐
二
一

作
品
に
お
け
る
こ
の
部
分
の
状
況
設
定
と
し
て
は
、「
小
松
製
作
所
」
三
二
二

か
ら
の
孫
請
け
の
仕
事
を
す
る
、
親
の
代
か
ら

ネ
ジ
の
製
作
に
従
事
し
て
い
る
在
日
朝
鮮
人
の
家
庭
で
あ
る
。
そ
の
ネ
ジ
は
朝
鮮
戦
争
で
使
用
さ
れ
る
爆
弾
の
一
部
と
な
る

も
の
で
あ
る
。
し
か
し
ネ
ジ
が
爆
弾
に
変
わ
る
と
い
う
想
像
力
は
、
生
活
に
追
わ
れ
る
こ
と
で
薄
ら
ぎ
、
働
か
な
く
な
っ
て

い
る
。
こ
の
箇
所
は
現
実
の
在
日
朝
鮮
人
の
置
か
れ
た
生
活
状
況
を
活
写
し
た
も
の
と
し
て
だ
け
読
ま
れ
る
こ
と
が
あ
る

が
（
9
）

、
そ
れ
に
留
ま
ら
な
い
内
容
を
含
ん
で
い
る
。

　
「
ネ
ジ
」
と
な
る
「
小
指
」
の
よ
う
な
「
真
鍮
棒
」
と
、「
指
で
あ
る
こ
と
を
忘
れ
て
し
ま
う
」
ほ
ど
「
へ
た
っ
た
」「
つ

ん
つ
る
ん
の
指
先
」
と
が
こ
こ
で
は
換
喩
的
な
関
係
で
結
ば
れ
て
い
る
。
ま
た
指
と
真
鍮
棒
と
を
区
別
し
得
え
な
く
な
っ
た

「
感
触
の
な
い
思
考
」
は
、「
角
膜
」
の
よ
う
に
表
層
に
浮
き
上
が
る
こ
と
で
、
思
考
が
角
膜
の
よ
う
に
、
角
膜
が
思
考
の
よ

う
に
な
り
、
そ
れ
が
指
の
よ
う
な
ネ
ジ
、
ネ
ジ
の
よ
う
な
指
の
戯
れ
の
中
に
紛
れ
込
ん
で
い
る
。
そ
の
結
果
、
こ
れ
ら
一
連

の
表
現
に
お
い
て
「
真
鍮
棒
」
‐
「
つ
ん
つ
る
ん
の
指
先
」
‐
「
角
膜
」
‐
「
思
考
」
が
表
層
に
お
い
て
絡
み
合
い
、
無
秩

序
に
戯
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
「
ネ
ジ
」
は
、身
体
的
で
あ
る
と
同
時
に
精
神
的
な
も
の
と
し
て
切
り
出
さ
れ
る
も
の
と
な
っ

て
い
る
。
そ
の
上
さ
ら
に
、「
こ
れ
が
／
親
子
爆
弾
の
／
子
爆
弾
／
の
／
信
管
の
／
ネ
ジ
／
で
／
あ
／
る
。」
と
い
う
詩
句
に

よ
っ
て
、
子
爆
弾
の
最
小
単
位
で
あ
ろ
う
「
ネ
ジ
」
が
、
日
本
語
の
音
「
で
／
あ
／
る
」
と
視
覚
的
な
イ
メ
ー
ジ
に
よ
っ
て

重
ね
合
わ
さ
れ
、「
ネ
ジ
」は
言
語
と
も
隠
喩
的
に
関
係
を
結
ん
で
い
る
。
こ
こ
か
ら
身
体
的
で
も
あ
り
精
神
的
で
も
あ
る「
ネ

（
9
）
例
え
ば
松
原
新
一
・
磯
田
光
一
・
秋
山
駿
『
戦

後
日
本
文
学
史
・
年
表
』
講
談
社
、
一
九
七
九
年
、

一
五
九
頁
。
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ジ
」
は
、
削
ら
れ
形
を
整
え
ら
れ
う
る
可
塑
的
な
言
語
で
も
あ
る
と
解
釈
し
う
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
た
め
身
体
的

精
神
的
で
あ
っ
た
「
ネ
ジ
」
は
、
生
活
を
支
え
る
貨
幣
と
交
換
さ
れ
る
だ
け
で
な
く
、
言
語
と
し
て
も
交
換
さ
れ
る
も
の
と

化
し
て
い
る
。た
だ
し
こ
の
交
換
は
、交
換
不
可
能
性
を
経
験
す
る
こ
と
な
し
に
は
成
立
し
な
い
も
の
で
あ
る
。な
ぜ
な
ら「
ネ

ジ
」
は
、「
規
格
外
れ
」
で
も
あ
り
う
る
か
ら
で
あ
る
（「
ネ
ジ
」
製
作
の
、「
百
の
単
位
を
／
往
復
し
た
こ
ろ
／
万
の
位
を

か
け
て
／
規
格
外
れ
が
／
戻
っ
て
き
た
。」
三
二
八

）。「
規
格
外
れ
」
の
「
ネ
ジ
」
は
、右
に
述
べ
た
こ
と
か
ら
、日
本
語
の
「
規

格
外
れ
」
と
し
て
の
「
日
本
語
」
の
隠
喩
と
な
っ
て
い
る
。
そ
し
て
「
規
格
外
れ
」
の
「
日
本
語
」
が
「
擬
態
」
と
し
て
の

そ
れ
で
あ
れ
ば
、
そ
の
交
換
は
「
日
本
語
」
と
日
本
語
の
間
で
な
さ
れ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

　

新
た
に
作
ら
れ
る
「
日
本
語
」
が
「
規
格
外
れ
」
と
な
る
の
は
、
百
の
位
が
万
の
位
に
変
換
さ
れ
て
し
ま
う
よ
う
に
、
そ

れ
が
計
算
不
可
能
で
異
常
な
日
本
語
だ
か
ら
で
あ
る
。
こ
こ
に
正
常
／
異
常
と
い
う
基
準
が
入
り
込
ん
で
い
る
こ
と
は
見
え

や
す
い
こ
と
だ
が
、
重
要
な
こ
と
は
基
準
の
制
定
と
判
定
を
す
る
側
に
「
ぼ
く
」
が
関
与
し
て
い
な
い
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ

は
「
道
」
の
形
成
と
同
様
の
事
態
と
言
え
、
日
本
語
に
お
け
る
正
常
／
異
常
と
い
う
基
準
が
恣
意
的
で
あ
る
だ
け
で
な
く
、

優
位
／
劣
位
と
い
っ
た
植
民
地
的
な
位
階
関
係
も
そ
こ
に
入
り
込
ん
で
い
る）

10
（

。
こ
の
こ
と
は
、「
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
の
鞭
に
／

立
ち
す
く
む
／
ゴ
ム
採
取
人
。」
三
二
九

と
い
う
詩
句
に
よ
っ
て
間
接
的
に
表
現
さ
れ
て
い
る
。
守
中
高
明
は
、
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ

が
マ
ジ
ョ
リ
テ
ィ
ー
の
言
語
を
用
い
て
生
み
出
す
「
マ
イ
ナ
ー
文
学
」
を
、「
差
異
が
軋
み
合
い
、
ざ
わ
め
き
合
っ
て
い
る

よ
う
な
言
語
の
原
初
的
エ
レ
メ
ン
ト
」
を
切
り
開
く
も
の
だ
と
す
る）

11
（

。
そ
し
て
金
時
鐘
の
詩
を
そ
の
よ
う
な
マ
イ
ナ
ー
文
学

の
一
つ
に
位
置
づ
け
て
い
る
。
こ
こ
ま
で
論
じ
た
「
み
み
ず
」
や
「
ネ
ジ
」
に
つ
い
て
の
論
述
は
、
守
中
の
指
摘
と
響
き
あ

う
も
の
を
確
か
に
持
っ
て
い
る
。
だ
が
規
準
の
制
定
に
「
ぼ
く
」
が
関
わ
っ
て
い
な
い
状
況
を
考
察
し
な
け
れ
ば
、
そ
の
よ

う
な
指
摘
は
、
言
語
の
戯
れ
を
楽
観
的
に
指
摘
す
る
に
留
ま
る
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
関
与
す
る
こ
と
の
不
可
能
性
は
、
繰
り

返
せ
ば
「
ぼ
く
」
が
「
闇
」
の
側
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
こ
と
が
重
要
な
前
提
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
光
と
闇
の
基
礎
的
対
立

に
、
先
に
見
た
思
考
の
オ
ー
ト
マ
テ
ィ
ス
ム
と
で
も
言
う
べ
き
「
感
触
の
な
い
思
考
」
が
重
ね
ら
れ
る
こ
と
で
、
関
与
の
不

可
能
性
が
確
立
す
る
。
以
後
、
思
考
の
オ
ー
ト
マ
テ
ィ
ス
ム
を
、
光
と
闇
と
い
う
対
立
の
、
そ
の
成
立
の
根
源
に
遡
る
こ
と

な
く
、
そ
こ
に
安
住
し
内
面
化
す
る
こ
と
と
し
て
用
い
た
い
。
作
品
に
お
い
て
も
、
こ
の
対
立
に
「
ぼ
く
」
が
な
れ
て
し
ま

う
こ
と
で
（「
習
癖
」）、「
擬
態
」
と
し
て
の
自
己
が
自
己
そ
の
も
の
と
化
し
て
し
ま
う
危
機
が
描
か
れ
始
め
る
。

　
　

光
感
細
胞
を

　
　

切
り
と
っ
た
と
こ
ろ
で

（
10
）
金
時
鐘
、
金
達
寿
、
安
岡
章
太
郎
「
文
学
と

民
族
」（『
文
芸
』、
一
九
七
一
年
五
月
号
、
河
出

書
房
）
で
安
岡
は
、
金
史
良
の
日
本
語
を
「
不
完

全
な
日
本
語
」
だ
と
し
、
作
家
に
と
っ
て
「
言
葉

は
完
全
な
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
ん
」
と
述
べ
て

い
る
が
、
そ
れ
も
や
は
り
こ
の
恣
意
性
に
盲
目
的

な
発
言
と
言
え
よ
う
。

（
11
）

守
中
高
明
『
脱
構
築
』
岩
波
書
店
、

一
九
九
九
年
、
五
四
頁
。
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な
が
年
の
習
癖
を

　
　

ど
う
し
よ
う
と
い
う
の
だ
?!

　
　

第
一

　
　

太
陽
の
所
在
を

　
　

知
る
す
べ
が
な
い
。 
三
二
四
‐
五

「
な
が
年
の
習
癖
」
と
は
、
一
方
で
盲
目
的
に
子
爆
弾
の
「
ネ
ジ
」
を
作
り
続
け
て
き
た
生
活
を
指
し
て
い
る
。
さ
ら
に
こ

の
生
活
は
、「
太
陽
の
所
在
を
／
知
る
す
べ
が
な
い
」
と
あ
る
よ
う
に
、
闇
の
側
で
営
ま
れ
て
き
た
生
の
こ
と
で
あ
る
こ
と

も
わ
か
る
。
夜
の
中
で
生
き
る
こ
と
に
な
れ
た
者
に
と
っ
て
、「
光
感
細
胞
」
を
抹
殺
す
る
こ
と
は
本
来
意
味
を
な
さ
な
い

も
の
で
あ
ろ
う
。
だ
が
そ
れ
を
あ
え
て
遂
行
し
て
い
く
た
め
に
、
金
時
鐘
は
新
た
な
「
意
志
」
を
模
索
す
る
こ
と
に
な
る
。

し
か
し
そ
れ
に
先
立
ち
こ
こ
で
押
さ
え
て
お
く
べ
き
こ
と
は
、
こ
の
思
考
の
オ
ー
ト
マ
テ
ィ
ス
ム
が
「
擬
態
」
と
し
て
の
自

己
を
二
重
に
分
裂
さ
せ
て
い
く
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
　

ぼ
く
が

　
　

げ
ん
な
り
の
び
た
こ
ろ

　
　

あ
い
つ
は

　
　

き
ま
っ
て

　
　

身
じ
ま
い
を
た
だ
し

　
　

ぼ
く
を

　
　

抜
け
出
る
。 

三
二
五

こ
こ
で
は
じ
め
て
現
れ
る
「
あ
い
つ
」
と
「
ぼ
く
」
の
分
裂
的
な
関
係
は
、『
新
潟
』
全
体
を
通
し
て
維
持
さ
れ
続
け
る
も

の
で
あ
る
。
あ
ら
か
じ
め
述
べ
て
お
く
な
ら
ば
、「
あ
い
つ
」
は
民
族
解
放
闘
争
に
主
体
的
に
関
わ
っ
て
い
く
者
と
し
て
位

置
付
け
ら
れ
て
い
る
。
だ
が
「
あ
い
つ
」
の
民
族
闘
争
へ
の
関
わ
り
は
、
身
体
的
な
実
感
を
捨
象
し
た
、
抽
象
的
で
教
条
的

と
も
い
え
る
理
念
に
基
づ
く
も
の
と
な
っ
て
お
り
、
逆
説
的
に
光
／
闇
の
対
立
に
則
っ
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
そ

の
対
立
を
前
提
に
民
族
解
放
の
理
念
を
掲
げ
て
い
る
の
で
あ
り
、
そ
の
意
味
で
思
考
の
オ
ー
ト
マ
テ
ィ
ス
ム
を
民
族
解
放
闘
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争
の
側
か
ら
徹
底
し
た
存
在
と
し
て
「
あ
い
つ
」
が
い
る
。

　
「
ぼ
く
が
／
げ
ん
な
り
の
び
た
こ
ろ
」
と
は
、
作
業
の
疲
労
に
よ
り
、
先
ほ
ど
論
じ
た
「
ネ
ジ
」「
真
鍮
棒
」「
指
」「
思
考
」

の
表
層
に
お
け
る
戯
れ
が
極
限
に
達
し
た
状
態
を
示
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
で
あ
る
な
ら
ば
「
あ
い
つ
」
の
活
動
は
、

思
考
が
感
触
の
な
い
ま
ま
自
動
的
に
動
き
出
す
と
き
に
始
ま
っ
て
い
る
。
そ
の
た
め
「
あ
い
つ
」
は
、「
ぼ
く
」
が
制
御
で

き
る
も
の
と
は
な
ら
な
い
。
そ
の
上
、「
あ
い
つ
」
の
民
族
主
義
的
な
傾
向
が
、
光
／
闇
と
い
う
対
立
に
則
っ
た
も
の
で
あ

る
な
ら
ば
、
そ
の
立
場
は
、
自
主
的
な
も
の
と
い
う
よ
り
も
強
い
ら
れ
た
も
の
と
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
。
そ
の
よ
う
な
自
己

＝
「
あ
い
つ
」
を
、
第
一
の
「
擬
態
」
と
し
て
の
自
己
と
し
て
お
き
た
い
。

　

と
こ
ろ
で
日
本
語
に
属
し
き
ら
な
い
「
日
本
語
」
と
し
て
の
「
ネ
ジ
」
は
、
そ
の
性
質
に
お
い
て
「
み
み
ず
」
と
連
関
す

る
の
だ
が
、こ
の
「
ネ
ジ
」
＝
「
み
み
ず
」
が
形
成
す
る
交
換
可
能
性
に
は
、あ
る
ア
ポ
リ
ア
が
存
在
す
る
。
一
方
で
「
ぼ
く
」

が
、
正
し
い
日
本
語
と
正
常
な
交
換
に
成
功
す
る
こ
と
は
、「
み
み
ず
」
と
い
う
内
的
で
も
あ
り
外
的
で
も
あ
る
「
日
本
語
」

を
、
正
常
な
制
度
内
で
流
通
す
る
非
人
称
的
な
記
号
へ
と
変
質
さ
せ
る
こ
と
で
、
そ
の
特
異
性
を
抑
圧
す
る
よ
う
に
働
い
て

し
ま
う
。
他
方
で
「
ぼ
く
」
の
「
日
本
語
」
が
、
異
常
の
ま
ま
他
者
に
認
識
さ
れ
続
け
る
こ
と
は
、
正
常
な
日
本
語
と
い
う

観
念
を
補
強
す
る
よ
う
に
機
能
す
る
。
つ
ま
り
交
換
と
い
う
制
度
は
、
そ
の
交
換
不
可
能
性
も
含
め
、
日
本
語
の
同
一
性
と

そ
の
正
常
性
を
強
め
て
い
く
の
で
あ
る
。
こ
の
「
み
み
ず
」
が
交
換
可
能
な
日
本
語
と
し
て
日
本
語
自
体
に
な
れ
あ
う
こ
と

の
ア
ポ
リ
ア
は
、
作
品
に
お
い
て
「
蛭
」
に
変
身
し
て
し
ま
う
危
険
性
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
。

　
　

待
て
。

　
　

こ
れ
は
ど
う
見
て
も

　
　

沼
だ
。

　
　

ぼ
く
の

　
　

み
み
ず
か
ら
の

　
　

脱
皮
は

　
　

蛭
へ
の

　
　

変
身
か
も
知
れ
ん
の
だ
！

　
　

ぬ
か
る
む

　
　

湿
気
の
な
か
で
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這
い
ず
り
ま
わ
る

　
　

も
の
が
い
る
！

　
　

い
る
。

　
　

い
る
。

　
　

出
る
。
出
る
。

　
　

壁
と
い
わ
ず

　
　

天
井
と
い
わ
ず

　
　

黒
光
る

　
　

蛭
が

　
　

い
る
！

　
　

近
眼
鏡
の

　
　

お
ぼ
つ
か
な
い

　
　

視
力
に

　
　

全
身

　
　

蛭
と
化
し
て

　
　

た
か
ら
れ
て
い
る

　
　

俺

　
　

が

　
　

い
る
！

　
　

こ
れ
は
た
ま
ら
ん
！

　
　

猛
烈
な

　
　

衝
撃
に

　
　

も
ん
ど
り
う
っ
て

　
　

投
げ
だ
さ
れ
た

　
　

鼻
先
が

　
　

さ
か
し
ま
に
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太
陽
の
黒
点
へ

　
　

つ
っ
こ
ん
だ
！

　
　

夜
っ
ぴ
い
て

　
　

ぼ
く
の
眠
り
を

　
　

む
し
り
と
っ
た

　
　

あ
い
つ
が

　
　

臆
面
も
な
く

　
　

け
し
か
け
た
女
を

　
　

と
も
な
い

　
　

ぼ
く
の
棲
息
地
を

　
　

襲
っ
た
の
だ
！ 

三
三
〇
‐
二

た
た
み
掛
け
る
よ
う
な「
い
る
」や「
出
る
」、そ
し
て「
蛭
が
／
い
る
」と「
俺
／
が
／
い
る
」と
い
う
対
句
的
表
現
に
よ
っ
て
、

「
俺
」
の
内
側
か
ら
「
蛭
」
が
は
い
出
し
て
く
る
イ
メ
ー
ジ
が
浮
か
び
上
が
っ
て
い
る
。
こ
こ
で
の
「
蛭
」
と
は
、思
考
の
オ
ー

ト
マ
テ
ィ
ス
ム
が
働
く
こ
と
で
日
本
語
と
い
う
「
沼
」
に
沈
み
込
ん
だ
「
み
み
ず
」
の
、
そ
の
固
有
性
が
剥
奪
さ
れ
非
人
称

化
し
た
動
物
の
謂
い
で
あ
る
。
そ
の
点
に
お
い
て
「
蛭
」
は
、
す
で
に
述
べ
た
「
光
」
と
し
て
の
「
昼
」
で
も
あ
り
、「
蛭
」

と
「
昼
」
は
音
の
み
な
ら
ず
機
能
的
に
も
連
携
し
て
い
る
。
換
言
す
れ
ば
「
蛭
」
と
は
、
固
有
名
詞
か
ら
普
通
名
詞
へ
移
行

さ
せ
る
こ
と
で
異
質
な
「
日
本
語
」
を
抑
圧
し
、
日
本
語
を
強
固
に
す
る
交
換
シ
ス
テ
ム
の
形
象
な
の
で
あ
る
。
そ
し
て
こ

の
交
換
が
機
能
す
る
か
ら
こ
そ
、「
ネ
ジ
」
や
「
指
」
や
「
思
考
」
が
感
触
の
な
い
ま
ま
に
表
層
的
に
戯
れ
だ
し
（
な
ぜ
な

ら
非
人
称
化
す
る
か
ら
）、「
ぼ
く
」
を
「
沼
」
に
引
き
ず
り
込
む
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
こ
の
ア
ポ
リ
ア
が
あ
る
限
り
、「
み

み
ず
」
は
常
に
「
蛭
」
へ
変
身
す
る
危
険
に
さ
ら
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
自
己
＝
「
ぼ
く
」
を
、
第
二
の
「
擬
態
」
と

し
て
の
自
己
と
し
て
お
き
た
い
。
要
す
る
に
第
一
の
「
擬
態
」
と
し
て
の
自
己
も
、
第
二
の
そ
れ
も
闇
の
側
に
基
本
的
に
属

し
つ
つ
も
、
前
者
が
光
に
対
抗
的
で
あ
る
の
に
対
し
、
後
者
は
交
換
の
シ
ス
テ
ム
の
中
で
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
獲
得
と
喪

失
の
は
ざ
ま
に
あ
る
。「
み
み
ず
」
と
「
蛭
」
の
関
係
に
象
徴
さ
れ
る
、「
擬
態
」
と
し
て
の
「
日
本
語
」
が
絡
ま
り
あ
う
の

は
、
こ
の
第
二
の
「
擬
態
」
と
し
て
の
自
己
で
あ
る
。

　

反
対
に
こ
の
第
二
の
「
擬
態
」
が
抱
え
る
ア
ポ
リ
ア
は
、
第
一
の
「
擬
態
」
と
し
て
の
自
己
に
と
っ
て
許
容
で
き
る
も
の
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と
は
な
っ
て
い
な
い
。「
あ
い
つ
」
は
、
光
／
闇
の
明
確
な
区
分
の
中
に
あ
り
つ
つ
も
対
抗
的
で
あ
る
た
め
に
、「
日
本
語
」

／
日
本
語
の
は
ざ
ま
に
あ
る
こ
と
は
、立
場
上
あ
り
え
な
い
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に「
あ
い
つ
」は
仲
間
を
引
き
連
れ
て
、

朝
鮮
戦
争
反
対
の
名
目
の
も
と
、「
ぼ
く
の
棲
息
地
」
を
襲
う
の
で
あ
る
。
そ
の
襲
撃
に
よ
り
、
知
る
す
べ
の
な
か
っ
た
「
太

陽
の
所
在
」
が
一
気
に
明
る
み
に
な
る
こ
と
も
、「
あ
い
つ
」
が
依
拠
す
る
と
と
も
に
対
抗
す
る
も
の
が
何
か
を
象
徴
的
に

現
わ
す
こ
と
と
な
っ
て
い
よ
う
。
ま
た
襲
わ
れ
る
「
ぼ
く
」
が
、「
割
れ
た
／
メ
ガ
ネ
」
か
ら
「
蛭
」
を
こ
ぼ
し
な
が
ら
「
オ

レ
ア―

―

ヤ
メ
ヤ
ア―

―
／
チ
ョ
ウ
セ
ン
／
ヤ
メ
ヤ
ア―

―

！
」
三
三
四

と
叫
ぶ
姿
は）

12
（

、
第
二
の
「
擬
態
」
の
危
う
さ
を
象
徴

的
に
示
す
言
葉
と
な
っ
て
い
よ
う
。
ま
さ
に
こ
の
点
に
お
い
て
「
擬
態
」
と
し
て
の
「
日
本
語
」
は
、
日
本
語
と
適
合
的
な

も
の
と
し
て
、第
二
の
「
擬
態
」
と
し
て
の
自
己
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
脅
か
し
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
「
擬

態
」
と
し
て
の
「
日
本
語
」
は
、
第
二
の
「
擬
態
」
と
し
て
の
自
己
と
絡
み
合
う
こ
と
に
な
る
。
し
た
が
っ
て
先
の
守
中
の

指
摘
は
こ
の
ア
ポ
リ
ア
を
問
う
て
こ
そ
内
実
を
伴
う
も
の
と
な
る
だ
ろ
う
。

　
　

第
三
節
．
「
擬
態
」
と
し
て
の
自
己
と
朝
鮮
語
の
関
係

　

前
節
に
お
い
て
、
第
二
の
「
擬
態
」
と
し
て
の
自
己
が
、「
擬
態
」
と
し
て
の
「
日
本
語
」
と
絡
み
合
っ
て
い
る
こ
と
を

指
摘
し
て
お
い
た
。
本
節
で
は
、そ
の
同
じ
自
己
が
、日
本
語
だ
け
で
な
く
、朝
鮮
語
と
持
つ
関
係
に
つ
い
て
見
て
お
き
た
い
。

そ
し
て
そ
の
こ
と
が
、「
正
真
の
親
愛
な
る
同
胞
」
と
そ
れ
以
外
を
分
け
る
基
準
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
論
じ
て
い
き
た
い
。

　
「
擬
態
」
と
し
て
の
自
己
と
朝
鮮
語
と
の
関
係
は
、『
新
潟
』
第
三
部
第
二
章
の
中
で
描
き
出
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
章
は
、『
原

野
の
詩
』
所
収
の
年
譜
に
よ
る
な
ら
ば
、
発
表
当
初
「
種
族
検
定
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
タ
イ
ト
ル

の
詩
が
発
表
さ
れ
た
時
代
的
背
景
と
し
て
は
、
序
章
と
五
章
で
述
べ
た
よ
う
に
、
一
九
五
五
年
の
朝
鮮
総
聯
結
成
後
、
日
本

語
で
書
か
れ
た
詩
や
小
説
を
掲
載
す
る
『
ヂ
ン
ダ
レ
』
に
対
す
る
批
判
が
始
ま
り
、
停
刊
さ
せ
ら
れ
る
と
い
う
事
実
が
あ
っ

た
。
金
時
鐘
は
、『
ヂ
ン
ダ
レ
』
以
後
、『
カ
リ
オ
ン
』
と
い
う
新
た
な
雑
誌
を
梁
石
日
、
鄭
仁
と
と
も
に
創
刊
さ
せ
て
い
る
。

「
種
族
検
定
」
は
『
カ
リ
オ
ン
』
創
刊
号
（
一
九
五
九
年
）
に
発
表
さ
れ
た
（『
カ
リ
オ
ン
』
も
三
号
で
停
刊
に
追
い
込
ま
れ

て
い
る
）。

　

作
品
の
内
容
と
し
て
は
、
日
本
の
公
安
な
い
し
刑
事
（「
犬
」
四
三
七

）
に
尾
行
さ
れ
る
「
俺
」
が
、
在
日
朝
鮮
人
の
密
集

地
域
に
「
彼
」
を
引
き
込
む
こ
と
で
同
胞
た
ち
に
捕
ら
え
さ
せ
、
立
場
を
逆
転
さ
せ
る
。
だ
が
「
俺
」
は
、
朝
鮮
語
の
運
用

（
12
）
こ
の
場
面
は
金
時
鐘
の
経
験
に
基
づ
い
て
い

る
。
金
時
鐘
は
組
織
の
オ
ル
グ
と
し
て
、
実
際
に

爆
弾
の
一
部
と
な
る
「
ネ
ジ
」
を
作
る
在
日
朝
鮮

人
の
家
庭
に
行
き
、や
め
る
よ
う
説
得
し
て
い
る
。

　
「
今
日
が
最
後
だ
。
私
欲
の
た
め
に
流
さ
れ
る

同
胞
の
血
の
報
い
が
ど
ん
な
も
の
で
あ
る
か
を
考

え
ろ
！　

飢
え
が
な
ん
だ
！　

金
が
な
ん
だ
！　

同
胞
殺
数
に
手
を
貸
し
て
何
の
お
前
が
朝
鮮
人

だ
！
」
／
〔
…
…
〕
／
兄
の
不
機
嫌
な
硬
直
に
、

ま
す
ま
す
ち
ぢ
こ
ま
る
い
た
い
け
な
同
志
、
定
時

制
高
校
生
H
の
肩
を
そ
っ
と
こ
づ
い
て
、
つ
と
め

て
平
静
に
、
腰
の
あ
た
り
に
老
い
た
視
線
を
や
り

過
ご
し
な
が
ら
、
ぬ
め
る
沼
地
を
私
は
裏
路
地
へ

と
出
た
。
連
絡
員
は
忠
実
に
待
っ
て
い
た
。
朝
鮮

戦
争
は
今
を
盛
り
の
、
二
周
年
記
念
が
明
日
だ
っ

た
。
私
は
首
を
横
に
振
り
、
レ
ポ
は
走
り
去
っ

た
。
間
も
な
く
血
祭
り
が
始
ま
る
。
青
年
行
動
隊

の
荒
々
し
い
怒
り
が
爆
発
す
る
。
原
罪
に
耐
え

て
、
こ
み
く
る
鳴
咽
を
噛
み
殺
す
H
の
う
ず
く
ま

り
が
、
打
ち
の
め
さ
れ
た
む
く
犬
の
く
ね
り
の
よ

う
に
這
い
つ
く
ば
っ
て
見
え
る
。

　

老
母
は
、
／
「
殺
せ
え
！　

殺
せ
え
！
」
／
と

叫
ん
だ
。
放
心
し
た
彼
は
、
割
ら
れ
た
メ
ガ
ネ
を

拾
い
も
せ
ず
、／
「
俺
は
ヤ
メ
ヤ
、ヤ
メ
ヤ
、お
っ

か
あ
ー
！　

チ
ョ
ウ
セ
ン
や
め
や
あ
あ
ー
…
…
！

／
よ
た
よ
た
と
母
の
へ
た
っ
て
い
る
地
面
に
く
ず

お
れ
た
。」（『「
在
日
」
の
は
ざ
ま
で
』、
二
二
六

‐
七
頁
）。
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能
力
に
お
い
て
「
純
度
の
共
和
国
公
民
に
な
り
き
っ
て
」
四
四
三

い
な
い
た
め
に
同
じ
く
同
胞
か
ら
ス
パ
イ
扱
い
を
受
け
、「
犬
」

と
同
様
の
立
場
に
陥
っ
て
し
ま
う
。
作
品
は
そ
れ
だ
け
で
な
く
、
同
胞
に
打
ち
の
め
さ
れ
る
こ
と
で
、「
俺
」
の
四
・
三
事
件

の
記
憶
と
思
わ
れ
る
シ
ー
ン
が
現
れ
た
り
し
て
お
り
、
歴
史
的
な
出
来
事
が
重
層
化
し
て
い
る
が
、
基
本
的
に
民
族
性
と
は

何
か
を
問
い
か
け
る
内
容
と
な
っ
て
い
る
。
本
研
究
の
文
脈
か
ら
す
れ
ば
こ
の
箇
所
は
、「
擬
態
」
と
し
て
の
自
己
が
自
己

そ
の
も
の
と
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
を
如
実
に
示
す
、
非
常
に
示
唆
的
な
場
所
と
な
っ
て
い
る
。

　

金
時
鐘
は
『
新
潟
』
を
通
し
て
、
一
人
称
の
「
俺
」
と
「
ぼ
く
」
を
使
い
分
け
て
い
る
。
第
二
の
「
擬
態
」
と
し
て
の
自

己
を
指
す
場
合
に
は
、例
外
は
あ
り
つ
つ
も
基
本
的
に
「
ぼ
く
」
が
用
い
ら
れ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
「
俺
」
は
、第
一
の
「
擬

態
」
で
あ
る
「
あ
い
つ
」
の
立
場
を
「
ぼ
く
」
が
体
現
し
よ
う
と
意
図
す
る
場
合
に
使
用
さ
れ
て
い
る
。
と
は
い
え
「
あ
い
つ
」

と
「
ぼ
く
」
は
完
全
に
重
な
り
合
う
こ
と
が
な
い
た
め
、「
俺
」
は
い
わ
ば
「
擬
態
」
の
「
擬
態
」
と
も
言
え
る
人
称
と
な
っ

て
い
る
。

　

そ
の
「
俺
」
は
冒
頭
で
、
刑
事
で
あ
る
「
彼
」
と
の
関
係
が
対
決
に
向
け
て
決
定
的
と
な
っ
た
と
き
、「
犬
」
で
は
な
い

こ
と
を
自
ら
に
証
す
る
た
め
に
「
四
肢
獣
」
に
変
身
し
て
い
る
。

　
　

角
を
ま
が
る
こ
と
で

　
　

彼
と
俺
と
の
関
係
は
決
定
的
な
も
の
と
な
っ
た
。

　
　

ふ
た
停
留
所
も
先
に

　
　

バ
ス
を
捨
て
た
の
も

　
　

か
ぎ
型
に
ひ
ん
ま
が
る

　
　

こ
の
角
度
の
硬
度
が
知
り
た
か
っ
た
た
め
だ
。

　
　

異
様
な
ま
で
の

　
　

ね
じ
っ
こ
い
目
が

　
　

は
が
ね
以
上
の
強
靱
さ
で

　
　

元
の
直
線
に

　
　

は
ね
か
え
っ
た
と
き

　
　

俺
は
し
ず
か
に

　
　

歩
を
と
め
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ま
ず
右
手
か
ら

　
　

お
も
む
ろ
に
四
肢
獣
に
な
っ
て
い
っ
た
。

　
　

き
ゃ
つ
が
犬
で
あ
る
た
め
に
は

　
　

そ
れ
以
上
の
牙
を

　
　

俺
は
も
た
ね
ば
な
ら
ぬ
。

　
　

少
な
く
と
も

　
　

犬
に
し
て
や
ら
れ
る
人
間
で
な
い
こ
と
の
証
左
に

　
　

俺
は
何
か
を

　
　

し
で
か
さ
ね
ば
な
ら
ぬ
。 

四
三
六
‐
七

こ
こ
で
の
「
角
」
は
、「
あ
い
つ
」
が
体
現
す
る
理
念
的
な
民
族
主
義
へ
の
道
を
示
す
も
の
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
。
先

に
見
た
第
一
部
第
二
章
で
も
「
ぼ
く
の
棲
息
地
」
を
襲
っ
た
「
あ
い
つ
」
の
「
影
」
は
、「
大
通
り
を
／
直
角
に
／
お
れ
曲

が
り
／
コ
ン
ク
リ
ー
ト
塀
へ
／
彫
り
つ
け
ら
れ
た
よ
う
に
／
つ
ん
の
め
」
三
三
五

る
よ
う
に
残
さ
れ
る
。
そ
し
て
「
俺
」
も
「
角

を
ま
が
る
」
こ
と
で
「
犬
」
と
の
関
係
が
決
定
的
に
な
る
の
は
、「
角
」
が
理
念
的
な
民
族
的
な
も
の
へ
の
指
標
と
な
っ
て

い
る
か
ら
で
あ
る
。「
硬
度
」
と
は
物
体
の
硬
さ
だ
け
で
な
く
、
Ｘ
線
の
透
過
の
度
合
い
も
意
味
す
る
用
語
で
あ
る
。
そ
こ

か
ら
す
れ
ば
「
角
度
の
硬
度
を
知
り
た
か
っ
た
」
と
は
、
理
念
的
な
民
族
性
と
、
自
己
と
の
適
合
性
を
測
定
し
よ
う
と
す
る

意
図
が
込
め
ら
れ
て
い
る
と
読
む
こ
と
も
で
き
る
。
こ
の
よ
う
に
読
む
こ
と
が
で
き
る
の
は
、「
彼
」
＝
「
犬
」
の
視
線
（「
ね

じ
っ
こ
い
目
」）
が
、「
俺
」
の
民
族
性
の
「
硬
度
」
を
透
視
す
る
「
強
靭
さ
」
を
も
っ
て
い
る
た
め
で
あ
る
。「
俺
」
が
「
四

肢
獣
」
と
い
う
形
の
定
ま
ら
ぬ
動
物
へ
と
変
身
す
る
の
も
、
自
ら
の
民
族
性
を
測
定
し
ま
た
測
定
さ
れ
る
と
い
う
立
場
に
お

い
て
、「
犬
」
以
上
で
あ
ろ
う
と
す
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
た
め
「
四
肢
獣
」
は
、「
犬
」
と
「
人
間
」
の
間
に
位
置
づ
け
ら

れ
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

　

作
品
に
お
い
て
は
、「
角
」
が
も
う
一
つ
現
れ
て
い
る
。
お
そ
ら
く
、
角
を
曲
が
る
ご
と
に
求
め
ら
れ
る
民
族
性
の
度
合

い
が
高
ま
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

　
　

も
ひ
と
つ
の
角
を
ま
が
っ
た
。

　
　

う
し
ろ
向
き
に
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佇
み
か
げ
ん
に

　
　

奴
と
の
距
離
を

　
　

ち
ぢ
め
た
。 
四
三
九

こ
の
場
面
は
、
一
方
で
、
正
面
を
切
っ
て
向
か
い
合
う
「
俺
」
と
「
奴
」
の
対
決
が
近
い
こ
と
を
印
象
付
け
る
。
だ
が
他
方

で
、
角
を
曲
が
っ
て
後
ろ
向
き
に
な
る
姿
は
、
理
念
的
な
民
族
性
と
の
関
係
か
ら
す
れ
ば
不
適
格
な
自
己
を
象
徴
的
に
表
し

て
も
い
る
。
さ
ら
に
対
決
の
瞬
間
が
近
づ
く
に
つ
れ
「
奴
」
と
の
「
距
離
」
が
縮
ま
っ
て
い
る
こ
と
は
、
逆
説
的
に
「
四
肢

獣
」
で
あ
る
「
俺
」
が
「
犬
」
に
接
近
し
て
い
る
こ
と
で
も
あ
る
。
そ
の
た
め
、理
念
的
な
民
族
性
と
背
反
し
て
い
く
「
俺
」

に
と
っ
て
、「
角
」
は
、
結
局
の
と
こ
ろ
「
痕
跡
を
く
ら
ま
す
」
場
所
、
犬
と
化
す
こ
と
か
ら
「
逃
亡
」
さ
せ
、
そ
れ
を
「
進

歩
」
と
す
る
よ
う
な
場
所
で
し
か
な
い
こ
と
が
意
識
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
し
か
も
、
そ
の
よ
う
な
逃
亡
や
、
そ
れ

の
進
歩
へ
の
変
換
が
常
に
保
証
さ
れ
て
い
る
と
は
限
ら
な
い
場
所
と
し
て
、
で
あ
る
。

　
　

俺
は
昨
日
ま
で

　
　

そ
こ
の
角
は

　
　

俺
の
痕
跡
を
く
ら
ま
す
こ
と
の
た
め
に
の
み
存
在
し
た
。

　
　

だ
か
ら

　
　

俺
の
進
歩
と
逃
亡
と
は

　
　

い
つ
も
シ
ャ
ム
の
双
生
児
だ
。

　
　

ど
っ
ち
か
を
切
り
離
す
こ
と
が

　
　

ど
っ
ち
か
も
死
ぬ
こ
と
に
な
る
。

　
　

そ
う
だ
。

　
　

奴
が
お
そ
い
か
か
る

　
　

至
近
点
か
ら

　
　

同
時
に
俺
も

　
　

あ
そ
こ
へ
飛
び
こ
み
ゃ
い
い
！

　
　

俺
の
半
生
が
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そ
う
で
あ
っ
た
よ
う
に

　
　

俺
の
余
生
も

　
　

き
っ
と
こ
う
だ
ろ
う
。

　
　

俺
の
延
命
は

　
　

い
つ
で
も

　
　

変
転
の
ま
ぎ
わ
で
図
ら
れ
て
き
た
の
だ
。

　
　

な
に
も
今
日
に

　
　

始
ま
っ
た
こ
と
で
は
な
い
。 
四
三
九
‐
四
〇

第
二
の
「
擬
態
」
で
あ
る
「
ぼ
く
」
が
、
理
念
的
民
族
主
義
へ
向
か
う
道
で
あ
る
「
角
」
か
ら
「
あ
そ
こ
」
へ
飛
び
込
む
こ

と
は
、
民
族
性
を
帯
び
る
と
い
う
点
で
「
進
歩
」
で
あ
り
な
が
ら
、
そ
こ
が
光
と
闇
の
対
立
に
安
住
す
る
場
で
あ
れ
ば
、
逆

説
的
に
、
は
ざ
ま
に
お
い
て
「
意
志
」
を
模
索
す
る
と
い
う
立
場
か
ら
の
「
逃
亡
」
と
も
な
る
事
態
と
な
っ
て
い
る
。（
余
）

生
が
「
延
命
」
の
連
続
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
こ
の
「
進
歩
と
逃
亡
」
を
繰
り
返
す
こ
と
に
他
な
ら
な
い
。
ち
な
み
に
次

章
で
論
じ
る
よ
う
に
「
あ
い
つ
」
が
特
技
と
し
て
い
る
の
が
、ま
さ
に
「
逃
走
」
で
あ
る
。「
俺
」
と
い
う
人
称
が
「
あ
い
つ
」

を
完
全
に
体
現
す
る
も
の
で
な
い
に
せ
よ
、
こ
の
場
面
の
心
理
は
、
そ
の
意
味
で
「
あ
い
つ
」
の
も
の
で
も
あ
る
。
そ
の
た

め
第
一
と
第
二
の
「
擬
態
」
と
し
て
の
自
己
は
、
こ
の
場
面
に
お
い
て
「
進
歩
と
逃
亡
」
の
ア
ポ
リ
ア
を
共
有
す
る
こ
と
に

な
っ
て
い
る
。

　
「
角
」
に
飛
び
込
ん
だ
後
、「
俺
」
は
「
犬
だ
ア
！
」
四
四
一

の
叫
び
の
も
と
、「
彼
」
＝
「
犬
」
を
、
密
集
地
域
に
住
む
同

胞
た
ち
に
捕
ら
え
さ
せ
る
こ
と
に
成
功
す
る
。
だ
が
「
四
肢
獣
」
で
あ
る
「
俺
」
も
、「
正
真
／
親
愛
な
る
同
胞
」
四
四
一

に
「
犬
」

だ
と
さ
れ
る
。

　
　

脂
と
に
ん
に
く
と

　
　

人
い
き
れ
の
な
か
で

　
　

俺
は
当
然
の

　
　

報
酬
を
待
っ
て
言
っ
た
。

　
　
　

夏
は
や
は
り
犬ケ

ジ
ャ
ン汁

で
す
な
あ
…
…
！
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鉢
を
取
り
か
え
て
い
た
女

ア
ジ
ュ
モ
ニ将

が

　
　

け
げ
ん
そ
う
に

　
　

ま
じ
ま
じ
と
俺
を
見
た
。

　
　

そ
し
て
ふ
り
向
き
ざ
ま

　
　
　

お
っ
さ
ん
こ
い
つ
も
犬
や
で
え
！

　
　
〔
…
…
〕

　
　

条
件
は
ち
っ
と
も
変
わ
っ
て
は
い
な
い
。 

四
四
一
‐
二

「
俺
」
の
待
つ
「
報
酬
」
が
「
犬
汁
」
で
あ
る
こ
と
は
、「
親
愛
な
る
同
胞
」
に
捕
ら
え
ら
れ
る
者
が
「
犬
」
で
あ
る
こ
と
か

ら
す
れ
ば
、達
成
感
と
と
も
に
非
常
に
グ
ロ
テ
ス
ク
な
効
果
も
与
え
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
だ
が
こ
こ
で
重
要
な
こ
と
は
、

「
犬
汁
」
の
中
身
よ
り
も
、そ
の
発
音
の
方
で
あ
る
。「
犬
汁
」
に
朝
鮮
語
音
の
ル
ビ
（「
ケ
ジ
ャ
ン
」）
が
振
っ
て
あ
る
の
は
、

「
俺
」
が
朝
鮮
語
を
使
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。「
女
将
」
が
ま
ざ
ま
ざ
と
見
る
の
は
、「
俺
」
の
中
の
民
族
性
を
、「
犬
」

＝
「
彼
」
の
よ
う
に
Ⅹ
線
の
よ
う
な
視
線
で
透
か
し
見
る
た
め
で
は
な
い
。
彼
女
が
迷
う
こ
と
な
く
「
お
っ
さ
ん
こ
い
つ
も

犬
や
で
え
！
」
と
断
言
す
る
の
は
、
間
違
い
な
く
「
俺
」
の
「
犬
汁
」
＝
〝
개
장
〞
の
発
音
が
悪
か
っ
た
た
め
で
あ
る
。
こ

こ
か
ら
わ
か
る
の
は
、
理
念
的
な
民
族
性
の
基
準
が
自
己
の
内
部
に
あ
る
も
の
で
は
な
く
、
言
葉
と
し
て
外
に
表
れ
出
た

も
の
に
あ
る
と
い
う
こ
と
、
し
か
も
正
確
な
発
音
を
伴
う
必
要
の
あ
る
も
の
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
こ
に
は
、
日
本
語

に
よ
る
創
作
が
反
民
族
的
行
為
と
み
な
さ
れ
た
こ
と
に
対
す
る
批
判
も
込
め
ら
れ
て
い
よ
う
。
し
か
し
見
逃
し
て
は
な
ら
な

い
こ
と
は
、「
十
五
円
五
十
銭
」
が
朝
鮮
人
を
、「
シ
ボ
レ
ー
ト
」
が
エ
フ
ラ
イ
ム
人
を
見
分
け
さ
せ
た
の
と
同
様
に
、
朝
鮮

語
そ
れ
自
体
が
「
犬
」
と
「
人
間
」
を
分
か
つ
役
割
を
担
わ
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
境
界
線
と
し
て
の
朝

鮮
語
を
前
に
し
て
は
、「
俺
」
の
「
進
歩
と
逃
亡
」
は
、
は
じ
め
か
ら
そ
れ
以
上
先
に
進
む
こ
と
が
で
き
な
い
行
き
止
ま
り

に
直
面
し
て
い
た
と
さ
え
言
え
る
。「
条
件
は
ち
っ
と
も
変
わ
っ
て
は
い
な
い
」
と
は
、
文
脈
上
「
彼
」
＝
「
犬
」
と
「
俺
」

の
置
か
れ
て
い
る
状
況
が
同
じ
だ
と
い
う
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
だ
が
そ
れ
以
上
に
そ
れ
は
、
何
ら
か
の
境
界
線
に
基
づ

き
人
間
と
そ
れ
以
外
を
分
け
て
し
ま
う
こ
と
、
そ
し
て
そ
の
こ
と
が
個
々
人
の
生
存
を
左
右
す
る
生
の
条
件
と
な
っ
て
い
る

事
態
が
、
植
民
地
期
以
来
継
続
し
て
い
る
こ
と
を
指
し
て
い
る
（
こ
れ
は
「
道
」（〈
道
〉
で
は
な
く
）
が
示
し
て
い
た
状
況

で
あ
る
）。
今
論
じ
て
い
る
第
三
部
第
二
章
に
お
い
て
関
東
大
震
災
は
描
か
れ
て
い
な
い
が
、「
十
五
円
五
十
銭
」
に
匹
敵
す

る
境
界
線
が
い
く
つ
か
書
き
こ
ま
れ
て
い
る
。
第
一
に
、
今
述
べ
た
よ
う
に
、「
俺
」
と
「
正
真
／
親
愛
な
る
同
胞
」
の
間
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で
は
朝
鮮
語
が
境
界
線
と
な
っ
て
い
る
。
関
連
し
て
「
俺
は
ま
だ
／
純
度
の
共
和
国
公
民
に
な
り
き
っ
て
な
い
ん
だ―
―

」

と
い
う
叫
び
に
お
け
る
「
な
り
き
っ
て
な
い
」
と
は
、
こ
れ
ま
で
論
じ
た
こ
と
か
ら
、
端
正
な
朝
鮮
語
の
使
い
手
の
手
前
に

「
俺
」
が
い
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
そ
し
て
第
二
に
、「
お
っ
さ
ん
の
手
ご
ろ
な
薪
」四
四
四

が
「
俺
の
脳
天
に
喰
い
こ
ん
だ
」

四
四
四

後
に
現
れ
る
、
四
・
三
事
件
の
お
ぼ
ろ
げ
な
記
憶
の
中
で
現
れ
る
境
界
線
と
し
て
の
朝
鮮
語
で
あ
る
。

　
　

た
し
か
に
俺
が
這
い
つ
く
ば
っ
た
の
は

　
　

邑
内
の

　
　

ほ
こ
り
っ
ぽ
い
大
通
り
だ
。

　
　

銃
床
が
け
ず
り
と
っ
た

　
　

溝
っ
ぷ
ち
の
断
面
に

　
　

親
指
大
の
み
み
ず
が

　
　

で
ら
で
ら
汗
を
に
じ
ま
せ
て
の
た
う
っ
て
い
た
。

　
　
　

こ
い
つ
は
赤

パ
ル
ゲ
ン
イ狗

で
も
ザ
コ
だ
で
！

　
　

鼻
先
で

　
　

流
暢
な
朝
鮮
語
を
あ
や
つ
っ
て
い
た
Ｇ
Ｉ
靴
が

　
　

俺
の
頤
を

　
　

け
落
と
し
た
。

　
　

か
げ
り
を
得
た

　
　

み
み
ず
が

　
　

俺
の
喉
元
で
な
が
な
が
と
躍
動
を
ゆ
る
め
て
い
っ
た
。

　
　
　

こ
の
犬
は
ま
ず
そ
う
だ
な

　
　

ザ
コ
だ
な
、
ま
ず
そ
う
だ
な
、
ザ
コ
だ
な
、
ま
ず
そ
う
だ
な
、
ザ
コ
だ
…
…
な
…
…  

四
四
四
‐
五

梁
石
日
に
よ
る
と
、
金
時
鐘
は
四
・
三
事
件
に
関
わ
っ
た
こ
と
で
一
度
は
捕
ま
り
、
死
刑
寸
前
ま
で
い
っ
た
と
い
う）

13
（

。
政
府

軍
の
幹
部
に
知
り
合
い
が
い
た
こ
と
で
、
ま
さ
に
「
変
転
の
ま
ぎ
わ
」
で
「
延
命
」
が
図
ら
れ
て
い
る
。
引
用
し
た
箇
所
を

見
て
い
く
な
ら
ば
、
這
い
つ
く
ば
っ
た
「
俺
」
は
、
本
章
第
二
節
で
表
れ
た
、
這
い
つ
く
ば
る
「
豹
」
と
重
な
る
も
の
で
あ

（
13
）
梁
石
日
『
異
端
は
未
来
の
扉
を
開
く
』、
ア
ー

ト
ン
、
一
九
九
八
年
、
一
三
頁
。
ま
た
梁
石
日
に

よ
れ
ば
、
金
時
鐘
は
こ
の
と
き
「
ウ
ン
チ
と
小
便

を
た
れ
ち
ゃ
っ
た
」
と
い
う
（
同
書
同
頁
）。
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ろ
う
。
ま
た
そ
の
「
俺
」
の
目
の
前
を
の
た
う
つ
「
み
み
ず
」
は
、「
俺
」
の
そ
れ
へ
の
変
転
＝
変
身
の
ま
ぎ
わ
に
あ
る
こ

と
を
表
し
て
い
る
と
読
む
こ
と
が
で
き
る
。
だ
が
重
要
な
こ
と
は
、
這
い
つ
く
ば
ら
せ
る
側
の
「
Ｇ
Ｉ
靴
」
が
、「
流
暢
な

朝
鮮
語
」
で
「
俺
」
を
「
赤

パ
ル
ゲ
ン
イ狗

」
と
呼
ん
で
い
る
こ
と
で
あ
る
。〝
빨パ

ル
ゲ
ン
イ

갱
이
〞
と
は
「
赤
い
や
つ
」
と
い
う
意
味
で
あ
り
、

そ
こ
か
ら
共
産
主
義
者
の
別
称
＝
蔑
称
と
な
っ
て
い
る
。
金
時
鐘
は
そ
れ
を
「
赤
狗
」
と
い
う
よ
う
に
、
本
来
〝
빨
갱
이
〞

に
は
字
義
的
に
含
ま
れ
な
い
「
狗
」
を
補
っ
て
用
い
て
い
る
。
こ
れ
は
「
犬
汁
」
＝
〝
개
장
〞
を
作
る
と
き
は
、普
通
「
赤
犬
」

を
使
う
こ
と
に
掛
け
て
の
こ
と
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。「
俺
」
は
「
赤
犬
」
と
見
な
さ
れ
る
こ
と
で
、「
犬
汁
」
の
材
料
に
さ

れ
か
か
っ
て
い
る
。
そ
し
て
「
俺
」
を
こ
の
「
狗
」
と
し
て
追
い
込
ん
で
い
る
の
が
ま
た
、「
流
暢
な
朝
鮮
語
」
な
の
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
第
三
の
境
界
線
と
し
て
、「
俺
」
を
「
彼
」
＝
「
犬
」
の
側
に
引
き
ず
り
落
と
す
も
の
と
し
て
働
く
朝
鮮
語
が
あ
る
。

と
い
う
の
も
「
彼
」
＝
「
犬
」
は
「
お
ぼ
つ
か
な
い
朝
鮮
語
」
を
用
い
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
は
「
俺
」
と
正
真
の
「
同

胞
」
た
ち
と
の
差
異
を
強
化
す
る
も
の
と
も
な
っ
て
い
る
。
そ
し
て
「
彼
」
＝
「
犬
」
の
朝
鮮
語
が
、
最
終
的
に
「
俺
」
を

屈
服
さ
せ
る
に
至
っ
て
こ
の
章
は
閉
じ
ら
れ
る
。

　
　

潮
が
ひ
く
よ
う
に

　
　

視
力
が
遠
ざ
か
っ
た
。

　
　

こ
の
と
き
だ
。

　
　

眼
底
に

　
　

せ
せ
ら
笑
い
を
ね
じ
こ
ん
だ

　
　

奴
が

　
　

渦
ま
く
遠
景
の
な
か
で

　
　

手
を
振
っ
た
の
は
！

　
　

暴
い
た
登
録
証
を

　
　

乱
反
射
に
か
ざ
し

　
　

ぼ
く
の
方
が
ま
だ
ま
し
だ
と

　
　

叩
き
つ
け
る

　
　

お
ぼ
つ
か
ぬ
朝
鮮
語
の
つ
ぶ
て
に
の
め
っ
た
の
は

　
　

も
ろ
く
も
屈
し
た



192

　
　

練
達
な
俺
の

　
　

朝
鮮
だ
！  

四
四
五
‐
六

外
国
人
登
録
証
を
暴
く
立
場
に
あ
る
の
が
「
彼
」
＝
「
犬
」
だ
と
す
る
な
ら
ば
、「
俺
」
が
気
を
失
う
寸
前
に
「
せ
せ
ら
笑
い
」

と
と
も
に
振
ら
れ
た
そ
の
手
に
は
、「
登
録
証
」が
握
ら
れ
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。
そ
の「
彼
」＝「
犬
」が
最
後
の
瞬
間
に
言
っ

た
、「
ぼ
く
の
方
が
ま
だ
ま
し
だ
」
と
い
う
言
葉
が
「
俺
」
を
屈
服
さ
せ
た
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
「
お
ぼ
つ
か
な
い
朝
鮮
語

の
つ
ぶ
て
」
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
朝
鮮
語
は
、
い
く
つ
か
の
位
相
で
「
十
五
円
五
十
銭
」
の
よ
う
に
機
能
し

て
い
る
。

　

さ
ら
に
最
後
の
「
練
達
な
俺
の
／
朝
鮮
」
と
は
、
朝
鮮
半
島
の
文
化
や
朝
鮮
語
に
習
熟
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
は
な

く
、「
登
録
証
」
と
の
関
連
か
ら
し
て
、
そ
こ
の
「
国
籍
等
」
欄
に
「
朝
鮮
」
と
記
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
保
証
さ
れ
て
き

た
、
脆
い
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
こ
と
を
指
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。「
登
録
証
」
が
「
朝
鮮
」
と
「
正
真
」
の
朝
鮮
を

差
異
化
し
、
さ
ら
に
「
彼
」
と
「
俺
」
を
上
位
／
下
位
と
区
別
す
る
も
の
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
が
「
乱
反
射
」
し
て
い
る
こ
と

は
、
光
‐
太
陽
が
自
ら
の
懐
に
忍
び
込
ん
で
い
た
こ
と
を
意
味
し
よ
う
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、「
俺
」
は
、「
同
胞
」

と
「
彼
」
に
よ
っ
て
「
犬
」
以
下
の
存
在
と
な
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　

本
章
は
「
道
」
の
働
き
か
ら
始
ま
り
、動
物
へ
の
変
身
、「
擬
態
」
と
し
て
の
「
日
本
語
」
と
「
擬
態
」
と
し
て
の
自
己
の
生
成
、

そ
し
て
そ
の
危
機
に
つ
い
て
論
じ
て
き
た
。
こ
の
「
擬
態
」
と
そ
の
危
機
は
、
コ
ロ
ニ
ア
ル
／
ポ
ス
ト
コ
ロ
ニ
ア
ル
な
状
況

と
密
接
で
あ
り
、
そ
こ
か
ら
由
来
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
ホ
ミ
・
Ｋ
・

バ
ー
バ
は
、「
植
民
地
的
擬
態
」
を
「
ほ
と
ん
ど
同
じ
だ
が
完
全
に
同
一
で
は
な
い
差
異
の
主
体
と
し
て
の
、
矯
正
ず
み
で

認
識
可
能
な
〈
他
者
〉
に
対
す
る
欲
望）

14
（

」
だ
と
し
て
、
次
の
よ
う
に
続
け
て
い
る
。

　
　

擬
態
は
そ
れ
自
体
が
否
認
の
プ
ロ
セ
ス
で
あ
る
よ
う
な
差
異
の
表
象
と
し
て
現
れ
る
。
二
重
の
分
節
化
の
記
号
と
し
て

　
　

の
擬
態
。
権
力
を
可
視
化
し
て
く
れ
る
〈
他
者
〉
を
「
領
有
す
る
」、
改
良
と
規
制
と
規
律
と
の
複
合
的
な
戦
略
。
し

　
　

か
し
そ
れ
は
ま
た
不
適
切
な
も
の
の
記
号
、
つ
ま
り
植
民
地
的
権
力
の
支
配
的
な
戦
略
作
用
を
首
尾
一
貫
さ
せ
、
監
視

　
　

を
強
化
し
、「
規
律
化
さ
れ
た
」
知
識
と
規
制
力
と
の
両
方
に
対
し
て
内
在
的
な
脅
威
に
な
る
と
い
う
、
差
異
あ
る
い

　
　

は
抵
抗
の
記
号
で
も
あ
る）

15
（

。

(

14)H
om

i K. Bhabha, The Location of Culture 
Routledge London and N

ew
 York,1994

（
ホ

ミ
・
K
・
バ
ー
バ
『
文
化
の
場
所
』、
本
橋
他
訳
、

法
政
大
学
出
版
局
、
二
〇
〇
五
年
、
一
四
八
頁
）.

（
15
）

ホ
ミ
・
Ｋ
・
バ
ー
バ
『
文
化
の
場
所
』、

一
四
九
頁
。
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つ
ま
り
植
民
地
権
力
は
、
一
方
で
規
制
し
規
律
訓
練
を
施
す
こ
と
で
、
植
民
地
的
主
体
を
従
属
的
に
規
範
化
し
、
同
一
化
さ

せ
る
。
し
か
し
他
方
で
そ
の
「
植
民
地
的
擬
態
」
は
、「
擬
態
」
と
し
て
植
民
地
主
体
に
過
剰
さ
を
も
た
ら
す
た
め
、
規
律

や
知
識
を
撹
乱
す
る
不
適
切
な
「
記
号
」
と
も
な
り
う
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

た
し
か
に
「
擬
態
」
と
い
う
概
念
は
、
理
論
上
そ
の
よ
う
な
両
義
性
を
持
つ
も
の
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
そ
の
こ
と
は
、『
新

潟
』に
お
け
る「
擬
態
」に
も
一
定
程
度
妥
当
す
る
も
の
で
あ
る
。
だ
が
全
て
に
わ
た
っ
て
当
て
は
ま
る
も
の
で
は
な
い
。「
擬

態
」
と
は
、
あ
る
環
境
の
一
部
で
あ
る
生
物
が
、
そ
の
環
境
に
自
ら
を
似
せ
る
こ
と
で
、
隠
れ
た
り
捕
食
し
た
り
す
る
こ
と

で
あ
る
。
だ
が
本
章
に
お
い
て
論
じ
て
き
た
こ
と
は
、
自
己
を
取
り
巻
く
環
境
が
複
数
化
し
、
ま
た
そ
れ
に
伴
い
言
語
的
に

も
、
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
的
に
も
分
裂
す
る
と
き
、
あ
る
観
点
か
ら
は
「
擬
態
」
と
み
な
し
う
る
状
態
が
、
別
の
立
場
か
ら

は
そ
う
で
は
な
い
と
い
う
様
相
、
さ
ら
に
は
ど
の
地
点
か
ら
見
て
も
「
擬
態
」
で
さ
え
な
い
と
い
う
事
態
で
あ
る
。
言
い
換

え
れ
ば
、
日
本
の
中
に
あ
る
自
己
が
、
日
本
（
語
）
に
対
し
て
「
擬
態
」
と
し
て
あ
る
こ
と
は
、
朝
鮮
（
語
）
に
対
し
て
は

非
適
合
と
な
る
こ
と
で
あ
り
、
反
対
に
朝
鮮
（
語
）
に
適
合
し
よ
う
と
す
る
こ
と
は
、「
日
本
語
」
を
放
棄
す
る
と
い
う
二

律
背
反
的
な
状
況
で
あ
る
。
さ
ら
に
両
側
に
と
っ
て
「
擬
態
」
で
さ
え
な
い
と
い
う
状
態
は
、（
ポ
ス
ト
）
コ
ロ
ニ
ア
ル
状

況
に
お
い
て
は
、
徹
底
的
に
環
境
と
非
適
合
的
と
な
り
、
自
己
の
生
を
む
き
出
し
に
す
る
こ
と
に
な
る
。

　

こ
の
よ
う
に
生
が
環
境
に
対
し
て
剥
き
出
し
に
な
る
と
き
に
、
金
時
鐘
が
模
索
し
て
い
く
の
が
、「
意
志
」
で
あ
る
。
次

章
で
は
そ
の
「
意
志
」
を
い
く
つ
か
の
角
度
か
ら
論
じ
て
い
き
た
い
。
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第
七
章　

意
志―

日
本
語
へ
の
報
復
と
距
離
の
問
題
化
に
つ
い
て

 
 

　

第
一
節
．
意
志
に
つ
い
て

　

詩
集
の
タ
イ
ト
ル
に
新
潟
と
い
う
場
所
が
選
ば
れ
た
理
由
と
し
て
は
、
三
八
度
線
が
そ
こ
を
横
切
っ
て
い
る
と
い
う
理
由

が
ま
ず
挙
げ
ら
れ
よ
う
。
だ
が
そ
れ
の
み
な
ら
ず
、『
新
潟
』
が
完
成
し
た
の
が
一
九
六
一
年
で
あ
る
と
す
れ
ば
、『
日
本
風

土
記
』（
一
九
五
七
年
）
と
の
間
に
は
、
在
日
朝
鮮
人
（
及
び
日
本
人
）
の
北
朝
鮮
へ
の
「
帰
国
事
業
」
が
大
々
的
に
進
め

ら
れ
た
時
期
が
横
た
わ
っ
て
い
る
た
め
で
も
あ
る
。
つ
ま
り
新
潟
は
、
三
八
度
線
と
い
う
南
北
分
断
を
表
象
す
る
場
と
し
て

あ
る
の
み
な
ら
ず
、
帰
国
船
の
出
港
地
、
す
な
わ
ち
社
会
主
義
「
祖
国
」
へ
向
か
う
出
発
点
と
も
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

そ
の
た
め
新
潟
は
、「
故
郷
」
と
は
何
か
あ
る
い
は
ど
こ
か
を
問
わ
せ
、
そ
の
上
で
在
日
朝
鮮
人
（
及
び
日
本
人
）
を
実
際

に
北
に
振
り
分
け
る
場
と
し
て
機
能
し
て
い
る
。
政
治
的
な
矛
盾
が
凝
縮
す
る
と
と
も
に
、個
々
人
の
思
想
が
試
さ
れ
る
場
、

そ
れ
が
新
潟
な
の
で
あ
る
。

　

在
日
朝
鮮
人
を
北
朝
鮮
へ
「
帰
国
」
さ
せ
る
「
帰
国
事
業

（
1
）

」
と
は
、「
一
九
五
七
年
八
月
に
調
印
さ
れ
た
「
日
本
赤
十
字

社
と
朝
鮮
民
主
主
義
人
民
共
和
国
赤
十
字
社
と
の
間
に
お
け
る
在
日
朝
鮮
人
の
帰
還
に
関
す
る
協
定
」
と
、
七
一
年
二
月
に

調
印
さ
れ
た
日
本
赤
十
字
社
（
日
赤
）
と
朝
鮮
民
主
主
義
人
民
共
和
国
赤
十
字
社
（
朝
赤
）
と
の
間
に
お
け
る
「
帰
還
未
了

者
の
帰
還
に
関
す
る
暫
定
措
置
の
合
意
書
」「
今
後
新
た
に
帰
還
を
希
望
す
る
者
の
帰
還
方
法
に
関
す
る
会
談
要
録
」
に
基

づ
い
て
、
八
四
年
ま
で
に
約
九
万
三
〇
〇
〇
人
の
在
日
朝
鮮
人
と
日
本
人
妻
、
そ
の
子
ど
も
（
日
本
籍
が
多
か
っ
た

（
2
）

）」
を
、

北
朝
鮮
に
集
団
的
に
帰
国
あ
る
い
は
移
住
さ
せ
た
事
業
の
こ
と
で
あ
る
。

　

こ
の
帰
国
運
動
が
日
本
で
行
わ
れ
、
帰
国
事
業
が
進
め
ら
れ
た
背
景
と
し
て
は
、（
１
）
生
活
保
護
を
受
け
る
多
く
の
在

日
朝
鮮
人
の
数
を
減
ら
す
こ
と
、
彼･

彼
女
ら
に
犯
罪
者
が
多
い
と
い
う
思
い
込
み
、
ま
た
共
産
主
義
者
を
北
に
送
り
返
し

た
い
と
い
う
日
本
政
府
側
の
思
惑
、（
２
）日
本
の
社
会
主
義
運
動
を
広
め
た
い
と
い
う
帰
国
協
力
団
体
の
思
惑
、そ
し
て（
３
）

こ
の
事
業
を
日
本
と
の
国
交
正
常
化
の
き
っ
か
け
と
す
る
と
同
時
に
労
働
力
を
確
保
し
、
社
会
主
義
国
と
し
て
の
権
威
を
示

し
、
朝
鮮
総
聯
を
掌
握
す
る
と
い
う
北
朝
鮮
の
思
惑
が
あ
っ
た
。
ま
た
生
活
苦
、
社
会
主
義
祖
国
に
対
す
る
憧
れ
、
子
供
の

将
来
へ
の
不
安
か
ら
帰
国
を
希
望
す
る
在
日
朝
鮮
人
も
多
く
い
た
こ
と
も
背
景
と
し
て
あ
っ
た

（
3
）

。

　
　

註

（
1
）
北
朝
鮮
へ
在
日
朝
鮮
人
を
「
帰
国
」
さ
せ

る
事
業
や
運
動
は
、
日
本
政
府
や
日
本
赤
十
字

社
の
立
場
か
ら
は
「
帰
還
業
務
」
と
呼
ば
れ
、

北
朝
鮮
の
立
場
か
ら
は
「
帰
国
事
業
」、
朝
鮮

総
聯
か
ら
は
「
帰
国
運
動
」
と
呼
ば
れ
た
。
つ

ま
り
立
場
に
よ
っ
て
呼
び
方
が
変
わ
る
も
の
で

あ
る
。
本
研
究
で
は「
帰
国
運
動
」「
帰
国
事
業
」

を
用
い
る
が
、
他
意
は
な
い
。

（
2
）
高
崎
宗
司
・
朴
正
鎮
編
著
『
帰
国
運
動
と

は
何
だ
っ
た
の
か―

封
印
さ
れ
た
日
朝
関
係

史
』、
平
凡
社
、
二
〇
〇
五
年
、
五
頁
。
ま
た

『
帰
国
運
動
と
は
何
だ
っ
た
の
か
』
所
収
の
朴

正
鎮
「
帰
国
運
動
の
歴
史
的
背
景―

戦
後
日
朝

関
係
の
開
拓
」
は
、
北
朝
鮮
が
「
帰
国
事
業
」

を
日
本
と
国
交
正
常
化
の
た
め
の
足
が
か
り
に

利
用
し
て
い
た
こ
と
を
、
国
際
的
な
関
係
性
を

視
野
に
入
れ
て
説
得
的
に
論
じ
て
い
る
。
テ
ッ

サ
・
モ
ー
リ
ス
‐
ス
ズ
キ
『
北
朝
鮮
へ
の
エ
ク

ソ
ダ
ス―

「
帰
国
事
業
」
の
影
を
た
ど
る
』（
田

代
泰
子
訳
、
朝
日
新
聞
社
、
二
〇
〇
七
年
）
は
、

北
朝
鮮
及
び
朝
鮮
総
聯
が
「
帰
国
事
業
」
を
主

体
的
に
推
進
し
た
と
い
う
一
面
的
な
見
解
に
対

し
て
、
帰
国
運
動
が
始
ま
る
以
前
に
日
本
政
府

と
日
本
赤
十
字
社
が
赤
十
字
国
際
委
員
会
と
連

絡
を
取
り
つ
つ
、
在
日
朝
鮮
人
の
北
へ
の
「
帰

還
」
を
模
索
し
、
独
自
に
動
い
て
い
た
こ
と
、

ま
た
北
朝
鮮
も
労
働
力
確
保
と
い
っ
た
利
己
的

な
計
算
の
も
と
帰
国
事
業
を
進
め
た
と
い
っ
た

こ
と
を
国
際
関
係
の
網
目
の
中
で
論
証
し
て
い

る
。
そ
の
他
、
一
九
六
二
年
と
い
う
早
い
時
点

に
「
地
上
の
楽
園
」
と
宣
伝
さ
れ
た
北
朝
鮮
の

実
情
を
告
発
し
た
も
の
に
、
関
貴
星
『
楽
園
の
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帰
国
運
動
の
口
火
は
一
九
五
八
年
に
切
ら
れ
る
が
、
交
渉
の
過
程
で
新
潟
を
受
け
入
れ
港
と
決
定
す
る
の
は
一
九
五
九

年
五
月
ご
ろ
で
あ
っ
た
と
い
う

（
4
）

。
帰
国
船
は
、
一
九
五
九
年
一
二
月
一
四
日
に
第
一
次
船
が
新
潟
を
出
港
し
て
以
降
、

一
九
八
四
年
ま
で
計
一
八
七
回
に
わ
た
り
、
九
三
三
四
〇
人
を
北
朝
鮮
に
運
ん
で
い
る

（
5
）

。

　
『
新
潟
』
第
三
部
「
緯
度
が
見
え
る
」
は
、
ま
さ
に
そ
の
新
潟
を
主
要
な
舞
台
に
、
政
治
的
な
矛
盾
の
中
で
の
思
想
や
意

志
の
在
処
が
詩
を
通
じ
て
表
現
さ
れ
る
。
そ
の
た
め
第
一
、二
部
に
比
べ
て
内
面
の
記
述
の
よ
う
に
も
見
え
る
部
分
と
な
っ

て
い
る
。
こ
こ
で
と
り
あ
げ
る
『
新
潟
』
第
三
部
第
三
章
は
、
新
潟
の
日
本
赤
十
字
セ
ン
タ
ー
で
の
北
朝
鮮
へ
の
帰
国
予
定

者
の
意
思
確
認
の
場
を
舞
台
と
し
て
い
る
。
こ
の
章
は
、
意
思
確
認
と
い
う
内
面
に
深
く
関
わ
る
場
面
で
あ
る
た
め
、
背
景

的
知
識
な
し
に
は
読
み
取
り
が
困
難
な
箇
所
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
新
潟
の
日
赤
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
た
意
思
確
認

の
仕
組
み
を
あ
ら
か
じ
め
確
認
し
て
お
き
た
い
。

　

帰
国
者
の
意
思
確
認
は
、
一
九
五
七
年
八
月
一
三
日
に
調
印
さ
れ
た
「
日
本
赤
十
字
社
と
朝
鮮
民
主
主
義
人
民
共
和
国
赤

十
字
会
と
の
間
に
お
け
る
在
日
朝
鮮
人
の
帰
還
に
関
す
る
協
定
」、
通
称
「
カ
ル
カ
ッ
タ
協
定
」
に
よ
っ
て
最
終
的
に
確
認

さ
れ
、
盛
り
込
ま
れ
た
も
の
で
あ
る
。
意
思
確
認
は
、
テ
ッ
サ
・
モ
ー
リ
ス
‐
ス
ズ
キ
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、「「
確
認
」
の

体
裁
」
を
整
え
る
こ
と
に
力
点
が
あ
っ
た

（
6
）

。
す
な
わ
ち
帰
国
予
定
者
が
「
自
発
的
」
に
帰
国
を
選
択
し
た
と
い
う
形
を
と
る

こ
と
が
、
日
本
政
府
の
責
任
を
曖
昧
に
す
る
上
で
重
要
な
作
業
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

　

協
定
を
踏
ま
え
日
本
赤
十
字
社
は
、
一
九
五
九
年
九
月
に
「
帰
還
案
内
」
を
公
表
し
て
い
る
。
そ
の
中
の
「
二　

資
格
」

の
（
ロ
）
に
は
、「
申
請
は
意
思
の
完
全
な
自
由
を
必
要
と
し
て
い
ま
す
。
／
万
一
脅
迫
を
受
け
て
申
請
す
る
こ
と
が
で
き

な
い
か
、
あ
る
い
は
申
請
す
る
こ
と
を
強
制
さ
せ
た
場
合
は
、
警
察
へ
届
け
出
れ
ば
警
察
が
適
当
な
措
置
を
と
っ
て
く
れ
る

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。」と
書
か
れ
て
い
る

（
7
）

。
た
だ
し（
ニ
）に
は
、「
し
か
し
な
が
ら
い
っ
た
ん
朝
鮮
人
が
そ
の
祖
国
に
帰
っ

た
後
に
お
い
て
は
、
日
本
政
府
の
特
別
の
許
可
の
な
い
限
り
彼
は
再
び
日
本
へ
来
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん

（
8
）

。」
と
も
但
し
書

さ
れ
て
い
る
。
こ
の
「
意
思
確
認
」
と
い
う
「
人
道
的
」
な
配
慮
は
、
往
来
を
否
定
す
る
完
全
な
一
方
通
行
を
正
当
化
す
る

こ
と
で
、
在
日
朝
鮮
人
の
来
歴
と
将
来
の
保
障
に
対
す
る
日
本
政
府
の
責
任
を
二
重
に
回
避
さ
せ
る
も
の
と
な
っ
た
。
新
潟

の
日
本
赤
十
字
セ
ン
タ
ー
に
到
着
後
、
帰
国
予
定
者
に
対
し
て
ま
ず
行
わ
れ
た
の
が
、「
人
道
的
」
配
慮
と
政
治
的
思
惑
が

交
錯
す
る
「
特
別
の
一
室

（
9
）

」
で
の
、
日
赤
、
国
際
赤
十
字
、
通
訳
者
の
三
名
に
よ
る
、
こ
の
意
思
の
確
認
で
あ
っ
た
。

　

意
思
の
確
認
は
非
常
に
簡
潔
に
行
わ
れ
た
。
日
本
に
残
る
こ
と
も
で
き
る
し
、
北
朝
鮮
だ
け
で
な
く
韓
国
へ
も
帰
る
こ
と

も
で
き
る
、
退
去
は
強
制
さ
れ
な
い
、
と
書
か
れ
た
紙
を
見
せ
、「
こ
の
掲
示
文
を
よ
く
お
分
か
り
の
上
で
お
き
め
に
な
っ

た
こ
と
で
す
ね
。」
と
聞
く
の
み
で
あ
っ
た）

10
（

。
と
は
い
え
生
活
保
護
さ
え
打
ち
切
ら
れ
た
中
、
貧
困
を
極
め
る
か
も
し
れ
な

夢
破
れ
て
』（
全
貌
社
、
一
九
六
二
年
。

一
九
九
七
年
に
亜
紀
書
房
か
ら
復
刻
さ
れ
た
）

が
あ
る
。

（
3
）
以
上
の
記
述
は
、
主
に
高
崎
宗
司
「
帰
国

問
題
の
経
過
と
背
景
」、
高
崎
・
朴
前
掲
書
、

二
六
‐
三
五
頁
を
参
照
し
た
。

（
4
）
高
崎
前
掲
論
文
、
三
七
頁
。

（
5
）
高
崎
前
掲
論
文
、
五
一
頁
。

（
6
）
テ
ッ
サ
・
モ
ー
リ
ス
‐
ス
ズ
キ
『
北
朝
鮮

へ
の
エ
ク
ソ
ダ
ス
』、
二
四
三
頁
。

（
7
）
日
本
赤
十
字
社
「
帰
還
案
内
」、
昭
和
三
四

（
一
九
五
九
）
年
九
月
、
引
用
は
金
英
達
・
高

柳
俊
男
編
『
北
朝
鮮
帰
国
事
業
関
係
資
料
集
』、

新
幹
社
、
一
九
九
五
年
、
四
二
頁
か
ら
。

（
8
）
日
本
赤
十
字
社
「
帰
還
案
内
」、
四
二
頁
。

（
9
）
日
本
赤
十
字
社
「
帰
還
案
内
」、
四
四
頁
。

（
10
）
日
本
赤
十
字
社「
帰
還
業
務
実
施
に
当
た
っ

て
の
措
置
」、引
用
は
金
英
達
・
高
柳
俊
男
編『
北

朝
鮮
帰
国
事
業
関
係
資
料
集
』、
四
七
頁
か
ら
。
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い
日
本
に
残
る
こ
と
も
、
帰
国
者
を
受
け
入
れ
な
い
韓
国
を
選
ぶ
こ
と
も
共
に
困
難
で
あ
っ
た
。
残
っ
た
の
は
、
帰
国
希
望

者
の
受
け
入
れ
を
表
明
し
、
ま
た
朝
鮮
総
聯
や
寺
尾
五
郎
『
38
度
線
の
北
』（
一
九
五
九
年
、
新
日
本
出
版
社
）
な
ど
に
よ
っ

て
過
度
に
宣
伝
さ
れ
た
、
北
朝
鮮
へ
の
帰
国
し
か
な
か
っ
た
。

  

日
赤
に
よ
っ
て
公
表
さ
れ
た
「
帰
還
案
内
」
に
つ
い
て
は
、
朝
鮮
総
聯
か
ら
四
点
の
ク
レ
ー
ム
が
つ
き
反
対
運
動
も
起
き

た
が
、
そ
の
う
ち
の
最
大
の
争
点
が
意
思
確
認
に
関
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
だ
が
そ
れ
は
、
政
治
的
思
惑
の
混
じ
っ
た
「
人

道
的
」
配
慮
に
対
し
て
で
は
な
か
っ
た
。
そ
う
で
は
な
く
、
カ
ル
カ
ッ
タ
協
定
で
国
赤
は
意
思
確
認
に
関
与
し
な
い
こ
と
が

合
意
さ
れ
た
は
ず
な
の
に
、「
帰
還
案
内
」に
は「
特
別
の
一
室
」に
同
席
す
る
と
明
記
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
対
し
て
で
あ
っ
た
。

帰
国
事
業
を
日
本
と
の
国
交
正
常
化
の
契
機
と
し
た
い
北
朝
鮮
に
と
っ
て
、
意
思
確
認
の
場
に
国
際
赤
十
字
の
代
表
が
同
席

す
る
こ
と
は
も
と
も
と
認
め
が
た
か
っ
た
た
め
で
あ
る
。
ま
た
「
特
別
の
一
室
」
と
い
う
表
記
も
、
北
朝
鮮
な
い
し
朝
鮮
総

聯
が
窺
い
知
れ
な
い
〝
密
室
〞
と
い
う
ニ
ュ
ア
ン
ス
を
帯
び
る
ゆ
え
に
争
点
と
な
っ
た
。
協
議
の
結
果
、
国
赤
の
代
表
が
同

席
す
る
点
に
関
し
て
は
、
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
と
い
う
立
場
と
す
る
こ
と
で
落
ち
着
い
た
。「
特
別
の
一
室
」
に
関
し
て
は
、「
帰

還
業
務
実
施
に
当
た
っ
て
の
措
置
」
に
明
記
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、「（
イ
）
新
潟
日
赤
セ
ン
タ
ー
の
「
特
別
の
一
室
」
の
意

味
は
、い
わ
ゆ
る
「
密
室
」
で
は
な
く
ド
ア
の
な
い
普
通
の
部
屋
で
あ
る
。」
と
さ
れ
る
こ
と
で
妥
結
さ
れ
た）

11
（

。
テ
ッ
サ
・
モ
ー

リ
ス
‐
ス
ズ
キ
に
よ
る
と
、こ
の
「
特
別
の
一
室
」
と
は
、ド
ア
が
は
ず
さ
れ
、そ
の
前
に
衝
立
が
置
か
れ
た
部
屋
で
あ
っ
た
。

こ
れ
は
「
赤
十
字
代
表
と
帰
国
者
と
の
会
話
が
周
囲
に
い
る
み
ん
な
に
聞
こ
え
る
よ
う
な
広
間
で
こ
の
話
し
合
い
を
す
る
こ

と
を
望
ん
で
い
た
」
朝
鮮
総
聯
と
の
妥
協
の
産
物
で
あ
っ
た
と
い
う）

12
（

。
つ
ま
り
ド
ア
の
不
在
は
、
誰
か
に
聞
か
れ
る
か
も
し

れ
な
い
と
い
う
心
理
を
生
む
こ
と
で
、
意
思
を
一
定
方
向
に
水
路
付
け
る
、
い
わ
ば
「
パ
ノ
プ
テ
ィ
コ
ン
」
の
役
割
を
果
た

し
た
の
で
あ
る
。
総
じ
て
、
帰
国
者
の
自
発
性
に
は
、
疑
わ
し
さ
が
残
り
続
け
た
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
で
あ
っ
た
。

　

ま
た
作
品
の
解
釈
に
関
連
す
る
こ
と
と
し
て
、
荷
物
の
制
限
は
な
い
も
の
の
、
六
〇
キ
ロ
以
上
は
運
賃
が
必
要
と
な
り
、

ま
た
持
ち
出
せ
る
金
は
日
本
円
で
四
五
、〇
〇
〇
円
（
当
時
）
と
決
め
ら
れ
て
い
た
。
し
か
し
荷
物
の
制
限
は
な
い
と
さ
れ

た
も
の
の
、
洋
服
類
一
人
一
〇
着
、
写
真
機
一
台
、
主
食
一
ヶ
月
分
相
当
、
時
計
類
二
個
の
よ
う
な
目
安
が
示
さ
れ
た）

13
（

。

　

以
上
の
背
景
を
踏
ま
え
て
作
品
を
検
討
し
て
い
き
た
い
が
、
第
三
章
は
設
定
と
し
て
、
お
そ
ら
く
「
特
別
の
一
室
」
の
中

か
ら
始
ま
っ
て
い
る
。

　
　

ち
り
を
払
う
と

　
　

行
李
ひ
と
つ
の

（
11
）
日
本
赤
十
字
社「
帰
還
業
務
実
施
に
当
た
っ

て
の
措
置
」、
四
七
頁
か
ら
。

（
12
）
テ
ッ
サ
・
モ
ー
リ
ス
‐
ス
ズ
キ
『
北
朝
鮮

へ
の
エ
ク
ソ
ダ
ス
』、
二
七
九
頁
。

（
13
）
日
本
赤
十
字
社
「
帰
還
の
し
お
り
」、
引
用

は
金
英
達
・
高
柳
俊
男
編
『
北
朝
鮮
帰
国
事
業

関
係
資
料
集
』、
五
七
頁
か
ら
。
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中
身
も
な
い
。

　
　

食
っ
た
年
な
ど

　
　

張
子
の
狐
に
も

　
　

劣
る

　
　

空
洞
だ
。

　
　

か
さ
ば
か
り
が

　
　

高
く
て

　
　

選
り
よ
う
の
な
い

　
　

が
ら
く
た
に

　
　

黙
り
こ
く
っ
て
い
る
の
は

　
　

こ
ま
ね
い
た

　
　

腕
で
あ
る
。

　
　

何
が
あ
る
と
い
う
の
だ
?!

　
　

自
分
に
つ
い
て

　
　

自
分
が
培
っ
た

　
　

一
切
の
う
ち

　
　

こ
れ
が

　
　

自
分
の
持
物
だ
と

　
　

ひ
け
ら
か
す
何
か
が

　
　

残
っ
て
い
る
と
で
も
い
う
の
か
。
四
四
六
‐
七

「
ち
り
を
払
う
」「
食
っ
た
年
」「
培
っ
た
」
と
い
っ
た
言
葉
か
ら
、
過
ぎ
去
っ
た
時
間
が
停
滞
し
続
け
て
い
る
こ
と
を
読
み

取
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
停
滞
に
お
い
て
腕
を
こ
ま
ね
い
て
い
る
「
ぼ
く
」
は
、
そ
の
無
為
ゆ
え
に
「
行
李
ひ
と
つ
」
満

た
す
ほ
ど
の
培
っ
た
も
の
の
な
い
「
空
洞
」
を
抱
え
込
ん
で
い
る
。
よ
り
厳
密
に
は
、「
自
分
に
つ
い
て
」「
自
分
が
培
っ
た
」

「
自
分
の
持
物
」
と
あ
る
よ
う
に
、こ
の
「
空
洞
」
は
自
分
自
身
の
固
有
さ
の
不
在
あ
る
い
は
内
面
の
空
虚
さ
を
表
し
て
い
る
。

　

そ
の
一
方
で
「
引
き
出
し
の
奥
」
に
は
「
少
女
」
が
し
ま
い
こ
ま
れ
て
い
る
。
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う
つ
ろ
な
引
出
し
の
奥
に

　
　

し
ま
い
こ
ま
れ
て
い
る

　
　

少
女
が

　
　

い
る
。

　
　

太
刀
魚
の
う
ろ
こ
に

　
　

ま
ぶ
さ
れ
た

　
　

ま
だ
ら
な
ガ
ラ
ス
玉
の
燐
光
に

　
　

か
こ
ま
れ
て

　
　

宝
の

　
　

留
守
居
に

　
　

余
念
の
な
い

　
　

少
女
が

　
　

う
つ
ろ
う

　
　

真
珠
に

　
　

目
を
こ
ら
し
て
い
る
。
四
四
七
‐
八

こ
の
「
少
女
」
と
い
う
形
象
に
は
、
帰
国
し
よ
う
と
す
る
者
の
中
に
そ
の
モ
デ
ル
が
い
た
可
能
性
も
あ
る
。
テ
ッ
サ
・
モ
ー

リ
ス
‐
ス
ズ
キ
は
、
国
際
赤
十
字
委
員
会
本
部
に
所
蔵
さ
れ
て
い
た
資
料
の
中
に
、
単
身
帰
国
を
試
み
た
少
女
が
い
た
こ
と

を
報
告
し
て
い
る
。

　
　

職
員
の
あ
い
だ
に
驚
愕
が
は
し
る
。
こ
の
十
三
歳
の
少
女
は
い
っ
た
い
ど
う
し
て
親
戚
で
も
な
い
人
た
ち
と
と
も
に
来

　
　

て
い
る
か
？　

両
親
は
ど
こ
だ
？　
〔
…
…
〕
申
鐘
海
の
義
兄
が
呼
ば
れ
、〔
…
…
〕
重
い
口
が
淡
々
と
家
族
の
窮
状
を

　
　

語
る
。
／
〔
…
…
〕
申
鐘
海
は
出
国
を
拒
否
さ
れ
た
。〔
…
…
〕
家
族
に
伴
わ
れ
な
い
未
成
年
者
の
出
国
は
許
可
し
て

　
　

な
ら
な
い
と
東
京
か
ら
指
示
さ
れ
た
か
ら
だ）

14
（

。

（
14
）
テ
ッ
サ
・
モ
ー
リ
ス
‐
ス
ズ
キ
『
北
朝
鮮

へ
の
エ
ク
ソ
ダ
ス
』、二
〇
‐
二
頁
。「
申
鐘
海
」

は
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
へ
の
配
慮
に
よ
り
実
名
で
は

な
い
。
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『
新
潟
』
に
登
場
す
る
「
少
女
」
に
は
、
当
時
の
状
況
を
踏
ま
え
る
な
ら
ば
、
こ
の
よ
う
な
実
在
の
モ
デ
ル
が
い
た
可
能
性

も
十
分
に
あ
り
う
る）

15
（

。
だ
が
よ
り
確
実
な
こ
と
は
、こ
の
「
少
女
」
は
、第
一
部
第
四
章
に
登
場
す
る
（
次
章
で
論
じ
る
）「
女
」

と
「
妻
」
の
う
ち
の
、「
妻
」
の
方
と
繋
が
り
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
第
一
に
、第
一
部
第
四
章
で
は
、「
妻
」
は
「
根

雪
を
／
か
き
わ
け
た
／
水
仙
」
の
よ
う
に
現
わ
れ
始
め
る
が
、
雪
の
下
か
ら
芽
吹
く
と
い
う
植
物
の
比
喩
は
、
幼
年
期
の
メ

タ
フ
ァ
ー
に
も
な
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
第
二
に
、
そ
の
「
妻
」
に
託
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
「
イ
ミ
テ
ー
シ
ョ
ン
」
と
し

て
の
「
硬ひ

す
い玉

」
を
、
こ
の
「
少
女
」
も
「
ぼ
く
」
か
ら
渡
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。

　
「
硬
玉
」
は
こ
こ
で
は
ま
だ
見
ら
れ
な
い
が
、
引
用
で
は
そ
れ
に
代
わ
っ
て
、「
太
刀
魚
」
の
皮
膚
上
の
箔
を
利
用
し
て
作

ら
れ
る
、
模
造
の
「
真
珠
」
が
現
れ
て
い
る
。
第
三
部
第
三
章
で
は
こ
の
「
真
珠
」
だ
け
で
な
く
、
模
造
に
関
連
す
る
用
語

が
多
く
用
い
ら
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
「
模
造
」「
ま
が
い
も
の
」「
レ
デ
ィ
メ
ー
ド
」「
ネ
オ
ン
」「
か
ざ
り
」「
虚
飾
」
と
い
っ

た
よ
う
に
。
そ
し
て
そ
れ
ら
は
「
れ
ん
価
な
日
日
」「
装
う
日
日
」
と
表
現
さ
れ
る
自
己
（「
ぼ
く
」）
の
生
に
結
び
付
け
ら

れ
て
い
く
。
そ
れ
に
よ
り
一
連
の
用
語
は
、
一
方
で
資
本
主
義
社
会
に
お
い
て
零
落
す
る
こ
と
が
、
社
会
主
義
者
と
し
て
の

「
純
血
度
」
を
商
品
的
価
値
と
し
て
測
定
さ
せ
る
状
況
を
描
き
出
す
よ
う
に
組
織
さ
れ
て
い
る
（「
資
本
主
義
に
／
尾
羽
打
ち

枯
ら
し
た
／
自
己
の
／
ゆ
る
が
ぬ
純
血
度
こ
そ
／
買
わ
れ
て
い
い
！
」）。
だ
が
も
う
一
方
で
、
交
換
を
通
じ
て
発
生
す
る
模

倣
と
い
う
価
値
と
は
別
の
価
値
も
詩
的
に
追
求
さ
れ
て
お
り
、
両
者
の
相
克
が
一
つ
の
焦
点
を
形
づ
く
っ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
作
品
構
成
の
中
に
、「
少
女
」
を
位
置
づ
け
る
こ
と
は
こ
の
時
点
に
お
い
て
は
困
難
で
あ
る
。
だ
が
さ
し
あ

た
り
指
摘
で
き
る
こ
と
と
し
て
、「
少
女
」
が
「
目
を
こ
ら
す
」
の
み
で
一
切
語
ら
な
い
と
い
う
こ
と
、
そ
し
て
模
造
品
で

あ
る
「
宝
の
／
留
守
居
に
／
余
念
の
な
い
」
と
あ
る
よ
う
に
、
真
偽
に
無
頓
着
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
よ
う
。
そ

の
意
味
で
「
少
女
」
は
、
交
換
価
値
と
そ
れ
と
は
異
な
る
価
値
の
は
ざ
ま
に
位
置
づ
け
得
る
形
象
と
な
っ
て
い
る
。

　

作
品
は
続
い
て
「
が
ら
く
た
」「
ま
が
い
も
の
」
し
か
持
た
な
い
「
ぼ
く
」
に
対
す
る
「
連
中
」
の
態
度
が
描
か
れ
る
。

　
　

連
中
が

　
　

肱
を
張
る
の
だ
。

　
　

こ
の
蓄
え
を

　
　

使
い
う
る
世
界
で
こ
そ

　
　

お
前
は
必
要
だ
と
。

　
　

こ
こ
に

（
15
）
金
時
鐘
は
、
帰
国
す
る
従
兄
を
見
送
り
に

新
潟
港
に
来
て
い
る
。
金
時
鐘
「
祖
国
は
る
か

国
境
の
新
潟
」『
新
潟
日
報
』
二
〇
〇
一
年
四

月
一
八
日
朝
刊
。
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お
前
が

　
　

と
ど
ま
っ
て
い
る
限
り

　
　

空
洞
が

　
　

も
ぬ
け
の
殻
で
あ
る

　
　

証
明
は

　
　

な
い

　
　

と
。
四
四
八
‐
九

実
際
の
審
査
官
が
日
本
に
留
ま
る
こ
と
を
誘
惑
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
に
し
て
も
、「
連
中
」
と
は
文
脈
上
「
特
別
の
一
室
」

の
中
に
い
る
者
た
ち
で
あ
ろ
う
。
イ
ミ
テ
ー
シ
ョ
ン
で
し
か
な
い
「
蓄
え
」
が
「
使
い
う
る
世
界
」
と
は
、「
ま
が
い
も
の

の
／
あ
り
あ
ま
る
国
」
四
五
八

で
あ
る
日
本
を
指
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
「
ま
が
い
も
の
の
／
あ
り
あ
ま
る
国
」
だ

か
ら
こ
そ
、「
自
己
の
「
空
洞
」
が
「
培
っ
た
」
も
の
で
満
た
さ
れ
て
い
な
く
と
も
、
そ
れ
は
本
体
や
本
質
の
欠
け
た
「
も

ぬ
け
の
殻
」
と
し
て
「
証
明
」
さ
れ
な
い
の
で
あ
る
。

　

だ
が
「
肱
を
張
る
」
と
い
う
「
連
中
」
の
高
圧
的
な
態
度
が
あ
ら
わ
に
な
れ
ば
な
る
ほ
ど
、
反
対
に
イ
ミ
テ
ー
シ
ョ
ン
と

し
て
の
自
己
は
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
ざ
る
を
え
な
く
な
り
、
そ
の
結
果
、
北
へ
の
帰
国
こ
そ
が
「
本
物
」
へ
の
再
生
に
至

る
道
だ
と
幻
視
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
よ
う
な
幻
視
に
お
い
て
、
ま
た
し
て
も
「
あ
い
つ
」
は
「
ぼ
く
」
を
抜
け
出
す

こ
と
に
な
る
。

　
　

し
た
り
顔
の

　
　

あ
い
つ
が

　
　

ま
た
し
て
も
ぼ
く
を

　
　

抜
け
出
る
。

　
　

出
発
が

　
　

答
え
に
な
る
の
な
ら

　
　

奴
の
魂
胆
も

　
　

ひ
と
つ
の
結
果
で
は
あ
る
の
だ
ろ
う
。
四
四
九
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先
に
第
二
の「
擬
態
」で
あ
る「
ぼ
く
」に
つ
い
て
論
じ
た
際
に
、民
族
的
な
場
あ
る
い
は
理
念
に
依
拠
し
よ
う
と
す
る
こ
と
は
、

「
進
歩
」
で
あ
る
と
同
時
に
「
逃
亡
」
で
あ
る
こ
と
を
見
た
。
こ
の
「
進
歩
と
逃
亡
」
が
、民
族
解
放
闘
争
に
積
極
的
に
関
与
し
、

ま
た
「
逃
走
」
が
特
技
と
な
る
「
あ
い
つ
」
に
も
共
有
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
併
せ
て
指
摘
し
て
お
い
た
。

　

こ
こ
で
「
あ
い
つ
」
が
「
し
た
り
顔
」
に
な
る
の
は
、「
逃
走
」
と
し
て
の
「
出
発
」
が
、「
本
物
」
へ
の
再
生
と
い
う
価

値
に
支
え
ら
れ
る
こ
と
で
、「
逃
走
」
が
「
闘
争
」
へ
と
転
換
す
る
か
ら
で
あ
る
。
つ
ま
り
こ
こ
で
の
「
奴
の
魂
胆
」
と
は
、

帰
国
に
よ
っ
て
民
族
性
を
確
立
す
る
と
い
う
目
的
論
か
ら
導
き
出
さ
れ
る
意
志
に
他
な
ら
な
い
。
そ
の
た
め
「
出
発
」
は
能

動
的
に
見
え
て
受
動
的
な
も
の
で
あ
り
、
日
本
の
排
他
的
人
道
主
義
と
、
北
朝
鮮
の
労
働
力
確
保
及
び
国
際
政
治
の
駆
け
引

き
の
産
物
と
し
て
の
帰
国
事
業
に
拮
抗
し
う
る
意
志
と
は
な
っ
て
い
な
い
。

　

と
は
い
え
、「
出
発
」
が
「
連
中
」
の
査
問
に
対
す
る
「
答
え
」
で
あ
る
な
ら
ば
、「
あ
い
つ
」
の
「
魂
胆
」
は
、
審
査
官

の
高
圧
的
な
態
度
に
対
面
す
る
こ
と
で
生
ま
れ
る
気
勢
や
意
地
を
張
る
こ
と
、す
な
わ
ち
「
結
果
」
と
し
て
の
「
肱
を
張
る
」

こ
と
に
は
な
っ
て
い
る
。
こ
こ
に
お
い
て
「
連
中
」
の
「
肱
を
張
る
」
こ
と
と
、「
あ
い
つ
」
‐
「
ぼ
く
」
の
「
肱
を
張
る
」

こ
と
は
、「
帰
国
」
を
介
在
し
て
、
単
な
る
意
地
の
張
り
合
い
を
越
え
、
強
く
政
治
性
を
帯
び
始
め
て
い
る
。
そ
し
て
こ
の

政
治
性
の
強
い
肱
の
張
り
合
い
は
、作
品
に
お
い
て
は
逃
走
、模
造
、貧
困
な
い
し
零
落
と
い
う
三
点
に
ま
ず
現
わ
れ
て
い
る
。

　
　

も
っ
と
も
流
暢
で
あ
る
べ
き

　
　

社
会
主
義
に
つ
い
て

　
　

己
れ
の
特
技
が

　
　

徒
労
で
し
か
な
い
理
由
は
な
い
の
だ
。

　
　

価
値
を

　
　

信
ず
る
も
の
の
た
め
に

　
　

変
革
す
る
！

　
　

は
ば
た
く
工
作
者
の

　
　

門
出
に

　
　

祝
福
が
こ
も
る
の
も

　
　

道
理
で
は
な
い
か
！ 

四
四
九
‐
五
〇
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「
己
れ
の
特
技
」
と
は
、
直
前
に
論
じ
た
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、「
逃
走
」
す
る
「
闘
争
」
で
あ
る
。
そ
の
「
逃
走
」
を
「
徒
労
」

に
終
わ
ら
せ
な
い
た
め
に
、「
価
値
」
を
「
変
革
す
る
！
」
と
肱
を
張
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。「
価
値
」
の
「
変
革
」
に
お

い
て
、「
逃
走
」
が
は
ば
た
き
や
「
門
出
」
と
な
り
、逃
走
者
が
「
工
作
者
」
へ
と
変
身
す
る
の
で
あ
れ
ば
、帰
国
は
「
祝
福
」

さ
れ
る
べ
き
理
に
適
っ
た
道
と
言
わ
れ
て
し
か
る
べ
き
も
の
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。

　

こ
の
「
己
れ
の
特
技
」
と
は
、
肱
を
張
る
こ
と
の
第
二
の
政
治
性
で
あ
る
、
自
分
で
あ
り
か
つ
自
分
で
な
い
と
い
う
自
己

の
模
造
性
と
も
関
連
し
て
い
る
。

　
　

結
晶
す
る

　
　

俺
の
叡
智
！

　
　

模
造
が

　
　

模
造
で
な
く
な
る

　
　

創
造
を

　
　

俺
が
仕
遂
げ
る
！

　
　

日
本
を
か
す
め
た
も
の
の

　
　

当
然
な

　
　

き
ら
め
く

　
　

凱
旋
だ
！ 

四
五
一

「
模
造
」
と
い
う
ミ
ミ
ク
リ
ー
も
、北
へ
の
「
凱
旋
」
に
よ
り
「
日
本
を
か
す
め
」
と
る
行
為
と
解
釈
さ
れ
直
す
こ
と
に
な
る
。

日
本
か
ら
北
朝
鮮
へ
と
場
を
変
え
る
こ
と
に
よ
り
、
盗
ん
だ
と
い
う
事
実
は
「
模
造
」
を
受
動
的
に
「
創
造
」
へ
と
そ
の
価

値
の
変
革
を
成
し
遂
げ
る
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
「
模
造
」
か
ら
「
創
造
」
へ
の
転
換
は
、
本
質
的
に
は
何
も
変
化
し
て
い

な
い
の
で
あ
り
、「
結
晶
す
る
／
俺
の
叡
智
！
」
も
「
ま
が
い
も
の
」
や
「
レ
デ
ィ
メ
ー
ド
」
に
結
び
つ
い
て
い
る
と
言
わ

ざ
る
を
え
な
い
。
も
ち
ろ
ん
「
俺
が
し
遂
げ
る
！
」
と
い
う
こ
と
も
、
価
値
の
転
換
が
受
動
的
な
も
の
で
あ
る
以
上
、
何
も

し
な
い
に
等
し
い
。
こ
こ
に
は
「
肱
を
張
る
」
こ
と
の
政
治
性
が
あ
る
の
み
で
あ
る
。
ま
た
そ
れ
は
前
章
で
述
べ
た
よ
う
に
、

観
点
が
変
わ
る
と
「
擬
態
」
で
さ
え
な
い
事
態
を
、
都
合
よ
く
反
転
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
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肱
を
張
る
こ
と
の
政
治
性
の
第
三
の
も
の
は
、
資
本
主
義
社
会
に
お
け
る
貧
困
あ
る
い
は
零
落
で
あ
る
。

　
　

そ
の
豊
富
さ
に
お
い
て
。

　
　

生
産
が

　
　

消
費
を
追
い
ま
わ
す

　
　

熾
烈
な

　
　

甘
美
さ
に
つ
い
て
。

　
　

魅
惑
の

　
　

資
本
主
義
に

　
　

尾
羽
打
ち
枯
ら
し
た

　
　

自
己
の

　
　

ゆ
る
が
ぬ
純
血
度
こ
そ

　
　

買
わ
れ
て
い
い
！ 

四
五
二

生
産
が
消
費
を
刺
激
し
、ま
た
消
費
が
生
産
を
裏
打
ち
す
る
と
い
う
軌
道
に
乗
り
切
れ
ず
、そ
の「
熾
烈
な
／
甘
美
さ
」や「
豊

富
さ
」
の
「
魅
惑
」
の
な
か
で
「
尾
羽
打
ち
枯
ら
」
す
こ
と
が
、
逆
説
的
に
社
会
主
義
に
適
合
的
な
「
純
血
度
」
を
計
る
尺

度
と
な
っ
て
い
る
。
言
う
ま
で
も
な
く
こ
の
尺
度
も
帰
国
と
い
う
「
答
え
」
が
も
た
ら
す
も
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
帰
国
す
る

か
ら
こ
そ
、
資
本
主
義
社
会
に
魅
惑
さ
れ
つ
つ
も
、
零
落
す
る
こ
と
が
価
値
あ
る
も
の
と
し
て
立
ち
現
わ
れ
て
く
る
の
で
あ

る
。
そ
の
た
め「
買
わ
れ
て
い
い
！
」は
、資
本
主
義
社
会
に
対
し
て
言
い
う
る
言
葉
で
あ
り
、「
そ
の
価
値
を
評
価
す
べ
き
だ
」

と
い
う
意
味
だ
け
で
な
く
、
交
換
価
値
と
し
て
、
文
字
ど
お
り
「
買
い
取
る
べ
き
だ
」
と
い
う
意
味
も
発
生
さ
せ
る
も
の
で

あ
る
。

　

し
た
が
っ
て
第
一
、
第
二
、
第
三
の
「
肱
を
張
る
」
こ
と
は
、
帰
国
に
よ
っ
て
「
逃
走
」「
模
造
」「
零
落
」
の
価
値
を
書

き
換
え
よ
う
と
す
る
点
に
お
い
て
同
様
な
も
の
で
あ
る
。
だ
が
帰
国
事
業
が
、
在
日
朝
鮮
人
と
い
う
「
余
計
者
」
の
厄
介
払

い
と
労
働
力
の
確
保
と
い
う
、
日
本
と
北
朝
鮮
の
思
惑
の
産
物
で
あ
る
な
ら
ば
、
帰
国
は
両
国
間
で
の
商
品
の
受
け
渡
し
と

い
う
側
面
を
帯
び
ざ
る
を
得
な
い
。
こ
こ
か
ら
「
肱
の
張
り
合
い
」
の
政
治
性
は
、
裏
で
成
立
し
て
し
ま
っ
て
い
る
合
意
の

も
と
、
表
面
上
対
立
し
て
い
る
と
こ
ろ
に
そ
の
本
質
を
求
め
る
こ
と
も
で
き
る
。
だ
が
も
う
一
方
で
、「
肱
の
張
り
合
い
」
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の
政
治
は
、
規
制
の
背
後
に
隠
さ
れ
る
、
留
ま
る
意
志
を
め
ぐ
っ
て
な
さ
れ
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
肱
を
張
る
「
俺
」
は
、

帰
国
の
意
思
を
確
認
さ
せ
る
た
め
に
、「
ド
ア
一
枚
の
／
関
門
」
の
前
に
立
ち
は
だ
か
る
。

　
　

た
か
が

　
　

ド
ア
一
枚
の

　
　

関
門
に

　
　

気
負
っ
た
意
志
が

　
　

量
ら
れ
て
た
ま
る
か
！

　
　

骨
っ
ぽ
い
家
門
の

　
　

伝
統
を
か
ざ
し

　
　

確
認
と
は

　
　

俺
の

　
　

鼓
動
の
こ
と
か
と

　
　

胸
を
は
だ
け
て

　
　

立
ち
は
だ
か
っ
た
。

　
　

し
ら
じ
ら
し
い

　
　

視
線
に

　
　

見
す
か
さ
れ
て

　
　

妙
に

　
　

胃
袋
が
ず
り
落
ち
て
ゆ
く
の
だ
。 

四
五
二
‐
三

「
胸
を
は
だ
け
て
」
は
計
算
さ
れ
て
用
い
ら
れ
て
い
る
。
審
査
官
た
ち
は
こ
こ
ま
で
発
話
を
し
て
い
な
い
が
、
そ
れ
は
彼
ら

の
目
が
、
前
章
で
み
た
「
彼
」
＝
「
犬
」
と
同
様
、「
俺
」
の
内
部
を
観
察
的
に
透
視
す
る
Ｘ
線
の
よ
う
に
働
い
て
い
る
か

ら
だ
。
引
用
は
し
な
か
っ
た
が
直
後
に
現
わ
れ
る
「
バ
リ
ュ
ー
ム
」
四
五
三

と
い
う
用
語
も
、
そ
の
よ
う
な
目
の
働
き
を
支
え

て
い
よ
う
。
つ
ま
り
「
胸
」
を
は
だ
け
さ
す
こ
と
は
、「
俺
」
に
と
っ
て
は
意
思
の
表
示
で
あ
っ
て
も
、「
連
中
」
に
と
っ
て

は
検
査
の
た
め
の
準
備
段
階
で
し
か
な
い
。「
胃
袋
」
も
レ
ン
ト
ゲ
ン
写
真
に
写
る
そ
れ
で
あ
る
。
ま
た
「
胃
袋
」
が
口
を
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通
し
た
食
べ
物
を
入
れ
る
容
器
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
自
己
の
「
空
洞
」
を
表
す
メ
タ
フ
ァ
ー
の
系
列
の
一
つ
と
な
ろ

う
。
い
わ
ば
「
空
洞
」
の
自
己
の
中
に
か
ら
っ
ぽ
の
「
胃
袋
」
が
あ
る
と
い
う
入
子
状
態
に
な
っ
て
い
る
た
め
、
意
思
確
認

は
困
難
と
な
っ
て
い
る
。

　
　

い
っ
せ
い
に

　
　

首
を
も
た
げ
る

　
　

審
査
官
。

　
　

ひ
た
か
く
し
の

　
　

俺
こ
そ
出
す
べ
き
だ
と

　
　

あ
ば
い
た
深
部
を
つ
き
つ
け
て
は

　
　

問
い
つ
め
て
く
る
。

　
　

だ
が
決
し
て

　
　

こ
れ
は
意
志
で
は
な
い
ん
だ
。 

四
五
四

「
審
査
官
」
た
ち
は
、「
ひ
た
か
く
し
の
俺
」
を
暴
こ
う
と
「
問
い
つ
め
て
く
る
」
も
の
の
、
こ
の
見
る
／
見
ら
れ
る
関
係
に

お
い
て
決
定
的
に
見
逃
さ
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
の
が
、「
意
志
」
で
あ
る
。
第
一
に
「
意
志
」
は
、
審
査
官
た
ち
が
「
首
を

も
た
げ
る
」
よ
う
に
、
レ
ン
ト
ゲ
ン
写
真
と
し
て
写
す
こ
と
が
で
き
な
い
も
の
と
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
第
二

に
「
決
し
て
こ
れ
は
意
志
で
は
な
い
ん
だ
」
と
あ
る
よ
う
に
、「
逃
走
」
‐
「
闘
争
」、「
模
造
」
‐
「
創
造
」、
零
落
‐
「
純

血
度
」
と
い
う
価
値
の
転
換
に
お
い
て
は
、「
意
志
」
は
見
い
だ
せ
な
い
も
の
と
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
た
め
「
ぼ

く
」
は
、審
査
官
同
様
、語
ら
な
い
者
で
あ
る
「
少
女
」
の
視
線
に
「
射
す
く
め
ら
れ
て
」、「
奴
が
気
負
い
た
つ
ほ
ど
」
の
「
ね

た
を
持
ち
合
わ
せ
て
い
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
」
こ
と
は
認
め
て
し
ま
う
四
五
七
‐
八

。
そ
れ
は
「
肱
を
張
る
」
と
い
う
、
そ
の

気
勢
の
裏
側
に
「
ま
が
い
も
の
の
／
あ
り
あ
ま
る
国
」
四
五
八

で
、「
損
な
わ
れ
る
」
四
五
八

も
の
や
「
不
足
」
四
五
九

は
な
い
と
い

う
自
己
の
実
質
が
意
識
さ
れ
て
し
ま
う
か
ら
で
あ
る
。

　
　

だ
か
ら
ぼ
く
は

　
　

ぜ
い
た
く
が
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き
ら
い
。

　
　

い
つ
も
す
ん
な
り

　
　

や
せ
っ
ち
ょ
だ
。

　
　

れ
ん
価
な
日
日
が

　
　

あ
れ
ば
こ
そ

　
　

身
上
の
変
わ
り
身
も

　
　

え
て
と
い
う
も
の
。

　
　
〔
…
…
〕

　
　

万
事
が
即
席
。

　
　

正
真
ぼ
く
に
不
足
は
な
か
っ
た
。
四
五
八
‐
九

「
資
本
主
義
に
／
尾
羽
打
ち
枯
ら
し
た
／
自
己
の
／
ゆ
る
が
ぬ
純
血
度
」
と
は
、
結
局
の
と
こ
ろ
「
身
上
の
変
わ
り
身
」
の

た
め
に
「
れ
ん
価
な
日
日
」
を
生
き
、「
や
せ
っ
ち
ょ
」
を
好
ん
で
選
択
す
る
こ
と
の
裏
返
し
た
も
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
不

足
が
な
い
こ
と
を
認
め
て
し
ま
う
こ
と
は
、
資
本
主
義
社
会
で
零
落
す
る
こ
と
を
価
値
あ
る
も
の
と
し
よ
う
と
す
る
こ
と
に

対
す
る
批
判
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
資
本
主
義
社
会
に
依
拠
す
る
こ
と
で
「
純
血
度
」
と
い
う
価
値
を
導
き
出
し
て
い
る
こ
と
、

逆
か
ら
言
え
ば
「
純
血
度
」
が
高
い
ほ
ど
、
資
本
主
義
社
会
を
支
え
て
し
ま
う
こ
と
へ
の
強
い
批
判
を
読
み
込
む
こ
と
も
で

き
よ
う
。
そ
の
た
め
「
純
血
度
」
の
高
さ
を
誇
示
す
る
「
あ
い
つ
」
の
方
が
、
逆
に
「
自
己
の
所
在
の
／
不
都
合
さ
に
／
装

う
日
日
を
病
」
四
五
九

む
と
さ
れ
る
。
北
へ
の
帰
国
も
「
寝
汗
の
悪
寒
に
お
び
え
た
あ
げ
く
の
／
く
に
に
行
き
つ
く
奴
の
門
出
」

四
六
〇

な
の
で
あ
る
。

　

だ
が
繰
り
返
せ
ば
、「
ね
た
を
持
ち
合
わ
せ
て
」
い
な
か
っ
た
こ
と
を
認
め
る
の
は
、「
模
造
」
‐
「
創
造
」
等
の
価
値
転

換
に
よ
っ
て
は
「
意
志
」
を
捉
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
価
値
転
換
と
い
う
観
点
か
ら
見
逃
さ
れ

て
し
ま
う
「
意
志
」
を
、
さ
し
あ
た
り
「
空
洞
」
と
し
て
の
「
意
志
」
と
名
付
け
て
お
き
た
い
。
そ
し
て
そ
れ
は
金
時
鐘
自

身
も
表
現
す
る
こ
と
に
困
難
を
覚
え
て
い
る
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。

　

ポ
ー
ル
・
リ
ク
ー
ル
は
『
意
志
的
な
も
の
と
非
意
志
的
な
も
の
』
に
お
い
て
、〈
意
志
的
な
も
の
（le Volontaire

）〉
を

主
に
決
意
、
企
投
、
動
機
に
分
節
し
て
い
る
。
決
意
は
、
私
の
能
力
の
う
ち
に
お
い
て
、
自
分
の
将
来
の
行
動
を
「
空
虚
に

指
示
す
る）

16
（

」。「
空
虚
に
指
示
す
る
」
と
は
、
実
際
の
行
為
と
は
異
っ
て
、
な
さ
れ
る
べ
き
行
動
を
思
念
に
お
い
て
指
示
す
る

（
16
）Paul Ricoeul Le volontaire et l'involonta

ire,Aubier,Editions M
ontaigne,1950

＝
滝

浦
他
訳
『
意
志
的
な
も
の
と
非
意
志
的
な
も
の 

Ⅰ
』、紀
伊
国
屋
書
店
、一
九
九
三
年
、七
四
頁
。
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こ
と
を
意
味
す
る
。
決
意
は
次
に
、
そ
の
意
欲
さ
れ
た
行
動
を
自
分
自
身
に
企
投
（projet

）
す
る
。
自
分
自
身
に
企
て
ら

れ
た
行
動
を
投
げ
か
け
る
こ
と
で
、
決
意
し
行
動
を
指
示
す
る
自
己
か
ら
、
実
際
に
行
動
す
る
者
と
し
て
の
自
己
が
現
わ
れ

て
く
る
。
つ
ま
り
決
意
は
、
な
さ
れ
る
べ
き
行
動
を
空
虚
に
指
示
し
、
そ
れ
を
自
分
に
企
投
す
る
こ
と
で
、
行
動
す
る
私
と

い
う
存
在
の
可
能
性
も
立
ち
上
が
ら
せ
る
の
で
あ
る
。
最
後
に
動
機
は
、
決
意
を
基
礎
づ
け
、
合
法
化
し
、
正
当
化
す
る
も

の
で
あ
る
。
そ
の
一
方
で
、
決
意
に
よ
っ
て
指
示
さ
れ
た
行
動
が
実
際
に
実
行
さ
れ
る
こ
と
で
、
動
機
自
身
も
正
当
化
さ
れ

る
。
そ
の
意
味
で
動
機
と
決
意
の
間
に
は
循
環
が
あ
る
。
以
上
の
概
念
構
成
に
お
い
て
、
思
念
に
お
い
て
行
動
を
指
示
す
る

決
意
は
、
そ
の
実
際
の
遂
行
を
伴
う
こ
と
に
よ
っ
て
「
本
来
的
決
意
」
と
な
る
と
さ
れ
る
。

　
　

決
意
を
本
来
的
決
意
と
す
る
の
は
、
行
動
（
な
い
し
運
動
）
の
能
力
な
い
し
力
倆

0

0

0

0

0

0

0

な
の
だ
〔
…
…
〕。
そ
し
て
実
際
に

　
　

わ
れ
わ
れ
は
能
力
を
遂
行
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
し
か
能
力
を
知
り
え
な
い
の
だ
か
ら
、
遂
行
こ
そ
が
能
力
そ
の
も
の
の

　
　

力
の
唯
一
の
基
準
な
の
で
あ
る）

17
（

。

こ
の
よ
う
に
「
実
行
だ
け
が
企
投
の
基
準
で
あ
り
、
試
練）

18
（

」
だ
と
さ
れ
る
た
め
、
実
際
の
行
為
と
結
び
つ
か
な
い
「
た
め
ら

い
（scrupule

）」
は
、「
意
志
作
用
の
堕
落
」
だ
と
さ
れ
る）

19
（

。
実
際
の
実
践
な
し
に
は
意
志
は
「
堕
落
」
し
た
も
の
と
な
る

と
す
る
そ
の
論
理
的
な
帰
結
と
し
て
、
行
動
す
る
私
と
い
う
存
在
の
可
能
性
も
実
行
な
し
に
は
、
ほ
ぼ
否
定
さ
れ
ざ
る
を
え

な
い
。
そ
し
て
言
う
ま
で
も
な
く
動
機
も
確
証
す
る
こ
と
が
不
可
能
と
な
る
。
つ
ま
り
行
動
な
し
に
は
、
決
意
も
、
行
動
す

る
私
も
、
そ
し
て
動
機
も
、
す
な
わ
ち
〈
意
志
的
な
も
の
〉
自
体
が
否
定
と
は
言
わ
な
い
ま
で
も
「
堕
落
」
と
み
な
さ
れ
て

し
ま
う
の
で
あ
る
。残
る
の
は
思
念
す
る
私
だ
け
で
あ
る
。で
は
こ
の
リ
ク
ー
ル
の
理
論
的
枠
組
み
を
参
照
す
る
な
ら
ば
、「
空

洞
」
と
し
て
の
「
意
志
」
は
ど
の
よ
う
に
位
置
づ
け
う
る
で
あ
ろ
う
か
。

　

作
品
に
お
い
て
こ
の
「
空
洞
」
と
し
て
の
「
意
志
」
は
、ま
ず
そ
の
見
分
け
が
た
さ
に
お
い
て
、「
連
中
」
の
一
人
で
あ
り
、

前
章
で
も
登
場
し
た
「
彼
」
＝
「
犬
」
に
よ
っ
て
、「
ど
う
せ
帰
り
ゃ
せ
ん
さ
」
四
五
四

「
せ
い
ぜ
い
確
か
め
て
も
ら
い
な
よ
」

四
五
五

と
、
否
定
形
に
よ
っ
て
指
示
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
対
し
て
「
ぼ
く
」
も
否
定
す
る
わ
け
で
は
な
い
。

　
　

こ
の
土
壇
場
で
う
ず
く
心
が
吐
い
た
も
の
を

　
　

ば
ら
す
と
は
！

　
　

な
ん
た
る
卑
劣
。

（
17
）
リ
ク
ー
ル
前
掲
書
、六
九
頁
。
強
調
リ
ク
ー

ル
。

（
18
）
リ
ク
ー
ル
前
掲
書
、
六
八
‐
九
頁
。

（
19
）
リ
ク
ー
ル
前
掲
書
、
一
四
三
頁
。
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ぼ
く
こ
そ

　
　

ま
ぎ
れ
も
な
い

　
　

北
の
直
系
だ
！ 

四
五
五

「
う
ず
く
心
が
吐
い
た
も
の

0

0

0

0

0

」
が
帰
国
し
な
い
と
い
う
行
為
の
選
択
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
そ
れ
と
「
う
ず
く
心

0

0

0

0

」
は
同
一

で
は
な
い
。「
う
ず
く
心
」
と
は
、
帰
国
と
留
ま
る
こ
と
の
間
で
生
じ
る
心
的
な
葛
藤
で
あ
る
だ
ろ
う
。
そ
の
意
味
で
「
う

ず
く
心
」
は
、
リ
ク
ー
ル
の
言
う
「
た
め
ら
い
」
に
近
く
、「
意
志
作
用
の
堕
落
」
と
見
な
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
だ
が
他

方
で
こ
の
「
う
ず
く
心
」
も
、
表
現
困
難
な
「
意
志
」
を
示
す
も
の
の
一
つ
と
な
っ
て
い
る
。
行
為
を
し
な
い
と
い
う
決
意

と
そ
の
遂
行
も
一
つ
の
行
動
で
は
あ
る
だ
ろ
う
。
だ
が
無
為
で
あ
る
こ
と
と
行
為
を
し
な
い
と
い
う
決
意
は
、
そ
の
区
別
の

つ
か
な
さ
に
お
い
て
、
よ
り
強
く
「
意
志
」
が
問
わ
れ
る
も
の
と
な
る
。
そ
こ
か
ら
す
れ
ば
金
時
鐘
の
「
意
志
」
は
、
あ
る

種
の
行
動
に
よ
っ
て
は
は
か
ら
れ
な
い
も
の

0

0

0

0

0

0

0

0

で
あ
る
。
よ
り
厳
密
に
は
、
社
会
一
般
に
価
値
あ
り
と
考
え
ら
れ
る
行
動
か
ら

す
れ
ば
、「
非
本
来
的
決
意
」
と
み
な
さ
れ
て
し
ま
う
「
行
為
」
を
伴
う
「
意
志
」
で
あ
る
。
そ
の
た
め
こ
の
帰
国
を
し
な

い
と
い
う
「
意
志
」
と
、「
ぼ
く
こ
そ
／
ま
ぎ
れ
も
な
い
／
北
の
直
系
だ
！
」
と
い
う
認
識
と
の
関
係
は
、
そ
の
間
に
留
ま

る
と
い
う
「
行
為
」
が
介
在
す
る
以
上
、
直
接
的
に
導
き
に
く
い
間
柄
に
あ
る
。
だ
が
留
ま
る
「
意
志
」
か
ら
そ
の
判
断
が

導
き
出
さ
れ
て
い
る
と
す
れ
ば
、そ
こ
に
働
く
論
理
に
お
い
て
こ
そ
、こ
の
「
意
志
」
と
は
何
か
も
規
定
し
う
る
と
思
わ
れ
る
。

　
「
ぼ
く
こ
そ
／
ま
ぎ
れ
も
な
い
／
北
の
直
系
だ
！
」
に
関
し
て
は
、
小
野
十
三
郎
と
細
見
和
之
が
そ
れ
ぞ
れ
見
解
を
述
べ

て
い
る
。
小
野
十
三
郎
は
『
新
潟
』
の
解
説
で
、
こ
の
作
品
を
「
殴
ら
れ
る
と
か
、
蹴
飛
ば
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
の
実
感
さ

え
そ
の
ま
ま
読
む
者
に
伝
わ
っ
て
く
る
ほ
ど
、
触
覚
や
嗅
覚
も
伴
な
っ
て
、
五
官
を
丸
出
し
に
し
た
人
間
が
、
作
品
の
上
で

行
動
し
て
」
い
る
と
評
し
て
い
る
。
そ
し
て
「
ぼ
く
こ
そ
〜
」
が
小
野
自
身
の
う
ち
に
印
象
深
く
留
ま
り
続
け
る
の
は
、
五

官
を
む
き
出
し
に
さ
せ
る
よ
う
な
『
新
潟
』
の
「
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
言
語
構
造
空
間
」
が
、「
人
間
の
希
望
を
か
き
立
て
る

み
な
も
と
を
、
ス
ト
レ
ー
ト

0

0

0

0

0

に
明
る
く
歌
っ
た
詩
」
を
生
ま
な
い
た
め
だ
か
ら
だ
と
指
摘
し
て
い
る
（
強
調
小
野
。
四
七
七

‐
八
）。
ま
た
細
見
和
之
は
、「
ぼ
く
こ
そ
〜
」
と
い
う
「
こ
の
痛
切
な
叫
び
こ
そ
が
、
こ
の
長
篇
詩
集
の
全
編
に
わ
た
っ
て

「
み
み
ず
」
の
メ
タ
モ
ル
フ
ォ
ー
ゼ
を
貫
い
て
い
る
「
声
」
で
あ
り
、『
新
潟
』
と
い
う
作
品
そ
れ
自
体
の
「
自
己
」
な
の
だ
、

と
ぼ
く
に
は
思
わ
れ
る
。」
と
述
べ
て
い
る）

20
（

。
細
見
の
指
摘
を
本
稿
の
文
脈
に
置
き
換
え
る
な
ら
ば
、「
ぼ
く
こ
そ
〜
」
と
い

う
叫
び
は
、『
新
潟
』
と
い
う
作
品
そ
れ
自
体
の
の
現
れ
だ
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
つ
ま
り
小
野
と
細
見
の
指
摘
か
ら
言
え

る
こ
と
は
、「
ぼ
く
こ
そ
〜
」
は
「
ぼ
く
」
だ
け
で
な
く
、『
新
潟
』
の
「
意
志
」
を
現
す
も
の
で
あ
り
、
ま
た
「
意
志
」
は

（
20
）
細
見
和
之「
金
時
鐘
詩
集『
新
潟
』論―

〈
和

解
の
政
治
学
〉
に
よ
せ
て
」、
二
一
三
頁
。
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身
体
的
な
も
の
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
ま
ず
こ
の
「
意
志
」
が
関
わ
る
こ
と
に
な
る
「
距
離
」
に
つ
い
て
見
て

お
き
た
い
。
小
野
が
述
べ
て
い
た
「
五
官
を
丸
出
し
」
に
す
る
こ
と
に
お
い
て
ス
ト
レ
ー
ト
で
あ
り
、
希
望
を
か
き
立
て
る

こ
と
に
お
い
て
非
ス
ト
レ
ー
ト
な
そ
の
「
言
語
構
造
空
間
」
が
生
む
「
意
志
」
は
、
あ
ら
か
じ
め
述
べ
て
お
く
な
ら
ば
、
時

間
的
空
間
的
な
距
離
に
関
わ
る
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
。

　
「
ぼ
く
」
は
「
北
の
直
系
だ
！
」
と
断
言
し
た
後
、
そ
の
証
明
を
「
入
江
の
祖
父
」
に
求
め
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

　
　

入
江
の
祖
父
に
聞
い
て
く
れ―

―

。

　
　
　

祖
父
？

　
　

い
ぶ
か
る
頤
に

　
　

髭
が
長
く
の
び
て
い
る
！

　
　

ぼ
く
で
す
！

　
　

宗
孫
の
時
鐘
で
す
！

　
　

叫
び
が

　
　

一
つ
の
形
を
と
っ
て
落
ち
て
く
る
瞬
間
が

　
　

こ
の
世
に
は
あ
る
。

　
　
　

わ
し
の
孫
な
ら
山
に
行
っ
た
よ
。

　
　
　
　

銃
を
と
っ
て
な―

…

　
　

冷
や
や
か
な

　
　

こ
の
一い

ち
べ
つ瞥

。

　
　

あ
あ

　
　

肉
身
に
す
ら

　
　

俺
の
生
成
の
闘
い
は
知
ら
ぬ
！

　
　

そ
の
祖
国
が

　
　

銃
の
と
れ
る

　
　

俺
の
た
め
に
必
要
な
ん
だ
！ 

四
五
五
‐
六
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「
ぼ
く
」
が
「
時
鐘
」
で
あ
る
と
さ
れ
る
唯
一
の
箇
所
で
あ
る
が
、
そ
の
こ
と
に
加
え
、「
わ
し
の
孫
な
ら
山
に
行
っ
た
よ
。

／
銃
を
と
っ
て
な―

…
」
と
言
わ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
こ
こ
で
済
州
島
四
・
三
事
件
の
、
パ
ル
チ
ザ
ン
た
ち
の
別

称
で
あ
る
「
山
部
隊
」
が
示
唆
さ
れ
て
い
る
と
見
て
間
違
い
な
い
。
だ
が
こ
こ
で
も
う
一
つ
念
頭
に
置
か
れ
て
い
る
の
は
、

許
南
麒
『
火
縄
銃
の
う
た
』（
一
九
五
一
年
、
青
木
書
店
）
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

　
『
火
縄
銃
の
う
た
』
は
、
祖
父
‐
父
‐
子
三
代
に
わ
た
り
、
一
八
九
四
年
の
甲
午
農
民
戦
争
、
一
九
一
九
年
の
三
・
一
万
歳

運
動
、
そ
し
て
四
五
年
ま
で
の
植
民
地
解
放
闘
争
と
そ
の
後
の
「
資
本
家
」
と
の
闘
争
、
と
い
う
よ
う
に
闘
う
男
達
の
姿
を
、

祖
母
の
視
点
か
ら
描
い
た
作
品
で
あ
る
。
タ
イ
ト
ル
に
も
あ
る
「
火
縄
銃
」
は
、
世
代
と
闘
争
の
記
憶
を
繋
ぐ
中
心
的
な
形

象
と
な
っ
て
い
る
。
長
篇
叙
事
詩
で
あ
る
こ
の
作
品
を
再
読
す
る
な
ら
ば
、
歴
史
教
科
書
の
よ
う
な
定
型
的
な
内
容
と
な
っ

て
お
り
、
詩
作
品
と
し
て
の
役
割
は
も
は
や
終
え
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

　

作
品
は
、
民
族
の
た
め
の
闘
い
の
準
備
の
た
め
に
、
先
祖
伝
来
の
「
火
縄
銃
」
を
孫
の
「
ジ
ョ
ヌ
」
が
磨
い
て
お
り
、
そ

れ
を
見
守
り
つ
つ
、
繰
り
返
し
呼
び
か
け
な
が
ら
（「
ジ
ョ
ヌ
ア
」）、
語
り
を
進
め
る
祖
母
と
い
う
構
図
が
基
本
と
な
っ
て

い
る
。

　
　

ジ
ョ
ヌ
ア
／
お
前
は　

い
ま
／
銃
を
磨
い
て
い
る
、
／
お
前
は　

い
ま
／
祖
父
の
着
物
と
／
父
と
母
の
着
物
の
切
れ
は

　
　

し
で
／
そ
の　

火
縄
銃
を
磨
い
て
い
る
、
／
ジ
ョ
ヌ
ア
／
お
前
は　

そ
れ
を
担
ぎ
／
ジ
ョ
ヌ
ア
／
お
前
は　

い
ま
／
お

　
　

前
の
祖
父
が
遺
し
た
最
後
の
形
見
、
／
お
前
の
父
が
唯
一
の
遺
産
、
／
そ
の　

も
ろ
も
ろ
の
思
い
出
ま
で
／
こ
の
祖
母

　
　

か
ら
取
上
げ
て
／
父
の
あ
と
を
追
お
う
と
す
る
、
／
祖
父
の
あ
と
を
追
お
う
と
す
る
、
／
お
前
の
父
が
行
っ
た
み
ち
／

　
　

お
前
の
祖
父
が
行
っ
た
み
ち
へ
／
お
前
も　

こ
の
祖
母
を
置
い
て
／
去
っ
て
行
こ
う
と
す
る
。
／
／
ジ
ョ
ヌ
ア
／
し
か

　
　

し　

こ
の
祖
母
は
／
そ
れ
を
止
め
ま
い
〔
…
…）

21
（

〕

『
火
縄
銃
の
う
た
』
で
は
、
闘
い
の
目
的
が
明
ら
か
過
ぎ
る
ほ
ど
明
確
に
な
っ
て
い
る
。
そ
の
明
確
さ
に
お
い
て
「
ジ
ョ
ヌ
」

は
、
父
か
ら
祖
父
へ
と
続
く
「
み
ち
」
を
踏
み
外
す
こ
と
な
く
追
っ
て
行
く
こ
と
に
な
る
。
こ
の
目
的
論
的
な
道
行
き
に
お

い
て
血
脈
が
保
証
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
そ
し
て
そ
れ
を
「
祖
母
」
に
よ
る
語
り
が
支
え
て
い
る
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。
そ
の

意
味
で
「
資
本
家
」「
悪
質
地
主
」「
売
国
奴）

22
（

」
と
闘
う
「
ジ
ョ
ヌ
」
は
、
紛
れ
も
な
く
「
北
の
直
系
」
と
見
な
さ
れ
る
存
在

で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、「
火
縄
銃
」
が
真
正
な
る

0

0

0

0

「
遺
産
」
で
あ
る
こ
と
は
自
明
視
さ
れ
て
い
る
（
こ

こ
か
ら
「
ジ
ョ
ヌ
」
自
身
が
「
遺
産
」
で
あ
る
と
い
う
読
み
も
可
能
で
あ
ろ
う
）。
そ
れ
に
対
し
「
時
鐘
」
の
場
合
、「
ぼ
く

（
21
）
許
南
麒
『
火
縄
銃
の
う
た
』、
四
‐
六
頁
。

引
用
は
一
九
五
二
年
の
青
木
文
庫
版
か
ら
。

（
22
）
以
上
の
三
つ
は
『
火
縄
銃
の
う
た
』、
九
頁

か
ら
。
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で
す
！
／
宗
孫
の
時
鐘
で
す
！
」
と
い
う
承
認
を
求
め
る
呼
び
か
け
が
、「
わ
し
の
孫
な
ら
山
に
行
っ
た
よ
。
／
銃
を
と
っ

て
な―
…
」
と
い
う
応
答
と
、「
冷
や
や
か
な
」「
一
瞥
」
に
よ
っ
て
す
れ
違
い
、
空
を
切
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
。
そ
の
結
果
、

血
脈
を
保
証
す
る
目
的
論
的
な
「
み
ち
」
か
ら
「
俺
」
は
外
れ
て
お
り
、
そ
の
た
め
に
「
肉
身
に
す
ら
／
俺
の
生
成
の
闘
い

は
知
ら
ぬ
！
」
と
い
う
事
態
が
生
じ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
「
俺
」
の
「
生
成
の
闘
い
」
は
、
保
証
さ
れ
た
「
み
ち
」
を
行

く
こ
と
、
誰
か
が
踏
み
残
し
た
そ
れ
を
た
ど
る
こ
と
と
は
異
な
る
行
為
と
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
。
そ
の
た
め
「
空
洞
」
と
し

て
の
「
意
志
」
が
必
要
と
す
る
「
変
革
」
は
、
道
と
そ
の
道
行
き
の
変
容
に
向
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
も
ち
ろ
ん
こ
の
こ

と
が
、「
海
に
か
か
る
／
橋
」「
地
底
を
つ
ら
ぬ
く
／
坑
道
」「
マ
ッ
ハ
の
空
間
の
道
」
と
い
う
〈
道
〉
と
結
び
つ
い
て
い
る

こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

　
　

ほ
ど
な
く
ぼ
く
は

　
　

稀
有
ガ
ス
の
消
え
た
ネ
オ
ン
に

　
　

馴
ら
さ
れ
た
光
の

　
　

か
ら
く
り
を
知
る
だ
ろ
う
。

　
　

瞳
が
い
か
に
た
し
か
な
も
の
で
も

　
　

日
日
に
う
と
く
多
く
を
変
え
る
。

　
　

記
念
碑
と
は

　
　

東
京
タ
ワ
ー
の
高
さ
で
あ
っ
た
り

　
　

そ
の
く
せ
青
空
は

　
　

引
き
倒
さ
れ
た
銅
像
の

　
　

割
ら
れ
た
額
に
だ
け
の
ぞ
い
て
い
た
り

　
　

遠
景
に
馴
れ
た
目
に

　
　

自
己
は
非
常
に
遠
い
も
の
と
な
っ
て
く
る
の
だ
。

　
　

ぼ
く
は
す
で
に

　
　

こ
の
距
離
を
知
ら
ぬ
。

　
　

奴
の
驕
っ
た

　
　

思
想
の
な
か
で
は
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す
べ
て
が

　
　

ズ
ー
ム
レ
ン
ズ
の

　
　

焦
点
の
う
ち
だ
。

　
　

居
な
が
ら
に
し
て

　
　

点
で
し
か
な
い

　
　

お
の
れ
自
身
を

　
　

自
己
風
景
の
た
た
ず
ま
い
の
な
か
で
追
っ
て
き
た
。 

四
六
〇
‐
二

「
ほ
ど
な
く
ぼ
く
は
／
〔
…
…
〕
ネ
オ
ン
に
馴
ら
さ
れ
た
光
の
／
か
ら
く
り
を
知
る
だ
ろ
う
。」
と
は
、
ネ
オ
ン
サ
イ
ン
が
空

洞
の
チ
ュ
ー
ブ
に
ガ
ス
を
注
入
し
て
多
様
な
色
を
発
色
さ
せ
て
い
る
の
だ
と
す
れ
ば
、
実
体
性
の
希
薄
な
ガ
ス
が
な
く
な
れ

ば
中
身
の
な
い
管
だ
け
が
残
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
実
質
と
外
見
両
方
に
視
線
が
向
け
ら
れ
て
い
る
わ
け
だ
が
、
こ

れ
は
過
度
な
宣
伝
に
よ
り
持
ち
上
げ
ら
れ
た
北
朝
鮮
へ
の
隠
れ
た
批
判
と
な
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
引
用
し
た
詩
行
に
お
い
て

は
、
こ
の
批
判
意
識
が
距
離
感
に
も
関
わ
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
距
離
の
具
体
化
さ
れ
た
も
の
と
し
て
取
上
げ
ら
れ
て

い
る
「
記
念
碑
」
は
、
近
く
に
は
「
東
京
タ
ワ
ー
」
が
あ
り
、
遠
く
に
は
「
引
き
倒
さ
れ
た
銅
像
」
が
あ
る
。
そ
し
て
そ
の

「
銅
像
」
の
割
れ
た
額
の
先
に
は
「
青
空
」
が
覗
い
て
い
る
。
こ
の
「
銅
像
」
は
、『
新
潟
』
が
書
か
れ
た
時
期
を
考
慮
す
る

な
ら
ば
、
一
九
五
六
年
一
〇
月
の
ハ
ン
ガ
リ
ー
革
命
の
時
に
倒
さ
れ
た
、
ブ
タ
ペ
ス
ト
の
ス
タ
ー
リ
ン
像
だ
と
考
え
て
よ
い

と
思
わ
れ
る
。
だ
と
す
る
な
ら
ば
こ
れ
も
、
ス
タ
ー
リ
ニ
ズ
ム
に
則
っ
て
国
家
を
運
営
す
る
北
朝
鮮
に
対
す
る
痛
烈
な
批
判

と
な
っ
て
い
よ
う
。
だ
が
こ
こ
で
重
要
な
こ
と
は
、
こ
の
批
判
対
象
に
向
け
ら
れ
る
距
離
観
の
不
安
定
さ
は
、
反
射
す
る
よ

う
に
自
分
を
自
分
自
身
か
ら
隔
た
せ
る
よ
う
に
不
安
定
化
さ
せ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
と
対
照
的
に
、
帰
国
す
る

こ
と
で
価
値
を
転
換
し
よ
う
と
す
る
「
奴
」
は
、「
ぼ
く
」
に
と
っ
て
批
判
の
対
象
で
あ
る
も
の
と
の
距
離
を
、
船
に
乗
る

こ
と
で
物
理
的
に
も
縮
め
て
い
く
ゆ
え
に
、「
す
べ
て
が
／
ズ
ー
ム
レ
ン
ズ
の
焦
点
の
う
ち
」
に
あ
る
。
そ
の
よ
う
に
距
離

を
取
っ
て
観
る
こ
と
が
で
き
な
い
た
め
に
、
近
視
眼
的
な
視
点
に
の
み
収
ま
る
価
値
秩
序
（「
自
己
風
景
」）
に
自
己
を
位
置

づ
け
て
い
く
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
「
ぼ
く
」
と
「
あ
い
つ
」
の
間
で
、
一
つ
の
距
離
が
近
く
ま
た
遠
い
と
い
う
よ
う
に
一
定
せ
ず
に
伸
縮
し
て

し
ま
う
た
め
に
、
距
離
そ
れ
自
体
が
問
い
に
付
さ
れ
る
結
果
と
な
っ
て
い
る
（「
ぼ
く
は
す
で
に
／
こ
の
距
離
を
知
ら
ぬ
」）。

作
品
に
お
い
て
は
、こ
の
不
安
定
化
す
る
距
離
を
問
い
、新
た
な
〈
道
〉
の
創
造
に
結
び
つ
け
る
た
め
の
方
法
が
、「
あ
い
つ
」
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を
徹
底
的
に
負
担
す
る
こ
と
だ
と
さ
れ
て
い
る
。

　
　

ぼ
く
が
ぼ
く
で
あ
る
こ
と
の

　
　

方
法
は
ひ
と
つ
。

　
　

生
涯
を

　
　

背
中
合
わ
せ
に

　
　

結
び
つ
き

　
　

思
い
あ
が
っ
た
奴
の

　
　

徹
底
し
た
負
担
が

　
　

ぼ
く
で
あ
る
こ
と
。

　
　

奴
よ
り
も
わ
ず
か
に

　
　

ぼ
く
が
重
く

　
　

か
が
ま
ね
ば

　
　

立
っ
て
も
お
れ
な
い
高
さ
に

　
　

が
ん
ば
っ
て
い
る
ぼ
く
が
居
り

　
　

人
の
半
分
の
労
働
で

　
　

倍
も
の
つ
か
れ
に
へ
ど
を
吐
か
せ
る

　
　

そ
ん
な
不
遜
さ
を
ぎ
っ
し
り
身
に
つ
け
る
こ
と
な
の
だ
。
四
六
二
‐
三

「
ぼ
く
」
が
「
ぼ
く
」
と
し
て
あ
る
た
め
の
唯
一
の
方
法
は
、背
反
す
る
価
値
観
に
依
拠
す
る
「
あ
い
つ
」
を
徹
底
し
て
「
負
担
」

す
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
負
担
を
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
こ
れ
ま
で
論
述
し
た
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
帰
国
に
よ
っ
て
安
易
に

「
逃
走
」
を
「
闘
争
」
へ
と
価
値
転
換
す
る
こ
と
で
は
な
い
。
そ
の
よ
う
に
「
奴
」
を
背
負
っ
て
か
が
む
こ
と
が
不
安
定
化

す
る
距
離
を
問
う
こ
と
に
な
る
の
だ
と
す
れ
ば
、
つ
ま
る
と
こ
ろ
そ
れ
は
、
留
ま
る
こ
と
に
お
い
て
価
値
を
転
換
し
て
い
く

と
い
う
こ
と
に
他
な
ら
な
い
。
こ
の
こ
と
は
、『
火
縄
銃
の
う
た
』
で
示
さ
れ
て
い
た
、「
ジ
ョ
ヌ
」
の
観
点
か
ら
は
祖
父
‐

父
‐
自
分
、「
祖
母
」
の
観
点
か
ら
は
夫
‐
子
‐
孫
と
い
う
、
系
譜
的
で
目
的
論
的
な
歴
史
観
と
、
そ
れ
を
補
強
す
る
男
性

と
女
性
の
調
和
的
な
関
係
が
保
証
す
る
「
み
ち
」
か
ら
は
逸
脱
し
て
い
る
。
そ
れ
の
み
な
ら
ず
、「
あ
い
つ
」
を
背
中
に
結
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び
つ
け
る
こ
と
は
、
そ
の
「
み
ち
」
を
行
く
こ
と
を
阻
止
す
る
「
不
遜
さ
」
を
身
に
つ
け
る
こ
と
に
も
な
っ
て
い
る
。
そ
の

よ
う
な
保
証
さ
れ
た
「
み
ち
」
か
ら
逸
脱
し
、
そ
し
て
帰
国
を
留
ま
（
ら
せ
）
る
こ
と
こ
そ
、「
空
洞
」
と
し
て
の
「
意
志
」

が
企
投
す
る
と
こ
ろ
の
行
動
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
「
空
洞
」
と
し
て
の
「
意
志
」
と
は
、
逸
脱
と
停
滞
と
い
う
行
為

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

を
決

意
す
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
た
め
こ
れ
は
、「
非
本
来
的
」
と
み
な
さ
れ
う
る
決
意
を
決
意
し
続
け
る
意
志
で
あ
る
。
そ
の

よ
う
に
逸
脱
と
停
滞
と
い
う
行
為
を
通
じ
て
価
値
の
転
換
を
図
る
と
い
う
条
件
に
お
い
て
、
日
本
に
留
ま
る
こ
と
か
ら
「
ぼ

く
こ
そ
／
ま
ぎ
れ
も
な
い
／
北
の
直
系
だ
！
」と
い
う
断
言
が
導
か
れ
て
い
る
。
で
あ
る
な
ら
ば「
北
の
直
系
だ
！
」の「
北
」

は
、
も
は
や
北
朝
鮮
だ
け
の
こ
と
を
指
し
は
し
な
い
だ
ろ
う
。

　

こ
の
「
意
志
」
は
、
逸
脱
と
停
滞
と
い
う
行
為
を
実
践
し
て
い
く
こ
と
で
、
大
き
く
二
つ
の
側
面
で
変
革
が
試
み
ら
れ
る

こ
と
に
な
る
。
一
つ
は
日
本
語
に
対
し
て
で
あ
り
、
も
う
一
つ
は
身
体
を
通
じ
て
の
時
間
的
空
間
的
な
距
離
に
対
し
て
で
あ

る
。
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
次
節
以
降
論
じ
て
い
き
た
い
。

　
　

第
二
節
．
「
蛹
」
と
日
本
語―

停
滞
と
「
日
本
語
へ
の
報
復
」
の
発
現

　

逸
脱
と
停
滞
と
い
う
行
為
が
言
語
に
及
ぼ
す
影
響
を
見
る
た
め
に
、「
蛹
」
と
い
う
形
象
を
分
析
し
て
い
き
た
い
。
も
ち

ろ
ん
『
新
潟
』
全
体
が
日
本
語
と
ぶ
つ
か
り
合
っ
て
い
る
。
だ
が
「
蛹
」
と
い
う
形
象
は
、「
意
志
」
を
直
接
的
に
体
現
す

る
形
象
と
な
っ
て
お
り
、
そ
れ
は
ま
た
金
時
鐘
の
言
う
「
日
本
語
へ
の
報
復
」
の
イ
メ
ー
ジ
と
し
て
も
働
い
て
い
る
。

　
「
蛹
」
と
い
う
語
が
現
れ
る
の
は
、
主
に
第
一
部
第
四
章
で
あ
る
。
第
四
章
の
前
半
部
で
は
、「
蛹
」
を
中
心
に
し
て
、
そ

の
周
り
に
「
霜
」、「
繭
」、「
蝶
」、「
蛾
」
と
い
っ
た
語
が
配
置
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
ら
は
ま
た
冬
、
春
、
夏
の
季
語

と
し
て
も
用
い
ら
れ
て
お
り
二
重
化
さ
れ
て
い
る
。
金
時
鐘
の
詩
を
「
時
間
の
脱
植
民
地
化
」
と
い
う
観
点
か
ら
読
め
る
と

し
た
鵜
飼
哲
は
、
そ
の
手
法
の
一
つ
に
季
語
へ
の
抵
抗
を
挙
げ
て
い
た
が
、「
蛹
」
に
お
い
て
も
そ
れ
が
複
雑
な
形
で
現
れ

て
い
る
。
ま
ず
冒
頭
の
部
分
を
引
用
す
る
。

　
　

霜
は

　
　

光
を
く
る
ん
で

　
　

冬
ご
も
る
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思
考
を

　
　

丸
く
す
る
。

　
　

う
っ
す
ら

　
　

西
陽
さ
す

　
　

か
い
こ
棚
に

　
　

し
た
た
る

　
　

桑
の
み
ど
り
を

　
　

夢
見
つ
づ
け
た

　
　

住
人
が

　
　

繭
と
な
っ
た
。

　
　

銀
糸
を

　
　

た
ば
ね

　
　

北
上
す
る

　
　

シ
ル
ク
・
ロ
ー
ド
を

　
　

枯
渇
し
た

　
　

繭
の

　
　

羊
水
の
中
で

　
　

敷
い
て
い
た
。

　
　

蛹
へ
の

　
　

停
滞
だ
け
が

　
　

彼
我
の
価
値
を

　
　

一
に
し
う
る
。
三
四
八-

九

「
霜
」
に
よ
る
「
思
考
」
の
球
体
化
と
、「
住
人
」
の
丸
み
を
帯
び
た
「
繭
」
へ
の
変
身
は
、
球
体
の
イ
メ
ー
ジ
に
よ
っ
て
連

続
性
を
感
じ
さ
せ
る
。
し
か
し
こ
の
柔
ら
か
な
イ
メ
ー
ジ
と
は
裏
腹
に
、
こ
の
変
身
に
お
い
て
は
、
あ
る
断
絶
と
隔
絶
が
暗

示
さ
れ
て
い
る
。「
霜
」
は
冬
の
季
語
で
あ
り
、「
繭
」
は
夏
の
季
語
で
あ
る
が
、「
霜
」
に
よ
っ
て
「
繭
」
へ
変
身
す
る
こ
と
は
、
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季
節
の
流
れ
か
ら
す
れ
ば
冬
か
ら
春
を
飛
び
越
え
て
夏
へ
昇
華
す
る
こ
と
で
あ
る
。
だ
か
ら
「
住
人
」
は
、
春
の
季
語
で
も

あ
る
「
桑
」
を
「
夢
見
」
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。「
繭
」
に
と
っ
て
春
は
、
い
つ
で
も
遠
く
に
あ
る
も
の
と
さ
れ
て
い
る

の
で
あ
る
（「
春
は
遠
い
。」
三
五
一

）。
そ
の
た
め
「
霜
」
と
い
う
膜
に
覆
わ
れ
る
こ
と
で
外
部
と
隔
絶
し
て
い
る
「
繭
」
に
と
っ

て
、「
い
つ
も
／
春
は
／
外
で
だ
け
／
は
じ
け
て
」
三
五
三

お
り
、
夏
は
「
繭
」
の
内
だ
け
で
の
季
節
と
な
っ
て
い
る
。

　

詩
句
に
お
い
て
は
、次
に
「
繭
」
か
ら
そ
の
中
に
い
る
「
蛹
」（「
蛹
」
も
夏
の
季
語
で
あ
る
）
へ
視
点
が
移
動
し
て
い
る
。

引
用
に
は
、「
蛹
へ
の
／
停
滞
だ
け
が
／
彼
我
の
価
値
を
／
一
に
し
う
る
」
と
あ
っ
た
が
、「
彼
我
」
と
い
う
と
こ
ろ
に
「
あ

い
つ
」
と
「
ぼ
く
」
が
示
唆
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
で
あ
る
な
ら
ば
「
停
滞
」
が
「
価
値
を
／
一
つ
に
」
す

る
と
は
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。

　
「
蛹
」
も
「
繭
」
の
中
に
い
る
が
ゆ
え
に
、「
春
」
か
ら
常
に
遠
く
あ
る
。
そ
の
た
め
「
蛹
」
は
、春
の
季
語
で
も
あ
る
「
蝶
」

に
な
る
こ
と
が
で
き
な
い
も
の
と
し
て
描
か
れ
る
。
こ
の
季
節
の
断
絶
に
よ
っ
て
「
蛹
」
は
、「
蝶
」
で
は
な
く
、
似
て
は

い
る
が
異
な
る
も
の
で
あ
り
、夏
の
季
語
で
も
あ
る
「
蛾
」
と
し
て
孵
化
し
て
し
ま
う
歪
さ
を
抱
え
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

そ
の
部
分
を
引
用
す
る
と
、

　
　

保
証
さ
れ
た

　
　

熱
量
の
な
か
で

　
　

ぼ
く
自
身
が

　
　

甦
っ
た
と
し
よ
う
。

　
　

い
ま
わ
し
い

　
　

翅
の

　
　

代
償
に

　
　

万
も
の
分
身
を

　
　

産
み
つ
け

　
　

百
花
繚
乱
の

　
　

歓
喜
へ

　
　

ま
ざ
り
こ
む
。

　
　
〔
…
…
〕
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蜜
を

　
　

た
く
わ
え
る
で
な
く

　
　

た
だ

　
　

蝶
で
あ
り
う
る

　
　

証
の
た
め
に
の
み

　
　

舞
い
狂
う

　
　

蛾
の

　
　

映
像
。
三
五
一
‐
三

「
保
証
さ
れ
た
／
熱
量
の
な
か
で
／
ぼ
く
自
身
が
／
甦
っ
た
と
し
よ
う
」と
は
、冬
か
ら
夏
に
一
息
に
移
行
す
る
の
で
は
な
く
、

春
と
い
う
時
間
が
保
証
さ
れ
、
そ
の
与
え
ら
れ
た
時
間
内
で
正
常
に
孵
化
す
る
こ
と
の
仮
定
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
誰
に
、
何

に
よ
っ
て
保
証
さ
れ
る
の
か
、
春
が
保
証
さ
れ
る
と
は
い
か
な
る
こ
と
か
は
問
わ
れ
る
べ
き
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
こ
こ
で

は
、「
蛹
へ
の
停
滞
」
を
論
じ
る
に
あ
た
っ
て
、「
蝶
」
と
「
蛾
」
の
関
係
に
も
う
少
し
立
ち
入
っ
て
お
き
た
い
。

　

春
の
季
語
「
蝶
」
と
夏
の
季
語
「
蛾
」
の
関
係
は
、
春
と
夏
の
関
係
と
言
い
換
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
と
は
い
え
仮
定
さ

れ
た
孵
化
が
、「
蝶
」
で
は
な
く
、「
舞
い
狂
う
蛾
の
映
像
」
と
し
て
「
蛹
」
の
中
で
現
出
し
て
い
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
そ

の
関
係
は
確
立
し
た
項
同
士
の
関
係
と
い
う
よ
り
も
、
孵
化
す
る
以
前
に
起
き
る
、
重
な
り
な
が
ら
も
完
全
に
重
な
り
合
う

こ
と
が
な
い
類
似
的
関
係
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
よ
う
に
「
蛾
」
が
「
蝶
」
の
よ
う
に
、
夏
が
春
の
よ
う
に
攪
乱
さ
れ
る
の

で
あ
れ
ば
、
孵
化
す
る
以
前
の
「
蛹
」
の
状
態
で
「
停
滞
」
す
る
と
は
、「
蝶
」
と
「
蛾
」
を
、
す
な
わ
ち
春
と
夏
を
こ
の

空
間
内
で
混
濁
さ
せ
つ
つ
、
未
分
化
の
ま
ま
一
に
保
ち
つ
づ
け
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
そ
の
意
味
で
「
停
滞
」
は
、
正

常
な
時
間
の
円
環
的
な
流
れ
（
冬
‐
春
‐
夏
…
…
）
に
対
し
、
時
間
の
異
常
化
を
引
き
起
こ
し
、
そ
れ
に
よ
り
「
彼
我
の
価

値
」
を
一
つ
に
す
る
行
為
と
な
っ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
「
停
滞
」
と
は
単
な
る
滞
り
で
は
な
く
、「
停
滞
」
す
る
「
意
志
」

の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
を
踏
ま
え
る
な
ら
ば
、本
章
の
最
初
で
引
用
し
た
「
銀
糸
を
／
た
ば
ね
／
北
上
す
る
／
シ
ル
ク
・

ロ
ー
ド
…
…
」
と
は
、
こ
の
「
停
滞
」
に
よ
る
新
た
な
時
間
形
成
の
〈
道
〉
を
暗
示
し
て
い
る
。

　

そ
の
よ
う
な
「
停
滞
」
状
態
に
あ
る
「
蛹
」
＝
「
ぼ
く
」
は
、「
原
形
」、「
塑
像
」
と
し
て
、次
の
よ
う
に
表
現
さ
れ
て
い
る
。

　
　

に
ぶ
い
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乳
色
の

　
　

残
光
に
く
る
ま
れ
て

　
　

ぼ
く
は
考
え
る
。

　
　

古
代
エ
ジ
プ
ト
の

　
　

立
像
の
よ
う
に

　
　

永
劫

　
　

原
形
で
し
か
な
い
で
あ
ろ
う

　
　

自
己
に
つ
い
て

　
　

そ
の
塑
像
の

　
　

歪
つ
さ
に

　
　

お
び
え
る
。
三
五
三
‐
四

「
塑
像
」
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
か
ら
す
れ
ば
、「
蛹
」
の
未
分
性
も
多
義
の
包
摂
と
い
う
よ
り
、
存
在
の
在
り
よ
う
の
未
分
化
な

状
態
を
示
し
て
い
よ
う
。
引
用
で
は
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
ニ
ュ
ア
ン
ス
で
描
か
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
ま
で
論
じ
て
き
た
こ
と
を
踏

ま
え
れ
ば
、
未
分
化
と
は
、
い
か
よ
う
に
も
変
身
可
能
で
も
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
点
に
お
い
て
「
蛹
」
は
、
正

常
な
時
間
の
観
念
や
正
常
な
日
本
語
に
も
回
収
不
可
能
な
昆
虫
と
し
て
、
言
語
体
系
の
縁
に
位
置
付
け
ら
れ
て
い
た
「
み
み

ず
」
と
強
い
連
関
性
を
持
っ
て
い
る
。
そ
の
た
め
未
分
化
な
状
態
に
と
ど
ま
り
続
け
る
こ
と
は
、
差
異
に
よ
っ
て
織
り
上
げ

ら
れ
る
言
語
体
系
を
揺
る
が
し
続
け
る
可
能
性
を
持
ち
う
る
も
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
「
蛹
」
‐
「
塑
像
」
‐
「
み
み
ず
」
は
、

そ
の
自
在
さ
に
お
い
て
、
季
語
だ
け
で
な
く
、
差
異
の
体
系
全
体
を
自
己
の
う
ち
に
取
り
込
ん
で
い
き
、
異
化
さ
せ
う
る
昆

虫
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
で
第
一
部
第
四
章
で
現
れ
る
「
蛹
」
と
「
女
」
の
関
係
は
、
見
逃
す
こ
と
の
で
き
な
い
も
の
で
あ
る
。
第
一
部
第

四
章
で
は
、「
女
」
と
「
妻
」
と
い
う
二
人
の
女
性
が
現
わ
れ
る
。
こ
こ
で
は
「
女
」
あ
る
い
は
「
夫
人
」
に
着
目
し
た
い
。

「
女
」
は
、
池
で
飼
っ
て
い
る
「
緋
鯉
」
の
餌
と
す
る
た
め
に
、「
蛹
」
を
「
か
ら
揚
げ
」
に
し
、
そ
し
て
す
り
つ
ぶ
す
者
と

し
て
登
場
す
る
。

　
　

か
ら
揚
げ
に
し
た
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蛹
の

　
　

大
群
を

　
　

小
脇
に
し
て

　
　

夫
人
は

　
　

艶
然
と

　
　

笑
っ
た
。

　
　

春
は
遠
い
の
よ
。

　
　

す
け
る
よ
う
な

　
　

指
先
に

　
　

か
ら
ま
れ
て

　
　

蛹
の
つ
ぶ
が

　
　

他
愛
も
な
く

　
　

午
後
の

　
　

陽
だ
ま
り
に

　
　

す
り
つ
ぶ
さ
れ
る
。
三
五
〇
‐
一

「
緋
鯉
」
の
餌
と
な
る
「
か
ら
揚
げ
」
と
は
、
こ
こ
ま
で
論
じ
た
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、「
蛹
」
の
未
分
化
な
「
原
形
」
が
も
つ

自
在
さ
が
破
壊
さ
れ
、
食
わ
れ
る
こ
と
で
正
常
な
交
換
に
強
制
的
に
組
み
込
こ
ま
れ
る
こ
と
を
指
す
。

　

そ
の
よ
う
な
「
蛹
」（
た
ち
）
を
す
り
つ
ぶ
す
「
夫
人
」
は
、
い
わ
ば
決
定
不
可
能
性
を
排
除
し
、
非
人
称
化
の
シ
ス
テ

ム
に
組
み
込
む
存
在
と
な
っ
て
い
る
。
も
う
一
方
で
、
こ
の
組
み
込
み
に
お
い
て
「
夫
人
」
は
、「
蛹
」
を
孵
化
さ
せ
る
役

割
も
果
た
す
こ
と
に
な
る
。
第
一
部
第
四
章
の
中
で
発
話
と
し
て
表
現
さ
れ
て
い
る
部
分
を
順
に
並
べ
る
な
ら
ば
、「
春
は

遠
い
の
よ
」
三
五
〇

、「
あ
な
た
が
孵
る
に
は
／
ま
だ
間
が
あ
る
わ
。」
三
五
三

、「
ま
だ
殻
を
か
ぶ
っ
て
る
の
?!
」
三
五
五

と
な
っ
て

お
り
、「
蛹
」
が
徐
々
に
孵
化
に
向
か
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
さ
ら
に
こ
れ
ら
一
連
の
発
話
は
、「
蛹
」
の
外
で
の
み
な

さ
れ
て
お
り
、「
ぼ
く
」
も
、「
蛹
」
か
ら
「
女
」
に
孵
え
し
て
も
ら
う
時
に
発
話
を
行
っ
て
い
る
（「
ぼ
く
を
孵
せ
る
の
は

／
あ
な
た
だ
け
で
す
！
」）。
そ
こ
か
ら
「
女
」
は
言
語
運
用
を
つ
か
さ
ど
る
象
徴
と
し
て
も
あ
る
と
読
む
こ
と
が
で
き
る
。

以
上
の
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、「
女
」
と
は
日
本
語
の
比
喩
と
見
な
し
う
る
も
の
で
も
あ
る）

23
（

。
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前
章
に
お
い
て
、
異
状
な
「
日
本
語
」
が
正
常
な
日
本
語
と
う
ま
く
交
換
で
き
た
と
き
は
、
そ
の
異
質
さ
が
抑
圧
さ
れ
て

し
ま
い
、
他
方
で
交
換
が
失
敗
す
る
な
ら
ば
、
そ
の
異
状
さ
は
正
常
さ
を
補
強
す
る
よ
う
に
働
く
と
い
う
ア
ポ
リ
ア
に
つ
い

て
述
べ
た
。
こ
の
こ
と
と
「
蛹
」
と
「
女
」
の
分
析
を
踏
ま
え
、
こ
の
ア
ポ
リ
ア
が
「
蛹
」
の
側
か
ら
ど
の
よ
う
に
克
服
さ

れ
よ
う
と
し
て
い
る
か
を
論
じ
て
い
き
た
い
。「
蛹
」
は
ど
の
よ
う
に
「
女
」
に
抵
抗
す
る
こ
と
で
、
ア
ポ
リ
ア
を
乗
り
越

え
よ
う
と
す
る
の
か
。
逆
説
的
な
こ
と
で
あ
る
が
、
抵
抗
は
、「
蛹
」
が
「
女
」
と
の
主
従
関
係
を
耐
え
抜
く
こ
と
で
な
さ

れ
る
。
そ
れ
は
一
方
で
「
女
」
に
孵
化
し
て
も
ら
う
こ
と
で
あ
る
。

　
　

ぼ
く
を
孵
せ
る
の
は
／
あ
な
た
だ
け
で
す
！

　
　
〔
…
…
〕

　
　

正
体
を

　
　

さ
ら
し
て

　
　

白
日
に

　
　

お
ど
り
出
た
の
だ
！

　
　

ま
あ
！
同
類
だ
わ
！

　
　

未
分
化
の

　
　

軟
体
物
を

　
　

放
り
あ
げ

　
　

虚
空
に
屈
折
す
る

　
　

原
色
の

　
　

翅
。
三
五
六
‐
七

こ
の
こ
と
が
抵
抗
と
な
る
の
は
、「
蛹
」
が
未
分
性
、
決
定
不
可
能
性
を
保
持
し
た
ま
ま
（「
未
分
化
の
軟
体
物
」、「
原
色
の

翅
」）
孵
化
す
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
は
「
女
」
＝
日
本
語
に
翻
訳
さ
れ
る
が
ま
ま
に
あ
り
つ
つ
も
、
翻
訳
不
可
能
に
留
ま

る
こ
と
で
あ
る
。
言
い
換
え
れ
ば
偽
装
的
な
「
日
本
語
」
の
ま
ま
日
本
語
の
差
異
の
シ
ス
テ
ム
に
自
ら
を
組
み
込
み
、
一
義

的
な
意
味
の
確
定
や
純
粋
な
発
話
の
実
現
を
妨
げ
る
こ
と
で
あ
る
。「
ま
あ
！
同
類
だ
わ
！
」
は
、
孵
化
し
た
「
ぼ
く
」
が
、

「
蛾
」
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、「
蝶
」
と
み
な
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
は
ま
さ
し
く
成
功
し
た
「
擬
態
」
で
あ
ろ
う
。
こ

（
23
）
ち
な
み
に
こ
の
「
夫
人
」
は
、
新
潟
の
地

に
伝
わ
る
「
奴ぬ

な
が
わ

奈
川
姫
」
伝
説
か
ら
生
み
出
さ

れ
て
い
る
可
能
性
も
あ
る
。『
古
事
記
』
に
も

登
場
す
る
こ
の
奴
奈
川
姫
は
、
翡
翠
を
身
に
つ

け
霊
力
を
も
っ
て
、
現
在
の
糸
魚
川
市
近
辺
で

あ
っ
た「
越
の
国
」を
治
め
て
い
た
と
い
う
。『
万

葉
集
』
巻
十
三
で
は
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い

る
。「
渟ぬ

な
が
わ

名
川
の
底
な
る
玉　

求
め
て　

得
し

玉
か
も　

拾
い
て　

得
し
玉
か
も　

惜
あ
た
ら

し
き
君

が
老
ゆ
ら
く　

惜
し
も
」。「
玉
」
は
「
翡
翠
」

だ
と
言
わ
れ
て
い
る
。
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の
「
擬
態
」
が
抵
抗
と
な
る
の
は
、
具
体
的
に
は
、
例
え
ば
次
の
よ
う
な
詩
に
対
し
て
で
あ
る
。

　
　

蟲
け
ら
の
聲
／
地
の
底
に
消
え
／
生
け
る
も
の
／
す
べ
て
言
葉
少す

く

な
と
な
り
／
冬
ま
さ
に
来
た
ら
ん
と
す
／
／
か
か
る

　
　

と
き
／
遠
く
戦
場
を
駆
け
め
ぐ
り
て
／
蝶
は
帰
り
来
た
る
／
さ
れ
ど
蝶
は
語
ら
ず
／
す
べ
て
の
も
の
を
見
た
ら
ん
に
／

　
　

／
わ
が
こ
こ
ろ
の
中
の
／
生
と
死
／
は
げ
し
く
も
／
お
な
じ
ひ
と
す
ぢ
の
／
光
り
求
め
つ
つ
／
／
行
け
／
わ
が
大
い
な

　
　

る
幻
の
蝶
よ
／
再
び
か
の
遥
か
な
る
戦
場
の
空
へ
／
弾
丸
の
唸
る
さ
な
か
に
あ
り
て
／
汝
の
胸
を
ふ
る
は
せ
よ）

24
（

昭
和
一
七
（
一
九
四
二
）
年
の
詩
集
に
収
め
ら
れ
た
壺
井
繁
治
の
こ
の
詩
に
お
い
て
、「
蝶
」
は
両
義
的
で
あ
る
。
一
方
で
、

戦
争
の
惨
状
を
わ
ず
か
に
伝
え
る
形
象
と
い
う
役
割
を
「
蝶
」
は
果
た
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
し
か
し
他
方
で
、

三
、五
、七
音
を
基
本
に
し
た
伝
統
的
な
リ
ズ
ム
と
、「
遥
か
な
る
戦
場
の
空
」
の
よ
う
な
定
型
化
さ
れ
た
美
的
イ
メ
ー
ジ
と

が
結
び
つ
く
こ
と
で
、「
蝶
」
は
兵
士
の
儚
い
命
の
隠
喩
と
も
な
っ
て
い
る
。
と
も
あ
れ
、「
蝶
」
は
そ
の
よ
う
に
両
義
的
で

あ
る
ゆ
え
に
、
こ
の
詩
が
戦
争
協
力
詩
と
し
て
機
能
し
た
こ
と
は
疑
い
な
い
。
そ
れ
に
対
し
て
金
時
鐘
の
「
蛾
」
は
、
美
し

き
「
蝶
」
の
イ
メ
ー
ジ
を
異
化
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

　

ま
た
他
方
で
、
孵
化
さ
れ
な
か
っ
た
と
し
て
も
、
こ
の
不
純
さ
は
「
す
べ
て
の
飼
わ
れ
る
も
の
」（
例
え
ば
「
緋
鯉
」）
に

そ
の
決
定
不
可
能
性
の
影
響
を
波
及
さ
せ
、
差
異
に
よ
る
送
り
返
し
の
構
造
を
揺
る
が
す
こ
と
で
、
言
語
体
系
を
丸
ご
と
転

倒
さ
せ
る
可
能
性
と
も
な
り
う
る
。
だ
か
ら
こ
そ
「
ぼ
く
」
は
、
同
じ
く
飼
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
「
緋
鯉
」
に
食
わ
れ
る
、

「
蛹
」
と
し
て
の
「
命
運
」
を
拒
否
し
な
い
と
さ
れ
て
い
る
。
む
し
ろ
そ
の
「
命
運
」
を
逆
手
に
取
る
こ
と
で
、「
ぼ
く
」
は

自
ら
の
再
生
を
賭
け
て
い
く
。

　
　

蛹
の
命
運
を

　
　

拒
否
す
る
こ
と
が

　
　

少
な
く
と
も

　
　

緋
鯉
を
憎
み
き
る
こ
と
と

　
　

同
義
語
で
あ
っ
て
は
な
る
ま
い
。

　
　

す
べ
て
の

　
　

飼
わ
れ
る
も
の
と
の

（
24
）
壺
井
繁
治
『
壺
井
繁
治
詩
集
』、
青
磁
社
、

昭
和
一
七
（
一
九
四
二
）
年
。
引
用
は
中
野
重

治
編
『
日
本
現
代
詩
体
系　

第
八
巻
』、
河
出

書
房
、
昭
和
二
六
（
一
九
五
一
）
年
、
一
六
八

頁
か
ら
。



222

　
　

連
帯
に
徹
す
る

　
　

背
徳
こ
そ

　
　

望
ま
し
い
の
だ
。

　
　

そ
う
！

　
　

あ
の
女
自
身
を

　
　

飼
い
き
ろ
う
！

　
　

忍
従
の

　
　

極
地
が
お
り
な
す

　
　

主
従
関
係
の

　
　

倒
錯
を

　
　

よ
も
や

　
　

知
る
ま
い
。

　
　

完
全
に

　
　

女
が

　
　

ぼ
く
を
支
配
す
る
と
き

　
　

は
じ
め
て

　
　

主
人
で
あ
り
う
る

　
　

ぼ
く
の
日
が

　
　

約
束
さ
れ
る
。

　
　
〔
…
…
〕

　
　

緋
鯉
よ

　
　

お
前
に
喰
わ
れ
る
な
ど

　
　

背
徳
で
は
な
い
！ 

三
五
四
‐
七

こ
の
忍
従
と
し
て
の
抵
抗
は
、竹
内
好
の
議
論
と
通
底
す
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
竹
内
は
「
中
国
の
近
代
と
日
本
の
近
代
」

で
、「
ド
レ
イ
は
、
自
分
が
ド
レ
イ
で
あ
る
と
い
う
意
識
を
拒
む
も
の
だ
。
か
れ
は
自
分
が
ド
レ
イ
で
な
い
と
思
う
と
き
に
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真
の
ド
レ
イ
で
あ
る
。
ド
レ
イ
は
、
か
れ
み
ず
か
ら
が
ド
レ
イ
の
主
人
に
な
っ
た
と
き
に
十
全
の
ド
レ
イ
性
を
発
揮
す
る
。」

と
述
べ
て
い
る）

25
（

。
そ
こ
か
ら
竹
内
は
、「
ド
レ
イ
が
、
ド
レ
イ
で
あ
る
こ
と
を
拒
否
し
、
同
時
に
解
放
の
幻
想
を
拒
否
す
る

こ
と
、
自
分
が
ド
レ
イ
で
あ
る
と
い
う
自
覚
を
抱
い
て
ド
レ
イ
で
あ
る
こ
と
、
そ
れ
が
「
人
生
で
い
ち
ば
ん
苦
痛
な
」
夢
か

ら
さ
め
た
状
態
で
あ
る
」
と
論
じ
て
い
る）

26
（

。
両
者
に
共
通
す
る
の
は
、自
己
を
「
自
己
」（
こ
の
場
合
「
蛹
」
や
「
ド
レ
イ
」）

と
す
る
状
況
を
引
き
受
け
、
そ
の
「
自
己
」
自
体
を
変
化
さ
せ
て
い
く
こ
と
で
、
自
ら
が
置
か
れ
た
状
況
を
根
幹
か
ら
覆
そ

う
と
思
考
す
る
点
に
あ
る
。
だ
か
ら
梁
石
日
が
次
の
よ
う
に
述
べ
た
の
は
、正
し
か
っ
た
の
だ
と
言
え
る
。「〔
…
…
〕『
新
潟
』

は
、
自
己
解
体
と
自
己
再
生
を
賭
し
て
日
本
語
の
喩
の
世
界
を
奪
い
、
解
体
し
、
言
葉
の
武
器
と
し
て
つ
き
つ
け
再
生
さ
れ

る）
27
（

。」。
だ
が
こ
の
こ
と
は
「
み
み
ず
」
と
同
様
に
、常
に
危
険
と
隣
り
合
わ
せ
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、「
蛹
」
が
歪
な
「
塑
像
」

か
ら
脱
し
、
そ
れ
が
「
蝶
」
の
よ
う
な
「
蛾
」
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
消
極
的
差
異
の
シ
ス
テ
ム
に
組
み
こ
ま
れ
る
こ
と
は
、

自
己
を
常
に
「
抹
殺
」
す
る
危
険
に
さ
ら
す
こ
と
だ
か
ら
で
あ
る
（「
う
ご
め
く
闇
の
／
自
己
が
／
自
己
で
な
か
っ
た
か
の

よ
う
に
／
自
己
が
／
喰
い
破
る
／
現
実
で
す
ら
／
与
え
ら
れ
た
／
自
己
抹
殺
へ
の
／
糧
食
で
し
か
な
い
。」
三
四
九
‐
五
〇

）。
し

か
し
そ
の
よ
う
な
危
険
を
冒
し
て
で
も
変
身
に
賭
け
ら
れ
て
い
た
も
の
は
、
こ
の
日
本
語
そ
の
も
の
の
内
側
か
ら
の
全
面
的

な
転
倒
の
試
み
な
の
で
あ
る
。

　

こ
の
「
意
志
」
に
よ
る
実
践
は
、
金
時
鐘
が
後
に
「
日
本
語
へ
の
報
復
」
と
呼
ぶ
思
想
な
い
し
方
法
論
を
具
体
化
し
た
も

の
と
な
っ
て
い
る
。「
日
本
語
へ
の
報
復
」は
、金
時
鐘
の
思
想
に
お
い
て
中
心
的
な
位
置
を
占
め
る
も
の
で
あ
り
、エ
ッ
セ
ー

な
ど
で
度
々
語
ら
れ
て
い
る
。
次
の
箇
所
を
引
用
し
て
お
き
た
い
。

　
　

あ
く
せ
く
身
に
つ
け
た
せ
ち
が
ら
い
日
本
語
の
我
執
を
ど
う
す
れ
ば
削
ぎ
落
と
せ
る
か
。
訥
々
し
い
日
本
語
に
あ
く
ま

　
　

で
も
徹
し
、
練
達
な
日
本
語
に
狎
れ
あ
わ
な
い
自
分
で
あ
る
こ
と
。
そ
れ
が
私
の
抱
え
る
日
本
語
へ
の
、
私
の
報
復
で

　
　

す
。〔
…
…
〕
日
本
に
狎
れ
あ
っ
た
自
分
へ
の
報
復
が
、
行
き
着
く
と
こ
ろ
日
本
語
の
間
口
を
多
少
と
も
広
げ
、
日
本

　
　

語
に
な
い
言
語
機
能
を
私
は
持
ち
込
め
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
の
時
、
私
の
報
復
は
成
し
と
げ
ら
れ
る
と
思
っ
て
い

　
　

ま
す）

28
（

。

読
ま
れ
る
と
お
り
こ
の
「
報
復
」
は
、植
民
地
期
に
皇
国
少
年
と
し
て
「
得
意
な
日
本
語
の
少
年）

29
（

」
で
あ
っ
た
こ
の
詩
人
の
、

彼
自
身
の
身
体
に
刻
み
込
ま
れ
た
言
葉
に
対
す
る
批
判
的
対
象
化
、
及
び
詩
作
を
通
じ
た
異
化
行
為
で
あ
る
。

　

金
時
鐘
に
「
報
復
」
と
い
う
観
念
を
芽
生
え
さ
せ
た
の
は
、
第
四
章
で
見
た
と
お
り
、「
故
郷
に
復
讐
す
る
つ
も
り
だ
」

（
25
）

竹
内
好
「
中
国
の
近
代
と
日
本
の
近

代
」、『
日
本
と
ア
ジ
ア
』、
ち
く
ま
学
芸
文
庫
、

一
九
九
三
年
、
四
三
頁
。
初
出
は
、
東
京
大
学

東
洋
文
化
研
究
所
編
『
東
洋
文
化
講
座
』
第
三

巻
、
一
九
四
八
年
、
白
日
書
房
。

（
26
）
竹
内
前
掲
論
文
、
四
一
頁
。

（
27
）
梁
石
日
前
掲
書
、
一
八
一
頁
。

（
28
）
金
時
鐘
「
私
の
中
の
日
本
と
日
本
語
」、『
金

時
鐘
の
詩　

も
う
一
つ
の
日
本
語
』（
も
ず
工

房
、
二
〇
〇
〇
年
）
所
収
、
二
一
四
頁
。

（
29
）
金
時
鐘
前
掲
書
、
二
二
頁
。
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と
い
う
命
題
を
含
む
小
野
十
三
郎
の
『
詩
論）

30
（

』
で
あ
り
、
時
期
的
に
は
日
本
に
逃
れ
て
き
た
直
後
の
一
九
四
九
年
頃
だ
と
思

わ
れ
る
。
本
研
究
第
五
章
で
言
及
し
た
よ
う
に
、『
新
潟
』
以
前
に
も
、
例
え
ば
「
長
屋
の
掟
」
な
ど
で
も
日
本
語
に
対
す

る
批
判
意
識
は
現
わ
れ
て
い
た
。
だ
が
先
の
引
用
に
「
訥
々
し
い
日
本
語
に
あ
く
ま
で
も
徹
し
」
と
あ
っ
た
よ
う
に
、
異
質

な
「
日
本
語
」
に
留
ま
り
続
け
、
日
本
語
の
内
側
か
ら
異
化
し
て
い
こ
う
と
す
る
方
法
論
が
実
現
す
る
の
は
、「
蛹
」
に
象

徴
的
に
現
れ
て
い
た
よ
う
に
、『
新
潟
』
に
お
い
て
で
あ
る)31

(

。

　

と
も
あ
れ
こ
の
よ
う
に
「
蛹
」
は
、「
日
本
語
へ
の
報
復
」
の
イ
メ
ー
ジ
と
し
て
機
能
し
て
い
る
。
そ
し
て
こ
の
「
蛹
」

を
通
じ
て
、
言
語
の
内
側
か
ら
作
用
す
る
イ
メ
ー
ジ
が
与
え
ら
れ
て
い
る
。
で
は
次
に
、「
意
志
」
が
身
体
を
通
じ
て
距
離

に
も
た
ら
す
変
容
を
見
て
い
き
た
い
。

　
　

第
三
節
．
身
体
に
よ
る
距
離
へ
の
問
い
か
け
と
世
界
の
開
示

三
‐
一
．
吹
田
・
枚
方
事
件

　

吹
田
・
枚
方
事
件
は
、
金
時
鐘
に
よ
れ
ば
『
新
潟
』
を
書
か
せ
る
バ
ネ
と
な
っ
た
事
件
で
あ
る）

32
（

。
吹
田
・
枚
方
事
件
と

は
、
軍
事
基
地
粉
砕
、
軍
需
輸
送
粉
砕
等
の
日
共
大
阪
府
委
員
会
の
決
議
の
も
と
、
朝
鮮
戦
争
二
周
年
目
の
一
九
五
二
年
六

月
二
四
日
、
日
本
か
ら
朝
鮮
半
島
に
持
ち
込
ま
れ
る
爆
弾
（「
親
子
爆
弾
」）
の
輸
送
を
阻
止
す
る
た
め
に
行
わ
れ
た
反
戦
デ

モ
と
吹
田
操
車
場
で
の
警
察
官
と
の
衝
突
（
吹
田
事
件
）、
そ
し
て
旧
陸
軍
造
兵
廠
大
阪
工
廠
で
の
兵
器
製
造
再
開
阻
止
の

た
め
の
ダ
イ
ナ
マ
イ
ト
爆
破
事
件
（
枚
方
事
件
）
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
事
件
に
よ
っ
て
警
察
官
十
数
名
が
負
傷
し
、
ま
た

一
千
数
百
名
が
参
加
し
た
と
い
う
デ
モ
隊
の
多
く
の
者
が
拘
束
さ
れ
、そ
し
て
起
訴
さ
れ
た
。金
時
鐘
が
こ
の
事
件
に
関
わ
っ

て
い
た
こ
と
、そ
し
て
そ
れ
が
詩
作
品
で
も
暗
に
描
か
れ
て
い
た
こ
と
は
す
で
に
触
れ
た
。こ
の
こ
と
は
以
前
か
ら
エ
ッ
セ
ー

で
述
べ
ら
れ
て
い
た
も
の
の
、
公
の
場
で
詳
細
に
語
ら
れ
た
の
は
、
二
〇
〇
二
年
六
月
に
行
わ
れ
た
「
吹
田
事
件
」
五
〇
周

年
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
講
演
に
お
い
て
で
あ
る
。

　
『
新
潟
』の
第
一
部
第
三
章
は
、こ
の
吹
田
事
件
を
扱
っ
た
も
の
で
あ
る
。
と
は
い
え
、そ
の
中
で
固
有
名
詞
は「
吹
田
被
告
」

三
四
三

だ
け
で
あ
り
、
そ
れ
に
対
す
る
自
註
は
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

（
30
）

小
野
十
三
郎
『
詩
論
』
真
善
美
社
、

一
九
四
七
年
。

（
31
）
倉
橋
健
一
「
朝
鮮
語
の
中
の
日
本
語―

金

時
鐘
に
触
れ
つ
つ
」、『
未
了
性
と
し
て
の
人
間
』

（
椎
の
実
書
房
、
一
九
七
五
年
）
所
収
。

　

こ
の
「
日
本
語
へ
の
報
復
」
を
中
心
に
論
じ

た
重
要
な
も
の
に
、
倉
橋
健
一
「
朝
鮮
語
の
中

の
日
本
語―

金
時
鐘
に
触
れ
つ
つ
」
が
あ
る
。

こ
の
論
は
一
九
七
二
年
に
書
か
れ
て
お
り
、『
新

潟
』へ
の
早
い
段
階
で
の
応
答
と
な
っ
て
い
る
。

　

倉
橋
は
そ
の
中
で
、「
日
本
語
を
ま
る
ご
と

喩
と
し
て
投
射
し
よ
う
と
」
す
る
の
が
「
報
復
」

で
は
な
い
か
と
述
べ
て
い
る（
同
書
、二
四
頁
）。

敷
衍
す
れ
ば
こ
れ
は
、「
規
範
的
な
言
語
」
と

し
て
の
「
闊
達
な
日
本
語
」
が
構
成
す
る
「
現

実
性
の
幅
」
に
、「
不
完
全
な
日
本
語
」
と
し

て
の
「
独
自
な
言
語
」
が
産
出
す
る
「
幻
想
性
」

の
領
域
を
対
置
す
る
行
為
、
と
し
て
「
報
復
」

が
掴
ま
れ
て
い
る
こ
と
を
意
味
す
る
（
以
上
の

括
弧
内
は
、「
独
自
の
言
語
」
以
外
、
倉
橋
の

も
の
。「
独
自
の
言
語
」
は
金
時
鐘
が
金
嬉
老

裁
判
の
と
き
述
べ
た
も
の
。）。
つ
ま
り
「
喩
と

し
て
投
射
」
す
る
と
は
、
自
明
と
み
な
さ
れ
る

現
実
を
、
非
自
然
的
な
も
の
へ
の
変
換
す
る
こ

と
で
あ
る
。
現
実
性
と
幻
想
性
と
い
う
区
別
は

図
式
的
過
ぎ
る
し
、
金
時
鐘
の
詩
的
言
語
が
幻

想
性
の
領
域
を
対
置
す
る
と
い
う
判
断
に
対
し

て
は
留
保
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
だ
が
、
日
本
語

ま
る
ご
と
喩
化
す
る
こ
と
が
「
報
復
」
だ
と
指

摘
し
え
た
の
は
慧
眼
で
あ
ろ
う
。

（
32
）
金
時
鐘
「
吹
田
事
件
・
わ
が
青
春
の
と
き
」、

『
わ
が
生
と
詩
』、
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
四
年
、

一
二
八
頁
。
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吹
田
被
告
＝
一
九
五
二
年
六
月
二
五
日
、
朝
鮮
戦
争
と
ア
メ
リ
カ
軍
の
軍
需
物
資
輸
送
に
反
対
す
る
デ
モ
隊
が
、
警
官

　
　

隊
と
衝
突
し
た
吹
田
事
件
被
告
を
指
す
。
事
件
発
生
後
一
〇
年
を
経
て
、
一
九
六
八
年
に
結
審
を
み
た
が
、
今
日
な
お

　
　

五
人
は
上
告
、
係
争
中
で
あ
る
。
長
期
裁
判
の
た
め
被
告
団
の
ほ
と
ん
ど
が
灰
色
の
青
春
を
送
り
、
な
か
に
は
自
殺
し

　
　

た
者
ま
で
が
い
る
。)33

(

三
七
一

簡
素
で
あ
る
と
い
え
ば
簡
素
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
だ
か
ら
と
い
っ
て
吹
田
事
件
に
関
す
る
詩
で
あ
る
こ
と
が
、
わ
か
ら
な

い
わ
け
で
は
な
い
。
し
か
し
二
〇
〇
二
年
に
行
わ
れ
た
講
演
に
よ
っ
て
、
事
実
確
認
的
に
詩
を
読
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

な
っ
た
こ
と
は
、
詩
の
分
析
を
進
め
て
い
く
う
え
で
貴
重
な
出
来
事
で
あ
っ
た
。
本
研
究
も
こ
の
金
時
鐘
の
講
演
や
、
近
年

現
わ
れ
た
西
村
秀
樹
の
ル
ポ
ル
タ
ー
ジ
ュ
、
脇
田
憲
一
の
研
究）

34
（

を
主
に
参
照
し
つ
つ
、
詩
の
分
析
を
行
っ
て
い
く
。

　

詩
に
お
け
る
固
有
名
の
少
な
さ
は
、
そ
の
内
容
の
抽
象
度
が
高
く
観
念
的
で
あ
る
か
ら
で
は
な
く
、
生
々
し
い
ほ
ど
の
身

体
的
・
生
理
的
な
レ
ベ
ル
で
の
表
現
が
追
求
さ
れ
て
い
る
た
め
で
あ
る
。
こ
の
点
に
第
一
部
第
三
章
の
本
質
も
あ
る
。
関
連

す
る
こ
と
と
し
て
、
金
時
鐘
は
四
・
三
事
件
に
関
す
る
金
石
範
と
の
対
談
に
お
い
て
、
言
葉
と
記
憶
の
関
係
に
つ
い
て
述
べ

て
い
る
個
所
を
引
用
し
て
お
き
た
い
。

　
　

言
葉
と
い
う
の
は
圧
倒
す
る
事
実
の
前
で
は
ま
っ
た
く
の
無
力
な
も
の
で
す
。
言
葉
が
文
字
と
し
て
出
る
の
も
、
記
憶

　
　

が
熱
い
う
ち
は
、
な
か
な
か
言
葉
に
な
ら
な
い
ん
で
す
よ
ね
。
冷
め
る
の
を
待
た
な
く
ち
ゃ
な
ら
な
い
よ
う
な
、
そ
う

　
　

い
う
ジ
レ
ン
マ
に
ず
っ
と
陥
り
ま
す）

35
（

。

こ
の
発
言
は
四
・
三
事
件
の
記
憶
に
つ
い
て
言
わ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
吹
田
事
件
を
扱
っ
た
第
一
部
第
三
章
に
も
妥
当
す

る
と
思
わ
れ
る
。
つ
ま
り
、
お
そ
ら
く
一
九
五
〇
年
代
末
に
こ
の
章
を
書
い
た
時
点
で
は
、
記
憶
を
客
観
的
に
見
据
え
な
が

ら
表
現
を
生
み
出
し
て
い
く
と
い
う
よ
り
も
、「
熱
い
記
憶
」
が
身
体
に
ど
の
よ
う
に
刻
み
込
ま
れ
て
い
る
か
に
焦
点
を
当

て
て
詩
作
し
た
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
固
有
名
詞
の
少
な
さ
や
、
簡
潔
な
自
註
に
よ
る
補
足
は
、
記
憶
が
熱
か
っ
た

こ
と
の
現
わ
れ
で
も
あ
ろ
う
。
そ
の
た
め
以
下
の
分
析
に
お
い
て
も
、
歴
史
的
事
実
と
詩
を
つ
き
合
わ
せ
る
こ
と
は
、
そ
の

身
体
的
・
生
理
的
レ
ベ
ル
で
の
表
現
の
追
求
の
意
味
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
行
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
あ
ら
か
じ
め
述
べ

て
お
く
な
ら
ば
、
身
体
的
・
生
理
的
な
表
現
の
追
及
は
、
自
分
自
身
を
拠
り
所
に
し
て
多
様
な
距
離
を
捉
え
な
お
す
た
め
の

も
の
で
あ
る
と
と
も
に
、
そ
れ
を
通
じ
て
世
界
を
総
体
的
に
把
握
し
よ
う
と
す
る
た
め
の
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
を

（
33
）
少
な
く
と
も
一
九
六
一
年
に
作
品
が
完
成

し
て
い
た
と
す
れ
ば
、
浅
見
洋
子
が
指
摘
す
る

よ
う
に
、
こ
の
自
註
は
後
か
ら
付
け
加
え
ら
れ

た
も
の
で
あ
ろ
う
。
浅
見
洋
子
「『
長
篇
詩
集 

新
潟
』
注
釈
の
試
み
」、『
論
潮
』、
創
刊
号
、

論
潮
の
会
、
二
〇
〇
八
年
、
一
三
八
頁
。

（
34
）
西
村
秀
樹
『
大
阪
で
闘
っ
た
朝
鮮
戦
争―

吹
田
枚
方
事
件
の
青
春
群
像
』、
岩
波
書
店
、

二
〇
〇
四
年
。
脇
田
憲
一『
朝
鮮
戦
争
と
吹
田
・

枚
方
事
件
』、
明
石
書
店
、
二
〇
〇
四
年
。

（
35
）

金
時
鐘
、
金
石
範
『
な
ぜ
書
き
つ
づ
け

て
き
た
か 

な
ぜ
沈
黙
し
て
き
た
か―

―

済
州

島
四･

三
事
件
の
記
憶
と
文
学
』
平
凡
社
、

二
〇
〇
一
年
、
一
八
〇
頁
。
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踏
ま
え
て
分
析
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

三
‐
二
．
排
泄
と
身
体

　

ま
ず
第
一
部
第
三
章
の
冒
頭
を
引
用
す
る
。

　
　

隊
伍
の

　
　

端
と

　
　

端
と
で

　
　

ぼ
く
ら
が

　
　

一
つ
の

　
　

隊
伍
で
あ
る
と
き
。

　
　

や
た
ら
に

　
　

先
ば
し
る

　
　

あ
い
つ
と

　
　

遅
れ
が
ち
な

　
　

ぼ
く
と
の

　
　

調
整
が

　
　

同
質
の

　
　

必
要
度
に

　
　

織
り
こ
ま
れ
て
あ
る
こ
と
は

　
　

お
ど
ろ
き
で
あ
る
。
三
三
五
‐
六

事
実
確
認
的
に
は
、「
隊
伍
」
と
は
、
吹
田
事
件
で
金
時
鐘
が
加
わ
っ
た
デ
モ
隊
を
指
し
て
い
る
。
そ
の
デ
モ
隊
は
、
蛍
ヶ

池
近
く
の
米
軍
施
設
か
ら
出
発
し
、
待
兼
山
を
越
え
、
吹
田
操
車
場
に
向
か
う
も
の
で
あ
っ
た
。
当
時
金
時
鐘
は
日
本
共
産

党
の
方
針
の
下
、
大
阪
中
西
地
区
で
民
族
学
校
を
再
建
す
る
立
場
に
あ
っ
た
。
こ
の
地
区
組
織
は
活
発
に
学
校
再
建
を
行
っ

て
お
り
、
ま
た
規
模
も
大
き
か
っ
た
た
め
「
隊
伍
」
の
最
後
尾
に
配
置
さ
れ
る
こ
と
が
決
ま
っ
て
い
た
。
金
時
鐘
も
最
後
尾
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に
い
た
。
デ
モ
隊
の
先
頭
に
は
、
吹
田
事
件
で
拘
束
さ
れ
、
騒
擾
罪
で
起
訴
さ
れ
た
後
に
無
罪
と
な
る
、
民
主
愛
国
青
年
同

盟
大
阪
府
委
員
長
（
当
時
）
で
朝
鮮
人
側
の
指
揮
者
で
あ
っ
た
夫ぷ

徳と
く

秀す

と
、
日
共
府
党
軍
事
委
員
長
で
日
本
人
側
の
指
揮
者

で
あ
っ
た
三
帰
省
吾
が
い
た）

36
（

。

　

し
か
し
指
摘
す
る
ま
で
も
な
く
、
引
用
に
現
れ
て
い
る
「
あ
い
つ
」
と
「
ぼ
く
」
の
関
係
は
、
こ
こ
で
は
内
面
的
に
も
存

在
論
的
に
も
自
己
分
裂
し
て
い
る
こ
と
を
示
す
よ
う
に
描
か
れ
て
い
る
。
こ
の
点
に
関
し
て
は
、
金
時
鐘
の
次
の
発
言
が
参

考
に
な
ろ
う
。
す
で
に
第
五
章
で
触
れ
た
よ
う
に
、
金
時
鐘
は
吹
田
事
件
後
、
ア
ジ
ト
を
点
々
と
移
動
す
る
こ
と
に
な
る
。

　
　

お
か
し
な
も
の
で
し
て
ね
。
人
間
と
い
う
も
の
は
、
自
分
と
一
緒
に
動
い
て
い
る
メ
ン
バ
ー
が
ほ
と
ん
ど
捕
ま
っ
て
い

　
　

き
ま
す
と
、自
分
が
捕
ま
ら
な
い
の
が
後
ろ
め
た
く
な
る
ん
で
す
よ
。〔
…
…
〕
捕
ま
え
て
く
れ
ん
か
な
と
い
つ
も
思
っ

　
　

た
り
す
る
。
潜
ん
ど
る
と
、
と
て
も
退
屈
す
る
ん
で
す
ね
。〔
…
…
〕
や
た
ら
と
別
人
格
の
も
う
一
人
の
ぼ
く
だ
け
は

　
　

い
つ
も
元
気
で
ね
。
潜
む
っ
て
い
う
の
は
ほ
ん
と
に
容
易
じ
ゃ
な
い
。
何
で
あ
れ
だ
け
煩
悩
が
い
き
り
た
つ
の
か
分
か

　
　

ら
な
い）

37
（

。

こ
の
発
言
に
も
あ
る
と
お
り
、「
あ
い
つ
」
と
「
ぼ
く
」
の
関
係
は
、一
方
で
、運
動
の
、ひ
い
て
は
民
族
の
先
頭
を
走
る
者
と
、

そ
こ
か
ら
遅
れ
が
ち
な
者
と
の
関
係
で
あ
る
。
だ
が
も
う
一
方
で
民
族
の
先
頭
で
あ
り
た
い
と
す
る
意
識
と
、
そ
こ
か
ら
落

伍
し
て
し
ま
う
実
存
と
の
関
係
で
も
あ
る
。
そ
の
た
め
詩
の
中
の
「
同
質
の
必
要
度
」
と
は
、
実
際
的
に
も
、
意
識
の
上
で

も
民
族
的
で
あ
る
こ
と
と
、
そ
の
こ
と
と
自
己
と
の
適
合
性
の
度
合
い
を
意
味
し
て
い
よ
う
。

　

そ
の
適
合
の
た
め
の
「
調
整
」
が
、「
同
質
」
性
を
保
持
す
る
た
め
に
織
り
込
ま
れ
て
あ
る
こ
と
が
「
お
ど
ろ
き
」
だ
と

し
て
い
る
が
、そ
れ
は
民
族
的
な
同
質
性
と
実
存
と
の
落
差
が
感
受
さ
れ
て
い
る
た
め
で
あ
る
。
民
族
的
で
あ
る
た
め
の「
同

質
」
性
が
求
め
ら
れ
れ
ば
求
め
ら
れ
る
ほ
ど
、
そ
こ
か
ら
こ
ぼ
れ
落
ち
て
し
ま
う
者
は
、
そ
の
こ
と
を
身
体
を
通
じ
て
受

苦
的
に
強
く
意
識
す
る
こ
と
に
な
る
。
直
前
の
引
用
に
お
い
て
、
落
差
を
感
受
さ
せ
、
身
体
を
意
識
さ
せ
る
の
は
、「
煩
悩
」

と
い
う
感
覚
で
あ
る
が
、詩
に
お
い
て
は
「
脱
糞
」
と
い
う
、生
理
的
な
現
象
を
強
く
伴
う
行
為
が
そ
れ
を
引
き
受
け
て
い
る
。

　
　

あ
い
つ
が

　
　

身
軽
い
の
は

　
　

す
で
に

（
36
）
金
時
鐘
「
吹
田
事
件
・
わ
が
青
春
の
と
き
」、

一
二
二
頁
参
照
。

（
37
）
金
時
鐘
「
吹
田
事
件
・
わ
が
青
春
の
と
き
」、

一
三
〇
頁
。
傍
点
引
用
者
。
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脱
糞
を
お
え
た
か
ら
だ
。

　
　

本
町
の

　
　

角
を

　
　

よ
ぎ
っ
た
と
こ
ろ
で

　
　

待
ち
伏
せ
た

　
　

ポ
リ
ス
に

　
　

突
然

　
　

点
火
さ
れ
た

　
　

あ
い
つ
が

　
　

南
門
通
り
の

　
　

急
坂
を

　
　

一
気
に
上
昇
し
た
も
の
の

　
　

噴
射
口
は

　
　

大
腸
の
中
途
の
分
ま
で

　
　

落
と
し
て
し
ま
っ
て
い
た
。

　
　

爾
来

　
　

彼
は
腸
カ
タ
ル
で
あ
る
。

　
　

故
に

　
　

急
ぐ
必
要
が
あ
る
の
で
あ
る
。

　
　

一
つ
の
目
的
地
に

　
　

行
き
つ
け
る

　
　

過
程
は

　
　

通
し
て

　
　

た
れ
る
心
配
が

　
　

存
在
し
て
い
る
。

　
　

あ
い
つ
の
懸
念
が
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ぼ
く
に
は
わ
か
ら
ぬ
の
で
は
な
い
。

　
　

た
だ
不
幸
な
こ
と
に

　
　

ぼ
く
の
も
よ
お
し
が

　
　

日
本
の
ポ
リ
ス
と
の

　
　

し
か
も

　
　

同
じ
装
束
の

　
　

敵
と
の

　
　

対
峙
の
な
か
で

　
　

想
起
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。 
三
三
六
‐
八

「
あ
い
つ
」
が
「
脱
糞
」
を
終
え
て
い
る
の
は
、
待
ち
伏
せ
し
て
い
た
警
察
に
追
わ
れ
、
も
ら
し
て
し
ま
っ
た
か
ら
だ
と
い

う
こ
と
が
読
み
取
れ
る
。
そ
れ
が
そ
の
身
を
軽
く
し
、
ま
た
足
を
速
め
さ
せ
て
い
る
。
そ
れ
に
対
し
「
ぼ
く
」
は
、「
日
本

の
ポ
リ
ス
」
と
の
対
峙
の
中
で
「
も
よ
お
し
」
が
「
想
起
」
さ
れ
て
い
る
が
、「
脱
糞
」
に
は
至
っ
て
い
な
い
。「
ぼ
く
」
が

対
峙
す
る
「
日
本
の
ポ
リ
ス
」
と
い
う
個
所
に
注
目
し
て
お
く
な
ら
ば
、「
あ
い
つ
」
を
待
ち
伏
せ
た
「
ポ
リ
ス
」
は
、「
同

じ
装
束
」
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
日
本
の
そ
れ
で
は
な
い
。
こ
れ
に
関
連
し
て
金
時
鐘
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　
　
〔
私
は
〕
何
か
緊
張
す
る
と
下
痢
を
起
こ
す
。
そ
の
下
痢
の
原
因
は
二
年
後
に
分
か
っ
た
ん
で
す
が
、
事
の
始
ま
り
は

　
　

四
・
三
事
件
の
折
、
警
官
に
追
わ
れ
て
、
路
地
を
走
り
抜
け
る
と
き
、
漏
ら
し
ま
し
た
。
そ
れ
以
来
、
何
か
、
極
度
の

　
　

緊
張
に
陥
る
と
、
お
な
か
の
具
合
が
よ
く
な
ら
な
い）

38
（

。

「
二
年
後
に
分
か
っ
た
」
と
い
う
の
は
、
第
五
章
で
述
べ
た
よ
う
に
、
一
九
五
四
年
に
二
年
半
に
わ
た
り
入
院
し
た
事
実
を

指
す
。
そ
し
て
こ
こ
で
言
わ
れ
て
い
る
の
は
、
こ
の
「
腸
カ
タ
ル
」
の
原
因
が
、
四
・
三
事
件
に
関
連
し
た
も
の
だ
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。
こ
の
引
用
な
し
に
は
読
み
取
り
困
難
な
こ
と
は
、「
あ
い
つ
」
と
「
ぼ
く
」
は
、
日
本
と
い
う
場
に
お
い
て

だ
け
の
自
己
分
裂
的
な
関
係
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
つ
ま
り
一
九
四
八
年
の
四
・
三
事
件
に
パ
ル
チ
ザ
ン
と
し
て

参
与
し
た
「
あ
い
つ
」
と
、
一
九
五
二
年
六
月
の
吹
田
事
件
に
関
わ
っ
た
「
ぼ
く
」
と
い
う
、
朝
鮮
と
日
本
の
空
間
的
距
離

に
留
ま
ら
な
い
、
歴
史
的
な
間
隙
も
そ
の
関
係
に
持
ち
込
ま
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
「
ぼ
く
」
に
は
、
民
族
運

（
38
）
金
時
鐘
「
吹
田
事
件
・
わ
が
青
春
の
と
き
」、

一
二
七
頁
。
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動
の
先
頭
と
そ
こ
か
ら
の
落
伍
、
民
族
的
意
識
と
実
存
、
日
本
と
朝
鮮
と
い
う
空
間
的
隔
た
り
、
そ
し
て
歴
史
的
時
間
の
相

違
と
い
っ
た
多
く
の
亀
裂
が
走
っ
て
い
る
。
そ
の
た
め
「
一
つ
の
目
的
地
」
と
は
、
民
族
的
同
質
性
と
実
存
の
重
な
り
だ
け

で
な
く
、
空
間
的
・
時
間
的
隔
た
り
も
含
め
て
の
目
指
す
べ
き
場
所
を
指
し
て
い
る
。
そ
れ
は
す
で
に
〈
道
〉
に
関
し
て
論

じ
た
よ
う
に
、「
人
間
の
尊
厳
と
／
知
恵
の
和
が
／
が
っ
ち
り
組
み
こ
ま
れ
た
／
歴
史
」
と
し
て
の
「
ぼ
く
ら
の
道
」
三
〇
七

を
歩
む
こ
と
で
辿
り
着
け
る
場
所
で
あ
ろ
う
。

　

そ
の
よ
う
な
「
ぼ
く
」
と
、
分
裂
し
た
自
己
と
し
て
の
「
あ
い
つ
」
の
間
を
つ
な
ぐ
も
の
が
、「
脱
糞
」
で
あ
る
。「
脱
糞
」

や
「
も
よ
お
し
」
等
の
排
泄
に
関
わ
る
語
は
、
こ
こ
で
多
様
な
意
味
作
用
を
帯
び
て
お
り
、
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。

そ
れ
ら
が
ど
の
よ
う
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
の
か
を
明
ら
か
に
し
て
い
き
た
い
。

　
　

耳
鳴
り
が
す
る
ほ
ど
の

　
　

草
い
き
れ
に

　
　

汗
を
呑
み
な
が
ら

　
　

追
わ
れ
て

　
　

ひ
そ
ん
だ

　
　

あ
い
つ
は

　
　

藁
く
ず
で

　
　

ズ
ボ
ン
の

　
　

内
側
を

　
　

は
ぎ
と
り

　
　

む
れ
る

　
　

悪
臭
の

　
　

修
羅
場
を

　
　

あ
け
渡
し
た
の
だ
。

　
　

悲
哀
と
は

　
　

山
に
包
ま
れ
た

　
　

脱
糞
者
の
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心
で
あ
る
。

　
　

銃
声
に

　
　

急
ぎ

　
　

ひ
っ
こ
ん
だ

　
　

ぼ
く
が

　
　

夜
来
の
排
泄
物
を

　
　

蔵
し
た
ま
ま

　
　

こ
こ
十
年

　
　

直
腸
硬
塞
に
と
り
つ
か
れ
て
い
る
の
も

　
　

あ
い
つ
が

　
　

先
ば
し
っ
た
賜
物
で
あ
る
と
は

　
　

言
え
な
い
か
?!

　
　

そ
れ
と
も

　
　

お
そ
す
ぎ
た

　
　

ぼ
く
の
脚
の
せ
い
だ
と
い
う
の
だ
ろ
う
か
?!

　
　

あ
い
つ
は

　
　

ち
か
く
な
っ
た

　
　

も
よ
お
し
の
た
め

　
　

先
頭
を
き
り

　
　

ぼ
く
は

　
　

溜
ま
り
っ
ぱ
な
す

　
　

便
秘
に

　
　

歩
を
に
ぶ
ら
し
て
い
る
。

　
　

隊
伍
の

　
　

端
と

　
　

端
で
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一
つ
の
意
志
が

　
　

二
つ
の
経
路
を
へ
め
ぐ
り

　
　

一
つ
に
か
ね
あ
っ
て
い
る
。 

三
三
八
‐
四
〇

引
用
箇
所
の
構
造
と
し
て
、「
あ
い
つ
」
の
側
に
脱
糞
‐
悪
臭
‐
修
羅
場
‐
走
る
‐
脚
‐
賜
物
が
あ
り
、「
ぼ
く
」
の
側
に
、

蔵
‐
溜
‐
硬
塞
‐
便
秘
‐
鈍
さ
が
配
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
ず
「
あ
い
つ
」
の
側
に
つ
い
て
見
て
お
き
た
い
。

　

例
え
ば
、
パ
ル
チ
ザ
ン
の
よ
う
に
潜
伏
す
る
者
達
が
抱
え
る
困
難
と
し
て
容
易
に
想
像
さ
れ
る
こ
と
は
、
火
を
使
う
こ
と
、

物
を
焼
く
こ
と
、
声
や
物
音
を
立
て
る
こ
と
等
を
控
え
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
よ
う
が
、
排
泄
も
、
そ
の
臭
い
ゆ
え
に
自
分
の

位
置
を
特
定
さ
せ
て
し
ま
う
も
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
排
泄
は
、
そ
の
異
様
な
「
悪
臭
」
が
自
己
に
付
き
ま
と
う
こ
と
で
、
そ

れ
に
よ
り
周
囲
か
ら
異
質
な
存
在
と
し
て
排
他
的
に
規
定
さ
れ
も
す
る
。
四
・
三
事
件
に
関
与
す
る
こ
と
で
警
察
に
追
わ
れ

る
こ
と
に
な
っ
た
「
あ
い
つ
」
も
、
そ
の
よ
う
な
「
脱
糞
」
と
そ
の
「
悪
臭
」
か
ら
、「
修
羅
場
」
を
明
け
渡
す
こ
と
に
な
っ

て
い
る
。
そ
こ
に
残
さ
れ
る
の
が
「
脱
糞
」
で
あ
り
、
そ
れ
を
受
け
て
「
悲
哀
と
は
／
山
に
包
ま
れ
た
／
脱
糞
者
の
／
心
で

あ
る
。」
と
い
う
詩
句
が
置
か
れ
て
い
る
。

　

フ
ロ
イ
ト
は
「
悲
哀
と
メ
ラ
ン
コ
リ
ー
」（1917

）
の
中
で
、「
悲
哀 Trauer

」
と
「
メ
ラ
ン
コ
リ
ー M

elancholie

」

を
対
比
し
な
が
ら
論
じ
て
い
る
。Trauer

は
悲
哀
だ
け
で
な
く
、
深
い
悲
し
み
や
悲
嘆
、
あ
る
い
は
喪
と
い
う
意
味
も
持
っ

て
い
る
が
、
フ
ロ
イ
ト
は
こ
れ
を
次
の
よ
う
に
説
明
し
て
い
る
。

　
　

悲
哀
は
き
ま
っ
て
愛
す
る
者
を
失
っ
た
た
め
の
反
応
で
あ
る
か
、
あ
る
い
は
祖
国
、
自
由
、
理
想
な
ど
の
よ
う
な
、
愛

　
　

す
る
者
の
か
わ
り
に
な
っ
た
抽
象
物
の
喪
失
に
た
い
す
る
反
応
で
あ
る）

39
（

。

愛
す
る
者
や
、
そ
の
代
り
と
し
て
の
祖
国
を
失
っ
た
と
き
、
そ
こ
に
備
給
さ
れ
て
い
た
リ
ビ
ド
ー
は
、
対
象
か
ら
引
き
離
さ

れ
る
こ
と
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
そ
こ
に
リ
ビ
ド
ー
が
向
か
い
続
け
、
そ
し
て
固
着
化
す
る
こ
と
で
引
き

起
こ
さ
れ
る
の
が
、
耐
え
が
た
い
苦
痛
や
悲
し
み
と
い
っ
た
心
的
な
状
態
を
も
た
ら
す
悲
哀
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
状
態
に

お
い
て
は
、
リ
ビ
ド
ー
は
他
の
対
象
に
向
か
わ
な
い
た
め
、
外
界
に
対
す
る
関
心
は
失
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
た
め
失

わ
れ
た
対
象
に
対
す
る
「
喪
」
の
作
業
を
行
う
こ
と
が
、
リ
ビ
ド
ー
を
他
の
対
象
に
向
け
さ
せ
る
こ
と
と
な
り
、
そ
れ
に
よ

り
悲
し
み
や
苦
痛
か
ら
解
放
を
も
た
ら
す
と
さ
れ
る
。

（
39
）
フ
ロ
イ
ト
「
悲
哀
と
メ
ラ
ン
コ
リ
ー
」、『
フ

ロ
イ
ト
著
作
集　

第
六
巻
』、
小
此
木
啓
吾
訳
、

人
文
書
院
、
一
九
七
〇
年
、
一
三
七
頁
。
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こ
の
よ
う
な
悲
哀
に
対
し
て
、
メ
ラ
ン
コ
リ
ー
の
症
状
は
次
の
よ
う
に
説
明
さ
れ
る
。

　
　

メ
ラ
ン
コ
リ
ー
の
精
神
症
状
は
、
深
刻
な
苦
痛
に
み
ち
た
不
機
嫌
、
外
界
に
た
い
す
る
興
味
の
放
棄
、
愛
す
る
能
力
の

　
　

喪
失
、
あ
ら
ゆ
る
行
動
の
制
止
と
、
自
責
や
自
嘲
の
形
を
と
る
自
我
感
情
の
低
下―

妄
想
的
に
処
罰
を
期
待
す
る
ほ
ど

　
　

に
な
る―

を
特
色
と
し
て
い
る）

40
（

。

症
状
と
し
て
は
悲
哀
と
多
く
の
点
で
重
な
る
も
の
の
、「
自
責
や
自
嘲
の
形
を
と
る
自
我
感
情
の
低
下
」
は
、
メ
ラ
ン
コ
リ
ー

に
の
み
見
ら
れ
る
特
徴
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
こ
れ
は
、
悲
哀
に
お
い
て
は
喪
失
の
対
象
が
具
体
的
で
あ
る
の
に
対
し
、
メ
ラ

ン
コ
リ
ー
に
お
い
て
は
失
わ
れ
た
対
象
が
観
念
的
で
、
何
を
失
っ
た
の
か
を
明
確
に
意
識
で
き
な
い
こ
と
に
起
因
す
る
。
つ

ま
り
対
象
が
明
確
で
な
い
た
め
に
、
失
わ
れ
た
対
象
に
備
給
さ
れ
て
い
た
リ
ビ
ド
ー
が
自
分
自
身
に
回
帰
し
、
そ
れ
に
よ
り

な
か
ば
自
己
と
対
象
が
同
一
化
す
る
。
そ
こ
に
対
象
へ
の
愛
が
帯
び
る
ア
ン
ビ
ヴ
ァ
レ
ン
ト
な
性
格
が
憎
し
み
に
転
化
す
る

こ
と
で
、
自
己
に
対
す
る
批
判
（
自
責
）
と
し
て
現
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

　

以
上
を
踏
ま
え
て
引
用
の
「
悲
哀
と
は
／
山
に
包
ま
れ
た
／
脱
糞
者
の
／
心
で
あ
る
。」
の
部
分
に
戻
り
た
い
。
こ
の
詩

句
は
、「
悪
臭
の
修
羅
場
」
を
明
け
渡
し
た
「
あ
い
つ
」
と
、「
直
腸
硬
塞
に
と
り
つ
か
れ
て
い
る
」「
ぼ
く
」
を
そ
の
前
後

に
配
置
し
つ
つ
、
場
面
転
換
さ
せ
る
部
分
と
な
っ
て
い
る
。
済
州
島
四
・
三
事
件
に
お
い
て
は
、
山
が
パ
ル
チ
ザ
ン
た
ち
の

主
要
な
活
動
の
場
で
あ
っ
た
こ
と
、
ま
た
吹
田
事
件
で
も
デ
モ
の
ル
ー
ト
に
山
越
え
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、「
山
に

包
ま
れ
た
」
は
そ
の
ど
ち
ら
に
も
係
っ
て
い
る
と
見
て
よ
い
だ
ろ
う
。
で
あ
る
な
ら
ば
「
脱
糞
者）

41
（

」
に
は
、
脱
糞
し
た
者
も

こ
れ
か
ら
脱
糞
す
る
者
も
含
ま
れ
る
。

　

悲
哀
が
、
フ
ロ
イ
ト
の
論
じ
る
よ
う
に
、
対
象
の
喪
失
と
そ
こ
に
向
け
ら
れ
て
い
た
リ
ビ
ド
ー
の
流
れ
の
固
着
に
よ
っ
て

生
じ
る
と
す
れ
ば
、詩
に
お
い
て
失
わ
れ
て
い
る
も
の
は
、ま
ず
第
一
に「
祖
国
」を
挙
げ
る
べ
き
だ
ろ
う
。
と
い
う
の
も「
祖

国
」
の
喪
失
と
い
う
状
況
が
な
け
れ
ば
、「
脱
糞
者
」
の
「
悲
哀
」
も
生
じ
え
な
い
か
ら
で
あ
る
。
だ
が
こ
の
失
わ
れ
た
「
祖
国
」

は
、
一
枚
岩
的
に
は
な
っ
て
い
な
い
。
四
・
三
事
件
を
直
接
的
に
表
現
し
て
い
る
第
二
部
第
三
章
で
は
、「
自
己
の
／
少
し
も

／
か
か
わ
り
あ
わ
な
い
と
こ
ろ
で
／
生
き
返
っ
た
と
い
う
／
祖
国
を
／
み
ん
な
は
／
ど
う
し
て
／
そ
う
も
た
や
す
く
／
信
じ

た
と
い
う
の
だ
?!
」
四
〇
三
‐
四

と
言
わ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
一
方
で
、
奪
わ
れ
た
「
祖
国
」
が
日
本
か
ら
戻
っ
て
き
て
い
る
こ

と
で
も
あ
る
。し
か
し
他
方
で
、戦
後
の
米
ソ
に
よ
る
分
割
統
治
の
結
果
、韓
国
で
は
親
日
派
が
復
権
し
た
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、

植
民
地
支
配
が
陰
に
持
続
し
て
い
る
状
態
で
も
あ
る
。
さ
ら
に
日
本
で
排
泄
物
を
蔵
す
る
側
の
「
ぼ
く
」
に
と
っ
て
、「
祖
国
」

（
40
）

フ
ロ
イ
ト
「
悲
哀
と
メ
ラ
ン
コ
リ
ー
」、

一
三
八
頁
。

（
41
）
金
時
鐘
の
造
語
。「
吹
田
事
件
・
わ
が
青
春

の
と
き
」、
一
二
八
頁
。
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は
海
の
向
こ
う
に
あ
っ
て
自
己
と
隔
た
っ
て
い
る
た
め
に
、
直
接
的
な
関
わ
り
は
困
難
な
も
の
と
な
る
。
こ
の
よ
う
に
、
喪

失
し
た
「
祖
国
」
の
現
実
的
な
様
態
は
二
重
、
三
重
に
捩
れ
て
い
る
。
そ
れ
だ
け
で
な
く
、
第
二
の
失
わ
れ
た
も
の
と
し
て
、

日
本
で
デ
モ
行
進
す
る
「
ぼ
く
」
に
と
っ
て
は
、
祖
国
に
お
け
る
闘
争
の
場
も
、
そ
こ
で
の
経
験
や
記
憶
も
共
有
す
る
こ
と

の
不
可
能
性
ゆ
え
に
、
失
わ
れ
た
も
の
と
し
て
浮
上
し
て
く
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
か
ら
民
族
の
た
め
の
主
体
と
実
存
の

落
差
が
帰
結
す
る
と
す
れ
ば
、
第
三
の
失
わ
れ
た
も
の
は
、「
あ
い
つ
」
と
い
う
存
在
に
象
徴
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
つ
ま

り
こ
れ
は
、
先
に
論
じ
た
「
ぼ
く
」
と
「
あ
い
つ
」
の
間
の
多
く
の
隔
た
り
や
亀
裂
が
、
そ
の
ま
ま
喪
失
の
対
象
に
な
り
う

る
こ
と
を
意
味
す
る
。
こ
の
よ
う
に
自
己
分
裂
の
在
り
様
に
対
応
す
る
よ
う
に
、喪
失
の
対
象
も
複
数
化
せ
ざ
る
を
え
な
い
。

　

そ
の
よ
う
に
複
数
化
す
る
対
象
を
束
ね
る
役
割
を
果
た
し
て
い
る
の
が
、
排
泄
物
と
い
う
形
象
で
あ
る
。
先
走
っ
て
「
脱

糞
」
し
た
「
あ
い
つ
」
に
対
す
る
、「
溜
ま
り
っ
ぱ
な
す
」「
ぼ
く
」
の
関
係
に
お
い
て
は
、
排
泄
物
を
軸
に
し
た
生
理
現
象

の
循
環
が
起
こ
ろ
う
と
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
つ
ま
り
排
泄
物
が
「
あ
い
つ
」
を
「
ぼ
く
」
に
繋
ぎ
止
め
る
こ
と
で
、
祖

国
と
の
か
か
わ
り
や
闘
争
の
経
験
を
身
体
的
に
共
有
す
る
こ
と
を
可
能
に
す
る
の
で
あ
る
。
よ
り
厳
密
に
は
、「
脱
糞
」
す

る
側
の
「
あ
い
つ
」
に
対
し
て
、
溜
め
る
側
の
「
ぼ
く
」
は
、
排
泄
行
為
の
姿
勢
を
通
じ
て
、
ね
じ
れ
て
現
象
す
る
「
祖
国
」

や
闘
争
と
そ
の
記
憶
、
そ
し
て
も
ち
ろ
ん
「
あ
い
つ
」
を
強
く
意
識
で
き
る
よ
う
に
す
る
（「
お
お
！
／
祖
国
を
意
識
す
る

と
い
う
こ
と
は
／
な
ん
と
苦
渋
に
満
ち
た
／
姿
勢
で
あ
っ
た
ろ
う
。」
三
四
三
‐
四

）。
し
た
が
っ
て
「
ぼ
く
」
が
「
夜
来
の
排
泄

物
を
／
蔵
し
た
ま
ま
／
こ
こ
十
年
／
直
腸
硬
塞
に
と
り
つ
か
れ
て
い
る
」
と
は
、
単
に
便
秘
で
あ
る
と
い
う
よ
り
も
、
多
く

の
喪
失
対
象
を
象
徴
す
る
「
便
」
に
固
執
し
、
そ
こ
に
リ
ビ
ド
ー
を
備
給
し
続
け
て
い
る
状
態
で
あ
る
と
読
む
こ
と
も
で
き

る
。
だ
か
ら
こ
そ
便
秘
状
態
を
、「
あ
い
つ
」
が
「
脱
糞
」
し
た
ゆ
え
の
「
賜
物
」
だ
と
す
る
の
だ
と
思
わ
れ
る
。

　

さ
ら
に
「
あ
い
つ
」
と
「
ぼ
く
」
の
便
を
軸
に
し
た
関
係
は
、
空
間
的
な
つ
な
が
り
だ
け
で
な
く
、
時
間
的
な
結
び
つ
き

に
も
な
っ
て
い
る
。「
直
腸
硬
塞
に
と
り
つ
か
れ
て
い
る
」
の
は
、「
お
そ
す
ぎ
た
／
ぼ
く
の
脚
の
せ
い
だ
と
い
う
の
だ
ろ
う

か
?!
」
と
あ
る
が
、
こ
れ
は
一
方
で
、
す
ば
や
く
走
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
脱
糞
し
た
と
し
て
も
逃
走
可
能
だ
と
い
う
こ
と
を

意
味
し
よ
う
。
だ
が
他
方
で
、
先
頭
に
排
便
し
た
者
が
お
り
、
後
方
に
溜
ま
り
続
け
る
者
が
い
る
と
い
う
関
係
は
、
生
理
現

象
の
循
環
と
い
う
観
点
か
ら
見
れ
ば
一
方
的
で
あ
る
。
時
間
的
に
順
序
が
逆
転
し
て
い
る
と
さ
え
言
い
う
る
。
逆
に
、「
あ

い
つ
」
と
「
ぼ
く
」
の
間
に
は
生
理
現
象
の
循
環
が
あ
れ
ば
、
溜
め
る
‐
だ
す
‐
溜
め
る
…
と
い
う
よ
う
に
、
便
を
軸
に
時

間
が
循
環
す
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
そ
の
意
味
で
「
脱
糞
」
は
時
間
を
示
す
形
象
で
も
あ
る
。「
脱
糞
」
が
時
間
の
形
象
で
あ

れ
ば
、「
あ
い
つ
」
の
歴
史
と
「
ぼ
く
」
の
そ
れ
の
間
に
も
、連
絡
の
可
能
性
が
生
ま
れ
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
そ
の
意
味
で
「
排

泄
物
」
は
、
喪
失
と
（
再
）
獲
得
の
は
ざ
ま
で
、「
ぼ
く
」
と
対
象
を
空
間
的
に
も
時
間
的
に
も
繋
ぎ
と
め
て
い
る
（「
隊
伍
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の
／
端
と
／
端
で
／
一
つ
の
意
志
が
／
二
つ
の
経
路
を
へ
め
ぐ
り
／
一
つ
に
か
ね
あ
っ
て
い
る
。」）。

　

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
生
理
現
象
・
排
泄
行
為
・
排
泄
物
は
、
祖
国
、
歴
史
、
民
族
、
自
己
を
巡
る
空
間
的
・
時
間
的
な
隔

た
り
を
象
徴
す
る
も
の
と
し
て
あ
る
と
言
え
よ
う
。
そ
れ
は
「
悲
哀
と
は
／
山
に
包
ま
れ
た
／
脱
糞
者
の
／
心
で
あ
る
。」

と
あ
る
よ
う
に
、
身
体
そ
れ
自
体
に
よ
っ
て
体
現
さ
れ
る
も
の
な
の
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
た
め
「
心
」
と
は
、
内
に
あ
る

も
の
と
い
う
よ
り
も
、
身
体
を
、
そ
し
て
そ
の
状
態
そ
の
も
の
を
指
す
言
葉
と
な
っ
て
い
る）

42
（

。

三
‐
三
．
も
よ
お
す
身
体
と
世
界

　

の
み
な
ら
ず
も
よ
お
す

0

0

0

0

身
体
は
、
自
ら
が
所
属
す
る
世
界
を
も
開
示
す
る
、
最
も
プ
リ
ミ
テ
ィ
ヴ
な
状
態
で
も
あ
る
。
こ

の
身
体
に
よ
っ
て
開
示
さ
れ
る
世
界
を
明
確
に
す
る
た
め
に
、
山
村
暮
鳥
の
「
野
糞
先
生
」
を
比
較
の
た
め
に
引
い
て
お
き

た
い
。

　
　

か
う
も
り
が
一
本
／
地
べ
た
に
つ
き
刺
さ
れ
て
／
た
つ
て
い
る
／
だ
あ
れ
も
い
な
い
／
ど
こ
か
で
／
雲
雀
が
鳴
い
て
い

　
　

る
／
／
ほ
ん
と
に
だ
あ
れ
も
い
な
い
の
か
／
首
を
回
し
て
み
る
と
／
い
た
、
い
た
／
い
い
と
こ
ろ
を
み
つ
け
た
も
ん
だ

　
　

な
／
す
ぐ
土
手
下
の
／
あ
の
新
緑
の
／
こ
ん
も
り
と
し
た
／
灌
木
の
か
げ
だ
よ
／
ぐ
る
り
と
尻
を
ま
く
っ
て
／
し
ゃ
が

　
　

ん
で
／
こ
つ
ち
を
み
て
い
る）

43
（

地
面
に
突
き
立
て
ら
れ
た
「
か
う
も
り
」
を
手
が
か
り
に
、
語
り
手
は
「
灌
木
の
か
げ
」
で
野
糞
を
す
る
人
物
を
発
見
し
て

い
る
。
ま
た
そ
の
発
見
に
は
、「
い
い
と
こ
ろ
を
み
つ
け
た
も
ん
だ
な
」
と
あ
る
よ
う
に
、
感
心
が
伴
わ
れ
て
い
る
。
発
見

さ
れ
た
者
は
こ
っ
ち
を
見
て
い
る
も
の
の
、「
尻
」
を
ま
く
っ
た
ま
ま
で
あ
り
、
警
戒
が
見
ら
れ
な
い
。
そ
の
た
め
両
者
の

間
に
は
敵
対
関
係
が
な
く
、
ユ
ー
モ
ラ
ス
で
牧
歌
的
な
親
密
圏
が
成
立
し
て
い
る
。

　

そ
れ
に
対
し
て
、「
ぼ
く
」
‐
「
あ
い
つ
」
の
身
体
が
開
示
す
る
世
界
は
、
通
じ
を
こ
ら
え
さ
せ
る
、
あ
る
い
は
脱
糞
と

逃
走
が
セ
ッ
ト
と
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
よ
う
な
場
で
あ
り
、徹
底
し
て
自
己
と
非
親
和
的
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、感
覚
は
「
草

い
き
れ
」
に
さ
え
「
耳
鳴
り
が
す
る
ほ
ど
」
に
研
ぎ
澄
ま
さ
れ
、
排
泄
行
為
の
間
中
、
わ
ず
か
な
物
音
や
囁
き
、
あ
る
い
は

一
瞬
の
動
き
に
も
反
応
せ
ざ
る
を
え
な
く
な
る
。
そ
の
結
果
、動
物（「
下
等
動
物
」）の
よ
う
に
変
貌
を
遂
げ
る
こ
と
に
な
る
。

　
　

ま
と
も

（
42
）
こ
の
点
は
、
第
三
章
で
見
た
鄭
芝
溶
「
不

死
鳥
」
の
「
悲
哀
！　

お
ま
え
は
喩
え
る
も
の

と
て
な
い
。
／
お
ま
え
は
わ
た
し
の
最
も
奥

ま
っ
た
と
こ
ろ
で
生
き
て
い
る
も
の
だ
。」（
金

時
鐘
訳
）
へ
の
反
論
と
な
っ
て
い
る
と
思
わ
れ

る
。

（
43
）

山
村
暮
鳥
『
雲
』、
イ
デ
ア
書
院
、

一
九
二
五
年
。
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用
が
足
し
た
い
。

　
　

通
じ
を
こ
ら
え
と
お
す
の
は

　
　

韓
国
だ
け
で

　
　

沢
山
だ
！

　
　

し
か
も

　
　

奴
ら
に
さ
ら
さ
れ
た

　
　

地
点
で

　
　

こ
う
も

　
　

逼
迫
と

　
　

も
よ
お
し
て
く
る
と
は

　
　

な
ん
た
る
世
界
だ
！

　
　

自
己
の
生
理
に

　
　

て
ら
し
て
だ
け

　
　

敵
地
を

　
　

察
す
る

　
　

下
等
動
物
め
。

　
　

戦
争
共
犯
者
の

　
　

日
本
に

　
　

居
て

　
　

自
己
の

　
　

や
す
ら
げ
る

　
　

穴
ぐ
ら
だ
け
を

　
　

欲
し
て
い
る

　
　

こ
の
臓
腑
の

　
　

み
に
く
さ
は
ど
う
だ
！ 

三
四
一
‐
二
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「
日
本
に
／
居
て
／
自
己
の
／
や
す
ら
げ
る
／
穴
ぐ
ら
だ
け
を
／
欲
し
て
い
る
／
こ
の
臓
腑
の
／
み
に
く
さ
は
ど
う
だ
！
」

と
い
う
個
所
は
、
フ
ロ
イ
ト
の
メ
ラ
ン
コ
リ
ー
概
念
か
ら
す
れ
ば
、
リ
ビ
ド
ー
が
自
己
に
回
帰
し
、
そ
れ
が
自
己
批
判
と
し

て
現
れ
た
も
の
と
し
て
読
む
こ
と
も
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
リ
ビ
ド
ー
の
向
け
ら
れ
る
対
象（「
用
」「
も
よ
お
し
」）

が
明
確
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
そ
の
こ
と
と
自
ら
が
置
か
れ
た
環
境
と
が
密
接
で
あ
る
こ
と
に
自
覚
的
で
あ
る
こ
と
（「
な
ん

た
る
世
界
だ
！
」）
は
、
自
己
批
判
を
単
な
る
内
面
の
劇
に
留
め
る
も
の
と
は
な
っ
て
い
な
い
。
そ
こ
に
は
、
メ
ラ
ン
コ
リ
ー

概
念
に
よ
っ
て
は
説
明
さ
れ
つ
く
さ
れ
な
い
も
の
が
あ
る
。

　

メ
ラ
ン
コ
リ
ー
概
念
で
説
明
し
え
な
い
も
の
と
し
て
あ
る
の
は
、「
あ
い
つ
」
‐
「
ぼ
く
」
と
世
界
の
関
係
で
あ
る
。「
あ

い
つ
」
‐
「
ぼ
く
」
は
、
外
界
で
あ
る
世
界
に
関
心
が
な
い
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
強
く
意
識
さ
え
し
て
い
る
。
そ
れ
は
排

泄
行
為
が
生
理
現
象
と
し
て
身
体
を
強
く
出
現
さ
せ
て
し
ま
う
だ
け
で
な
く
、
そ
の
行
為
自
体
が
持
つ
無
防
備
さ
を
、
周
囲

の
環
境
に
露
出
さ
せ
て
し
ま
う
か
ら
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
「
排
泄
物
」
は
、「
あ
い
つ
」
と
「
ぼ
く
」
を
繋
ぐ
だ
け
で
な
く
、

「
あ
い
つ
」
‐
「
ぼ
く
」
と
世
界
の
関
係
を
明
か
す
も
の
と
し
て
も
機
能
し
て
い
る
。

　

世
界
と
の
関
係
性
は
、
引
用
に
も
あ
っ
た
よ
う
に
、
動
物
的
な
存
在
へ
変
身
さ
せ
て
し
ま
う
ほ
ど
、
自
己
と
非
親
和
的
で

あ
る
。
第
五
章
で
、
轢
か
れ
る
が
ま
ま
に
あ
る
「
ネ
ズ
公
」
が
、
そ
の
一
度
限
り
の
固
有
性
に
よ
っ
て
記
憶
の
欲
望
を
掻
き

立
て
る
詩
の
形
象
で
あ
る
と
、
デ
リ
ダ
を
参
照
し
つ
つ
論
じ
た
。
ま
た
第
六
章
で
は
、『
日
本
風
土
記
』
で
は
交
わ
る
こ
と

の
な
か
っ
た
私
‐
動
物
の
関
係
が
、
変
身
と
い
う
方
法
論
に
よ
っ
て
乗
り
越
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
今
論
じ
て

い
る
世
界
と
の
非
親
和
性
が
示
し
て
い
る
の
は
、
ま
さ
に
動
物
で
あ
る
た
め
の
困
難
、
そ
れ
ゆ
え
詩
と
し
て
あ
る
こ
と
の
困

難
で
あ
ろ
う
。
だ
が
よ
り
重
要
な
こ
と
は
、
身
体
の
切
迫
と
排
泄
行
為
の
不
自
由
さ
が
感
覚
を
極
限
ま
で
研
ぎ
澄
ま
さ
せ
る

結
果
、
自
ら
を
取
り
巻
く
世
界
を
ま
る
ご
と
捉
え
る
こ
と
が
出
来
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
、
世

界
に
と
っ
て
極
限
的
に
異
質
な
存
在
で
あ
る
こ
と
で
、
世
界
を
総
体
と
し
て
照
ら
し
出
す
こ
と
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

言
う
ま
で
も
な
く
こ
れ
は
、
小
野
十
三
郎
の
方
法
論
を
批
判
的
に
継
承
す
る
こ
と
で
生
ま
れ
た
、「
そ
こ
で
生
き
る
」
と
い

う
思
想
に
繋
が
っ
て
い
く
詩
的
な
実
践
に
他
な
ら
な
い
。「
そ
こ
で
生
き
る
」
と
い
う
思
想
は
、
次
の
引
用
箇
所
で
滲
み
出

て
い
る
。

　
　

打
ち
お
ろ
す

　
　

警
棒
の

　
　

雨
の
な
か
で
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血
あ
ぶ
く
と
な
っ
た

　
　

同
族
愛
が

　
　

悲
鳴
を
あ
げ
て

　
　

四
散
し
た
。

　
　

ぼ
く
は

　
　

今
こ
そ

　
　

輝
け
る

　
　

捕
虜
。

　
　

便
器
の

　
　

保
障
さ
れ
た

　
　

穴
ぐ
ら
に
あ
っ
て

　
　

な
お
通
じ
ぬ

　
　

し
こ
り
に

　
　

し
ゃ
が
ん
だ
な
り
の

　
　

吹
田
被
告
だ
。

　
　

お
お
！ 

　
　

祖
国
を
意
識
す
る
と
い
う
こ
と
は

　
　

な
ん
と
苦
渋
に
満
ち
た

　
　

姿
勢
で
あ
っ
た
ろ
う
。

　
　

ぼ
く
の

　
　

日
本
に
居
ら
ね
ば
な
ら
な
い

　
　

理
由
の

　
　

大
半
が

　
　

排
泄
物
の

　
　

放
棄
所
に
魅
せ
ら
れ
た

　
　

魂
の
せ
い
で
あ
る
と
は



239　　第七章　意志―日本語への報復と距離の問題化について

　
　

な
ん
た
る

　
　

惨
事
だ
！ 
三
四
二
‐
四

吹
田
操
車
場
付
近
で
の
デ
モ
隊
と
警
察
と
の
攻
防
に
つ
い
て
は
、
脇
田
憲
一
が
詳
細
に
検
証
し
て
い
る
。
デ
モ
隊
が
投
じ
た

火
炎
瓶
に
よ
っ
て
、
警
察
車
両
に
乗
り
込
ん
で
い
た
警
官
た
ち
が
一
〇
名
弱
程
度
負
傷
し
た
。
ま
た
警
官
た
ち
も
デ
モ
隊
を

警
棒
で
殴
り
つ
け
、
そ
れ
だ
け
で
な
く
水
平
射
撃
も
行
っ
て
い
る
。
そ
の
よ
う
に
非
常
に
混
乱
し
た
状
況
下
、
拘
束
さ
れ
韓

国
に
強
制
送
還
さ
れ
れ
ば
、
四
・
三
事
件
に
関
与
し
た
か
ど
で
祖
国
で
死
を
迎
え
る
こ
と
が
確
実
な
中
、
金
時
鐘
は
か
ろ
う

じ
て
逃
れ
て
い
る
。
だ
が
既
に
述
べ
た
よ
う
に
、
デ
モ
隊
の
先
頭
に
い
た
夫
徳
秀
や
三
帰
ら
は
拘
束
さ
れ
、
起
訴
さ
れ
た
。

　

引
用
し
た
詩
句
は
こ
の
よ
う
な
背
景
を
持
つ
も
の
で
あ
る
。
と
は
い
え
、
こ
こ
で
も
一
貫
し
て
、
排
泄
と
い
う
観
点
か
ら

表
現
が
紡
ぎ
だ
さ
れ
て
い
る
。
拘
束
さ
れ
る
こ
と
は
、
祖
国
の
た
め
の
闘
争
を
行
っ
た
と
い
う
確
固
た
る
証
で
あ
る
。
と
同

時
に
収
容
施
設
に
備
え
付
け
ら
れ
て
い
る
「
便
器
」
に
よ
っ
て
、
排
泄
も
保
障
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
換
言
す
れ
ば
収
容
さ

れ
る
こ
と
は
、
闘
争
の
証
で
は
あ
る
も
の
の
、
排
泄
の
保
障
に
よ
っ
て
、
世
界
と
の
親
和
化
が
も
た
ら
さ
れ
る
こ
と
に
通
じ

て
い
る
。こ
れ
は
宮
沢
剛
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、「
平
和
を
訴
え
て
デ
モ
を
す
る
こ
と
が
逃
走
に
成
り
果
て
る
こ
と
の
不
条
理
」

を
生
理
的
な
側
面
か
ら
表
現
し
た
も
の
で
あ
る）

44
（

。
そ
れ
に
対
し
排
泄
物
を
「
し
こ
り
」
の
ま
ま
に
蔵
し
、「
し
ゃ
が
ん
だ
な

り
の
」
姿
勢
を
維
持
す
る
こ
と
は
、
そ
の
よ
う
な
不
条
理
に
対
す
る
肉
体
的
な
抵
抗
の
ポ
ー
ズ
と
な
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
そ

の
よ
う
な
姿
勢
こ
そ
、「
そ
こ
で
生
き
る
」
を
体
現
し
た
も
の
、
即
ち
与
え
ら
れ
た
保
障
を
拒
み
、
ま
た
「
祖
国
を
意
識
す

る
」
た
め
の
限
界
的
な
身
体
的
な
表
現
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。「
排
泄
物
」
は
祖
国
・
闘
争
（
の
記
憶
）・
民
族
の
先
頭

を
示
す
も
の
で
あ
っ
た
が
、
こ
こ
で
の
排
泄
行
為
は
、「
脱
糞
」
を
し
な
い

0

0

0

と
い
う
矛
盾
し
た
も
の
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の

排
泄
な
き
排
泄
行
為
を
維
持
し
続
け
る
こ
と
は
、「
排
泄
物
」
を
「
蔵
」
し
続
け
る
こ
と
を
「
意
志
」
し
続
け
る
こ
と
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
遅
れ
が
ち
で
あ
る
こ
と
、
脚
が
遅
い
こ
と
、
し
ゃ
が
み
続
け
る
こ
と
、
溜
め
る
こ
と
、
留
ま
る
こ
と
は
、「
闘
争
」

が
「
逃
走
」
に
反
転
し
て
し
ま
う
「
不
条
理
」
に
対
す
る
、
身
体
的
な
抵
抗
の
表
現
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
た
め
こ
こ
で
問

わ
れ
て
い
る
の
は
、
行
為
そ
の
も
の
の
在
り
方
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、「
そ
こ
で
生
き
る
こ
と
」
の
「
そ
こ
」
と
は
何
か
、

「
生
き
る
」
と
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
で
あ
る
か
も
問
う
こ
と
に
繋
が
っ
て
い
る
。

　

と
こ
ろ
で
開
示
さ
れ
る
世
界
と
い
う
観
点
か
ら
重
要
な
こ
と
は
、
排
泄
を
保
障
す
る
収
容
施
設
が
日
本
の
比
喩
と
な
っ
て

い
る
こ
と
で
あ
る
。
つ
ま
り
歴
史
的
矛
盾
の
中
で
生
理
現
象
お
よ
び
排
泄
と
い
う
行
為
に
焦
点
を
合
わ
せ
る
こ
と
で
、
作
品

は
日
本
自
体
を
牢
獄
と
し
て
描
き
だ
す
こ
と
を
可
能
に
し
て
い
る
。
の
み
な
ら
ず
こ
の
こ
と
が
「
あ
い
つ
」
の
置
か
れ
た
朝

（
44
）
宮
沢
剛
「
一
九
五
〇
年
代
（
か
ら
）
の
在

日
朝
鮮
人
文
学―

は
み
出
す
こ
と
と
遅
れ
る
こ

と―

」、『
文
学
』、
二
〇
〇
四
年
一
一
・
一
二
月

号
、
岩
波
書
店
、
一
〇
一
頁
。
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鮮
半
島
で
も
同
様
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
牢
獄
の
閉
域
は
日
本
を
越
え
て
拡
大
さ
れ
る
こ
と
に
な
ろ
う
。

　

監
獄
を
舞
台
に
し
た
北
村
透
谷
『
楚
囚
之
詩
』（
一
八
八
九
（
明
治
二
二
）
年
、
春
祥
堂
）
は
、
こ
れ
ま
で
色
川
大
吉
、

平
岡
敏
夫
、
北
川
透
等
に
よ
る
研
究
・
批
評
の
豊
か
な
蓄
積
が
あ
る
。
定
説
と
し
て
こ
の
作
品
は
、
一
八
八
五
（
明
治

一
八
）
年
一
一
月
二
三
日
、未
然
に
発
覚
し
た
「
大
阪
事
件
」
に
、北
村
が
「
義
友
」
大
矢
正
夫
を
裏
切
っ
て
関
与
し
な
か
っ

た
こ
と
が
製
作
の
モ
チ
ー
フ
と
な
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
裏
切
り
が
「
自
己
懲
罰
の
衝
動）

45
（

」
を
生
み
、
そ
れ
が
「
作
者
の
裡

な
る
牢
囚
の
意
識）

46
（

」
と
な
り
監
獄
と
い
う
設
定
に
至
っ
た
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。
だ
が
こ
の
作
品
は
も
う
一
方
で
、
よ
く
知

ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
結
末
部
に
「
大
赦
」
に
よ
る
「
余
」
の
出
獄
が
描
か
れ
て
お
り
、
自
己
処
罰
か
ら
自
己
救
済
の
道
筋

を
た
ど
っ
て
い
る）

47
（

。

　

こ
の
自
己
処
罰
か
ら
自
己
救
済
へ
と
い
う
軌
跡
に
は
、『
楚
囚
之
詩
』
冒
頭
「
曽
つ
て
誤
つ
て
法
を
破
り
／
政
治
の
罪
人

と
し
て
捕
は
れ
た
り）

48
（

、」
に
お
け
る
「
法
」
の
位
置
付
け
が
深
く
関
わ
っ
て
い
る
。
一
八
八
九
（
明
治
二
二
）
年
二
月
一
二

日
に
帝
国
憲
法
が
発
布
さ
れ
て
い
る
が
、亀
井
秀
雄
は
「
曽
つ
て
誤
つ
て
法
を
破
り
〜
」
と
い
う
「
ね
じ
れ
た
発
語
」
に
、「
法0

を
権
威
あ
る
も
の
と
し
た
い
モ
チ
ー
フ

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

」
が
あ
る
と
推
測
し
て
い
る）

49
（

。
ま
た
尾
西
康
充
は
牢
獄
と
い
う
形
で
現
れ
た
北
村
の

内
面
が
、「
近
代
刑
罰
シ
ス
テ
ム
と
起
源
を
同
じ
く
す
る）

50
（

」
も
の
で
あ
り
、
冒
頭
の
一
句
に
「
法
制
度
の
所
与
性
に
何
ら
疑

い
を
持
た
な
い
「
主
体）

51
（

」」
を
読
み
取
っ
て
い
る
。
そ
し
て
そ
れ
を
「
自
発
的
な
服
従
を
促
す
近
代
刑
罰
シ
ス
テ
ム
の
所
為

の
忠
実
な
反
映
で
あ
っ
た
」
と
、
フ
ー
コ
ー
を
参
照
し
つ
つ
指
摘
し
て
い
る）

52
（

。
こ
の
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、『
楚
囚
之
詩
』
は
、

帝
国
憲
法
を
筆
頭
と
す
る
「
法
」
を
、
そ
の
権
威
を
高
め
る
こ
と
で
、
主
体
を
構
成
す
る
超
越
的
審
級
と
し
て
位
置
づ
け
て

い
る
こ
と
に
な
る
。

　

こ
の
解
釈
を
踏
ま
え
て
『
楚
囚
之
詩
』
を
読
む
な
ら
ば
、「
嗚
呼
楚
囚
！　

世
の
太
陽
は
い
と
遠
し
！
」「
つ
た
な
く
も
余

が
迷
入
れ
る
獄
舎
は
、
／
二
重
の
壁
に
て
世
界
と
隔
た
れ
り
」「
嗚
呼
爰
は
獄
舎
／
此
世
の
地
獄
な
る
。」「
冬
は
厳
し
く
余

を
悩
殺
す
、
／
〔
…
…
〕
／
然
れ
ど
も
、
い
つ
か
は
春
の
帰
り
来
ら
ん
〔
…
…）

53
（

〕」
に
お
い
て
、「
地
獄
」
や
「
冬
」
と
対
置

さ
れ
る
「
太
陽
」「
世
界
」「
春
」
は
、
法
が
支
配
す
る
帰
る
べ
き
場
と
な
ろ
う
。
そ
の
意
味
で
監
獄
内
で
の
服
役
は
、
世
界

と
融
和
す
る
に
あ
た
っ
て
の
「
喪
の
作
業
」
で
あ
る
と
も
考
え
ら
れ
る
。
さ
ら
に
言
え
ば
服
役
は
、
監
獄
と
い
う
内
面
に
の

み
向
け
ら
れ
た
リ
ビ
ド
ー
を
外
部
に
向
け
、
再
び
外
界
へ
の
関
心
を
取
り
戻
し
、
メ
ラ
ン
コ
リ
ー
を
克
服
す
る
た
め
の
作
業

だ
と
も
言
え
る
。

　

だ
が
『
新
潟
』
に
お
け
る
「
喪
の
作
業
」
は
、
世
界
と
の
融
和
が
真
っ
先
に
求
め
ら
れ
る
こ
と
は
な
い
。
む
し
ろ
自
分
が

内
属
す
る
世
界
の
実
質
を
露
呈
さ
せ
る
た
め
に
、
身
体
の
感
覚
を
研
ぎ
澄
ま
し
て
い
く
。
そ
れ
は
融
和
で
は
な
く
対
峙
で
あ

（
45
）
前
田
愛
『
都
市
空
間
の
な
か
の
文
学
』、
筑

摩
書
房
、
一
九
八
九
年
、
一
三
九
頁
。

（
46
）
佐
藤
泰
正「『
楚
囚
之
詩
』小
論―

〈
誤
つ
て
〉

の
一
句
を
め
ぐ
っ
て―

」、『
佐
藤
泰
正
著
作
集
』

第
三
巻
、
一
九
九
五
年
、
四
五
頁
。

（
47
）
中
山
和
子
は
こ
の
作
品
の
モ
チ
ー
フ
を「
自

己
再
生
の
歓
び
」
だ
と
し
て
い
る
。
中
山
和

子
「
北
村
透
谷
（
一
）―

思
想
的
展
開
の
特
質

―

」、『
文
芸
研
究
』、
明
治
大
学
文
学
部
紀
要
、

一
九
六
六
年
一
〇
月
、
一
三
頁
。

（
48
）
引
用
は
『
北
村
透
谷
選
集
』、
岩
波
文
庫
、

昭
和
四
五
（
一
九
七
〇
）
年
、
一
四
頁
。

（
49
）
亀
井
秀
雄
「
身
体
性
の
突
出―

近
代
詩
史

の
試
み
（
四
）―

」、『
文
学
』、
一
九
八
六
年

七
月
（
第
五
四
巻
七
号
）、
岩
波
書
店
、
七
三

‐
四
頁
。
強
調
亀
井
。

（
50
）
尾
西
康
充
「
北
村
透
谷
『
楚
囚
之
詩
』
論

―

片
岡
健
吉
に
関
わ
る
「
監
獄
」
の
社
会
的
言

説
と
の
関
連―

」、『
三
重
大
学
日
本
語
文
学
』

（
8
）、
九
二
頁
。

（
51
）
尾
西
前
傾
論
文
、
九
六
頁
。

（
52
）
尾
西
前
傾
論
文
、
九
七
頁
。

（
53
）『
北
村
透
谷
選
集
』
よ
り
引
用
、
引
用
箇
所

は
順
に
一
六
、一
七
、二
二
、三
三
頁
。
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ろ
う
。
そ
こ
か
ら
「
闘
争
」
が
「
逃
走
」
と
重
な
り
合
っ
て
し
ま
う
こ
と
で
世
界
か
ら
逃
れ
よ
う
と
す
る
「
あ
い
つ
」
と
の

「
距
離
」
が
、
身
体
的
感
覚
を
通
じ
て
捉
え
直
さ
れ
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

　
　

脱
兎
の
ご
と
く

　
　

駆
け
ぬ
け
た

　
　

あ
い
つ
が

　
　

た
れ
っ
ぱ
な
し
た

　
　

原
野
の

　
　

草
い
き
れ
に

　
　

ひ
そ
ん
で
い
る
！

　
　

あ
い
つ
を
こ
そ

　
　

つ
か
ま
え
る
べ
き
だ
！

　
　

日
本
列
島
の

　
　

縦
の
深
み
に

　
　

し
り
ご
み
が
ち
な

　
　

ぼ
く
と

　
　

そ
の
深
み
に

　
　

す
っ
ぽ
り
も
ぐ
り
こ
ん
で
い
る

　
　

あ
い
つ
と
の

　
　

距
離
を

　
　

今
こ
そ

　
　

自
足
し
て
い
る

　
　

自
己
の
底
辺
に
か
け
て

　
　

捉
え
な
お
そ
う
。

　
　

心
よ
。

　
　

は
や
ら
な
い
で
く
れ
。
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保
障
さ
れ
た

　
　

一
切
が

　
　

ぼ
く
に
は

　
　

苦
痛
な
の
だ
。

　
　

そ
れ
が
た
と
え

　
　

祖
国
で
あ
ろ
う
と

　
　

自
己
が
ま
さ
ぐ
り
当
て
た

　
　

感
触
の
あ
る
も
の
で
な
い
か
ぎ
り

　
　

肉
体
は
も
う

　
　

あ
て
に
は
し
な
い
も
の
な
の
だ
。

　
　

君
の
そ
の

　
　

柔
軟
な
脚
、
腰
に
ゆ
わ
え
ら
れ
た

　
　

走
る

　
　

ぼ
く
の

　
　

現
実
が
欲
し
い
！

　
　

屹
立
す
る

　
　

都
会
の

　
　

頂
点
を
つ
っ
き
り

　
　

未
明
へ
か
け
て

　
　

ふ
か
ぶ
か
と

　
　

身
を
し
ず
め
る

　
　

ぼ
く
の

　
　

森
を

　
　

し
き
ら
れ
た

　
　

空
の

　
　

天
窓
で
だ
け
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生
か
さ
な
い
で
く
れ
！ 

三
四
五
‐
八

引
用
に
お
け
る
「
日
本
列
島
の
縦
の
深
み
」
と
は
、
次
章
で
触
れ
る
「
フ
ォ
ッ
サ
マ
グ
ナ
」
と
も
関
わ
っ
て
い
る
が
、
こ
こ

で
は
、こ
れ
ま
で
論
じ
た
こ
と
か
ら
、便
器
と
し
て
の
日
本
と
も
読
み
う
る
。
そ
の
深
み
に
「
も
ぐ
り
こ
」
む
「
あ
い
つ
」
と
、

「
し
り
ご
み
」
し
て
し
ま
う
「
ぼ
く
」
の
関
係
は
、「
脱
糞
」
を
終
え
た
者
と
「
直
腸
硬
塞
」
に
と
り
つ
か
れ
た
者
の
関
係
に

等
し
い
。
だ
が
も
う
一
方
で
、
こ
の
「
縦
の
深
み
」
に
は
、
第
三
章
で
引
用
し
た
佐
藤
春
夫
の
『
乳
色
の
雲
』
に
寄
せ
た
文

章
の
一
節
が
意
識
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
も
思
え
る
。「
又
譬
へ
ば
こ
れ
〔
＝
『
乳
色
の
雲
』〕
は
清
冽
な
地
下
水
で
あ
る
。
そ

れ
が
日
本
海
の
海
底
を
潜
つ
て
今
富
嶽
の
此
方
に
湧
出
し
た
。
正
に
奇
跡
で
あ
る
。
ア
ジ
ア
の
詩
心
を
こ
の
清
泉
の
一
掬
に

よ
つ
て
復
活
さ
せ
よ
う
と
す
る
深
い
天
意
で
あ
る
か
も
知
れ
な
い
。朝
鮮
が
、か
う
い
ふ
方
法
で
我
々
に
酬
い
よ
う
と
は
！）

54
（

」。

「
あ
い
つ
」
と
の
「
距
離
」
を
「
捉
え
な
お
す
」
と
は
、「
ぼ
く
」
が
「
深
み
」
に
飛
び
込
む
の
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
は
佐
藤
の

言
う
「
湧
出
」
と
は
逆
向
き
の
ベ
ク
ト
ル
を
持
ち
う
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
金
石
範
の
「
糞
と
自
由
」（
掲
載:

『
文
芸
首

都
』
一
九
六
〇
年
四
月
）
と
の
つ
な
が
り
を
連
想
さ
せ
る
。
そ
の
意
味
で
佐
藤
の
言
う
「
清
冽
な
地
下
水
」
は
異
化
さ
れ
て

も
い
る
。

　

だ
が
、
強
く
身
体
を
意
識
さ
せ
る
「
し
ゃ
が
む
」
と
い
う
「
苦
渋
に
満
ち
た
姿
勢
」
を
取
り
続
け
る
こ
と
は
、「
深
み
」

に
飛
び
込
む
の
で
は
な
く
、
そ
の
場
で
動
く
こ
と
な
く
「
距
離
」
を
「
捉
え
な
お
」
す
こ
と
を
意
味
す
る
。
そ
の
た
め
「
捉

え
な
お
す
」
と
は
、
物
理
的
な
距
離
を
埋
め
る
と
い
う
よ
り
も
、
身
体
に
訴
え
な
が
ら
行
為
の
あ
り
方
を
価
値
付
け
直
す
こ

と
で
あ
る
。
行
為
を
価
値
付
け
直
し
、
世
界
か
ら
逃
れ
よ
う
と
「
走
る
」「
あ
い
つ
」
を
捉
え
る
こ
と
で
、「
し
ゃ
が
む
」「
ぼ

く
」
を
取
り
巻
く
「
現
実
」
を
開
示
し
よ
う
と
す
る
の
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
『
新
潟
』
に
お
け
る
「
喪
の
作
業
」
は
、
世
界
と
の
融
和
で
は
な
く
、
身
体
感
覚
を
通
じ
た
価
値
の
変
質
に

よ
っ
て
、
自
己
を
取
り
巻
く
世
界
の
開
示
を
意
味
し
て
い
る
。
し
か
し
そ
れ
は
、
も
は
や
「
喪
の
作
業
」
に
と
ど
ま
ら
な
い

作
業
と
な
っ
て
い
よ
う
。
価
値
体
系
を
変
え
て
い
く
こ
と
は
、
民
族
性
・
世
界
・
実
存
の
関
係
の
空
間
的
時
間
的
な
再
創
出

に
向
か
う
こ
と
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。

　

以
上
、金
時
鐘
が
模
索
す
る
「
意
志
」
と
は
何
か
、そ
し
て
そ
れ
が
及
ぼ
す
効
果
に
つ
い
て
論
じ
て
き
た
。「
意
志
」
と
は
、

逸
脱
と
停
滞
と
い
う
行
為
を
内
包
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の「
意
志
」を
持
ち
続
け
る
こ
と
は
、日
本
語
に
対
し
て
は
、「
蛹
」

が
示
し
て
い
た
よ
う
に
、
そ
の
内
側
か
ら
の
全
面
的
な
異
化
の
試
み
と
結
び
つ
い
て
い
た
。
ま
た
「
意
志
」
は
、
行
為
の
あ

り
方
を
問
い
直
す
こ
と
で
、自
己
と
多
く
の
距
離
と
の
関
わ
り
方
を
変
化
さ
せ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
過
程
で「
意
志
」は
、

（
54
）
佐
藤
前
掲
序
、
二
二
八
頁
。
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世
界
を
開
示
す
る
働
き
も
担
っ
て
い
た
。
こ
の
よ
う
に
「
意
志
」
は
、
無
価
値
に
思
え
る
行
為
を
伴
い
つ
つ
、
結
果
的
に
大

き
な
変
革
を
も
た
ら
し
う
る
も
の
と
し
て
構
想
さ
れ
て
い
る
。

　

本
稿
第
二
章
で
論
じ
た
よ
う
に
、
時
枝
誠
記
は
、
場
面
と
し
て
の
リ
ズ
ム
と
言
語
表
現
は
、
相
互
に
規
定
し
あ
い
つ
つ
も
、

調
和
的
で
あ
り
、
そ
れ
ゆ
え
場
面
と
主
体
は
「
融
合
」
し
て
い
る
と
論
じ
て
い
た
。
だ
が
わ
れ
わ
れ
は
、
も
う
一
方
で
、「
調

和
」
や
「
融
合
」
に
先
立
つ
側
面
が
「
場
面
」
に
は
あ
り
う
る
こ
と
も
指
摘
し
て
お
い
た
。

　

金
時
鐘
が
「
意
志
」
に
よ
っ
て
開
示
す
る
世
界
は
、そ
の
「
調
和
」
や
「
融
合
」
に
先
立
つ
「
場
面
」
と
い
う
側
面
を
持
っ

て
い
る
。
次
章
で
は
、
金
時
鐘
が
開
示
し
よ
う
と
す
る
世
界
と
、
ま
た
そ
の
表
現
の
困
難
に
つ
い
て
見
て
い
き
た
い
。
す
な

わ
ち
こ
れ
は
「
意
志
」
が
も
た
ら
す
二
つ
の
効
果
、
言
語
の
異
化
と
世
界
の
開
示
の
関
係
に
関
わ
る
論
点
で
あ
る
。
そ
れ
は

同
時
に
金
時
鐘
の
リ
ズ
ム
の
思
想
を
明
確
化
す
る
こ
と
に
な
る
も
の
で
も
あ
る
。



245　　第七章　意志―日本語への報復と距離の問題化について



246

第
八
章　

歴
史
と
自
己―

金
時
鐘
の
リ
ズ
ム
の
思
想

　
　

は
じ
め
に

　

前
章
で
は
、「
意
志
」
を
通
じ
て
自
己
を
取
り
巻
く
世
界
が
開
示
さ
れ
る
こ
と
を
論
じ
た
。
時
枝
に
倣
い
、
こ
の
世
界
を

「
場
面
」
で
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、『
新
潟
』
に
お
い
て
は
、
そ
れ
と
言
語
に
よ
る
表
現
は
調
和
的
と
は
言
え
ず
、
む
し
ろ
対

峙
す
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
同
時
に
そ
の
こ
と
は
、
金
時
鐘
が
表
そ
う
と
す
る
「
場
面
」
を
も
表
現
困
難
に
す
る
も
の
で

あ
る
。
だ
が
そ
れ
は
方
法
論
的
な
欠
陥
と
い
う
よ
り
も
、
定
型
的
な
思
考
や
表
現
に
流
さ
れ
な
い
た
め
に
一
貫
し
て
保
持
さ

れ
て
き
た
思
想
の
結
果
と
し
て
あ
る
。
そ
の
こ
と
は
、
伝
説
的
な
朝
鮮
総
聯
批
判
で
あ
る
「
盲
と
蛇
の
押
し
問
答―

意
識
の

定
型
化
と
詩
を
中
心
に―

」（『
ヂ
ン
ダ
レ
』
一
八
号
、
一
九
五
七
年
七
月
）
か
ら
維
持
さ
れ
て
い
る
立
場
で
も
あ
る
。
本
章

で
は
、
そ
の
表
現
困
難
な
「
場
面
」
が
、
日
本
語
を
通
じ
て
形
作
ら
れ
る
様
相
を
論
じ
て
い
き
た
い
。
最
終
的
に
は
表
現
か

ら
読
み
取
れ
る
金
時
鐘
の
リ
ズ
ム
の
思
想
を
明
ら
か
に
し
て
い
き
た
い
。

　

ま
ず
分
析
の
準
備
段
階
と
し
て
、
金
時
鐘
に
と
っ
て
出
来
事
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
の
か
、
ま
た
そ
れ
ら
の
言
語

化
は
、
ど
の
よ
う
な
方
法
を
踏
ま
え
て
い
る
の
か
を
見
て
お
き
た
い
。
そ
の
た
め
に
一
九
八
三
年
出
版
の
『
光
州
詩
片

（
1
）

』
か

ら
、
二
つ
の
詩
を
部
分
的
に
引
用
す
る
。

　
　
　

褪
せ
る
時
の
中

　
　

そ
こ
に
は
い
つ
も
私
が
い
な
い
の
で
あ
る
。

　
　

お
っ
て
も
差
し
つ
か
え
な
い
ほ
ど
に

　
　

ぐ
る
り
は
私
を
く
る
ん
で
平
静
で
あ
る
。

　
　

こ
と
は
き
ま
っ
て
私
の
い
な
い
間
の
出
来
事
と
し
て
お
こ
り

　
　

私
は
私
で
あ
る
べ
き
時
を
や
た
ら
と
や
り
す
ご
し
て
ば
か
り
い
る
の
で
あ
る
。

　
　
〔
…
…
〕

　
　

註

（
1
）『
光
州
詩
片
』
福
武
書
店
、
一
九
八
三
年
。

こ
の
詩
集
は
、一
九
八
〇
年
韓
国
で
起
こ
っ
た
、

軍
事
ク
ー
デ
タ
ー
に
伴
う
、
光
州
市
民
の
軍
に

よ
る
大
量
殺
戮
を
直
接
の
契
機
と
し
て
書
か
れ

た
。
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と
り
残
さ
れ
て
か

　
　

や
り
す
ご
さ
れ
て
か

　
　

見
る
と
も
な
い
眼
が
た
だ
し
ば
た
い
て
い
て

　
　

し
ら
じ
ら
と
見
ら
れ
て
い
る
の
は
私
な
の
だ
。

　
　

乳
白
色
に
闇
を
た
だ
よ
わ
せ

　
　

い
っ
と
き
に
時
が
褪
せ
て
い
く
。

　
　

な
ぜ
か
そ
れ
だ
け
が
見
え
る
の
で
あ
る
。

　
　
〔
…
…
〕

　
　

お
ぼ
え
て
も
な
い
ほ
ど
季
節
を
く
ら
っ
て

　
　

は
じ
け
た
夏
の
私
が
な
い
の
だ
。

　
　

き
ま
っ
て
そ
こ
に
い
つ
も
い
な
い
の
だ
。

　
　

光
州
は
つ
つ
じ
と
燃
え
て
血
の
雄
叫
び
で
あ
る
。

　
　

瞼
の
裏
で
す
ら
痴
呆
け
る
時
は
白
い
の
で
あ
る
。

　
　

三
六
年
を
重
ね
合
わ
せ
て
も

　
　

ま
だ
ま
だ
や
り
す
ご
さ
れ
る
己
れ
の
時
が
あ
る
の
で
あ
る
。

　
　

遠
く
私
の
す
れ
ち
が
っ
た
街
で
だ
け

　
　

時
は
し
ん
し
ん
と
火
を
か
き
た
て
て
降
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
　
　

噤
む
言
葉―

朴
寛
鉉
に

　
　

と
き
に　

言
葉
は

　
　

口
を
つ
ぐ
ん
で
色
を
な
す
こ
と
が
あ
る
。

　
　

表
示
が
伝
達
を
拒
む
た
め
で
あ
る
。

　
　

拒
絶
の
要
求
に
は
言
葉
が
な
い
の
だ
。

　
　

た
だ
暗
黙
が
差
配
し
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対
立
が
拮
抗
す
る
。

　
　

言
葉
は
は
や
奪
わ
れ
る
事
象
か
ら
さ
え
遠
の
い
て
い
て

　
　

意
味
は
す
っ
か
り
か
か
え
ら
れ
た
言
葉
か
ら
剥
離
す
る
。

　
　

意
識
が
眼
を
凝
ら
し
は
じ
め
る
の
は

　
　

よ
う
や
く
こ
の
と
き
か
ら
だ
。

　
　
〔
…
…

（
2
）

〕

「
褪
せ
る
時
」
の
「
時
」
は
、
一
方
で
、「
時
は
し
ん
し
ん
と
火
を
か
き
た
て
て
降
っ
て
い
る
の
で
あ
る
」
と
あ
る
よ
う
に
、

一
九
八
〇
年
の
光
州
に
お
け
る
虐
殺
を
示
す
具
体
性
を
帯
び
た
も
の
で
あ
る
。
他
方
で
「
時
」
は
、「
私
」
を
や
り
過
ご
さ

せ
て
し
ま
う
よ
う
に
、
出
来
事
自
体
を
連
れ
去
っ
て
い
く
も
の
で
も
あ
る
。
こ
れ
は
「
私
の
時
」
と
「
出
来
事
の
時
」
が
時

間
的
に
一
致
し
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
梁
石
日
は
そ
れ
を
「
物
理
的
時
間
」
と
「
歴
史
的
時
間
」
の
不
調
和
と
述
べ
た

が
（
3
）

、「
時
が
褪
せ
て
い
く
」
と
は
、
物
理
的
な
時
間
の
経
過
と
と
も
に
出
来
事
の
生
き
生
き
と
し
た
色
合
い
が
褪
せ
て
し
ま

う
こ
と
、
言
い
換
え
れ
ば
そ
の
事
件
性
が
失
わ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、「
褪
せ
た
」
後
に
残
さ
れ
た
事
件
と
は
、

概
念
化
さ
れ
た
記
憶
へ
の
転
換
を
意
味
し
よ
う
。
と
こ
ろ
で
そ
の
逸
失
は
、「
い
つ
も
」
そ
う
で
あ
る
よ
う
に
、
一
回
限
り

の
出
来
事
で
は
な
い
。
円
環
す
る
時
（「
季
節
」、「
夏
」）
の
中
で
、「
私
」
は
何
度
も
失
い
続
け
て
い
る
。
こ
れ
は
、
裏
を

返
せ
ば
、
出
来
事
が
何
度
も
生
起
し
て
い
る
こ
と
で
も
あ
る
。

　

高
野
斗
志
美
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。「
金
時
鐘
に
と
っ
て
、
生
き
る
と
は
、
記
憶
と
の
た
た
か
い
、
そ
の
意
味
を

う
ば
い
、
そ
し
て
、
純
粋
な
声
を
現
在
に
立
て
る
こ
と
で
も
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
記
憶
に
狎
れ
る
こ
と
も
、
ま
た
日
常
性
の

仕
組
み
に
他
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る

（
4
）

」。
金
時
鐘
の
日
本
語
と
の
格
闘
が
、
高
野
が
述
べ
る
よ
う
に
「
狎
れ
た
記
憶
」、
つ
ま

り
概
念
化
さ
れ
た
記
憶
に
抵
抗
し
、「
純
粋
な
声
」
を
、
本
研
究
の
文
脈
で
言
い
換
え
れ
ば
出
来
事
の
事
件
性
（「
歴
史
的
時

間
」）
を
捉
え
る
こ
と
で
あ
る
と
す
れ
ば
、「
噤
む
言
葉―

朴
寛
鉉
に
」
は
、
反
復
す
る
出
来
事
の
持
つ
生
々
し
い
「
色
」
を

可
視
化
さ
せ
る
た
め
に
、「
褪
せ
る
時
の
中
」
を
凝
視
す
る
と
い
う
彼
の
詩
作
の
方
法
論
と
し
て
読
む
こ
と
が
で
き
よ
う
。

　
「
褪
せ
る
時
」
と
「
色
を
な
す
」
言
葉
。
言
い
換
え
れ
ば
喪
失
し
た
も
の
の
回
帰
を
待
ち
続
け
捉
え
る
こ
と
。
こ
の
枠
組

み
か
ら
照
ら
せ
ば
、
詩
と
は
出
来
事
を
、
そ
の
概
念
化
に
抗
し
て
、
生
々
し
い
ま
ま
に
詩
作
を
通
じ
て
言
語
に
到
来
さ
せ
る

も
の
で
あ
る
、
と
い
う
仮
説
を
立
て
る
こ
と
は
可
能
で
あ
ろ
う
。

（
2
）
二
篇
と
も
『
原
野
の
詩
』
か
ら
引
用
。
順

に
六
三
‐
五
頁
、
七
三
頁
。
ち
な
み
に
「
褪
せ

る
時
の
中
」
は
少
な
く
と
も
三
つ
の
出
来
事
が

現
れ
る
作
品
で
あ
る
。
中
心
と
な
る
一
九
八
〇

年
光
州
事
件
、
一
九
四
五
年
八
月
一
五
日
、
そ

し
て
一
九
四
八
年
の
四
・
三
事
件
で
あ
る
。

（
3
）

梁
石
日
『
ア
ジ
ア
的
身
体
』
平
凡
社
、

一
九
九
九
年
、
二
四
〇
‐
一
頁
。

（
4
）
高
野
斗
志
美
「
金
時
鐘
論―

『
原
野
の
詩
』

と
の
対
話
」、『
資
料
「
金
時
鐘
論
」』（
転
載
）、

金
時
鐘
集
成
詩
集
『
原
野
の
詩
』
を
読
む
会
、

一
九
九
一
年
、
五
七
頁
。
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第
一
節
．
汀
線―

日
本
と
朝
鮮
の
は
ざ
ま

　

前
章
第
二
節
で
は
、
未
分
化
な
イ
メ
ー
ジ
を
持
つ
「
蛹
」
と
い
う
形
象
が
、
正
常
な
日
本
語
を
総
体
的
に
変
質
さ
せ
て
い

く
「
日
本
語
へ
の
報
復
」
の
イ
メ
ー
ジ
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
論
じ
た
。

　

そ
の
「
蛹
」
が
現
れ
て
い
た
第
二
部
第
四
章
の
後
半
で
は
、
忍
従
を
決
め
た
「
蛹
」
が
「
緋
鯉
」
に
飲
み
込
ま
れ
た
直

後
、
急
流
に
巻
き
込
ま
れ
、
か
な
り
の
時
間
的
遡
行
が
な
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
そ
の
結
果
「
蛹
」
は
、「
グ
リ
ー

ン
タ
フ
の
／
三
紀
層
」
三
六
二

と
「
古
生
代
の
／
古
い
地
層
」
三
六
二

と
い
う
空
間
化
さ
れ
た
時
間
の
は
ざ
ま
に
落
ち
込
み
、「
小

石
」
三
五
七

あ
る
い
は
「
化
石
」
三
六
一

と
化
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
時
間
の
空
間
化
さ
れ
た
層
が
表
現
に
用
い
ら
れ
て
い
る

の
は
、「
フ
ォ
ッ
サ
マ
グ
ナ
」
三
五
九

を
意
識
し
て
の
こ
と
で
あ
る
。
地
質
学
的
に
日
本
列
島
を
東
と
西
に
分
け
る
地
溝
帯
で

あ
る
「
フ
ォ
ッ
サ
マ
グ
ナ
」（〝
大
き
な
溝
〞）
の
生
ま
れ
た
原
因
は
、
断
層
ブ
ロ
ッ
ク
の
隆
起
運
動
だ
と
推
測
さ
れ
て
お
り
、

そ
れ
は
、「
古
生
代
の
層
」
よ
り
も
上
の
「
三
紀
層
」
に
横
た
わ
る
と
さ
れ
る
。

　
「
フ
ォ
ッ
サ
マ
グ
ナ
」
と
い
う
形
象
を
用
い
て
、
空
間
化
す
る
時
間
を
表
現
し
て
い
る
こ
と
に
は
、
い
く
つ
か
の
理
由
が

考
え
ら
れ
る
。
第
一
に
時
間
が
空
間
化
し
て
い
る
の
は
、
時
間
の
異
常
を
引
き
起
こ
す
「
蛹
」
の
「
停
滞
」
が
、
時
間
の
澱

み
な
い
流
れ
を
妨
げ
る
こ
と
で
、
時
間
を
垂
直
に
積
み
重
ね
て
い
く
こ
と
を
イ
メ
ー
ジ
さ
せ
る
た
め
で
あ
る
こ
と)5

(

。「
蛹
」

か
ら
の
変
身
で
あ
る
「
小
石
」
が
「
化
石
」
で
も
あ
る
の
も
、
こ
の
時
間
の
異
状
に
関
連
し
て
、「
小
石
」
と
い
う
そ
の
一

点
に
お
い
て
時
間
が
ず
れ
続
け
、
正
常
な
季
語
的
時
間
観
念
の
近
く
に
あ
る
と
同
時
に
遠
く
に
あ
る
か
ら
で
あ
ろ
う
（「
す

ぐ
ね
、
春
も
」
三
五
七

、「
春
は
遠
い
の
よ
」
三
五
〇

）。
遠
く
に
あ
る
分
だ
け
「
小
石
」
は
「
化
石
」
と
化
す
こ
と
に
な
る
。

　

第
二
に
、「
小
石
」
と
化
し
た
「
ぼ
く
」
が
二
つ
の
層
の
は
ざ
ま
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
の
は
、
断
層
ブ
ロ
ッ
ク
の
隆

起
運
動
か
ら
想
起
さ
れ
る
地
殻
変
動
の
兆
し
の
中
に
あ
る
こ
と
を
示
す
た
め
で
あ
る
。
先
に
言
及
し
た
「
女
」
に
か
わ
っ
て

「
妻
」
が
登
場
し
て
い
る
の
も
、
そ
の
要
因
と
し
て
こ
の
地
殻
変
動
が
挙
げ
ら
れ
る
。「
妻
」
は
「
根
雪
を
／
か
き
わ
け
た
／

水
仙
」
三
五
八

の
よ
う
に
、
古
生
代
の
層
で
佇
み
な
が
ら
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

　
　

ど
う
し
て
も
帰
る
の
か
い
？

　
　

閉
じ
こ
め
ら
れ
た
も
の
は

　
　

出
る
べ
き
だ
わ
。

（
5
）
鵜
飼
哲
「
金
時
鐘
の
詩
と
日
本
語
の
〈
未

来
〉」、『
応
答
す
る
力　

来
る
べ
き
言
葉
た
ち

へ
』青
土
社
、二
〇
〇
三
年
、二
二
二
頁
を
参
照
。
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飽
満
し
た

　
　

お
な
か
を
か
か
え
て

　
　

天
然
ガ
ス
ホ
ル
ダ
ー
が

　
　

あ
お
向
い
て
い
る
さ
ま
は

　
　

ま
さ
に

　
　

地
底
の
う
ず
き
だ
。

　
　

出
す
ぎ
て
地
盤
が
ゆ
る
む
っ
て
こ
と
も

　
　

あ
り
う
る
ん
だ
！　
三
五
八

「
飽
満
し
た
／
お
な
か
」
は
、「
ガ
ス
」
と
の
関
連
で
は
気
体
排
泄
物
が
体
に
充
満
し
て
い
る
イ
メ
ー
ジ
を
与
え
る
。
そ
こ
に

「
閉
じ
こ
め
ら
れ
た
も
の
は
／
出
る
べ
き
だ
わ
。」
が
加
わ
る
こ
と
で
、
帰
国
を
「
希
望
」
す
る
者
た
ち
の
大
移
動
が
地
殻
変

動
と
重
ね
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
し
た
が
っ
て
二
つ
の
時
間
の
層
の
は
ざ
ま
に
あ
る
「
化
石
」
は
、
帰
国
運
動
の
熱

烈
な
高
ま
り
を
地
殻
変
動
の
比
喩
に
よ
っ
て
暗
示
し
て
い
る
と
見
て
よ
い
だ
ろ
う
。も
う
一
方
で「
飽
満
し
た
／
お
な
か
」は
、

妊
婦
の
そ
れ
で
あ
る
。

　
　

フ
ォ
ッ
サ
マ
グ
ナ
の

　
　

急
流
に

　
　

さ
ら
さ
れ

　
　

透
明
な
ま
で
に

　
　

す
か
さ
れ
た

　
　

お
前
へ
の

　
　

愛
を

　
　

お
前
は

　
　

お
前
で

　
　

つ
ち
か
う
べ
き
で
は
な
い
の
か
？

　
　

ま
あ
姫
川
の
硬ひ

す
い玉

ね
！
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あ
あ
…
…

　
　

お
前
の
落
と
し
児
だ
よ
。

　
　

日
本
の

　
　

特
産
物
で
は
あ
り
え
て
も

　
　

こ
い
つ
は

　
　

や
は
り

　
　

イ
ミ
テ
イ
シ
ョ
ン
さ
。

　
　

お
か
わ
い
そ
う
に
…
…
。

　
　

あ
な
た
を
孵
せ
る
の
は

　
　

わ
た
し
だ
け
な
の
よ
。
三
五
九
‐
六
〇

「
フ
ォ
ッ
サ
マ
グ
ナ
の
／
急
流
」
も
、
や
は
り
帰
国
者
た
ち
の
移
動
を
指
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
「
急
流
」
に
さ

ら
さ
れ
た
「
ぼ
く
」
は
、
新
潟
県
の
特
産
物
で
あ
る
「
姫
川
の
硬
玉
」
と
な
っ
て
い
る
が
、
そ
れ
が
「
お
前
の
落
と
し
児
」

だ
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
「
硬
玉
」
が
、「
日
本
の
／
特
産
物
」
で
あ
る
も
の
の
「
イ
ミ
テ
イ
シ
ョ
ン
」
だ
と
さ
れ
て
い
る

の
は
、
そ
れ
が
先
に
論
じ
た
「
夫
人
」
の
前
で
お
ど
り
で
た
「
未
分
化
の
／
軟
体
物
」
と
繋
が
っ
て
い
る
た
め
で
あ
る
。
つ

ま
り
「
日
本
の
／
特
産
物
」
＝
正
常
な
日
本
語
に
対
す
る
、「
イ
ミ
テ
イ
シ
ョ
ン
」
＝
異
状
な
「
日
本
語
」
で
あ
る
。
そ
し

て
こ
の
よ
う
な
「
硬
玉
」
と
し
て
の
「
ぼ
く
」
が
「
お
前
の
落
と
し
児
」
だ
と
い
う
の
は
、帰
国
者
た
ち
の
移
動
の
「
急
流
」

に
乗
り
切
れ
な
か
っ
た
こ
と
を
意
味
す
る
。
そ
の
意
味
で
「
お
前
」
と
は
、
帰
国
運
動
そ
れ
自
体
の
こ
と
で
あ
り
、
ひ
い
て

は
そ
の
運
動
を
誘
引
す
る
北
朝
鮮
を
指
し
て
い
よ
う
。
し
た
が
っ
て
フ
ォ
ッ
サ
マ
グ
ナ
と
い
う
時
間
の
空
間
化
の
形
象
を
用

い
た
第
三
の
理
由
は
、妊
婦
の
イ
メ
ー
ジ
に
関
連
し
て
、「
ぼ
く
」の
行
き
着
く
未
来
を
暗
示
す
る
た
め
で
あ
る
。
先
の「
夫
人
」

な
い
し「
女
」が
孵
化
す
る
の
を
待
つ
立
場
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、「
妻
」は
能
動
的
に「
孵
せ
る
」立
場
と
な
っ
て
い
る
。「
夫
人
」

か
ら
「
妻
」
へ
の
転
換
に
は
、孵
化
に
あ
た
っ
て
受
動
か
ら
能
動
へ
の
変
化
が
あ
る
の
で
あ
る
。
そ
の
孵
化
さ
せ
る
先
は
、「
大

同
江
の
／
真
砂
」
三
六
〇

と
な
っ
て
お
り
、そ
の
た
め
「
女
」
か
ら
「
妻
」
へ
の
変
化
は
、日
本
か
ら
朝
鮮
へ
の
転
換
と
も
な
っ

て
い
る
。

　
　

大
同
江
の
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真
砂
な
ら

　
　

よ
も
や

　
　

あ
な
た
を

　
　

区
別
は
し
ま
す
ま
い
。

　
　

と
も
に

　
　

固
め
ら
れ
て

　
　

ブ
ロ
ッ
ク
と
お
な
り
な
さ
い
。

　
　

あ
な
た
次
第
で

　
　

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の

　
　

砂
利
と
も
な
れ
る
の
で
す
。

　
　

そ
う
！

　
　

わ
た
し
の
乳
房
に
う
ま
っ
て

　
　

一
緒
に
い
ら
っ
し
ゃ
い
。 

三
六
〇
‐
一

前
章
で
扱
っ
た『
新
潟
』第
三
部
第
三
章
の
終
り
の
部
分
は
、今
論
じ
て
い
る
個
所
と
密
接
で
あ
る
の
で
言
及
し
て
お
き
た
い
。

　

逸
脱
と
停
滞
と
い
う
行
為
か
ら
な
る
「
意
志
」
は
、「
入
江
の
祖
父
」、
す
な
わ
ち
「
肉
親
に
す
ら
」
理
解
さ
れ
な
い
も
の

で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
「
意
志
」
は
、
常
に
そ
の
負
性
的
性
質
に
よ
っ
て
「
負
い
目
」
を
募
ら
せ
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

加
え
て
社
会
主
義
祖
国
北
朝
鮮
に
さ
え
あ
る
と
さ
れ
る
「
希
少
価
値
の
イ
ン
フ
レ
」
が
、「
北
の
直
系
」
た
る
べ
く
「
あ
い
つ
」

を
「
苦
渋
の
姿
勢
」
で
背
負
い
続
け
る
「
ぼ
く
」
の
「
意
志
」
を
揺
る
が
せ
に
す
る
。
そ
の
結
果
、「
あ
い
つ
」
＝
「
奴
」
は
、

い
つ
で
も
「
ぼ
く
」
を
抜
け
出
し
う
る
状
態
と
し
て
描
か
れ
る
。

　
　

肱
が

　
　

曲
が
り
き
ら
ず
に

　
　

眼
を
つ
り
あ
げ
る
。

　
　

え
た
り
と
ば
か
り

　
　

奴
が
顔
を
だ
し
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は
ぎ
と
っ
た
少
女
の

　
　

二
の
腕
に

　
　

需
要
の
ほ
ど
が

　
　

値
打
ち
だ
と

　
　

四
個
の
時
計
を
は
め
て
や
る
。

　
　

ぼ
く
が
与
え
た

　
　

硬ひ
す
い玉

な
ど

　
　

母
ま
で
だ
ま
す

　
　

代
物
と

　
　

競
う
熊
手
が

　
　

と
っ
た
の
だ
。

　
　

娘
よ
。

　
　

ぼ
く
の
磨
い
た

　
　

た
っ
た
一
つ
の
も
の
だ
っ
た
ん
だ
。

　
　

真
価
の
ほ
ど
は
ど
う
で
あ
れ

　
　

ぼ
く
が
捧
げ
た
す
べ
て
の
も
の
だ
。

　
　

需
要
の
度
合
い
に

　
　

目
を
つ
け
た

　
　

帰
国
の
駄
賃
と
は
ひ
ど
す
ぎ
る
。

　
　

は
な
か
ら
見
通
し
た

　
　

泣
き
っ
面
に

　
　

負
い
目
は
ま
す
ま
す

　
　

つ
の
っ
て
く
る
ん
だ
。

　
　

稀
少
価
値
の
イ
ン
フ
レ
が

　
　

社
会
主
義
の
祖
国
に
あ
る
な
ん
て
！

　
　

い
わ
な
い
こ
と
じ
ゃ
な
か
っ
た
ん
だ
。
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為
を
思
え
ば
こ
そ

　
　

肱
の
ひ
と
つ
も
張
っ
た
の
だ
。

　
　

こ
こ
に
と
ど
ま
る
脱
け
が
ら
が

　
　

ま
さ
し
く
お
前
の

　
　

お
前
だ
と
。

　
　

ひ
た
か
く
し
の

　
　

奥
の

　
　

ぼ
く
の
脱
け
が
ら
に

　
　

む
し
ら
れ
た
少
女
の

　
　

こ
と
ば
の
か
け
ら
が
散
っ
て
い
る
。

　
　

が
ら
ん
ど
う
の

　
　

部
屋
の

　
　

荷
の
な
い
行
李
に

　
　

妻
の
手
ざ
わ
り
に
折
り
た
た
ま
れ
た

　
　

行
方
不
明
の

　
　

ぼ
く
が
い
る
。 

四
六
三
‐
五

北
へ
の
帰
国
者
の
帰
国
後
の
暮
ら
し
に
つ
い
て
は
、
九
〇
年
代
以
降
、
真
贋
問
わ
ず
多
く
の
レ
ポ
ー
ト
や
証
言
が
現
れ
て
い

る
が
、
少
な
く
と
も
日
本
か
ら
持
ち
込
ん
だ
も
の
、
あ
る
い
は
日
本
か
ら
送
ら
れ
る
私
的
な
援
助
に
よ
っ
て
帰
国
者
の
生
活

に
差
異
が
生
じ
て
い
る
。
一
九
六
二
年
の
時
点
で
北
朝
鮮
の
現
状
を
告
発
し
た
関
貴
星
は
、
そ
の
著
書
の
中
で
、
北
に
帰
る

に
際
し
て
金
よ
り
も
物
を
持
っ
て
き
た
ほ
う
が
よ
い
と
か
、
生
活
日
常
品
を
送
っ
て
ほ
し
い
と
い
っ
た
帰
国
者
か
ら
の
手
紙

を
い
く
つ
か
紹
介
し
て
い
る

（
6
）

。
ま
た
日
本
赤
十
字
社
に
よ
っ
て
目
安
が
二
個
ま
で
と
示
さ
れ
た
「
時
計
類
」
は
、
北
朝
鮮
で

売
買
す
れ
ば
、
一
ヶ
月
分
の
収
入
に
な
っ
た
と
い
う

（
7
）

。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
引
用
し
た
詩
句
に
お
い
て
、
四
つ

の
腕
時
計
を
「
少
女
」
に
与
え
て
い
る
こ
と
や
、「
稀
少
価
値
の
イ
ン
フ
レ
が
／
社
会
主
義
の
祖
国
に
あ
る
な
ん
て
！
」
は
、

社
会
主
義
祖
国
に
対
し
て
抱
い
た
理
想
と
現
実
の
落
差
を
示
し
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

　

そ
れ
に
対
し
て
、「
ぼ
く
の
磨
い
た
／
た
っ
た
一
つ
の
も
の
」
で
あ
る
「
硬
玉
」
は
、輸
送
の
た
め
の
心
付
け
と
し
て
、「
駄

（
6
）
関
貴
星「
第
三
部　

北
朝
鮮
か
ら
の
手
紙
」、

『
楽
園
の
夢
破
れ
て
』、
全
貌
社
、
一
九
六
二
年

よ
り
。

（
7
）
テ
ッ
サ
・
モ
ー
リ
ス
‐
ス
ズ
キ
『
北
朝
鮮

へ
の
エ
ク
ソ
ダ
ス
』、
三
一
三
頁
。
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賃
」
に
取
ら
れ
て
い
る
。「
硬
玉
」
は
、先
に
見
た
よ
う
に
、イ
ミ
テ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
の
「
ぼ
く
」
自
身
を
示
す
メ
タ
フ
ァ
ー

の
一
つ
と
な
っ
て
い
た
。
こ
れ
ま
で
論
じ
て
き
た
よ
う
に
、「
硬
玉
」
は
、
価
値
転
換
さ
れ
る
以
前
の
「
模
造
」
品
で
あ
り
、

同
時
に
「
空
洞
」
と
し
て
の
「
自
己
」
の
内
実
を
現
す
も
の
と
な
っ
て
い
る
。「
ぼ
く
が
ぼ
く
で
あ
る
こ
と
の
／
方
法
」
と

は
、
ど
こ
へ
も
行
か
な
い
と
い
う
意
志
に
基
づ
い
て
価
値
の
転
換
を
成
し
遂
げ
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
「
為
を
思
え
ば

こ
そ
／
肱
の
ひ
と
つ
も
張
っ
た
の
だ
。」
は
、
表
面
上
の
対
立
に
も
か
か
わ
ら
ず
合
意
に
至
っ
て
し
ま
う
「
肱
の
張
り
合
い
」

と
は
異
な
る
、第
三
の
そ
れ
で
あ
ろ
う
。
だ
が
、「
無
為
」
と
表
裏
一
体
で
あ
る
そ
の
よ
う
な
「
意
志
」
‐
「
硬
玉
」
は
、「
希

少
価
値
」
の
観
点
、
す
な
わ
ち
交
換
価
値
か
ら
す
れ
ば
「
駄
賃
」
程
度
の
も
の
で
し
か
な
い
。
そ
の
た
め
「
ぼ
く
が
ぼ
く
で

あ
る
」
こ
と
は
、「
こ
こ
に
と
ど
ま
る
脱
け
が
ら
が
／
ま
さ
し
く
お
前
の
／
お
前
だ
」
と
い
う
よ
う
に
、「
脱
け
が
ら
」
が
「
ぼ

く
」
の
実
質
と
し
て
同
一
視
さ
れ
て
し
ま
う
も
の
で
も
あ
る

（
8
）

。

　

以
上
を
踏
ま
え
て「
妻
」と
の
関
係
に
戻
る
な
ら
ば
、「
希
少
価
値
の
イ
ン
フ
レ
」が
あ
る
社
会
主
義
祖
国
で
あ
る
北
朝
鮮
で
、

「
大
同
江
の
／
真
砂
」と
し
て
同
質
化
さ
せ
ら
れ
る
こ
と
は
、そ
れ
も
ま
た
現
実
と
理
想
の
ギ
ャ
ッ
プ
で
あ
ろ
う
。
そ
の
た
め
、

「
大
同
江
」
は
、
同
質
化
へ
む
け
た
大
き
な
流
れ
と
い
う
意
味
合
い
も
感
じ
さ
せ
る
。
ま
た
こ
こ
に
帰
国
者
た
ち
が
粛
清
さ

れ
て
い
っ
た
歴
史
的
事
実
を
思
い
合
せ
る
な
ら
ば
、「
と
も
に
／
固
め
ら
れ
て
／
ブ
ロ
ッ
ク
と
お
な
り
な
さ
い
。」
と
い
っ
た

表
現
は
、
帰
国
後
の
生
活
の
過
酷
さ
を
に
じ
ま
せ
て
も
い
よ
う
。

　

そ
し
て
「
妻
」
の
能
動
的
な
産
出
能
力
を
言
語
論
的
観
点
か
ら
み
る
な
ら
ば
、
彼
女
が
意
味
の
安
定
的
産
出
者
と
し
て
、

決
定
不
可
能
性
を
保
持
す
る
「
小
石
」
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
下
に
置
こ
う
と
す
る
者
と
し
て
捉
え
る
こ
と
も
で
き
る
。「
女
」

に
対
し
て
は
主
従
関
係
を
耐
え
抜
く
こ
と
で
、
日
本
語
の
全
面
的
転
倒
が
試
み
ら
れ
て
い
た
。
他
方
で
「
妻
」
に
よ
る
安
定

的
な
意
味
の
産
出
に
直
面
し
た
「
ぼ
く
」
が
試
み
る
の
は
、「
生
涯
／
変
わ
ら
ぬ
で
あ
ろ
う
／
自
然
に
／
ほ
だ
さ
れ
／
硬
玉

へ
の
／
変
質
に
／
望
み
を
賭
け
た
／
稚
拙
な
／
日
日
」
三
六
二
‐
三

を
放
擲
す
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
は
「
妻
」
と
の
別
れ
と
し

て
現
わ
れ
て
い
る
。

　
　

夫
は

　
　

自
己
の
粉
飾
を

　
　

妻
へ

　
　

託
し
た
。

　
　
〔
…
…
〕

（
8
）
加
え
て
、「
少
女
」
に
捧
げ
ら
れ
た
「
硬
玉
」

が
奪
わ
れ
、
代
わ
り
に
「
時
計
」
が
与
え
ら
れ

る
こ
と
は
、
真
価
の
ほ
ど
が
不
明
確
な
価
値
秩

序
か
ら
、
確
実
に
交
換
し
う
る
そ
れ
へ
と
彼
女

の
立
場
が
移
さ
れ
た
こ
と
を
意
味
す
る
。
し
た

が
っ
て
「
少
女
」
と
い
う
形
象
は
、
妻
‐
母
へ

と
向
か
う
前
段
階
で
あ
り
、
か
つ
祖
国
の
表
象

と
化
す
そ
れ
以
前
の
も
の
と
し
て
「
ぼ
く
」
の

「
意
志
」
を
試
す
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
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ぼ
く
が

　
　

残
る
の
は

　
　

も
の
け
の
殻
だ
か
ら
だ
。

　
　

妻
よ

　
　

命
を
は
ら
む

　
　

人
よ
。

　
　

生
ま
れ
い
ず
る
子
に
こ
そ

　
　

穢
れ
な
い

　
　

処
女
地
を

　
　

約
束
し
て
く
れ
。
三
六
三
‐
五

「
も
ぬ
け
の
殻
」
だ
か
ら
こ
そ
残
る
と
い
う
決
意
は
、前
章
で
論
じ
た
よ
う
に
「
空
洞
」
と
し
て
の
「
意
志
」
の
現
わ
れ
で
あ
る
。

そ
の
よ
う
な
「
意
志
」
の
も
と
、
作
品
に
お
い
て
は
「
ぼ
く
」
が
「
稚
拙
な
日
日
」
を
放
擲
し
、「
汀
線
の
進
退
が
／
波
が

し
ら
と
／
噛
み
合
う
／
河
口
／
目
ざ
し
て
／
」
三
六
三

突
っ
走
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
日
本
と
朝
鮮
の
ど
ち
ら
の

立
場
に
も
立
た
な
い
境
界
を
目
指
す
こ
と
で
も
あ
り
、「
意
志
」
の
働
き
を
示
す
象
徴
的
な
行
為
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
こ

と
は
、
三
八
度
線
の
上
に
建
っ
て
い
る
「
帰
国
セ
ン
タ
ー
」
を
「
わ
が
／
原
点
だ
！
」
三
六
六

と
す
る
表
現
に
も
現
れ
て
い
る
。

　

だ
が
境
界
線
と
し
て
の
「
汀
線
」
は
、安
定
的
に
朝
鮮
と
日
本
を
分
か
つ
も
の
と
は
な
っ
て
い
な
い
。
一
方
で
海
岸
線
は
、

北
か
ら
の
季
節
風
で
後
退
し
て
い
る
と
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

　
　

北
か
ら
の

　
　

季
節
風
に
後
退
す
る

　
　

海
岸
線
に

　
　

日
本
中
が
大
わ
ら
わ
な
の
よ
。
三
六
八

新
潟
県
は
も
と
も
と
季
節
風
に
よ
っ
て
海
岸
が
侵
蝕
し
や
す
い
地
域
で
あ
る
。
こ
の
「
北
」
に
は
、
当
時
の
状
況
を
考
慮
す

る
な
ら
ば
、「
北
風
」
だ
け
で
な
く
、
北
朝
鮮
の
帰
国
事
業
の
大
々
的
な
展
開
も
隠
喩
と
し
て
当
然
な
が
ら
込
め
ら
れ
て
い
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よ
う
。
新
潟
県
だ
け
で
な
く
「
日
本
中
が
大
わ
ら
わ
」
に
な
る
の
も
、
単
な
る
季
節
風
で
は
な
い
こ
と
を
示
唆
す
る
た
め
で

あ
る
。

　

も
う
一
方
で
、「
新
信
濃
川
」
の
掘
削
事
業
に
よ
り
、「
砂
州
」
が
海
を
押
し
返
す
よ
う
に
沖
合
い
に
出
現
し
て
い
る
。

　
　

そ
の
な
か
で

　
　

信
濃
川
を

　
　

上
流
58
キ
ロ
の

　
　

奥
地
で

　
　

分
水
し

　
　

わ
た
し
た
ち
は

　
　

新
信
濃
川
を

　
　

掘
っ
た
わ
！

　
　

ほ
れ
、
ご
ら
ん
な
さ
い
！

　
　

砂
州
は

　
　

現
実
に

　
　

海
の
沖
合
に

　
　

出
現
し
た
の
よ
！

　
　

わ
た
し
た
ち
が

　
　

運
び
こ
む

　
　

供
給
土
砂
量
の
ほ
う
が

　
　

海
岸
浸
食
に
よ
る

　
　

決
壊
量
を

　
　

ず
っ
と

　
　

上
ま
わ
っ
た
ん
じ
ゃ
な
い
!!　
三
六
八
‐
九

新
信
濃
川
は
、
越
後
平
野
の
水
害
を
防
止
す
る
た
め
に
行
わ
れ
た
国
営
事
業
に
よ
っ
て
生
ま
れ
た
川
で
あ
る
。
掘
削
事
業
は
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一
九
〇
九
年
に
開
始
さ
れ
、
一
九
二
二
年
に
完
了
し
て
い
る
。
細
見
和
之
は
、
こ
の
掘
削
事
業
と
『
新
潟
』
の
関
係
に
つ
い

て
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。「
当
時
、
金
氏
は
、
新
潟
港
か
ら
北
朝
鮮
に
至
る
海
路
に
対
し
て
、
信
濃
川
流
域
で
企
図

さ
れ
て
い
た
自
然
と
人
間
の
壮
大
な
営
為
〔
＝
新
信
濃
川
の
掘
削
工
事
〕
の
う
ち
に
、
あ
る
べ
き
「
道
」、
帰
る
べ
き
「
道
」

の
姿
を
思
い
描
い
て
い
た
の
だ

（
9
）

。」。
金
時
鐘
も
こ
の
掘
削
事
業
に
つ
い
て
、「
私
の
「
新
潟
」
へ
の
詩
心
を
突
き
動
か
し
た
、

象
徴
的
な
事
象
の
一
つ
」
だ
っ
た
と
回
想
し
て
い
る）

10
（

。
細
見
の
指
摘
は
、掘
削
事
業
が
そ
の
ま
ま
金
時
鐘
の
思
い
描
く
「
道
」

だ
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、「
あ
る
べ
き
「
道
」」
を
思
考
す
る
契
機
だ
っ
た
、
と
い
う
意
味
で
捉
え
る
べ
き
だ
と
思
わ
れ
る
。

こ
こ
に
表
れ
る
「
季
節
風
」「
海
岸
浸
食
」「
砂
州
」「
供
給
土
砂
量
」
の
関
係
は
、
込
み
入
っ
た
関
係
に
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

第
一
に
、
掘
削
事
業
に
よ
り
運
び
込
ま
れ
る
土
砂
に
よ
っ
て
出
現
す
る
「
砂
州
」
に
は
、「
北
」
風
を
打
ち
返
す
（
再
）
植

民
地
化
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
も
含
ま
れ
て
い
る
と
読
み
得
る
も
の
で
あ
る
。第
二
に
、「
あ
い
つ
」‐「
ぼ
く
」の
関
係
に
お
い
て
、「
あ

い
つ
」
は
ま
た
し
て
も
「
ぼ
く
」
を
「
出
し
抜
い
」
て
「
行
っ
た
」
と
女
の
口
か
ら
言
わ
れ
て
い
る
三
六
七

。
こ
れ
が
北
朝
鮮

へ
の
「
帰
国
」
で
あ
る
な
ら
ば
、「
供
給
土
砂
量
」
と
は
「
帰
国
者
」
た
ち
を
示
す
形
象
で
も
あ
る
。
そ
し
て
第
三
に
、
細

見
が
指
摘
す
る
よ
う
な
、
北
朝
鮮
に
向
か
う
海
路
に
対
置
さ
れ
る
も
の
と
し
て
の
、
あ
る
べ
き
〈
道
〉
の
イ
メ
ー
ジ
と
し
て

の
「
砂
州
」
で
あ
る
。

　

つ
ま
り
「
汀
線
」
に
お
い
て
、
過
去
に
行
わ
れ
た
こ
と
、
今
起
こ
っ
て
い
る
こ
と
、
そ
し
て
目
指
さ
れ
る
べ
き
こ
と
が
複

雑
に
絡
み
合
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
お
い
て
時
間
の
異
状
を
も
た
ら
す
「
蛹
」
の
停
滞
、
ま
た
は
「
小
石
」、「
化
石
」

へ
の
変
身
は
、
言
語
的
な
側
面
に
留
ま
ら
ず
、
こ
の
「
汀
線
」
に
現
れ
る
過
去
‐
現
在
‐
未
来
の
凝
縮
と
相
関
的
な
形
象
と

な
っ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
る
。
そ
し
て
こ
の
時
間
の
凝
縮
と
い
う
意
味
で
、「
歴
史
は
／
過
去
の
も
の
で
は
」
な
い
。

　
　

歴
史
は

　
　

過
去
の
も
の
で
な
か
っ
た
。

　
　

百
五
十
万
年
前
の

　
　

新
潟
平
野
が

　
　

海
で
あ
っ
た
な
ら

　
　

現
に

　
　

海
が

　
　

埋
め
た
て
ら
れ

（
9
）
細
見
和
之
「
和
解
の
世
紀
」、『
新
潟
日
報
』、

二
〇
〇
一
年
四
月
一
八
日
朝
刊
。

（
10
）
金
時
鐘
「
祖
国
は
る
か 

国
境
の
新
潟
」、『
新

潟
日
報
』、
二
〇
〇
一
年
四
月
一
八
日
朝
刊
。
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陸
地
が

　
　

成
長
し
て
い
る

　
　

地
形
発
達
の

　
　

過
程
を

　
　

人
は

　
　

何
万
年
と

　
　

ふ
め
ば
い
い
の
か
?!

　
　

核
の
ご
と
く

　
　

凝
縮
し
た

　
　

現
代
を

　
　

ぼ
く
ら
が

　
　

生
き
る
！

　
　

汀
線
の

　
　

前
進
し
た

　
　

寺
泊
海
岸
に
抱
か
れ
て

　
　

河
口
は

　
　

早
く
も

　
　

く
る
季
節
の
ふ
く
ら
み
に

　
　

波
だ
っ
て
い
る
。

　
　

海
を

　
　

く
り
抜
い
て
こ
そ

　
　

道
だ
！ 

三
六
九
‐
七
一

地
形
の
発
達
過
程
に
歴
史
が
重
ね
あ
わ
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
現
実
の
地
形
の
変
化
に
歴
史
が
内
在
さ
れ
て
い
る
こ

と
が
意
識
さ
れ
る
こ
と
で
、
一
つ
の
歩
み
が
、
時
間
を
「
核
の
ご
と
く
／
凝
縮
」
さ
せ
る
よ
う
に
感
得
さ
れ
て
い
る
。
侵
略

や
虐
殺
を
含
め
て
歴
史
を
現
実
に
つ
な
げ
て
い
く
歩
み
は
、
第
一
部
第
一
章
で
言
わ
れ
て
い
た
「
人
間
の
尊
厳
と
／
知
恵
の
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和
が
／
が
っ
ち
り
組
み
こ
ま
れ
た
／
歴
史
」
と
し
て
の
〈
道
〉
の
創
出
に
向
か
う
イ
メ
ー
ジ
と
な
っ
て
い
よ
う
。
そ
し
て
こ

の
歩
み
は
時
間
を
凝
縮
さ
せ
る
と
い
う
点
で
、「
蛹
」
の
変
身
と
結
び
つ
い
て
い
る
。
そ
の
た
め
言
語
の
異
化
行
為
と
、
そ

こ
に
歴
史
を
凝
縮
さ
せ
る
こ
と
、
そ
れ
こ
そ
金
時
鐘
が
『
新
潟
』
に
お
い
て
も
た
ら
そ
う
と
す
る
「
場
面
」
を
現
出
さ
せ
る

方
法
と
な
る
も
の
で
あ
る
。
先
取
り
す
れ
ば
、
金
時
鐘
の
リ
ズ
ム
の
思
想
も
、
こ
の
言
葉
に
歴
史
を
凝
縮
さ
せ
て
い
く
と
こ

ろ
に
、
そ
の
構
想
の
本
質
が
あ
る
も
の
で
あ
る
。

　

時
枝
誠
記
は
等
時
拍
と
い
う
時
間
形
式
に
基
づ
い
て
リ
ズ
ム
を
規
定
し
、そ
れ
が
言
語
表
現
に
先
行
し
つ
つ
も
両
者
は「
融

合
」
す
る
と
し
た
。
結
果
的
に
そ
れ
は
「
場
面
」
が
本
来
的
に
持
つ
先
行
性
を
縮
小
さ
せ
て
し
ま
っ
て
い
た
が
、
金
時
鐘
の

リ
ズ
ム
は
そ
れ
と
対
照
的
と
な
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
具
体
的
な
言
語
表
現
に
、
線
条
的
で
は
な
い
時
間
の
構
造
を
持
ち
込
む

こ
と
で
、
表
現
と
開
示
す
べ
き
世
界
を
「
融
合
」
さ
せ
る
こ
と
な
く
、
描
き
出
そ
う
と
す
る
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
を
次
節

以
降
、『
新
潟
』
に
お
け
る
歴
史
的
出
来
事
の
中
で
も
核
に
な
る
も
の
と
し
て
の
「
故
郷
」
と
「
四
・
三
事
件
」
を
取
り
上
げ

る
こ
と
で
具
体
的
に
見
て
い
き
た
い
。

　
　

第
二
節
．
故
郷
に
つ
い
て

二
‐
一
．
つ
ぶ
や
き―

語
り
の
行
方

　
『
新
潟
』の
構
成
を
図
式
的
に
言
う
な
ら
ば
、第
一
部
で
朝
鮮
半
島
か
ら
日
本
へ
来
た「
ぼ
く
」は
、第
三
部「
緯
度
が
見
え
る
」

に
お
い
て
は
、
新
潟
の
地
に
到
達
し
て
い
る
。
そ
の
第
三
部
「
緯
度
が
見
え
る
」
の
第
一
章
で
は
、
冒
頭
に
船
が
登
場
す
る
。

　
　

春
は

　
　

雨
を
つ
い
て
く
る

　
　

船
の
よ
う
な
も
の
だ
。

　
　

雪
に
埋
ま
っ
た

　
　

北
越
の
く
に
に

　
　

船
は

　
　

海
か
ら
の
手
を
引
い
て
く
る
。
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く
ぼ
み
を
か
き
わ
け

　
　

河
口
が

　
　

海
の
一
部
で
あ
る
こ
と
を

　
　

知
ら
せ
る
の
だ
。

　
　

そ
れ
が
港
で
あ
る
と
き

　
　

対
島
暖
流
を
よ
ぎ
っ
た
船
が

　
　

冷
た
い
季
節
風
を

　
　

ど
っ
と

　
　

雨
に
か
え
て
や
っ
て
く
る
。

　
　

春
遅
い

　
　

こ
の
地
に

　
　

船
は

　
　

雨
に

　
　

陶
然
と
け
む
っ
て
い
る
ほ
う
が
い
い
。
四
二
一
‐
二

こ
の
船
は
も
ち
ろ
ん
、
在
日
朝
鮮
人
と
、
ま
た
生
活
を
共
に
す
る
こ
と
に
な
っ
た
日
本
人
を
北
朝
鮮
に
「
帰
国）

11
（

」
さ
せ
る
た

め
に
、
北
が
準
備
し
た
「
帰
国
船
」
で
あ
る
。
引
用
に
表
れ
る
「
船
」
が
、
一
九
五
九
年
一
二
月
の
第
一
次
船
の
こ
と
を
指

し
て
い
る
か
ど
う
か
明
ら
か
で
な
い
が
、「
船
」
が
「
春
」
と
重
ね
あ
わ
さ
れ
て
い
る
の
は
、
時
期
を
季
節
で
特
定
さ
せ
る

た
め
で
は
な
い
。
そ
れ
は
当
時
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
な
希
望
を
具
現
さ
せ
た
も
の
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る）

12
（

。
あ
ら
か
じ
め

第
三
部
第
一
章
の
構
造
を
指
摘
し
て
お
く
な
ら
ば
、
水
に
関
わ
る
表
現
と
、
氷
な
い
し
乾
燥
に
関
連
す
る
表
現
が
絡
み
合
い

な
が
ら
展
開
す
る
箇
所
と
な
っ
て
い
る
。
引
用
に
お
い
て
も
、「
船
」
は
「
雨
」
を
伴
い
、
雪
に
閉
ざ
さ
れ
た
「
河
口
」
を

海
に
開
く
よ
う
に
現
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
多
様
な
表
現
の
絡
み
合
い
が
展
開
し
て
い
く
過
程
で
、
こ
の
「
船
」
の

位
置
づ
け
を
明
示
的
で
は
な
い
に
し
ろ
示
唆
す
る
こ
と
に
も
な
っ
て
い
る
。

　

先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
帰
国
し
た
者
の
多
く
は
、
日
本
で
生
活
保
護
を
打
ち
切
ら
れ
貧
困
に
あ
え
ぐ
者
た
ち
で
あ
り
、
北

朝
鮮
の
国
内
的
対
外
的
政
策
に
利
用
さ
れ
た
者
た
ち
で
あ
る
。そ
の
よ
う
に
国
内
的
・
国
際
的
な
政
治
の
動
き
が
あ
る
中
、「
帰

国
」
を
決
意
し
た
人
々
は
、
作
品
で
次
の
よ
う
に
描
か
れ
て
い
る
。

（
11
）
北
朝
鮮
に
帰
っ
た
在
日
朝
鮮
人
の
多
く
は
、

朝
鮮
半
島
南
部
に
ル
ー
ツ
を
持
つ
者
た
ち
で

あ
っ
た
。

（
12
）
第
一
次
帰
国
船
に
搭
乗
す
る
朝
鮮
人
と
日

本
人
を
乗
せ
た
電
車
が
、
一
九
五
九
年
一
二
月

一
〇
日
に
品
川
駅
か
ら
出
発
し
て
い
る
。
そ

の
こ
と
に
つ
い
て
中
野
重
治
は
次
の
よ
う
に

述
べ
て
い
る
。「
ち
ょ
う
ど
三
十
年
ま
え
、
私

は
「
雨
の
降
る
品
川
駅
」
と
い
う
小
さ
い
詩
を

書
い
た
。
詩
と
し
て
い
く
ら
か
甘
い
も
の
だ
つ

た
が
、
詩
に
書
こ
う
と
し
た
事
柄
は
甘
く
な

い
も
の
だ
つ
た
。
あ
れ
を
書
い
た
と
き
、
そ
れ

か
ら
三
十
年
し
て
、
こ
う
し
て
送
り
送
ら
れ
る

よ
う
に
な
る
こ
と
が
空
想
と
し
て
で
も
私
の
頭

に
あ
つ
た
ろ
う
か
。
そ
れ
は
な
か
つ
た
。
そ
れ

は
ほ
ん
と
う
に
な
か
つ
た
。
そ
の
こ
と
が
こ
こ

に
あ
る
…
…
」（
中
野
重
治
「
木
綿
で
ま
い
た

ギ
タ
ー
」、『
中
野
重
治
全
集
第
十
四
巻
』、
筑

摩
書
房
、
一
九
七
九
年
、
四
五
六
頁
）。
帰
国

者
の
そ
の
後
を
思
う
な
ら
ば
感
傷
的
で
は
あ
る

が
、「
雨
の
降
る
品
川
駅
」
と
の
対
比
で
捉
え

る
な
ら
ば
興
味
深
い
コ
メ
ン
ト
と
な
っ
て
い
よ

う
。
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大
き
く
し
わ
っ
た

　
　

北
緯
38
度
の

　
　

稜
線
に
沿
っ
て

　
　

つ
く
し
の
よ
う
な

　
　

は
ら
か
ら
の
一
団
が

　
　

し
と
ど

　
　

海
の
香
に
目
ざ
め
た

　
　

新
潟
の
戸
口
に

　
　

萌
え
て
い
る
。

　
　

船
に
出
会
う
た
め

　
　

山
を
越
え
て
ま
で
来
た

　
　

愛
だ
。

　
　

霜
ふ
り
た
年
に

　
　

語
ら
い
ま
で
も

　
　

凍
て
つ
い
た

　
　

母
だ
。

　
　

夫
だ
。
四
二
二
‐
三

読
ま
れ
る
と
お
り
、
新
潟
で
船
を
待
つ
「
は
ら
か
ら
の
一
団
」
の
姿
が
、「
つ
く
し
」
に
よ
っ
て
形
象
化
さ
れ
て
い
る
。
春

の
季
語
で
あ
る
「
つ
く
し
」
は
、
ス
ギ
ナ
と
い
う
シ
ダ
植
物
の
成
長
初
期
の
名
前
で
あ
る
。
ま
た
「
つ
く
し
」
は
「
澪

み
お
つ
く
し標

」、

す
な
わ
ち
船
が
港
に
入
っ
て
く
る
際
に
目
印
と
な
っ
た
杭
に
由
来
す
る
と
も
さ
れ
る
植
物
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、「
つ

く
し
」
が
「
萌
え
て
い
る
」
と
は
、「
春
」
に
重
ね
あ
わ
さ
れ
た
「
船
」
を
待
つ
と
い
う
構
図
に
お
い
て
、
到
着
す
べ
き
場

所
の
目
印
と
し
て
そ
の
身
を
伸
ば
し
て
い
く
、
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を
喚
起
さ
せ
る
。
し
か
し
他
方
で
「
萌
え
て
い
る
」
は
、

何
ら
か
の
出
来
事
が
起
こ
る
兆
し
と
し
て
、
北
朝
鮮
行
き
の
船
に
乗
る
「
は
ら
か
ら
の
一
団
」
の
、
境
遇
の
変
化
も
想
像
さ

せ
る
。「
山
を
越
え
て
ま
で
来
た
」「
母
」
や
「
夫
」
の
「
凍
て
つ
い
た

0

0

0

0

0

」「
語
ら
い
」
が
、「
雨
」
を
伴
う
「
船
」
に
出
会
う
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こ
と
で
溶
け
出
す
こ
と
は
必
至
だ
が
、
問
題
な
の
は
そ
の
溶
け
方
＝
語
り
方
で
あ
ろ
う
。「
萌
え
て
い
る
」
は
、
そ
の
語
り

の
行
方
が
、
完
全
に
保
障
さ
れ
て
い
な
い
状
態
を
暗
示
し
て
い
る
。
ま
た
第
三
部
第
一
章
で
雨
と
、
氷
な
い
し
乾
燥
を
表
現

す
る
箇
所
が
交
叉
的
に
現
れ
る
の
も
、以
後
「
春
」
と
し
て
の
「
船
」
が
語
り
に
も
た
ら
す
質
が
問
わ
れ
る
た
め
で
も
あ
る
。

　

そ
の
「
語
ら
い
」
が
「
凍
て
つ
」
く
と
は
、
無
言
で
あ
る
と
い
う
意
味
合
い
も
あ
ろ
う
が
、
む
し
ろ
語
る
こ
と
、
声
を
出

す
こ
と
、
空
気
を
震
わ
せ
る
こ
と
さ
え
も
困
難
な
存
在
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
た
め
で
あ
る
。「
し
も
ふ
り
た
年
」
は
、
困

難
さ
が
長
期
に
わ
た
っ
て
持
続
し
て
い
る
こ
と
を
表
し
て
い
る
が
、
そ
の
出
発
点
は
作
品
に
お
い
て
、
日
本
に
来
る
、
あ
る

い
は
連
れ
て
こ
ら
れ
る
船
か
ら
始
ま
っ
て
い
る
。

　
　

玄
海
灘
の
横
揺
れ
に

　
　

す
え
て
い
た
の
は

　
　

押
し
こ
ま
れ
た

　
　

も
や
し
の

　
　

樽
だ
っ
た
。

　
　

む
き
だ
し
の
ま
ま

　
　

か
ら
み
あ
っ
た

　
　

別
離
が

　
　

も
が
れ
る
だ
け
の
根
ひ
げ
を
ふ
る
わ
し
て

　
　

に
ぶ
い
灯
り
に

　
　

群
れ
て
い
た
。

　
　

二
万
の
夜
と

　
　

日
を
か
け
て

　
　

す
べ
て
は
今
語
ら
れ
る
べ
き
だ
。

　
　

天
と
地
の

　
　

か
た
く
な
な
唇
に
も
つ
れ
た
風
が

　
　

夜
更
け
に
も
ら
し
た

　
　

つ
ぶ
や
き
を
。
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ほ
ん
の
り

　
　

闇
を

　
　

押
し
上
げ
て

　
　

せ
り
あ
が
る
緯
度
を

　
　

越
え
て
く
る
船
が
あ
る
の
だ
。

　
　

胞
子
を
孕
ん
だ

　
　

土
の
香
に
く
る
ま
れ
て

　
　

迎
え
ら
れ
た
こ
と
の
な
い

　
　

し
も
べ
の
日
日
が

　
　

吃
水
線
に
泡
と
散
る
の
だ
。
四
二
三
‐
五

「
二
万
の
夜
」
は
、
一
九
五
九
年
を
基
点
に
す
る
な
ら
ば
一
九
〇
五
年
を
指
し
て
お
り
、
日
本
が
韓
国
政
府
か
ら
外
交
権
を

剥
奪
し
た
第
二
次
日
韓
協
約
（
乙
巳
保
護
条
約
）
の
年
に
あ
た
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
船
に
乗
せ
ら
れ
「
玄
界
灘
」

を
渡
っ
て
き
た
「
も
や
し
」
た
ち
と
は
、
強
制
連
行
や
「
徴
用
」「
募
集
」
等
で
日
本
に
連
れ
て
こ
ら
れ
た
朝
鮮
人
た
ち
を

形
象
化
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
語
ら
れ
る
べ
き
「
す
べ
て
」
と
は
、こ
の
「
二
万
の
夜
」
と
い
う
五
五
年
の
間
に
起
こ
っ

た
出
来
事
全
て
の
こ
と
で
あ
る
。
先
に
論
じ
た
「
凍
て
つ
い
た
」「
語
り
」
が
抱
え
込
ん
で
い
る
の
も
、
こ
の
「
二
万
の
夜
」

と
い
う
月
日
を
指
し
て
い
よ
う
。

　

さ
ら
に
こ
の
「
す
べ
て
」
に
は
、
歴
史
的
な
出
来
事
だ
け
で
な
く
、
南
北
分
断
に
よ
っ
て
語
る
べ
き
も
の
の
排
除
が
あ
っ

て
は
な
ら
な
い
と
い
う
要
請
も
含
ま
れ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と
に
関
連
し
て
金
時
鐘
は
、
在
日
朝
鮮
人
は
、
一
方
で
、

南
北
朝
鮮
の
分
断
に
よ
る
政
治
的
信
条
の
違
い
か
ら
、
親
と
子
、
兄
弟
間
に
お
い
て
も
対
立
し
て
い
る
と
あ
る
講
演
で
述
べ

て
い
る
。
だ
が
他
方
で
、
次
の
よ
う
に
も
説
い
て
い
る
。

　
　

し
か
し
政
治
的
に
異
な
っ
た
信
条
が
、
一
つ
の
所
で
絡
ま
り
あ
い
、
対
立
、
拮
抗
し
合
っ
て
生
き
て
い
る
と
い
う
こ
と

　
　

は
、
と
り
も
な
お
さ
ず
「
在
日
朝
鮮
人
」
の
生
活
そ
の
も
の
が
、
否
応
な
く
根
の
と
こ
ろ
で
絡
ま
り
あ
っ
て
し
か
生
き

　
　

て
ゆ
け
な
い
こ
と
の
証
左
で
も
あ
り
ま
す）

13
（

。

（
13
）『「
在
日
」
の
は
ざ
ま
で
』、
四
〇
三
頁
。

（
14
）『「
在
日
」
の
は
ざ
ま
で
』、
四
〇
三
頁
。
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こ
の
講
演
自
体
は
、
在
日
朝
鮮
人
の
日
本
で
の
矛
盾
を
含
ん
だ
生
（
活
）
に
つ
い
て
語
っ
た
も
の
で
あ
る
。
だ
が
引
用
し
た

詩
行
と
照
ら
し
合
わ
せ
る
な
ら
ば
、「
根
の
と
こ
ろ
で
絡
ま
り
」
あ
い
、
あ
る
い
は
「
そ
れ
こ
そ
岩
盤
に
浅
い
根
を
張
っ
て

い
る
よ
う
な
暮
ら
し）

14
（

」
に
は
、
植
民
地
期
の
朝
鮮
人
の
生
と
の
イ
メ
ー
ジ
に
お
け
る
連
続
性
が
あ
る
。
そ
の
た
め
語
ら
れ
る

べ
き
「
す
べ
て
」
が
求
め
て
い
る
の
は
、植
民
地
期
を
含
め
、表
面
上
の
対
立
の
下
で
存
在
す
る
、「
も
や
し
」
の
「
根
ひ
げ
」

の
「
ふ
る
え
」
の
よ
う
な
「
つ
ぶ
や
き
」
の
、
繊
細
で
注
意
深
い
聴
き
取
り
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
闇
を
押
し
上
げ
緯

度
を
越
え
て
く
る
「
船
」
が
、「
迎
え
ら
れ
た
こ
と
の
な
い
／
し
も
べ
の
日
日
」
を
「
吃
水
線
に
泡
と
散
」
ら
せ
る
こ
と
は
、

肯
定
的
な
側
面
と
否
定
的
な
側
面
を
帯
び
る
こ
と
に
な
る
。
肯
定
的
な
側
面
と
し
て
は
、
字
義
通
り
に
「
し
も
べ
の
日
日
」

を
「
泡
」
と
し
て
散
ら
す
こ
と
で
あ
る
。
だ
が
否
定
的
な
側
面
と
し
て
は
、「
し
も
べ
の
日
日
」
で
あ
っ
て
も
語
ら
れ
る
べ

き
も
の
を
、
北
か
ら
来
る
「
船
」
が
も
た
ら
す
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
に
よ
っ
て
否
定
し
て
し
ま
う
こ
と
で
あ
る
。
つ
ま
り
否
定
的

側
面
に
お
い
て
は
、
語
ら
れ
る
べ
き
「
つ
ぶ
や
き
」
が
、
大
き
な
歴
史
物
語
と
交
じ
り
合
っ
て
消
失
し
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。

「
凍
て
つ
い
た
」「
語
ら
い
」
の
溶
け
方
＝
語
り
方
が
問
題
と
な
る
の
は
、
こ
の
否
定
的
側
面
に
対
し
て
で
あ
る
。

　

第
三
部
第
一
章
の
次
の
展
開
は
、
故
郷
か
ら
の
流
出
、
そ
し
て
故
郷
の
姿
を
描
く
場
面
へ
と
展
開
す
る
。
そ
れ
は
「
し
も

べ
の
日
日
」
に
至
る
過
程
が
多
様
で
あ
る
こ
と
、
そ
れ
ゆ
え
故
郷
の
捉
え
方
も
過
去
‐
現
在
‐
未
来
に
お
い
て
一
義
的
な
も

の
（
例
え
ば
北
半
部
を
主
な
故
郷
だ
と
す
る
こ
と
）
で
は
な
い
こ
と
を
示
す
こ
と
に
繋
が
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
裏
か
ら
言
え

ば
、
故
郷
を
ど
の
時
点
に
求
め
、
ま
た
ど
の
よ
う
に
設
定
す
る
か
に
よ
っ
て
、
そ
れ
は
ノ
ス
タ
ル
ジ
ア
に
も
教
条
的
に
も
な

り
う
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
作
品
に
お
い
て
は
、「
つ
ぶ
や
き
」
を
聴
き
取
る
た
め
に
、
そ
の
よ
う
な
ノ
ス
タ
ル
ジ
ア
や

教
条
化
の
拒
否
、小
野
流
に
言
え
ば
「
故
郷
と
は
反
対
に
。
故
郷
へ
」
と
い
う
態
度
が
現
わ
れ
て
い
る
箇
所
と
な
っ
て
い
る
。

つ
ま
り
こ
こ
で
問
わ
れ
て
い
る
の
は
、「
故
郷
」
と
は
何
か
と
い
う
問
い
に
他
な
ら
な
い
。

二
‐
二
．
重
層
化
す
る
故
郷

　

本
研
究
第
二
章
で
も
論
じ
た
が
、
成
田
龍
一
は
「
故
郷
」
を
「
都
市
」
と
い
う
異
郷
へ
移
動
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
し

て
そ
こ
か
ら
事
後
的
に
語
ら
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
概
念
だ
と
し
て
い
た
。
ま
た
成
田
の
分
析
枠
組
み
か
ら
零
れ

落
ち
て
い
る
の
が
、
植
民
地
か
ら
「
故
郷
」
を
語
る
、
あ
る
い
は
歌
う
と
い
う
観
点
だ
と
い
う
こ
と
も
併
せ
て
指
摘
し
て
お

い
た
。
ま
た
磯
田
光
一
が
言
う
よ
う
に
、「「
故
郷
」
は
「
故
郷
」
が
危
機
に
さ
ら
さ
れ
た
と
き
に
は
じ
め
て
問
題
と
な
る）

15
（

」

の
だ
と
す
れ
ば
、
故
郷
の
問
い
は
被
植
民
地
者
の
側
に
よ
り
よ
く
当
て
は
ま
り
、
ま
た
よ
り
複
雑
化
さ
れ
る
。
植
民
地
化
に

よ
る
故
郷
の
危
機
が
あ
り
、
そ
の
危
機
か
ら
派
生
す
る
被
植
民
者
た
ち
の
移
動
が
あ
り
、
ま
た
移
動
に
お
け
る
危
機
が
あ
る

（
15
）
磯
田
光
一
「
近
代
芸
術
に
お
け
る
故
郷
」、

佐
藤
泰
正
編
『
文
学
に
お
け
る
故
郷
』、
笠
間

書
院
、
昭
和
五
三
（
一
九
七
八
）
年
、
七
二
頁
。

こ
こ
で
磯
田
が
論
じ
て
い
る
の
は
、
近
代
化
の

過
程
に
お
け
る
「
故
郷
」
の
危
機
に
つ
い
て
で

あ
り
、
植
民
地
化
に
つ
い
て
で
は
な
い
。
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か
ら
で
あ
る
。
そ
の
故
郷
の
危
機
を
『
新
潟
』
は
重
層
的
に
表
現
し
て
い
る
。
ま
ず
は
植
民
地
化
が
も
た
ら
す
危
機
で
あ
る
。

　
　

け
ば
だ
つ
野
づ
ら
よ
。

　
　

鍬
の
錆
に

　
　

鴉
ま
で
を
干
し
あ
げ
た

　
　

季
節
よ
。

　
　

洛
北
の

　
　

あ
ら
砂
を
浚
い

　
　

巻
き
あ
げ
た
鳴
咽
を

　
　

天
空
に
と
ど
め
て
は

　
　

一
気
に

　
　

行
き
暮
れ
る
婦

お
ん
な

の

　
　

呼
び
声
ま
で
も
打
ち
す
え
た

　
　

吹
雪
よ
。

　
　

江カ
ン
ナ
ム南

と
は

　
　

ど
の
嶺
の
果
て
を
い
う
の
か
。

　
　

知
ら
ね
ば
こ
そ

　
　

鞭
も
打
っ
た
の
だ
。

　
　

江か
わ

床と
こ

の
氷
を
ひ
き
ぎ
し
り

　
　

轍
に
喘
ぐ

　
　

驢
馬
を
せ
き
た
て
て
ま
で

　
　

う
ず
く
ま
る
郷
里
を

　
　

夜
の
明
け
き
ら
ぬ
う
ち
に
振
り
き
っ
た
の
だ
。
四
二
五
‐
六

こ
こ
で
表
現
さ
れ
る
故
郷
は
、
荒
廃
し
地
表
が
露
出
し
た
大
地
、「
鴉
ま
で
干
し
あ
げ
」
る
ほ
ど
湿
潤
さ
と
は
無
縁
な
乾
い

た
季
節
、
そ
し
て
「
嗚
咽
」
を
「
あ
ら
砂
」
と
と
も
に
巻
き
上
げ
、「
婦
」
の
「
呼
び
声
」
さ
え
も
凍
り
つ
か
せ
る
「
吹
雪
」
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の
打
ち
つ
け
る
、
そ
の
よ
う
な
場
と
な
っ
て
い
る
。「
江
南
」
と
は
、
金
時
鐘
の
自
註
に
よ
れ
ば
「
一
年
じ
ゅ
う
常
春
と
い

わ
れ
る
伝
説
上
の
理
想
郷
。」
四
六
七

で
あ
る
が
、
一
般
的
に
そ
れ
は
、
気
候
が
温
暖
で
土
地
が
肥
沃
な
中
国
長
江
の
南
岸
地

域
の
こ
と
を
示
す
。
そ
の
「
江
南
」
と
対
比
さ
れ
る
故
郷
は
、
理
想
郷
と
か
け
離
れ
て
い
る
だ
け
で
な
く
、「
ど
の
嶺
の
果

て
を
い
う
の
か
」
と
あ
る
よ
う
に
、
境
界
さ
え
わ
か
ら
な
い
閉
塞
感
に
満
た
さ
れ
て
い
る
。
だ
か
ら
こ
そ
そ
の
よ
う
な
「
郷

里
」
は
振
り
切
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
と
も
言
え
る
が
、
こ
こ
に
は
日
本
に
来
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
金
時
鐘
の
経
験
だ
け
で
な

く
、
金

き
む
ど
ん
ふ
ぁ
ん

東
煥
の
次
の
詩
と
も
呼
応
す
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

　
　
　

雪
が
降
る
の
だ
（
金
時
鐘
訳
）

　
　

北
国
に
は　

日
ご
と
夜
ご
と
雪
が
降
る  

　
　

灰
色
の
空
か
ら
白
い
雪
が
降
り
し
き
る
た
び
、 

　
　

雪
に
埋
も
れ
て
ゆ
く
ま
っ
白
い
北
朝
鮮
が
見
え
る
。 

　
　

時
折
り　

驢
馬
泣
か
せ
の
吹
雪
が 

　
　

漠
北
越
し
に
荒
砂
を
掴
ん
で
き
て
は　

　
　

寒
さ
に
ふ
る
え
る
白
衣
人
の
耳
た
ぼ
を
う
つ
。　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
、二
連）

16
（

）

金
東
煥
の
詩
に
お
け
る
「
北
朝
鮮
」
は
、
も
ち
ろ
ん
現
在
の
国
家
と
し
て
の
朝
鮮
民
主
主
義
人
民
共
和
国
で
は
な
く
、
朝
鮮

半
島
の
北
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
金
東
煥
「
雪
が
降
る
の
だ
」
で
は
、
そ
の
雪
の
降
り
つ
け
る
北
朝
鮮
を
通
っ
て
、
狭
義
に

は
国
境
、
そ
し
て
広
義
に
は
北
の
極
ま
る
と
こ
ろ
を
意
味
す
る
で
あ
ろ
う
「
北
塞
」
を
目
指
し
、「
引
越
」
を
す
る
と
い
う

内
容
に
な
っ
て
い
る）

17
（

。
こ
の
こ
と
は
、
こ
の
作
品
が
作
ら
れ
た
時
期
を
考
慮
す
れ
ば
、「
雪
が
降
る
の
だ
」
も
植
民
地
朝
鮮

の
暗
喩
と
な
り
え
て
い
る
。
こ
の
作
品
に
比
較
し
て
金
時
鐘
の
場
合
は
、「
あ
ら
砂
」
と
化
し
た
「
嗚
咽
」
が
、
さ
ら
に
「
吹

雪
」
と
な
っ
て
打
ち
つ
け
る
点
に
、
身
体
的
な
苦
痛
を
強
く
意
識
さ
せ
る
だ
け
で
な
く
、
季
節
の
巡
り
方
の
統
一
的
な
把
握

を
不
可
能
に
し
て
い
る
。
そ
の
結
果
と
し
て
、
追
い
詰
め
ら
れ
、「
驢
馬
を
せ
き
た
て
て
ま
で
／
う
ず
く
ま
る
郷
里
を
／
夜

の
明
け
き
ら
ぬ
う
ち
に
振
り
き
」
ら
ざ
る
を
え
な
い
状
況
が
、
よ
り
切
迫
感
を
持
っ
て
描
き
出
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
次
の

（
16
）
金
時
鐘
訳
『
朝
鮮
詩
集
』、
二
四
‐
五
頁
。

原
詩
「
눈
이 

내
리
느
니
」
は
以
下
の
通
り
。

〝
북
국
에
는 

날
마
다 

밤
마
다 

눈
이 

내
리
느
니

／
희
색 

하
늘 

속
으
로 

흰
눈
이 

포
부
슬 

때
마

다
、
／
눈
속
에 

파
묻
히
는 

하
아
얀 

북
조
선
이 

보
이
느
니
。
／
가
끔 

가
다
가 

당
나
귀 

울
리
는 

눈
보
라
가
／
漠
北 

강
건
너
로 

굵
은 

모
래
를 

쥐
어
다
가
／
취
위
에 

얼
어 

떠
는 

白
衣
人
의 

귓
불
을 

때
리
느
니
。″（
金
東
煥『
国
境
의 

밤
』、

『
資
料
集
成
』
一
二
巻
、p.24.

）

（
17
）
金
時
鐘
訳
『
朝
鮮
詩
集
』、
二
六
頁
。
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展
開
に
お
い
て
、
こ
の
切
迫
し
た
脱
出
の
原
因
と
な
る
故
郷
の
姿
が
描
き
出
さ
れ
始
め
る
。

　
　

何
百
年
と
い
う
も
の

　
　

ほ
じ
く
り
つ
く
し
た
背
筋
を

　
　

鎌
が
は
ぎ
と
り

　
　

芋
の
あ
く
に
骨
ば
っ
た

　
　

地
肌
を

　
　

そ
れ
で
も
ひ
っ
ぺ
が
し

　
　

丸
ご
と
食
っ
て
も
足
り
な
い

　
　

他
人
の
土
地
に

　
　

禱
り
は

　
　

飢
え
に
染
ま
る

　
　

稗
の

　
　

葉
先
で
お
の
の
く
。
四
二
六

土
地
所
有
権
が
「
他
人
」
の
も
の
と
な
っ
て
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
瘠
せ
た
大
地
を
さ
ら
に
「
ひ
っ
ぺ
が
」
さ
な
け
れ
ば
収

穫
が
得
ら
れ
な
い
状
況
を
描
き
出
し
て
お
り
、荒
廃
度
が
増
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、先
の
「
も
や
し
」
の
「
根
ひ
げ
」
の
「
ふ

る
え
」
の
よ
う
な
「
つ
ぶ
や
き
」
と
同
様
、そ
の
大
地
を
耕
す
者
の
収
穫
の
「
禱
り
」
は
、「
稗
」
の
「
葉
先
」
の
「
お
の
の
」

き
と
な
っ
て
現
れ
て
い
る
。
言
い
換
え
れ
ば
、故
郷
の
危
機
に
由
来
す
る
「
禱
り
」
や
「
つ
ぶ
や
き
」
は
、「
根
ひ
げ
」
や
「
葉

先
」
に
辛
う
じ
て
宿
る
、
聴
き
取
り
難
い
も
の
だ
と
い
う
こ
と
が
、
こ
こ
で
示
唆
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
「
ふ
る
え
」
や
「
お

の
の
き
」
の
行
方
に
帰
る
た
め
に
、
も
う
暫
く
「
故
郷
」
の
分
析
を
進
め
て
い
き
た
い
。

　

こ
の
故
郷
の
危
機
を
示
す
渇
き
は
、
肯
定
的
な
表
現
と
し
て
で
あ
れ
、
否
定
的
な
も
の
と
し
て
で
あ
れ
、
安
易
に
抒
情
的

に
語
る
こ
と
を
拒
絶
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
渇
き
は
、「
水
」
が
潤
す
こ
と
が
で
き
な
い
ほ
ど
に
、
そ
の
深
刻
度
を

増
し
て
い
く
か
ら
で
あ
る
。

　
　

村
を
つ
ぶ
し
た
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出
水
に
す
ら

　
　

畔
は

　
　

干
あ
が
る
ば
か
り
だ
。

　
　

黄
疸
に
ひ
れ
伏
す

　
　

田
畑
を

　
　

せ
め
ぎ
あ
い

　
　

肋
の
く
ぼ
み
に

　
　

さ
さ
く
れ
た
喝マ

マ

き
が

　
　

に
じ
む
ま
で

　
　

へ
し
折
っ
た
命
を
天
日
に
さ
ら
し
た
の
は

　
　

柄
杓
だ
。

　
　

掬
く
う
に
も

　
　

お
ぼ
つ
か
な
い

　
　

水
が

　
　

そ
ぼ
る

　
　

雨
に
さ
え

　
　

土
堤
を
し
わ
ら
せ
る
。

　
　

季
節
が

　
　

風
物
で
あ
る

　
　

季
節
を
も
た
な
い
と
き

　
　

と
り
い
れ
は

　
　

立
ち
枯
れ
る
ま
え
の

　
　

青
さ
で
し
か
な
い
だ
ろ
う
。
四
二
七
‐
八

一
読
し
て
分
か
る
よ
う
に
、
故
郷
そ
れ
自
体
に
つ
い
て
も
、
ま
た
大
地
と
人
の
関
係
性
に
つ
い
て
も
極
度
に
不
毛
に
描
か
れ

て
い
る
。「
黄
疸
」
の
よ
う
に
黄
色
く
「
干
あ
が
る
」「
田
畑
」
と
、
土
地
を
耕
す
者
の
浮
き
上
が
っ
た
「
肋
」
に
浸
透
す
る
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渇
き
が
、
大
地
と
人
の
一
体
化
を
も
た
ら
し
て
い
る
。
そ
し
て
汲
む
べ
き
水
を
持
た
な
い
「
柄
杓
」
が
こ
の
「
色
ど
り
よ
う

の
な
い
点
景）

18
（

」
と
内
的
な
渇
き
を
、
共
通
し
て
象
徴
す
る
も
の
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
。「
出
水
」
や
「
と
り
い
れ
」
と

い
う
語
か
ら
す
る
と
、
季
節
的
に
は
秋
の
は
じ
め
ご
ろ
か
も
し
れ
な
い
が
、「
柄
杓
」
等
に
よ
っ
て
喚
起
さ
れ
る
全
体
的
な

イ
メ
ー
ジ
と
し
て
は
、
真
夏
の
日
照
り
の
よ
う
で
も
あ
る
。
先
の
「
あ
ら
砂
」
が
「
吹
雪
」
と
化
す
季
節
の
変
調
を
踏
ま
え

る
な
ら
ば
、
こ
こ
で
は
、
渇
き
の
深
刻
さ
に
お
い
て
、
春
／
夏
／
秋
／
冬
と
い
う
区
別
、
そ
し
て
循
環
が
無
化
さ
れ
て
い
る
。

そ
こ
か
ら
「
季
節
が
／
風
物
で
あ
る
／
季
節
を
も
た
な
い
と
き
」
と
は
、
時
間
の
円
環
的
な
流
れ
の
調
子
が
狂
っ
て
し
ま
う

こ
と
で
、「
風
物
」
と
な
り
え
な
い
季
節
を
意
味
す
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
そ
の
こ
と
は
、「
と
り
い
れ
は
／
立
ち
枯
れ
る
ま
え

の
／
青
さ
で
し
か
な
い
だ
ろ
う
。」
と
あ
る
よ
う
に
、
植
物
の
芽
吹
き
と
収
獲
の
間
か
ら
、
豊
か
な
生
育
過
程
が
抜
け
落
ち

て
い
る
点
に
も
現
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
時
間
の
循
環
に
異
状
を
も
た
ら
す
渇
き
は
、
一
九
一
〇
年
か
ら
一
八
年
の
土
地

調
査
事
業
や
、
一
九
一
八
年
の
日
本
で
の
米
騒
動
を
期
に
計
画
さ
れ
た
「
産
米
増
強
」
等
に
よ
る
収
奪
の
隠
喩
的
表
現
と
み

て
よ
い
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
こ
の
渇
き
に
対
し
て
、「
五
十
億
ド
ル
の
／
施
し
に
も
／
こ
の
地
は
／
し
め
り
さ
え
帯

び
ぬ
の
だ
。」
と
言
わ
れ
て
い
る
こ
と
で
も
確
認
で
き
る
。
と
い
う
の
も
こ
の
「
五
十
億
ド
ル
」
は
、
植
民
地
期
に
日
本
が

朝
鮮
半
島
に
投
下
し
、
ま
た
残
し
て
い
っ
た
資
本
と
財
産
の
総
額
を
指
し
て
い
る
と
思
わ
れ
か
ら
で
あ
る）

19
（

。
金
時
鐘
も
こ
れ

に
関
連
し
た
こ
と
と
し
て
、「
昔
も
今
も
、
日
本
の
恩
恵
が
ま
し
い
〈
朝
鮮
〉
へ
の
投
資
に
は
、
必
ず
と
言
っ
て
い
い
ほ
ど
、

不
気
味
な
飢
え
が
「
近
代
化
」
と
と
も
に
ま
と
い
つ
い
て
き
た
。」
と
エ
ッ
セ
ー
で
述
べ
て
い
る）

20
（

。
つ
ま
り
そ
の
よ
う
な
植

民
地
に
よ
る
収
奪
が
も
た
ら
す
故
郷
の
姿
を
、
作
品
は
渇
き
に
よ
っ
て
定
着
さ
せ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
時
間
に
お
け
る
こ
の
よ
う
な
異
状
は
、
故
郷
の
姿
を
時
間
的
・
時
代
的
な
区
切
り
に
基
づ
い
て
描
く
の
で
は
な
く
、

重
ね
合
わ
せ
る
よ
う
に
表
出
さ
せ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
次
の
展
開
で
植
民
地
期
か
ら
朝
鮮
戦
争
期
へ
と
場
面
が
転
換
す

る
か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
れ
が
『
新
潟
』
に
お
け
る
故
郷
の
第
二
の
危
機
と
な
っ
て
い
る
。

　
　

噛
み
し
だ
く

　
　

無
限
軌
道
に

　
　

山
ひ
だ
は

　
　

赤
つ
ち
を
舞
い
あ
げ

　
　

か
さ
ぶ
た
の

　
　

軒
も

（
18
）
金
時
鐘
「
か
さ
な
る
陰
画
」、
二
七
九
頁
。

（
19
）
高
崎
宗
司
『
検
証
日
韓
会
談
』（
岩
波
書
店
、

一
九
九
六
年
）
一
一
頁
参
照
。
こ
の
「
五
十
億

ド
ル
」
と
い
う
金
額
は
、
日
韓
会
談
の
請
求

委
員
会
に
お
い
て
、
日
本
側
が
対
韓
請
求
権

の
総
額
と
し
て
は
じ
き
出
し
た
も
の
だ
が
、

一
九
五
七
年
に
撤
回
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
付

け
加
え
れ
ば
、
日
韓
会
談
を
中
断
に
追
い
込
ん

だ
「
久
保
田
発
言
」
も
、
こ
の
対
韓
請
求
権
行

使
の
延
長
線
上
に
あ
る
。

（
20
）
金
時
鐘
「
か
さ
な
る
陰
画―

日
本
企
業
進

出
下
の
韓
国
の
風
景
」、『「
在
日
」
の
は
ざ
ま

で
』、
二
八
〇
頁
。
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Ｎマ
マ

４
シ
ャ
ー
マ
ン
の

　
　

地
ひ
び
く
偉
容
に
包
み
こ
ま
れ
る
。

　
　

街
は

　
　

装
甲
車
が

　
　

か
た
ど
り

　
　

木
木
の
ざ
わ
め
き
は

　
　

も
は
や

　
　

ひ
し
め
く

　
　

銃
だ
。
四
二
九

こ
の
よ
う
な
ド
ラ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
場
面
転
換
の
要
因
と
し
て
は
、
も
ち
ろ
ん
朝
鮮
半
島
の
分
断
が
あ
る
わ
け
だ
が
、
そ
の
主

要
な
要
因
が
日
本
の
植
民
地
支
配
に
あ
る
の
で
あ
れ
ば
、
転
換
も
そ
の
延
長
線
上
の
も
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
こ
の
急
激
な

転
換
は
、
時
間
軸
に
則
っ
て
作
品
を
構
成
す
る
と
見
え
な
く
な
っ
て
し
ま
う
問
題
の
重
な
り
あ
い
を
、
故
郷
の
姿
を
重
層
的

に
表
現
す
る
こ
と
で
現
わ
そ
う
と
す
る
手
法
と
な
っ
て
い
る
。

　
「
赤
」
‐
血
‐
「
か
さ
ぶ
た
」
の
繋
が
り
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、「
Ｎ
４
シ
ャ
ー
マ
ン
」（
朝
鮮
戦
争
期
に
投
入
さ
れ
た
「
国

連
軍
」
の
戦
車
「
Ｍ
４
シ
ャ
ー
マ
ン
」
の
誤
植
で
あ
ろ
う
）
の
キ
ャ
タ
ピ
ラ
の
「
無
限
軌
道
」
が
、
人
と
大
地
を
さ
ら
に
荒

廃
さ
せ
不
毛
に
し
て
い
る
。
ま
た
キ
ャ
タ
ピ
ラ
が
発
生
さ
せ
る
「
偉
容
」
＝
異
様
な
地
響
き
は
、「
木
木
の
ざ
わ
め
き
」
も

銃
声
音
に
変
容
さ
せ
て
い
る
。
つ
ま
り
光
景
的
に
も
、
音
響
的
に
も
強
い
緊
張
感
を
伴
う
表
現
が
こ
こ
で
作
り
出
さ
れ
て
い

る
。

　

さ
ら
に
こ
こ
に
登
場
し
て
い
る
「
Ｎ
４
シ
ャ
ー
マ
ン
」
に
は
、
お
そ
ら
く
一
八
六
六
年
七
月
に
起
き
た
「
シ
ャ
ー
マ
ン
号

事
件
」
が
結
び
つ
い
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
シ
ャ
ー
マ
ン
号
事
件
と
は
、
大
同
江
を
遡
り

0

0

0

0

0

0

平
壌
入
り
し
た
米
国
商
船
の
ジ
ェ

ネ
ラ
ル･

シ
ャ
ー
マ
ン
号
が
、
通
商
を
求
め
た
こ
と
で
起
こ
っ
た
事
件
で
あ
る
。
通
商
の
要
求
を
退
け
ら
れ
た
シ
ャ
ー
マ
ン

号
の
船
員
達
は
、
発
砲
事
件
を
起
こ
し
、
さ
ら
に
大
同
江
の
増
水
に
よ
っ
て
座
礁
す
る
と
い
う
事
態
に
陥
る
と
、
不
安
と
焦

り
か
ら
強
盗
・
略
奪
・
殺
人
を
行
っ
た
。
結
果
的
に
シ
ャ
ー
マ
ン
号
は
火
攻
め
・
砲
撃
を
受
け
撃
沈
さ
せ
ら
れ
て
い
る
（
船

員
二
三
名
死
亡）

21
（

）。『
新
潟
』
に
お
い
て
も
、
第
二
部
第
二
章
で
「
シ
ャ
ー
マ
ン
号
」
が
登
場
し
て
い
る
。「
夜
の
／
と
ば
り

に
包
ま
れ
た
／
世
界
は
／
も
う
／
ひ
と
つ
の
／
海
だ
。
／
眠
り
を
も
た
ぬ
／
少
年
の
／
眼
に
／
黒
黒
と
／
シ
ャ
ー
マ
ン
号
が

（
21
）

韓
国
史
事
典
編
纂
会
『
朝
鮮
韓
国
近

現
代
史
事
典　

第
二
版
』、
日
本
評
論
社
、

二
〇
〇
二
年
、
七
六
‐
七
頁
参
照
。
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／
無
数
の
／
死
人
を
／
引
き
ず
っ
て
／
の
し
か
か
る
。」
三
九
二

。
こ
の
詩
句
は
、
次
節
で
詳
細
に
論
じ
る
が
、
連
行
さ
れ
た

父
親
の
帰
り
を
渚
で
待
つ
少
年
と
、四
・
三
事
件
の
犠
牲
者
と
し
て
岸
に
打
ち
上
げ
ら
れ
る
「
父
」
の
く
だ
り
で
表
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
「
シ
ャ
ー
マ
ン
（
号
）」
は
、
米
国
に
よ
る
朝
鮮
半
島
へ
の
介
入
を
示
す
形
象
と
な
っ
て
い
る
。
だ
が

そ
れ
だ
け
で
な
く
、「
シ
ャ
ー
マ
ン
号
」
の
た
ど
っ
た
大
同
江
か
ら
平
壌
へ
と
い
う
コ
ー
ス
は
、
北
へ
帰
国
す
る
人
々
が
遡

る
そ
れ
で
も
あ
る
。
そ
の
意
味
で
「
シ
ャ
ー
マ
ン
号
」
は
、
米
国
の
象
徴
と
し
て
、
人
々
の
生
存
を
決
定
す
る
冷
戦
体
制
を

開
示
す
る
よ
う
に
も
作
用
す
る
。
そ
の
た
め
そ
の
大
同
江
を
遡
り
た
ど
り
着
く
場
所
で
あ
る
「
祖
国
」
と
し
て
の
北
朝
鮮
は
、

冷
戦
体
制
を
開
示
す
る
場
所
と
し
て
、
故
郷
の
第
三
の
危
機
を
示
す
場
と
も
な
っ
て
い
る
。

　
　

蜀き

び黍
さ
え
細
っ
た

　
　

標
高
に

　
　

霧
ふ
く

　
　

虹
を
見
た
か
?!

　
　

海
を
押
し
の
け
た

　
　

田
畑
が

　
　

岸
辺
に
う
ち
返
す

　
　

黄
金
の
う
ね
り
を
だ
。

　
　

萎
え
た
大
地
の

　
　

う
ず
き
に
せ
か
れ
る

　
　

用
水
が

　
　

山
を

　
　

駆
け
る
。

　
　

激
し
く

　
　

く
び
る
南
の

　
　

断
た
れ
た
愛
に

　
　

身
も
だ
え
て
は

　
　

一
路



273　　　第八章　歴史と自己―金時鐘のリズムの思想

　
　

大
同
江
の
水
脈
に
ま
ざ
る
の
だ
。

　
　

鋼
鉄
の

　
　

憤
怒
に
煮
え
く
る

　
　

塑
性
槽
に

　
　

う
ぶ
湯
を
ひ
た
し

　
　

ひ
し
ぐ
力
が

　
　

ど
の
固
さ
に
こ
も
る
か
を

　
　

た
わ
わ
な

　
　

祖
国
の

　
　

稔
り
の
な
か
へ

　
　

泌
み
て
は

　
　

巡
る
。
四
二
九
‐
三
一

「
蜀
黍
さ
え
細
っ
た
」
か
ら
「
黄
金
の
う
ね
り
を
だ
。」
ま
で
は
、
一
方
で
、
渇
く
故
郷
が
持
つ
べ
き
豊
か
さ
の
理
想
像
を
示

し
て
い
る
。
し
か
し
他
方
で
「
虹
を
見
た
か
?!
」
は
、
明
ら
か
に
問
い
か
け
の
様
相
を
帯
び
て
お
り
、
そ
し
て
そ
れ
は
、
希

望
を
持
っ
て
帰
国
し
た
人
々
に
向
か
っ
て
な
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
も
読
め
る
。
北
朝
鮮
の
帰
国
事
業
に
は
、
労
働
力
の
確
保

と
い
う
思
惑
が
あ
っ
た
こ
と
は
先
に
述
べ
た）

22
（

。

　
「
萎
え
た
大
地
の
／
う
ず
き
に
せ
か
れ
」「
山
を
／
駆
け
る
」「
用
水
」
と
な
り
、「
く
び
る
南
の
／
断
た
れ
た
愛
に
／
身
も

だ
え
」「
大
同
江
の
水
脈
に
ま
ざ
る
」
の
は
、
文
脈
上
間
違
い
な
く
帰
国
す
る
人
々
で
あ
る
。
先
に
触
れ
た
よ
う
に
、
南
に

向
か
う
こ
と
が
禁
じ
ら
れ
た
「
大
同
江
」
を
遡
る
コ
ー
ス
が
、
こ
こ
で
「
シ
ャ
ー
マ
ン
号
」
の
そ
れ
と
が
重
ね
ら
れ
て
い
る

の
が
わ
か
る
。
帰
国
運
動
が
活
発
化
し
、
実
際
の
帰
国
が
行
わ
れ
始
め
た
時
期
に
当
た
る
一
九
五
七
〜
六
一
年
は
、
北
朝
鮮

で
は
「
千
里
馬
運
動
」
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
も
と
、
第
一
次
五
カ
年
計
画
が
遂
行
さ
れ
て
い
た
時
期
で
あ
り
、
工
業
面
で
高
い

成
長
を
な
し
遂
げ
て
い
る
。「
鋼
鉄
の
／
憤
怒
に
煮
え
く
る
／
塑
性
槽
に
／
う
ぶ
湯
を
ひ
た
し
」
と
は
、
当
時
の
計
画
さ
れ

た
経
済
運
営
が
、新
た
な
労
働
力
と
と
も
に
ハ
イ
ペ
ー
ス
で
進
め
ら
れ
た
姿
を
イ
メ
ー
ジ
さ
せ
る
。
さ
ら
に
「
塑
性
槽
」
は
、

そ
の
可
塑
性
、
変
形
可
能
性
を
意
識
さ
せ
る
点
に
お
い
て
、
第
六
章
で
論
じ
た
「
塑
像
」、
す
な
わ
ち
存
在
の
在
り
よ
う
の

決
定
不
可
能
な
状
態
で
あ
り
な
が
ら
、
い
か
よ
う
に
も
変
身
可
能
で
あ
る
自
己
像
と
関
連
し
て
い
る
（「
古
代
エ
ジ
プ
ト
の

（
22
）
こ
の
点
に
関
し
て
、
当
時
、
日
本
の
メ
デ
ィ

ア
で
も
そ
の
よ
う
な
分
析
は
す
で
に
存
在
し
て

い
た
。
高
崎
宗
司
「『
朝
日
新
聞
』
と
『
産
経

新
聞
』
は
帰
国
問
題
を
ど
う
報
じ
た
か
」、『
帰

国
運
動
と
は
何
だ
っ
た
の
か
』、
二
八
九
頁
。
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／
立
像
の
よ
う
に
／
永
劫
／
原
形
で
し
か
な
い
で
あ
ろ
う
／
自
己
に
つ
い
て
／
そ
の
塑
像
の
／
歪
つ
さ
に
／
お
び
え
る
。」）。

そ
こ
か
ら
、
北
朝
鮮
へ
帰
国
し
た
人
々
の
生
を
新
た
に
形
作
る
と
い
う
意
味
で
、「
塑
性
」
は
「
蘇
生
」
と
い
う
意
義
も
匂

わ
せ
て
い
る
。「
う
ぶ
湯
」
と
い
う
語
も
（
再
）
誕
生
と
結
び
つ
く
も
の
と
し
て
、「
塑
性
」
の
「
蘇
生
」
へ
の
変
換
を
支
え

て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
蘇
生
の
可
能
性
は
、
明
ら
か
に
両
義
的
で
あ
る
。
一
方
で
柔
軟
に
蘇
生
す
る
か
ら
こ
そ
、「
ひ
し
ぐ
力
が
／

ど
の
固
さ
に
こ
も
る
か
を
」
身
体
的
に
感
知
し
、「
た
わ
わ
な
／
祖
国
の
／
稔
り
」、
す
な
わ
ち
「
霧
ふ
く
虹
」「
岸
辺
に
う

ち
返
す
黄
金
の
う
ね
り
」
を
目
指
し
て
、
渇
く
故
郷
に
順
応
し
う
る
の
で
あ
る
。
と
は
い
え
も
う
一
方
で
、
こ
の
蘇
生
に
は

過
酷
さ
が
付
き
ま
と
っ
て
も
い
る
。
個
々
の
実
存
に
、「
五
十
億
ド
ル
」
で
さ
え
湿
ら
な
い
故
郷
の
地
の
「
し
め
り
」、
あ
る

い
は
「
た
わ
わ
な
／
祖
国
の
／
稔
り
」
を
賭
け
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
が
粛
清
と
い
う
形
で
報
わ
れ
な
け
れ
ば
な

お
さ
ら
で
あ
ろ
う
。「
霧
ふ
く
／
虹
を
見
た
か
?!
」
は
帰
国
者
へ
の
呼
び
か
け
で
も
あ
る
以
上
、
こ
の
よ
う
な
蘇
生
の
可
能

性
は
、
過
酷
さ
を
滲
ま
せ
て
い
る
よ
う
に
思
え
る
。

　

以
上
、『
新
潟
』
で
現
わ
れ
る
故
郷
の
姿
が
、
植
民
地
期
、
朝
鮮
戦
争
期
、
祖
国
と
し
て
の
北
朝
鮮
と
い
う
三
つ
の
様
相

を
帯
び
て
い
る
こ
と
を
見
て
き
た
。
で
は
本
節
の
最
後
に
、
先
の
「
つ
ぶ
や
き
」
と
こ
の
故
郷
像
の
関
連
に
つ
い
て
論
じ
て

お
き
た
い
。

二
‐
三
．
故
郷
と
「
つ
ぶ
や
き
」
の
関
係

　
「
故
郷
」
を
批
判
的
に
捉
え
、
重
層
的
に
描
く
こ
と
は
、
時
間
を
凝
縮
さ
せ
、
単
な
る
風
物
詩
や
抒
情
詩
と
し
て
表
現
す

る
こ
と
を
回
避
さ
せ
る
こ
と
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。つ
ま
り
こ
れ
は
安
易
な
抒
情
に
流
れ
る
こ
と
を
拒
絶
す
る
こ
と
で
あ
る
。

　

日
本
近
代
詩
に
お
い
て
故
郷
は
、
肯
定
的
否
定
的
を
問
わ
ず
、
あ
る
特
定
の
同
一
性
を
保
っ
た
地
点
と
し
て
指
し
示
さ
れ

る
。
そ
れ
は
宮
崎
湖
処
子
「
出
郷
関
曲
」
の
よ
う
に
将
来
帰
る
べ
き
場
所
で
あ
れ
、
島
崎
藤
村
「
望
郷
」
や
、「
ふ
る
さ
と

の
訛
な
つ
か
し
〜
」
等
の
石
川
啄
木
の
短
歌
で
あ
れ
、
故
郷
へ
の
反
逆
を
詠
っ
た
萩
原
朔
太
郎
『
純
情
小
曲
集
』
で
あ
れ
、

あ
る
い
は
ま
た
宮
沢
賢
治
『
春
と
修
羅
』
の
よ
う
に
実
在
的
な
も
の
と
し
て
の
そ
れ
で
あ
れ
、
そ
し
て
も
ち
ろ
ん
北
原
白
秋

『
思
い
出
』
序
文
や
室
生
犀
星
「
小
景
異
情　

そ
の
二
」
の
よ
う
に
遠
く
に
お
い
て
歌
わ
れ
る
も
の
と
し
て
で
あ
れ
同
様
で

あ
る
。
成
田
龍
一
が
指
摘
し
て
い
た
よ
う
に
、「
故
郷
」
が
距
離
に
お
い
て
、
ま
た
事
後
的
に
構
成
さ
れ
る
概
念
だ
と
し
て
、

そ
の
同
一
性
の
確
保
に
は
少
な
く
と
も
次
の
三
つ
の
要
素
が
必
要
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
「
私
」
が
生
ま
れ
育
っ
た

と
い
う
過
去
の
時
間
、
そ
の
空
間
的
な
表
象
可
能
性
、
そ
し
て
忘
れ
が
た
さ
、
な
つ
か
し
さ
、
喪
失
感
あ
る
い
は
反
感
等
の
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感
情
を
引
き
起
こ
さ
せ
る
、
あ
る
い
は
感
情
を
向
か
わ
せ
る
場
、
と
い
う
三
要
素
で
あ
る
。
つ
ま
り
故
郷
と
は
、
た
と
え
反

発
を
抱
か
せ
た
と
し
て
も
、
感
情
や
性
質
を
含
め
「
私
」
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
形
成
し
、
保
障
す
る
あ
る
定
ま
っ
た
場

で
あ
る
必
要
が
あ
る
の
で
あ
る
。

　

加
え
て
特
定
化
さ
れ
る
「
故
郷
」
は
、
シ
ラ
ー
が
指
摘
し
た
よ
う
に
、
多
く
の
場
合
、
そ
こ
が
危
機
的
に
な
る
ほ
ど
審
美

的
と
な
る
傾
向
が
あ
る
。
例
え
ば「
自
然
は
限
り
な
く
美
し
く
永
久
に
住
民
は
／
貧
窮
し
て
ゐ
た
」で
始
ま
る
伊
藤
静
雄「
帰

郷
者
」
も
、「
住
民
」
は
「
貧
窮
」
で
あ
っ
て
も
、
故
郷
の
「
自
然
」
は
そ
の
美
し
さ
に
お
い
て
豊
か
で
あ
る
。
こ
の
こ
と

は
、
第
三
章
で
扱
っ
た
「
故
郷
を
求
め
て　

な
ん
と
し
よ
う
」
で
は
じ
ま
り
、「
む
か
し
の
恋
の　

辛
さ
に
も
似
た
こ
の
思

い
。」
で
終
わ
る
朴
龍
喆
「
고
향
（
故
郷
）」
で
も
、
そ
れ
が
故
郷
の
豊
か
さ
や
美
し
さ
を
危
機
の
中
で
想
起
し
て
お
り
、
同

様
の
構
図
に
収
ま
っ
て
い
る
。
再
び
許
南
麒
『
火
縄
銃
の
歌
』
を
持
ち
出
す
な
ら
ば
、
そ
れ
も
ま
た
右
に
見
た
故
郷
観
を
共

有
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
　

あ
あ　

余
り
に
も　

涙
は
／
こ
の
地
に
は　

恵
ま
れ
過
ぎ
／
余
り
に
も　

血
と
死
と
は
／
こ
の
地
に
は　

豊
か
で
あ
り

　
　

過
ぎ
た
、
／
あ
あ　

余
り
に
も　

侵
略
者
は
／
こ
の
地
に
は　

多
過
ぎ
／
余
り
に
も　

国
を
売
ろ
う
と
す
る
者
、
叛
逆

　
　

徒
は
／
こ
の
地
に
は　

豊
か
で
あ
り
過
ぎ
た）

23
（

。

七
五
調
に
流
れ
て
い
き
そ
う
な
こ
の
よ
う
な
表
現
は
、
短
歌
的
と
も
言
え
る
感
傷
性
と
、
そ
れ
と
と
も
に
美
し
い
故
郷
に
つ

い
て
の
イ
メ
ー
ジ
が
根
底
に
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
許
南
麒
の
表
現
は
、
そ
の
イ
メ
ー
ジ
に
寄
り
か
か
っ
て
し
ま
う
か

ら
こ
そ
、
通
俗
性
を
免
れ
て
い
な
い
。

　

そ
れ
に
対
し
て
『
新
潟
』
に
現
れ
る
故
郷
は
、
不
毛
の
地
と
し
て
描
か
れ
、
ま
た
一
点
と
し
て
特
定
化
さ
れ
も
し
な
い
。

む
し
ろ
金
時
鐘
が
描
く
故
郷
像
は
、
こ
れ
ま
で
見
て
き
た
よ
う
に
「
故
郷
」
の
危
機
的
状
況
を
、
そ
の
責
任
の
所
在
も
含
め

て
生
々
し
く
開
示
す
る
こ
と
を
基
礎
に
構
想
さ
れ
て
い
る
。
逆
に
金
時
鐘
が
求
め
る
故
郷
像
は
、
対
象
の
生
な
露
呈
を
踏
ま

え
た
う
え
で
、
過
度
な
修
飾
や
型
に
は
ま
っ
た
抒
情
を
取
り
除
い
た
も
の
で
あ
り
、
非
常
に
シ
ン
プ
ル
な
も
の
と
な
っ
て
い

る
。

　
　

雲
の
果
て
に
注
ぐ
と
い
う

　
　

流
れ
が
見
た
い
。

（
23
）
許
南
麒
『
火
縄
銃
の
う
た
』、
一
〇
八
頁
。
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ナ
パ
ー
ム
で
炭
化
し
た

　
　

村
を

　
　

い
や
し

　
　

燃
え
つ
き
た

　
　

コ
ー
ク
ス
の
森
に

　
　

茂
み
を
か
え
し
た

　
　

そ
の
血
く
だ
の
中
へ

　
　

行
き
つ
き
た
い
。
四
二
八

　
　

柳
の
そ
よ
ぎ
に
も

　
　

宿
る
歌
を

　
　

家
郷
と
い
お
う
。

　
　

雨
が

　
　

江か
わ

を

　
　

崩
す
も
の
で
な
く

　
　

藁
屋
根
を
流
す
の
が

　
　

江
で
な
い

　
　

家
が
家
で
あ
り

　
　

そ
そ
ぐ
雨
が

　
　

雨
で
あ
り

　
　

恵
み
に
す
が
る

　
　

暮
ら
し
で
な
い
国
を

　
　

祖
国
と
呼
ぼ
う
。
四
三
一
‐
二

注
釈
・
解
釈
は
必
要
な
い
と
思
わ
れ
る
ほ
ど
シ
ン
プ
ル
で
あ
る
。「
親
子
爆
弾
」
や
「
ナ
パ
ー
ム
」
で
消
失
し
た
村
や
森
の

回
復
さ
せ
、ま
た
銃
声
と
区
別
の
つ
か
な
く
な
っ
た
「
木
木
の
ざ
わ
め
き
」
を
「
木
木
の
ざ
わ
め
き
」
と
し
て
、そ
し
て
「
柳
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の
そ
よ
ぎ
」「
雨
」「
江
」「
家
」
等
が
そ
れ
自
体
と
し
て
あ
る
よ
う
な
、
さ
ら
に
「
恵
み
」
に
す
が
ら
な
い
「
く
ら
し
」
が

で
き
る
場
を
「
祖
国
」
だ
と
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
対
象
を
生
々
し
く
開
示
す
る
こ
と
の
極
限
に
お
い
て
想
像
さ
れ
た
、
理

想
の
故
郷
像
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
こ
の
理
想
像
が
シ
ン
プ
ル
で
あ
る
の
も
、
渇
く
故
郷
の
姿
を
描
き
切
っ
た
か
ら
こ

そ
導
か
れ
た
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

　

こ
の
こ
と
を
「
つ
ぶ
や
き
」
と
関
連
付
け
る
な
ら
ば
、
本
研
究
第
三
章
で
見
た
よ
う
に
、
金
時
鐘
に
よ
る
『
朝
鮮
詩
集
』

の
翻
訳
は
、
風
景
の
描
写
と
心
的
状
態
の
表
現
の
関
係
を
、
原
詩
と
異
な
っ
て
で
も
翻
訳
に
お
い
て
は
パ
ラ
レ
ル
に
訳
す
こ

と
で
同
一
化
さ
せ
な
い
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
結
果
、
金
時
鐘
の
翻
訳
は
対
象
を
そ
の
ま
ま
露
呈
さ
せ
て
い
く
特
徴
を
持
っ

て
い
た
。
そ
の
こ
と
が
認
識
や
理
解
の
い
わ
ば
外
部
に
対
象
を
位
置
付
け
さ
せ
、
作
品
を
歴
史
的
コ
ン
テ
ク
ス
ト
に
開
か
せ

る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。「
つ
ぶ
や
き
」
を
聴
き
取
ろ
う
と
す
る
こ
と
は
、『
新
潟
』
に
お
い
て
も
対
象
を
露
呈
さ
せ
よ
う
と

す
る
意
図
が
働
い
て
い
る
こ
と
の
証
左
と
な
っ
て
い
よ
う
。

　

と
こ
ろ
で
『
新
潟
』
第
三
部
第
一
章
を
振
り
返
る
な
ら
ば
、
故
郷
の
姿
は
、
新
潟
で
船
を
待
つ
帰
国
者
た
ち
が
描
か
れ
た

直
後
か
ら
現
わ
れ
て
い
た
。
こ
の
距
離
を
も
っ
て
ま
な
ざ
れ
た
故
郷
は
、「
そ
こ
で
生
き
る
」
と
い
う
思
想
に
お
い
て
最
大

の
ア
ポ
リ
ア
を
形
作
っ
て
い
る
。
言
う
ま
で
も
な
く
新
潟
か
ら
の
船
は
北
朝
鮮
に
向
か
う
か
ら
で
あ
り
、
そ
れ
を
拒
む
こ
と

は
距
離
を
残
し
続
け
る
か
ら
で
あ
る
。

　
『
新
潟
』
第
三
部
第
一
章
の
最
終
部
に
は
、「
長
白
山
脈
を
か
い
く
ぐ
っ
た
／
パ
ル
チ
ザ
ン
の
／
火
」
四
三
二

と
し
て
の
船
が
、

「
漆
黒
の
闇
に
／
道
を
標
し
た
／
そ
の
方
〔
＝
金
日
成
〕
の
息
吹
に
包
ま
れ
て
」
四
三
二
‐
三

新
潟
の
港
に
現
わ
れ
る
。
こ
の
北

か
ら
の
船
は
、「
閉
ざ
さ
れ
た
／
緯
度
に
／
挑
む
」
四
三
三

も
の
で
あ
り
、「
さ
え
ぎ
る
／
海
の
／
へ
だ
た
り
を
／
つ
き
ぬ
け
た

／
愛
」
四
三
五

だ
と
さ
れ
る
。
そ
し
て
第
一
章
は
次
の
よ
う
に
閉
じ
ら
れ
る
。

　
　

網
膜
に

　
　

山
を

　
　

か
ぶ
せ
て

　
　

船
が

　
　

迫
る
。
四
三
六

こ
の
「
船
」
が
も
つ
存
在
感
に
は
、
期
待
と
同
時
に
不
安
が
な
い
交
ぜ
に
な
っ
て
い
る
が
、
そ
れ
は
民
族
性
に
対
す
る
適
正
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／
不
適
正
を
振
り
分
け
る
役
割
を
果
た
す
こ
と
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。
適
正
／
不
適
正
に
関
し
て
は
、
前
章
ま
で
に
述
べ
た

帰
国
事
業
の
場
面
が
こ
こ
と
連
動
し
て
い
る
。
ま
た
こ
の
第
一
章
の
後
に
は
、
本
研
究
第
六
章
で
扱
っ
た
、
最
初
「
種
族
検

定
」
と
名
づ
け
ら
れ
た
章
が
置
か
れ
て
い
る
。
そ
の
意
味
で
第
四
部
第
一
章
は
、
帰
国
船
の
果
た
す
適
正
／
不
適
正
の
検
定

に
対
す
る
違
和
、ひ
い
て
は「
父
な
る
首
領
」へ
の
批
判
的
意
識
も
働
い
て
い
る
と
読
み
う
る
箇
所
で
あ
る)24

(

。
こ
の「
帰
国
船
」

に
対
し
て
金
時
鐘
は
ど
の
よ
う
な
船
を
対
置
す
る
の
か
、
そ
し
て
そ
れ
が
開
く
世
界
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
を
次
に
論
じ
て

い
き
た
い
。
こ
の
こ
と
は
金
時
鐘
の
思
想
形
成
の
核
で
も
あ
る
一
九
四
八
年
四
・
三
事
件
に
関
わ
っ
て
い
る
事
柄
で
あ
る
。

　
　

第
三
節
．
船
か
ら
骨
へ―

証
言
と
し
て
の
詩

三
‐
一
．
証
言
と
詩
の
重
な
り
あ
い

　
『
新
潟
』
に
は
次
の
よ
う
な
一
節
が
あ
る
。「
錘
の
切
れ
た
／
水
死
人
が
／
胴
体
を
ゆ
わ
え
ら
れ
た
ま
ま
／
群
れ
を
な
し
て

／
浜
に
／
打
ち
上
げ
ら
れ
る
。
／
〔
…
…
〕
／
夏
は
／
死
人
の
／
顔
を
／
お
か
ら
の
よ
う
に
／
捏
ね
あ
げ
る
」
三
九
〇-

一
。
こ

れ
は
、
二
〇
〇
〇
年
に
な
さ
れ
た
彼
自
身
に
よ
る
済
州
島
四
・
三
事
件）

25
（

に
つ
い
て
の
、
次
ぎ
の
証
言
と
折
り
重
な
り
あ
っ
て

い
る
。「〔
浜
辺
に
は
〕
針
金
で
手
首
を
括
ら
れ
た
〔
虐
殺
さ
れ
た
住
民
の
〕
水
死
体
が
打
ち
上
げ
ら
れ
て
く
る
。
何
体
も
何

体
も
。
海
に
浸
っ
て
い
た
た
め
に
、
そ
の
体
は
豆
腐
の
お
か
ら
の
よ
う
に
な
っ
て
〔
…
…
〕
皮
膚
が
ず
る
ず
る
と
落
ち
る
ん

で
す）

26
（

」。
一
九
七
〇
年
と
二
〇
〇
〇
年
の
三
〇
年
間
と
い
う
時
間
を
越
え
る
こ
の
二
つ
の
言
葉
の
照
応
は
、
証
言
が
詩
的
な

語
り
と
し
て
、
つ
ま
り
詩
が
記
憶
と
し
て
働
い
て
い
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
し
た
が
っ
て
記
憶
の
単
な
る
転
写
と
し
て
詩
が

あ
る
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
一
つ
の
詩
の
中
で
詩
的
な
も
の
と
記
憶
が
相
互
に
照
ら
し
あ
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
の
意
味

で
済
州
島
四
・
三
事
件
が
書
き
こ
ま
れ
た
『
新
潟
』
は
、
証
言
と
し
て
の
詩
と
し
て
も
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

と
こ
ろ
で
詩
が
証
言
で
在
る
と
は
、
ど
の
よ
う
な
事
だ
ろ
う
か
。
詩
と
は
基
本
的
に
文
学
と
い
う
領
域
に
属
し
、
文
学
作

品
が
一
般
的
に
は
言
語
を
用
い
て
創
ら
れ
た
虚
構
的
な
構
築
物
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
、
現
実
の
出
来
事
に
つ
い
て
述

べ
る
証
言
に
は
な
り
え
な
い
は
ず
の
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
次
の
例
を
考
え
て
み
た
い
。
四
・
三
事
件
が
起
き
た
済

州
島
で
は
、
武
装
勢
力
を
根
絶
す
る
た
め
に
軍
・
警
に
よ
る
全
島
的
な
焦
土
化
作
戦
が
行
わ
れ
、
あ
る
村
は
燃
え
つ
く
さ
れ
、

死
体
も
海
に
捨
て
ら
れ
た
。
そ
の
よ
う
な
中
で
一
人
の
生
存
者
が
奇
跡
的
に
残
さ
れ
た
。
で
は
、
虐
殺
の
物
的
証
拠
が
抹
消

さ
れ
尽
く
し
た
中
で
の
生
存
者
の
証
言
は
、
事
実
を
述
べ
た
と
無
条
件
に
受
け
入
れ
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
か
。
加
え
て
、
証
言

（
24
）
金
時
鐘
「
ク
レ
メ
ン
タ
イ
ン
の
歌
」
は
、

皇
国
少
年
で
あ
っ
た
ゆ
え
に
、
彼
の
使
う
日
本

語
が
父
と
の
関
係
を
損
な
わ
せ
、
だ
が
父
か
ら

教
わ
っ
た
朝
鮮
語
の
歌
と
し
て
の
「
ク
レ
メ

ン
タ
イ
ン
の
歌
」
が
朝
鮮
人
と
し
て
自
己
を
回

復
さ
せ
た
、
と
い
う
内
容
の
自
伝
的
エ
ッ
セ
ー

で
あ
る
。
作
井
満
は
こ
の
「
ク
レ
メ
ン
タ
イ
ン

の
歌
」
の
内
容
を
踏
ま
え
、『
新
潟
』
は
一
度

は
関
係
を
損
ね
た
父
を
描
く
こ
と
で
祖
国
に
繋

が
っ
て
い
こ
う
と
す
る
、「
祖
国
＝
父
の
構
図
」

を
ラ
イ
ト
モ
チ
ー
フ
に
し
た
作
品
で
は
な
い
か

と
説
い
て
い
る
（
作
井
満
「『
新
潟
』
試
論―

金
時
鐘
の
詩
と
思
想
に
ふ
れ
て―

」、『
文
学
学

校
』
一
九
七
九
年
八
・
九
月
号
（
一
七
四
）、
大

阪
文
学
学
校
、
六
一
頁
）。
も
ち
ろ
ん
そ
の
よ

う
な
側
面
も
あ
る
に
し
て
も
、
一
面
的
で
恣
意

的
な
判
断
で
あ
ろ
う
。『
新
潟
』
が
書
か
れ
た

時
点
に
お
い
て
、
す
で
に
金
日
成
は
一
九
五
六

年
の
延
安
派
や
ソ
連
派
と
の
権
力
闘
争
に
勝
利

し
、
ス
タ
ー
リ
ニ
ズ
ム
に
則
り
自
ら
を
〈
父
〉

と
表
象
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。『
新
潟
』
第

二
部
第
二
章
に
現
わ
れ
る
、
虐
殺
さ
れ
「
お
か

ら
」
の
よ
う
に
顔
の
崩
れ
た
「
父
」
ら
き
し
人

物
と
、〈
父
〉
と
し
て
の
金
日
成
は
同
じ
で
は

な
い
で
あ
ろ
う
。

（
25
）
一
九
四
八
年
か
ら
六
年
以
上
に
亘
る
、
米

軍
政
統
治
下
で
の
韓
国
側
単
独
選
挙
に
反
対
す

る
島
民
の
武
装
闘
争
と
、
警
察
・
軍
・
右
翼
青

年
団
に
よ
る
島
民
の
大
量
虐
殺
事
件
の
こ
と
。

金
時
鐘
は
そ
の
時
期
パ
ル
チ
ザ
ン
の
連
絡
員
と

し
て
活
動
し
て
い
た
。
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者
が
出
来
事
を
全
て
の
側
面
か
ら
目
撃
す
る
こ
と
は
、
視
認
範
囲
の
有
限
さ
か
ら
不
可
能
で
あ
り
、
そ
の
た
め
目
撃
し
た
も

の
は
常
に
断
片
的
と
な
ら
ざ
る
を
え
な
い
。
こ
の
例
か
ら
言
え
る
こ
と
は
、
証
言
と
は
、
断
片
的
な
記
憶
を
つ
な
ぐ
こ
と
で

で
き
て
い
る
瓦
解
し
や
す
い
語
り
で
あ
り
、
理
論
的
な
認
識
と
し
て
提
供
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ

う
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、
証
言
を
巡
る
議
論
は
、
真
／
偽
の
レ
ベ
ル
で
は
な
く
、
つ
ま
り
認
識
や
理
論
と
い
っ
た
知
の
秩
序
で

は
な
く
、む
し
ろ
そ
れ
を
揺
る
が
し
て
し
ま
う
よ
う
な
信
／
疑
と
い
う
言
語
行
為
論
的
な
水
準
に
移
さ
れ
た
の
だ
と
言
え
る
。

現
代
を
「
証
言
の
（
不
可
能
な
）
時
代
」
と
規
定
し
た
Ｓ
・
フ
ェ
ル
マ
ン
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　
　

証
言
と
は
、
つ
ま
り
、
言
説
を
用
い
た
実
践
で
あ
り
、
純
粋
な
理
論
と
は
対
立
す
る
も
の
だ
。
証
言
す
る
こ
と
〔
…
…
〕

　
　

と
は
、
単
に
陳
述
を
行
う
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
む
し
ろ
言
語
行
為
を
成
し
遂
げ
る
こ
と
な
の
だ
。
行
為
遂
行
的
な

　
　

言
語
行
為
と
し
て
こ
そ
、
証
言
は
、
歴
史
に
お
い
て
い
か
な
る
実
体
的
な
意
味
を
も
超
え
た
行
動
へ
と
語
り
か
け
、
出

　
　

来
事
の
中
で
、
概
念
化
に
よ
っ
て
具
象
化
さ
れ
た
り
、
名
づ
け
ら
れ
る
こ
と
で
規
定
さ
れ
る
こ
と
に
あ
ら
が
う
部
分
、

　
　

そ
れ
ら
を
激
し
く
打
ち
崩
し
て
し
ま
う
衝
撃
と
も
言
う
べ
き
部
分
に
呼
び
か
け
る
の
だ）

27
（

。

つ
ま
り
フ
ェ
ル
マ
ン
は
、
証
言
を
、
事
実
確
認
的
な
言
説
の
手
前
で
生
起
す
る
行
為
遂
行
的
な
も
の
と
し
て
捉
え
た
の
で
あ

り
、
そ
れ
ゆ
え
そ
れ
を
「
真
理
に
つ
い
て
語
る
も
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
そ
の
真
理
に
到
る
手
段
」、「
真
理
を
生
み
出
す
も

の）
28
（

」
と
位
置
づ
け
た
の
で
あ
る
。
文
学
も
そ
の
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
性
ゆ
え
に
、
真
理
を
産
出
し
う
る
行
為
遂
行
的
な
側
面
を
持

つ
の
で
あ
れ
ば
、
こ
の
点
に
お
い
て
詩
と
証
言
は
別
々
の
領
域
に
属
す
と
い
う
よ
り
も
、
あ
る
仕
方
で
重
な
り
合
っ
て
く
る
。

そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
証
言
と
し
て
の
詩
は
、構
成
さ
れ
た
歴
史
学
的
知
の
根
源
に
独
自
の
関
り
を
持
ち
う
る
も
の
と
な
ろ
う
。

　

本
節
で
は
、『
新
潟
』
の
中
で
も
、
歴
史
的
出
来
事
の
刻
み
込
み
の
度
合
い
が
高
い
第
二
部
「
海
鳴
り
の
な
か
を
」
に
お

い
て
、
詩
が
証
言
と
ど
の
よ
う
な
関
係
を
結
ん
で
い
る
か
、
そ
し
て
そ
れ
が
出
来
事
と
ど
の
よ
う
に
係
わ
り
合
い
に
な
っ
て

い
る
か
、
そ
し
て
そ
れ
ら
を
踏
ま
え
て
「
ぼ
く
の
思
想
」
三
七
五

と
は
何
か
を
考
察
す
る
。
そ
の
た
め
に
多
く
の
形
象
の
中
で

も
「
船
」
を
中
心
に
分
析
し
て
い
く
。
と
い
う
の
も
「
船
」
は
、
出
来
事
と
そ
の
証
言
に
最
も
密
接
し
た
形
象
と
し
て
機
能

し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

三
‐
二
．
「
船
」―

航
海
し
な
い
も
の

　
『
新
潟
』の
第
二
部
は「
船
」が
中
心
的
な
役
割
を
担
っ
て
お
り
、ま
た
非
常
に
多
義
的
に
も
用
い
ら
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、

（
26
）
金
時
鐘
「
記
憶
せ
よ
、
和
合
せ
よ
」、『
語

り
の
記
憶
・
書
物
の
精
神
史
』
社
会
評
論
社
、

二
〇
〇
〇
年
、一
二
頁
。
ま
た
以
上
の
論
述
は
、

細
見
和
之
「
金
時
鐘
詩
集
『
新
潟
』
論―

和
解

の
政
治
学
に
寄
せ
て
」
を
参
考
に
し
た
。

（
27
）
Ｓ
・
フ
ェ
ル
マ
ン
「
教
育
と
危
機
、
も
し

く
は
教
え
る
こ
と
の
波
乱
」、高
尾
直
知
訳
『
ト

ラ
ウ
マ
へ
の
探
求　

証
言
の
不
可
能
性
と
可
能

性
』
作
品
社
、
二
〇
〇
〇
年
、
三
五
頁
。

（
28
）
フ
ェ
ル
マ
ン
前
掲
論
文
、
四
六
頁
。
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証
言
と
し
て
の
詩
と
の
関
わ
り
で
重
要
と
思
わ
れ
る
点
を
主
に
抽
出
し
て
い
き
た
い
。
第
二
部
第
一
章
は
次
の
よ
う
な「
船
」

か
ら
始
ま
っ
て
い
る
が
、
そ
れ
は
「
帰
国
船
」
と
は
異
な
る
も
の
で
あ
り
、
ま
た
「
ぼ
く
の
思
想
」
の
「
証
」
と
も
な
り
う

る
も
の
で
あ
る
。

　
　

河
口
に

　
　

土
砂
に
埋
ま
っ
た

　
　

丸
木
舟
が
あ
る
。

　
　

海
を

　
　

予
知
し
た
も
の
が

　
　

久
し
い
間

　
　

血
脈
を

　
　

下
っ
た
な
り
だ
。

　
　

海
と
の

　
　

出
会
頭
に

　
　

舳
先
を
つ
き
さ
し

　
　

茫
洋
た
る

　
　

う
ね
り
を

　
　

押
し
き
れ
な
か
っ
た

　
　

意
志
が

　
　

降
り
つ
も
っ
た
時
代
の

　
　

堆
積
に

　
　

眠
っ
て
い
る
。

　
　

そ
れ
は

　
　

決
し
て

　
　

昨
日
の
こ
と
で
は
な
い
。
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未
知
へ
の

　
　

憧
憬
を
秘
め
た

　
　

空
間
と

　
　

距
離
と

　
　

静
寂
の
中
で
な
ら

　
　

ま
だ
ま
だ

　
　

浅
い

　
　

眠
り
に
す
ぎ
ぬ
。

　
　

と
ど
ま
る
こ
と
を

　
　

知
ら
ぬ
ま
ま

　
　

永
遠
に

　
　

埋
も
れ
る

　
　

意
志
す
ら
あ
る
の
だ
。

　
　
〔
…
…
〕

　
　

海
を
ま
た
い
だ

　
　

船
だ
け
が

　
　

ぼ
く
の
思
想
の

　
　

証
で
は
な
い
。

　
　

ま
た
ぎ
き
れ
ず
に

　
　

難
破
し
た

　
　

船
も
あ
る
。

　
　

人
も
い
る
。

　
　

個
人
が
お
る
。

　
　

空
漠
と
し
た

　
　

宇
宙
へ

　
　

這
い
だ
す
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昆
虫
す
ら
い
る
。

　
　

頑
迷
の
果
て
に

　
　

埋
も
れ
た

　
　

丸
木
舟
の
日
日
を

　
　

人
は

　
　

自
己
の
意
識
に
賭
け
て

　
　

そ
の
無
為
だ
け
を

　
　

な
じ
っ
て
は
な
ら
な
い
。
三
七
二
‐
六

　

島
崎
藤
村
を
筆
頭
と
す
る
日
本
の
近
代
詩
史
に
お
い
て
、
船
は
、
未
知
な
る
も
の
へ
の
憧
れ
や
期
待
、
彼
岸
へ
の
志
向
、

思
考
や
詩
作
過
程
の
隠
喩
、
困
難
な
も
の
で
あ
れ
希
望
に
満
ち
た
も
の
で
あ
れ
人
生
の
隠
喩
な
ど
に
用
い
ら
れ
て
き
た
。
例

を
挙
げ
れ
ば
枚
挙
に
暇
が
な
い
だ
ろ
う
が
、
例
え
ば
、
海
で
生
き
る
命
運
に
あ
る
漁
師
の
子
が
、
意
志
的
に
そ
の
宿
命
を
生

き
て
い
く
姿
を
描
い
た
島
崎
藤
村
の
「
新
潮
」、船
に
よ
っ
て
此
岸
／
彼
岸
を
発
生
さ
せ
て
い
る
佐
藤
春
夫
の
「
海
の
使
者
」、

現
実
／
幻
想
と
い
う
対
立
の
狭
間
で
漂
う
幽
霊
船
の
よ
う
な
安
西
冬
衛
の
「
軍
艦
茉
莉
」、
虚
無
的
な
孤
独
感
や
未
来
へ
の

憧
れ
、
漂
泊
の
旅
を
船
で
表
現
し
た
丸
山
薫
の
一
連
の
船
の
詩
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
よ
う
。
そ
の
他
に
も
船
を
通
じ
て
郷
愁
を

表
現
す
る
も
の
や
、
帰
る
べ
き
場
所
（
母
／
国
）
を
照
射
す
る
も
の
な
ど
多
く
の
船
の
詩
が
あ
る
。

　

横
木
徳
久
は
、〈
船
〉
の
イ
メ
ー
ジ
の
本
質
は
異
界
へ
の
モ
メ
ン
ト
と
し
て
あ
る
こ
と
だ
と
し
、
そ
の
「
根
源
的
な
意
味

と
ト
ー
タ
ル
イ
メ
ー
ジ
」
と
な
る
も
の
を
三
つ
挙
げ
て
い
る
。
第
一
に
「〈
船
〉
の
運
航
す
る
場
所
は
常
に
境
域
で
あ
る
」

こ
と
（
生
／
死
、彼
岸
／
此
岸
、内
／
外
等
）。
第
二
に
水
の
存
在
が
〈
船
〉
に
と
っ
て
不
可
欠
で
あ
る
こ
と
。
第
三
に
「〈
船
〉

は
自
然
の
媒
体
で
あ
る
」
こ
と
。
第
三
の
も
の
に
つ
い
て
は
、
人
工
／
自
然
と
い
う
対
立
に
お
い
て
、
人
工
の
側
に
定
住
が

あ
り
、〈
船
〉
は
「
定
住
に
反
す
る
流
浪
の
思
想
」
と
し
て
自
然
の
側
に
向
か
う
、
と
い
う
こ
と
を
意
味
す
る）

29
（

。

　

詩
に
表
れ
る
船
に
し
ろ
、ま
た
横
木
の
「
ト
ー
タ
ル
イ
メ
ー
ジ
」
に
し
ろ
共
通
す
る
こ
と
は
、「
運
航
す
る
」
と
い
う
こ
と
、

す
な
わ
ち
運
動
を
自
明
の
前
提
に
成
立
し
て
い
る
、
と
い
う
こ
と
が
指
摘
で
き
る
。
こ
れ
は
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
以
来
、
隠

喩
を
あ
る
も
の
か
ら
別
の
も
の
へ
の
移
送
と
捉
え
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
的
修
辞
学
に
お
い
て
、
船
が
隠
喩
の
隠
喩
と
し
て
特
権
的

な
例
と
な
っ
て
い
る
こ
と
と
パ
ラ
レ
ル
で
あ
る）

30
（

。

　

そ
れ
に
対
し
て
金
時
鐘
の
土
砂
上
の
「
船
」
は
、
は
じ
め
か
ら
航
海
不
能
な
も
の
と
し
て
表
象
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め

（
29
）
横
木
徳
久
「
ト
ポ
ス
の
エ
ク
リ
チ
ュ
ー
ル

―

現
代
詩
に
お
け
る
〈
船
〉」、『
現
代
詩
手
帖
』

思
潮
社
、
一
九
八
五
年
八
月
号
、
一
四
六
‐
七

頁
。

(

30

)　

J
a
c
q
u
e
s
 
D

e
r
r
id

a
,

《L
a 

m
yth

ologie blan
ch

e

》, M
arge de la 

philosophie,M
inuit,1972

を
参
考
に
し
た
。
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こ
の
土
砂
上
の
「
船
」
に
と
っ
て
、
水
は
絶
対
的
に
不
可
欠
な
も
の
と
な
っ
て
い
な
い
。
さ
ら
に
こ
の
「
船
」
は
航
海
し
な

い
（
流
浪
し
な
い
）
と
い
う
点
で
非
自
然
的
で
あ
り
、
ま
た
定
住
す
る
と
言
う
に
は
不
安
定
な
形
象
で
も
あ
り
、
人
工
／
自

然
と
い
う
対
立
で
は
把
握
し
き
れ
な
い
。
つ
ま
り
横
木
の
言
う
「
根
源
的
な
意
味
と
ト
ー
タ
ル
イ
メ
ー
ジ
」
と
の
関
係
で
言

え
ば
、
金
時
鐘
の
「
船
」
は
そ
の
外
部
に
在
る
。
そ
れ
は
、
金
時
鐘
に
と
っ
て
航
海
が
、
む
し
ろ
「
不
吉
」
な
も
の
だ
か
ら

と
い
う
だ
け
で
は
な
い
（「
少
年
の
記
憶
に
／
船
出
は
／
い
つ
も
／
不
吉
だ
っ
た
。」
三
八
六

）。「
埋
も
れ
る
意
志
」
と
し
て
の

こ
の
「
船
」
が
、
運
動
を
前
提
に
し
て
異
界
を
志
向
す
る
よ
う
な
目
的
論
的
な
意
志
と
の
間
に
、
し
た
が
っ
て
日
本
の
近
代

詩
の
船
と
の
間
に
緊
張
関
係
を
作
り
出
し
て
い
る
か
ら
で
も
あ
る
。
さ
し
あ
た
り
こ
こ
で
は
、
こ
の
「
船
」
に
は
、
前
章
で

述
べ
た
「
意
志
」
が
働
い
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
て
お
き
た
い
。

　

航
海
し
な
い
こ
と
に
よ
っ
て
、
空
間
だ
け
で
な
く
時
間
の
様
態
も
特
異
な
も
の
と
な
る
。「
船
」
が
航
海
し
な
く
な
っ
た

の
は
短
い
間
の
こ
と
で
は
な
く
（「
そ
れ
は
〔
…
…
〕
昨
日
の
こ
と
で
は
な
い
」）、「
と
ど
ま
る
こ
と
を
／
知
ら
ぬ
ま
ま
／
永

遠
に
／
埋
も
れ
る
」
ほ
ど
深
く
長
い
時
間
に
亘
っ
て
で
あ
る
。
し
か
し
詩
句
は
、「
と
ど
ま
る
こ
と
を
知
ら
」
ず
に
「
永
遠

に
埋
も
れ
る
」
と
あ
る
よ
う
に
、
運
動
と
静
止
に
関
わ
る
表
現
を
同
時
に
用
い
て
い
る
。
こ
れ
は
単
に
「
永
遠
に
埋
も
れ
て

い
る
」
と
い
う
こ
と
を
詩
的
に
表
現
し
た
だ
け
で
は
な
い
。

　
『
新
潟
』
第
二
部
に
つ
い
て
は
、
作
品
上
の
大
き
な
特
徴
を
二
つ
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
一
つ
は
、
現
在
か
ら
過
去

の
出
来
事
へ
、「
船
」
を
起
点
に
し
て
向
か
う
と
い
う
構
造
を
持
っ
て
い
る
こ
と
。
も
う
一
つ
は
、
各
章
と
も
出
来
事
を
生

き
生
き
と
取
り
戻
す
こ
と
の
困
難
さ
の
た
め
に
、
過
去
か
ら
現
在
に
舞
い
戻
る
と
い
う
構
造
も
持
っ
て
い
る
こ
と
。
つ
ま
り

作
品
の
時
間
構
成
は
、
現
在
か
ら
始
ま
り
過
去
に
、
そ
し
て
現
在
へ
帰
還
す
る
と
い
う
円
環
を
形
作
っ
て
い
る
。
そ
の
上
、

第
二
部
全
体
が
そ
の
円
環
の
リ
ズ
ム
を
繰
り
返
し
な
が
ら
、
そ
れ
を
包
み
込
む
よ
う
に
現
在
か
ら
始
ま
り
、
再
び
現
在
へ
戻

る
と
い
う
大
き
な
反
復
の
構
造
を
持
っ
て
い
る
。
そ
こ
か
ら
「
船
」
を
見
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
円
を
描
き
な
が
ら
も
、
し
か

し
結
果
的
に
は
回
帰
す
る
こ
と
で
、
現
在
に
滞
留
し
続
け
て
い
る
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
「
船
」
は
、
空
間
的
に
も
時
間
的
に

も
運
動
し
つ
つ
留
ま
り
続
け
て
い
る
。
こ
れ
が
航
海
し
な
い
「
船
」
が
持
つ
逆
説
的
な
二
重
性
で
あ
る
。
こ
の
二
重
性
が
、

静
止
と
運
動
の
表
現
の
重
層
性
を
生
み
出
し
て
い
る
。

　

と
こ
ろ
で
運
動
と
停
滞
と
い
う
円
環
的
な
時
間
構
造
の
中
に
「
船
」
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
現
在
と
非
現
在
の
狭
間

に
在
る
。
あ
る
い
は
現
在
を
分
割
し
て
い
る
と
言
え
る
。
そ
し
て
こ
の
分
割
が
、「
船
」
に
別
の
二
重
性
を
付
与
し
て
い
る
。

　

今
論
じ
て
い
る
第
一
章
も
、「
船
」
を
起
点
と
し
て
過
去
へ
向
か
う
と
い
う
構
造
に
則
っ
て
、出
来
事
が
現
れ
始
め
る
（「
ぼ

く
が
沈
ん
だ
／
幻
の
／
八
月
を
／
明
か
そ
う
」
三
七
六-

七
）。
こ
の
海
に
沈
ん
だ
「
ぼ
く
」
に
向
か
う
こ
と
よ
っ
て
回
想
さ
れ
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て
い
る
の
は
、
あ
る
固
有
名
を
持
っ
た
船
、「
浮
島
丸
」
三
八
二

に
他
な
ら
な
い
。
浮
島
丸
と
は
、
戦
時
中
は
砲
艦
装
備
さ
れ

た
監
視
船
だ
っ
た
が
、
戦
争
終
結
直
後
（
一
九
四
五
年
八
月
二
十
二
日
）
に
、
東
北
地
方
に
徴
用
さ
れ
た
朝
鮮
人
を
帰
国
さ

せ
る
た
め
に
使
用
さ
れ
た
船
で
あ
る
。
青
森
県
大
湊
港
か
ら
朝
鮮
半
島
の
釜
山
へ
直
行
す
る
予
定
が
、
な
ぜ
か
途
中
で
立
ち

寄
っ
た
舞
鶴
港
で
謎
の
爆
破
を
起
こ
し
沈
没
し
て
い
る
。
い
わ
ゆ
る
「
浮
島
丸
事
件
」
で
あ
る）

31
（

。

　

作
品
に
お
い
て
「
浮
島
丸
」
は
、「
ぼ
く
が
沈
ん
だ
／
幻
の
／
八
月
」
と
し
て
、「
明
か
さ
れ
る
」
対
象
と
な
っ
て
い
る
。

こ
こ
に
あ
る
の
は　
「
船
」（「
丸
木
舟
」）
か
ら
「
船
」（「
浮
島
丸
」）
に
向
か
う
運
動
で
あ
る
。
し
か
し
こ
の
「
浮
島
丸
」

と
い
う
固
有
名
が
詩
の
中
で
担
う
役
割
は
、
単
な
る
過
去
の
対
象
の
一
つ
と
し
て
留
ま
ら
な
い
。
第
一
章
に
お
い
て
、
朝
鮮

人
が
日
本
に
連
行
さ
れ
る
場
面
、
そ
の
と
き
の
日
本
の
状
況
、
徴
用
先
で
の
労
働
、
解
放
の
到
来
、
帰
郷
、
爆
破
が
、「
浮

島
丸
」
が
想
起
さ
れ
る
過
程
で
描
か
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
「
浮
島
丸
」
は
、想
起
さ
れ
る
過
去
的
対
象
で
あ
る
と
同
時
に
、「
出

来
事
」
に
向
か
う
運
搬
者
と
し
て
の
「
船
」
の
役
割
も
果
た
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
運
動
と
停
滞
に
よ
る
現
在

の
分
割
は
「
船
」
と
「
浮
島
丸
」
を
二
重
化
し
、
次
に
そ
の
「
船
」
‐
「
浮
島
丸
」
は
、
現
在
と
過
去
を
折
り
重
ね
る
だ
け

で
な
く
、
志
向
対
象
と
志
向
作
用
、
触
発
す
る
も
の
と
触
発
さ
れ
る
も
の
、
陸
と
海
底
と
い
っ
た
も
の
な
ど
を
同
時
に
産
出

す
る
の
で
あ
る
。

　
「
船
」
‐
「
浮
島
丸
」
と
い
う
第
二
の
二
重
性
に
よ
っ
て
、
第
一
の
二
重
性
、
即
ち
運
動
と
滞
留
と
い
う
円
環
も
、
そ
の

具
体
的
イ
メ
ー
ジ
が
与
え
ら
れ
る
。
そ
れ
は
沈
潜
と
浮
上
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
で
あ
る
。「
浮
島
丸
」
と
い
う
固
有
名
は
、「
浮
」

く
「
島
」
と
し
て
、
沈
潜
と
浮
上
の
反
復
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を
喚
起
す
る
の
で
あ
る
。

　

で
は
こ
の
「
船
」
‐
「
浮
島
丸
」
は
、
ど
の
よ
う
に
出
来
事
と
関
わ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

三
‐
三
．
「
水
死
人
」―

無
音
な
る
残
余

　
『
新
潟
』
第
二
部
で
の
出
来
事
の
現
出
は
、「
水
死
人
」、「
ト
マ
ト
」、「
蟻
」、「
章
魚
」、「
流
木
」、「
兎
」　

と
い
っ
た
非

人
間
的
な
も
の
の
形
象
が
多
く
用
い
ら
れ
る
こ
と
で
、無
音
（
無
声
）
的
で
あ
る
こ
と
が
そ
の
支
配
的
な
特
徴
の
一
つ
と
な
っ

て
い
る
。
こ
こ
で
は
四
・
三
事
件
が
直
接
的
に
書
き
込
ま
れ
た
第
二
、三
章
を
中
心
的
に
取
り
上
げ
つ
つ
、
無
声
的
な
形
象
の

中
で
も
「
水
死
人
」
に
焦
点
を
絞
っ
て
見
て
い
き
た
い
。

　

第
二
章
は
、
渚
で
「
父
」
の
帰
り
を
待
ち
侘
び
て
い
る
「
少
年
」
を
モ
チ
ー
フ
に
構
成
さ
れ
て
い
る
。「
少
年
」
の
記
憶

の
中
の
「
父
」
は
、「
数
珠
つ
な
ぎ
に
」
あ
る
「
白
衣
の
群
」
の
一
人
と
し
て
、軍
の
「
上
陸
用
舟
艇
」
に
乗
せ
ら
れ
て
い
る
。

（
31
）
浮
島
丸
事
件
に
関
し
て
は
、
よ
く
知
ら
れ

て
い
る
よ
う
に
、
多
く
の
疑
惑
が
残
さ
れ
て
い

る
。
何
故
あ
わ
た
だ
し
く
朝
鮮
人
を
乗
せ
て
出

航
し
た
の
か
、
船
の
爆
破
は
米
軍
の
敷
設
し
た

機
雷
に
触
雷
し
た
た
め
か
或
い
は
自
爆
か
、
ま

た
犠
牲
者
の
数
、爆
発
の
回
数
な
ど
に
お
い
て
、

日
本
政
府
と
調
査
団
と
の
間
で
の
食
い
違
い
を

残
し
た
ま
ま
で
あ
る
。
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帯
の
な
い

　
　

パ
ジ
を

　
　

両
手
で

　
　

合
わ
せ
も
ち

　
　

動
く
コ
ン
ベ
ア
ー
に
で
も

　
　

乗
せ
ら
れ
た
よ
う
な

　
　

父
が

　
　

背
の
び
し

　
　

振
り
か
え
り

　
　

そ
の
つ
ど

　
　

つ
ん
の
め
り

　
　

舟
艇
へ

　
　

消
え
る
。

　
　

星
条
旗
を

　
　

も
た
な
い

　
　

に
わ
か
じ
こ
み
の

　
　

海
兵
に

　
　

重
機
を

　
　

擬
せ
ら
れ

　
　

対
岸
に
は

　
　

聞
き
と
れ
ぬ

　
　

号
令
の
ま
ま

　
　

這
い
つ
く
ば
り

　
　

う
ず
く
ま
り

　
　

父
の
集
団
が

　
　

沖
へ
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運
ば
れ
る
。

　
　

日
が
暮
れ

　
　

日
が
た
ち

　
　

錘
の
切
れ
た

　
　

水
死
人
が

　
　

胴
体
を
ゆ
わ
え
ら
れ
た
ま
ま

　
　

群
れ
を
な
し
て

　
　

浜
に

　
　

打
ち
上
げ
ら
れ
る
。

　
　
〔
…
…
〕

　
　

夏
は

　
　

見
境
を
も
た
ぬ

　
　

死
人
の

　
　

顔
を

　
　

お
か
ら
の
よ
う
に

　
　

捏
ね
あ
げ
る
。
三
八
六
‐
九
一

こ
の
箇
所
は
、
本
節
の
は
じ
め
で
も
触
れ
た
よ
う
に
、
金
時
鐘
自
身
の
四
・
三
事
件
の
体
験
が
基
に
な
っ
て
い
る
。
歴
史
的

に
見
る
な
ら
ば
、
軍
・
警
討
伐
隊
は
、
一
九
四
八
年
一
一
月
初
旬
ご
ろ
か
ら
焦
土
化
作
戦
を
開
始
し
た
。
そ
の
過
程
で
武
装

勢
力
や
一
般
の
島
民
に
対
し
て
、「
水
葬
」
と
彼
ら
が
呼
ん
だ
虐
殺
行
為
を
行
い
、
無
数
の
犠
牲
者
を
生
み
だ
し
て
い
る）

32
（

。

遺
体
を
沖
で
捨
て
る
だ
け
で
な
く
、
船
上
か
ら
生
き
た
ま
ま
石
を
結
わ
え
付
け
、
突
き
落
と
し
た
の
で
あ
る
。
引
用
し
た
詩

句
は
、
当
時
軍
政
を
敷
い
て
い
た
米
軍
の
関
与
も
明
示
し
つ
つ
、
そ
の
よ
う
な
虐
殺
行
為
に
よ
っ
て
、「
父
」
が
犠
牲
者
と

な
る
直
前
及
び
数
日
後
を
描
い
て
い
る
。

　
「
父
」
は
、「
パ
ジ
を
合
わ
せ
も
ち
」、「
背
の
び
を
し
」、「
振
り
か
え
り
」、「
つ
ん
の
め
り
」、「
這
い
つ
く
ば
り
」、「
消
え

る
」
と
い
う
よ
う
に
、
一
貫
し
て
動
作
だ
け
で
描
写
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
「
星
条
旗
を
／
も
た
な
い
」「
海
兵
」
の
「
号
令
」

も
、そ
の
物
理
的
距
離
ゆ
え
に
聞
き
取
り
不
可
能
と
な
っ
て
い
る
。
そ
し
て
引
用
し
た
詩
句
以
後
に
、「
遺
族
」
三
九
一

達
も
「
水

（
32
）『
済
州
島
四
・
三
事
件　

第
四
巻
』
新
幹
社
、

一
九
九
八
年
、
一
五
五
頁
。
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死
人
」
を
「
無
言
の
う
ち
に
」
三
九
一

確
か
め
る
だ
け
だ
と
表
現
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
映
像
は
浮
か
び
上
が
る
が
、
音
が
一

切
表
現
さ
れ
な
い
ま
ま
、「
父
」
は
運
ば
れ
、「
水
死
人
」
が
回
帰
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

こ
の
章
に
、
済
州
海
峡
で
漁
を
す
る
老
漁
師
の
視
点
か
ら
始
ま
る
第
三
章
が
リ
ン
ク
す
る
。
と
い
う
の
も
第
一
に
、
明
示

さ
れ
て
は
い
な
い
が
、
収
穫
し
た
魚
が
「
供
出
」
三
九
五

さ
れ
る
こ
と
、
そ
の
魚
が
「
人
肉
の
／
餌
づ
け
に
慣
れ
」
三
九
六

て
い

る
こ
と
、
そ
し
て
「
済
州
海
峡
」
三
九
四

そ
の
も
の
が
「
同
族
の
／
い
け
に
え
」
三
九
六

に
よ
る
「
生
簀
」
三
九
五

と
な
っ
て
い
る

等
の
表
現
か
ら
、
そ
の
視
点
も
、
焦
土
化
作
戦
が
始
ま
っ
た
特
定
の
時
期
に
定
め
ら
れ
て
い
る
と
推
測
し
う
る
か
ら
で
あ
る
。

　

そ
し
て
第
二
に
、
こ
の
老
漁
師
が
、「
生
簀
」
の
よ
う
な
海
で
、「
奪
わ
れ
た
葬
い
」
三
九
六

の
た
め
に
、「
無
言
の
合
掌
」

四
〇
六
‐
七

を「
ひ
そ
か
に
」三
九
六

行
い
つ
つ
回
想
す
る
も
の
の
中
に
、「
海
へ
の
／
搬
出
」の
記
憶
が
含
ま
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

　
　

た
だ
ひ
と
つ
の

　
　

国
が

　
　

な
ま
身
の
ま
ま

　
　

等
分
さ
れ
る
日
。

　
　

人
は

　
　

こ
ぞ
っ
て

　
　

死
の
白
票
を

　
　

投
じ
た
。

　
　

町
で

　
　

谷
で

　
　

死
者
は

　
　

五
月
を

　
　

ト
マ
ト
の
よ
う
に

　
　

熟
れ

　
　

た
だ
れ
た
。

　
　

捕
ら
え
た
数
が

　
　

奪
っ
た
命
を
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は
る
か
に

　
　

上
ま
わ
っ
た
と
き

　
　

海
へ
の

　
　

搬
出
は

　
　

始
ま
っ
た
。
三
九
八
‐
九

　

周
知
の
通
り
、
戦
後
直
後
よ
り
分
割
統
治
が
行
わ
れ
て
い
た
朝
鮮
半
島
は
、
そ
の
統
治
期
間
や
将
来
的
な
朝
鮮
人
自
身
に

よ
る
統
治
の
あ
り
方
を
巡
っ
て
米
ソ
が
対
立
し
、
四
七
年
末
に
米
ソ
共
同
委
員
会
が
決
裂
す
る
。
こ
の
過
程
で
、
米
国
は
南

側
だ
け
の
単
独
選
挙
実
施
を
国
連
で
決
議
さ
せ
、
四
八
年
五
月
一
〇
日
の
選
挙
に
よ
っ
て
、
南
側
初
代
大
統
領
に
李
承
晩
が

選
出
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
済
州
島
の
一
部
地
域
だ
け
が
、
強
い
単
選
反
対
運
動
の
結
果
、
唯
一
の
投
票
無
効
地
域

に
な
っ
た
。
こ
の
事
態
が
、
後
の
済
州
島
に
お
け
る
凄
惨
な
殺
戮
を
引
き
起
こ
す
要
因
の
一
つ
と
な
っ
た
。

　

作
品
に
お
い
て
、「
た
だ
ひ
と
つ
の
国
」（
朝
鮮
半
島
）
は
、そ
の
地
理
的
形
状
か
ら
「
兎
」
三
九
八

と
し
て
表
象
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
「
国
」
が
「
生
身
の
ま
ま
等
分
さ
れ
る
」
と
は
、
南
北
分
断
の
隠
喩
だ
け
で
な
く
、
切
断
と
い
う
残
酷
な
死
も
暗
示
す

る
こ
と
で
、
単
選
に
反
対
し
犠
牲
者
と
な
っ
た
者
達
の
提
喩
と
も
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
次
に
現
れ
る
「
ト
マ
ト
」
と
い
う

植
物
の
譬
喩
は
、
音
を
不
在
に
さ
せ
た
ま
ま
、
犠
牲
と
な
る
「
人
」
が
、「
死
の
白
票
」
を
投
じ
る
と
い
う
行
為
を
通
じ
て
、

植
物
の
よ
う
に
「
死
者
」
へ
と
「
熟
」
し
つ
つ
、無
言
の
ま
ま
死
に
到
る
姿
を
示
す
。
そ
れ
は
一
方
で
、「
死
者
は
」
の
「
は
」

に
、
状
態
を
特
定
さ
せ
ず
に
生
と
死
の
両
方
の
可
能
性
を
保
持
さ
せ
る
こ
と
で
、「
死
者
」
と
ほ
と
ん
ど
重
な
り
あ
う
「
人
」

に
残
さ
れ
た
、
微
か
な
生
を
暗
示
し
は
す
る
。
し
か
し
他
方
で
、
植
物
の
譬
喩
が
与
え
る
時
間
経
過
的
な
効
果
は
、
死
体
が

自
分
自
身
の
熱
で
内
部
か
ら
腐
乱
し
て
い
く
イ
メ
ー
ジ
も
喚
起
す
る
。

　

と
こ
ろ
で
第
二
章
と
第
三
章
の
関
係
は
、
三
章
の
出
来
事
を
契
機
と
し
て
二
章
の
事
態
が
生
じ
て
い
る
と
も
読
め
る
。
つ

ま
り
単
選
反
対
、
拘
束
、「
上
陸
用
舟
艇
」
に
よ
っ
て
海
へ
「
搬
出
」、
そ
し
て
「
水
死
体
」
と
し
て
の
回
帰
、
と
い
う
関
連

で
あ
る
。
こ
こ
で
海
は
、
出
来
事
を
断
片
化
し
、
諸
断
片
の
関
連
に
つ
い
て
の
知
る
こ
と
の
不
可
能
性
を
も
た
ら
す
も
の
と

し
て
作
用
す
る
。
そ
の
よ
う
な
海
は
出
来
事
を
二
つ
の
方
向
に
作
用
さ
せ
る
が
、
そ
の
う
ち
の
一
つ
は
断
片
化
さ
れ
た
も
の

の
回
帰
で
あ
る
。
時
間
的
空
白
を
伴
っ
て
現
れ
る
「
水
死
人
」
は
、そ
の
回
帰
す
る
も
の
の
形
象
と
し
て
現
れ
る
の
で
あ
る
。

　

分
析
的
に
見
る
な
ら
ば
、こ
の
「
水
死
人
」
が
「
父
」
で
あ
る
と
す
れ
ば
、「
父
」
は
海
へ
沈
み
込
ん
で
い
く
過
程
を
経
て
、

再
び
現
前
化
し
た
こ
と
を
意
味
す
る
。
し
か
し
、「
父
」が
次
に
現
れ
る
時
は
、顔
を
失
っ
た「
水
死
人
」と
し
て
現
れ
て
い
る
。
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さ
ら
に
そ
の
顔
が
「
お
か
ら
」
の
よ
う
に
腐
敗
し
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
は
「
父
」
と
し
て
確
定
す
る
こ
と
を
不
可
能

に
す
る
。
だ
と
す
れ
ば
「
水
死
人
」
は
、
一
方
で
、「
父
」
と
〈
父
な
ら
ざ
る
も
の
〉
の
は
ざ
ま
で
、
確
定
不
可
能
性
を
む

き
出
し
に
し
た
残
余
に
他
な
ら
な
い
。
他
方
で
、そ
の
は
ざ
ま
に
あ
る
こ
と
は
、「
水
死
人
」
を
海
が
も
た
ら
す
空
白
の
時
間
、

知
る
こ
と
の
不
可
能
性
へ
と
差
し
向
け
さ
せ
る
痕
跡
に
も
す
る
。
つ
ま
り
「
水
死
人
」
と
は
、
夏
の
陽
射
し
に
よ
っ
て
「
お

か
ら
」の
よ
う
に
内
部
か
ら
腐
乱
す
る
イ
メ
ー
ジ
で
も
あ
り
、断
片
化
さ
れ
た
出
来
事
の
提
喩
で
も
あ
る
。言
い
換
え
れ
ば「
水

死
人
」
は
、
内
的
な
欠
落
と
外
部
に
開
か
れ
た
断
片
性
と
を
兼
ね
備
え
た
形
象
な
の
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
の
よ
う
に
あ
る
た

め
「
水
死
人
」
は
、
先
の
「
熟
れ
／
た
だ
れ
る
」
死
者
と
も
繋
が
っ
て
い
く
、
一
に
し
て
多
な
る
死
の
形
象
で
も
あ
る
。

　

キ
ャ
シ
ー
・
カ
ル
ー
ス
は
、
ト
ラ
ウ
マ
概
念
を
通
じ
て
指
示
機
能
一
般
の
再
考
を
行
っ
て
い
る
。
ト
ラ
ウ
マ
と
は
、
一
般

的
に
、
圧
倒
的
な
出
来
事
を
被
る
こ
と
で
、
人
間
の
心
的
な
自
己
防
衛
機
能
が
解
体
さ
れ
る
こ
と
で
あ
る
が
、
主
要
な
症
状

と
し
て
、
体
験
し
た
同
じ
光
景
が
事
後
的
に
何
度
も
フ
ラ
ッ
シ
ュ
バ
ッ
ク
す
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
カ
ル
ー
ス
は
反
復
よ

り
も
そ
の
事
後
性
に
、
す
な
わ
ち
記
憶
が
潜
在
化
す
る
こ
と
に
注
目
し
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
ト
ラ
ウ
マ
の
「
歴
史

的
な
力
」
は
、体
験
し
て
い
る
そ
の
瞬
間
か
ら
「
忘
却
と
い
う
事
態
」
に
付
き
ま
と
わ
れ
て
い
る
こ
と
に
あ
る
の
で
あ
り
、「
歴

史
が
ト
ラ
ウ
マ
の
歴
史
で
あ
る
と
言
う
と
き
、歴
史
は
そ
れ
が
起
こ
っ
て
い
る
と
き
に
は
十
分
知
覚
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
、

ま
さ
に
そ
の
限
り
に
お
い
て
指
示
的
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る）

33
（

」。
つ
ま
り
歴
史
は
、
カ
ル
ー
ス
に
よ
れ
ば
、「
直
接
的
理

解）
34
（

」
が
及
ば
な
い
限
り
に
お
い
て
指
示
さ
れ
う
る
も
の
な
の
で
あ
る
。

　
「
ト
ラ
ウ
マ
」
が
持
つ
精
神
分
析
学
的
な
含
意
は
置
く
と
し
て
も
、
内
部
的
に
も
外
部
的
に
も
「
直
接
的
理
解
」
の
届
か

な
い
も
の
を
担
う
か
ら
こ
そ
、「
水
死
人
」
は
知
る
こ
と
の
不
可
能
性
を
開
き
、
そ
れ
ゆ
え
、
指
示
さ
れ
把
握
さ
れ
う
る
も

の
を
終
わ
り
な
く
示
し
続
け
る
。
そ
の
意
味
で
「
水
死
人
」
は
、
出
来
事
の
現
れ
の
要
と
し
て
位
置
づ
け
る
こ
と
が
で
き
、

し
た
が
っ
て
そ
れ
が
体
現
す
る
無
音
性
と
は
、
逆
説
的
に
多
く
の
音
や
声
の
可
能
性
に
満
ち
て
い
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
で

は
そ
の
「
音
」
は
ど
の
よ
う
に
も
た
ら
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

三
‐
四
．
炎
そ
し
て
「
船
」―

出
来
事
の
現
わ
れ
と
喪
失

　
『
新
潟
』
第
二
部
に
現
れ
る
出
来
事
に
お
い
て
目
に
付
き
や
す
い
も
う
一
つ
の
イ
メ
ー
ジ
は
、
爆
発
や
噴
火
そ
し
て
太
陽

光
な
ど
、
熱
や
炎
に
関
わ
る
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
例
え
ば
第
一
章
で
は
、
戦
争
終
結
直
前
の
状
況
が
「
灼
熱
地
獄
」

三
七
八

と
し
て
、
ま
た
終
結
は
、
光
が
炸
裂
す
る
よ
う
に
「
八
月
は
／
突
然
と
／
光
っ
た
の
だ
」
三
八
〇

と
表
現
さ
れ
て
い
る
。

先
の
「
水
死
人
」
も
「
南
端
の
透
け
る
よ
う
な
陽
射
し
」
三
九
〇

の
下
に
曝
さ
れ
て
い
た
し
、
老
漁
師
の
い
る
海
上
は
「
た
ぎ

（
33
）
Ｃ
・
カ
ル
ー
ス
「
そ
の
経
験
は
誰
の
も
の

か
」
下
河
辺
美
知
子
訳
、『
現
代
思
想
』
青
土
社
、

一
九
九
五
年
七
月
号
、
二
一
四
頁
。

（
34
）
カ
ル
ー
ス
前
掲
論
文
、
二
一
四
頁
。
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る
景
観
」
四
〇
二

と
し
て
捉
え
ら
れ
て
い
る
。
す
で
に
引
用
し
た
「
浮
島
丸
」
に
関
し
て
は
、
そ
の
出
航
が
「
炎
熱
に
／
ゆ
ら

ぐ
／
熱
風
」
三
八
一

の
中
で
な
さ
れ
、
そ
し
て
そ
の
撃
沈
は
次
の
よ
う
に
表
現
さ
れ
て
い
る
。

　
　

袋
小
路
の

　
　

舞
鶴
湾
を

　
　

這
い
ず
り

　
　

す
っ
か
り

　
　

陽
炎
に

　
　

ひ
ず
ん
だ

　
　

浮
島
丸
が

　
　

未
明
。

　
　

夜
の

　
　

か
げ
ろ
う
と
な
っ
て

　
　

燃
え
つ
き
た
の
だ
。
三
八
二

　
「
ひ
ず
む
」
こ
と
で
「
陽
炎
」
か
ら
「
か
げ
ろ
う
」
へ
移
行
す
る
こ
と
は
、映
像
的
な
消
失
の
イ
メ
ー
ジ
だ
け
で
な
く
、「
陽

炎
」
の
持
つ
炎
と
し
て
の
意
味
が
脱
色
さ
れ
る
こ
と
で
、
光
の
不
規
則
な
屈
折
、
影
‐
陰
、
蜻
蛉
等
へ
共
示
作
用
を
拡
張
さ

せ
る
言
語
的
な
変
質
も
も
た
ら
す
。
そ
し
て
先
に
述
べ
た
海
へ
「
搬
出
」
さ
れ
た
多
く
の
者
達
は
、
切
断
さ
れ
た
よ
う
な
火

の
イ
メ
ー
ジ
を
喚
起
す
る
。

　
　

血
は

　
　

う
つ
伏
せ
て

　
　

地
脈
へ

　
　

そ
そ
ぎ

　
　

休
火
山
の

　
　

ハ
ン
ラ
を
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ゆ
り
う
ご
か
し
て

　
　

沖
天
を

　
　

焦
が
し
た
。

　
　

峰
峰
に

　
　

の
ろ
し
を

　
　

噴
き
上
げ

　
　

引
き
ち
ぎ
ら
れ
た

　
　

祖
国
の

　
　

に
ぶ
い
う
め
き
が

　
　

業
火
と
な
っ
て

　
　

ゆ
ら
め
い
た
の
だ
。
四
〇
〇
‐
一

武
装
蜂
起
が
起
き
た
四
月
三
日
以
降
に
つ
い
て
の
多
く
の
証
言
に
よ
れ
ば
、
や
は
り
「
峰
峰
」
に
「
の
ろ
し
」
が
上
が
っ
た

と
い
う）

35
（

。
引
用
し
た
詩
句
は
そ
れ
と
重
な
り
つ
つ
、
島
民
の
武
装
蜂
起
を
、「
血
」、「
業
火
」、「
に
ぶ
い
う
め
き
」
に
よ
っ

て
地
の
底
か
ら
マ
グ
マ
が
噴
出
す
る
よ
う
に
描
い
て
い
る
。
よ
り
精
緻
に
見
る
な
ら
ば
、「
血
」
は
犠
牲
と
な
っ
た
島
民
の

生
を
指
し
、そ
の
夥
し
い
血
が
海
や
陸
か
ら
大
地
に
流
入
し
た
と
き
、「
祖
国
」
と
結
び
付
け
ら
れ
た
死
者
の
「
う
め
き
」
が
、

「
業
火
」
と
い
う
視
覚
的
イ
メ
ー
ジ
に
転
換
さ
れ
て
噴
出
し
て
い
る
。
し
か
し
重
要
な
こ
と
は
、
そ
の
「
声
」
が
「
う
め
き
」

と
い
う
声
な
ら
ぬ
声
だ
と
い
う
こ
と
、
そ
れ
ゆ
え
そ
れ
の
視
覚
的
映
像
へ
の
転
換
に
お
い
て
も
明
確
な
像
を
結
ば
ず
に
「
ゆ

ら
め
」
く
し
か
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
つ
ま
り
、「
祖
国
」
と
重
ね
合
わ
さ
れ
た
死
者
達
は
ゆ
ら
め
き
と
し
て
、
言
い

換
え
れ
ば
生
と
死
の
狭
間
に
あ
る
亡
霊
の
よ
う
に
再
現
前
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

こ
の
「
業
火
」
と
な
っ
て
「
ゆ
ら
め
く
」「
う
め
き
」
も
ま
た
、「
陽
炎
」-

「
か
げ
ろ
う
」
と
同
様
、
視
覚
と
聴
覚
の
境

界
を
揺
る
が
し
、
言
語
を
変
質
さ
せ
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
「
業
火
」
は
劫
火
、
号
火
等
へ
向
か
う
だ
け
で
な
く
、

「
う
め
き
」、「
死
者
」、「
引
き
ち
ぎ
ら
れ
た
祖
国
」、「
か
げ
ろ
う
」
…
へ
と
自
ら
を
散
種
さ
せ
る
の
で
あ
る
。

　

し
た
が
っ
て
炎
と
は
、
出
来
事
と
音
を
同
時
に
現
出
さ
せ
、
視
覚
的-

聴
覚
的
に
読
み
取
り
や
聞
き
取
り
を
可
能
に
す
る

と
共
に
、
そ
れ
ら
を
一
時
の
ゆ
ら
め
き
の
中
で
消
失
さ
せ
つ
つ
、「
う
め
き
」
や
「
か
げ
ろ
う
」
と
い
っ
た
微
か
な
〈
灰
〉

の
よ
う
な
言
語
を
残
す
の
で
あ
る
。

（
35
）『
済
州
島
四
・
三
事
件　

第
二
巻
』
新
幹
社
、

一
九
九
五
年
、
一
九
頁
。
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し
か
し
残
余
と
し
て
言
語
を
残
す
こ
と
は
、
逆
か
ら
言
え
ば
、
言
語
が
決
定
的
な
欠
如
を
抱
え
、
固
有
な
な
に
も
の
か
を
、

喪
失
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
こ
に
お
い
て
、
先
に
述
べ
た
内
的
に
欠
落
し
て
い
く
「
水
死
人
」
と
、
言
語
自
体
を
亡
霊

の
よ
う
に
多
様
な
方
向
に
作
用
さ
せ
る
炎
は
、
欠
落
あ
る
い
は
消
失
と
い
う
共
通
項
に
よ
っ
て
連
関
し
て
く
る
。
そ
の
連
関

の
仕
方
は
、「
父
」
が
海
に
運
ば
れ
、「
水
死
人
」
が
回
帰
す
る
と
い
う
出
来
事
が
常
に
現
在
形
で
書
か
れ
て
い
た
の
に
対
し

て
、そ
れ
以
外
は
過
去
形
で
表
現
さ
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
に
よ
っ
て
暗
示
さ
れ
て
い
る
。
と
い
う
の
も
「
水
死
人
」
と
は
、

多
く
の
海
に
運
ば
れ
た
者
が
「
ゆ
ら
め
」
い
た
後
に
回
帰
し
た
も
の
、
炎
の
出
来
事
の
結
果
で
も
あ
り
、
ま
た
そ
れ
を
指
示

し
う
る
も
の
で
も
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
炎
が
残
す
〈
灰
〉
の
よ
う
な
残
余
と
し
て
の
言
語
は
、「
水
死
人
」
を
通
じ

て
具
体
的
に
可
視
化
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　

だ
と
す
れ
ば
こ
こ
か
ら
読
み
取
る
べ
き
こ
と
の
一
つ
は
、
現
在
‐
過
去
‐
現
在
と
い
う
作
品
が
持
つ
、
あ
の
構
造
で
あ
る
。

こ
の
構
造
が
「
船
」
を
起
点
と
し
て
開
始
さ
れ
て
い
る
と
す
る
な
ら
ば
、「
水
死
人
」
も
出
来
事
へ
の
差
し
向
け
の
起
点
と

な
り
う
る
以
上
、
そ
れ
は
「
船
」
と
し
て
機
能
し
う
る
。
で
は
「
船
」
と
「
水
死
人
」
を
対
比
す
る
た
め
に
、
も
う
一
つ
の

火
の
イ
メ
ー
ジ
を
重
ね
合
わ
せ
て
み
た
い
。

　

戦
後
の
物
資
不
足
を
補
う
た
め
に
、
沈
没
し
た
浮
島
丸
の
所
有
者
大
阪
商
船
は
、
調
査
の
要
請
に
ほ
と
ん
ど
応
え
な
い
ま

ま
、
一
九
五
〇
年
に
飯
野
サ
ル
ベ
ー
ジ
に
引
き
上
げ
の
委
託
を
し
て
い
る
。
そ
の
際
、
折
れ
曲
が
っ
た
船
体
を
分
離
す
る
た

め
に
、
ダ
イ
ナ
マ
イ
ト
が
用
い
ら
れ
た）

36
（

。

　
　

は
っ
ぱ
が
か
か
る
ぞ
お
ー

　
　

深
く
つ
ら
ぬ
く

　
　

光
と
闇
を

　
　

く
ゆ
ら
せ
て

　
　

重
い
藻
に

　
　

か
ら
ま
っ
て
い
る
の
は

　
　

横
む
い
た
ま
ま
の

　
　

落
ち
こ
ん
だ

　
　

家
路
だ
。
四
一
四

（
36
）
金
賛
汀
『
浮
島
丸　

釜
山
港
に
帰
ら
ず
』

講
談
社
、
一
九
八
四
年
、
二
七
六-

二
八
八
頁
。
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「
落
ち
こ
ん
だ
家
路
」
と
は
「
浮
島
丸
」
の
換
喩
で
あ
る
が
、
そ
れ
が
「
は
っ
ぱ
」
に
よ
っ
て
現
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
重
要

な
こ
と
は
、
運
搬
者
の
役
割
も
果
た
す
「
船
」
が
、「
光
と
闇
を
／
く
ゆ
ら
せ
て
」
と
あ
る
よ
う
に
、
断
片
的
に
し
か
そ
の

姿
を
垣
間
見
せ
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
は
明
か
さ
れ
る
は
ず
の
出
来
事
も
断
片
的
に
し
か
示
唆
さ
れ
な
い
と
い
う

こ
と
で
も
あ
る
。
第
一
章
の
末
尾
は
次
の
よ
う
に
結
ば
れ
て
い
る
。「
五
十
尋
の
／
海
底
に
／
手
繰
り
こ
ま
れ
た
／
ぼ
く
の

／
帰
郷
が
／
爆
破
さ
れ
た
／
八
月
と
と
も
に
／
今
も
／
る
り
色
の
／
海
に
／
う
ず
く
ま
っ
た
ま
ま
だ
」三
八
二
‐
三

。つ
ま
り「
船
」

‐
「
浮
島
丸
」
は
、「
今
も
」「
う
ず
く
ま
っ
た
ま
ま
」、
過
去
の
出
来
事
を
全
て
現
前
さ
せ
ず
に
回
想
さ
れ
る
が
ま
ま
に
存

在
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

証
言
を
、
行
為
遂
行
的
に
真
理
に
至
る
手
段
と
見
る
フ
ェ
ル
マ
ン
の
観
点
か
ら
す
れ
ば
、
出
来
事
を
断
片
的
に
し
か
明
か

さ
な
い
「
船
」
は
、
事
実
確
認
的
な
言
説
と
は
異
な
る
行
為
遂
行
性
を
帯
び
る
こ
と
で
、
証
言
の
隠
喩
に
な
り
う
る
だ
ろ
う
。

し
か
し
な
が
ら
、「
船
」
が
「
家
路
」
や
「
遍
路
」
三
八
一

と
言
い
換
え
ら
れ
て
い
る
点
を
取
っ
て
、
そ
れ
が
真
理
に
至
る
道

の
途
上
に
あ
る
、
と
読
む
の
は
短
絡
的
と
な
ろ
う
。
と
い
う
の
も
「
う
ず
く
ま
っ
た
ま
ま
」
の
「
船
」
は
、
本
節
で
引
用
し

た
語
を
再
び
用
い
る
な
ら
ば
、「
無
為
」
だ
か
ら
で
あ
る
（「
頑
迷
の
果
て
に
／
埋
も
れ
た
／
丸
木
舟
の
日
日
を
／
人
は
／
自

己
の
意
識
に
賭
け
て
／
そ
の
無
為
だ
け
を
／
な
じ
っ
て
は
な
ら
な
い
」）。「
無
為
」
は
、
そ
の
よ
う
な
真
理
へ
い
た
る
「
旅
」

と
い
う
思
考
図
式
と
、
一
旦
手
を
切
る
言
葉
で
あ
る
と
思
わ
れ
る）

37
（

。

　

ジ
ョ
ル
ジ
ョ
・
ア
ガ
ン
ベ
ン
は
、
フ
ェ
ル
マ
ン
同
様
、
真
実
と
事
実
の
不
一
致
と
い
う
ア
ウ
シ
ュ
ヴ
ィ
ッ
ツ
の
ア
ポ
リ
ア

か
ら
出
発
し
て
証
言
に
つ
い
て
考
察
し
た
。
ア
ガ
ン
ペ
ン
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　
　

証
言
と
は
語
る
こ
と
の
可
能
性
と
そ
れ
の
生
起
の
あ
い
だ
の
関
係
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、
証
言
は
語
る
こ
と
の
不
可
能
性

　
　

と
の
関
係
を
通
し
て
の
み―

す
な
わ
ち
、
偶
然
性
と
し
て
の
み
、
存
在
し
な
い
可
能
性
と
し
て
の
み―

与
え
ら
れ
る
こ

　
　

と
が
で
き
る）

38
（

。

　

ア
ガ
ン
ベ
ン
の
議
論
は
、
潜
勢
力
／
現
勢
化
と
い
う
対
概
念
を
軸
に
展
開
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
対
概
念
は
ア
リ
ス
ト
テ
レ

ス
に
そ
の
根
を
持
つ
も
の
で
あ
る
が
、
ア
ガ
ン
ベ
ン
に
よ
れ
ば
、
潜
勢
力
は
現
勢
化
し
な
い
こ
と
が
で
き
る
と
こ
ろ
に
そ
の

本
質
が
あ
る
。
と
い
う
の
も
潜
勢
力
が
全
て
現
勢
化
す
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
現
勢
力
と
同
一
化
し
て
し
ま
う
か
ら
で
あ
る
。

同
型
の
論
理
か
ら
、「
語
る
こ
と
の
可
能
性
」（
現
勢
化
）
も
そ
の
不
可
能
性
（
潜
勢
力
）
を
汲
み
尽
く
す
こ
と
は
で
き
ず
、

そ
の
結
果
、
現
勢
化
し
な
い
こ
と
が
で
き
る
潜
勢
力
が
常
に
残
り
続
け
る
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
こ
の
残
り
続
け
る
潜
勢
力

 

（
37
）    「
旅
」
は
、S.Felm

an and D. Laub, 
Testim

ony : crises of w
itnessing in literature, 

psychoanalysis, and history,N
ew

 York : 
Routledge,1992

＝
フ
ェ
ル
マ
ン
『
声
の
回

帰　

映
画「
シ
ョ
ア
ー
」と〈
証
言
〉の
時
代
』（
上

野
、
崎
山
、
細
見
訳
、
太
田
出
版
、
一
九
九
五

年
）
に
お
い
て
中
心
的
役
割
を
担
う
タ
ー
ム
で

あ
る
。

(

38)G
iorgio A

gam
ben, Q

uel che resta di 
A

uschw
itz : l'archivio e il testim

one : H
om

o 
sacer III,Torino : Bollati Borlinghieri,1998

＝
ア
ガ
ン
ベ
ン
『
ア
ウ
シ
ュ
ヴ
ィ
ッ
ツ
の
残
り

の
も
の―

ア
ル
シ
ー
ヴ
と
証
人
』
上
村
・
廣
石

訳
、
月
曜
社
、
二
〇
〇
一
年
、
一
九
六
頁
。
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を
通
さ
ざ
る
を
得
な
い
と
い
う
こ
と
は
、
そ
の
不
可
能
性
が
語
り
う
る
可
能
性
の
条
件
と
も
な
っ
て
い
る
こ
と
を
意
味
し
て

い
る
。
し
か
し
重
要
な
こ
と
は
、
そ
の
不
可
能
性
が
、
語
る
こ
と
の
可
能
性
を
通
じ
て
こ
そ
開
示
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。
ア
ガ
ン
ベ
ン
が
証
言
を
「
残
り
の
も
の）

39
（

」
と
述
べ
る
の
も
、
そ
れ
が
現
勢
化
し
え
な
い
も
の
を
担
っ
て
い
る
こ
と
を
示

す
だ
け
で
は
な
く
、
証
言
が
受
動
的
な
も
の
で
あ
る
と
同
時
に
、
受
容
し
た
も
の
に
向
か
う
能
動
性
も
持
つ
と
い
う
二
重
の

運
動
も
示
す
た
め
だ
。

　

先
に
作
品
は
、時
間
的
空
間
的
円
環
を
形
作
っ
て
い
る
と
述
べ
た
。
し
か
し
そ
の
円
環
は
、海
底
の
「
船
」
が
そ
う
で
あ
っ

た
よ
う
に
、
過
去
に
到
達
す
る
こ
と
の
困
難
ゆ
え
に
現
在
に
引
き
戻
さ
れ
る
た
め
、
閉
じ
ら
れ
た
も
の
と
い
う
よ
り
は
い
わ

ば
開
か
れ
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
途
上
に
あ
る
と
い
う
よ
り
も
、
断
絶
を
目
前
に
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

　
「
無
為
」
と
は
、一
方
で
、こ
の
開
か
れ
た
円
環
の
構
造
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
る
現
在
へ
の
連
れ
戻
し
の
結
果
で
あ
ろ
う
。

そ
れ
は
こ
の
構
造
が
も
た
ら
す
汲
み
尽
く
せ
な
い
断
絶
に
よ
っ
て
、
無
為
の
「
船
」
が
、
語
る
こ
と
の
不
可
能
性
に
直
面
し

て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
だ
と
す
れ
ば
証
言
と
し
て
の
「
船
」
と
は
、
そ
の
不
可
能
性
に
よ
っ
て
与
え
ら
れ
る
可
能
性
、
即
ち

残
余
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　

こ
の
点
に
お
い
て
、「
水
死
人
」
と
、「
船
」
は
、
真
理
の
途
上
に
あ
る
と
い
う
よ
り
、
語
る
こ
と
の
不
可
能
性
を
開
示
す

る
断
片
、
残
余
と
し
て
重
な
り
あ
う
。
そ
の
た
め
、
炎
の
痕
跡
と
し
て
あ
っ
た
「
う
め
き
」
や
「
か
げ
ろ
う
」
と
い
っ
た
言

語
的
残
余
に
「
水
死
人
」
が
開
か
れ
て
い
た
の
で
あ
れ
ば
、「
船
」
も
「
水
死
人
」
と
し
て
（
ま
た
そ
の
逆
と
し
て
も
）、
そ

れ
ら
に
結
び
付
い
て
い
く
。

　

し
か
し
「
無
為
」
は
、他
方
で
、意
志
に
よ
る
選
択
で
も
あ
る
（「
頑
迷
の
果
て
に
…
」）。
だ
と
す
れ
ば
、「
無
為
の
船
」
は
、

こ
の
不
可
能
性
に
直
面
し
続
け
よ
う
と
す
る
意
志
的
な
行
為
で
あ
る
。
つ
ま
り
「
船
」
が
証
言
と
し
て
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、

一
方
で
残
余
と
し
て
あ
る
こ
と
だ
が
、
他
方
で
行
為
遂
行
的
に
、
あ
る
い
は
こ
こ
で
は
、
意
志
的
に
志
向
作
用
た
ろ
う
と
す

る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
「
無
為
」
と
い
う
語
が
重
層
化
す
る
の
は
、
先
に
述
べ
た
「
船
」
が
持
つ
運
動
‐
滞
留
及
び

「
船
」-

「
浮
島
丸
」
と
い
う
二
重
性
が
、
分
か
ち
が
た
く
互
い
に
作
用
し
あ
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
こ
に
お
い
て
「
水

死
人
」
と
の
差
異
が
生
じ
る
。「
水
死
人
」
が
何
か
が
起
こ
っ
た
こ
と
を
受
動
的
に
の
み
示
す
の
に
対
し
て
、「
船
」
は
、
ア

ガ
ン
ベ
ン
の
議
論
か
ら
照
ら
せ
ば
、
受
動
的
に
し
て
能
動
的
と
い
う
二
重
の
運
動
を
自
ら
起
こ
す
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
語
る

こ
と
の
不
可
能
性
を
自
ら
開
示
し
、
語
り
う
る
可
能
性
を
構
成
し
よ
う
と
す
る
形
象
が
「
船
」
な
の
で
あ
る
。
む
し
ろ
こ
の

「
無
為
」
の
「
船
」
の
運
動
こ
そ
が
、
語
る
こ
と
の
不
可
能
な
多
様
な
形
象
（「
人
」、「
個
人
」、「
昆
虫
」、「
難
破
し
た
船
」、

「
水
死
人
」
…
…
）
を
、
そ
の
不
可
能
性
と
共
に
、
連
鎖
的
に
現
れ
さ
せ
る
の
で
あ
る
。

（
39
）
ア
ガ
ン
ベ
ン
前
掲
書
、
二
一
四
頁
。
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し
た
が
っ
て
、
航
海
し
な
い
「
船
」
と
は
、
次
の
よ
う
に
規
定
で
き
る
だ
ろ
う
。
語
る
こ
と
の
不
可
能
な
も
の
の
開
示
と
、

そ
れ
に
と
も
な
う
出
来
事
の
再
事
件
化
を
な
す
「
意
志
」
の
形
象
で
あ
る
と
。
そ
の
た
め
「
船
」
は
証
言
の
隠
喩
で
あ
る
だ

け
で
な
く
、
証
言
の
不
可
能
性
に
つ
い
て
の
証
言
で
も
あ
る
。

　

先
に
海
は
二
つ
の
作
用
を
も
た
ら
す
と
述
べ
た
。
一
つ
は
断
片
化
さ
れ
た
も
の
を
陸
へ
回
帰
さ
せ
る
こ
と
で
あ
っ
た
が
、

も
う
一
つ
は
海
中
に
留
め
る
こ
と
で
あ
る
。
見
て
き
た
よ
う
に
炎
は
出
来
事
を
現
出
さ
せ
て
い
た
が
、
そ
れ
は
海
と
の
せ
め

ぎ
合
い
の
中
で
な
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
そ
の
果
て
に
海
中
に
残
さ
れ
る
の
は
、「
骨
」
で
あ
る
。

三
‐
五
．
骨
か
ら
灰
へ
、
灰
か
ら
骨
へ

　

第
二
部
最
終
章
は
、
海
底
に
沈
ん
だ
船
を
目
指
し
て
潜
水
す
る
ダ
イ
バ
ー
と
「
は
っ
ぱ
」
を
か
け
ら
れ
る
船
と
を
、
二
つ

の
大
き
な
要
素
と
し
て
展
開
さ
れ
る
。
先
に
「
船
」
は
爆
破
に
よ
っ
て
照
ら
し
出
さ
れ
て
い
た
が
、
そ
の
役
目
を
果
た
す
の

が
ダ
イ
バ
ー
で
あ
る
。
そ
の
ダ
イ
バ
ー
が
海
底
で
「
邂
逅
」
す
る
の
が
ま
た
、「
浮
島
丸
」
で
あ
る
。

　
　

骨
の
先
端
で

　
　

は
じ
け
て
い
る

　
　

盲
目
の
燐
光
よ
。

　
　

あ
ば
く
こ
と
で
し
か

　
　

出
会
え
ぬ

　
　

わ
れ
ら
の
邂
逅
と
は

　
　

い
っ
た
い

　
　

ど
の
よ
う
な
容
貌
の

　
　

血
縁
に
ひ
ず
ん
だ
申
し
子
な
の
か
？

　
　

閃
光
の
う
ち
に
か
き
消
え
た

　
　

船
出
が

　
　

再
び
ま
み
え
た

　
　

火
の
き
ら
め
き
を

　
　

ど
の
死
の



296

　
　

骨
に

　
　

か
ざ
せ
と
い
う
の
だ
！
四
一
四-

五

こ
こ
で
も
「
は
じ
け
て
い
る
」、「
閃
光
」、「
き
ら
め
き
」、「
か
き
消
す
」
と
い
っ
た
、
一
時
の
輝
き
と
消
滅
を
表
す
言
葉
が

配
置
さ
れ
つ
つ
、「
骨
」
に
光
が
当
て
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
光
が
「
鬼
火
」
四
一
四

や
「
燐
光
」
と
い
っ
た
、
冷
た
い
光
あ
る

い
は
亡
霊
の
よ
う
な
火
で
あ
る
の
は
、
爆
破
に
よ
っ
て
船
が
沈
没
し
、
引
き
揚
げ
の
際
の
再
爆
破
に
よ
っ
て
、
死
者
た
ち
が

「
骨
」
と
し
て
回
帰
し
て
く
る
か
ら
で
あ
る
。

　

そ
の
よ
う
な
光
の
下
で
あ
ば
か
れ
る
「
骨
」
は
、「
ど
の
死
」
と
い
う
言
葉
が
暗
示
し
て
い
る
よ
う
に
複
数
で
あ
り
、
多

様
な
死
を
担
っ
て
い
る
。
し
か
し
「
骨
」
は
、
誰
か
の
骨
で
あ
る
こ
と
し
か
示
さ
な
い
。
つ
ま
り
「
骨
」
は
誰
か
の
痕
跡
で

あ
り
う
る
が
、
そ
れ
以
上
の
指
示
確
定
を
ほ
と
ん
ど
不
可
能
に
す
る
。
そ
れ
は
少
年
の
「
父
」
か
も
し
れ
な
い
し
、
特
定
不

能
な
多
く
の
「
水
死
人
」
で
も
あ
り
う
る
し
、「
浮
島
丸
」
と
共
に
沈
ん
だ
者
達
か
も
し
れ
な
い
が
、
そ
れ
を
知
る
こ
と
は

不
可
能
で
あ
る
（
し
か
し
不
可
能
で
あ
る
が
故
に
「
骨
」
は
そ
の
全
て
を
指
し
示
し
う
る
）。

　

そ
の
確
定
不
可
能
性
は
、
爆
破
に
よ
っ
て
さ
ら
に
強
め
ら
れ
て
い
く
。
と
い
う
の
も
爆
破
に
よ
っ
て
、「
骨
」
た
ち
は
一

瞬
に
し
て
、
一
斉
に
舞
い
上
が
る
か
ら
で
あ
る
。

　
　

穴
だ
あ
！

　
　

出
口
だ
！

　
　

俺
の
獲
物
だ
あ
！

　
　

う
っ
積
し
た

　
　

塵
を
噴
き
上
げ

　
　

覗
き
こ
ん
だ
奴
の

　
　

首
を
も
か
っ
さ
ら
っ
た

　
　

骨
の
疾
走
が

　
　

囲
い
を
抜
け
る
！

　
　

音
に
魅
せ
ら
れ
た

　
　

魚
群
の
よ
う
に
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緯
度
を
越
え
る

　
　

船
の
あ
り
か
へ

　
　

浮
か
ば
れ
ぬ
死
を

　
　

た
し
か
な

　
　

故
国
の

　
　

鼓
動
め
ざ
し
て

　
　

舞
あ
げ
る
の
だ
。
四
一
七

　

爆
破
は
骨
を
照
ら
し
出
し
は
す
る
。
だ
が
そ
れ
と
同
時
に
、
誰
か
を
特
定
す
る
前
に
海
中
に
撒
き
散
ら
し
て
し
ま
う
。
そ

の
た
め
「
あ
ば
く
」
と
い
う
言
葉
に
は
隠
さ
れ
た
も
の
を
曝
す
と
い
う
だ
け
で
な
く
、
バ
ラ
バ
ラ
に
す
る
こ
と
で
逸
し
て
し

ま
う
と
い
う
ニ
ュ
ア
ン
ス
も
込
め
ら
れ
て
い
る
（「
火
の
き
ら
め
き
を
／
ど
の
死
の
／
骨
に
／
か
ざ
せ
と
い
う
の
だ
！
）。

　

爆
破
は
、「
骨
」
と
い
う
他
者
と
偶
然
に
遭
遇
さ
せ
な
が
ら
も
（「
邂
逅
」）、
そ
の
歴
史
の
他
者
を
喪
失
さ
せ
も
す
る
。
そ

れ
は
そ
の
光
が
一
部
の
み
照
ら
し
出
し
て
い
る
こ
と
で
も
あ
り
、
つ
ま
り
断
片
的
で
あ
る
点
で
、
証
言
行
為
と
捉
え
る
こ
と

が
で
き
る
。

　

し
た
が
っ
て
爆
破
に
よ
っ
て
、
照
ら
さ
れ
同
時
に
隠
さ
れ
る
「
骨
」
が
「
囲
い
を
抜
け
る
」
と
い
う
こ
と
は
、
証
言
は
し

尽
く
し
得
な
い
と
い
う
こ
と
の
表
現
で
あ
り
、
そ
の
た
め
「
音
に
魅
せ
ら
れ
た
」「
骨
」
は
、
字
義
的
に
も
転
義
に
お
い
て

も
言
語
化
し
き
れ
な
い
物
質
だ
と
言
え
る
。

　

こ
れ
ま
で
論
じ
て
き
た
こ
と
か
ら
、『
新
潟
』
第
二
部
全
体
の
構
図
は
次
ぎ
の
通
り
と
な
る
。
船
／
出
来
事
／
骨
、
即
ち
、

証
言
行
為
／
そ
の
残
余
と
し
て
の
現
わ
れ
／
逸
せ
ら
れ
る
も
の
、
こ
れ
が
こ
の
第
二
部
に
お
け
る
基
礎
的
骨
格
と
見
る
こ
と

が
で
き
よ
う
。
フ
ェ
ル
マ
ン
は
、真
実
の
内
側
か
ら
も
外
側
か
ら
も
証
言
す
る
こ
と
は
不
可
能
だ
と
し
な
が
ら
も
、「
歌
」
が
、

「
真
実
を
一
つ
の
証
言
と
し
て）

40
（

」「
回
帰
」
さ
せ
る
と
し
た
。
し
か
し
そ
れ
に
よ
っ
て
、
ア
ガ
ン
ベ
ン
が
指
摘
し
た
よ
う
に
証

言
を
美
学
の
対
象
と
し
て
し
ま
い
、証
言
不
可
能
な
も
の
の
領
域
を
閉
じ
て
し
ま
っ
て
い
る
。そ
れ
に
対
し
て
金
時
鐘
の「
船
」

は
、
証
言
不
可
能
な
も
の
に
直
面
し
つ
つ
、
証
言
が
逸
し
て
し
ま
う
も
の
に
常
に
向
か
い
続
け
る
こ
と
で
、「
水
死
人
」
を

は
じ
め
、「
う
め
き
」、「
業
火
」、「
か
げ
ろ
う
」
と
い
っ
た
語
る
こ
と
の
不
可
能
な
多
様
な
形
象
を
見
出
す
の
で
あ
る
。
そ

し
て
証
言
し
尽
く
し
得
な
い
「
骨
」
と
は
、「
声
の
回
帰
」
と
は
異
な
っ
て
解
釈
の
限
界
を
示
し
て
お
り
、
言
語
化
の
過
程

で
失
わ
れ
て
し
ま
っ
た
固
有
な
も
の
の
象
徴
と
し
て
働
い
て
い
る
の
で
あ
る
。

（
40
）
フ
ェ
ル
マ
ン
前
掲
書
、
一
五
二
頁
。
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『
新
潟
』
第
二
部
は
、
現
在
‐
過
去
‐
現
在
と
い
う
開
か
れ
た
反
復
の
リ
ズ
ム
を
持
っ
て
い
た
。
出
来
事
を
反
復
さ
せ
る

こ
の
構
造
を
「
船
」
‐
「
浮
島
丸
」
が
体
現
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
そ
れ
が
何
度
で
も
爆
破
さ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し

「
船
」
は
そ
の
度
に
、
浮
き
あ
が
る
島
の
よ
う
に
浮
上
す
る
こ
と
で
、「
骨
」
と
の
「
邂
逅
」
を
繰
り
返
し
試
み
る
も
の
と
な

る
。
そ
う
す
る
こ
と
で
「
船
」
は
、
指
示
確
定
を
行
わ
な
い
「
骨
」
が
色
を
な
す
ま
で
、
そ
の
褪
せ
た
時
を
凝
視
し
続
け
る

の
で
あ
る
。

　
「
骨
」
と
の
「
邂
逅
」
を
試
み
る
「
船
」
は
、
そ
の
意
味
で
、
詩
（
作
）
そ
の
も
の
で
あ
り
、
詩
作
の
原
理
を
体
現
す
る

も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
の
「
船
」
が
明
か
す
「
ぼ
く
の
思
想
」
と
は
、
無
数
の
骨
を
、
消
失
し
た
出
来
事
を
、
過
ぎ
去
っ

た
過
去
を
、
詩
作
を
通
じ
て
生
き
な
お
す
こ
と
に
他
な
ら
な
い
。

　

こ
れ
ま
で
論
じ
て
き
た
こ
と
か
ら
、
証
言
と
し
て
の
詩
は
、
証
言
す
る
こ
と
の
不
可
能
性
を
表
現
す
る
詩
で
あ
る
。
と
は

い
え
こ
れ
は
証
言
が
全
く
不
可
能
だ
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
生
々
し
く
開
示
さ
れ
た
対
象
を
表
現
し
尽
く
す
こ
と
の
不
可

能
性
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
に
し
て
証
言
と
し
て
の
詩
は
詩
的
言
語
を
現
実
に
引
き
込
み
、
我
々
に
、
他
者
に
、
言
語
自
体
に

出
来
事
を
目
撃
さ
せ
る
の
で
あ
る―

「
緯
度
を
越
え
る
／
船
の
あ
り
か
」
が
見
つ
か
る
ま
で
。

　
　

第
四
節
．
小
括―

『
新
潟
』
に
現
れ
る
リ
ズ
ム
の
思
想

　

こ
こ
ま
で
『
新
潟
』
を
論
じ
て
く
る
こ
と
で
、
植
民
地
支
配
、
済
州
島
四
・
三
事
件
、
朝
鮮
戦
争
、
帰
国
事
業
、
吹
田
・

枚
方
事
件
と
い
っ
た
歴
史
的
出
来
事
だ
け
で
な
く
、〈
道
〉、
光
／
闇
、「
擬
態
」
と
し
て
の
自
己
、「
擬
態
」
と
し
て
の
日
本

語
／
朝
鮮
語
、
あ
い
つ
／
ぼ
く
、
意
志
、
化
石
、
少
女
、
動
物
や
昆
虫
へ
の
変
身
、
脱
糞
、
故
郷
、
船
、
骨
、
証
言
と
い
っ

た
形
象
や
概
念
に
つ
い
て
言
及
し
て
き
た
。
最
後
に
こ
れ
ら
の
形
象
や
概
念
や
歴
史
的
事
件
と
、
金
時
鐘
の
リ
ズ
ム
の
思
想

と
の
関
連
を
、『
新
潟
』
最
終
章
の
読
解
を
通
じ
て
論
じ
て
お
き
た
い
。

　
『
新
潟
』
最
終
章
の
表
現
上
の
特
徴
は
、声
に
な
ら
ぬ
「
声
」
が
、渇
き
、ふ
る
え
、羽
音
、電
波
、沈
黙
の
瞳
と
い
っ
た
イ
メ
ー

ジ
を
通
じ
て
表
さ
れ
、
ま
た
そ
れ
ら
が
置
か
れ
て
い
る
状
況
と
交
差
す
る
よ
う
に
描
き
出
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
最
終

章
の
冒
頭
は
、
こ
の
両
者
の
関
係
が
端
的
に
示
さ
れ
て
い
る
。

　
　

地
平
に
こ
も
る
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ひ
と
つ
の

　
　

願
い
の
た
め
に

　
　

多
く
の
歌
が
鳴
っ
て
い
る
。

　
　

求
め
あ
う

　
　

金
属
の

　
　

化
合
の
よ
う
に

　
　

干
潟
を

　
　

満
ち
る

　
　

潮
が
あ
る
。

　
　

一
つ
の
石
の

　
　

渇
き
の
う
え
に

　
　

千
も
の
波
が

　
　

く
ず
れ
て
い
る
の
だ
。
四
六
五
‐
六

第
一
詩
集
『
地
平
線
』
巻
頭
の
「
自
序
」
に
お
い
て
も
、「
お
前
の
立
つ
て
い
る　

そ
の
地
点
が
地
平
だ
」
と
あ
っ
た
が
、『
新
潟
』

に
お
い
て
は
、「
立
つ
」
の
で
は
な
く
「
こ
も
る
」
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
「
こ
も
る
」
は
、こ
れ
ま
で
の
論
述
か
ら
す
れ
ば
、

明
ら
か
に
多
義
的
で
あ
る
。「
蛹
」
の
中
に
「
こ
も
る
」
や
、
そ
の
中
で
声
が
「
こ
も
る
」
こ
と
も
そ
う
で
あ
ろ
う
。「
日
本

列
島
の
／
縦
の
深
み
」に〝
も
ぐ
り
こ
む
〞「
あ
い
つ
」と
尻
込
み
す
る「
ぼ
く
」と
表
現
さ
れ
て
い
る
箇
所
も
あ
っ
た
。「
ぼ
く
」

が
日
本
に
留
ま
る
こ
と
も
、「
こ
も
る
」
の
枠
内
に
あ
ろ
う
。
ま
た
「
こ
も
る
」
は
、〝
匂
い
が
こ
も
る
〞
の
よ
う
に
「
包
ま

れ
る
」
と
い
う
意
味
も
持
つ
た
め
、「
悲
哀
と
は
／
山
に
包
ま
れ
た
／
脱
糞
者
の
心
だ
」
も
、こ
の
多
義
性
の
系
列
の
中
に
入
っ

て
く
る
も
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
「
こ
も
る
」
と
は
、〝
現
れ
る
〞
の
対
義
語
と
し
て
、
何
か
が
隠
れ
る
、
潜
在
す
る
と
い
う

よ
う
な
、
あ
る
対
象
に
フ
ォ
ー
カ
ス
し
た
意
味
を
持
つ
と
同
時
に
、
包
む
、
覆
い
隠
す
、
取
り
巻
く
と
い
っ
た
外
部
環
境
に

よ
っ
て
影
響
を
被
る
と
い
う
二
重
の
意
味
も
持
つ
。
引
用
に
お
け
る
「
地
平
」
と
、
そ
こ
に
「
こ
も
る
」
も
の
も
、
こ
の
二

重
性
に
お
い
て
力
動
的
な
関
係
に
あ
る
。
そ
し
て「
一
つ
の
石
の
／
渇
き
の
う
え
に
／
千
も
の
波
が
／
く
ず
れ
て
い
る
の
だ
」

は
、
こ
の
「
こ
も
る
」
も
の
と
「
地
平
」
と
の
力
動
的
関
係
を
鮮
や
か
に
イ
メ
ー
ジ
化
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

　

そ
の
「
石
」
は
そ
こ
に
留
ま
り
続
け
る
点
に
お
い
て
、
前
章
で
述
べ
た
「
意
志
」
と
、
そ
の
働
き
に
お
い
て
も
、
ま
た
音
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響
的
に
も
重
な
り
合
っ
て
い
る
。
そ
の
た
め
そ
の
「
石
」
に
込
め
ら
れ
て
い
る
「
一
つ
の
／
願
い
」
は
、
留
ま
る
こ
と
を
通

じ
て
価
値
体
系
を
転
換
す
る
「
意
志
」
を
現
わ
す
形
象
と
な
っ
て
い
る
。
も
う
一
方
で
渇
く
石
は
、
本
章
で
見
た
よ
う
に
、

極
度
に
不
毛
で
渇
い
た
祖
国
の
大
地
と
通
底
す
る
形
象
と
な
っ
て
い
る
。
そ
こ
か
ら
す
れ
ば
そ
の
「
願
い
」
に
は
、「
恵
み

に
す
が
る
／
暮
ら
し
で
な
い
国
を
／
祖
国
」
と
し
よ
う
と
す
る
こ
と
が
含
ま
れ
て
も
い
よ
う
。

　

そ
の
石
に
波
が
何
度
も
か
か
る
こ
と
、
あ
る
い
は
繰
り
返
さ
れ
る
潮
の
満
ち
引
き
は
、「
地
平
」
と
「
こ
も
る
」
も
の
と

の
間
で
形
成
さ
れ
る
リ
ズ
ム
を
形
作
っ
て
い
る
。
と
は
い
え
こ
の
リ
ズ
ム
は
、「
千
も
の
波
」
と
あ
る
よ
う
に
、
渇
き
を
未

だ
潤
す
も
の
と
は
な
っ
て
い
な
い
。
む
し
ろ
受
動
的
に
形
成
さ
れ
る
リ
ズ
ム
は
、「
こ
も
る
」も
の
を
さ
ら
に
隠
す
よ
う
に『
新

潟
』
で
は
描
か
れ
る
。「
石
」
に
込
め
ら
れ
た
「
願
い
」
も
、「
こ
と
ば
の
ま
え
の
／
ひ
と
つ
の
こ
と
ば
」
四
六
七

と
し
て
、「
石
」

に
留
ま
っ
た
ま
ま
に
な
っ
て
い
る
。

　

こ
の
「
こ
と
ば
の
ま
え
の
／
ひ
と
つ
の
こ
と
ば
」
は
、「
胸
の
つ
か
え
に
／
ふ
る
え
た
喉
」
四
六
七

、「
閉
ざ
し
た
窓
の
／
羽
音
」

四
六
七

、「
た
だ
ひ
と
目
盛
り
の
／
波
長
」
四
六
八

、
屋
根
に
お
し
立
て
ら
れ
た
「
干
さ
れ
た
声
の
／
白
い
墓
標
」
と
し
て
の
「
ア

ン
テ
ナ
」
四
六
八

、「
磁
気
の
叫
び
」
四
六
八

と
い
う
よ
う
に
、
様
々
に
変
奏
さ
れ
な
が
ら
、
可
視
的
な
も
の
を
通
じ
て
イ
メ
ー
ジ

化
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
イ
メ
ー
ジ
は
、
た
と
え
「
墓
標
」
と
し
て
可
視
化
さ
れ
て
い
た
と
し
て
も
、
そ
れ
は
「
声
」
の

死
と
い
う
よ
り
も
、
聴
き
取
ら
れ
解
読
さ
れ
る
べ
き
「
声
」
を
形
に
し
た
も
の
と
し
て
在
る
。

　

こ
の
声
な
ら
ざ
る
「
声
」
は
、
本
章
第
二
節
の
「
も
や
し
の
根
ひ
げ
の
ふ
る
え
」
や
「
稗
の
葉
先
の
お
の
の
き
」
に
も
連

絡
し
あ
っ
て
い
る
。
だ
が
本
研
究
の
文
脈
に
と
っ
て
重
要
な
詩
的
形
象
は
、「
墓
標
」
で
あ
る
「
ア
ン
テ
ナ
」
に
張
り
付
く
「
唖

蝉
」
で
あ
る
。

　
　

干
涸
び
る
汗
が

　
　

塩
を
ふ
く

　
　

白
昼
。

　
　

パ
ラ
ボ
ラ
ア
ン
テ
ナ
に

　
　

張
り
つ
い
て
い
る
の
は

　
　

そ
れ
は

　
　

一
匹
の

　
　

唖
蝉
で
あ
る
。
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耳
を
も
た
な
い
眼
に

　
　

影
を
く
ま
ど
る
の
は

　
　

い
ら
だ
つ
神
経
で
あ
り

　
　

声
が
声
と
な
ら
な
い
世
界
で

　
　

ふ
る
え
て
い
る
の
は

　
　

静
止
し
た
憎
悪
の

　
　

こ
ら
し
た

　
　

瞳
だ
。 

四
六
九
‐
七
〇

本
研
究
第
五
章
で
扱
っ
た
『
地
平
線
』
の
「
遠
い
日
」
で
も
、「
唖
蝉
」
は
沈
黙
の
う
ち
に
育
ま
れ
る
怒
り
の
形
象
で
あ
っ

た
こ
と
を
四
方
田
と
と
も
に
確
認
し
た
。『
新
潟
』
に
お
い
て
も
「
唖
蝉
」
は
、「
ふ
る
え
」
る
「
瞳
」
の
中
で
、「
静
止
し

た
憎
悪
」
を
伝
え
る
昆
虫
と
な
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
「
ア
ン
テ
ナ
」
だ
け
で
な
く
、「
唖
蝉
」
も
ま
た
、
単
な
る
鬱
屈
し
た

内
面
の
声
を
示
す
の
で
は
な
く
（
な
ぜ
な
ら
内
面
の
声
も
声
で
あ
る
こ
と
に
変
わ
り
は
な
い
か
ら
）、
自
ら
を
可
視
化
す
る

こ
と
で
の
み
「
声
」
の
所
在
を
暗
示
す
る
形
象
と
な
っ
て
い
る
。
眼
に
映
る
形
で
「
声
」
を
表
現
す
る
の
は
、
宮
沢
剛
が
指

摘
す
る
よ
う
に
、
そ
れ
が
「
金
時
鐘
に
と
っ
て
も
通
常
表
現
不
可
能
な
領
域）

41
（

」
に
関
わ
る
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
。
だ
が
も
う

一
方
で
こ
の
「
声
」
の
イ
メ
ー
ジ
化
は
、「
声
が
声
と
な
ら
な
い
世
界
」
と
あ
る
よ
う
に
、
そ
れ
を
取
り
巻
く
状
況
に
お
い

て
表
現
不
可
能
な
も
の
に
追
い
込
ま
れ
て
い
る
こ
と
を
示
す
た
め
で
も
あ
る
。

　
　

都
心
に

　
　

隊
伍
を
組
ん
で
も

　
　

も
は
や

　
　

街
は

　
　

叫
び
を
も
た
ず

　
　

隊
伍
は

　
　

眺
め
る
だ
け
の

　
　

風
景
の
な
か
で

（
41
）
宮
沢
前
掲
論
文
、
一
九
六
‐
七
頁
。
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敵
意
に
さ
ら
さ
れ
た

　
　

標
的
と
な
る
。

　
　

日
本
の

　
　

道
と
い
う
道
。

　
　

橋
と
い
う

　
　

橋
。

　
　

夜
を
徹
し
た

　
　

下
水
管
の

　
　

埋
め
ら
れ
た

　
　

め
ま
い
。 

四
七
一
‐
二

こ
の
「
隊
伍
」
は
、
す
で
に
分
析
し
た
よ
う
に
、
吹
田
事
件
で
の
デ
モ
隊
を
指
し
て
い
る）

42
（

。
注
意
し
た
い
こ
と
は
、
こ
の
声

を
持
た
な
い
者
た
ち
の
「
隊
伍
」
が
、「
叫
び
」
の
な
い
世
界
で
あ
る
「
街
」
の
路
上
、
即
ち
「
道
」
の
上
で
組
ま
れ
て
い

る
こ
と
で
あ
る
。「
隊
伍
」
が
「
街
」
に
お
い
て
「
敵
意
に
さ
ら
さ
れ
た
／
標
的
」
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
こ

の
「
道
」
は
「
声
」
の
可
視
化
の
禁
止
、「
隊
伍
」
の
排
除
と
し
て
機
能
す
る
。
つ
ま
り
「
道
」
は
、「
声
」
と
声
の
境
界
線

と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
「
道
と
い
う
道
」
に
は
「
下
水
管
」
が
埋
め
込
ま
れ
て
お
り
、「
声
」
を
排
除
す
る
「
道
」

は
、
地
上
に
お
い
て
も
、「
橋
」
に
お
い
て
も
、
ま
た
地
底
に
お
い
て
も
敷
き
詰
め
ら
れ
て
い
る
。

　

の
み
な
ら
ず
「
道
」
に
従
っ
て
「
し
つ
ら
え
た
と
お
り
去
る
」
こ
と
も
、「
施
し
に
ま
み
れ
」
た
帰
国
と
し
て
、同
様
に
「
声
」

を
表
現
す
る
こ
と
に
な
ら
な
い
も
の
で
あ
る
。

　
　

誰
に
許
さ
れ
て

　
　

帰
ら
ね
ば
な
ら
な
い
国
な
の
か
。

　
　

積
み
だ
す
だ
け
の

　
　

岸
壁
を

　
　

し
つ
ら
え
た
と
お
り
去
る
と
い
う
の
は

　
　

滞
る
貨
物
に

（
42
）「
眺
め
る
だ
け
の
／
風
景
」
に
は
、
小
野

十
三
郎
の
方
法
論
に
対
す
る
批
判
も
込
め
ら
れ

て
い
る
か
も
し
れ
な
い
。
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成
り
は
て
た

　
　

帰
国
が

　
　

ぼ
く
に

　
　

あ
る
と
い
う
の
か
。 

四
七
一
‐
二

つ
ま
り
「
こ
と
ば
の
ま
え
の
／
ひ
と
つ
の
こ
と
ば
」
は
、
海
の
向
こ
う
側
と
こ
ち
ら
側
で
表
現
が
不
可
能
に
な
る
よ
う
に
追

い
込
ま
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
「
声
」
は
隠
れ
る
・
潜
む
と
い
う
意
味
で
、「
地
平
」
に
「
こ
も
る
」
も
の
と

な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
設
定
は
、
言
う
ま
で
も
な
く
帰
国
事
業
と
日
本
の
状
況
が
反
映
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ

の
状
況
認
識
を
受
け
て
「
ぼ
く
」
は
、「
地
平
」
に
こ
も
る
よ
う
に
、「
切
り
立
つ
緯
度
の
崖
」
を
「
こ
ろ
げ
落
ち
」、
再
び
、

盲
目
な
み
み
ず
（「
貧
毛
類
」）
へ
と
変
身
す
る
こ
と
に
な
る
。

　
　

切
り
立
つ
緯
度
の
崖
を

　
　

こ
ろ
げ
落
ち

　
　

平
静
に

　
　

敷
き
つ
も
る

　
　

奈
落
の
日
日
を

　
　

ま
た
し
て
も
く
ね
り
だ
す
の
は

　
　

貧
毛
類
の
う
ご
め
き
だ
。 

四
七
二

「
み
み
ず
」
に
つ
い
て
は
第
六
章
で
論
じ
た
。「
み
み
ず
」
と
は
、
何
も
の
か
へ
変
身
し
う
る
未
然
的
な
イ
メ
ー
ジ
で
あ
り
、

そ
し
て
そ
れ
が
行
う
「
環
形
運
動
」
は
、「
道
」
に
従
わ
な
い
横
断
と
し
て
、「
道
」
か
ら
〈
道
〉
へ
の
転
換
の
隠
喩
と
な
っ

て
い
た
。『
新
潟
』
第
一
部
第
一
章
と
最
終
章
で
「
み
み
ず
」
が
登
場
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
作
品
全
体
を
通
し
て
、

大
き
な
反
復
が
あ
る
と
い
う
こ
と
を
意
味
す
る
。
こ
の
こ
と
が
意
味
す
る
の
は
、「
み
み
ず
」
へ
の
変
身
は
、「
道
」
に
よ
る

拒
絶
が
あ
る
度
に
起
こ
る
出
来
事
で
あ
り
、「
切
り
立
つ
緯
度
の
崖
」
を
越
え
る
ま
で
繰
り
返
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

そ
の
意
味
で
「
み
み
ず
」
は
変
身
の
起
源
的
な
形
象
で
あ
り
、『
新
潟
』
が
持
つ
行
為
遂
行
性
を
象
徴
的
に
示
す
動
物
で
あ
る
。

「
道
」
を
変
質
さ
せ
、「
宿
命
の
緯
度
」
を
「
こ
の
国
で
越
え
る
」
た
め
に
反
復
さ
れ
る
「
み
み
ず
」
の
「
環
形
運
動
」
は
、「
意
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志
」
的
な
リ
ズ
ム
を
構
成
す
る
要
素
と
な
る
も
の
で
あ
る
。
次
の
箇
所
は
そ
の
具
体
化
さ
れ
た
イ
メ
ー
ジ
と
な
っ
て
い
る
。

　
　

蛹
を
夢
み
た

　
　

み
み
ず
の
入

に
ゅ
う
じ
ょ
う

定
が
夜
半
。

　
　

蝉
の
ぬ
け
が
ら
に
こ
も
り
は
じ
め
る
。

　
　

ひ
や
や
か
な
凝
視
に

　
　

く
る
ま
れ
て

　
　

に
じ
む
体
液
が
か
わ
き
き
る
ま
で

　
　

遠
く
に
き
ら
め
く

　
　

眩
し
さ
に

　
　

身
を
よ
じ
る
。 

四
七
三
‐
四

「
蛹
」、「
み
み
ず
」、「
蝉
の
ぬ
け
が
ら
」
と
い
う
、
三
つ
の
変
身
に
関
わ
る
形
象
が
連
関
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。「
蝉
の

ぬ
け
が
ら
」
は
蝉
の
痕
跡
で
あ
り
夏
の
痕
跡
と
い
え
る
が
、そ
の
抜
け
殻
か
ら
抜
け
出
し
た
も
の
が
、お
そ
ら
く
先
の
「
唖
蝉
」

で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
「
ぬ
け
が
ら
」
は
「
蛹
」
と
の
隣
接
関
係
を
作
る
こ
と
で
、「
ぬ
け
が
ら
」
に
こ
も
り
「
蛹
」
へ
の
変

身
を
夢
み
る
「
み
み
ず
」
も
、「
蛹
」
と
連
関
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
そ
の
よ
う
に
し
て
「
み
み
ず
」
は
、「
羽
音
」
や
「
電

波
」
と
い
う
も
た
ら
さ
れ
る
べ
き
「
声
」
の
「
原
形
」、「
塑
像
」
と
し
て
機
能
し
始
め
る
。
ま
た
「
蛹
」
は
、
第
七
章
で
論

じ
た
よ
う
に
、「
緋
鯉
」
に
飲
み
込
ま
れ
た
直
後
、
自
ら
を
「
小
石
」
と
い
っ
た
形
象
に
凝
縮
さ
せ
て
結
晶
化
さ
せ
て
い
た
。

こ
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
、「
み
み
ず
」
の
「
環
形
運
動
」
は
、「
み
み
ず
」
‐
「
蝉
の
抜
け
殻
」
‐
「
蛹
」
‐
「
唖
蝉
」
‐

「
小
石
」
…
…
と
い
う
あ
り
え
な
い
変
身
の
連
続
に
結
実
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　

も
う
一
方
で「
環
形
運
動
」と
は
、「
み
み
ず
」か
ら「
み
み
ず
」へ
と
い
う
サ
イ
ク
ル
に
よ
っ
て
、運
動
で
あ
り
な
が
ら「
停
滞
」

で
も
あ
る
円
環
を
形
成
し
て
い
る
。
だ
が
こ
の
円
環
は
、
抵
抗
と
し
て
の
変
身
・
連
関
が
拡
大
さ
れ
て
い
く
限
り
で
、
螺
旋

状
と
な
る
。
そ
の
た
め
「
停
滞
」
は
、
常
に
他
な
る
様
相
を
示
し
う
る
も
の
で
あ
る
。「
み
み
ず
」
が
「
蛹
」
で
あ
り
、「
唖

蝉
」
で
あ
り
、「
小
石
」
等
で
あ
る
よ
う
に
。

　

そ
の
よ
う
に
し
て
変
身
行
為
と
し
て
の
「
環
形
運
動
」
は
、「
道
」
を
越
境
、
横
断
し
つ
つ
、
少
し
ず
つ
そ
れ
を
変
質
さ

せ
て
い
く
。
そ
し
て
「
み
み
ず
」
が
日
本
語
な
ら
ぬ
「
日
本
語
」
で
あ
り
、
そ
れ
が
「
蛹
」
と
し
て
、「
蛹
」
が
「
小
石
」
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と
し
て
、「
ア
ン
テ
ナ
」
が
「
墓
標
」
と
し
て
変
身
・
連
関
し
て
い
く
こ
と
は
、「
環
形
運
動
」
が
日
本
語
を
「
ま
る
ご
と
」

変
質
さ
せ
て
い
く
可
能
性
を
持
つ
行
為
で
あ
る
こ
と
を
意
味
す
る
。

　

さ
ら
に
運
動
す
る
と
と
も
に
停
滞
す
る
「
み
み
ず
」
は
、
現
在
と
過
去
を
折
り
重
ね
る
こ
と
で
歴
史
的
出
来
事
の
開
示
を

試
み
る
「
船
」
に
通
じ
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、「
み
み
ず
」
の
「
環
形
運
動
」
に
よ
る
言
語
の
異
化
は
、
歴

史
の
開
示
に
向
け
た
運
動
と
も
重
な
っ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、『
新
潟
』
第
一
部
第
一
章
で
言
わ
れ
て
い
た
「
人
間
の

尊
厳
と
／
知
恵
の
和
が
／
が
っ
ち
り
組
み
こ
ま
れ
た
／
歴
史
に
だ
け
／
ぼ
く
ら
の
道
は
／
あ
け
て
お
こ
う
。」
の
、「
尊
厳
」

と
「
知
恵
」
が
組
み
込
ま
れ
た
「
歴
史
」
と
し
て
の
〈
道
〉
は
、
言
語
を
変
質
さ
せ
、
そ
れ
に
伴
う
歴
史
的
出
来
事
の
開
示

に
よ
っ
て
開
か
れ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
「
海
に
か
か
る
／
橋
」、「
地
底
を
つ
ら
ぬ
く
／
坑
道
」、「
ロ
ケ
ッ
ト
の

／
マ
ッ
ハ
の
空
間
に
」
打
ち
上
げ
ら
れ
た
道
と
い
う
途
方
も
な
い
〈
道
〉
の
イ
メ
ー
ジ
は
、
こ
の
「
環
形
運
動
」
の
同
一
線

上
に
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

　

以
上
述
べ
て
き
た
こ
と
を
踏
ま
え
、『
新
潟
』
の
最
後
の
詩
行
を
引
用
し
た
い
。

　
　

海
溝
を
這
い
上
が
っ
た

　
　

亀
裂
が

　
　

鄙
び
た

　
　

新
潟
の

　
　

市
に

　
　

ぼ
く
を
止
ど
め
る
。

　
　

忌
わ
し
い
緯
度
は

　
　

金
剛
山
の
崖
っ
ぷ
ち
で
切
れ
て
い
る
の
で

　
　

こ
の
こ
と
は

　
　

誰
も
知
ら
な
い
。

　
　

ぼ
く
を
抜
け
出
た

　
　

す
べ
て
が
去
っ
た
。

　
　

茫
洋
と
ひ
ろ
が
る
海
を

　
　

一
人
の
男
が
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歩
い
て
い
る
。 

四
七
五
‐
六

こ
の
箇
所
の
う
ち
、
最
後
の
五
行
は
、
多
く
の
論
者
に
よ
っ
て
引
用
さ
れ
、
解
釈
が
試
み
ら
れ
て
い
る
。『
新
潟
』
に
対
す

る
最
も
早
い
応
答
で
あ
っ
た
倉
橋
健
一
「
朝
鮮
語
の
中
の
日
本
語
」
は
、「
運
命
的
な
民
族
的
な
共
同
の
場
の
斗
い
か
ら
、

内
に
亀
裂
を
妊
み
つ
つ
つ
い
に
は
独
自
の
在
日
朝
鮮
人
に
至
る
し
か
な
い
苦
い
通
路
が
〔
…
…
〕
つ
い
に
裸
型
に
達
し
た
こ

と
を
物
語
る）

43
（

」
と
論
じ
て
い
る
。
ま
た
滝
本
明
は
、
金
時
鐘
の
日
本
語
は
、
本
来
的
な
自
己
存
在
が
日
本
語
に
よ
っ
て
隠
蔽

さ
れ
欠
如
さ
せ
ら
れ
る
こ
と
を
顕
わ
に
す
る
特
質
を
持
つ
と
述
べ
る
。そ
の
上
で
金
時
鐘
が
こ
の
欠
如
を
露
呈
さ
せ
た
結
果
、

「
存
在
の
欠
如
し
て
い
る
そ
の
場
所
に
な
お
、何
か
が
残
る
と
い
う
、人
間
存
在
の
本
質
」が
現
れ
る
こ
と
に
な
り
、そ
れ
が「
ぼ

く
を
抜
け
出
た
／
す
べ
て
が
去
っ
た
〜
」
と
い
う
表
現
を
生
み
出
し
た
と
す
る）

44
（

。「
独
自
の
在
日
朝
鮮
人
」
で
あ
れ
、「
人
間

存
在
の
本
質
」
で
あ
れ
、
両
者
と
も
存
在
論
的
な
観
点
か
ら
こ
の
箇
所
を
読
み
込
ん
で
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
し
か
し
同
様

に
重
要
な
点
は
、「
歩
く
」と
い
う
行
為
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
こ
の「
歩
く
」と
い
う
行
為
に
、細
見
和
之
は
着
目
し
て
い
る
。

　
　

あ
の
「
み
み
ず
」
の
メ
タ
モ
ル
フ
ォ
ー
ゼ
の
果
て
に
、
ひ
と
り
の
男
が
茫
洋
と
し
た
海
を
歩
い
て
い
る
。〔
…
…
〕
確

　
　

か
な
の
は
、
新
潟
と
朝
鮮
半
島
の
あ
い
だ
に
ひ
ろ
が
る
海
を
、
こ
の
「
一
人
の
男
」
が
三
〇
年
間
あ
る
い
は
四
〇
年
間
、

　
　

歩
き
続
け
て
い
た
と
い
う
こ
と
だ）

45
（

。

「
一
人
の
男
」が「
み
み
ず
」の
変
身
の
果
て
の
姿
で
あ
る
こ
と
、『
新
潟
』完
成
か
ら
現
在
ま
で
の
三
〇
年
な
い
し
四
〇
年
の
間
、

そ
の
男
（
金
時
鐘
）
が
海
を
歩
き
続
け
て
き
た
と
い
う
点
は
、
適
切
な
指
摘
で
あ
ろ
う
。
だ
が
『
新
潟
』
と
い
う
作
品
が
持

つ
リ
ズ
ム
と
い
う
観
点
か
ら
重
要
な
こ
と
は
、
そ
の
歩
く
と
い
う
行
為
の
ス
ピ
ー
ド
と
リ
ズ
ム
で
あ
る
。
吹
田
事
件
を
扱
っ

た
章
で
、
走
る
「
あ
い
つ
」
に
対
し
て
、「
ぼ
く
」
は
「
苦
渋
の
姿
勢
」
で
そ
の
場
で
耐
え
続
け
る
こ
と
の
意
味
を
論
じ
た
。

ま
た
本
章
第
一
節
で
は
、
海
と
陸
が
出
会
う
「
汀
線
」
に
お
け
る
地
形
の
発
達
過
程
に
は
、
凝
縮
さ
れ
た
歴
史
が
重
ね
あ
わ

さ
れ
て
い
た
こ
と
を
見
た
。
人
々
の
歩
み
の
一
つ
一
つ
に
、「
核
の
ご
と
く
／
凝
縮
」さ
せ
ら
れ
た
歴
史
が
感
得
さ
れ
て
い
た
。

そ
こ
か
ら
す
れ
ば
「
茫
洋
と
ひ
ろ
が
る
海
を
／
一
人
の
男
が
／
歩
い
て
い
る
」
と
は
、一
つ
の
歩
み
に
歴
史
を
凝
縮
さ
せ
て
、

海
を
歩
き
切
ろ
う
と
す
る
男
の
姿
の
イ
メ
ー
ジ
と
な
っ
て
い
よ
う
。
そ
し
て
「
男
」
が
「
み
み
ず
」
の
変
身
の
果
て
の
姿
で

あ
れ
ば
、
そ
の
歩
み
は
、
言
葉
を
変
質
さ
せ
つ
つ
歴
史
を
開
示
し
て
い
く
サ
イ
ク
ル
と
な
っ
て
い
よ
う
。
つ
ま
り
日
本
語
を

一
歩
ず
つ
変
質
さ
せ
つ
つ
、
歴
史
的
出
来
事
を
開
示
し
て
い
く
そ
の
イ
メ
ー
ジ
が
、
歩
く
男
に
よ
っ
て
示
さ
れ
て
い
る
の
で

（
43
）
倉
橋
健
一
「
朝
鮮
語
の
中
の
日
本
語
」、『
未

了
性
と
し
て
の
人
間
』、
二
一
頁
。

（
44
）
滝
本
明
「
意
味
と
不
在
の
国
境
で
」、
八
一

‐
二
頁
。

（
45
）
細
見
和
之
「
金
時
鐘
詩
集
『
新
潟
』
論
」、

二
一
五
頁
。
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あ
る
。
し
た
が
っ
て
『
新
潟
』
が
示
す
リ
ズ
ム
と
は
、
一
歩
に
お
い
て
歴
史
を
凝
縮
さ
せ
て
い
く
、
そ
の
よ
う
な
重
層
化
す

る
時
間
を
反
復
さ
せ
て
い
く
こ
と
な
の
で
あ
る
。
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結　

論

　

本
研
究
は
、
金
時
鐘
『
新
潟
』
に
お
け
る
詩
的
言
語
の
独
自
性
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
、「
リ
ズ
ム
」
と
「
抒
情
」
を

主
要
な
キ
ー
ワ
ー
ド
に
、
一
連
の
関
連
す
る
テ
ク
ス
ト
を
検
討
し
て
き
た
。
最
後
に
、
こ
こ
ま
で
論
じ
て
き
た
こ
と
を
整
理

し
た
う
え
で
、
結
論
と
し
て
「
垢
じ
ま
な
い
抒
情
」
と
は
何
か
に
つ
い
て
述
べ
た
い
。

①
本
研
究
の
理
論
的
枠
組
み

　

本
研
究
の
第
一
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
一
見
自
然
な
も
の
と
見
え
て
し
ま
う
「
抒
情
」
が
、「
リ
ズ
ム
」
概
念
の
受
容
に
よ
っ

て
形
作
ら
れ
た
と
い
う
観
点
か
ら
両
者
を
論
じ
た
こ
と
で
あ
る
。つ
ま
り
文
化
的
な
背
景
に
光
を
当
て
る
こ
と
で
、「
リ
ズ
ム
」

と
「
抒
情
」
を
相
対
化
し
て
規
定
し
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
両
者
の
関
係
性
や
そ
の
日
本
的
な
特
性
を
明
確
な
形
で
取
り
出

す
た
め
に
、
明
治
二
〇
（
一
八
八
七
〜
）
年
代
に
活
発
に
交
わ
さ
れ
た
リ
ズ
ム
に
関
す
る
諸
議
論
に
つ
い
て
検
討
し
た
。
検

討
の
結
果
、
リ
ズ
ム
概
念
が
伝
統
的
な
音
数
律
と
は
異
な
る
も
の
と
し
て
自
立
す
る
過
程
で
、
新
た
な
形
式
を
見
い
だ
し
て

い
こ
う
と
す
る
動
き
を
引
き
起
こ
し
、
そ
れ
と
連
動
し
て
詩
に
お
け
る
本
質
的
な
も
の
と
し
て
の
「
内
面
」
が
浮
上
す
る
こ

と
に
も
な
っ
て
い
た
。

　

第
二
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
リ
ズ
ム
と
内
面
の
近
代
化
が
、
日
清
戦
争
と
い
う
時
代
的
背
景
の
も
と
、
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ス
テ
ィ
ッ

ク
に
再
編
制
さ
れ
て
い
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
リ
ズ
ム
と
内
容
の
再
編
制
は
、
日
清
戦
争
と
い
う
出
来
事
に

対
し
て
働
い
た
認
識
作
用
の
結
果
で
あ
り
、
そ
れ
ゆ
え
認
識
自
体
を
制
約
す
る
こ
と
に
も
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　

こ
の
点
に
本
研
究
の
第
三
の
ポ
イ
ン
ト
も
あ
る
。
リ
ズ
ム
に
関
す
る
議
論
は
、
島
村
抱
月
の
詩
論
に
見
ら
れ
た
よ
う
に
、

リ
ズ
ム
が
内
容
に
枠
を
与
え
、
内
容
が
そ
の
表
出
を
規
定
す
る
、
と
い
う
よ
う
に
統
合
さ
れ
た
。
だ
が
さ
ら
に
一
歩
踏
み
込

ん
で
、
リ
ズ
ム
を
他
者
と
共
有
す
る
こ
と
が
共
同
体
を
立
ち
上
げ
る
も
の
と
し
て
理
論
化
さ
れ
る
こ
と
で
、
リ
ズ
ム
の
共

有
化
は
共
同
体
化
す
る
リ
ズ
ム
と
し
て
定
式
化
さ
れ
る
に
至
っ
て
い
た
。
こ
れ
は
、
当
時
勃
興
し
て
い
た
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ

ム
と
、
は
か
ら
ず
も
相
即
的
で
あ
っ
た
。
の
み
な
ら
ず
リ
ズ
ム
の
全
体
化
は
、
認
識
の
全
体
化
と
し
て
、「
場
面
」
の
他
者

性
を
呑
み
込
む
こ
と
に
も
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
時
枝
誠
記
の
議
論
に
お
い
て
は
、「
場
面
」
と
言
語
的
表
現
の
関
係
は
、

互
い
に
制
約
し
あ
う
も
の
と
な
っ
て
い
た
。
し
か
し
結
果
的
に
「
場
面
と
し
て
の
リ
ズ
ム
」
と
「
融
合
」
す
る
言
語
的
表
現
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は
、
言
語
に
と
っ
て
外
在
的
だ
と
さ
れ
た
「
場
面
」
を
呑
み
込
む
も
の
と
な
っ
て
い
た
。
そ
の
意
味
で
時
枝
の
議
論
は
、
明

治
二
〇
年
代
の
リ
ズ
ム
に
関
す
る
議
論
の
行
き
着
い
た
先
を
理
論
化
し
た
も
の
と
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

つ
ま
り
伝
統
的
な
音
数
律
か
ら
独
立
し
た
リ
ズ
ム
概
念
は
、「
内
面
」
を
浮
上
さ
せ
る
と
と
も
に
、
そ
の
表
出
の
仕
方
も

水
路
付
け
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
認
識
の
ゆ
が
み
も
入
り
込
む
結
果
と
な
っ
て
い
た
。

　

構
成
さ
れ
た
感
性
の
空
間
が
植
民
地
に
ま
で
拡
が
り
、
近
代
化
さ
れ
た
抒
情
と
リ
ズ
ム
が
心
的
秩
序
に
作
用
す
る
と
き
、

コ
ロ
ニ
ア
ル
な
問
題
が
発
生
す
る
。
そ
れ
を
捩
れ
た
形
で
現
象
さ
せ
て
い
た
の
が
、
金
素
雲
『
朝
鮮
詩
集
』（『
乳
色
の
雲
』）

で
あ
っ
た
。
金
素
雲
『
朝
鮮
詩
集
』
に
お
い
て
問
題
に
な
る
の
は
、「
こ
こ
ろ
の
翻
訳
」
と
い
う
名
の
も
と
に
、
原
詩
の
形

を
尊
重
せ
ず
に
、端
正
な
七
五
調
や
日
本
的
な
抒
情
の
表
現
に
用
い
ら
れ
る
雅
語
を
多
用
し
た
こ
と
で
あ
る
。そ
の
結
果
、『
朝

鮮
詩
集
』
は
「
朝
鮮
の
詩
心
」
を
ゆ
が
ん
だ
形
で
伝
え
る
こ
と
で
、日
本
の
詩
情
と
の
類
似
性
が
強
調
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、

植
民
地
支
配
と
い
う
現
実
を
隠
蔽
す
る
よ
う
に
作
用
し
た
の
で
あ
る
。

②
金
時
鐘
の
思
想
的
背
景
と
『
新
潟
』
に
向
か
う
方
法
論
的
な
深
化

　

金
時
鐘
も
、金
素
雲
『
朝
鮮
詩
集
』
を
通
じ
て
、「
朝
鮮
の
詩
心
」
が
日
本
的
な
抒
情
と
類
似
し
て
い
る
こ
と
を
「
発
見
」
し
、

感
動
し
た
も
の
の
一
人
で
あ
っ
た
。
近
年
、
金
時
鐘
は
『
朝
鮮
詩
集
』
を
再
訳
し
た
が
、
そ
の
翻
訳
作
品
の
分
析
に
よ
っ
て
、

彼
が
受
け
と
っ
た
日
本
的
な
抒
情
の
質
も
明
ら
か
に
な
っ
た
。
す
な
わ
ち
金
素
雲
『
朝
鮮
詩
集
』
が
体
現
し
て
い
た
の
は
喪

失
感
を
感
じ
さ
せ
る
「
も
の
の
あ
は
れ
」
で
あ
り
、
そ
れ
ゆ
え
に
過
去
志
向
的
で
あ
り
現
実
否
定
の
抒
情
で
あ
っ
た
。
そ
こ

か
ら
逆
に
浮
か
び
上
が
る
金
時
鐘
の
翻
訳
の
特
徴
は
、
訳
出
さ
れ
る
作
品
の
論
理
を
原
詩
以
上
に
明
確
化
し
、
さ
ら
に
「
心
」

の
状
態
さ
え
も
対
象
と
し
て
提
示
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
論
理
の
強
調
と
「
心
」
の
対
象
化
の
背
後
に
は
、
強
固
な
意
志
が

潜
ん
で
お
り
、
そ
れ
は
金
素
雲
が
体
現
し
た
過
去
志
向
と
現
実
否
定
の
喪
失
感
を
主
と
す
る
抒
情
に
対
す
る
明
確
な
ア
ン
チ

テ
ー
ゼ
と
な
っ
て
い
た
。
こ
の
意
志
は
、『
新
潟
』
に
お
い
て
も
中
心
的
に
働
く
も
の
で
あ
っ
た
。

　

金
時
鐘
に
日
本
的
な
抒
情
か
ら
距
離
を
取
ら
せ
、
ま
た
そ
れ
を
対
象
化
さ
せ
た
も
の
に
、
小
野
十
三
郎
『
詩
論
』
が
あ
っ

た
。
本
研
究
で
は
、「
リ
ズ
ム
と
は
批
評
で
あ
る
」
と
い
う
『
詩
論
』
に
お
け
る
中
心
的
な
命
題
に
焦
点
を
当
て
て
検
討
し
た
。

検
討
の
結
果
、「
批
評
」
と
は
、
短
歌
的
な
抒
情
と
そ
れ
を
支
え
る
精
神
化
さ
れ
た
「
自
然
」
か
ら
逸
脱
し
な
が
ら
、
言
語

と
生
活
の
「
素
朴
」
な
結
合
を
指
向
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
そ
し
て
「
批
評
」
が
生
活
に
下
降
す
る
こ
と
で

見
い
だ
し
た
外
部
を
表
出
す
る
も
の
が
「
リ
ズ
ム
」
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
小
野
の
言
う
「
リ
ズ
ム
」
と
は
、
流
れ
て
い
く

も
の
と
い
う
よ
り
も
、
物
を
露
呈
さ
せ
て
い
く
働
き
と
し
て
規
定
さ
れ
て
い
た
。
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「
リ
ズ
ム
」
は
対
象
を
生
の
ま
ま
露
出
さ
せ
る
も
の
と
い
う
小
野
の
思
想
が
、
金
時
鐘
に
日
本
的
な
抒
情
か
ら
距
離
を
と

ら
せ
、
ま
た
対
象
化
さ
せ
る
契
機
と
な
っ
た
。
だ
が
両
者
に
は
〈
自
然
〉
の
捉
え
方
を
巡
る
差
異
も
あ
り
、
そ
れ
が
結
果
的

に
、「
リ
ズ
ム
と
は
批
評
で
あ
る
」
と
い
う
テ
ー
ゼ
の
金
時
鐘
に
お
け
る
独
自
な
受
け
止
め
方
に
繋
が
っ
て
い
た
。

　

金
時
鐘
は
、
小
野
の
「
リ
ズ
ム
と
は
批
評
で
あ
る
」
と
い
う
テ
ー
ゼ
を
、〈
自
然
〉
の
奪
回
で
あ
る
と
解
釈
す
る
。
と
は

い
え
小
野
の
「
現
実
を
無
限
の
遠
点
か
ら
眺
め
る
」
と
い
う
「
静
力
学
」
は
、自
然
認
識
の
変
更
を
せ
ま
る
こ
と
は
あ
っ
て
も
、

金
時
鐘
の
言
う
奪
回
、
あ
る
い
は
「
自
然
と
は
そ
こ
で
生
き
る
こ
と
」
と
い
う
能
動
性
は
で
て
こ
な
い
も
の
で
あ
っ
た
。
こ

の
差
異
は
、
金
時
鐘
が
日
本
と
い
う
場
で
日
本
語
に
取
り
囲
ま
れ
つ
つ
も
、
そ
こ
に
積
極
的
に
参
与
し
、
内
側
か
ら
異
化
し

て
い
こ
う
と
す
る
思
想
に
由
来
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
両
者
の
差
異
は
、
距
離
に
関
わ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
小
野

が
生
活
を
遠
点
か
ら
眺
め
る
、
そ
の
距
離
を
維
持
す
る
の
だ
と
す
れ
ば
、
金
時
鐘
は
内
部
ま
で
深
く
入
り
込
む
こ
と
で
、
そ

の
距
離
を
ほ
ぼ
無
く
な
る
ま
で
に
縮
め
て
い
く
。
そ
れ
に
よ
り
眼
に
映
る
生
活
だ
け
で
な
く
、
記
憶
や
情
念
と
い
っ
た
内
面

に
関
わ
る
こ
と
が
ら
も
、
日
本
語
の
内
側
か
ら
露
呈
さ
せ
よ
う
と
す
る
方
法
論
に
導
く
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の
結
果
と
し
て

「
リ
ズ
ム
と
は
批
評
で
あ
る
」
と
い
う
テ
ー
ゼ
は
、「
日
本
語
へ
の
報
復
」
と
い
う
金
時
鐘
の
独
自
の
思
想
に
置
き
換
え
ら
れ

た
と
言
っ
て
も
よ
い
。
明
治
期
の
リ
ズ
ム
概
念
が
「
場
面
」
を
隠
蔽
し
て
し
ま
う
も
の
で
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
小
野
は
「
無

限
の
遠
点
」
と
い
う
「
距
離
」
を
「
批
評
」
及
び
そ
の
結
晶
と
し
て
の
「
リ
ズ
ム
」
に
組
み
込
む
こ
と
で
生
活
を
露
呈
さ
せ

た
。
そ
れ
に
対
し
金
時
鐘
は
、
そ
の
距
離
を
で
き
る
限
り
縮
め
る
こ
と
で
、
生
活
の
実
質
だ
け
で
な
く
、
そ
こ
で
息
づ
く
感

情
、
ひ
い
て
は
個
々
人
の
歴
史
と
し
て
の
記
憶
ま
で
も
日
本
語
を
通
じ
て
顕
わ
に
し
よ
う
と
す
る
の
で
あ
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
『
新
潟
』
以
前
の
二
つ
の
詩
集
、『
地
平
線
』
と
『
日
本
風
土
記
』
に
お
い
て
は
、
小
野
十
三
郎
の
影
響

も
あ
っ
て
、
作
品
に
お
い
て
距
離
は
、
対
象
と
自
己
の
あ
い
だ
に
残
さ
れ
て
い
た
。『
地
平
線
』
に
お
い
て
は
、
時
間
的
空

間
的
に
距
離
を
対
象
化
す
る
に
は
至
ら
ず
、
そ
の
結
果
、
日
本
語
に
よ
っ
て
創
作
す
る
こ
と
以
外
の
点
で
も
、
洪
允
杓
や
村

井
平
七
の
批
判
を
惹
起
さ
せ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
も
っ
と
も
『
日
本
風
土
記
』
に
お
い
て
は
、
距
離
が
多
様
な
角
度
か

ら
取
上
げ
ら
れ
て
は
い
た
。
す
な
わ
ち
物
理
的
な
空
間
、
歴
史
的
時
間
、
朝
鮮
半
島
に
お
け
る
南
北
分
断
、
在
日
朝
鮮
人
の

位
置
、
言
語
と
い
っ
た
角
度
か
ら
距
離
が
表
現
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
だ
が
距
離
へ
の
着
目
は
あ
っ
て
も
、
結
果
的
に
は

語
り
手
と
対
象
は
絡
み
合
う
こ
と
が
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

③
『
長
篇
詩
集 

新
潟
』
か
ら
見
え
る
金
時
鐘
の
抒
情
と
リ
ズ
ム
の
詩
学

　

金
時
鐘
と
い
う
詩
人
の
独
自
性
は
、『
新
潟
』に
お
い
て
明
瞭
に
形
作
ら
れ
た
と
い
っ
て
よ
い
。
と
り
わ
け「
リ
ズ
ム
」と「
抒
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情
」
と
い
う
観
点
か
ら
す
れ
ば
、
以
前
の
詩
集
に
比
べ
遥
か
に
高
い
水
準
に
あ
る
表
現
を
生
み
出
し
て
い
た
。
そ
れ
は
「
距

離
」
の
捉
え
方
の
大
き
な
変
化
に
現
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
。

　
『
新
潟
』
の
主
題
を
象
徴
的
に
示
す
も
の
は
〈
道
〉
で
あ
っ
た
。
道
は
一
方
で
存
在
者
を
分
類
し
規
制
、
排
除
す
る
境
界

線
と
し
て
描
か
れ
て
い
た
。
金
時
鐘
が
試
み
て
い
た
の
は
、
自
然
的
な
も
の
と
し
て
み
な
さ
れ
て
い
る
「
道
」
を
、
実
存
を

否
定
し
な
い
〈
道
〉
へ
と
転
換
さ
せ
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
の
み
な
ら
ず
分
類
し
秩
序
付
け
る
道
は
、言
語
体
系
の
メ
タ
フ
ァ
ー

で
も
あ
っ
た
。
こ
こ
か
ら
す
れ
ば
、〈
道
〉
へ
の
転
換
は
、
言
語
体
系
の
異
化
も
意
味
し
て
い
た
。

　

そ
の
「
道
」
か
ら
〈
道
〉
へ
至
る
過
程
に
介
在
し
て
い
た
の
が
、「
変
身
」
と
い
う
方
法
で
あ
っ
た
。
変
身
に
関
連
す
る

多
く
の
詩
的
形
象
が
『
新
潟
』
に
現
れ
て
い
た
が
、
中
心
的
な
も
の
は
「
み
み
ず
」
で
あ
る
。
こ
の
「
み
み
ず
」
は
、
何
も

の
に
で
も
な
れ
る
「
未
然
的
な
イ
メ
ー
ジ
」
と
し
て
あ
る
こ
と
で
、「
道
」
の
規
制
力
を
無
化
し
て
し
ま
う
横
断
の
可
能
性
と
、

逆
に
自
ら
を
取
り
巻
く
環
境
に
適
合
し
て
し
ま
う
危
険
性
を
同
時
に
持
つ
形
象
と
し
て
描
か
れ
て
い
た
。

　

そ
の
よ
う
な
二
重
性
を
帯
び
る
形
象
と
し
て
描
か
れ
る
の
は
、第
一
に
、日
本
と
い
う
場
の
中
に
あ
る
自
己
が
、日
本
（
語
）

と
朝
鮮
（
語
）
に
対
し
て
、
ど
ち
ら
か
に
適
合
す
る
こ
と
が
他
方
へ
の
非
適
合
と
な
る
、
い
わ
ば
ダ
ブ
ル
バ
イ
ン
ド
に
あ
る

こ
と
を
示
す
た
め
で
あ
る
。
第
二
に
、
ダ
ブ
ル
バ
イ
ン
ド
的
状
態
に
置
か
れ
た
自
己
は
、「
あ
い
つ
」
／
「
ぼ
く
」
と
い
う

ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
分
裂
だ
け
で
な
く
、
ど
ち
ら
に
も
帰
属
し
得
な
い
ま
ま
剥
き
出
さ
れ
た
生
を
強
い
ら
れ
て
い
る
こ
と

を
表
現
す
る
た
め
で
あ
る
。

　

そ
の
状
況
に
対
し
て
金
時
鐘
が
描
き
出
し
た
の
は
、「
道
」
を
〈
道
〉
へ
と
転
換
さ
せ
る
た
め
の
、「
意
志
」
的
な
変
身
の

過
程
で
あ
っ
た
。
こ
の
場
合
の
「
意
志
」
と
は
、
規
範
的
な
価
値
と
し
て
の
「
日
本
」
や
「
朝
鮮
」
の
、
そ
の
ど
ち
ら
に
も

帰
属
す
る
こ
と
な
く
、
そ
の
は
ざ
ま
に
留
ま
り
続
け
る
こ
と
を
選
択
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
留
ま
り
続
け
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
諸
存
在
を
階
層
化
す
る
価
値
体
系
を
実
質
的
に
変
化
さ
せ
て
い
く
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
こ
か
ら
「
意
志
」
は
、

逸
脱
す
る
こ
と
と
留
ま
る
こ
と
と
い
う
二
重
の
行
為
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
を
指
摘
し
た
。
こ
の
留
ま
る
「
意

志
」
は
、
一
方
で
「
蛹
」
と
い
う
、
脱
皮
と
成
虫
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
に
結
び
つ
く
形
象
が
示
す
よ
う
に
、
内
側
か
ら
日
本
語

を
異
化
し
て
い
こ
う
と
す
る
試
み
に
結
実
し
て
い
た
。
そ
れ
は
後
に
金
時
鐘
が
「
日
本
語
へ
の
報
復
」
と
呼
ぶ
も
の
に
他
な

ら
な
か
っ
た
。
他
方
、
留
ま
る
こ
と
を
「
意
志
」
す
る
こ
と
は
、
自
ら
の
身
体
を
剥
き
出
し
に
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
の

こ
と
は
逆
説
的
に
、自
ら
を
取
り
巻
い
て
い
る
世
界
を
開
示
す
る
作
用
も
持
っ
て
い
た
。
総
じ
て「
変
身
」と「
意
志
」は
、「
自

然
と
は
そ
こ
で
生
き
る
こ
と
だ
」
と
い
う
現
実
参
与
の
思
想
を
、
明
確
な
方
法
に
ま
で
高
め
て
体
現
し
た
も
の
と
な
っ
て
い

た
。
こ
の
「
変
身
」
と
「
意
志
」
に
よ
っ
て
、「
距
離
」
の
捉
え
方
が
大
き
く
変
化
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
す
な
わ
ち
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対
象
と
自
己
の
間
の
距
離
を
自
在
に
変
化
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
だ
け
で
な
く
、
一
連
の
「
変
身
」
に
関
す

る
表
現
が
示
す
よ
う
に
、
両
者
は
重
な
り
合
う
こ
と
さ
え
可
能
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　

こ
の
「
変
身
」
と
「
意
志
」
と
い
う
方
法
の
確
立
に
よ
り
、
第
一
に
自
分
自
身
や
そ
れ
と
重
な
り
合
う
他
な
る
も
の
を
ミ

ク
ロ
な
観
点
で
露
呈
さ
せ
る
こ
と
が
可
能
に
な
っ
て
い
る
。
第
二
に
自
己
を
取
り
巻
く
も
の
と
し
て
の
世
界
と
そ
の
構
成
に

深
く
関
わ
る
言
語
を
マ
ク
ロ
な
観
点
に
お
い
て
対
象
化
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
。

　
『
新
潟
』
に
は
多
く
の
歴
史
的
出
来
事
が
現
れ
て
い
た
。
植
民
地
支
配
、
吹
田
・
枚
方
事
件
、
朝
鮮
戦
争
、
北
朝
鮮
へ
の

帰
国
事
業
、浮
島
丸
事
件
、済
州
島
四
・
三
事
件
等
で
あ
る
。
本
研
究
で
は
、「
変
身
」
と
「
意
志
」
と
い
う
方
法
論
を
通
じ
て
、

そ
れ
ら
の
歴
史
的
出
来
事
が
詩
的
言
語
に
現
わ
れ
る
様
を
検
討
し
て
き
た
。
と
り
わ
け
「
故
郷
」
と
「
四
・
三
事
件
」
に
焦

点
を
当
て
て
、『
新
潟
』
が
歴
史
を
ど
の
よ
う
に
現
象
さ
せ
て
い
る
の
か
を
分
析
し
て
き
た
。

　

帰
国
運
動
・
事
業
が
活
発
化
し
て
い
る
最
中
に
『
新
潟
』
は
執
筆
さ
れ
て
い
る
が
、「
故
郷
」
は
植
民
地
期
、
朝
鮮
戦
争
期
、

そ
し
て
祖
国
と
し
て
の
北
朝
鮮
と
い
う
三
つ
の
観
点
か
ら
重
層
的
に
表
現
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
よ
う
に
重
層
的
に
故
郷
が
表

現
さ
れ
る
の
は
、
第
一
に
、
語
ら
れ
る
べ
き
人
々
の
「
つ
ぶ
や
き
」
が
、
政
治
的
に
規
定
さ
れ
る
「
故
郷
」
に
よ
っ
て
打
ち

消
さ
れ
る
こ
と
に
対
す
る
抵
抗
の
ゆ
え
で
あ
る
。
第
二
に
、
過
去
か
ら
現
在
、
さ
ら
に
は
未
来
ま
で
も
歴
史
的
な
観
点
か
ら

描
く
こ
と
で
、
危
機
的
な
状
況
に
あ
る
ほ
ど
審
美
的
と
な
る
「
故
郷
」
の
一
般
的
な
表
象
に
対
し
て
、「
故
郷
」
を
対
象
と

し
て
剥
き
出
し
に
露
呈
さ
せ
る
た
め
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
ミ
ク
ロ
な
観
点
に
焦
点
を
合
わ
せ
る
こ
と
で
、
マ
ク
ロ
な
観
点
か

ら
「
故
郷
」
を
問
題
に
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
「
故
郷
」
の
姿
を
描
く
に
当
た
っ
て
主
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
た
の
が
、
北
朝
鮮
か
ら
の
「
帰
国
船
」
で
あ
っ
た
。
金

時
鐘
は
済
州
島
四
・
三
事
件
を
表
現
す
る
に
際
し
て
、
航
海
し
な
い
「
船
」
を
用
い
て
い
た
。
こ
の
航
海
し
な
い
「
船
」
は
、

留
ま
る
「
意
志
」
を
具
現
化
し
た
も
の
と
な
っ
て
い
た
。
そ
の
た
め
こ
の
「
船
」
も
、
静
止
と
運
動
と
い
う
二
重
性
を
帯
び

る
形
象
と
な
っ
て
い
た
。
こ
の
二
重
性
に
お
い
て
船
は
、
現
在
か
ら
過
去
に
向
か
い
再
び
現
在
に
回
帰
す
る
と
い
う
円
環
を

形
作
っ
て
い
た
。
そ
れ
に
よ
り
意
図
さ
れ
て
い
た
の
は
、
歴
史
的
出
来
事
を
語
り
き
る
こ
と
の
不
可
能
性
と
、
そ
れ
に
伴
う

出
来
事
の
再
事
件
化
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
証
言
す
る
こ
と
の
不
可
能
性
が
、逆
説
的
に
歴
史
を
言
語
か
ら
逃
れ
て
い
く「
場

面
」
と
し
て
顕
現
さ
せ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
航
海
し
な
い
「
船
」
は
、
歴
史
へ
と
何
度
で
も
向
か

う
「
意
志
」
を
示
す
形
象
と
な
っ
て
い
た
。

　
「
み
み
ず
」
へ
の
変
身
に
は
、「
道
」
の
規
制
力
を
無
化
す
る
横
断
可
能
性
と
、
環
境
に
適
合
し
て
し
ま
う
危
険
性
が
あ
っ

た
。
金
時
鐘
が
描
き
出
そ
う
と
し
た
の
は
、「
道
」
を
横
断
す
る
可
能
性
の
方
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
「
環
形
運
動
」
と
し
て



313　　結　論

イ
メ
ー
ジ
化
さ
れ
て
い
た
。「
環
形
運
動
」
と
は
、
み
み
ず
‐
蛹
‐
唖
蝉
等
へ
の
変
身
を
通
じ
て
、
徐
々
に
「
道
」
を
変
質

さ
せ
て
い
く
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
の
イ
メ
ー
ジ
に
は
、
日
本
語
を
「
ま
る
ご
と
」
異
化
し
て
い
く
行
為
が
重
ね
合
わ
せ
ら
れ

て
い
た
。
さ
ら
に
そ
れ
は
歴
史
の
開
示
に
向
け
た
運
動
と
も
な
っ
て
お
り
、「
環
形
運
動
」
は
〈
道
〉
の
イ
メ
ー
ジ
と
な
っ

て
い
た
。
こ
の
「
環
形
運
動
」
は
、『
新
潟
』
最
終
行
に
お
け
る
海
の
上
を
歩
く
「
男
」
の
姿
に
繋
が
っ
て
い
た
。
そ
こ
か

ら
浮
か
び
上
が
る
、『
新
潟
』
の
固
有
の
リ
ズ
ム
と
は
、
歩
く
ス
ピ
ー
ド
と
そ
の
歩
み
の
サ
イ
ク
ル
に
歴
史
を
凝
縮
さ
せ
て

い
く
、
時
間
を
重
層
化
す
る
構
造
の
こ
と
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

　

以
上
が
本
研
究
の
内
容
の
整
理
で
あ
る
。
こ
れ
を
踏
ま
え
て
金
時
鐘
の
言
う
「
垢
じ
ま
な
い
抒
情
」
に
つ
い
て
論
じ
て
お

き
た
い
。

　

既
に
述
べ
た
よ
う
に
、
明
治
期
の
リ
ズ
ム
概
念
の
受
容
過
程
で
、
新
た
な
形
式
が
探
求
さ
れ
、
詩
の
本
質
と
し
て
の
「
内

面
」
が
自
立
的
に
浮
上
し
た
。
し
か
し
両
者
は
日
清
戦
争
と
い
う
時
代
的
背
景
の
も
と
、
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ス
テ
ィ
ッ
ク
に
再
編

制
さ
れ
て
い
っ
た
た
め
、
個
人
の
感
情
を
表
現
し
た
詩
に
見
え
た
と
し
て
も
、
心
情
の
源
泉
に
は
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
が
入
り

込
ん
で
い
た
。
の
み
な
ら
ず
戦
時
期
に
見
ら
れ
た
よ
う
に
、
文
学
作
品
に
現
れ
る
「
桜
」
を
、
散
華
的
な
思
想
を
支
え
る
形

象
と
し
て
編
制
し
た
よ
う
に
、
抒
情
は
国
家
権
力
と
共
犯
関
係
を
結
び
う
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
に
心
情
に
入
り
込
む

ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
と
、
特
定
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
に
あ
わ
せ
て
詩
的
言
語
を
整
理
す
る
こ
と
は
、
心
的
な
価
値
秩
序
を
内
側
と

外
側
か
ら
再
編
す
る
こ
と
で
あ
る
。

　
「
垢
じ
ま
な
い
抒
情
」
と
は
、『
新
潟
』
の
枠
組
み
か
ら
す
れ
ば
、「
あ
る
が
ま
ま
」
に
情
感
を
歌
う
こ
と
か
ら
「
意
志
」

的
に
距
離
を
取
り
、
ま
た
「
変
身
」
に
よ
っ
て
日
本
語
を
内
側
か
ら
変
質
さ
せ
る
こ
と
で
、
既
存
の
心
的
な
価
値
秩
序
に
は

拠
ら
な
い
抒
情
的
な
表
現
を
紡
ぎ
だ
す
こ
と
で
あ
る
。
つ
ま
り
特
定
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
に
合
わ
せ
た
恣
意
的
な
利
用
に
逆
ら

う
よ
う
な
、
あ
る
い
は
反
復
さ
れ
て
も
自
ら
を
失
う
こ
と
の
な
い
固
有
な
感
情
と
そ
の
表
現
、
そ
れ
が
「
垢
じ
ま
な
い
抒
情
」

で
あ
る
。
そ
の
固
有
さ
に
お
い
て「
垢
じ
ま
な
い
抒
情
」は
、日
本
的
な
感
性
の
空
間
に
拮
抗
し
続
け
る
も
の
と
な
る
だ
ろ
う
。

今
後
の
課
題

　

サ
イ
ー
ド
が
教
え
る
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
比
較
文
学
は
、
諸
地
域
を
一
つ
の
視
野
に
収
め
よ
う
と
す
る
ヘ
ー
ゲ
ル
的
な
知

の
行
程
を
基
に
成
立
し
た
も
の
で
あ
る

（
1
）

。
そ
の
意
味
で
比
較
文
学
研
究
は
、
大
き
な
物
語
に
向
か
う
過
程
に
あ
る
の
だ
と
い

え
る
。
そ
れ
に
対
し
、
金
時
鐘
の
作
品
の
分
析
の
結
果
明
ら
か
に
な
っ
た
の
は
、
日
本
語
内
で
の
「
比
較
」
文
学
研
究
は
、

大
き
な
物
語
や
感
性
の
共
同
体
を
逆
に
分
節
し
て
し
ま
う
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
分
節
す
る
と
い
う
の
は
、
二
つ
の
感
性
が

(

1

) E
d
w
a
rd

 W
. S

a
id

, C
u

ltu
re a

n
d 

Im
perialism

,N
ew

 York:V
intage;London:

Chatto and W
indus,1993

（
サ
イ
ー
ド
『
文

化
と
帝
国
主
義　

一
』
大
橋
訳
、
み
す
ず
書
房
、

一
九
九
八
年
、
一
〇
三-

四
頁
）.
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あ
る
と
か
、
二
つ
の
共
同
体
の
住
み
分
け
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
あ
る
種
の
物
語
と
そ
れ
を
支
え
る
感
性
の
秩
序

に
よ
っ
て
は
見
え
な
く
な
る
実
存
や
、そ
れ
が
抱
え
る
経
験
が
可
視
化
さ
れ
て
し
ま
う
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
、

大
き
な
物
語
を
分
節
す
る
こ
と
で
、
個
々
の
具
体
的
な
身
体
や
経
験
を
浮
き
上
が
ら
せ
て
い
く
金
時
鐘
の
詩
は
、
極
め
て
反

ヘ
ー
ゲ
ル
的
な
性
格
を
持
っ
て
い
る
。
本
研
究
が
、
基
礎
的
な
レ
ベ
ル
で
は
あ
れ
、
文
学
作
品
だ
け
で
は
な
く
、
多
く
の
歴

史
的
事
実
を
踏
ま
え
て
金
時
鐘
を
論
じ
て
き
た
の
も
、
そ
の
よ
う
な
作
品
の
性
格
に
よ
る
。

　

文
学
作
品
の
自
立
性
と
い
う
基
準
か
ら
す
れ
ば
、
作
品
の
解
釈
に
お
い
て
、
そ
こ
か
ら
汲
み
取
れ
る
も
の
以
外
の
背
景
的

知
識
を
必
要
と
す
る
金
時
鐘
の
詩
は
、
決
し
て
自
立
性
が
高
い
も
の
と
は
い
え
な
い
。
と
は
い
え
、
宮
沢
剛
も
指
摘
す
る
よ

う
に

（
2
）

、
自
立
的
で
あ
る
と
感
じ
る
感
性
、
あ
る
い
は
そ
の
基
準
が
ど
の
よ
う
に
制
定
さ
れ
て
い
る
の
か
を
問
わ
な
け
れ
ば
、

大
き
な
物
語
に
回
収
さ
れ
て
い
く
こ
と
に
な
ろ
う
。
む
し
ろ
金
時
鐘
の
詩
が
明
る
み
に
出
し
て
し
ま
う
の
は
、「
自
立
性
」

と
い
う
基
準
の
恣
意
性
で
あ
り
、
文
学
作
品
が
歴
史
的
に
規
定
さ
れ
た
あ
る
空
間
の
中
で
生
成
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

そ
の
意
味
で
「
自
立
性
」
の
外
側
に
位
置
す
る
も
の
と
し
て
、
金
時
鐘
の
詩
は
あ
る
。
そ
の
よ
う
に
反
ヘ
ー
ゲ
ル
的
で
あ
る

こ
と
は
、
詩
を
多
く
の
存
在
者
や
、
経
験
、
歴
史
的
出
来
事
の
関
係
性
の
中
に
位
置
づ
け
、
ま
た
そ
れ
ら
を
そ
の
都
度
現
す

べ
き
も
の
と
す
る
。

　

金
時
鐘
が「
日
本
語
へ
の
報
復
」を「
民
族
的
経
験
」を
分
か
ち
合
う
も
の
だ
と
す
る
の
も
、自
立
性
の
基
準
を
自
明
視
せ
ず
、

多
く
の
経
験
や
歴
史
的
出
来
事
を
可
視
化
さ
せ
る
彼
の
詩
の
在
り
よ
う
を
的
確
に
規
定
し
た
も
の
で
あ
る
。「
日
本
語
へ
の

報
復
」
と
は
、
サ
イ
ー
ド
の
言
葉
を
用
い
れ
ば
、「
乖
離
す
る
経
験

（
3
）

」
を
結
び
合
わ
せ
る
行
為
で
も
あ
る
。
そ
し
て
潜
在
化
し
、

乖
離
す
る
経
験
や
出
来
事
を
結
び
合
わ
せ
る
と
き
、「
ぼ
く
ら
の
道
」
も
生
ま
れ
る
こ
と
に
な
ろ
う
。

　

だ
と
す
る
な
ら
ば
、
新
潟
と
の
関
連
に
お
い
て
、
北
朝
鮮
に
よ
る
拉
致
事
件
の
こ
と
を
触
れ
な
い
わ
け
に
は
い
か
な
い
だ

ろ
う
。『
新
潟
』
が
、
日
本
、
南
北
朝
鮮
と
、
在
日
朝
鮮
人
の
関
係
を
巡
る
物
語
で
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
二
〇
〇
二
年
九
月

以
降
は
、
そ
こ
に
拉
致
被
害
者
た
ち
も
含
め
る
必
要
が
あ
る
。
北
朝
鮮
が
拉
致
を
認
め
た
直
後
の
金
時
鐘
の
コ
メ
ン
ト
は
、

衝
撃
的
な
も
の
と
受
け
止
め
ら
れ
、
批
判
も
あ
っ
た
に
せ
よ
、
注
意
深
く
読
む
な
ら
ば
、
少
な
く
と
も
拉
致
被
害
者
も
含
め
、

乖
離
す
る
経
験
を
繋
げ
よ
う
す
る
内
容
と
な
っ
て
い
る
。

　
　
　

北
朝
鮮
に
も
言
い
分
が
あ
る
と
考
え
て
い
た
。
太
平
洋
戦
争
で
は
、
九
〇
万
人
が
強
制
的
に
日
本
に
連
行
さ
れ
、
消

　
　

息
の
分
か
ら
な
い
人
も
多
い
。
補
償
が
さ
れ
た
わ
け
で
も
な
い
が
、
も
う
言
え
る
筋
合
い
で
は
な
く
な
っ
た
。
北
朝
鮮

　
　

の
行
為
は
そ
れ
ほ
ど
愚
劣
で
、
許
せ
な
い
。
帳
消
し
し
て
あ
ま
り
あ
る
。
戦
前
の
日
本
と
朝
鮮
半
島
の
関
係
に
、
ま
ず

（
2
）
宮
沢
剛
「
金
時
鐘
の
詩
を
読
む―

読
む
こ
と

の
「
自
由
」
と
書
く
こ
と
の
不
「
自
由
」」、『
日

本
近
代
文
学
』
第
六
九
集
、
日
本
近
代
文
学
会
、

二
〇
〇
三
年
、
一
八
九
頁
。

（
3
）
サ
イ
ー
ド
前
掲
書
、
八
一
頁
。
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日
本
人
が
謙
虚
に
な
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
思
い
も
吹
っ
飛
ん
だ
。

　
　
　

在
日
定
住
者
と
し
て
い
え
る
こ
と
は
、
一
九
五
〇
年
代
後
半
か
ら
六
〇
年
代
に
か
け
て
、
一
〇
万
人
近
く
の
在
日
朝

　
　

鮮
人
が
日
本
か
ら
北
朝
鮮
に
帰
っ
た
が
、
消
息
す
ら
分
か
ら
な
い
帰
国
者
が
い
る
。
帰
国
者
は
、
日
本
と
北
朝
鮮
の
赤

　
　

十
字
の
合
意
に
基
づ
い
て
日
本
政
府
が
支
援
し
て
帰
し
た
人
で
、
日
本
に
も
責
任
の
一
端
が
あ
る
。
帰
国
者
の
消
息
も

　
　

知
り
た
い
と
い
う
の
が
在
日
同
胞
の
願
い
だ
。
拉
致
の
事
実
を
金
総
書
記
の
口
か
ら
語
ら
れ
る
と
、帰
国
者
の
中
に
も
、

　
　

同
じ
運
命
を
た
ど
っ
た
人
が
い
る
の
は
間
違
い
な
い
と
思
っ
て
し
ま
う
。

　
　
　

こ
れ
で
終
わ
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
す
べ
て
の
始
ま
り
だ
。

（
4
）

「
も
う
言
え
る
筋
合
い
で
は
な
く
な
っ
た
」
と
い
う
発
言
に
多
く
の
人
が
衝
撃
を
受
け
た
が
、「
帳
消
し
」
は
言
い
過
ぎ
だ
と

し
て
も
、
日
本
の
戦
争
責
任
を
盾
に
日
本
人
を
論
難
し
な
い
と
い
う
金
時
鐘
の
ス
タ
ン
ス
は
、
七
〇
年
代
以
来
の
も
の
で
あ

る
。
よ
り
重
要
な
の
は
、
拉
致
被
害
者
が
新
潟
か
ら
連
れ
去
ら
れ
た
こ
と
を
踏
ま
え
つ
つ
、
そ
こ
に
北
朝
鮮
へ
の
帰
国
者
の

問
題
を
つ
な
げ
て
い
る
こ
と
だ
ろ
う
。
そ
の
結
果
、
こ
れ
ま
で
乖
離
し
て
い
た
各
々
の
出
来
事
や
経
験
が
、
植
民
地
支
配
を

含
め
、
こ
こ
で
一
度
に
結
び
付
け
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
点
は
、『
新
潟
』
の
詩
人
の
面
目
躍
如
と
言
え
る
と
こ
ろ
な
の
か
も

し
れ
な
い
。
と
は
い
え
、
コ
メ
ン
ト
最
後
の
「
す
べ
て
の
始
ま
り
」
は
、
金
時
鐘
の
詩
を
考
え
て
い
く
上
で
最
大
限
の
注
意

に
値
す
る
発
言
と
な
っ
て
い
る
。

　

本
研
究
で
示
し
た
よ
う
に
、『
新
潟
』
に
現
れ
て
い
た
意
志
は
、
身
体
的
な
感
覚
に
訴
え
か
け
な
が
ら
行
為
の
価
値
規
範

を
変
革
し
て
い
く
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
に
よ
り
「
距
離
」
を
捉
え
な
お
し
、「
忌
ま
わ
し
い
緯
度
」
を
、
日
本
に
留
ま
る

こ
と
で
越
え
て
い
く
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
帰
国
す
る
こ
と
が
民
族
的
な
振
る
舞
い
で
あ
り
、
人
道
主
義
を
体
現
す
る

も
の
で
あ
る
と
い
う
当
時
の
社
会
的
政
治
的
状
況
に
対
す
る
ア
ン
チ
テ
ー
ゼ
で
も
あ
っ
た
。
そ
の
よ
う
な
ア
ン
チ
テ
ー
ゼ
を

提
示
し
え
た
思
想
的
背
景
と
し
て
は
、「
社サ

フ
ェ
ジ
ュ
イ
ジ
ャ

会
主
義
者
」
と
い
う
朝
鮮
語
の
響
き
が
強
く
作
用
し
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

　
　

天
皇
陛
下
の
赤
子
、
と
い
わ
れ
る
だ
け
で
胸
い
っ
ぱ
い
だ
っ
た
皇
国
少
年
の
私
に
も
、
ひ
そ
ひ
そ
と
さ
さ
や
か
れ
て
い

　
　

た
朝
鮮
語
音
の
「
社サ

フ
ェ
ジ
ュ
イ
ジ
ャ

会
主
義
者
」
は
、
同
族
の
た
め
に
苦
労
し
て
い
る
人
、
ま
た
は
そ
の
た
め
に
追
わ
れ
た
り
、
囚
わ

　
　

れ
て
い
る
人
た
ち
、
と
い
う
共
通
の
意
味
あ
い
を
ひ
び
か
せ
て
い
た
。
そ
れ
だ
け
に
〝
大
事
に
せ
ね
ば
な
ら
な
い
特
別

　
　

な
人
た
ち
〞
と
い
う
、
相
矛
盾
し
た
心
情
が
ご
く
自
然
に
受
け
渡
さ
れ
て
も
い
た
の
だ
。
／
〔
一
九
四
五
年
八
月
一
五

　
　

日
以
後
も
、〕
植
民
地
統
治
に
手
向
か
っ
た
人
た
ち
、
良
心
的
な
民
族
主
義
者
や
自
由
主
義
者
、
農
民
運
動
家
も
組
合

（
4
）
金
時
鐘
「
犠
牲
、
い
つ
も
無
辜
の
民
」『
毎
日

新
聞
』、
二
〇
〇
二
年
九
月
一
八
日
朝
刊
。
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活
動
家
も
、ひ
い
て
は
キ
リ
ス
ト
教
徒
を
は
じ
め
と
す
る
各
宗
派
の
信
仰
者
も
ひ
っ
く
る
め
て
、民
衆
は
「
サ
フ
ェ
ジ
ュ

　
　

イ
ジ
ャ
」
と
呼
ん
だ
の
だ
っ
た
。

（
5
）

こ
の
「
社サ

フ
ェ
ジ
ュ
イ
ジ
ャ

会
主
義
者
」
と
い
う
言
葉
の
響
き
が
内
包
す
る
人
び
と
の
姿
と
、
大
き
な
物
語
に
隠
蔽
さ
れ
る
も
の
を
明
る
み
に

出
そ
う
と
す
る
金
時
鐘
の
詩
は
、
近
い
と
こ
ろ
で
響
き
あ
っ
て
い
る
よ
う
に
思
え
る
。
ま
た
軍
事
政
権
の
韓
国
よ
り
も
、
社

会
主
義
北
朝
鮮
の
方
が
ま
だ
正
義
で
あ
っ
た
こ
と
も
、
こ
の
「
社サ

フ
ェ
ジ
ュ
イ
ジ
ャ

会
主
義
者
」
と
い
う
言
葉
の
響
き
を
支
え
て
い
た
は
ず
で

あ
る
。
だ
が
一
九
八
九
年
か
ら
の
東
欧
の
社
会
主
義
圏
の
崩
壊
は
、
こ
の
価
値
観
に
打
撃
を
与
え
、「
私
の
生
き
方
を
揺
る

が
し
て
詩
を
書
く
気
力
を
減
退
さ
せ

（
6
）

」
る
も
の
と
な
っ
た
。
そ
こ
に
二
〇
〇
二
年
の
拉
致
事
件
の
イ
ン
パ
ク
ト
や
、
ま
た

二
〇
〇
三
年
一
〇
月
三
一
日
の
盧
武
鉉
前
大
統
領
に
よ
る
済
州
四
・
三
事
件
に
つ
い
て
の
公
式
謝
罪
な
ど
が
加
わ
り
、
状
況

は
大
き
く
変
わ
り
つ
つ
あ
る
。
個
々
の
身
体
や
経
験
を
浮
か
び
上
が
ら
せ
て
い
こ
う
と
す
る
金
時
鐘
の
詩
が
、
再
び
試
さ
れ

る
時
期
が
来
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
ま
さ
に
「
す
べ
て
の
始
ま
り
」
な
の
だ
ろ
う
。

　

今
後
の
課
題
と
し
て
、
こ
の
よ
う
な
新
た
な
状
況
を
踏
ま
え
、
ア
ナ
キ
ス
ト
小
野
十
三
郎
と
社
会
主
義
者
金
時
鐘
の
出
会

い
が
、彼
の
社
会
主
義
の
理
念
に
与
え
た
で
あ
ろ
う
影
響
を
、一
九
五
〇
年
代
に
定
位
し
な
が
ら
、『
新
潟
』
以
前
の
『
地
平
線
』

『
日
本
風
土
記
』
の
検
討
を
通
し
て
考
え
て
い
き
た
い
。
ま
た
金
時
鐘
の
一
九
六
〇
、七
〇
年
か
ら
二
〇
〇
〇
年
代
に
至
る
詩

作
の
過
程
で
『
新
潟
』
で
確
立
し
た
思
想
が
変
容
す
る
こ
と
に
な
る
の
か
ど
う
か
、
あ
る
い
は
変
わ
っ
た
と
し
て
、
そ
れ
が

ど
の
よ
う
な
方
向
性
を
持
つ
も
の
で
あ
る
の
か
を
『
猪
飼
野
詩
集
』、『
光
州
詩
片
』、
そ
し
て
『
化
石
の
夏
』
を
分
析
す
る

こ
と
で
考
え
て
い
き
た
い
。

（
5
）

金
時
鐘
『
草
む
ら
の
と
き
』、
海
風
社
、

一
九
九
七
年
、
一
八
二
‐
三
頁
。

（
6
）
金
時
鐘
「
あ
と
が
き
」『
化
石
の
夏
』、海
風
社
、

一
九
九
九
年
、
八
四
頁
。
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金時鐘簡易年表

年 金時鐘の作品
（『原野の詩』に収
録されたもののみ）

金時鐘に関する主な
出来事

　　　　日本・朝鮮半島の出来事 文学作品・評論・その他
の事象

*『日本風土記』に収
録されたもの
**『拾遺集』に収録
されたもの）

一八六六年 シャーマン号事件（七月）
一九〇九年 新信濃川掘削事業（～一九二二年）
一九二九年 金時鐘出生（十二月）
一九三一年 満州事変勃発（九月）
一九三五年 済州島へ移住。この

頃普通学校へ入学
一九三六年 南次郎朝鮮総督に就任（八月）
一九三七年 盧溝橋事件（七月）日中戦争勃発

「皇国臣民の誓詞」制定（十月）
一九三八年 朝鮮陸軍特別志願兵令公布（二月）

第三次朝鮮教育令改正（三月）
一九三九年
一九四〇年 創氏改名令施行（二月） 金素雲訳『乳色の雲』

（五月）
一九四一年
一九四二年 光州の中学校に入学 国民学校規定改正、朝鮮語の授業廃止（三月）
一九四三年
一九四四年 一般徴用令を朝鮮半島に適用（九月）
一九四五年 済州島で解放を向か

える（八月）
済州島人民委員会で
活動開始（十二月）

終戦／解放（八月）
浮島丸事件（八月）

一九四六年
一九四七年 南朝鮮労働党に予備

党員として入党（二
月）。以後、パルチ
ザンとして活動を始
める。

一九四八年 「郵便局事件」
（五月）失敗後、潜
伏する。

済州島四・三事件（四月）
済州島、単選反対運動（五月）
李承晩韓国大統領に選出（五月）
大韓民国樹立（八月）
朝鮮民主主義人民共和国樹立（九月）
済州島焦土化作戦（十一月ごろ）
　→「水葬」

小野十三郎『詩論』

一九四九年 日本へ逃亡（五月）
一九五〇年 「夢みたいなこと」

（五月）
「真昼」（六月）
「一本の錆びた ス
ゼ」（八月）
「夜の つぶやき」
（九月）

日本共産党へ入党
（四月）

朝鮮戦争勃発（六月）

一九五一年 「飢えた日の記」
（五月）
「在日朝鮮人」
（五月）
「距離は苦痛を食って
いる」（六月）
「一九五一年六月二十
五日の晩餐会」
（六月）
「梅雨の夜」（七月）
「キャメラ」（七月）
「夏の狂詩」（七月）
「夜よ はよ来い」
（八月）
「流民哀歌」（十月）

『朝鮮評論』の編集
に加わる（二号か
ら）

在日本朝鮮統一民主主義統一戦線結成
（民戦）（一月）
日本共産党第四回全国協議会（二月）
日本共産党第五回全国協議会（十月）
『朝鮮評論』創刊（十月）

許南麒『火縄銃のうた』

一九五二年 「巨済島1～3」
（二月）
「ひぐらしの 歌」
（九月）
「秋の歌(1～4）」
（十一月）

吹田事件でのデモに
参与（六月）

中西朝鮮小学校開校（四月）
吹田・枚方事件（六月）
破壊活動防止法施行（七月）
第五回全国協議会(五全協)（十月）



一九五三年 「眼」（一月）
「春」（一月）
「タロー」（二月）
「第一回の卒業生の み
なさんへ」（二月）
「開票」（四月）
「ふところ」（五月）
「停戦譜  江夜」
（七月）
「母国朝鮮に捧ぐるの
歌」（九月）
「斎藤金作の 死に」
（十一月）
「生きのびるもの」
（十一月）
「悪夢」（十一月）
「年の瀬」（十二月）

『ヂンダレ』創刊
（二月）
民戦の職業常任とな
る（四月）
鄭仁と知り合う（十
二月ごろ）

朝鮮戦争休戦協定締結（七月） スターリン死去（三月）

一九五四年 「薄明」（一月）
「卓の上」（一月）
「南の島」（三月）
*「処分法」（六月）
*「たしかにそういう
目がある」（九月）
「知識」（九月）
「墓碑」（九月）
「耐乏生活」
（十一月）
「あなたは もうわた
しを差配できない」
（十二月）

「腸チフス」で入院
このころ長谷川龍
生、倉橋健一、黒田
喜夫、梁石日らと知
り合う

南日北朝鮮外相声明（八月）
四・三事件ほぼ終結（九月）

金素雲訳『朝鮮詩集』
（十一月）

一九五五年 「規律の異邦人」（三
月）
「生きるってこと」
（四月）
「富士」（五月）
「期待」（五月）
*「浦戸丸浮揚」
（六月）
「驟雨」（八月）
「子供と月」（八月）
「あせた乳房」
（九月）
「遠い日」（九月）
『地平線』（十二月）
「自序」

日共「在日朝鮮人運動について」発表
（一月）
在日本朝鮮人総聯合会結成（五月）
六全協（七月）＝武装闘争方針の否定

一九五六年 「政策発表会」
（五月）
「盲貫銃創」（五月）
「除草」（五月）
「無風地帯」（五月）
「私の家」（五月）
「ぼくがぼくであると
き」（六月）
「鍵を持つ手」
（六月）
「裏庭」（七月）
「インディアン狩り」
（八月）
「謝肉祭」（八月）
「一万年」（八月）
「白い手」（八月）
「運河」（十月）
「道路がせまい」
（十一月）
「猪飼野二丁目」
（十二月）

「金時鐘特集」『ヂ
ンダレ』15号（五
月）

ハンガリー革命（十月）



一九五七年 「ニュールック」（一
月）
**「カメレオン、音を
出す」（二月）
「淀川べり」（五月）
「日本の臭い」（七
月）
「長屋の掟」（十一
月）
「家出」（十一月）
「的を掘る」（十一
月）
「かもの群れ」（十一
月）
「発情期」（十一月）
「日曜日」（十一月）
「若いあなたを私は信
じた」（十一月）
「表彰」（十一月）
**「雨と墓と秋と母
と」（十一月）
**「犬を喰う」
（十一月）
『日本風土記』
（十一月）
*「南京虫」
*「木靴」
*「夜の街で〔1〕」
*「夜の街で〔2〕」

『ヂンダレ』18号
（七月）に評論「盲
と蛇の押問答」と
「大阪総連」を発表
する。

・日本赤十字社と朝鮮民主主義人民共和
国赤十字社との間における在日朝鮮人の
帰還に関する協定（カルカッタ協定）
（八月）
・千里馬運動（～六一年）

一九五八年 **「大阪風土記（一
つのうた、しらぬ
火、河口）」（一
月）
**「歯の条理」
（一月）
**「穴」（四月）
**「しゃりっこ」
（十月）

評論「第二世文学
論」（六月）
『ヂンダレ』20号
（終刊）（実質的に
解散状態）

一九五九年 **「海の飢餓」
（五月）
**「八月を生きる」
（九月）

梁石日、鄭仁らと
「カリオンの会」結
成。『カリオン』創
刊 （六月）

日赤「帰還案内」公表（九月）
第一次帰国船出発（十二月）

一九六〇年 日米安保闘争
4・19蜂起（四月）

一九六一年 日本共産党党籍離脱 朴正熙らによるクーデター（五月）
一九六二年 「近畿学院」（朝鮮

総聯の速成党学校）
への指名学習を拒否
（七月）

一九六三年 **「猟銃」（三月）
一九六四年 朝鮮総聯による「統

一試範」をだた一人
拒否（七月）

一九六五年 第二次「統一試範」
も拒否（五月）
朝鮮総聯と決別する
（七月）

日韓基本条約締結（六月）

一九六六年 大阪文学学校の講師
となる（七月）

一九六七年 金石範『鴉の死』
一九六八年 金嬉老事件（二月）
一九六九年
一九七〇年 『長篇詩集 新潟』（八月）
一九七一年 **「涸れた時を佇む

もの」（十一月）
帰還未了者の帰還に関する暫定措置の合
意書（二月）

一九七八年 『猪飼野詩集』（十月）
一九七九年 **「大阪港」（十二月）
一九八三年 『光州詩片』（十一月）
一九九一年 『原野の詩』（十一月）
一九九九年 『化石の夏』（九月）
二〇〇二年 「吹田事件」五〇周年記念シンポジウム

二〇〇七年
『再訳　朝鮮詩集』
（十一月）
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